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『"^一 5 たかて- 栗ば かり あると こや I へん.— この頃で はちよ ッと でも、 をな ご 衆 をして 來た 

もの は、 皆 京 首 葉ゃ大 "阪官 葉 を 使 ひます さかい、 ね』 と * お 末 は 『ね』 だけ を この 家の人々 から 覺ぇ 

て、 『な』 の 代りに 時々 話の 切りに 入れる やうに なって ゐた。 

今、 ここの M ずが 奧 さまと 一緖 になって 珍ら しく 自分に 世間ば なし を 仕向けた かと 思ったら * 矢ッ 

張り、 自分が もと ゐた ところの 旦那と 同じ やうに、 栗の 話 をして、 

『お前 は 栗から 生れた 女 だら う』 などと 云った 0 

，も 誰れ も 丹 波 生れと 云へば、 直ぐ 栗し か 無い やうに 云 ふの を、 私 かにむ かッ として ゐた ぺ^;^ 力 

ら、 かの！ K は 且郝が 茶の f 出て 行く と 直ぐ、 奥 さまに 向って、 今、 栗ば かりで は 無い と 云 ふ 辯 解を 

したので あった。  S ナ 

『さ うだらう、 ね』 と 奥 さま もい ゃァに 笑って. こちらの 言葉 を 信じない 樣 子であった。 そして 旦， i 

の 跡 を 追 つて 二階へ あがって 行った。  ， 


お 末 はこ この 夫婦の 睦まじ さうな の を 見る に 付けても. 自分 は なぜ 世間の 馬鹿にする 丹 波な どに 生 

れ たの だら うと 思 はれる。 ここの 土地の人 など は 皆 はしかうて、 若い 時から 旦那 を 持ら へて、 立派な 

衣 物 や 指輪 をつ けて 樂に暮 して ゐ るのに 11 自分 は 二十 四に も、 五に もな つて、 まだつ らい ことに は 

人のう ちの 女中 をして ゐる。 

『わたし、 心配で • 心配で、 しょがお ま へん』 と、 きの ふ、 奥 さまに 一： ム つたら、 

し. 5tti 

『お前で も 心配な ことがある のかい』 と聽 かれた。 

QI 分だッ て、 人間 だもの を 11 奧 さま は 顔 も 美しい 上に， よい 且那を 持って、 每 日、 毎日、 樂に暮 

せる から、 人の ことなん か 心配しても 吳れ ない ので —— 然し 自分 はいつ まで も 人に 使 はれて、 『お 末、 

^末』 と * 呼ばれたり 叱られたり しなければ ならない のか？ 

よめ 

『-1 度 かたづいた ことが める のなら、 もう、 お 嫁に 行く ことな ど は 詰らない と 思へ る だが、 ねえ •』 

こんな こと を奧 さま は 云った ことがある。 奧 さまに は 人の 思 ひやり と 云 ふ ものが ないやう だ。 それ 

くら 

に比べる と * 旦那の 方が、 どんなに こわい 顔 をして ゐて も、 まだ こちらの こと を 思って？. 力れ る。 

『好きで 嫁に 行きたい なら • 早く 行った 方が いいよ —— 全體、 お前 を 貸 はう と 云 ふの は どんな 男 だ 

v.』 

『わたし • まだ 見た こと はお ま へん けれど •  4? はわた し を 見た ことがある s ふて 11 何でも、 この 池 
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田の 近在の 人で、 一 年中に 半分 はよ そへ 行て 留守 やさう？.。』 

IT> そんな こと I つて、 別な ところに 本妻が ゐ るの ぢゃァ ないか？』 

『そんな こと もお ま へ ん やろ。』 

f その 間、 お前 は f して ゐる つもり？』 奥 さま は、 斯う、 その 時聽 いた。 

『わたし、 百姓し ま ッさ—— 何でも" I" 地が 少し ある さう やさ かい。』 

.1. きかで f すがって、 お前の 大根で もさげ て來 るき ろの 姿の よかった のに 惚れ込， f】 。の 

^  s と、 i また 云 1 れた。 『お前 も 近頃 は、 來た 時より ゃァ、 大分 I になった から、 ね 』 

r  』 自分 は S しかった ので、 『これ も 奥さんの I です』 と 答へ た  , 

しんし がい S  -  ^^n:  .^^^.,:^..^で違ふ。 自分が もと ゐた ところでは 子^ 力,， ^くッ て 

同じ 新 市 闺に來 て ゐる家 は 家た 力 隨 力.？^ て》 5 

Hffltl この 家へ 來 ると、 子供 も 無く、  ！ , 

1 せ 51、 自分にまで も綺 f せよ きこと だ。 で、 霄 街へ 買 ひ 物に 行く 度に、 011 

r へ 立ち寄ったり すると、 10 a と， 飾の 旦那に 冷 かされる やうに 

な 『I や， さかい、 き 人が 1 ッと 見た だけで、 末ち やん を 貰 ひたい まて 來 たんや、 な。』 姉 も 新う 云 

つて 笑った が、 『目の 悪い のん も 知らん と、 な！』 


けんく わ G 

r 阿呆 云 や はれ！』 ，：！ 分 はまた おこらない では ゐられ なかった。 姉に 會 ふと、 いつも 喧曄だ 

それと 云 ふの も * 親が もとで —— 姉 は 母 を 面白くな いと 云って るし、 自分 は 父 を 恨んで.^ る。 自分 

が 母のお 1 に 宿った 時 * 父 は、 この 上に 子供が 出来たら * いくら 百姓で も、 麥 の御釵 さへ 喰 へん やう 

になる と 云って、 おろし 藥を飮 ませた。 それでも 生れて 來 たのが 因 架で、 兩 方の 目が 人並みで 無く、 

いつもし よ ぼくして ゐる。 母が 阿呆 だからと 姉 は 云 ふけれ ど、 自分 は 母に 罪 はない と 思 ふ。 無理に 

き やう 

飮 ませた 方が、 その 時 巡査に 知れたら、 引ッ 張られて 行く ので あつたと、 京に ゐた 時の 主. S も 云って 

ゐた。 

わるくち 

『お前 は 少し 拔け てる さかい、 な』 と、 姉 はよ く 口 を 突き出して 惡ロを 云 ふけれ ど， 自分に はそんな 

こと は 無ぃ笞 だ。 お腹に ゐる 時、 なん ぼ 毒な 藥を飮 まされた からと て、 人の 魂 は 生れてから 這 入る の 

だと 京の 旦那 も 云って たから、 魂まで が 目の 惡ぃ箬 は 無い。 それに、 近頃で は、 この 目 も 大分よ くな 

つた やう だのに ！ 姉 は 一 向に 綠談を はか 取らせて 53{れ ない。 

『なん ぼ 恨みが あつたかて、 親 は 親 やさ かい』 と 云って、 姉 は先づ 相談の 爲 めに 國の 方へ 手紙 を 出し 

た。 が、 返事 も 無ければ、 父 も 出て 來 ない。 

ぺ )- 

汽車 を 下りてから、 また 七 里 も 八 里 も 行く やうな、 あんな 鄙な ところへ は、 郵便と 云 ふ 物 は 届く 

とと も あらう、 また 届かぬ こと も あらう。 
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『わたし、 一 度歸っ て來 まほ か』 と、 相談して 見たら、 

『あんなと ころまで—』 姉 もさ ッ ばり 思 ひやり の 無い、 薄情な 人 だ。 こちらの 心配 も 知らないで， 

ここの 奧 さまと 同じ やうな こと を 云った。 『さう せ 迫かん かて、 向の 人が、 欲しけ り や、 また 出て 來る 3 

そしたら、 うちの 人に でも 行て 見ても ろたら ええ やない か？』 

その 親切が あるなら • 直ぐに もさう して？. 犬れ たらよ からう に！ 自分に は、 どうしても. ふの ノ 

•  かこちら の 返事 を 待ち かま へて ゐる やうで 1. 氣が氣 でなら ぬ。 自分 は それ を 奥 さまに は 

の 人 は 1! いてる の だすが、 ねえ』 と 云って 聽 かせた。 

『ぢ ゃァ、 お前が 誰れ かと 一緒に 行って、 一 度 早く 向 ふの 家の 様子 を 調べて 來れ ばいい ぢゃァ ない 

お ュ  姉さん ま、 もう、 田植 ゑに もなる から、 急がし いの だら う？』 

はくじ やう 

『あの人 は あきま へん、 薄情 やさ かい。』 

『*. ごから • お前が』 と、 奥 さま はいつ もの 叱り付ける やうな 目つ きをした ので、 自分 は 取り付く 島 も 

なく、 

『わたし • まだ どこか 知り ま へんが、 な、 — 在 だす けれど』 と、 ぉづく 答へ た。 

『ii: を 云って るんだ か、 お前の 云 ふこと はさ ッ ばり II 狐に つままれ てる やう だよ。』 奥 さまの 二階へ 

あがって 行く 時の 最後の 言葉 は、 さう であった。 


『二階で また 二人が 何 をして るの か』 —ー {DI 分の しょ ぼくする 目の前に は、 月給 を澤山 取って るら 

しい 東京 下 だり、 上 ひげの 銀行 M が 現 はれた。 この 人 は、 今し がた、 親切に も、 

『< -ッ そお- 1 がお 前 を 貰って やらう か、 ね』 と 云った。 すると、 それが 霄 車の 車掌に 變 つて， これ は 

また 黑く あご^まで 延ばして、 肩から カバ ンを さげて ゐる。 

『島 津 はレョ と 云って、 國には 奥さん も あるの だが、 姉の 隣り の 娘が この 人の 世話になり、 結構に も 

e: 々三圆 も 貧って， 贅澤 一 ニ昧 をして ゐる。 

『金の指輪 も はめて まッ せ』 と 知らせて あげたら、 ここの 奧 さま は、 

【鍍金 だら うよ』 と 云った。 めッ きと は 金で も 上 金の 方で あらう。  - 

自分 は あんな 結構な 暮しを 羨し く 思 ふの だけれ ど， 奥 さま は 奥 さまで 結構に 暮 して ゐ るので、 

『詰らない こと はお 云 ひで ない』 と、 きつい 奥 さまに 似  1! 口 はす、 大歷 遠慮深い こと 11 

『まだ そこに、 ぼんやりして！』 

いつのまにか 奥 さまが 下りて 來てゐ た" お 末 は あわてて， 土間に 下り、 バケツの 中 をの ぞいて 2^ た 

くるまね ど 

が， 水が 無かった ので、 それ を さげて 裏の 車井戸へ 行った。 

. お 末 は • 或 曰、 姉の 家の ¥ 植，. ^の 手 傅 ひを賴 まれた ので、 一 曰の ひま を 貰った。 が， もう、 國を出 
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てから、 —— あれ は 1 度 かた 付いた 家から 出た のと 同じ 時から だが *  — 京都で も 奉公して ゐ たり、 

大阪の 布 中に もゐ たり- 池 田へ 來 てから もこの 新 市街で 二度 も 奉公 さきが 更 つたり した 間に、 三 四 年 

も經 つて ゐた。 そして 田の 仕事な ど は その 間した ことが 無かった ので、 どろ 田ん 園へ 這 人る のが 第一 

に 氣味惡 かった。 

それでも， 姉 や 肺の Is^l^ と共に 馬鹿ば なし をしながら、 苗 を植ゑ 付けて ゐた ところ、 熱い 天氣 のせ 

いか、 それとも 泥の 氣に當 つたの か、 目 まひがして 倒れ かけた。 

『ひよ ろくして る やない か』 と、 姉の 亭主が 田の 中に 突ッ 立って 云った。 

『けたいな &ゃ、 なァ』 と、 姉 はまた 怒り かけた が、 自分が 泥 だらけの 乎 を擧げ て、 その 手の甲で 編 

み 笠の 中の 額 をお さへ てゐ たの を ると • そばへ やって 來て、 『氣 分で も惡 いの やない か？』 

『  』 末 は 返； 果 も出來 ない ほど 胸が 一杯に なって るの をお ぼえ た" そして 自分で は なぜ 力ら 

だが ふら^ (^する のか 分らなかった。 

兎に角， 久し振りで 足 を i た 田に つけたと ころ、 田の 泥臭い に ほひと 共に 思 ひ 出された の は *  — も 

§、 すッと 夢の 中へ 忘れて ゐ たこと であるが、 -i ^れ たを^" 天との 親しかった 仲 だ。 村の 若い 衆 は、 

4^ こ， なると、 方々 の 若い 娘 を ほっき 步く のがき まりの やうに なって ゐ たが • 割合 ひに 年う へになる ま 

e 1 待って ゐても —— 來 たこと が 無かった 自分のと ころへ も、 とうく やって 來た。 自分の 寢 部屋 


とき まって たと ころの 雨戶 をこぢ 明けた ものが あるので、 お父さん は 隣り の 部屋 力ら、 

『誰れ ぢゃ』 と 怒鳴った。 

『村の 若い 衆ぢゃ —— 默っ とれ！』  、  。  , …… 

 。  。 何でも 四 五名であった が、 その 翌日から、 自分が 田に 出 

てゐる そば を 通る 男 は • どの 人 もどの 人 も それであった らうと 思 はれて、 懐かし くもなつ たし、 そし 

てまた 村の 若い 娘 どもに 誇って、 

『わたし かて、 阿呆 や 無い.： 一 と 知らせて やりたかった。 

そのうち、 ふとした 出會 ひから、 民さん と 云 ふ 人と いよく 夫婦に なった が、 その 初めの Si の而白 

かった ことと 云ったら —— いろ W き に は 上下が 無い さう だから、 今の 奥 さまで も あの やうな ので あら 

う。 

『かか ァ粲 てろ か、 

お前 を 取ろ か， 

やはり、 お前の 

ナそ 

裾 を 取ろ。』 

じ やけん 

などと、 ふたりで 歌 ひ 合って * 一緒に 田植ゑ をした ので あつたが、 それが また 男の 方から 段々 と 邪見 
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になって 行って、 

『お前 は 阿呆 ぢゃ 11 ゃッ ばり、 人の 云 ふやう に 阿呆 ぢゃ」 と 云 ふやう になった。 

自分 も 亦もッ とよい ことがあ らうと 思って、 他國へ 奉公に 出た。 が， どこへ 行っても、 夫婦と 云 ふ 

もの の 間 を 見せ付けられる ばかりで、 自分に そんな 仕 合せけ ま はって 來 なかった。 

姉 どもが、 二人で、 眞ッ晝 間、 夫婦 ごとの やうな ことをこの 田のお もてで 面白さう に 語り合つ てる 

さメ 

を聽 くに 付けても、 自分 は獨り 泥の 中へ 引ッ 込まれる やうな 寂しい 氣 になって、 II じりく とその 

話しの 主 ども を 妬ましく なった。 

「うちへ 行て、 寢 てたら どうや』 と 云 はれた の を 幸 ひ、 姉の 家へ 獨 りで 歸 つて、 おもいあ たま を疊の 

上に よこにした。 そして、 

『姉が 自分で あったら』 と 云 ふやうな 考へ にぎって ゐ ると、 ふと 自分の 手に 血が 附 いてる のに 氣が付 

いた。 

驚いて 起き あがった 勢 ひで、 また ぼと" と 一 滴 赤い のが 疊の ヘリへ 落ちた 11 自分の 鼻から。 

『lk おが 惡 うて』 と： K ふ 申し わけ を以 つて、 その 夜、 遲く新 市街へ 歸っ， て來 て.、 直ぐ 寢る こと を 許し 

て 貰った。 

かの 4< のお，！^ ると ころ はいつ も 茶の 問の 四疊半 だが、 これと 隣って る 勝手元で 鼠が あばれる 音 や、 且 


那ゃ奥 さまが、 時々、 鼠の 騷ぐ 方と は 反對に 隣った 便所に 行く 足お とやが、 今夜に 限り、 穷に氣 にな 

つて、 しい 神經が 冴える ばかり だ。 

且 W が 二階の 勉强{ 至で 時々 1 時 や 二 時まで も 窨き物 をす る。 今 も、 ガリく とべ ン とやら を 動力す 

音が して ゐる。 銀行の つとめの 外に、 あれ もお 金になる の ださう だ。 

且啡が 下りて 來 るまで は. 奥 さま も 眠られない のかして、 下でまた手紙を書ぃた^^、 小 說本を 請. < 

だり する。 今 も、 多分、 まだ 目が さめて るの だら う。 

とん、 とん， とんと 二階の 段が ——  , ぐ 

『あ、 旦那 や —— ： うけ 髯の ええ 男 や！ もう、 寢 るの や！』 

思 ひがけな く、 障子が 明いた ので、 あわてて 首 を あげて、 わざと、 

『誰れ おや』 と _ ^を かけた。 

ちょ  わ.^ 

『おれ だい！』 いつもと は 違って 太い 聲 がした が、 電氣を 消して あるので、 かの 女に は 姿 も.^ も^ 

ら なかった。 ただて ッ きり 自分 を 目 あてに 來 たの だと 思った ので、 それと 無く、 眞ッ 暗の 中で 身が ま 

へ をして ゐた。 

足お と は、 然し、 よこへ 1^ れて、 また 障子の 明く 氣は ひだ。 勝 乎の 綠 をった つて 行って、 戶棚を 明 

けたと 思 ふと、 ばッと マチ を摺 つた。 冷めし の殘 つてる おはち の 蓋 を 明けた やう だ • 

女中の 戀  二 
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r 今ごろ、 また 御 膳 をた べるのんだ ろか？』 

やがて？ と QS 擎は 管った。 自分の 方に 來る のかと 思 ふと、 また 反れて、 B 下へ 出る 障子 

も締 つた。 

二階の 段 を また 上の 方へ 音 は あがって 行った。 

ゃッと あ. 再びお ろした かの "おに は、 毎朝 §  くと 露 をし なければ ならぬ 主人の 鬵害 

m 椅子— 大 I つくえ— 澤山 本— 西洋の 額— 明け 放した 窓かず 

える 山と 電車の 道 — 

『そやく！ filf の 世話にな るの もええ が、 なァ、 うちの 旦那なら、 もち ッ とええ やろ に。』 

もう、 直き か 知らん  >  旦那が 奥 iQ きろへ 下りて 來 るの は— かの 女 は 一し I り 付けな かつ 

た。 

翌朝、 目 を こすりく、 御釵を 焚いた が. 旦那が 出勤して から、 奥 さまに 斯う 叱られた n 

『お前 は 生 豪 だよ、 ゆ ふべ 旦 fs つぶ を 取りに 行かれたら、 誰れ だな どと 云ったり-し ぜ てん！』 

『：： ……： 』 顔が 眞ッ 赤に なった やうで あつたが、 われ 知らす よい 考 へが 出た と 思った、 『御 膳 をめ し 

上った ので は 11 ？』 

『お 鹿 をお 云 ひで ない。 思 I ひの ないやう に、 今 一 度お 前に 云つ S くが、 ね、 ゆ ふべ I 力？ 


の 部屋の 障子 を 明けた の は、 のりに する 御飯つ ぶ を 取りに お行きな すった の だよ c』 

『へい 11 』 返事 はした が、 どうも、 かの 女に は、 さう と は 思へ なくなった。 奧 さまが 躍起と なる だ 

け、 一 歷 思へ ない。 

ゆうべ 奧 さま はせ き拂ひ をした ではない か、 それで 旦那 はよ こへ 反れた。 I - 若し 奧 さまが 帮 守で 

あったら —— こちら も、 この頃 磨く ので 顔が 綺 1 になった と 旦那 は 云っても ゐた。 また、 それとな^*- 

氣の ある やうな こと も 云った。 

『そやく、 どうした かて！』 

かの 女 は、 その 日、 旦那 Q 歸る頃 を 見計らって 鏡に 向った。 そして、. 姉から いつも おでこ だと か、 

頓 骨が 高い とか 悪口 云 はれる 場 W を、 いつに 無く こッ てりと 塗り 隱す氣 になった。 

『いよう —— お 末』 と、 RI: 那は靴 をぬ いでから こちらの 思った 通り 讃 めて 吳れ て、 『け ふ は、 例の 男に 

でも 合 ひ をし に 行く やう だぜ 1! 見 あげた ほど 熒 人に なった。』 

げん < わん  li 

『  ：』 少し 耻 かしい やうで もぁづ たが * お 末 は、 奥 さまと 一緒に 旦那のお 歸りを T>-ii に 出で a 

へた 腰 を あげながら、 眞 正面に 顔 を 見て 貰 ふやう にした 。『奥さんが 綺麗に する やうに いつも 云 ふて お 

吳れ やした さかい、 ねえ。』 

女中の 戀  1 さ 


『さう だと も 11 女中 だッ て、 いつも、 おれのう ちでば 身 だしな み をして ゐる 方が いいの だ 力ら、 

ねに かう 云って、 曰 ー那は 廊下 を 二階の 段の 方に 曲った。 

直ぐ それにつ いて 行って、 奥 さまの する やうに 洋服で もぬ がして あげようと 足 を 運ぶ と、 奥 さま は 

il? にも こちら を 押しの ける やうに して、 こちらよりも さきに 進んだ。 そして こちら を ふり 返って、 

『お 前 は お 膳 を 出し て お ci^oj 

『へい — 』 と は 答へ たが、 お 末の 胸に は 奥 さまに 對 する ふ不滿 じみた 感じが 殘 つた ii 自ハ. -と旦 翔と 

Qts. を、 さう いつも/、、 奧 さまが 隔てなくても よいのに！ 

『あの やうに ベた くと おめかし する 人 は、 き ッと燒 き 餅 深い』 と、 隣り の年增 女中が 云った が、 矢 

ッ 張り、 それに 遠 ひない。  な， 

"こちらに ばかりお 風呂の 火 を 焚かせて、 湯に 這 入る 時 は、 いつも 奥 さまが 旦那の 脊中を あらって あ 

げる。 一度 や 一： 度 は、 こちらに も 旦那の 脊 中の 世話ぐ らゐ はさせ て 吳れて もよ からう に 

日 一都 も 旦那で、 少しもこちらの思ひ爲しを察して0.8^^なぃ。 奥 さまば かり を 可愛がって 11 

かうな ると、 お 末に は 自分の 緣談： 相手が ここの 且郝 であった やう だ。 

AJ こへ 來る 前の 主人 は、 その 奧 さまと II ばかりして ゐた。 そして ここの 旦那と は 遠 ひ、 毎晚 十二 

時 過ぎに なって、 而も^ 滔に醉 つて 歸 つて 來た。 何でも 池 田の 『新聞社 長』 とか 云 ふところ があって、 


s たら 云 ふこと で. いっか も、 澤 山のお 金が 取れた. と 出入りの商人が 自分に 云って 聽 かせて 吳 

i-J/  げんくわん 

それが、 或る 晚 のこと、 ぉ滔 くさい 息 を 吹いて 歸 へって 來て、 自分が 寢てゐ る ナ丄關 の 問に 這 入って 

來 た。 

r 奧 さん は 知って や はるか 知らん I- 知って て や 無い か 知らん？』 かう 自分が 氣が ねして 耳を澄ま 

しながら 枕 もとの 方に 暫 らく 坐 わつ てた。 

『あなた —— あなた —— 何して ゐ なさる のです？ J 

『奥さん なんて、 直ぐ 皆 これ やさ かい 1! わたしが あしこ を 追 ひ 出された のん も それや。 けれども、 

t この 且那 は、 こないだ を あけて 來た 外に は、 ^に 何もい やらし いこと はせん。』 

それだけに、 なほ 奥ゆかし いお 方の やうに 思 はれて 來 た。 『井戶 の はたで 水 を 汲んで る 時、 お尻 をた 

たいたり する 旦那 は、 どこの 且那 でも 油斷 ならん』 と、 女中 ども はよ く 云 ふけれ ど、 自分 はそんな こ 

とだけ をで もして 見て 貰 ひたい。 

ところが、 丁度、 奥 さま は 珍ら しく 何 かの つき 合 ひで 11 絹地の 白い 蝙蝠傘 を さして — 大阪へ 行 

つて、 夜に なっても 一向 歸 つて 來 ない ので、 ひよ ッ とすると、 自分に 手 を かける 爲め、 旦那が 奥 さま 

を わざく 遊びに やった の だら う。 
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茶の 問に 引ッ 込んで はゐ たが、 氣が わさくと して、 今 かくと のぼせて 來る ばかりて I 

ほころび を鏠 ふと 針 を 持って 見ても、 物が 手に つか， ない。  へや 

I と、 II. 今 S 二階で はなく、  ilsl 紋 帳の 中へ 這 入 

つたの は、 宵からの こと だが、 本 I んで i かして， ぱ らくと 本の f めくる？ する。 

ラち輪 を 使 ひながら、 いくら こちらが 待ち かまへ てゐて も、 音沙汰が f さう でもない— それに 

ぐづ/ \ して ゐ れば、 このよい 機 を 失って しま ふ。 

. 、tl>n  C ..nr.*.?' さ， S 長って お，^ 一一 45^ ちがして、 あたま は 上の 

と： =5 ふと、 からだ 中に 何 か 分らない 筋の やうな もの 力 突， ッ 張って^ う 

方へ ぼッ との ぼって 行く。  、  、  ？，， -、  < 

f なくなって、 a  —ま I わって 見た。 —また 立ち あがって、 今度 は 火 

鉢の そばに 行き、 この 暑い のに 獨 りで しゅ ッ くと II いてる 證 から、 急須に f ついで、 こ 

に を 盆に のせて 自分の 部屋 を 出た。  ，5. 1 , 

『そんなに 勉强 しゃ はると、 腦病 になり まッ せ。』 眞ン 中二 枚 を 明け I た 障子の 敷 とび 上に 

膝 をお ろして、 手 を 延ばして、 お盆 を 上座の 方の 蚊帳の 裾へ 置いた。 

『お前と しちや ァ、 お ほ 出来 だよ， I なかく 氣が 利いた、 ねに 電氣の 下の 褥の 上で、 あ ふ 向けに な 

つて、 本 I てゐた 旦那 は、 その 本 を 放し、 S ふ 洗った 白い し 上に お腹 を 伏せ、 からだ をへ 茶 


の 方へ 寄せた。 

左り の 手が 蚊屋の そとへ 出た 時、 右の 足が 女中と 反對の 方へ 眞ッ 直ぐに 長くな つたの が 見えた。 

でも、 われ 知らす からだが 固くなって- 兩手 をき ちんと 膝の 上に 重ね、 のぼせた あたまで 獨り言 の 

やうに、 

『奥さんの 遲 いこと！』 

『ほんと に遲 い、 ねえ —— 』 旦那 は 茶 をぐ ッと 飮ん でし まう と * また 本 を 取って あ ふ 向けに なった。 

かの 女 は 何だか 自分の 勝手が 逮 ふやう で —— 暫ら くその ままで ぼんやり 坐 わって ゐた。 ぶんと 蚊が 

しろ 1 

1 匹 やって 來 たの を、 ひら 手で 廣ぃ 額の、 お 白粉の 上へ ぺ たりと 叩き 附 けた。 それから 盆と 茶碗と を 

引き下げる ことにした。 

『旦那 は擧問 はし てても 察しが 無い I— も 1 度 このええ 機 をお そばへ』 と 思って、 また 自分の 部屋 を 

出た 。廊下の 末に つんと 立って、 

『旦那 はん —— お 御、 お 御 足 11 でも、 揉ま 一 • 揉ませて —— 戴き まほ か —— どうせ 暇だッ さかい。』 

『さう だ、 ね —— それ もよ からう o』 

且那 はさう 云っても 動かない ので、 かの 女 も 廊下の 端に、 肥えた お腹 を 突き出す やうに して、 暂 ら 

く突ッ 立って ゐた。 
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やがて 旦 f  PS になって、 兩 足の， 揃へ て 延ばした。 かの 女 は 下座の 方に まわり へ.. りと 

it 覆の 裾 をく ぐった。 いきなり、 i の兩 方の 足を I の？ でっかんで、 ぐ ッと下 

の 方へ 引き延ばしてから、 三分 間 揉む でゐ ると、 自分 はャッ と？ くし た氣 になった。 

『あしたの ra- は、 男に して は、 やら こおまん な ァ。』 

■  ナちな L*  J 

『さう か、 ねえ， I おれ だッて 然し、 百姓 や 鉢 叩き ぢゃァ ない よ ，. 

『そり やそ やけど、 なァ ー お ほ、 ほ丄 靈笑 ひ をして 見せて、 また 揉みぬ し， 羅需 中で さわら 

^たかて、 男の 足なら 直ぐ 分る 云 ひま ッ せ。』 

『は、 は、 はァ II お前 達の 仲間 はよ く 穿った こき 一 K ひ 合って る やう だ、 な。 こないだ も、 奥さん 

に、 井戸の そばで お尻 を 叩く 且郝は £ が出來 ない と 云った さう ぢゃァ ないか？』 

『けど、 ほん まだ ッせ』 と、 命令す る やうな 氣分 になった。 『ちと、 旦那 もお 叩きす 』 

『は ク、 は、 ノ、 はッ！ おれが かい？ I、 お前 は どこの 國で そんな こと をお ぽて來 たの だ？』 

『わたし なんて、 あきま へん。 旦那 や 奥さんと は f まして、 轰の やう If きも 知り ま へん 

さかい、 ねえ。』 

『東京ま^と して、 さ。』 

f 轰は 別だッ か？ わたし は 京と 大阪 だけ だす— それに、 議と云 ふと こへ も 一度 行て 來 ましたけ 


れ ど。』 

『へえ —— 誰れ とだい？』 

『京の 御主人に つれてて 貰 ひました。』 

『何年 ゐ たの だ？』 

『何年て —— そんなに をら れ ます もの か？ 奧 さん も あるし ノ 子供 も あるし、 店が またい そが L ゆお ま 

した 旦那で 11 三日ば かりに 

『を かしい、 ね ！ 何日 かかって、 何に 乘 つて、 さ？』 

1  はんにち 

『汽車に 乘 つて ！ 半日で。』 

『さ うだらう。 うん、 さ うだらう。』 

『H ー那ゃ 女中 達が ここ は 西洋 や 云 ふて 敎 へて 吳れは りました。』 心まで が 調子 づ いて 來 たので、 一 歷丁 

寧に 親指に 力を入れて、 雨の 土 踏ます を 押して ゐ たが、 また 手 を 固めて、 その上 を 代り番こに 叩き 初 

めた。 

『多分お もしろ かったら う、 ね？』 

『ええ • ちょ ッと』 と， 氣 取った 聲で、 『おもしろ おました、 ねえ" すう ッと ！— 斯う 11  (sg いと 云 

ふ 言葉が 出なかった ので、 さう 云 つた だけで 海と つづけ 3 海が あって、 松が たんと あって 11 』 

女中の 戀  1 九 
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『そり ゃァ、 ^li か 舞 ひ 子だッ たらうよ。』  g  ン 

『ええ、 擎も 一 ま 人 ISI た i— あ i、  I  III し 

たのんだ ッ か？』 

『『そんき f たら、 揉め ま へんが、 な！』 自分に は、 旦那が なぜ 笑 ふの か 分らなかった。 子供 を 叱 

る やうに 斯う 云って、 自分 は 曰 i ぐらく 患る その f、 兩手 でし ッ かり 押さへ て、 I、 ぐッ 

と 11 ク 1J3^C\ て， へ た。 

電車の 響きが， と& おに 霧 を 渡？、 寳 f 方へ 消えて 行った と 思 ふと、 家の そと もしん と 

し C 、旦那と 自分との 世界ば かりの ゃラ だ。  き 

『なんとか 云 S して 复 れんかい、 な』 と、 それば かり を ひきに 待ち かまへ て、 a 

て、 自分 Q 足で 旦那の 足 を 踏む ことにした。 

『p ぉまッ か？』 


『  』 

いた  n 

『痛う 無い 11 ？』 

r  』 


f 日 j 那 はん！』 

『  『 

『ちょ ッ とも 返事し や はら へ ん！ J 

あんまり 察しが 無い の を 腹立たし くもなった が、 お 事 を しないの は、 自分の あんまの 利き目で 心 W 

く 眠って ゐ るの だら う —— のぞいて 見ようと 思って- 口 を 明いて、 ぅッ かり 前の 方へ 額 を 出した とた 

くう およ 

ん* 自分の 足の 中心 を 失って、 二三 度 i 登 を 泳いで， 濟 まない ことに は、 旦那の どこか 知らん を 踏んだ 

かと 思 ふと • とう/ \ 且那の 上へ 重い からだが 倒れた" 

『痛い、 ね！』 矢ッ 張り、 起きて たの だ。 

『ほ、 ほ、 ほ！ 御免 やす、 つい、 倒れまして 11 』 

『ひどい こと をす る 女 だ。』 

『ど こぞお 怪我 は 11 ？』 

『な ァに 11 』 

『では、 安心 だす けれど -11 』 急いで 亂れた 裾 を 直して 坐 わった ところ は、 且那の 右の わき 腹の そば 

であった が、 お 末 は そこ を 離れたくなかった。 

ぢょ 

ちわ りんと、 外の 小 門の 鈴が 鳴った ので、 かの 女 は 然し あわてて 立ち あがった。 そして • まさか 旦 

女中の 戀  ニー 
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那も 告げ口 はしな からう と * 自分 は そ 知らぬ顔で 奥さ| 迎 へに 出た 

あくも ひ   

u^..  III! ね』 と ♦  Ml! 

^Hl.  itilll  fin. 

ち 付か I ゃァ、 用 も 碌に I す、 使 ふ 方で も 使 ひにくい から、 ね。』 こき デ M 。、？ ？ま 

『^ ；,、 さう しま ほか？』 斯う 云って、 お 末 は 奥 さまの 顔 I 談 する やうに 見 あけた 力の 女 f 

I、 そ の方が よ," に は" れ" ほひで もして ゐ たの. たらう— 奥 さま は、 け ふ、 餘 ほど 機嫌が 

ゆ ふべ 旦那と 1 つ 蚊帳の 中に ねたに ほひても して ゐ， 7r 六 

悪い  - D-r-^  P  きク と、 こちらの 思 ひ を 就げ たので あ 

日 If 障子 を 明けて 來た 時で も， 奥 さまさへ ゐな 力った  . 

?r  . 、み Q. は ご ny- レビ b4 ベで も • 旦那 は 奥 さまの あとての 權幕を も 配し 

っヒら I また、 奥 さまの 留守に お 御 足 を 揉ん た W ふへ て f 

て r/yrri で、 I 且 if して 見 ii へが 勝って ねたの 

だ それに" rl 隣。 のぎ やうに、 且？ 云 ふ も？ I のうちに i とまらせて— て 


も， Q 分に は： it のうちし かう ち は 無い e 

し？ うざ  I 

『さ うぢ や、 自分が どこかの 娼妓に なって 旦那 をお 客に.： 』 

なかね ， 

いや、 それとも 11 が、 こないだからの、 仲居 志願であった 

『旦那 • わたし、 あんた の 行き や はる 料理店の 女中に なりと おまん が、 なァ * なったら • 來て 吳れゅ 

りまッ か？』 

つて やる とも』 と * 旦那 は 四 五日 前に 約束して 吳れ た。 それから のこと だ、 池 田の 面 茂が よから 

うか >  丽の 一方 亭が よから うかと • 人に 相談して なた の は。 

『ど ッちャ でも 行け まッ さ』 と、 丁度 勸 めて 吳れた 人が あった。 お客さんから お金 も 澤山賀 へる と 云 

ふし、 また 結 導な！^ K なり も 出來て 11 兩 方の 店から * 毎月の 末に ここへ かけ を 取りに 來る 女中の 人達 

しラざ 

でも、 その 度 その 度に、 かけの 外に、 奧 さまから 一圓 や ニ圓は 祝^ を K つて 歸る。 

『では、 どうぞ 賴 んまッ せ』 と 云った の を 引き受けた 人が、 1 方亭へ 行けと 知らせて 來た。 

『いよく 料理屋の 姉さんになる のか、 ね』 と、 奧 さま は 暇 を 出して 吳れ た。 

『ま ァ、 やって： ：， ハまッ さ』 と • お 末 は 小い 行李の 始末 をして 居た。 

『さぞ、 氣の 利いた 姉さんが 出來る だら うよ。』 旦那 は 斯う 譜め たの だと 思った ので • かの 女 はき ッと 

m 心 ひが 叶 ふ 時が あると 云ふ婧 しさに 溢れた" そして、 さう 云 ふ 店から 夾-る 人達が 云 ふ 一 1 幕 某 を 思 ひ 出し 

女中の 戀  二. 二 
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て、 その 調子まで も眞 似て 云った。 

『どうぞ、 また • 日！ 那も 遊びに 來 ておくれ やす。』 

iik の 長い 谷 合 ひに 有名た もみ ぢの、 青葉が 過ぎて 紅葉に なり 初めた 頃に なっても、 旦那 は 約束 を 

遠へ て、 ばッ たり 1 方 亭へ來 なかった。 

『病 氣だッ しゃろ か、 あまり 勉强 する さかい。』 かの 女 は 頻りに 斯う 氣を 揉んで、 自分の 人の やうに 思 

つて ゐた。 

『實 は、 なァ、 お 末 はん • あのお 方が あんまり 來 て吳れ や はらん さかい、 うちの 日. -那も 心配して、 き 

んの、 その わけ を聽 きに tt たんだ ッせ — 何 かお 氣を惡 うした ことで も あんの や 無い かてな ァ。 ほた 

ら、 なァ、 あんた に 惚れられ てるのん が 迷惑 ャ * 云 や はった さう や。』 

ぢょ 

女中が しらの この 言 薬が、 どうも， かの 女に は腑に 落ちなかった" 

むこ 

『そんな こと は 無い 箦 やが、 たァ』 と • 別 分 S 變讒 をす るので も 無く、 S から 氣がぁ つたの を、 

. [ わたし、 知り ま へんが、 な。』 

『では- 何 かその 證據 があった の？』 

『別に 證據ッ て 11 』 かの 女は* あの 日 ー那 も 自分の ぎ 圑へ這 入り かかった の だと • 今でも まだ 信じて 


ゐ た。 そして 自分が y ー那の 上に 倒れた の を、 ぢ かに 旦那から 抱かれた と 同じな つかし さに おぼえて ゐ 

た a 

じゃま 

『き ッと奧 さんが 邪魔し や はる のんだ ッ さに 

, 1 (大正 一一 一年 五 H0 


女中の 懋 


お 


あ 


わ 
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卿 

『私 こと 今回 上京 致し、 表書きの ところに 住し をり 候 閒* ちょ ッと 御知らせ 申 上げ 候。 こちらから 先 

以 つてお 伺 ひ 致すべき の處、 かれこれ 多忙の 爲め いづれ 近々 伺 ひます が * あなた 様 も 御 暇の 節 御出で 

被 下 度 候。 下山 籐藏』 と 云 ふ ハガキ が 到着した。 

これ を 受け-, ばった li^M は、 この さし 出し 人の 姓名 をち よ ッと思 ひ 出せなかった。 

ねっし，？ 

蕖は、 早稻 W 文舉 から 注文 を 受けた 長篇の 論文 を 熱心に 書いて ゐ たの だが、 その ペン を 置いて、 暫 

らく 考 へて 見た。 

『誰れ だら う 11 ？大阪 へ 行って ゐた 間にで も • 尋ねて 來 た文擧 志願者の 一 人で 自分が その 名 を 忘れ 

し だう  • 

てし まった 人 か 知らん Y  いや、 それとも、 地方から よく 手紙 をよ こし、 指導 を 仰ぎたい などと 云 

ふ 手 合 ひで、 碌に J0 ちらから 返事 もしなかった そんな もの 等の 1 人 か 知らん 11 それにしても、 また、 

餘 りに 無意味な 横柄に 過ぎて わるが —I 』 


ふと 思 ひ 出した の は、 殆ど 十 年 前の 伊東に 於け る 避暑の 時の こと だ e 

ふみこ  だんちの  ぶし 

文 子！ 長唄の 上手な 藝者！ 段物 ケ-歌 はせ て しんみりと 聽 いて やれば 喜ぶ が、 舍節 などば かり 

で 持てる 田舍 ものの 席で は、 直ぐ 都々 逸な ど をもう る さがって、 何でも； T 拾八番 とは聽 いて はゐ たがと 

をと こま 

節附 けて 獨り 語の やうに 云 ひながら 立って 男 舞 ひ を やり 出した ッけ 11 築 は 斯う 思 ひ 浮べて は、 獨り』 

なか 

で 微笑し ないで は ゐられ なかった。 そして 卷 煙草の 灰 を 灰吹きの 中へ 拂ひ 落した。 

『さう だ！ 下山 藤藏と はかの 女の 亭主 だ。 そして この ハガキ の 手 は 確かに かの 女 自身の 手 だ。 

こんばん 

この 手で， 確かに、 藝者 時代に は、 『今晚 もい らッ しゃる でしよう ね』、 『待って ゐ ますよ』 などと 窨 

いてよ こした。 また、 あの 亭主と 上京して 今度のと 同じ 方面に 家 を 持った 時 も、 一 二度 手紙 をよ こし、 

五圓ゃ 十圓の 融通 を賴 んで來 たこと もあった。 伊東へ 再び 歸 つてから は- 料理屋 を 開業して 忙 がしい 

と 云 ふ 便りが あってから- 年始 狀ゃ 暑中 舞の 端に 拜 借の 金 は いづれ 送る から 惡 からすと あった。 が、 

その後， 長い間、 音信不通であった。 

『金の ことな ど は 心配し ないで、 時々 便り 位 はして 來て もい いのに』 と、 信 作 は II 數 と共に、 時々 思 

ひ 出さないでも なかった の だ。 が， 渠の 生活が ここ 數年 前から ー變 して • 妻 も 新た ま hs、 自分 も藝者 

遊びな ど をぱッ たりと 止めた ところから、 つい * かの 女の こと も 忘れて ゐた。 

が、 11 一  つの 玉子 を 一 一人で 1 緖 にす つたこと も ある。 亭主が 出 て 東京へ 出て 來 てから も- 接吻 

藝 お も リ  二 九 
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. をし 合った こと も ある。 思 ひお すと、 それ は 二度き 時で、 一 誓の 時には 或 技師 S ひ 者と 

して出て來て^^に家を持ったが、 その 家 を 持つ までに 大きな 腹 を かかへ てね たので、 そ 0 診察 やら 出 

產 やらの 世話 を 信 作 は 先妻と 共に 手 傅って やった d そして 先妻 は 文 子に 出 來る子 を 自分の 所 夭の 種で 

はない か 知らん と 心で 疑って ゐた。 が、 築 自身に は、 かの 女 を、 藝者 をして ゐた 問に でも、 築が いく 

.ら が, いて も聽 かれな か つ た そ の 輝； 由 を、 こ の 時に よ く 分った と 思った。 

『藝 名に 本名 を 名のって、 文 子と 云って ゐ たの だが— 感心に もよ く あんな 働きの 無い 亭主と まだ 添. 

つて ゐられ る もの だ。』 m に 角、 直ぐ 訪問して 見ようと 云ふ氣 になった ので、 蕖は 早い 8? 命じて、 

. 白が すりの" 不だ if 着に 紹の 羽織り を引ッ かけて、 家 を 出た。 

の？^ i で 電車 を 乘り棄 て， 橋 を 渡り、 青物市場の 立つ 通り を 少し 行き過ぎた 横丁であった。 

そこ を また 番號 に從 つて 尋ねて 行く と、 大き ま 看板に 『をん な 霧— 內ゅ ひ— うめば ち墜 

と して ある、 その 狹 いろ ぢ だと 聽 いたので * また そこ を 這 入る と、 つき 當 りに 1 軒し かな かつ..' 

『御免 — 』 と、 渠は" ^と共に 響嗚 する やうな 心持ちで 格子 を 明けた。 

『、つ 1 』 と 云って- 障子の がらす をの ぞいた の は、 かの 女であった。 障子 を 明けて、 にこく 


『入ら ッ しゃい —— ハ ガ キ が 届 いたでしょう。』 

『届いた から、 來 たの、 さ。』 

『相 變らす あなた は あなた、 ね？』 

は *- 

『然し- 届か なきや ァ來る 箸 はない、 さ。』 

ふ と ん 

『でも』 と、 急いで、 ほ とぼりの ありさうな 蒲圑と 枕と を まるめながら、 『何から 話し 山山して いい か 分 

らな いんです もの —— こんなむ さ 苦しい 物 は、 まァ、 ペケ さ。 しまって から。』 

ぢょ 

かの 女が 柙し 入れへ 蒲圍を 押し込んで ゐる 間に も、 信 作 は その 蒲 園の 敷い てあつた ところ を 越えて 

よしす のつ い 立ての わきに 腰をおろして 見 まわす と、 自分の 前に は 長火鉢が 縱に 据わって ゐて、 その 

遠い 端に 近い 柱に は、 三味線が さらさの 風呂敷に 包んで かけて ある。 裏 も 横 も 建て 詰った 八 c お 間 

で、 それに 狹ぃ臺 どころ が 別につ いてる だけ だ。 

『うめば ち 星と 云 ふの が ここです か？』 

もん  k 

『ええ うちの 紋 から 思 ひ 付いて —— まァ、 二階へ いら ッ しゃい、 少し ゃァ 下よりも 凉 しいでしょう 

から。』 

； 『僕ァ どこでも かま ひません よ』 と 114 ひながら、 渠は 立ち あがった、 『然し まだ 暑い こと は 暑い。』 

藝者 あがり  一一 I  - 
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f さァ、 どうか — 』 

かのお が 手で さ しづした 通りに 先き に 立って、 鎮 はとん くと はしご 段 を あがった。 長四疊 と六疊 

との ぼ I 仕ず を 取り外し I の 方の 突 喜り に 進み、 S 入り口から M へば 左り S 手に 當る 高 窓.， 

を 背に して 坐 わり、 自分の 左り 手に 兩 蜜ぶ ッ 通しの 低い、 明るい うら 窓の 光 を 受けた。 

『こんな 風 をして—』 左り の 肩 Q 方 は 白地が 勝って、 右の 肩から 腰の あたり、 f でが 紺で 大きな 

警 染め出した，. ぼり-の & かた れ で 寢 5g らしい，！ あ 袖 を ひら 付かせ、 右 掌 § 草 盆 を 

持ち、 奢の 手 を 右の 肩に 當 てて、 か G 女は附 いて 來た。 『あたし は * 相變 らす、 男の やうに かま はな 

いたち だから。』 

『  』 渠は 微笑の 溢れて ゐ るかの がの 顔 を 正面に 見 あげて、 『かみい さんに なった の？』 

『I ^ばした から、 ね。』 蕖 にも おぼえの ある ほがらかな 聲だ。 ぴたりと 渠の 前に 坐 わり、 兩手を 疊に突 

き、 抓ら かにから だ を ひねって， 『ま ァ、 いら ッ しゃい まし。』 

『暫 らく』 と、 渠は輕 く 答へ たが、 心で はちよ ッ とどぎ まぎした。 そして さう 堅苦しく 出る にも 及ば 

なぃではなぃかとー！^ひたかった。 

かの M の擧 げた 顔 を 身じろぎ もせす に兒 ると、 年で も あらう が、 ふッ くらした ところ は 少し 失せて 

頰ぼ はさへ 何だか 目に 立って 來た。 が、 多少 は 形が 遠っても、 兩の ゑく ぼに は、 なほ 當 時の 愛嬌 は殘 


つて ゐる。 

IT こわい 顔 を I て』 と、 かの 女 は Gn を 低い 裏^ ^ の 方に そらした。 

『なァ に』 と、 笑 ひ 出して、 『年と ふ 物 は^はれ ない 物、 さ。』 

『それでも』 と、 少し S 起に なって、 『あなたより ゃァ 七つ か 八つ 下でしょう。』 - 

『さつ さ、 ね 11 あなたが 束で 勤めた 時 は、 もう、 お ほかた と I J 

『七 八 年 前でしょう。』 

『いや、 もッ とに ならう — あの 時、 二十 七であった ぢゃァ ないか？』 

『うそ！ あたし は I 1 十四よ。』 

『さう だ、 さう だ！ 僕 は あま あ I を—  二十 四と は K つてる が.！ ふけて たから— 自分で 二 

十七 位 だとき あて ゐ たの だ。』 

『ひどい、 わ、 ね- 1 あたし はまた、 あの 頃から、 あなたの 事 をハ母 曰の やうに 嗶 さした でしよう 1 

しまいく と i て も、 つい 出た の だから、 てィ ちゃんに よくが かされた ものです. ， ミー 

『てィ ちゃんと 云 ゃァ、 養子 を 貰って、 今 ぢゃァ 福田摟 のお かみさん だッ て、 f』 

『ええ、 あなた も 執 I 海で 御存じの 田. e. 屋の 番頭 を 1. 』 

『僕 は あの 頃 だけで 全く 伊東へ は 御無沙汰 たが、 人づ てに 聽く と。』 

藝者 あが リ  ， 

量 
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『入の いい 主人 夫婦で あつたが、 ねえ、 死んで しまって ー』 

『『IU  、！ r^^uMH らだ をお どらせ て、 is がさ I うか かへ て、 さ、 II-. 

の ri 駄 に！ 、き！ ちゃん i 岸 直 I 行 i 

ゃァ ない の？』 

『  』 鎮ま かの 女の 云 ふま まに させて、 かの 女の 額 を 見て ゐた。 

『あの 時の i ッ たら、 無かった、 ね ー 何 だッて あんな 風 をして らッ しゃつ たんでしょう？』 

『あれ は 1 』 と、 は Iti, を 使 ひながら あぐらに なった。  i 

を丄を あぐらの 鐵脫 いで 渡した  1, . ,T 

pllll  11011  Js,^,^^ 

,  ,  ,  i さ。 ，小 I かかへ て、 からく した 道 |田樓 まで 行き！、 店の 園 ほ 

ぎふち に、 あの 死んだ と 云 ふ 主人が f き 茶 管番 して、 がん 張って &た、 さ。 僕 は 無邪氣 S 


との 座に ついた。 

『うん、 さう すると、 ゐな いと 云 ふの だ。 「ぢ ゃァ、 てィ ちゃん は」 ッて 云っても ゐな いの だ • おかみ さ 

くり もと 

んもゐ ない と 云 ふの だ。 「僕 は 東京から 來た栗 本です が、 ね」 ッて說 明しても、 「何の 用が あるので す」 

ッて 取り合はなかった。 僕 は、 來 ない うちから • いい加減 なお 上手 を 云 はれて、 もう、 全く みんなに 

ふられた の だと 思った、 ね。』 

『ところが、 あたし やて ィ ちゃん は その 前の 日に あなたが いら ッ しゃる だら ぅッ て、 待って たん 5?- の 

に  あたし 達ァ あなたが お 手紙 通り 來 ない ッて おこって たのです、 わ。』 

『でも、 丁度、 てィ ちゃんのお ッ 母さんが 奥 からお 魏子を 次ぎに 出て 來 たので、 ゃッと わかって、 三日 

ばかりの 宿 を 福 田 樓の向 ふに きめて 貰った が I -矢ッ 張り、 あの 時の 心持ち ぢ ゃァ、 ふられた の、 

さ』 と、 わざと 無邪氣 さう にした 額 を 向けて、 『二三 度 接吻 を させて K つた 切りで、 ね。』 

ぢょ 

『そり ゃァ』 と， かの 女 は 前齒を 少しす らして 輕く かみ 合せながら — これが また かの 女のお 惯を擬 

に 優しく 思 ひ 出させながら、 『あなたが 御 無理お ッ たのです もの — でも、 あとです ッ かり その わけ は 

お分りに なった でしよう II それ、 みんな、 元はと 云へば、 胁么ハ i の 件です もの？』 

『あの 親方 はどうした？』 

『今年の 二月に 牢 しました、 わ — それで あたし も 少し や ァぉほ びら に 束 京へ 出て 來られ たのです 

一 藝者 あが リ.  舊 
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の。』 

『ぢ e ァ、 縦さん はどうして ゐ るの？』  なが 

大阪ょ ー』 かの 女 は • 手 をつ いたかと 思 ふと、 立ち あがって 行きながら- 長 四疊の 方で ちょ 

ッと 立ち どまり、 からだ をゃァ わりと ょぢ つて、 こちら を 向き、 『ま ァ、 11 持って 來な いと、 お 

話が 出來 ないから。』 

『あなた も 大阪へ 行って たの. I？』 

『ええ。 さ晨 おりたら しいと ころから こちら を 向き、 観 千の 端 I 手で しッ 力り 力 力へ 『p 

それ はちよ ッ との 間です が —f んは、 彌禱が 二 年の 懲役 I ふと 間もなく、  Ifs 

暗まし ましたの 11 お 父ァん やお ッ 母さん も 一 緒に。』 

『では、 兩親 もま だ 達者 * ね？』  .^1  £  . 

もう、 七十 八に 七十 七 1.』 口 を珍 らしいだ らうと 云. にと がらせた が、 『待って 頂戴よ』 と 云つ 

て、 こちら を a めて ゐた眼 を かの 女 ははし ご 段の 下へ 轉 じた。 が、 観 干に かけて ゐた 手が 最後に 消 

える 時、 細い M の 指輪 を さして ゐる のが 見えた。 


信 作 は 獨 りで 落ち 付きが 無くなった 心 を 立ち あが リ、 扇子 を あわただしく 使 ひながら、 自分の， 2 き 

に對 して ゐる 壁に かけて ある 寫 W の 額の もとへ 行った。 

づ きん 

寫 一，：；； 〈は 二つ 並んで ゐて、 I つ は 頭巾 を かぶった ふくぶくしい 婆ァ さんので —1 これ は、 その 娘と 共 

に、 せて、 伊 束へ 歸る旅 费を借 リに來 た ことがあ るお ッ 母さん だ。 その 昔 * まだ 日本 橋の 魚 河-: M; で、 

まぐろ、 いるか、 さめ、 ごん ぞう 等のお ほ 物の 店 を 立派に やって ゐた 時には、 いろんな 人 を 親 B にい 

い 方に 世話して やった ので、 それが 爲 めに 菓子屋の 滎 太樓、 けんざん 屋の 〇〇 屋な ども、 段々 とよく 

なった の を、 いまだに 恩に： g てゐ ると S ふ。 だから、 道 樂の爲 めに 相撲、 藝人 など を 世話して、 芝居 

の與 行までに 手 を 出し、 とうく 家 をつ ぶし- 若ぃ娘をニ人とも藝^^！にさせたぉとかァんの方は、 娘 ど 

もに くそ 昧 の やうに 云 はれて ゐて も、 このお ッ 母さんの ことと なると. 娘 ども は 今でも ール 十； 懸< ^に 

なって 世話 をして ゐ るの だら うと、 信 作 は鎮等 一 一人に 對 して 忘れて ゐた 同情の 淚 をまで も 思 ひ^べ 

た。 

今 一 つの B 腐 は 子供 二人の だ。 恐らく、 文 子 を！ g 初に IJT^., で 引かせて 妻に 旌 した 靜 岡の — 函 

とか 云 はれる  <  にかの 女が 生んだ その子で あらう。 

『二人 もあった のか』 と E 心 ふと、 かの 女が 二度目の 勤めに ふけて 兑 えたの も 尤もであった。 

11 あたし ゃァ 子どもが 直き 出來 るの』 と 云った ことがあ るの も • 本 就の こと を 云った の だ。 

藝容 もが リ  三 七 
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ふり 向 5 て、 反き かも ゐ、 乃ち、 IfllH  f^u^u 

な奧 さまと してお 引きす 基した 出て き 、その 横に ま 碧 州 流の 生け花 f あ L て あ 

『何 I てら ッ しゃる のよ！』 少し わざとら しい 頓涵 I りあげた 女 を •  g 立ちな が.；^ こりと 

ff か あ I の 右手に きまり 惡さ うに 立って ゐた。 sif^n^n 

5 つたの が、 衣 物 を 地味 I がす i かへ たし、 また、 さきに は 洗 ひ髮を 邪慳に 結 はへ てゐ たの 

が、 鍵 を 少し ふくらませた 束髮 にか はって ゐる。 

信 作 は 稃 び 生け花の 窵眞に 目をやり 

r 昔の e3 ひ 出でしょう、 ね — ？』 

もい い、 さ丄 かの 女 |を後 ろから 突いて、 奥へ 進めながら、 『さ ァ、 立って らッし ない 

で.； S わんなさい、 な。 謹ら す M  くち 屋の、 つくしん 坊、 ね、 のッ ぼに 延びて！ あたしの ST. 

よいと あなたに 似て ますよ- i 石 州 流 Is へ をす るなん て。 遠 S やうに ためたり すがめ たり 

は あたしに や ァ出來 ません の。』 

『それ はさう と 1.』 ま is わらないで、 讓に f もたせながら、 『下山 I？』 

『伊東の 方へ， ましたの』 と、 炎 わって こちら を §げ さないだ まで 來てゐ たのです けれど-』 


『ぢ ゃァ』 と、 渠 はかの 女の 愛嬌 ある R を 避けなければ ならぬ 氣 がして、 外 を 見ながら 、『今- 獨りぼ 

タち 力？』 

サ A らん 

『すき 手が 1 人、 桂庵から 來 たのです けれど、 よくない からこれ も歸 して、 今、 伊 束の 方へ 云って や 

つて あるんで すが —— 結句、 自分 ひと リが 面倒臭く なく ッ ていいし、 — またつ まらな くも あるし、 

ね。』 

『全 體〕 と、 ふり 返って、 『いつ 東京へ 出て 來 たの？』 

『先々 月。』 

f 大阪 からまぐ？』 

うめち, 5 

『ええ —— でも、 あたし や ァ大阪 に 何 ほど もゐ なかった のです の 一 I 梅忠を I 段 〇〇 太夫に 就いて、 

本式に あげたば かしで。』 

『義太夫語り にもなら うと した の か？』 

『さう ぢゃァ ない のよ。 何から 話して いいのやら 11 』 かの 女 は 身 を ゆすって 立って 來て、 信 作と 一 

< ふう 

緒に 高 窓の 敷居に、 無理な H 夫 をして、 腰 を かけた。 渠と 自分と をば たくう ちわで あ ふぎながら 

『1 年ば かし 病氣 で、 ね。』 

『例の 腦病 11 ？』 

藝者 あが リ  11】 九 


fi- ゆ は あたしの だが、 ね 11 今度. もう、 子宮 をす ッ かり 療治して 貰った の。』 

『下山. おが そんな につよ かった の か 知らん？』 

『いいえ、 靜岡 のが、 さ。』 

『また —— 僕の 知らない うちに、 また 屍った の だ、 ね？』  * 

『それが、 あなた、 あたし だッて 子供 は 可愛い から。』 

『+ 供と 云 ゃァ、 あすこに 二人 {^:| つてる ぢゃァ ないか？』 

『.<  とり はめ かけの 子、 さに 投げ出す やうに 云って から、 『あたしの 知らない 5 ちに、 あたしの 子で 1^ 

けて あつたので。 來 年中 學へ這 入る と 云 ふ 兄の 方が あたしので I. それが 二度 W のめ かけに いぢ めら 

れて、 ね I まさか、 段々 ひぼしに する 氣 でもなかった でしよう が、 —— 舉 校へ 持って行く 御 辨-ぉ ま 

でが あんまり ひどい ので、 あれ ぢゃァ 子供の からだに も •  5^祌にもょくなぃから、 柯 とか こちらで 考 

へて やれと、 あたしの 友 だち の小舉 女敎 資 からこ ッ そり 云って よこした のです もの。 あたし V 躍起に 

なりました、 わ。』 

『ぢ ゃァ、 下山^と は 1^ 刖 れてゐ たんだ、 ね *』 少し 侮蔑の 意お 含めて、 『あなた も隨 分^ じ W や^つ 

た 男 を 持ち かへ たわけ だ。』 

『どうして？』 かの， はうちわの 手 を 休めて、 こちら を 不審 さう に：： つめた。 『あたし ゃァ靜 岡の 人と 


下山との 外に、 誰れ とも 關係 はなかった ぢゃァ ない の？』 

r さう か 知らん 11 たと へば- 僕 夫婦が あなたの お産の 時の 手俾ひ をした あの 時の 鶴 岡と か、 何とか 

云 ふ 技 ：1 は？』 

『あれ は 11 あなた も 御存じな かったん です か、 ねえ 11 關 係な ど， ちッ とも ぁリ まきんで した， 

わ。』 

1 . はら 

『て も • 子 を 孕んだ ぢゃァ ないか？』 

『あの 子 は 生れて 直ぐ 死んだ • わ、 ねえ .1 然し あれ も 靜！： の 人の よ。』 

『 へ え 11 』 

『鶴 岡さん は 立派に を 立てて 吳れ たんだ、 わ。 あたしが 伊 鬼へ 行って、 姉さんの そばで • 身 を 落し 

さへ すり ゃァ、 彌兵衞 は 二， ぽと IT ひ靜 岡の 方へ 無， 仏 を 云って やるまい し、 あたし もい やな 靜^ の 家と 

綠を 切って 貰へ るッて 思った のです が II その 時、 二度目の 子が お i にあった の を 知らなかった のが 

あたしの 失敗 • さ。 然し 多少 は氣が 付いて ゐたッ て も、 あの 場合 は、 どうしても 藝者 こで もな つてし 

ま はない ぢゃァ ゐられ なかった のです もの。 二 fz: 回と 云 ふ 金 を- しょう 懲り もな く、 彌兵衞 がまた 鉦： 

心に 來て、 出さな いぢ ゃァ、 あたしと 姉さんとの 素 情 を 靜！； 市内 はおろ か、 縣下ー IS まで も 云 ひ め 

て、 あたし Q キ ；人を世 に 立てない やうに する ッてン です もの ー も を それが ff おきまり 文， さ 

藝者 あが リ.  一 
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したが、 ね。』 

『全 體、 婶 さんが あんまり 意久 地が なさ 過ぎた よ。』 

『全く、 市さん は、 もう、 全く あきらめて ゐて— 彌禱の 5 通りに なって ゐ さへ すり ゃァ いい、 

自分の 考 へや？ を 云 ひ f ちゃ ァ あたしが また fm すから ッて 心配ば かしして ィ たのです から 

ぁヒ しだ クて も、 どうな つた ッて よかった のです が • うちの 人に ゃァ 彌禱の 大きな 無心 を、 もう、 

何度も-，  VA つてる し、 お 父ァん やお ッ 母さん も大 I 話に なって ゐ ないでも 無い のです から、 あ 

たしが みんな 背負って 立った のよ。 「よう g います、 二百 M 出せば いい？ す、 ね」 I かう 云つ 

て、 ぁヒ ゃァ 直接に i へ I しに 行った もの、 さ、 ね。 露の 雲へ はう ちか I を まわした の 

で 雲が 許れ なかった P で、 伊 5 行って、 ゃッと 鑑 札が さがった のが 丁度 あなたが 初めて いら 

しった でしよう .11 御存じの 通 hs。』 

『うん  』 

i 兵 I 管ん を— 一 窘 たし は 姉さん を 逃がした ことが おります が、 それが つかま？ から は 

II 大事に して わる ッ 5 ひます から、 どんな § させて ゐ るか ッて 思って たら、 丸でお 三 どん あつ 

かひであった 軍 II んか？  nkli^ みんな 石ころの やうに ごろ 

て "奴 観り— の 御響です もの。 I 鶴に 出て ゐた時 は 一等 の淸元蕩者 で 


鳴らした 人が • ひび だらけの 乎 をして、 さ —— あたし ゃァ くやしく ッて、 くや L  くッて  そッく  hv 

ねえ 

二 IS 岡 を 揃へ て 出してから * 姉 ざん のお 三 どん 料 1 ケ 年分 を、 かま はす * さし 引いて やった、 ね。」 

ゆる 

『ふゥ ちゃんに ゃァ』 と *  一： A はせ たの は 信 作の われながら 緩んで 來た氣 分であった、 『あの 厳 丈な 親方 

も かなはなかった の だら う。』 

『そり ゃァ ひどい 奴よ。』 かの 女 は^と 首と に 力を入れて 念 を 押した が、 下に m はいた ままの 盆に 镊を轉 

じた。 『おしゃべりば かりして』 と * 窓 を 離れて、 けッ たる さう に 下に 坐 ゎリ、 ロ拔 きを 乎に しなが 

ら、 『ま ァ —— サイ ダァを 召し あがる でしよう 《  お茶の 代りに。』 

『うん、 飮む とも』 と 答へ たが、 渠は 直ぐに 坐 わらないで 窓 をの ぞいた。 

目に付い たの は • 隣り のい ちぢく だ。 隣り の 狭い 庭 を 一面に お ほって、 周囿 から 建て 込んだ 家极家 

す やな 

根の 上にまで 延び、 まだ 靑 いが 多くの K の 鈴 成りして ゐる のが- ぁッ ちから もこ ッ ちから も、 ^スぺ 

ひろば 

イド 型 や 三 また ス ペイド 型の 廣 葉の 重なりの 間から M ル えた" 

r 何が あるの？』 

『ど うだらう、 家 根へ 出て あのい ちぢく を盜ん だら？』 こんな こと を渠は S つて 見た くな つて ゐた。 

藝者 も， いり  四ョ 
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『  』 かの 女 は 吹き 屮 r す Ik ね 似 をして T およしな さいよ、 あたしの うちが 泥棒に 思 はれます、 

わ。』 

『かま はない ぢゃァ ないか？』 

『いやな こッ た！ それ こや 5^ はれない ぢゃァ ない の I. 色け より も^ひけ ッて？ あなたの いちぢ 

く 好き は 昔から * ね。』 

『さう だッ たか、 ね 11 喰 ひたいの だが —— 』 渠も窓 を 離れて 坐 わった" 

r<fr に 買って 來 ます、 わ — まァ、 お茶の 代りに。』 かの 女 は サイ ダを拔 き 初めた。 

『栗 本 さし  りと 云 ふ もの は 詰らない もの * ね。 あたし ゃァ こんな 寂しい くらし をした こと は 一 や 

めて、 さ。 たださへ 腦が 悪い のに * 考へ 込む ばかしで —— 』 

『5^ から、 下山 君と 1 緒に ゐれ ばいいで はない か 11 かみい の 亭主と して は、 持って 來 いの 人が らお 

ァ。』 

『可哀 さう に 11 』 かの！ k は 怒.^ もしないで、 却って ふき 出しながら、 『自分で も そんな こと を 云って. 

るの よ 。『どうせ おれ は敎有 もな し、 一 人前の 仕事 は出來 ない が、 石へ かじり 付いても. R 分. おけの 喻っ 

こく  *t け は 諸け るから』 ツて e どッか 十五 圓 でも 二十 圜 でも 取れる ところがありません か ね？』 

じつぼい. 

『料理屋 は 失敗した のか？』 


『ええ 11 それから：1貨^^をゃっても， あたしが ゐ なくなり ゃァ、 それ ッ 切り、 成り立って 行かない 

し I. 別れて ゐた問 は 運送の 方に 俯 はれて ゐ ましたが、 今 もまた その 方の 主人が 病氣 とかで 手傳 ひに 

行って るので すが —— 』 

『少し は 僕 も 話が 分って 來 たやう だが 11 』 

『でも • まだ あなたに ゃァ 話さなかった ことが 澤 山あります とも •』 

『そり ゃァ、 一 背信 不通に なった のこと は —— 』 

『その 前の こと だ ッても 11 何だッ て、 親兄弟 三人と 云 ふ もの は、 みんな、 あたし 1 人に 手頓 つてる 

やうな ものです から、 あたし だッて やり切れません、 わ。』 

I  ぢょ 

『そんな こと ァ 前から 知って らァ- ね 11 然し、 ね』 と、 鎮は暫 らく 言 薬 を 切った。 かの 女 も コップ 

を 手に して • こちら を 兒てゐ た。 鎮は それから び 口 を ひらき- 『ふゥ ちゃんの する こと は、 いつも、 

あんまり 棄て鉢 過ぎた やう だよ —1 何 だと 云 ゃァ、 直ぐ また 藝 者と 來 たやう だ。』 

『それが， あなた』 と • 力を入れて、 『あたしの やうな 碌に 敎育も 無かった ものが、 おい、 それと 手ッ 

取り 早く 僅かの 金で もま とめられる こと は、 外にない ぢゃァ ありません か？』 かの 女の 前齒 合せの 

癖が、 せんかの 『せ』 に、 殊に 目立った 特色 を 示め した。 

『  』 渠は その 特色 ある 發音を 一瞬間 味 はつてから T なけり ゃァ 無い ままで 自分 だけの €1 分 を 

藝者 あ， かリ  E£ 
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自分 だけでした ッて もよ かった。』 

『そ I ぢゃァ 丸でぶ ち 毀 わしょ 1. うちの 人に どんな 不名譽 がかぶ さって 來る かも 知れす、 親 や 姉 さ 

んを 路頭に 迷 はせ る やうになる でしよう — ？』 

『それでも ふゥ ちゃんの 罪に ゃァ なり は しない、 さ 11 初めは 親が 娘 を藝 者に 寶 つたの が 悪かった 

し、 次ぎに、 また、 姉さんが 意久 地の 無い 爲 めに、 その 苟 くも 亭主で なけり ゃァ 亭主 同様にな つてる 者 

を * 如 ほこい やで ぅッ ちゃら かしてあった にしろ、 二度 も 三度 も あなたの 家へ 無心に 行かせた のが 惡 

い。』 

『そり ゃァ、 姉さんに も 貧乏の 苦しま ぎれ もあった でしよう が I. あたしの 憎かった の はた だ 彌兵衛 

ばかり。 ぢぢィ の 癖に、 勝手にお ほ 酒- お ほ釵を 喰らって、 ほ llai かし 打って やが つて、 負けたり す 

るたん びに、 そのお 51 を あたしの 方へ 持って 來 たんです もの — 一度 や 二度 は、 それでも. あたしお 

けの 考 へで- 犬に さかな を盜 まれで もした 氣 になって、 百圓 *  二百 圓を 出して やった けれど、 肺さん 

が あいつに 生け 肺り になって る 間 は、 切りがな いと 見ました から、 あたし も 「ええ ッ、 今 I 度」 と S 

ふやうな 氣で棄 て 鉢に なった のです、 わ I あたし ゃァ 子供の 時から 男 をん なの やう だと も 云 はれた 

ほと ですから。』  む K, ん 

『  』 信 作 は 以前に 何度も 聽 かせられ たこと だから、 一 々應對 して ゐる氣 になれ す、 無言で S 


けながら、 サイ ダを飮 んでゐ た。  . <i? 

『あの 時 だッて * あたし は隨 分お 酒 をが ぶ 付いた でしよう —— それでも * ちッ とも 醉 はなかった の、 

氣が 張って たから。 さう して、 お 酒の 氣が なくなる と、 考へ 込んで ばかし ゐ たもんだ から • 福 W 屋の 

主人 も 親切に とってくれて、 遊んで ゐる晚 でも、 少しづつお 酒 をつ けて くれたの。 何 だッて •  ，11 お. 

ねえ 

の 少し 前に、 一度、 あたしが 姉さん を靜 岡へ 逃がし ましたの。 原 n と 云 ふ 11 これ は 鶴 岡の 親分に 《=3 

る  < が —— 今ぢ ゃァ、 もう、 ゐ ない 人です が —— あたしのお 父ァん をよ く 知って ゐ たので • 親切 

に 姉さん をよ くかく まって m はいて „4< れた のです が、 伊^3^と餘り隔たってゐなぃので、 うかく 外へ も 

出られす、 ちょい- 見知りの ものもうろ 付いて る やう だから、 ぐづ，.^-してィりゃァ兑付かるにき 

まって る ッて云 ふ 知らせが *  ^^さんからぁたしのとこ へ來たんですの。 彌兵衞 は 丸で 芝居に 出る Jativ 

C ぶん 

さ 11 短刀 を 1 本、 腰に ぼッ 込んで、 のみ 取り まなこで 市中 を ぶらついて ゐ たの だし • 兒分ゃ 兄、  1^ 分 

に は 1 々お 布れ の やうな 物 を まわした し。 あたし 達 は 相談の 上 * ぃッ そのこと、 廣ぃ 東京が 却って 躐 

一つら だな 

れ 易から う。 何でも、 九 尺 二 g の 裏 棚 * 裏 棚と 探し 込んで、 そこへ 隱 れてゐ さへ すり ゃァ て、 下 谷の 

池の 端に 家を惜 りる と • 11 殘念 も、 錢念も 11 その 直ぐ 二日 目に かぎ 付かれて しまった- ね。』 

ほ つみみ 

『そり や ァ僕も 初耳 だ ぜ。』 渠は膝 をのり 出させた。  ， 

『さう でしよう。』 かの 女 は 一 暦 調子付いた、 そして 眞が ほで、 『二十 人ば か. OS の ごろ 付き： IS ^たやうな 扠 

藝者 あ， ぃリ  四 七 
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等が その 狭い 家へ 醫 なく 道 入り込んで 來 たのです もの— 姉さん は、 そんな ことになると から 意 

久 地が 無い ので、 兩 親と 一緒に、 隅ッ この 方で ぶる く ふ 顫えてば かり ゐ ました、 わ。 あたし ゃァ それ 

を ただけ で义 腹が立って しまって、 そいつ 等の 3 呉ン 巾へ 坐 わり 込んで、 云って やりました、 ね I 

「女 一 人の 爲 めに さう！，々 くしく 大 のおが 十 人 も 1 一十 人も來 ないで いい！ 分った 者お 一 人 だけよ こし 

て 詰 を 付けろ！」 ッ て。』 

『  』 聽 いて ゐる者 は、 事資上 • はッ きりと かの 女の 氣 質が 分って 來 たと 思へ た。 『あなた， は 

つまり、 さう 云 ふこと を やって 見た いん • さ。』 

『見たい も 見たくない も • あたしに ゃァ 一 生- i 《命でした、 わ。 はだしで あと を追ッ かけて、 饗 察へ 行 

き、 I 査 について 彌兵衞 の II に 行く と、 ごろ 付きが まだ 一人、 二人 殘 つて ゐて、 そんな 女 は 連れ込ん 

だ おぼえが 無い ッ てんです もの。 あたしが 姊 さんに はかせて 行かせた あたしの ゴム 草履が あつたので 

その 證據 をつ きとめて やり ましたの。 然し， あとの 祭りで、 — 姉さん は， 直ぐ * そんな 荒 くれ 男 ど 

もに かつがれて、 また、 伊 is- へ つれて 行かれ ましたの。 あたし はまた — 夜中でしょう 11 くやしく 

も あるし、 それにお 船の 兒 に與狀 が出來 たやうな ので、 早く 家まで 行きつ かう ッて獨 りで 騸け ffi した 

ら * 途中で 水ッ 溜りへ ぶッ 倒れて 11 それ ッ 切り、 一週間 は 夢中でした、 わ。 今 思 ひ 出しても 癥 にさ 

b るの は、 その 時 坪んで ゐた醫 者です が、 この 家に は * もう • 金が無いと： 《^ 限って — おやおや、 お 


ヅ 母さんが その 醫 者に 拜む やうに 頼んで、 一週 ii もしたら 金 は出來 るから、 どうか 人助けと 思って 見 

舞って 吳 れい ッて 云った のに • ぱッ たり 足 を 向けなかった のです もの。 直って から、 あたし ゃァ 散々 

あく こク 

惑 口 をつ きに 行きました- わ。 靜 岡の 方から 來た 金で 大擧 病院に 道 入り • あたしのから だは 助かった 

が、 子供 はとうく 死んで 生れました、 わ。』 

『全 體、 何人の 子 を 生んだ の だら う？』 かう 云 ひながら、 渠 はから だ を 延ばして 肱 まくら をした。 

『みんな 無事なら、 三人でしょう 一 I その 次ぎに 死んだ のが あなた の 奥さんに もお 世話に なった 子 

よ。』  . 

『あたし ゃァ、 これで も』 と * かの 女 も 亦 足 を 延ばして、 こちら を 向いて 片手 を 突き、 『人の やうに、 

さう ベた/ \ と 誰れ にで もく ッ 付いて 來 はしませんでした、 わ —— たと へ 身 は 二度 も 自分から 費って 

も。 男と 云 ふ もの は 直ぐ 「やって やった」 などと 自慢 さう に吹聽 する から、 ね。 —— あなたに だッ て、 

闢 係しょう ッて 思ゃァ 何度も 折 はあった の だけれ ど —— 』 

『さう だ、 ねえ -—— 』 としか 返事の 仕 やうがなかった、 事實 だから。 

r あなた も >  まだ』 と、 かの 女 は 然し 心 もとない やうに、 『鶴 岡との こと を 疑って らッ しゃ るんで しょ 

、藝者 もが リ  九 
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う？』. 

『疑 ふより ゃァ、 1 緖 になった と 信じて ゐ たの だ。』  ？ 、 、 , - 

『皿 lill よく！ す、 わ 111 き ^ 主、 に K!:hh 

ふわけ です の— あたしのお 1 が少 k に 立つ やうに なった か I ひました のでず き 

くで、 先づ 東京に 出てから、 謹 届 をしょう ッて— それに は、 下山の ことが からんで ^ て、 ね。』 

『ぢ ゃァ、 何 か— 僕 I 晩の やうに 呼び出しに 来て 置きながら、 僕が 行く と、 きッと 一人 別に さ 

ちゃんで なければ ッ云ふ 風な 者が 來た、 ね。 あれが 鶴 I ッ たらう と あとで 考へ 付いた の だ 力 敵 は 

本能 寺に あつたの か？』 

a>  ：  Z  >>、  ：51c  メ，£っ.^^寸れど。 下. =T が 熱心に なって 來 たの は 

『そり ゃァ 誰れ か 他の 人でしょう 1! もう 忘れて I まつたけ わと 1 レ.？ ト> 

もクと あとの ことです もの。 あれに は赣 太夫 語りの あがりで 七つ 4 うへの がありまして ね。 夫 探 

同様にして ィ たので したから • それが わざく あたお きへ I て來 て、 何とか 下山 I たし 力ら 

遠ざける V あ をして 吳れろ ッて賴 みました の。 頼んで 來る扠 も 奴 だが、 あたし だ ッても • その 時 * 役 

場で 二十 圓か そこらし か 取って ない 者に f まかせる つもり は 少しもありませんでした 力.. —自分 

のこと や 人の く 功 f  丁度 一緖 になって、 伊東 を 立ちの くこと にした ところが、 鶴 岡さん も あす 東京に 

一/、 ノ てんで、 ぢ ゃァ、 どうか 一緒に 行って 貰 ひたい ッ てこと にした の。 すると， 汽船に もまれた せ 


いか 途中で あたしが 動け なくなって- 熟 海へ 下りる ッ てんで、 鶴 岡さん も 丁度つ いでが あるから ク 

,  とま 

て 1^5|に田中屋へ宿った。 その 晚- EE 中屋. の^ 頭が どッ ちの 顔 も 知って るので • いい加減な 届け を辔 

いて 出して 置いた のでし ようよ .—— 夫婦 だと か、 何とか。 實は、 然し、 あたし 達 は 別々 に 一 窒を 中に 

して 兩 はじの 部屋に 寢 ましたが。 すると、 どうして 分った のか、 文 子め が 鶴！： と 1 緒に 熱 海に 下り. こ 

力、 遠出の 届が してない ッ てんで、 11 それに ゃァ あたし をロ說 きに 來て よく はね 付けられた 惡ぃ巡 

査 があった ので •  ！ 伊東の 警察から 熱 海の 警察へ 電話が かかって、 無届け 遠出、 淫寶の 牛 e あたし 

に r ちょ ッと 米い、」 さ、 ね。 それ はあくる： n のこと で、 番頭 も大變 心配して 鶴 岡さん に 相談す ると、 

鶴 岡さん は 男 を 立てて 吳れ て、 いいから おれと 寢 たと 云へ、 おれが 引かせて 東京へ 連れて行く ところ 

だから、 それ を 警察で は 何とも 云へ まいから ッ て。』 

『けれども』 と- 渠は頓 にまで 熱 を おぼえながら、 『あなた は 頻りに 心配して ゐた ぢゃァ ないか、 ^が 

擧 校の 歸 りに —— あの 時 はま だ 僕 は 中 察 S 先生 もして ゐ たが — はかま をせ S けた ままで 訪ねて 行って 

も、 旦那が 來 たら 惡 いから、 成るべく 來 ないやう にして 吳 れろッ て？』 

『あり ゃァ靜 岡の こと、 さ、 ね、 —— あなた も 察しが 感 い。』 

『さう かい！』 渠は わざと 眼 を 見張って 笑 ひながら、 遊んで る 方の 手で 自分の 房々 とした 髪の あたま 

を 撫でた。 

藝者 あ， いり  J 


hp. ね。』 f 慰める やうに 云って、 か あが 管 くらの 上から 眞ッ 直ぐな 視 

線 を 向ける の を、 信 作 は 受け 切れなかった。  }  i さ。』 f ちょ、 ノと眼 

『ーこ- と、 口 をと がらせて、 『限む、 恨まない と 云 ふやうな わけても 無力った さ 』^t ち. - i 

『がに』 と n をと 力ら せ r  、 フ、 ，£こ、.^!^を：》^た。『そ.^で、 然し、 僕の考へてたふゥ 

-ヌ 二り 5i ハ り..^ M 瞜 じてから また 力の， FN を タ^  UH^ ォマ ま 

を あたまの 1^ にある 仏.^ 法ぬ C タ . 

ちゃんの 慣 うちが 少し あがった わけ だ。』 

『ありがたい、 ね、 こんな からだに も、 まだ 多少 f ちが あれお 』 

f?.  つぶしの でな けり ゃァ逋 るまい、 ね。』 

『もう t  き、 いや だ、 いや だ！』 かの 女 は 組んだ 兩手を あたま 

『そ 1 も田舍 の、 また 田舍 でなら ねえ I ああ ，^  0. 

の 下に 敷き、 摘へ た 膝 を 立てて あ ふ 向けに なった。 むき 出しの 右 g さきが こちらへ 突き出て ゐる - 

『14. ども さへ なけり ゃァ、 もう、 死ん ぢ まった 方が いい、 ね。』 

『まだ 然し- と、 if  くらで 長く 投げ出して ゐた足 It ながら、 『男と 云 ふ 物 も必爾 らう。』 

y 人 II、 さ— 爾 11 めに ゃァ、 1!!! 

多少と がり 加減のお とが ひ I さへ 無理に にが § をす る やうに して こち 

.H^^^^r  ts 力で お § へ 引けた n と I に. Ill 


く 刻まれて- 梁に ァ イノの 入れ墨 美人 を ひ 出させた が、 同 時に、 この 女 は 今、 月々 の 役に かかつ C 

るの だと 分った。 

『月 IT た、 ね 11 今』 と、 SSf は、 右の 手の 人 さし 指で、 自分の 短く 刈り込んだ うは 髯の上 を 横に 撫で 

かう き 

て 貝せ • 目で つて かの 女の  < 相 書きで 云へば、 高 $11； のしる しだと 云 ふ —— ほうれいの あたり を 

示め した。 

『さう かも 知れない、 ね。』 眼 を疊に 落した 時、 かの 女の 腕が ぐら 付いて、 顔が 手の 上から 外れ かけた 

が、 またもとの 通りに なって、 微笑しながら、 『あなた は 相 變らゃ 若い、 ね、 四十 を 一 つ 二つ 越えた お 

ぢィ さんと はどうしても 見えない よ。』 

『そり ゃァ、 氣 分が 人と 違 はァ、 ね。』 起き あがって、 また あぐらに なった。  、 

『今度の 奥さんが お 若い のでしょう 11 ？ 』 かの， K も 亦 斯う 云 つて 起き あが つ た。 

『どうして 知って る？』 

いうめ-^ 

『そり ゃァ』 と、 横 を 向いて、 『有名な あなたです もの。』 また 向き 直り、 『あたし だッて どこかで 分り ま 

す、 わ、 ね ——. 靜 岡のう ちで 取って るの は、 朝日と 國 民と 一 讚 寶と莴 朝です が、 その 時 先づ萬 朝に 出 ま 

したし、 すッと あとに なって、 また 朝日に も 出た でしよう。』 

r ぢ ゃァ、 俊の 今の ゐ どころ が 分った の は』 と、 煙草 を ふかし 初めた。 

藝者 もがり  五三 
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『ぢ ゃァ、 ゅッ くりしても いいでしょう 1. 何 か 御馳走し まづ ズ 』 

『おごるなら、 おごって 貰 はう が— 僕 は、 け ふ は、 急いで 來 たから、 金 を 持って ゐ ない。』 

『そんな こと ァ！. あたし、 f でお 膳に 向っても、 何もた ベたくなかった のです もの。— け ふ も、 

少しから だが 惡 いので、 朝から 寢てィ たのです の ||髮の| がー 人、 二人 來 たが、 ことわって。 何 

にしましょう —— あなた、 油ッ こい 物 はお 嫌 ひ？』  . 

^でも (い、 さ、 11 僕 は、 どうせ 早い 晚 めし を 喰って 來 たの だから。』 

『ぢ ゃァ、 何 か 近いと ころで 見て 來 ます、 わ 1. で、 ビ ー ル？ 日本酒？』 

『ビ ー ルだ、 ね。』 

『ぢ ゃァ、 さう しましょう。』 かの 女 は 立ち あがって、 三 歩行き かけた が、 また ふり 返って にッこ 

して、 m で 念 を 押した、 『少し 待って て 頂戴、 ね。』  ！ 

『うう』 と、 渠も 首で 額いた。 そして 考 へたに は、 まさか、 こちら を — 曾て、 かの 女の I のうち 

て かの， K からお ま， 赵を 喰った 恨み を 報いる 爲め、 わざと かの 女に 酒 さかな を 注文 させに 行かせた 留守 

に、 裏手の がン ぎから 逃げて 行った 者が あつたが、 ― そんな 手 を 喰 はせ る 者と 疑って、 わざ.. \ 念.. 

を J; したので は あるまい と" 


六 

文 子が 外から 歸 つて 來て、 露路の 中で 誰れ か 女の人と 話 をす る 聲が聽 えた。 

『どうも、 露路 からして むさ 苦し いんで』 と、 はきく とした 明るい 聲 はかの 女の だ、 『珍ら しいお 客. 

さまが あっても、 如何にも：^^ソとも.lくッて、 ねえ. J 

『  

『それに、 火事が あったら、 丸で 袋の 鼠 ぢゃァ ありません か？』 

『：… …：： 』 

す Is- 

やがて 格子戸の 明く 鈴が 鳴った。 また、 締まる 響きが した。 

臺 どころ へ來 てらしい、 何 かごと. /(\ させて ゐる。 

そんな 聲 や 音 を、 信 作 は】 々身う ちに 读み 込ませて、 あ ふ 向けに 足 を 延ばして 手 まくらの 上で、 天 

井 を 見ながら、 聽 いて ゐた。 きつい 女で も あるが、 また 愛すべきと ころも 多い の だが、 と。 

『あなたの 好物 を 買って 來 ましたよ。』 かの 女 はい ちぢく とビ ー ル 三本と を 載せた 盆 を 持って あがって 

來て、 サ イダの あき 殼を のせた 盆の わきへ 置いた。 それから また 下りて 行って、 ちゃぶ 臺を 持って 來 

た。 そして 臺の 上へ、 いちぢく をのせ ようとし たの を I つ、 藥は寢 ころんだ まま 手 を 延ばして 取つ 

藝者 わが リ  五 七 
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た。 

『こり ゃァ うま さう だ 一 I そこの は』 と、 それ を 持った 手で 後ろの 方 を さし 示め し、 『まだ みんな 靑ぃ. 

やう だが 11 』 

『ま ァ、 待って らッ しゃいよ、 電氣を 付けます から。』 かの 女は兩 手.^ t 浮かせて、 足の 力ば かりで 急に 

立った 時、 擴に は、 かの 女の 据 がふくら ッ 1 のと ころまで まくれて、 何 かの 模様の めた が、 どッし 

りした 紫ち りめんの 切れ ッば しが 見えた リ まさか、 衣 物 を 着かへ た 時に 改めた ので も あるまい と 思 ふ 

と 同時に、 築 はかの 女が 如何にぎ m の やうで も、 まだ そんなと ころに 不調和な 日常生活 を 見せて ゐ る.， 

ことに 氣が 付いた。 

かの 女 はす ッと胸 を そらせて、 兩手を 上に 延ばした が、 一向に、 低い が 夭 井 近くの. m 燈が おろされい 

な"^ ので、 渠は 起きて 行って 手傳 つて やった。 ふたりの 胸と 胸 とがさわ つたと 思った ので、 握 は 下 を 

向いて 見る と、 かの 女 は 矢張り 上の 電燈を 見て ゐた。 

『おれが 取る から、 そこ をお どきよ。』 斬う 云って、 娼 はかの 女に 代った。 

『情けない、 ねえ、 これが 取れない と は —— これで も 男に ゃァ 負けない 氣 だのに！』 

『すべてが 舊式、 さ。』 はすせ た |£, 燈を瞎 の 上に 垂らしながら、 『女が 男そッ くり を眞 似しょう なんて 』 

『この かさ も舊式 だら う、 ね 11 半分 毀 われて しまって。』 


i: 姬 ごぜのお 掃除の 時、 お ほかた 掃 木で もぶ つけたんだ らうよ。』 この 時、 、饵 かの 女と さし 向 ひに 瞎 

を 隔てて 坐 わって ゐた。 

『よく 常った、 ね』 と、 ふき 出し さう にしてから、 『きの ふの ことです が —— でも、 あたし どク て、 

らく 時に ゃァ 働ら きます よ。 おとと ひ、 いとこの 家が お ほ 擗 除だッ たので、 手 傅 ひに 行って、 お 2^ ま 

くり、 顿 かぶりで 半 R 動き まわったら、 親戚の ものが 見て、 姉さん か 誰れ だか、 ちッ とも 分らな かつ 

たと 云った が 11 』 

『そんな 気象 は 分って ると して、 さ —— J 

『赏 ば、 あたし、 下山と も 綺麗に 別れて しま ひたいので すが、 ね。』 かの 女 は 云 ひながら こちらに ビ ー 

ルを ついだ。 

ちち 

渠は コ ップ にあ ふれよう とした 泡 を 一 と ロ飮ん でから、 不 s〔f 一 我 さう に、 

『どうして？』 

『そり や ァ氣の j§ な こと もぁリ ますが、 ね 11 ー體. あたしが あの人と 一緒になる KJ とに な つたの 

も 向 ふはい ざ 知らす、 こッ ちぢ ゃァ 惚れた 膨れた のい きさつ なんか ぢゃァ 無かった のです もの。^ 

長 や 町長が 仲へ 這 入って、 g 岡さん とも 相談の 上 * どうか 頼む ッ てんだ し、 あたし ゃァ また 誰れ か 

りきまら なけり ゃァ、 IS 岡の はう との 手が いつまでも 切れないし， I それに ゃァ、 あたし もから だ 一 

藝者 あが リ  五 九 
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つ だから、 役 場の 書記 ぐら ゐが蕃 で、 どうせ 共が せぎ を すれば いい ッて 決心した のでしょう。 さう 

してお IT ァん から 靜岡 へさう 云って やる と、 主人が わざく 伊東まで 出て 來て、 下山の 身 もと 調べ を 

して、 あんな 安ッ ぼい 人間に は籍 を途れ ない ッ てんです もの。』 

『を かしい、 ね 11 籍を^る、 送らない よりも、 先づ あなたの ふ 不埒 を 責めな けり ゃァ なるまい、 表面 

だサ でも まだ 自分の 女房と なって た 以上 は？』 

『それが、 あなた、 前に もお 話しした 通り、 あたし は對島 ふみと 1K ふ 百姓の 養女 ぢ やない の？ あた 

U の 家 は 武士の 家で、 自分 は 百姓 だから、 自分より 身分の 上のと ころから 妻 は 貰へ ない ッ てんで、 ^ 

づ あたし を 對島ッ て 百姓の 養女に してから、 本式の 妻と したので すが、 めかけ を 入れる に 就いて、 あ 

たし 籍を、 知らない うちに、 また 養家へ 返して しまったので。』 

『さう だッ た、 ね"』 

『あなた は 忘れ ッぼ いの、 ね — け ふの 話だッ て、 本 氣に聽 いてら ッ しゃら な いんでしょう。』 

『そんな こと は 無い、 さ。』 手が また ビ ー ルへ 行った。 

かの 女 は 下の 音を聽 きつけて 立って 行った が、 やがて 蒸 籙 の 一 二つ 重ねた の を 運んで 來た。 

『おそば が 先き へ來 た、 ね。』 

『よから う。』 


また 昔が した。 

こわだか 

『はい』 と、 聲 高に 云って から、 また 席 を 立った。 

『きがしい のッ て、 一 緒に なって。』 かの 女 はこれ で 落ち 付ける と 思った やうに 坐 わって から、 『2: 十く す 

き 手が I 人來 て吳れ ると いいんだ けれど。』 

『てん ぶら だ、 ね。』 

『おいや —— ？』 

]  giucN さん  r 

『どうしてく』 と、 卽 坐に 仰山に 答へ て、 渠 はかの 女の 心 盡しを 成るべく 心よ く 受けて 見せる 爲め 

に 直ぐ 箸 を 割った。 

『話 あ ひ 手が あると、 あたし もお いしく 噴べ られ るで しょうよ —— どうも、 こないだ 中から 食が 進ま 

な いんで。』 

『入らない 心配まで する からだら う。』 

『全く、 ね。』 かの 女 は 割った 箸 を 持つ 手 を輕く 膳に 置いて、 素直に こちら を 見 あげた。 

f かう して、 また あなたと 行き 米す る やうに なるなら、 俊 も 出來る だけの こと はして、 またもとの や 

i 藝者 あが リ  山 ハー 
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うに、 あなたの 相談 相 ひ 手に ならない ぢゃァ ゐられ まい、 ね。』 

『どうか、 さう して 廊 iir。 あたし ゃァ 昔から あなた を 信 ffl:- してゐ るの。 馬鹿ば なしば かりして 人 を 

たやて * 

笑ませる やうで も、 いざ ッて 場合に ゃァ、 締めく くりが あって —— 大抵のお 客なら、 今晩の 汽車で 立 

つてし まう ッて も、 なかく そんな 顏を しないで 藝 者に 機嫌 を 取らせて ゐ よう ッて云 ふところ を、 栗 

本さん は 三日 も 前から 正直に 豫吿 してお 遊びになる ッて、 福田屋 でも みんな 感心して ィ ました、 わ。 

それに、 —— それ  あす 立つ から ッて、 その お^れに 遊びに 來た りして ！ 』 

『そり ゃァ、 ふう ちゃんに 氣 があった から、 さ。』 

『でも、 あなたが 人と 遠って 身の まわり を かま はないで、 さッぱ りして らッ しゃった の は、 丁度 あ 

たし を 男に したやう、 ね。』 

『その 點 だけで ゃァ、 ね。』 

『靜 岡のと 來 ちゃ ァ、 年寄りの 癖に、 見え 坊で、 ね。 そり ゃァ く』 と、 眼 を 堅く つぶって 見せて か 

ら、 

『めかけ を ia^ 京、 靜岡、 沼津 と三ケ 所に、 今でも、 置い とくの をまで 名譽 にして — その 癖、 あたし 

がお ゃぢ やお ッ がさんの こと を 云 ふと、 『おり ゃァ 知らん』 だから、 ね。 親 や 兄弟が 喰 ふか^ はすで ゐ 

るの を 知って ながら、 あたし や ァちッ とも Is! 澤 なん かして ィ たか ァ ありません、 わ。 う ちぢ ゃァょ 


く、 金時計 も 買って やった、 11 衣 物 も 買って やった、 —— 親のと こへ 行って、 1:^- せて 來 いなんて 云 

ひました けれど. あたし ゃァ 親の かど 口 を 這 入る 前に， 必 らすコ ー トも脫 き、 指輪 も 三つ はめて る も 

のなら 二つまで は拔 いてし まった ものです の。 何て ッて も、 親 だけ はよ くして Si きたい、 ね。 c: 分の 

しゃう 

親 を 思っても 吳れ ないやうな 手賴 りの ない 人に。 あたしの 氣象 として、 どうして もつれ 添って たくな 

いんです もの。 あたしと しちや ァ、 うちが めかけ を 入れて 呉れた のが 却って 仕 合せ だッ たのです が • 

また 別に さう 云 ふ 次第で、 下山との 仲が 本式の 結婚が 出來 なくなった でしよう。 下山 も 亦が ッ かりし 

もっと 

て、 さう 云 はれる の も 尤も だ、 どうせ おれに ゃァ男 一人前の 仕 察 は出來 ないて ッて、 何 をしても、 あ 

くた. S 

たしが ゐ なけり ゃァ 失敗でしょう。 そのうちに、 靜 岡の 方で 子供 虐待の 一件が 起つ たんです もの。』 

『そこで 靜岡 へまい 屍つ たんだら うが —— 』 

『一と 先づ 下山と 乎 を 切った ことにして、 ね —— 下山 は、 どうせ おれの やうな 貧乏人 は兒 込みがない 

の だら うから ッて、 しこた かい や 味 を 云 ひました が、 あたし や ァ叉靜 岡に 落ち 付く つもね ゃァ 初め ッ 

でう けん 

から 無かった もんです の。 第】 着に、 めかけ を 出す か、 それとも 子供 を 渡す か ッて條 件 を 出した とこ 

ろ、 年を取つ てからの 子供で 離せない ところへ 以 つて^て、 めかけと 云 ふの が惡ぃ 奴で、 詳しく 數へ 

たんす  , 

り ゃァー 一千 圆 にもなる でしよう が、 そのうち 三 百 圓を 十圓 札で 三十 枚こッ そりと 簞 筍の き 出しにし 

まって あつたの が 見付かって、 —— 本人 は 飽くまで 知らない とで 通さう としました が、 —— 親類 ども 

藝者 あがり  さ 11 
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に對 しても、 そいつ を 置い とくこと が出來 なくなった のです。 その 叔父 ッて云 ふの がまた 悪人で、 人 

の 子 こ Ir&J.- つけて 返すなら、 よめに もやれ ないから、 住む 家と 相 當の金 を 出せ ッて、 II あた 

しゃ ァ それでも さう してやりました、 ね。 すると、 親類 や 土地の ものが * あたしに あなた はもと S 

f に納 つて 仕 合せ だ ッて云 ひます から、 あたし ゃァ そんな K 紫 を 一 々突ッ 返して やって、 何が^^合せ 

だか？  sn せなん て、 さ ュ塞 に— あ に— 米る もの ぢゃァ ない。 一方に 主人が 千兩の 儲け をし 

て も • また 1 方に それだけの €M 金が あるか も 知れない のが、 人の 蓮だッ て。』 

『然し、 そり や ァ舊ぃ 哲擧、 さ、 ね。』 

『舊 ぃッて も、 ほんとうなら 仕 かたがない でしよう。』 

『ま ァ、 いいとして —— 』 

『さう して、 すッ かり、 〔衣の 整理 をして やり ましたの。 だら しの 無かった ことと 云 ゃァ、 — うちの 

女 兄 第に は みんな 亭主 を 持たせて、 關 係の ある 會 社で 使って やって、 望み通りの 給料 を やって ある 

し * また 水車 を やらせて あるの も あるのに、 —— その 女房 どもた る 女 兄弟が 入れ 代り、 立ち 代り、 米 

や ^跳の 無心 を 云 ひに 來 るんで しょう。 一 俊ぐ らゐ 持って ッたッ て、 兄さんに 分り ゃァ しない からと 

か、 I あれに I 反 織って やった のなら、 わたしに も 織って 吳れ ろと か、 11 それ を 見の がして 置き 

ゃァ. つまり、 みんな あたしの 上に かかって 來て、 け$ 算時 になって 何々 が 足りない が、 お前 は 知らな 


レ カツて 賓 めら れ るので f よう。 あたしが 何だか 貧乏な 親のと こ へで もこ ッ そり！^ ぐ やうに 思 はれて 

詰らな いんです もの。 あたし ゃァ 信用して まかせられた 物なん か を- 勝手 に — いくら 親に だッて 

11 送った こと ァな いんです もの。 贄 は、. 誰れ くが： s つて 行き ましたと 云へば- その 者が 叱られる 

ので、 それが また あたしの とこ へ 來て、 あれ 位の 物 を 姉さん は默 つてて cs^ れ りゃァ い いのに なんて 

II あたし だッ て、 やり切れない、 わ、 ね。 それに 段々 と 子宮 を 痛められて 來 たし •  — そり や ァ， 

その 點は ひどい C だから、 ね。 大體の 整理が 付いた の をし ほに- とう， （-、 丸 1 年 半で 靜！： の^ 院へ 

飛び出しました の。』 

力の 女 は、 雄 辯， な の あ ひま/ \ にえび の 揚げた の を 撰って うま さう に 食 ふその 口の あたりに、 油 

ぎった つばが 该み 出る のを氣 にして- ハ ンケチ でつつ ましく 拭き/ \ 、熱心に 物語る ので は ある けれど 

も、 信 作に は聽 かせられない 方が いいこと も ある やうな • いやな 氣 がして、 攝は 眼をビ ー ルの忠 に 

じた。 そして それ を 右の 手に 握って、 

『ま ァ、 一 杯つ ぎます よ。』 

『  』 かの 女 は箬を 持った まま • 左り の 手の 親 ゆびと 高 ゆびと で、 自分の 明いた コップの 下の 

方を輕 く觸れ て、 こちらが その コップの 中へ ビ ー ルを 傾む ける の を 見ながら、 『すまない、 b、 なヽ あ 

じゃく 

なた にお 酌 を させて。』 

蕩者 あが WN 
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r こ t も 久し振り だァ、 ね。』 

i く- ね。』 また こちら を 見て 、『もとの 奥さん だ、 ゾて、 いい 奥さんで したが、 ねえ- あなたの。』 

『賴喻 • 僕 は』 と、 笑 ひもせ やに 、『子宮 を 痛められ など はしなかった、 さ。』 

『  』 かの 女 は 少しう は 向きに なって f て ゐたビ 1 ルを、 『う ッ』 と 喉に つまらせ かけた。 わ 

v?f 三度 f ろ させて、 右の 手 i よりも 上の 方 を 叩きながら、 『あ、 苦しかった 丄 

八 

『で、 病院に 這 入って から、 子供 を 呼 S せて、 それと 無く、 i はお ッか ちゃんが ゐる 方が いい か、 

ねない 方が いい か ッて聽 いて 見たら —不思議 さう にこ こで 聲 にまで 力を入れて、 1 ねな^ 

ク てんです もの！ 「お ッか ちゃんが わると、 おと ッ ちゃんが 何も 買って 來て ft ない」 か ゐ. ^ 

と、 よく 裏が つて^る ッて。 あたしが ゐ ちゃ ァ、 うちで は 安心して、 子供の ことに 限らす やて 

iiirt  Lin お s やうに 雷の f け ま t 

a あたし ゃァ、 然し、 ただう ちの もの や 親類 どもから まつり 上ば.！ r こ 床 

置き物に なって るの ァ いやです とも！. II かァ ちゃん もゐ ない 方が いい ッ」 て！ はん：；； 

窗り 次第、 また どこかへ i つてる から • ね」 ッて ー あたし ゃァ， 子供に 「おと ッ ちゃん カザぎ のお 


金を兒 せて， これ. „ も あと ぢゃァ お前の 物 だな ど 云って 聽 かせても • 決してい ぃ氣 になって^ ぶ. 

IJ いつも 云って 聽 かせた 通り、 お前の 身に 着く もの は、 ただおと ッ ちゃんに させて 4,/^ で寸 

よ」 と • よく 敎 へて 置き ましたの。 割り 合に よく 分る 子で、 不斷 でも- » つた 金 を  「もッ た 

い」 ッて、 11 溜めて 置いて、 ニ圆 なり 三圓 なりに なると、 ぉッか ちゃんに あげよう、 あげよう ッ 

て or ぉッ かち やん は 別に 持って るから」 ッて も、 聽 かないで、 「俊 も 亦お とァ ちゃんに 贺 ふから いい」 

ッて。 「ぉッ かち やん はゐ どころ さへ 知らせて れ たらい い、 中擧へ 行く やうに なれば 度々 行ける から」 

らいねん 

ッて。 もう、 來 年です の。 _  r ぢ ゃァ、 何でも 僕 は勉强 すれば いいんだ、 ねえ」 ッ て。』 

かの 女の 立てつ づけの 雄 辯 を 聽 いて ゐて、 信 作 はう ッ かりと 『ほととぎす』 劇 を 兌せられ た. H ォ Q や 

ゃナ 

うな、 安ッ ほい 淚が 浮び かけた の を、 かの 女に は 見せたくなかった ので、 醉ひ ごこち のから だ を 腿 か 

ら 離して あぐらをかき、 まぎら かしに、 マチの 箱から 取り出した j 本の マチの，^ をち ぎった。 

『  』 

『あ- 持って 來ま かの 女 はいそいで 下に 行って、 楊子の 小箱と お茶と を 持って 來 てから、 『子お 

は可哀 さう です が * あんな 面倒臭い 家に 二度と ゐ坐 わる 氣 はなかったです もの 11 籍だッ て * めか ナ 

1 -  は，. * た \ 

を すと ぐ また 入れようと 云 ふの を あたしが 反對 して そのまま にして 置いた のです から。』 

『長く わ づ^って たの か、 ね？』 

藝者 あがり  カセ 
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『  』 こちら を じッと 見ながら、 『丁度 病院で 半年ば かし I う ちぢ ゃァ、 あたしが 獨 りで ゐる 

以ヒ、 术 一 俵 はか かすまい し、 また 相當に 見て やる ッて、 入院 中も贊 I 十圓ゃ ニ百^ 逢って 來 

ました。 何だッ て、 新 i 者な ども、 入れ か はり 立ち 代り、 fflfll 

です もの —そのうち、 少し 加減 もよ くな つたので、 病院 も If るッ て、 興 I 小さい 家 を 一軒 

ぎる ことにして 、看護婦と 女中と 三人で 暫 らく 保， t てゐ たのです が. I』 

『さう やって ゐられ たのなら、 何も また 例の f やきく し 出さな くッ て" よかった のに。』 . 

『さう は 行きません、 さ。 管ん の方ぢ ゃァ、 逃げるなら、 受け 出して やった 時の 恩返しに、 『腕 一本 

なり、 脛 一本な り 置いて け』 ッて 云ふ彌禱が- け か1で牢へ道 入って から、 ゃッ とのこと 伊東を兩 親 

と i に 逃げ 出して、 きくして ゐ たんです もの。 その 人 費と 云 ゃァ、 みんな あたしの やり？ さ 

ん だんでしょう。 さう して • 霄ゃ 東京 ぢゃ ァ、 i また 駄 I から ッて、 すッと 飛んで、 f 

へ 行かせました が、 そこ へまた r お— あたしの 與津 にね るの を 聽き 込んで— 訪ねて 來た ぢゃァ 

ありません か？』  、 』.？ 

『なるほど』 と、 右手に 攀 霧 つた I、  i0M§<ip.  S 酔 ひと 満腹との 

i 邀て 《 へながら、 『それが 11 度 目の 人の 三度 目のより 戾り だ、 ね。』 

、_  く  ,.Ji,Jie.*、  JiJ、 さ。 — まァ、 こんな 明き 瓶 や 明きが 

『あ..^ しゃ ァ 困った、 なッて 思った から 一度 は隱ォ ました さ つス nx  _ 


ら はわき へ片 づけて 置きましょう、 ね。』 かの 女 は、 まだ 1 つ 蒸籠が そのままに 殘 つてる 勝と、 ビ ー レ 

ゃサ イダの 明き を 載せた 盆と を * 楊子 を 喰 はへ て、 次ぎの 窒へ 運び出しながら、 『人^て 云 ふ もの ア^ 

手な もの- さ • ね 11 喻 ベたい ッて 取った 物で も、 お腹が 十分に なると、 見る の もい や だ、 ね。』 

『それに、 僕 はめし を 喰って 出て 來 たの だから。』 

『ま ァ、 つき 合って 貫って、 あたし ゃァ仕 合せ、 さ』 と、 煙草盆 を 仲に して、 信 作の 横にな つてる の 

とさし 向 ひに 膝 を 向けて 坐 わって、 『久し振りで おいしく ッて 11 赤いで しょう？』 

ぢ. S 

『  』 -渠 S カの-^.^がtJひながら兩手でその頰を押さへて突き出した顔に下齒の前齒の金齒が 

1 つ 光った の を 見た。 『僕 も 赤いだら う？』 

Pi: ッ 赤よ、 どこかの 火事の やうに。』 かの 女 は 顔から 離した 右の 手 を疊の 上に 突いて、 からだ を そ Q 

方に かたむけて、 『お 互 ひに 弱い の、 ね I— 昔から 見リ ゃァ、 ビ ー ルのニ 本 や 一 二 本 • ちょ ッと 人の あが 

りが まちで お茶お 御馳走に なった やうな ものお ッ たのに。』 

『それだけ、 ふゥ ちゃんに も』 と、 この 呼び 方に I 段お もたい やうな 感じが 添って 來た、 『不平が なく 

なった の だら うよ。』 

『不平 は澤. u: あります とも。 n でも， あたし ゃァ、 もう、 どうな つても 構 はない、 親と ね 4 さんと チ. 

供の 爲め になら。』  , 

0 者 もが W  六. a 


n 第四卷  , 

『まだ あると 云 ふのに』 と、 渠 はかの 女 を疊の 上から からか ふやうな II さなく ば 又、 滿 腹の 上に も 

なほ 不足 を 感じし める からだ 中の 强ぃ耍 求 を 遠ざけよう とする やうな、 II 氣分 になった  >  『下山 君と 

云 ふ 物が！』 

『あり ゃァ』 と、 かの 女 は 額 をし がめ たが、 直ぐ また 微笑に なって、 『今度 また 一緒に 住まう ッ てんな 

ら 自分の 食 ひぶち だけ はこ ッ ちへ 出さない といけ ない ッてッ て あるんで すの。 云って 見り ゃァ、 下宿 

人 を 置いて やる やうに。』 

『それでも、 昔の^ % の 亭主が はしご を賣り 歩いた のより ゃァ まし かも 知れない。』 云 過ぎ たかとも 思 

つたが、 鎮は 自分の 1 して 來た氣 分 を こんな ことで まぎらせようと したので あった。 

『もう，. 亭主で なく ッ ていいの、 さ o』 かの 女 は、 こちらの 様子 を 知って か、 知らない でか、 する く 

と を延 tH して、 tl お-と 同じ 方向へ さし 向 ひの 横 倒れに なった。 そしてた ッぷり ある 髮の毛 をつ がね た 

その 右の 1 づら へ、 疊 から 立てた 右の 手 を かま はす 當て がって、 『この 家 だッて * 下山の 親戚の 所有 だ 

, ^ら赙 人れ ッて 云つ ときながら • みんな こッ ちで 工面し なけり ゃァ ならな いんです もの  おまけに 

^JんなS^ソともなぃ家が十ニ圓ですょ。』 

『そり ゃァ 高い！』 渠は 、横にな つて だらけて ゐて は、 とても ささへ 切れさう でない 藻が きを 引 拔く 

やう こ、 突然から だ を 起した。 そして 煙草と マチ を 取りながら、 われ か ら 苦い 顔 を 微笑に まぎらせ- 


て、 『僕の 家だッ て、 さう して 見れば、 —— もッ とも、 目白の 郊外 だからす ッと 割り 合が 安いので あら 

うが  ここの 家賃と そこ/ \ だ。』 

『あなた だッ て、 さう お 思 ひでしょう。』 かの 女 も 起きて、 自分の 長いき せる を 手に した。 が、 す はう 

とする でもなかった。 

かの 女の 膝 さき は 以前よりも 信 作の 方へ 近づいて ゐた。 

『下山に は あたし ゃァ 早く 誰れ か を 細君に 持って eiK れい ッて も、 どうせ おれの やうな 者に 來てロ 4<れ る 

女 は 無い ッて、 あたしば かり を手賴 りに して ゐ るんで しょう。 それに、 あれ は あたしのお 父 ァん やお 

ァ 母さん を I 生 世話して やる ッ てんで、 大阪の 方に ゃァ 可愛がられて ゐて、 ね —— あたし はどうせ よ 

そへ 養女に 行って ますので、 下山に もとの、 魚河岸の 家 をつ がせたい なんて、 年寄り ども は 云って る 

ん です もの。』 

『下 だらない 空想、 さ。』 

き らく 

『あたし ゃァ 何でも かま はない —— 獨リ になり さへ すり ゃァ. r かみいでも、 お 稽古で もして、 氣樂に 

暮 して 行け るんだ から。 さう して 子供の I 人前になる の を 見さへ すり ゃァ、 もう、 死ん ぢ まっても い 
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いんで 1. あたし ゃァ 子供に 世話にならう なんて 思って な いんです から、 ねに 

『いい 心がけ、 さ。』 坐 わって ゐても 持ち切れな いので、 また、 渠は 横にな つた 。『あたし も その後 暫ら 

く M さんの 方へ 行って ましたが II 姊 さんから 親に 至る までが あたし を 下に も 置かない ッて云 ふやう 

な 取り扱 ひでしょう。 妹が 外へ 出る のに、 姊が 下駄の 世話まで 燒 いて 『あれ かい、 これ かい』 ッて 云 

ふんで、 見ッ ともないから、 よして 頂戴』 ッて云 はない ぢゃァ ゐられ なくなります、 わ。 こッ ちは少 

しも！ f 張っても しないのに まなた にう ちの ふゥ ちゃん ッて、 ー體、 どうしたお 方です』 と、 みんな 

が 不思議が りました。 それに あたしに や ァ大阪 のにち やにち やした 言 紫ゃ氣 象が いやで、 いやで た 

まらな いんで、 早く 東；： 小へ い、 出たい と 思って ましたき へ、 彌兵衞 が 死んだ ことが 分った でし 

よう。 ぢ ゃァ、 あたしが 先 づ體„ ぎみ をして 來 るから ッて、 九十 何圓 かで 買った 金時計 を 1. まだ 婦人 

會へ 二度ば かりつ けて 行った だけで — たッた 四十 圓で 質に 入れて、 出て 來 ましたの は 先々 月です も 

の。』 

『どうして、 もッと 早く 知らせて 來 なかった の だら ぅ丫』 

『もとのと ころなら 覺 えても ゐ ますが、 どうせ 聽 きに 行っても 分るまい ッて 思って — 』 自分自身 を 

輕 蔑した やうに、 かのお はこ ちら を 盗み見て、 少し 小さい 聲で身 fe- くめながら、 『あたし、 秀才 文 ま 

ッて Q を讀 んでゐ ましたよ —— ぁッ ちで。』 


『僕に や ア^に 關係 のない 雜誌 だが 11 』  、 

『でも、 時々 何 か 出て ました、 わ。』 かの 女 も 亦、 1$ びから だ を 倒して、 横にな つた。 そして その ちぢ 

こめた 膝の さき は、 信 作の 横た へて ゐる 膝と 1 歷 近くな つた。 

ひぢ 

鎮は 自分の 肱 を 突いて ゐた手 を 倒して、 それ を 枕に したが、 女の ぁッ たかい 息が 煙 革 盆 を 越えて に 

ほって 來る やうに 思 はれた ので、 この 上、 自分の 足で も 膝で も を、 ちょ ッと でも、 動かす の は 自分の 

心の そそり を 大きく する ばか リ だと 見て、 ただ じッ として ゐ た。 そして 自分の のぼせ 氣味 がかつ！^ の 

顔い ろに も 見える 氣 がした。 

かの 女 は、 IS つて こちらの 詰 を 待ち受け てる やうであった。 

鑌は 然し 言葉が 出ないで、 ただ かの 女の こちらに 向ける やわらかな 視ぎ を； 自分で も 眼で 受けて ゐ 

ぽっ はつ 

た 0 そして、 それまで にも 勃發 しょうと したの を 押さへ てゐた 心が、 私 かに 乎 iV 出して 兒 ようか？ 

少く とも、 もと/ \ 通り 接吻 だけ は、 飛び付き さへ すれば、 許されよ うにと へた。 

が、 また 自分の 心の 一部から は、 秋の 流れの やうに 澄んだ おへが 出て 來た。 自分が 新ら しい 妻に 對 

して 1 - 道徳上よりも、 寧ろ 利害 上 —— 飽くまで 潔白 を 要求す る こちらの 正常な 純 粹横利 を、 今まで、 

無事に 維持して 來 たの を、 この あり 振れた おきやん 生活 をして 來た舊 知の 爲 めに 破られた くないの だ 

が、 — 向 ふ も 亦、 弱い ながらに、 同じ 精神が あらう。 女と して は、 あんなに 苦しい 中 を、 割り 合に 
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清く 逋り拔 けて 來 たもの を — たと へ 正式の 亭主 はない にせよ、 今更ら、 この 自分の 爲め にも、 また. 

也の 人の 爲め にも、 i どろ を 塗り付けさせ たく は 無い、 と 云 ふ あはれ みの 情が こちらに 起った。 

『で — つまり —— あなた は 11』 と、 われながら、 .^^"i と共に、 胸 一杯に なった 恐れと 遠慮との 爲 

め こ、 自分の 聲が 顔え て、 低く、 沈み 勝ちに なった の を おぼえた が * その 次ぎに 何 を 云 ひ 出す と 云 ふ 

用意が 無かった ので、 高い 家賃の ことに 持って行って、 『長く  J! ここに ゐ るく つも リ — です か？』 

『それ も あなたと 相談して 見たかった のよ。』 かの 女 も S の 調子が 違った やうに こちらに は 思 はれた 

：&、 かの"^ はまた からだ を 起して、 ちょ ッと 姿勢 を 正しくして 見せた。 

『栢 談ッ て々.』 渠も 起きて、 今度 は眞ッ 直ぐに 坐 わった。 

『彌 兵衞 にや ァ、 もう、 ながねんの 心配 は拔 けました が、 あたし ゃァ まだ 靜 岡の 人に ゃァ 隠れて ゐま. 

すしです よ I. 子供 ゃ婆ァ やから は、 時，^ 內證で 物 を 送って 來 ますが。』 

『どラ してです？』  、 

『ゐ どころ が 敬り ゃァ、 直ぐ やって 來 るんで す もの— 金に ゃァ 困らない としても、 また 籠に なリ 

たか ァ ありま せんから、 11 ね — たださへ i うが 惡 いのに、 醫 師の肯 葉ぢ ゃァ、 それ も 子宮から 來て 

ゐるッ て。』 

『下 だら な い 心配 も手傳 つ て ゐ ますと も。』 


r そり ゃァ 全くよ。』 しみぐ 尤も だと 云 ふうな づき をして、 『この 商 買だッ て、 あ. y しの 名 ま ：！：- せな 

いので 下山の « さんの 名 を借リ ましたんで すが、 もう、 年が 五十で- あたしと ァ十 五六 歳も逮 ふん 

ですから、 巡 1^ でも 調べに 來 たら、 直ぐ 怪しまれます、 わ、 ね。』 

『本名 を 出した ッて、 11 藝 者の 届け ぢゃァ あるまい し、 — かみい 位の ことで 本籍へ かけ 合 ふこと 

ァ あるまい て。 よしんば、 また、 かけ 合っても、 まに 藝者 をす るの を さへ 云はなかった の だか 

ら、 今度 も 邪魔され る やうな こと は あるまい、 ね。』 

『でも』 と、 笑 ひながら、 口 をと がらせて、 首で 念 を 押し、 『やって 來 ますよ。』 

『なァ に』 と、 事 も なげに、 『やって 來た時 は、 やって 來た 時、 さ 11 あなたの 心 I つ、 さ。』 

『それ もさう、 ね。』 ちょ ッと下 を 向いた が、 直ぐ 顔 を あげて、 『さう すり ゃァ、 あと は 下山 だけの こと 

です が、 あれ をどッ かへ 周旋して 貰へ ないで しょうか？ 今 別れの 問題 を 云 ひ 出す と、 如何にも あた 

しが 向 ふの 困って るの を 見限った やうに なって 、ね |_ それに、 下山 もこ ッち がまた 見棄 てる か、 見 

亲 てる かと つてば かし ゐ るので、 時々 を どし 文句 じみた こと を 云って I お前の 爲 めに ゃァ、 兎 も 

角 も、 家まで 寶り拂 つたの だから. 棄 てられち ゃァ、 ただ ぢゃァ 置かない なんて。 いくらで.， zgm が 

取れる やうに なれば、 また 偶に ゃァ 遊んで 見た くもなる のが 分って ますから、 その 時 をし ほに、 あた 

し は 綺麗に 手を切りた いのです の。』 
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『そんな こと を 云って ちゃ ァ』 と、 渠の 沈んで ねた 反動に 今度 は 全く 卑しみの 口調と なり、 『一 生 切れ 

る 時は來 さう ではない。 若し あなたが 下山 君に も 別れる のが 本心たら、 身を隱 すの は靜 岡の 人から よ 

.o^ や ァ先づ 下山から が 順序でしょう。 進んで 云 ゃァ、 親に./ i さんに も 隠れた 方が あなたの 爲 めだが 

11 あなたに さへ 金が 送れない やうなら、 どうせ あなたの 親の 方へ だッ てこと ゎリ やら 申し わけ やら 

をば かり 云って るに 相違ない、 さ。 ¥ 寄りなん か は 子供 同様の 馬鹿にな つてる もの だから、 それ を 信 

用して、 もう、 結局、 その 中し わけ を 賢 物の 金 を 貰った やうに ぁリ がたがって るんだ。』 

『さう 云 はれる と、 一 言 もない が、 ね。 そして あたし も、 下山が】 緒に ゐ なけり ゃァ、 靜 岡が 来ても 

小さくな つてる にや ァ 及ばな いんです が — J 

『靜 岡の 方 は、 あなたに 私 式に 口を出す 權 利がない と 僕 は 思 ふ、 ね 1 その 主人のう ちに 籍が あるの 

ぢゃァ ないから。』 

『それに、 このまま だッ て、 もう 今年 中 だけで しょうよ —— どうせ あたしが ゐ なけ リ ゃァ、 どれ か、 

をと _J  3  J 

めかけ を 入，^ るでしょう から。 —— あたし ゃァ、 もう、 つくづく 男 はい やにな つたんで す もの o』 

『  』 渠 はかの 女の 最後の 文句 を聽 いて、 また かの 女が あ ふ 向けに なった 時の 姿 を 思 ひ 浮べ さ 

せられた。 突然に 立ち あがって、 然し それと は 感づかれない ふりで、 『もう 遲く なった やう だから。』 お 

もてに は听ぅ 云って、 1£A はから だ 中に もがいて る 心に 云 ひ 含めた。 氣 をよ わくして ゐれ ば、 いつまで 


も歸る 時が あるまい から、 と。 

『まだい いん ぢゃァ ない の？』 かの 女 は あわてて、 心配 さうな 顔に なり、 突ッ 立つ てるこ ちら を： ：：^ あ 

げ ながら、 Is 車 はま だ 御 坐い ますよ —— 何 かお 氣に さわった ことがあって？』 

ぶ き よう  *•  *  -  1 k 

『また 來 ます』 と 云 ひながら、 奨は 不器用に 衣 物の 襟 を 整へ た。 そして 誤解で もされる と 困る 力ら と 

思って， しゃれた つもりで、 『あんまり いい 氣 になって ると、 鼻毛で も拔 かれる だら うから。』 

『御 冗談 を、 あなたに 限つ ちゃ ァ、 そんな こと は 11 』 氣 取った 口調で 云って、 かの 女 も 安心した や 

うに 立ち あがった。 そして こちらに 先 きんじて こちの 羽織 をお ろし、 『立て 絡 • ね』 と 云 ひながら、 後 

ろから 着せ かけた が、 こちらに は 自分ながら それ を 背に 受ける 調子が しッ くり 行かなかった。 

『僕 は惡 魔の やうな 忠告 を あなたに しました が、 ね』 と、 何げ なく かの 女に 向いて、 羽織の 白い 紐 

結びながら、 『あなた はま だ、 一 時の がれ や 下 だらない 義理の 爲 めに、 どッ ちかの 人に 迷って る やうで 

すから、 今晚 よく 考 へて 御 なさい。』 

『ええ、 考 へて 見ます、 わ。』 かの 女 はこ ちらの 正面に 立って、 微笑 を 向けて ゐた。 かの 女の 素直に か 

く らうと 

らだを 曲げた 立ち姿に は、 苦勞 人が 愛 を 籠め たと 思 はせ る やうな 曲線が ょぢ 登って ゐた。 そして 雷 S 

のか さの 蔭が さして、 かの 女の 腰から 上全體 に、 こちらが かの 女の 口の あたりに 見た 薄墨い ろ を廣げ 

て ゐた。 
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『さう して、 なほ あなたが 下山 君 を 本心から 戀 しかったら —— 』 

『そんな こと ァ、 もう』 と、 からだ を あまへ る やうに 振った。 

こんて？' 

『それでも、 まだ あなたに ゃァ 自分の 心が 根底まで 分って ゐな いのです よ —— で、 改めて 今度 は無倏 

件で 呼び寄せて やり、 靜 岡が あなた を 床の Si の 置き物と しょうと したやう に、 今度 は あなたが 下山 君 

を 立派に 亭主と 立て 祭る、 さ。』 

て.； J たく 

『冗談 は 置いて、 さ。』 少し 身 を あとす さり させて、； r もッと 安いと こ へ. 轉 宅し なけり や ァ ならない でし 

よう？』 

r そり ゃァ、 今晚考 へた 上の こと だら う * ね —— ここで 看板 を あげたの さへ、 聽 いて 見り ゃァ、 犬し 

なんど 

て 標準が 立って ゐ なかった のでしょう。 さう 何度も か はって ゐ ちゃ ァ、 とても、 ^ち 付いて 獨 立の 商 

買なん か出来る 辔は ないです。』 

『あたし、 —— でも、 今度 こそ 獨 立して 綺麗に 暮 して 行きたい のよ。 男なん てつく， >5\ - いやにな つた 

ま よ., MJ 

ん です もの！ そして 兑 込みが 立ったら、 親ゃ婶 さん を 呼んで、 肺さん にこ ッ ちで 淸 元の 師匠 を させ 

て やりたい のです、 わ。』 

『ぢ ゃァ、 大阪で 今やって るんだ、 ね？』 渠 はじ ッ とかの 女の 顔 を 見お ろした。 『ええ。』 かの 女 もこち 

らを見 あげながら、 割り 合 ひに お 白粉 燒 けの 見えない 首 をうな づ かせた。 


どうせ 持ち主の なくなる ものなら、 ここに 最後の 耻辱を 犯して、 せめて かの 女の 首に でも 抱き. 寸っ 

じんけい 

て やらう かと 思 ふ 感じが、 築の 神經を ゆるく 廣げ て、 窒內 がその 熱 ある 臃間 をう す 暗く したやう に 見 

えた。 

5 

みお 

『これ ッ 切り 訪問 はすまい か —— 近頃の 自分 を かき 亂し たくない 爲め —— また、 かの 女の 感心な 決心 

を 破りた く はない 爲め —— ？』 專ら こんな こと を考へ 込みながら、 信 作 は 自分の あたまから 胸て まで 

も 一 つの 新ら しい 苦痛 を 浴びせられて、 かの 女のう めばち 岸 ーを辭 した。 が、 自分の 正確， な^ 地 を 11 か 

れて 告げない わけに はいかたかった。 

r 待って K 戴よ —— そこまで 送って きます から』 と 云って、 かの 女 も * 急いで 白 足袋 を はき、 {4! 氣革 

trt  I  •  »  .  I  つきよ 

屐を IX？ ノ かけて あとに 附 いて 來た T いいお 月夜、 ね！』  、 

かの 女の 聲も 澄んで、 露地 ぢ うに 響き渡った やうに 思 はれた。 

きもす め  L ^ 

"  』 良家と 自稱 する うちの 生娘 や、 いやに 世 問の 評判 をお そろし がる 奧 さま 連と は 遠 ひ、 苦 

勞人 ツ^の ある この 女 は、 以前から、 男の 來客を 平氣で 受け * また 自慢 さう にお ほ びら であたり 近處 

を 連れて 歩いた もの だ。 

藝者 あがり  お.^ 
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T あたし、 よ、 栗 本さん』 と、 ちょこく 追ッ 付く やうに しながら、 『少しお 金が 出來 たら、 も ッと義 

太夫 も 善お して 見た いんです の > 五圓 ばか. つて、 i 一  ヶ月で 梅忠 If 本式に 仕込んで 來 

たまし ですから。 なかく 上げさせて 吳れ ない もの、 ね。 ぉッ 母さん や 姉さん は、 まだ 霞が 管 

な いんだから、 S 古で あたま I つち ゃァ よくな でソ てんです が、 あたし ゃァ 好きき き やって 

りゃァ その 間 は 苦 f 無く、 臭から だの 加減 も S いん？ 0。 義太夫 だけ は、 af 

す、 ね 1. 首 薬の なまり だッ て、 しッ くり 合って ますから、 ね I それに * あたし、 お 花 も II これ 

は ，岡で、 隨分 有名な 師匠 を 呼んで な 仏まで 取って ますが、 まだ 奥 ゆるしがない ので。 かねさへ 出せば 

直ぐに も 渡す ッ てんです けれども、 あたし ゃァ そんな II の 入の やうに I 麵 な、. 云 はば S な 

K 許しなん か 取りた かァな いんです もの。』 

『  , つぶしに しても 貴と い 値 うちだと、 蕖 はいつ のまに か淚を 呑んで ゐた。 低く顔ぇた+,.^ 

で、 『さう です II その 11 心持ちで — I 何 をで も I 飽くまで おやん なさい o』 

あくま ぁ， 、  n 

『，^>1^魔と飽くまてと  ？』 

『  』 答へ はしなかった が、 渠 はかの 女の 肯槳が 自分の 今夜の 言葉 じり を 二つ 合 はせ て 見た 

し れ 

洒落 だと は 分った。 

5^ らく 話 は えて、 かの 女の ただ 歩いて ゐる ゴム 草履の 音が ぺたく と 後ろから 聽 えて ゐた。 


『あ、 しまった、 ね』 ^1』 かの 女 I ばた の 水溜りへ まの 足阜 i ッ 込ん S であった。 『あん 

まり、 あなたの 足が 早い から。』 

これ I た 信 作 は、 あと 管 をした。 10 尸 ンケチ をた もとから 出し、 われ 知らす ほ 分 を かの 女 

のまへ にして やらう として、 『おつかまん なさい I 拭いて あげます。』 

『見 ッ とも、 ない、 わ！』 かの 女は顱 えながら あとす さり をして、 こちら を じッと Esg めて、 子供が 『い 

やい や』 をす る 如く 首 やから だ を 左右に 振った やうに 見えた。 

『  』 渠は默 つて また さきへ 進んだ。 

『もう 一 つ、 あなたに お話ししょう ッて 思って 忘れて ましたが、 ねえ、 あなた、 tl まだお E にや ァ 

力 かおません が、 I 英 さんに 御 相談な すったら、 どう？ こッ ちで でも、 もう、 あたし ァ寳 石入リ 

の ゆび 輪 を ふた ァっ、 七つ屋へ やって あります の。 兩 方で 七拾圓 ばかしの 物 を、 糯 終の 帶ゃ にも ^ と 一 

緒に たッた 六十 画で —— 大阪と 下山の 爲 めに。 どうせ 假 りに 人の 倉へ 預けた の だと 思って り ゃァ、 お 

かねさへ 出来たら 取って来られ ますが 1. あたしに や ァ當分 見込みが ないから、 もう、 これ も 流れる 

期限が 来る でしよう。 流す の も 業腹 ぢゃァ ない の？ あなたのお 手に でも 渡ったら、 せめて 朱 練 もな 

くなる だら ぅッ て、 ゆ ふべ、 あたし. 寢てィ て、 ふいと 考へ 付きました の 0 御 相談な すって 見たら、 

どう IJ どう せ あたしの 樓利は 全く 拋»- します か ら？』 

、藝者 あが 9  i  r 
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『さう、 ね。』 ふり 向き はしないで、 進みながら、 『相談して 見ても よう 御 まます が 1.1 の 方 は 

人の 着 ヒリ は 嫌 ふでし ようよ II いっか も そんな ことがあって、 斷 わった やう だからに 

『ゆび たッ て、 惜しい， ちゃ ァな いの  ？』 

XST^^ I 出 來れば 11 その 方でしょう よ。』 

ふたり は 橋の 上へ 來てゐ た。 そこから、 川し も を 見渡す と- 渠が 先刻、 まだ 明るい うちに、 ここ を 

IS つた 時に ぎ f かの 5. が i づ 過. I の を I そ If あたり までが、 ff  f らく 

と眯 て、 凉 しい 風が その上 を 軌道 外れに 走って る。 

『いい 月、 ね！』 か 0 女の、 何もかも 忘れた やうな この 叫びが 高い 空へ 聽 えて 行って * 

く 眞ッ靑 に 澄んで ゐた。  ， 

かの 女 はう へ を 見て きが、 渠に は、 かの 女が 足袋 i れたず 10 方 8 を •  I 惡さ U た 

がそ ッと —渠 がかの 女の 出の 姿 を 伊東の ゆ ふ 立ち あがりの 石ころ fE た 時の やうに、 If 

琅 つてる のが 見えた。  ， 

『  』 どうしても このまま 別れ かねる やうな 氣 持ちが、 むらく と、 渠の 胸に は  一 S に 込み 

あがって ゐた。 

11 (大正 九 年- 1 一月) 1 
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『さう、 ね。』 ふり 向き はしないで、 進みながら 、『相談して 見ても よう 御 坐い ますが 11 "秋 物の 方 は • 

人の 着た の は 嫌 ふでし ようよ —— いっか も そんな ことがあって、 斷 わった やう だから 3』 

『ゆび 輪だッ て、 惜しい ぢゃァ ない の — ？』 

『ま ァ、： — 出 來れば —— その 方でしょう よに 

ふたり は 橋の 上へ 來てゐ た。 そこから、 川し も を 見渡す と， 蕖が 先刻、 まだ 明るい うちに、 ここ を 

. 適った 時に どこ 行き かの 汽車が 縑々 過ぎる の を 見た その 鐵 橋の あたり までが、 水 も 蘆.^ きら ノ、 

と 輝いて、 凉 しい 風が その上 を 軌道 外れに 走って る。 

『いい 月、 ね！』 かの 女の、 何もかも 忘れた やうな この 叫びが 高い {4! へ聽 えて 行って * 1K{41 は 雲 も 無 

く  s ッ靑に 澄んで ゐた。 

かの 女 はう へ を 兒てゐ るが、 擴に は、 かの 女が 足袋の 濡れた 左り の 足の 方の 棲 を、 氣味惡 さう にだ 

じで つ *- 

がそ ッと — 渠 がかの 女の 出の 姿 を 伊東の ゆ ふ 立ち あがりの 石ころ 道に 見た 時の やうに、 11 上手に 

* つてる のが 見えた。 

『  』 どうしても このまま 別れ かねる やうな 氣 持ちが、 むらく と、 渠の 胸に は 一度 W に 込み 

あがって ゐた。 


ぐんし々 う  — 

ありがたい ことに は、 僕 (作者 曰く、 もと 滋靈巡 f- 勤めて ゐた 者) も 近頃 や ッと勳 f 頂戴し 

たが •  ，^0! て 僕の 同僚と しての 一友 人であった 某の やうな 勳章氣 遠 ひに なりた くないと 思って ゐる。 

某と 云 ふ 友人 は、 その 生活に 近 江 八景と 勳七 等と しか 無かった の だ。 あいつが 現に 軍籍に 在った 時 

は、 近 江 人 以外の もの をつ かまへ ると 直ぐ 八景の 自慢 を やった さう で、 一緒に 軍隊 を 出た 者の 話に よ 

ると、 あいつの こと は 八景 狂の 名で 通って ゐた。 

『おい、 八景』 と 呼ぶ と， 蕖 は同國 人の 11^ にで も 喜んで こちら を ふり 向いた。 そして 勳章を 貰って 

から は渠の 自慢が また 1 つ ふえた わけ、 さ • まさか 便所にまで も 着けて 行った かどう だか は 分らない 

•A, 巡査の 制服で ある 時 は、 どこまでも それ を 胸から 取り i さな 力った 

『おい、 勳章』 と 云 ふ 呼び名が 今度 は 僕 等の 仲間 中に 廣 がった 。『翦 は 跪、 & があって も、 虎 列剌が あつ 

て も、 その i ぼにまで 勳章 をつ けて 行く けれど、 な， 却って よごれる 心配 はない かい？』 

『  n  ass ま&ぅ 冗談 半分に 云 はれた 時、 きッ となった。 署 4, にで も 呼びつ けられた 時の やうに、 


揃へ た 靴の さきと 一 直線に なるほど 胸 を 反らして • 生 腐 面目た 顔つき をして、 答へ た 、『傍 はいつ 死ぬ 

か 分らん。 いのちの ある 間 は、 勳章拜 授の名 譽を樂 しむの ぢ や。』 

その 時の 燃える やうな 眼つ きを 僕 は 今でも 思 ひ 出せる。 

それが、 どうした はづ みか- あんな こと を 仕出かして、 無期 徒刑と なった。 日本中が 上 を 下へ と^ 

えく り 返り、 大津へ わが 國 sffe も わざく お見舞 ひに 御座る。 地方裁判所に 大審院の 臨^ 法廷が 

ら かれる。 院長と 大臣と が眞ッ 赤に なって 衝突す る。 有名な 辯 護士ゃ 新聞記者 は あらゆる 地方から 押 

し 寄せる。 知事 * 警部 長. 並に 大津 • 守山兩 瞥 察 署長 は， 免 i:^ なる。 その 署長の 一 人 は、 精子 を 忘 

れて、 制レ 服に 禿げ頭 を 露 はして 車 を 飛ばす。 そして その 時の こと は、 或外國 では、 小學 校の 敎科 書に 

まで 書き 載せられ たと 云 ふで はない か？ 

r〇〇Mf 件！』 友人に は、 勳章 と共に、 琵琶湖 や 八景が どこまでも 祟ったら しい。 國粹の 呆存 の說が 

盛んで- 種々 の 方面で、 如何に それが 爆發 した 時代 だと は 云へ、 また 伊勢の 大廟に 不敬 を. S へたと 

て、 或 大臣 を 刺し殺した 者が あったり • 某闽 講和 使 を 狙撃して、 その g 腦を H キス 光線の 試験 物にさ 

せた 者が あったり した 時代 だと は 云へ、 11 友人が 大津署 のお il に 出る その 初めから 外國の I 犬 貴賓 

切り殺さ うと 考 へて ゐ たと は. 僕に は 今でも 思へ ない。 

然し 狼 は 謀殺 犯に 問 はれた の だ。 そして共犯^？がぁりはしなぃかと云ふ疑ひを受けて、 家宅捜索 ま 
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で やられた。 無論 そんな もの は 無かった a 若し 多少で も それに 似た 嫌疑 を 受けるべき 者が あつたと す 

れば、 恐らく 僕であった だら う。 『おい、 勳章、 今度 わが 國へ來 遊した と 云 ふ 貴賓 を 若し ゃッ 付けた 者. 

が あると すると • どう ぢャ、 法律上 何の 罪に 當る だら う』 と、 渠に 言った の は 僕であった。 署の 休憩 

奪 だ。  き" ん , , 

『分らん ぞ。』 湯飮 みの 茶を飮 みかけて ゐた渠 は、 直ぐ さま 斯う 答へ た。 渠も 機敏な ことに は もう - 

研究して 見たら しい。 

『殺人犯に は 相違ない が 11 條 文がない。』 

『わが 國の 貴顕に 對 する 罪で も あるまい し  』 

『うん、 ii  (僕 等と 同じ 署の 巡査であった) とも、 ゆ ふべ、 研究して 見た が、 なァ、 ただの 殺人で-, 

も to." からう し 11 外國 人と 云 ふても、 扭貝顯 のお 方 だから、 な ァ。』 

じゅん 

『貴 顯に對 する 罪に 準す るかい？』 

『さう でもせ にャ なるまい、 なァ、 ただの 殺人犯で すませて 匿けば、 ひよ ッ とすると • . 無舉な もの は 

わが 贵顯 に對 しても 矢張り 罪が 輕ぃ物 ぢゃ思 はんでも なから う。』 

こんな こと を 僕 等 はさき を爭 つて 考へ 合った。 琵琶湖の 東 * 守 山と 云 ふ處の 警察署で は • 僕 等 同僚 

は その 観 法律 研究に 熱心であった。 いろんな 問題 を考へ 出して は、 皆で いろんな 解決 を 着けて 見た. 


が、 空 想から. s 想 をた くまし くして、 僕 等の 狹ぃ 智識で 思 ひつける だけの 場合 を盡 してし まった 時に r 

突然 外國の 貴賓が 柬 上の 途 すがら • 琵琶湖 見物に 立ち寄る と 云 ふ 新聞が 僂 等の 研究の 新 村 料 を 提供し 

たのであった。 

こくろん 

兇行 後の 友人に 對 して は、 國論は 一 般 にわが 貴顯に 對 する 罪 を 以 つてしたら いけない と 云 ふに 歸 

し、 とうく その 說が 勝利 を 得た の だが、 友人 その 人 は その 兇行 前に 於て 却って 無 邪氣な 貴顯說 であ 

つたの だ。  や 

『  』 こいつ 詰せ ない、 なァ、 と 僕 は 思った。 僕が 貴 顯に對 する 罪に 準す るかと 云った の は、 

實は、 ただ 渠の 意兑を 先づ釓 いて 見ようと した だけ だ。 この 點に 於て は、 僕の 考 へに せ先兑 があって • 

後 曰の 國 論に 一致して ゐ たの だが * 僕の 感情 は —— 今から 思へば、 おそろしい ほど 一 . 想に 駆られ. 

てゐ た。 僕の 先見と 僕の 空想と が， また、 唯一 致して ゐ たの だ。 西 野 …… 來島 …… 小山 …… 僕 だッて 

まだ 足 手 まと ひの 妻子 も 無い I 宵 年 だ 一 - - 今回 來 るの は、 貴賓 だと つても、 わが 國の では 無く、 ま 

た 某々 大臣と も 違って、 全くの 外國人 だ。 やっ付けた ッて • もとく 1 筒の 殺人犯で 11 自分の いの 

ち だけ を覺 悟の 前なら、 わが 國 民の 最も 僧い 敵に 對 する 恨み を 晴らす に はいい 機會 だと やうに、 傻は 

私 かに 思 ひ 入って ゐた。 が， 

『僕 も 同感 ぢゃ』 と， この 時 友人に 贊成 する やうに 云っての けて しまったの は、 署長が また 茶 を饮み 
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に 這 人って 來 たからであった。 

『署長 はん。』 友人 は 無邪氣 にあ ま へ る やうな ゆるみ を帶び て 云った、 『かう 云 ふ 問題が 出 てるのです 

が * な 1. 』 簡單 にだが、 要領 を 得た 筋 を 並べてから、 貴 顯に對 する 罪に 準す る 說に黉 成の 意が 述べ 

られ た。 

『そり や、 君』 と • 署長 は ひやかしの つもりで 答へ た、 『君の 近 江 八景と 勳鞏 とに 面 じて なら 11 』 

『いや、 署長！』 友人 はつ ッと 立ち あがった， そして また 例の 直立の 姿勢に なリ、 害意 はない が * 十 

分の 抗議 を、 不斷 でも 靑ぃ瘦 せぎ すの 顏 色に 示め して、 『勳章 は 僕の いのちです！ わが 天皇陛下の 臣民 

として は、 貴顯が 同等に お付き 合 ひになる お 方 を わが 貴顯と 同等に 見做すべき ではありません か？』 

『は、 は、 は、 は！』 僕 は どッち 付かす に 笑って ゐた。 

『そり やさ うぢ や。』 暑 長は與 さめた 様子 をした。 そして わざと 落着いて 熱い 茶 を 吹きながら 飮んだ 

が • 飮ん でし まう と 直ぐ、 默 つて 向 ふへ 行って しまった。 

『署長 はええ 人ぢ やけれ ど、 時々 あないな 眞 面目 云 ふていかん！』 

『けれど * たァ』 と • 僕も眞 面目に なって、 『如何に 同等に つき 合 ふ てても、 敵 は 敵 やで。』 この 言葉 

も、 亦、 渠の 意味で と は 別で、 當の 研究 問題に は 外れて ゐ たの だ。 

『阿呆 云 ふな！』 渠は まだむ ッ つりして ゐて、 僕 を 叱り付ける やうに 云った。 この 時 は • 然し • 攝も 


腰かけに 坐 わり 直って ゐた。 『われく から そんな こと 云 ふて、 若し 寓 一 人民のう ちから ま！！ に 手 を 下 

だす ものが あったら • どうす る？』 

si. これ はう ち 輪ば なし ぢ やが、 な- 今日の やうに 政府の 外交 軟弱 や 恐 外 病 やに 對 して 國 民が 

き慨 してる 時ぢ やで、 何 か 事件が 起らん とも 限り や へん。』 

『無論』 と- 渠は もとの 通りう ち 解けて 來て、 『そん. な 時の われく おや — 巡査 かて • なかく K 任 

はお もい。』 

『いよ./^、 あす ぢ やで • なァ —— 』 

『また 照りつ けられる で』 と • 渠は 微笑した。 これ は 僕 等が 凄^の ある 度 毎に 大^へ 應 t;- てーぽ くこと 

ふて- 3 

の 符牒であった。 と K ふの は * 大律饕 察署の 署長 は あたまが 殆どつ るは秀 げに^げ てゐ たので、 ランプ 

I まだ 赏燈 はなかった ので 11 と 呼ばれた。 そして 僕 等が その 人の 前に 立つ と、 何となくお もく 

t い 感光に 打 たれて まば ゆかった。 が、 この 人 だ、 いよいよ 本せ 件が お ッばじ まった 後、 帽子 を 忘 e 

む ほう  i 

て、 無晴 のま ま 寧 を 飛ばした の は。 

明治 〇 十お 〇 月 〇〇 日が、 乃ち， 廿 1^ 國 の小擧 敎科窨 にも わざ， （- 書き入れられ たと 云 ふ 日 だ。 僕 等 

は その 朝 大津署 の 巡査と 4_ハ に、 I 同、 禿げ 署長の 前に 立ち並んで、 おもく しい を 受けた" 1 . 

r われ/ \ に 取って、 これほど 责 任のお もい qi はない。 否 • 長れ 多く も 上 御 I 人 を 初め 奉り、 下 はわ 
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れ われに 取って、 これほど 責任のお もい 曰 はない。 わが 歷史に 於ても、 亦、 最も 記念すべき 曰で I 

1 國の主 權者を 除いて は、 その ー國 中で 1 番に 位する お 方が、 外國 から わが 國へ 御來遊 あるの は * 珍 

らしい ことで ある。』 

何でも その 初めは 新う 5 ので あつたが • これに 11 してす すり 上げた ものが あるので * 僕 は その 

方 を ふり 向いて 見たら、 友人であった。 

『  P 馬鹿 だ、 なァ と、 僕 は 心のう ちで 下げ すんで やった。 

『きろが』 と、 it はま i いた、 『この頃の やうに I では、 人民に 油斷 はならぬ—』 

『  』 人民ば かりで はない、 巡査の 中に もと、 僕 は 云って やりたかった が * これ は嘗身 の當 

時の 意氣込 み を さして ゐ たので I. すすり泣 きを する やうな 友人な ど は 僕の 眼中に なかった。 

『政府で は そ の國| も 尊敬して をる けれども • 國 民のう ちに は 思 ひ 違 ひ をして、 かたきの やうに 

み 見 f ものが あって、 或は 今回の |の|遊を 機と して、 失 f こと を 仕出かす ものが 無き けに j も 

あらす と M ふ 風 說ま で廣 がって I 時ぢ やに 依って、 われく はいつ もとは 違うて、 曾 どの 議を 

加へ ねばならぬ。 殊に、 そのお 方ば かりで なく、 その 御親菌 の、 矢張り 同じ やうな お 位のお 方が ま 

た 1 緒に 御 坐る のぢ やによ つて、  』 

『 …：： ： ：.』 くどい くと、 僕 は 叫んで 言たかった" どこの 貴賓 だッ て、 わが 匿で ない 以上 は 


瀉の骨 も M 様 だ 11 法律 研究 上の 議論で は、 それ を 殺しても * ただの 殺人犯に 過ぎない、 と。 

なほ 懇々 と說 いて 盡 きない 老 署長の くり 言 を 】 心 不亂に 聞いて 感服して ゐ るの は、 多くの 巡査のう _ 

ちで * 恐らく 友人ば かりであった らうとまで、 僕に は 見えた。 

くんじ ゆ 

長い 訓授が や ッと終 はると、 僕 等の 出發に はま だ 少し 時間が あった。 は 思 ひくに 別れて、 今 ま 

で 整列して ゐた勢 察の 庭 を 歩いて ゐる もの もあった し- また 板驟の そばの 炭俵に 腰 を かける もの も あ 

つた。 

『ここの 署長 は 招變ら すえら いで、 な 11 』 友人 は浙ゥ 云って、 僕が 皆と はかけ 離れて、 驟 のつ ッか. 

へ檸 にも たれて ゐた ところへ やって 來た 。『あれ だけ 上手に しゃべれたら、 政談 演說 でもで ける。』 

『誰れ だッ て、 あれ 位の ことなら しゃべる だろ、 さ。. I 巡査なん て、 どいつ も、 こいつ も、 碌でなしの 

無 見識ば かりであった。 僕 は、 兎角、 なほき の ふからの 硏究 若しくは 签 想の 縯 きに 思 ひ 沈んで ゐる Q' 

であった。 

『さ ァ、 來 い！』 半ば 氣合 ひの 這 入った この IS を聽 いた 一 臃 問に、 僕 は 僕 自身が 外國 の. 貴賓で、 それ 

を 而も 僕 自身が 眞ッ 二つに あたまの 上から ゃッ つけた 妄想 を 浮べて ゐた。 ふ ふ. 見る と、 友人が、 これ 

てんびんぼう 

も 守 山から 來た 同僚の 一 人に、 天秤棒 を 突き付けて ゐた。 

渠 f ^この場合に 無邪氣 さう に 棒 押しな どした の は、 謀殺の 目的 を 達する 時機の 近づく 喜び を わざと 
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押し隠して ゐる爲 めで あつたと 云 ふやうな 說は、 正當な 法律 研究 問題から 云って、 僕の 探らない とこ 

ろ だ。 

かの 有名な 三 井寺 は、 大抵の 人が 知って る 通り、 琵琶湖の そばに ある。 ごうんと 幅び ろく 鳴って * 

ぁさゅふに，1ゃ^^を渡り響く鐘のぁるところは、 大分 引ッ 込んで ゐて 見えない が、 I. 月見 堂 はす ッと 

湖面に 迫った 數十 丈の 崖の 上に ある。 長 等 神社の 鳥居 を 這 入って からの 高い 石段から 登る と * 直ぐ そ 

こへ 行かれる。 本堂 も そこに ある。 ところが 今 一 つ 高い その上へ 行く と、 明治 十 年の 役に 戰 死した も 

のの 記念碑が 細長い.？ 一  になって 建って ゐる。 その かたわらに はまた 『玉座の 處』 があって、 明 

U らん 

治 天皇陛下が 管て 御 巡視の 際、 そ こから 湖上 の 風景 を御覽 になつ たと ころ だ。 

最も 眺窒 のい いところ だから、 お客さん も必ら す來る だら うと 云 ふので、 そこへ も I 隊の巡 1^ 力 

^^^された。 その 中に 友人が 這 入って ゐた。 

してお 客 は 來られ た。 

友人 は 11 云 ふまで も 無く、 自分の 勳章を 制服の 胸に つけて — 褒敬禮 をして ゐ たが、 お 客 は それ 

に! をし なかった。 前者 はこの 時 初めて 憤り を發 したら しい。 じッと 蔭から 見て ゐ ると、 お 客 はま 

た 泥 を 突く ステッキ のさき を 以て 記念碑 を さし 示め したで はない か？ また、 玉座の 枷に 靴の 泥 を こ 

すり 附 けたで はない か？ 


『巡査と しての 身分 は 如何にも 低い。 けれども、 わが 上より 拜受 した 勳章に 向って は、 どうしても 

— 苟 くも — 答 纏 せざるを得ない わけで はない か？』 ja^ は、 その 場 を 過ぎてから、 斯う g: に 向って 

不平 を こ ほした。 

『失敬な 奴、 さ』 と、 同意した巡|4^もぁる0 

『なァ に、 あの 位に なり ャ、 勳七 等ぐ らゐは 目に 入るまい て』 と、 ひやかし は^ぶんに すませよ うとした 

の も ある。 

『それだけなら、 まだえ え、 さ。』 友人 は 威 だけ 高に なって、 『杖で 石碑 を さし 示め すと は、 どうした こ 

とおや I 玉座の 柵 を 靴で 蹴る と は、 どうした こと ぢ や！』 

ぐ わ：^ こ、 きひ，^ 

『僕 は外國 貴賓 やお ま へん』 と、 渠の 憤り 切った 面前 を 避ける 同僚 もあった。 

『その上 僕 は あいつの 旅行 順序が 氣に喰 はん！ あいつがた とへ 日本 を 漫遊 するとしても、 順序から 

云へば、 先づ 東京へ 行って 上 人に 謁し、 然る 後、 地方へ 出るべき ではない か？ それ を、 何ぞゃ 

さかさまに 九州から 上陸 しゃがって、 まだ 謁も濟 まん 時から、 こんなえ え m 本 三景 若しくは 匹！^ 兄の 

一 つ を 勝手に 兒ゃ がる！』 

僕お 三 井寺の 石段 を 皆と I 綠に下 だりつつ 渠 のこの 首 を 聽 いた 時、 他の 同僚の かげに 隠れて、 自 

分の. p- ァ ♦ 一  ルの 昔に も 殆んど 縮み あがった ので ある。 お 客の 旅行 順序に 關 する 友人の 不平 は、 僕が そ 
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の 日、 守 山から 出て 來る 汽車の 中で、 渠に 語った ところ そッ くりであった a 

自分の ほんの 想 的に Mil して 見たり、 憤って 見たり した ことが、 再び 他人の 口から II 友人の 口 

吻に 於け る 如く ——本氣 で， がが 1^ される の を 聽 くと、 僕 はわれながら おそろしい 1 大事 を考 へて ゐ たこ 

とに 氣 がす.^ た。 が、 友人 だって まさか、 僕が 《41 想した ところまで 贄 行しょう と は 思はなかった 

おが， I お 客 は、 それから、 汽船で if の 松 を 見に 行き、 直ぐ 大津 へ歸 つて 来て、 歸廳で 中 貧 をき 

こしめ し、 さて、 いよくけ ふ は 京都までお 歸 りになる と 云 ふこと になった。 その 道す ぢはャ ッと三 

十 間 置きに 巡査が 配置され てゐ た。 これで は！ 丁の 問に 二人の 割り だから、 塞 件が あっても、 同 侯 力 

坊け合 ふこと が 出来なかった のみなら す、 暫く は殆ん ど氣づ かなかった の も 尤も だ。 

友人 は 京 町 通りの 或 四つ角 を いましめて ゐた。 結果から 云へば、 いましめ では 無く、 待ち伏せ であ 

つた。 

この 時の 現狀 は、 僕 は 他の 筒處に 配置され てゐ たの だから. 實 化しなかった。 が *  何でも 

友人の 血色が 變っ たかと 思 ふと、 渠の劎 は拔き 身に なって ゐた。 然し 人力車の 走り かたが 速やかで あ 

つたので、 ねら ひが がれて、 お 客の 額に かすり 傷 を 負 はせ たに 過ぎなかった。 

二度目の 細 を ふり 上げた 時、 お 客の 次ぎに 續 いた 今一 人の 貴賓が、 その 車の 上から、 杖 を 擧げて 友 

人の 背中 を iS: した。 同時に、 車夫の 一 人 は 友人の 足 をす くひ 倒し、 また 一 人 は その 劎を奪 ひ 取って 


、煩の 後頭部 を 切りつ けた。 國の勳 章と， ギ 金と を 受ける やうに なった の は- この 兩 車夫で — 大 ず- 〇 

年に 死んだ 方の 車夫の 如き は、 一 時に 身上が 出來 たので 有 頂： 入と なり- 仕事 を やめた と 同時に、 あ. OS 

と あらゆる 放蕩 をし 出した ので、 京都府が その 生活に 千涉 して、 某 國に對 する 體面 だけ は 保た せる や 

うにして、 桂 川の ほとりに 立派な 別莊を 建築 させ、 悠々 と 閑日月 を 送らせて ゐ たの だ。 

『  』 ぉ容 は、 年が 若かった からで も あらう、 又 突然であった からで も あらう、 その 時、 友人 

けりよう 

の 勢 ひに 驚き 恐れて、 何とも 形容の 出來 ない 聲を擧 けて、 車の 上に 突ッ 立った さう だ。 それが 爲 めに、 

車 を 挽いて ゐた 車夫 は その 雨 手から か ぢ棒を 落した。 がそれ を 幸 ひに、 お 客は享 から 飛び下り、 まぐ 

そば の 或る 吳服屋 へ かけ 込んだ。 

n4.、 服屋 では 店の 白木 綿 を 取り出して、 血に 染んだ 額を假 りに 繃帶 した。 その 時の 坐 蒲 園 やら、 水 を 

盛った コップ やらが、 記念と して、 その 家の 寳物 になった。 あまり 大きな 店で もなかつ たので、 そこ 

の 生活 は 店の 品物の 寶 りあげに よってよりも、 却って この 寶物 見物 料で 立って 行く やうに なった。 そ 

れも， わが 國人 のが 主で はなく、  一 I また 大律 市民な ど は 却って 詳しくな いものが 多かった が、 1 

本邦 來 遊の 某 國人 等の 心 づけ だ。 毎：^ 平均 五.： ハ十名 はあった さう だ。 

『これ は その 時お 坐 わりにな つたお 坐蒲圍 —— これ は その 時お 口に 觸れた コップ』 などと 云って ゐて 

は、 結局、 わが 國の 恥辱 だと 云 ふこと になった。 且* 其パ國 から は 永久の 記念に して 置かう として、 或 
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ふうせつ 

邦.^ つ 手 を la て、 そこ を 買 取しょう とすると 云 ふ 風説 も 立つ やうに なった ので、 大津 市で これ を 買 ひ 

上 f  VJ、 かかる いまく しい 場所 を 寧ろ^ 滅 しょうと 相談して ゐる うちに、 無事に 或 郡長の 手に T 漆ち 

てし まった。 

お 客 は、 直ぐ 本 艦まで 引き上げ ると 云った の を， 無理に 報んで 1$ び 縣廳へ 招 じたと ころ、 この 時 早 

けんちう 

く、 第 九 聯隊の 兵士 ども は 一 齊に劍 銑 を 揃 へ て 馳せ參 じ、 廳 I これ は 豪傑 中井弘 の？ S 物で、 常時 は 

日本一の 縣贜 であった 11 の 周 n を、 戮 柵の 内外 二重に 取り 卷 いた。 外なる は 外に 面 じ、 內 なる は內 

タラ りゃう 

に 面して、 除 伍堂々 劉 ま A たる 喇叭 を 吹き出した 

AJ の 響 きに 若い お 客 は 二度び ッくリ して， 日本人が 揃って 自分 を 殺す 氣 かと 思ったら しい。 寢臺を 

はね 起きて 二階の 窓からの ぞいて 見た さう だが * 自分の 護 衞の爲 めと 説明され て、 初めて 安心し、 今 

度 は 日本 軍隊の &i なのに、.^ 心した さう だ。 その 翌日、 わが 國の 1 は 京都に おで ましが あり、 親し 

くお 客の お 宿 を 見舞 はれた。 

お 客のお 負傷 點を 眞ン 中と して、 その 前後 三十 間 置きに 立って ゐた巡 1^ ども も、 不注意の 廉を以 つ 

めんしょく 

て 職 を 免ぜられた のみなら す、 また 大津、 守 山の 署長 も、 責 を 引いて、 いづれ も 免職と なった。 

ふ らち 

『若し 日本 を 見物し ようとす リゃ、 なぜ わが 上 御 I 人に 拜 謁してから にしない！ 不^き はまる 11 そ 

れに、 又、 もッ たいない 所 を 足蹴に などして！』 友人 は 車夫 や 彌次馬 どもに 押さへ 付けられながら、 . 

   ,   -  tfn 


ぉ容の 後ろ姿 を 斯う IK つて 脫み 付けた と 云 ふこと を聽 いた 時 は、 僕 は 恐れと ひや 汗と で 穴へ も 這 入. 

込みた か つ た。 そし て 俊の 過激な {tjj 想 は 却 つ て 全く 消え 失. て しま つ た。 

共犯者の 有無が 問題に なった 時な ど、 俱は わざと 平氣 をよ そ ほって ゐ たが、 友人が 若し やその 行 ひ 

の 勳機を ni 外して、 僕の 言葉、 乃ち * つまり は 爆 動と 見れば 見えた 一 W 葉に、 歸し はしない かとば かリ 

が 心配であった。 が、 渠は提 の m 機と 決心と を！^ 自身に 歸 して ゐ たらしい。 おの 客 前額に 與へヒ 傷と 

は 1^ 對に、 ，：！： 分 は 後頭部に 纖帶を 受けて、 膳 所の 監獄に 送られた が、 斷然 たる 覺悟を { 几 めて、 食事 は 

1 切廢 してし まった。 監獄で は 特^の 待遇 を以 つて、 止む を 得す- 薬の- Sf: から 毎日 牛乳 を 胃腸 esa 

り 込んだ。 これ は 公 钊 が 長引き さう であった からで ある。 

その 問に 今 I つ 特別な 事件 は 起った。 〇〇〇 子と 云 ふ 女の 自殺 だ. * かの 女 は どこかでの 下女 奉公 ヒ 

やめて、 京都に 來 たリ、 & (見 辔を懷 中して、 京都府 廳に 行った が、 受け 付ら れ なかった。 

『兇贼 〇〇 の 如き 者が 出た 爲 めに、 若し 〇 國の貴 i が 東都に のぼられす、 京都から 直ぐ 御 本國へ 引き 

返しで もしたら、 それ こそ 日 〇 兩 國の國 際 上、 甚だ 憂 惧に堪 へぬ。 この 意見 害が 受け付けられぬな 

ら、 府廳の 乎な どは經 ぬ。 ，：11 分 は 死を以 つて、 直接に、 この 意兑を わが 國の 貴顯 とわが 國民 とに 通 建 

する』 と 云て 府廳の 門前で、 女だてらに 11  くした の だ。 

わが！： の ^？: 近 上下 はた ださへ 僕の 友人の ことで 沸き立った ところへ、 また この 〇 子の 自殺で 1 しほ 
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お s ぎと なった。 で、 その 中心なる i 市の 疆と 云ったら、 S. きその 時の 隠れた 內 心の や 

うであった。 そして 大審院の 臨^ 法廷に 於け る 公判ば かりが i- 僕と しても、 私 かに 1. 待ち受けら 

<• ：體、 〇 國の 貴賓が 何の 爲め にやって 來 たかと 云 ふに、 その 時の 世界 通 どもの 話を聽 くと， 某國で 

は 丁度 西比利亞謹 の 起工 鶴が 布され た 時で、 この 貴賓 は靈の豫定沿路 を羅 しかたが た、 東 

：洋の 形勢 を も 觀に來 たの だ。 わが 國は 例の 『sli 慕內閣 r 『暴虐 內閣』 などと 呼ばれた サ K 內閣の 時で、 

闽內 のこと では 意 張り切って、 ひどい 選 舉千涉 など をしながら * その他の 事に は 丸でから 意氣 地力な 

かった。 云って 見れば、 まァ、 う^ 辨 麼そッ くり、 さ。 當^、 いぢめ ぬかれて ゐ た民黨 は、 そこで こ 

の外國 貴賓 の警護怠慢 の is を以 つて、 內閣の 一 角 をう ち 破った。 時の 內務、 外務大ほも ぉ^^^引ぃた 

が、 矢ッ 張り、 內閣の 連中 は — 司法大臣の 田 中 不二 麿 を 初めと して II ひどい 恐 外 病に 冒 かされて 

ゐ たので、 友人 を以 つて 11 T 度 友人 自身が その 法律 研究に 於いて 發 表した 偏 狹な考 へと 同様に I" 

わが 画の $： 顯に對 する 罪に 準すべし と 主張した。 

ところが， 僕 のま 見と 同說 であった の は、 賢明な 大審院の 連中 だ。 I を 得た の をし ほに 自分 廣 

f 擎放题 をす る iM どもの 軟論 愚論 を 排斥して、 これ はた だの 一個人 を 謀殺しょう として 未遂に 

終った ものであると 云 ふ說を 採って 動かなかった。 で、 內閣 派と 大囊 派との 確執 は 非常な もので 


11 その 言語 擧 動にまで もよ く顯 はれて ゐた。 僕が 別な 同僚と 共に n まだ 混雜 なので. 應援 中で あ 

つたの だが、 11 停車場の 称に 當 つて、 少し 立ち あぐんで ゐた 時、 支那 入が 一人 吳服 の..：^ み を 肩に し 

て やって 來 たので、 半ば 口のう ちで 

『チャンく』 と 云って 見た。 すると、 渠は 怒った顔つ きになり、 僕の 方へ 近づいて 來て、 

『あなたの やうな おまわりさんまで が、 チャンく 云 ふいけ ません！』 

f  』 俊 は しまったと 思った が、 別に あやまり やう も 無かった、 『チャン か 力ら ザ ャ，" 

チャン やない か？』 

『わたくし 支那 人 —— チヤンくありません！』 

『さよ か』 と 云った 時、 僕 は 4;- に 直立の 姿勢 を 正した。 と 云 ふ Q は、 時の 兒島 大審院 長 閣下が 突然 や 

つて 來 たのに 氣が 付いた。 なぜ 突然と 云 ふかと 云 ふに、 その 時、 僕 は そと を、 また 僕の 同僚 どもの 1 

部 は プラット フォム を して ゐ たの は、 新內務 大臣の 品 川 彌次郞 閣下が やって 來る前 ぶれが あった 

からで ある。 この 兩 閣下 は 丁度 停車場の 巾央の 出口で 出くわした。 兒 島さん は 最初から 仞だカ り 

-ぷ りして ゐ たやう であった。 

『  』 渠は品 川さん に挨援 もしない で 這 入 つ て 行かう とした。 

ご て 5 

r どこ 行く？』 .1^ ち どまって だが、 これ も 語調が 强 つた， * 
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『歸 る！』 と 云って、 院長 は 初めて 踏みと まった。 

『どうして だ？』 

『神聖なる 法權 を驟躧 される に 忍びん 11 行政- ぜに 裁判が やれるなら、 やって 見ろ！』 

『なに ィ！』 

1 方が また 歩み 出した の を、 一方 はづ かくと 追って 行って、 肩に 手 を かけて 無理に 引き もどして、 

『ま ァ、 待て！』 

じしょ < 

『待 つ 必要 はな い —— 辭職 する ！』 

『きて！ コ 1 方 は • 他方が また 行かう とする の を また 引き もどした、 『田 中 は 知つ とる か？』 

f あいつ も 鹿 だ！』 また 行き かけた。 

『待て 11 ゅッ くり 話す！』 

向き合った 二人の 顔に は、 どちらも 怒りの 朱色 を びて ゐた。 

『國 の 體面を 機す 勿れ』 と 云 ふ 叫びが * 閥族 どもに 對 して 盛んであった。 僕 も 私 かに その 氣 になつ 

て、 友人がぁの時の勢ひで寧ろ軟弱內閣の主，^！を斬った方が國の爲めでぁったのにとまで思った。 大 

津 在住の 谷 澤厶厶 と 云 ふ 辯 護士が 僕の 友人 辯 護の 任 を 命ぜられた。 すると、 東京から も大阪 から も、 

有名な 辯 護 士と云 ふ 辩護士 はすべ て、 有志と して爭 つて やって 來て、 この 未會 5^ の 事件に 對 する 各自 


G お 見 を 述べよ- r とした" ぁまり^^忙なので、 谷澤は 全く {杵 を 請 絶して 玄關に 左の 控へ 札ヒ 張り. *.>.r 

た、 11 

『若し 〇〇〇〇 に對 して 利益なる 助言 これ あり 候 はば、 何卒 封書 を以 つて 御 送り 下されたく^ 0J 

Ki: から 牛乳 を 注入され てゐる 友人の いのち は 1 にわが 帝國の 威信に 關 して 來 たのであった。 

こう， はん 

レ よく 公判の n となると、 殆ど曰本中から熱心な傍聽^！^：が集ったので、 とても その 席の 川 意が な. 

るった 而し 名刺 を 出す もの も、 出す もの も、 有名な 人々 の やうに 僕に は嚷 めた。 が、 以上 ク. J^^^i^ 

なので、 僕 は そのうちの 三 四 名 を I . 無理に 押し入らう としたので 11 つき 飛ばして やつ JJ の をお？ 

えてね る。 人員 を跟 つて 入 席 を 許された の は、 布 志の 辯護士 並に 新聞 訊 者であった。 そして その 二 名 

毎に 巡 j^: が 一 名 付き添って 11 した。 

友人 は 法廷へ も繃帶 をして 出た が、 先づ、 重傷の 爲 めに 身體の 自由 を缺き かかる 席に 相當の 敬意， 

を 表して ゐろ ことが 出來な いの を 謝し、 さて 斯う 云った、 

E この 場に のぞみて、 もう、 何も申すことはぁ，=^ません。 血氣に はやって、 かかる 1 大事 を 引き起 1 

た 罪 は 伺と も 申し わけが g 座い ません。 ただ 願く ば、 — ただ 願く ば、 11 國際 上の 叙 和 を 破らす、. 

また わが 帝阈 の： kl 權をも さす、 日本人と して 日本 帝國の 法律に 照らされて、 相當の 御處分 あらん こ 

と をお 願 ひ. 5. します。』 
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1〇 二 

薩气ら まられ たの か ♦ それとも 自分自身で ずた のか >  いづれ にせよ その *^ は f に 豪 

院 r 張： ひ そして それ，、 i また： §魏""何： 

ii ん of  、 この 外によ" なかった。 が、 僕 は翥長 として 坐 わって る S さんの f  *at 

dyM^II 而も 未遂に 終った か I 一等 を滅 じて、 ill 

直 puriilil して • 養 通』 とか 1 と f f  ： 審！. 

hlKH. 怒つ ils に 落して、 皆 ft 合 はせ たやう 

に總 立ちと なった D 

『萬 歳！』  • . 

『帝國 萬 歲！』 

『i なる fu^::』 るんで 行く 額，， で，， , し淚 I ん？ はな St 思って、 $11., 

そして 兒着 んの" け ほてえ ド tir き 本と 一 i が 分った やうな 氣 になった > 

ちつ 尺々 にも. それ 力 貝 タ/  2  6-  n  1 1   . 


友人 は 北海 ai の懲 監に 送られ" 食傷が なほらないで 死んで しまった。 北海道まで を乘 せて 行つ 

た 船の li 長であった 人に、 或 時、 11 友人の 死後 筒 ほど 經 てから 11 汽車の 巾で あった 者が 僕の 友. 

どうじ やう 

人中に ある。 この 船長 も亦餘 ほど 激し 易 さうな 男で、 〇〇 に は 非 《：e の 同情 を 表し、 話したい こと は 山 

山 あるが. - 斯う S ふ 場所で は 遠慮が あるから と 云って、 名刺 を 53^ れ たが、 その 時 僅かに， S した 消. に 

よると、 友人 は 船中で は 別に 異狀の 擧動は 無かった。 船から 海中へ 身 を 投げよう としたと 云 ふ 如き 

,  おくそく 

" は、 ほんの 嚼 さで、 それ は 後悔と 云 ふことの 結粱を 凡俗 的に 膨 測した 言に 過ぎない とのこと であつ 

" た。 

僕が 友人と 最後の 言葉 を か はした の は、 まだ 渠 が！： 決 を 受けないで 在監 して ゐる 時に であった。 僕 

はどうしても】 俊は渠 を 见舞ふ 義務が あると もお もへ た。 が、 渠には 共犯？ <? が 無い とき まった の を 承 

知して ゐ ながら、 監獄の 門 を 這 入る 時な ど、 . I 何だか 11 丁度い いところ へ， 來 たからと 云 はれて 

せう，. わん じ やう 

. . I 喚^な しに、 而も 直ぐ、 友人と 入れ 換 へられ はしない かと 云ふ氣 がした。  ；. 

ぴゃ う、 ん  ， ► 

『〇〇s5y と、 僕 は 然し、 、渠 の-,^ 檻で 呼びかけた 時 は、 つき 添 ひの 看守のお も はく を考 へて わさと 

； 大膽に 語った、 『ひ よんな ことにな つた、 な ァ！』 

. 『  』 友人 は， S ぐに は 返 iliii!- をし なかった" 僕は鎮 が 僕 をお こって るの かと 思った ので、 たと へ 

ti*^ うだん 

,i 几談 にも、 君に おだてられて など 云 ひ 出し はしない かと 心配した。 然し 薬 はやが て 苦笑して、 『. おとも. 
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もう、 法律の 研究 もで けん。』 

『  ：，： 僕 は 俄かに 胸が つまって しまったの を、 今 口で も 忘れる ことが 出來 ない ので ある， 

僕 は その後 もな くまた L 舉隊に 入り、 11. 無論、 友人の ことに 凝りて、 過激な こと を考 へたり、 レ 

やべ つたり しないで —— それから 軍歐を 幾度 も たり、 這 入ったり して ゐる うちに、 今回の 件に 出會 

ひ、 自分 も勳章 を贳 つた。 それで また 友人の こと を 新ら しく 思 ひ 出した の だが、 僕 は勳寧 を —— 無. 

>.  じ ま，？ 

論 * ありがたい 物 だが、 一 S{ の 樣には 自慢し ない つもり だ。 

— (大正 三年 十二  Ho 11 
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第 一 信 

0.  治 三十 六 年 十月 十 一 日、 月曜日。 

さん、 — 矢ス 張り、 僕が 子供の 時に 呼び慣れた 通りに 斯う 呼ばせて 貰 ひます 力 — 十一 一 ¥ 

5 ^りで お 目に かかり、 僕 は 一昨日 からす ッ かり 夢中に なって しまって *  I 

僕が 5kpi の 病院へ お訪ねし ました 時 は、 お 互 ひに 突然の ことで—— 僕 I ぐに は 思った こと は 云 

へませんで したが、 あなた も、 あとで 氣の 少し 落ち 付いた 時の 顔と は ii つた 顔つき をして ゐま 

したが、 蒙戮 した ほどの 感情 を あなた は 見せませんでした。 あなたの 方 はどうで あつたか 存じ ま 

せんが、 僕 は 直ぐに も 先づナ 過ぎし ひ 曰の 薄情 を i びしょうと 思った のです。 然し 胸に いろんな こま. 

込み あが？ 來て、 I. それに 雷が 場所で、 S あなたが ど S つて t かに も S して、 II 

通りの 話し か 出 来ませんでした。 それでも、  . r  ； き i 旨 

『今から 五 年 前の 夏に もこ ちらへ 來て、 あなた を大 S しました』 と、 僕が 申します と あなた f 


を 折って 兑 せて、 

『その 夏 だッ さ、 お父さんの 亡くなら はッ たのん は』 と、 云 はれました。 俊 は 今 1 っ鉈 びる こと 力 ふ-.、 

えたの を 知り ましたが、 その 情 を も その 場で 云 ひ 現 はし 载 ねたので した。 

『直ぐ 往 にまッ さかい。 一 あ I 先き へ 行て てお^れ やす』 と、 あなた は あなたの 家の ありか を敎ハ て 

下さいました、 ね。 

で、 あなたに も 急いで 來 いと 云 ふ 意味の 車賃と して あれ だけ を 渡し 僕 は 先 づ車を 飛ばし ますと * 兄 

さんだ けが 留守居 をして ゐて、 早速に、 『夢の やう だ』 と 云 はれ、 母の 行って ると ころ は 分って るから 

呼んで 來 るが、 さぞび ッ くりして 氣絕 する かも 知れない と ありました。 が、 僕 は、 あなたの 最初の 御 

樣 子に 照り 合 はせ て 見る と • 兄さん は 自分の 年 だけに —— |ii 際 * ぉぢィ さんに なりました * ね — た 

だお ほ 裝裟な 形容 的 感情 を述 ベて ゐ るの だと 思 ひました。 

ところが • 僕 は 暫く 獨 りで 留守居 をして ゐ ると、 ぉッ 母さん は 格子 を がらり と 明ける が 早い か、 兄 

さんよりも さきに 飛び込んで 來て、 『ま ァ、 まァ』 と 叫んだ 切り、 首 紫 も 出し 得すに、 僕の 前に ころが 

りました。 それでも、 兄さんの ぢぢィ 臭く、 あたまの 髮も 半白に なった のに 比べて は • ぉッ 母さん は 

S 合に 元氣 でした。 昔の 通り、 相變 らす巖 丈に 肥えて ゐて、 聲も 元々 通りし ッ かりして ゐ ました。 髮 

.^^茶せんに切ったぁたまをもたげてから、『何からぉ：£ししたらぇぇのゃら』 と、 目 をし よ ぼっかせ て、 

信より 玉 江へ  10 七 
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初めのう ち はお ッ 母さんの 話に とりとめが 無かった のです。 

たまえ 

『玉 、江さん は 直ぐ 歸 ると 云 ひました から、 もう 着く でしよう』 と • 僕が 云 ふと、 

『あなた は —— もう —— 奧 さん も、 お 子 佻さん も —— 』 

『ええ、 —— 子供 は ひとり 死んで *  二人目が 大 津へ來 ると 直ぐ 生れました。』 

『そらさう でしよう、 なァ —— 』 かう 云って、 ぉッ 母さんけ 兄さんと 額 を 見合って、 何だか 失望の 色 

が 見えました。 段々 聽 いて 見る と、 あなたの 御 家族 は 箸の あげおろし にも 僕の 131- を 忘れて ゐ ないで、 

とう  ご w,;^ じ. リ 

もの 上、 お父さん は 御 臨終の 床から も 『早う 信さん にめ ぐり 合へば ええのに』 と 云って 死なれた さう- 

です。 僕の 詫びるべき ことが そこまで 行って ゐ たと は、 一し ほ 僕の 心 を 打ちました。 

『僕が HI 江さん を 初め、 あなたがたに 濟 まない こと をした のです』 と 云って、 僕 は先づ あやま. OS まし 

へ <J しん 

た。 僕の 最初の 變心 は、 大阪へ 出て、 當 時の 耶蘇 敎の 潔癖と 隱週倾 向と に 觸れて 女 ぎら ひに なった 爲， 

めでした が、 その後 東京へ 歸 つてから、 同敎を 離れ、 び 今度 は 僕の 必然の 要求から 世の 婦人が 戀し 

くなる に從 つて、 思 ひ 出された の は あなたの ことでした。 方々 の 心 當りを 手紙で 照會 して 見た こと も. 

ありまし たが、 あなたと 御 家族と が 國にゐ ない こと 並に 行衞 不明の こと だけが 分った のでした。 それ 

も 家計の 御 不如意の 爲 めであった とのこと でした から 僕、 は 一 時殘 念ながら それ ッ 切り^ 念し ました。 

ところが、 あなたの お父さんが 御 臨終の 床で 僕の こと を 云って 下す つたと 云 ふ 丁度 その 頃 —— 醤< ；.. 


夏でして、 大阪に 虎 列 1^ が はやって ましたが、 11 僕 はいよ く あなた を 尋ねて、 大阪の 病院 を 三 四 

ケ所驅 け まわりました。 そして 生憎 • 愚かに も、 あなたが いらし つたと 云 ふ 府立 病院 を 尋ねる こと を 

しなかった のです。 僕 はた だめな たが 看護婦に なって ゐる こと だけ を聽き 知った ので —— これ は、 僕 

がその 夏 二 ヶ月の 豫{ 几で、 兄の 住 地なる 播州 龍，： a へ 保養に 行って た 時、 あなたの 遠綠に 常る とか 云 ふ 

裁判せ — 名 は 忘れました が 11 や，：： 聽 いたのです。 僕 は. 1{1 めた と 思って、 豫定を 早めて 大阪に 出た 

のでした。 この 時の 旅行 は 僕と してた だ 保 ポぉリ nl 的ではなかった のです から。 

その 頃 僕 は 今の 妻と 關 係が 付き かけて ゐ たのです が — 今 一 應 あなた を 尊ね て 見てから と 思 ひまし 

て 夏期休暇 をし ほに こちらへ 旅行した のでした" 聽 けば、 その 時 丁度 あなたの お父さん も 類似 虎列剌 

に顿 つて 亡くなられ たのです、 ね。 夢にも そんな ことと は 知らす • 大阪. 中が あまり 惡 病の 盛んな 漾 

子な のに 恐れて、 たッた Im で 通げ 出し、 東" 上 6 汽車に 乘 つてまで もノ ひよ ッと あなたに 會ひ はしな 

いかと 注 一;i 《した 位です。 

『あの 实人ぢ やと 一ぶ はれた^ 名な 娘 も- 而疔 がで けた 爲め とか 云 ふて、 氣の 毒に も、 顿の 上に 大 けい 

くぼみが でけ て、 人相が まるでち ごてた』 と、 龍 野で 聽 いたの を 私 かに 僕 は 目 じる しと 思って、 汽車 

の乘り 下り をす る 婦人に すべて 注意 を 向けた のです。 そして このまま、 上〃 的な 優し い 言葉の 聽 える 

餘固内 を肚 してし まう ことが、 どうしても、 出來 にくい やうな 氣 がして * 度 は.^ 111^ 停車 力で 下車し、 
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き 大 S 外れに 至り、 琵琶湖の ほとり を ぶら 付きました。 そじて ゆ ふが たにな つて、 三 井寺の 高る 

への ぼり、 ，と 消えて 行く 湖水 2 もて を ながめながら、 あなた § つたと 一 ま おもかげ を— ど 

う 云 食に おらうな どと|§ 忍んで ゐ ました 時、 突然 撩き 出された 謹の 響きに 驚いて、 僕 は 再 

. ^無常の 旅 をつ づけました。 この 時の 考へ では、 もう、 昨日の 如く. あなたと 共に この 三 井寺への ぼ 

る ことがあらう などと は 夢更ら m 心へ ませんで した 

『それにしても * お 互 ひにま^,? になった その 原因 は 僕が 最初の 音信不通 ですから』 と • 俊 はお ッ母さ 

んに靈 にも あやまりました。 こんな こと は、 もう、 ぉッ 母さんから 11 びに もな つたで しょ 

う。 また、 石山の 休息所で 底 接に 可な り 詳しくお しゃべり 致しました。 

『久し？；^ りで お 目に かかって お 玉 もうれ しからう けれど II この 御 親切な お 話を聽 いて は、 さぞが ッ 

かりし ましよ』 と、 ぉッ 母さん は 斯う 云 はれました。 

『何に やか や あたまへ i に m て來 て、 何から 云 ふて ええ か 分らん。』 兄さん はた だ 斯う 云って、 墓 

. い 少なかった のです が、 このなん にや かやと 云ふ國 言葉で 僕 は あなたと 一緒に、 あなたの 廣ぃ 御屋敷 

.ft の 川ぶ ちで、 まめ^ やたん ぼ をまん で 遊 すんだ ことが 思 ひ 出されました。 

兄さん は その 時から？^ と 見做され" 勉强 もさせられなかった 代りに • あなたがた 姊妹は 俊 等と 

1 緒に、 早くから 僕 等の 塾へ も、 英語の 研究 會へも • 行って ゐ ました、 ね。 そして 僕 は あなたが 目 あ 


でであった のに、 世間で は 僕が ハ牛 うへの 姉さんと あやしい と； t 判して ゐ ました。 どうせ 僕 等 はま. た 年 

が 行かなかった 時の ことです。 無 邪 氣な戀 でした。 僕が お {J^ の炬 燒に當 つて、 あ ふ 向けに 寢てゐ ると、 

あなたが 横から その上に 乘り かかって、 反對 のが はに 伏せて あった ナシ ョナル 讀本を 奪 ひ 取った こと 

. 力あります 

『をな ごの^に 人 さまの 上へ など』 と、 その 時お ッ 母さんに あなた は 叱られました。 

僕が 大阪に 出る まで は 直ちに 東京へ 行く つもりで したから、 

『落ち 付き さへ すれば、 玉、 江さん だけ は 呼んで あげます から』 と • 僕 はこ ッ そりお ッ 母さんへ 話し ま 

した —— その 時 は 僕 は • 今でも 思 ひ 出され ますが、 云 ひにくい こと を 忍 ひ 切って 云った ので、 のぼせ 

て 顔が 赤くな つた やうでした。 

『どうぞよ ろしう お 願 ひ 申します』 との 御 返事 は， 無論 * あなたと 僕と を 夫婦に しても いいと 云 ふ 意 

であった と 僕 は その 時から 解釋 して 來 ました。 

『早う 信さん にめ ぐり 會へ』 との、 お父さんの 御 遣 言 も その 意味から でしたら う。 が、 あなたが 今 ま 

で 御^身で お通しに なって 來られ たの は、 必ら. f しも 僕 を 思って 下す つたから でも 御座いますまい。 

せ ^くわつ 

かう 巾す と、 何だか、 僕が 先づ 氣の變 つた 生活 をして ゐ るの を こと 更らに 辯 解す る やうに も聽 える か 

-も 知れません。 そして あなたのお 心 だけに 秘めて ゐて、 今更ら 僕に うち 明けたくない とやう に 思って 
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御座る 秘！^ を 11 若し ありと すれば I— 瀆 しもし、 失望 させ もす るか 知れません。 そんな ことなら， 

僕 も^の 心で また 幾重に も 詫びて 通しましょう が、 あなたが 石山で 僕に 語られた 極お もて 向きの 御言 

葉に よって 考へ て も、 どうせ あなた は 結婚な どに は斷 念して いらし つたので す。 

『お父さん は 病身で おました し * 兄さん は 阿房で 役に立 たんし， 姉さん かて — お父さんの 遺. 言に 1 

家の 责任 はこれ から も 玉 江が 引き受けて とあった 云 ふの を循に 取って 1. 何かと 云 ふ 場合 を、 わたし 

ばかりに 押し付けて しまう し • をな ごの 腕 一 つで 犬の Ef; や 老人 を 引き受けて 結婚な ど 云 ふて をれ まへ 

しコ と、 あなた は 最も 不平 さう に 巾され ました。 これに は 僕 もこれ から 出來る だけ 十分の 考へを あな 

たの 爲め にめ ぐらせ るつ もりです。 無論 * 僕と 結婚が S3 來てゐ たのなら、 そんな 心配 も 不平 もなかつ 

たので しょうが、 あなた は そこまで 突ッ 込んで 僕に 當 つたので はなかった やうです。 1 そこまで 當 

つて 貰った 方が 僕が これから あなたがたの 爲 めに 力 を 添へ る ことに は  一 1^ 熱心に なれたので すが。 

話が あとさきに なり ましたが、 鬼に^、  ^で 待ち遠しが つてた あなたが 病院から 歸 つて 来られた 時 

に は、 僕の 心ば かりの 馳走 をお ッ 母さんが 大抵 料理し 終って ゐ ました。 

『お 玉 か —— まるで 夢の やうで、 なァ』 と 云って、 ぉッ母さんは察所から||れ"^1-のまま出て來て、 何 

より， もさき にあな た を あがり 口で 迎へ、 『信さん は • 然し、 奥さんが でけ た。』 

J そらさう やろ 11 立派な 男さん になって や はる のん やさ かいに あなた はかう もり 傘 を 置いて、 座敷 


へ あ 力り. 力ら 家う 云 はれました 。『をな ごかて、 厄介 人 を e; き 受けて をり さへ せに や、 f さんの 歲ま 

でも —— 』 

あなたの この 皮肉が てきめんに 僕に 向った のかと 一た び は m (るて、 その 鋭い のに 驚き まし. こ。 

『ま ァ、 そない な AJ と は 11 』 ぉッ 母さん は 断う、 K げてゐ た れ 乎で あなた を 押さへ る 露 似 をし ま 

したが、 餘 ほど 下から 出た やうな 口調でした。 そして 俊 は、 兄さん！.^ そばで いやな 顔 をした のを兑 て、 . 

直ぐ そ の 意味が. 分. IN ました。 

あなた は つたよりも 肥えて ゐ ます。 そして 相變ら す の 綺麗な 顔お してら ッ しゃい ますが、 1^ 

だッて — して ゐた ところではあります が、 11 ぉんな^§が出來たのでしょぅ？然しぁなたの^ 

顔に どことなく、 ぴん ときつ いやうな ところが あるの は、 決して その 傷の 爲め ばかりで はない と 感じ 

ました。 僕と 同じ 华 n を あなたが 一 人前の ER 子と 同様にお 家族の S めに 働いて； 效た經 驗の然 らしめ る 

ところが 多く 與 かって 力 あるので しょう。 

『先刻 は，： i いたしました』 と、 俊に 向って 坐 わって，、 〔辭俄 をな すった 時には、 ，：n い 服で 兄た 時と は 

全く 逮 つて、 11 もっとも- あなた はいい 衣 物に 着かへ て むられ ました — 僕に 取って は、 昔の_ぉ^.> 

とか 妹と か 云 ふ 感じ を 得た よりも 寧ろ 頼 母し ぃ婶か 相^ & 一す が出來 たやう に 思 はれました。 

『さっきから • みんなで 待って ゐ たのです よ』 と、 ^は洋 嵌の あぐらで 輕く 受けた つも リ でし ヒ が- - 
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俊 I はわれながら i えた やうでした。 そして f 方が うぶな やうに 感じました。 

T 何に せい、 朋 に 代. > を 核んで 來 ます のん やさ かい、 な、 さう 早う も 出られ ま へんで — 詰り まへ 

ん こたいた 商 iKir 何ぞ えい S ひ 付き をして お^れ やす。』 

『どうです、 ぃッ そ、 あす、 —け ふ はこ こへ とめ S ひます が、 —僕と i に 大津 へ 鬼たら？ 妻 

にもお 引き t せし 5」 く 必要 もあります し- I ぉッ 母さんに はまら fe-ttl ら —？』 

『それ もよ ろし ゆお まん、 な。』 あなた は 新う お 答 へ 下さいました。 

そ t からみん なで 11 姉さん は i 事で も * まと ころ QSS へ 矢 f 看護 f 行って. ^ちれる の 

がまな だけで la 人 は 久し振りで 一緒に に 向 ひました。 兄さん は囊と 箸と を 持って、 昔の 

通り- 疊の 上に ひに なりました。 氣の 毒な 様子です が、 僕 はこれ を 見て お-つて 昔 マ 3 りの 親しみ を 

おぼえました ところ、  す 1 

『珍ら しい S さんが 御座る のに』 と、 ぉッ 母さんが 叱った ので、 兄さん は 素直に 起きき つて、 纩 

屈さう に 座 わり しました、 ね。 あなた は * もう、 f めて ゐて、 そんな こと はお 父さんの 時と § 

こう ッ ちゃら かして ある やうに えます。 

『な こも 用がない ので、 な』 と、 ぉッ 母さん は 笑 ひながら わざと 少し I けた 口調で、 また 兄さんの こ 

き 斯う 管れ ました、 S になる と- 時々、 新地の 琴さん のと この 格子 さきに 立って * こッ そり 立 


ち SI きして をって、 こない な 歌 をう ととった とか、 あないな 話 をして をって 役に も 立ち やせんの にと 

か、 人の こと を せんきに ばかり 病んで、 な。』 

『然し * な』 と、 兄さん はに こ 付いて だが、 露 面目く さって おっしゃい ました —— 世間に 出た こと も 

ない 兄さんに は、 無論、 兄さん 自身のお 考 へが あるので しょうから、 『あないな sgis^ な 歌 や 話、 せんで 

もええ やない か？ けがれる！』 

おも 

『けがれる と たら』 と， あなた は あなたの お父さん を m わ ひ 出させる やうな 口調で、 叱る やうに 中 さ 

れ ました、 『聽 きに 行かんでも よろし ゆお まっしゃろ。』 

『ほん まに、 な、 を かしな 人で』 と、 ぉッ 母さん は 笑って ゐられ ました" 

ふう ま 

『然し 11 然し』 と、 一 種の 道德 家ら しい 兄さん は 負けない 氣 になって、 【風儀の —— is! になる やない 

か？ 勢 察から 手 を まわして、 さしとめて しもたら ええの や。』 

『特 察は醫 察で』 と、 ぉッ 母さん は それとなく あなたの 肩を持 たれました、 『また それぞれのお ：！^ へが 

おありになる の やさ か い —— o』 

わる 

『今の 巡 _ ^が惡 いの や、 昔の やうな 禮儀も 禮節も 知らんで！』 

『そんなら』 と、 あなた は 突然に、 『あんた が 巡査に おなり やす。』 

I 巡资 などつ まらん。」 
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『そ でも、 な』 と、 あなた も 意 こ 地に なって 、『お気の毒き ャ けん ど • 巡査 や 藝子は あんた より ゃャぇ 

. ろ お ま ッ せ — ひ とりで 働いて、 親 や 子 を 養の てる もの がぁリ ます！』 

『そや さかい" i!V でも 看護婦で も駄 =2 やない か 11 われから 男の ねき へ 寄って いて？』 

『お t おにさ わるなら、 これから 中せ の 御主人に たんと かせいで K ひましよ。』 この- 5. でした、 ね、 あな 

たが 『とても、 あきま へん』 とその 翌日し み-^ とおつ しゃった の は。 たまに、 iHi 役所の 慷 ひに 周旋 

さ 1 たり、 舍社 小 使 ひに なったり しても、 士族と 云ふ氣 ぐら ゐ ばかり 高く、 人に おだてられて は 上 

の 人と Hi をして 追 ひ 出される の は、 兄さんと して は 無理 もない ことでしょう。 お父さん がいら つし 

やる 間 はお 父さんが 諦ら めて ゐ たのでしょう — 御 自分が あまり 厳格に 子供 を 叱り、 あたまな どを虔 

度 ひどくな ぐった 結 ですから。 今では、 また、 あなたの しょい 込み は 仕 かたない のです。 然し 僕 は 

兄さんの t: 嫌 を 取って m はかない では、 ぁなたのぉ家へ八っ後も^^々伺はれなぃことだけは分りました。 

それで あなたの 大津 行きの こと も、 俊 は先づ 兄さんに よく 承知 させました。 すると * またお ッ母さ 

んが 一緒に 乘 たさう であった ので、 それほど 金の 川 意がない からと 云って、 また 他日の ことにして 貰 

ひました。 僕 は に 中し ますが、 あなたと 二人 切りで 一 晚ゅッ くり 話して 兑 たかった の です か 

-ら — 

兄さん は 感心に 酒 を 一滴ん 饮 みませんで したが、 あなた は 三 四 杯 召し あがって、 多少お 醉ひ になり 


ました。 衣牧 をお 浩換へ になる 時でした、 あなた は 少し 浮き/. \1 -た御 口調で、 —— 

『きの ふ も 、厶厶 先生 はお もしろ いこと 云 や はった、 をな ごと 云 ふ 物はル 2 赤い 物 を 好きな. ゃッ て、 

た — 然し、 うち ャ 何も 赤い 物な どっけ へん。』 

如何に.， p、 使が ちらと 兑た あなたの 長襦 件の 据は紫 地に 紅な し 友 の 模様の やうでした。 

『そり や、 そやと も』 と、 ぉッ 母さん は あなたの 乎傳ひ をしながら、 『あんた の 歳で 赤い お湯 もじに 赤 

いべ にで もっけたら、 人 さまに はお 化け か 何ぞの やうに 見えます。』 

『でも • まだ』 と、 あなた は あまへ たやう に、 そして 下 あごへ 力を入れた 驛で、 『信さん と.. - ない 歳 だ 

ッ せ。』 

『さよ かいな？ わたし はまた 1 つ 下 かとお もてた のに。』 

『なん ぼ 云 ふても、 あんた は あかん —— 忘れて しもて。』 

〔信さん はわた しょり 十した ぢゃ』 と、 兄さんが 口を出し たので、 

L そんなら』 と、 ぉッ 母さん も 分った やうに 『ゃッ ばり 丁度 三十.^: 

『そや さ 力い、 いつでも S ふて る やない か？』 あなた はこの 時 足踏みまで してお 顔をしかめました， 

ね。 僕の こと を さう いつも 一 i4 つて 下す つてた と 承 はれば、 &の りに 堪へ ませんで したが、 あなた 

は 御 家族！： 1： 士の 問と なると、 どうも 旌 ぐお 氣が 荒立つ やちに お見受け 致しました。 そのお 心持ち も 
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僕に は 分らない ことはなかった ので、 i へ 這 人って から も、 僕 は ひとりで f  くそん な こき 考 へて 

同淸 して ゐ ました。  か ぐう 

翌朝、 車 を 二つ 走らせて 窗に 至り、 十 時の I で大津 へお 伴 致し、 湖水の ほとりの 僕の 餐へ着 

：  f づ ： :-。 &^^,^ぽ，^..5.ーっ：^'匚农たことなどはこれまでに>^^カったので 

いた 時 は * 斑： はちよ ッと 驚きました 僕 力 i«i の！^ ノ をて オマ^ ズ？. ^  ^ ト / 

す 力ら  や 

『とうく 中 谷 玉 江さん にめ ぐり 會 つて、 ね』 と、 僕が わざとに も 優しく 說 明して やる と、 然し、 力 

の 女 も あなたの 御らん sf 直ぐ 分りました。 あなたの こと は 前. < から 話して あつたの ですから、 ね 

お引き 合 はせ が濟ん でから、 かの 女 は 云った でしよう、 

『き はわた しが この へ來 きから 伺って ました、 わ II いえ、 來た時 どころ ぢゃァ 御 坐い ま 

せんの、 もう、 まだ わたお がー 緖 にならない 時からで すの。 おのろけ だか、 何..？ 吝 りません でし 

たが、 ね、 こッ ちで も隨分 尋ねて ゐ たんだから、 向 ふで もき ッと 尋ねて ゐ るに 相違ない ッ て;^ ね。』 

『ほん まに、 なに あなた は f§ てうち 解けて 下さいました。 『わたしの 方で も、 父 ゃ母は箸 の 上げ 

おろしに 猪さん のこと I ひ 出しまして  >  な、 今頃 は どこに ゐゃ はるか、 どない してお 出で かな ど 

と、 はたで 聽ぃ てても めん どい 時が おました。 —それが また、 母の 年を取る につれ て、 ひどな り ま 

して — 〕  - 


『そして 今 何 をな す つ て —— ？』  , 、 

r  』 

『玉 江さん は』 と、 僕が あなたの 返専を 引き受けて、 『僕の 想像 通り、 矢ッ 張り、 看護お をして ゐ らッ. 

さ。 ぽ 

しゃる の だが、 老後までの 獨立 準備に と產 婆の こと も 卒業した ので、 今、 或產科 病院に つとめて るの 

で， そこへ 先づ 僕が 尋ねて 行った の、 さ。』 

『よく 分りました、 ね —— ？』 

『それが、 さ、 例の、 大阪 醫舉校 出の 醫師と 話して る 時、 ふいと 玉 江さん のゐ どころ が 分った ので、 

直ぐ 訪ねて 行った、 さ。』 

ぢょ 

『へい. I 長 やの 御 志： がー A がさう わけもなく』 と、 半ば 冷やかし 笑 ひ をして から、 かの 女 は あなたに.. ：！： 

つてお せッ かひ を 云 ひました、 これが かの 女の いつも 云 ふ 癖です、 『病院な どより ゃァ獨 立して 一 g 婆 を 

築した 方が いいでしょう 11 お 隣り も產 婆です が、 ね、 なかく はやって る やうです よ。』 

もっと 

『わたしの ネ载 では まだ 世 問が 信用して れま へん。』 あなたの この 御 返事 も 尤もです が、 お 隣り の 産 

婆 だって、 姿 はこち へお 小る 早々 取り あげて 赏 つたので 信用して ゐ ます ものの、 こんな 地方で は 入リ 

は少 いと 見え、 京都から 月に 何度か 出張し て^るお ぢィ さんの 或 漢方 翳の めかけ を 兼て ゐ る やうで 

す。 これ は 然し、 あなた を も 伎倆な しと 見て、 この 兑 せしめ を 云 ふので はありません から、 li く 取つ 
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セ はい けません。 

『鬼も^. お 久し振りでしょう から、 け ふ はどう か 御ゅッ くり』 と 云って， 妻 はまた —— と 云って 

も， あなたが るの は 初めてで したが —— 子供に かまけ. おめました。 僕 は それ を 見る のがい やで、 い 

やで 溜らない のです。 あなた は 職業 上 子供 を； 闪愛 がる 人の 方が 商寶 繁盛の かた かも 知れません が r 

僕 は 子供に 目 も 鼻 もない 女 を H ルる と、 僕の 棄の狀 態から 推測して でしよう が、 これほど だらしない 物. 

はない と 思 ひます。 この 點は あなた も 同感の 御 やうす でした。 

で、 僕 は 直ぐ あなた を 11; 井寺に 御案內 して、 五 年 前に ここで 樸が ひとり 特別な 無常 を 感じた こと を 

いしやま 

お話し 致しました。 それから 一 先づ歸 {jP すると、 石山へ は 妻が 一 絡に 行く つも リで 支度 をして ゐ まし 

たのです が、 僕 は あなたのお、 ソ 母さん +ゲ 遠ざけて 來 たやう に、 かの 女 を も 遠ざけて しま ひました" 寳： 

は、 かの 女 はかげで ぷリく 怒って • すね 初め ましたが、 相手に しなかった のです。 

僕が 『4 せ 一の 唐 崎』 と 申し上げた ところから 小船 をえ らんで、 あなたと ふたり ッ 切りで 湖上に 出 ま 

した、 ね。 もう、 ゆ ふかた で、 たださへ I、 くな つた 十月の 風 は 一し ほ寐 かった のでしょう。 僕 は 熱し 

て ゐて左 ほどに 感じませんで したが、 あなた は 心配して、 

さむ  ノ 

『寒お まッじ やろ』 と 注意して 吳れ ました" 僕 も それで 氣が 付いて、 蔽 ひなし の 盛装 をして ゐる あな 

たの 身に 風で も 引かせたら、 わざ/ \- つれて^て ゐ ながら、 ぉッ 母さんに 濟 まない と 思った ものです 


から、 一つの ござ を 風 かみの 方から 肩の 上に 卷 いて， あなたと 二人で そ C 兩端を 持ち 合って 一 絡に 並 

ち ふさ "やま i 

んで坐 わりました。 つまり、 僕 等 は 逢坂 山^ にして. あなた は 僕のお に 座 わり、 正面に： J;^ 山，^ 眺め ノ 

たわけで すが、 あなた は j 度 米て 廢 崎と 三 井寺と を兑た ことがあ ると 云って、 湖上からの 風景な ど お- 

も 餘り氣 にかけ なかった 御 様子でした。  . 

秋の 赤 とんぼが 一 つ、 僕 等の 上 を 寂し さう に 飛んで 行った でしよう —— めの やうな 心持ちでした- 

僕の あなたに 對 する 心 も。 胸に はも や./ \ と 心が さま， <\- に 赤く 燃えて ゐ ながら、 Is^ 川、 よそごとば 

かり を 云って ゐ ました。 

『玉 江さん、 昔 通りの つもりに なり ませう か』 と、 僕 は 初めから、 幾」 も、 たッた 二つの 袖の 隔てお _ 

取り去って 出る 機 會を私 かにう かがって ゐ ました。 

せんどう 

『いよう、 め をと 觀音！ よう 似合 ひました！』 斯う、 俊 等の"； 1 を 行き 遠った 船の 船頭が 叫んで 行き ま 

した 時、 あなた は、 然し、 別に 赤い 颜も せす に 僕と かほ を：： はせ ました、 ね。 僕 等の 船 は 僕から あ 

なた の 方へ と 進んで ゐ たのです。 あなた は 前日のと 同じ 犬 島お 召の 衣 物でした が 1 俊 ぼ 洋服 をお 服に. 

着か へ てゐ ました。 

に お 

『縞の 織 は あんた に 3^ 合 ひま へん、 な。』 

『さう か 知 にん —— ？』 

一  信より 江へ  ニニ 
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『g,. まちよ ッ とそな いなこと に氣ィ 付かん もの やで なァ、 奧 さんが も ッと氣 をお 付けな さったら ええ 

のんだ ッ さ。』 

『あいつ ァ、 どうせ、 駄： ni です -1 子どもに ばかり 夢中に なって。 』 僕 はこの 時に も 新う 中し ました、 

ね。 すると、 あなた も 僕に 贊 成して、 姉さんら しく 云 ひ 添へ ました、 

『ちょ ッと 見た だけで も、 あんた の 家 はむ さくる しい。』 このお 言葉 を聽 かされても、 無論、 僕に は 寒 

ぢょ 

を辯择 する 考へは 出ませんでした。 と 云 ふの は、 僕 は. もうかの 女に 斷 念して 僕の 今の 家 を. I！： もと 

y て の 生 i?.:! 狀態を 向上 させようと は 思 はなくな つて ゐる のです もの。 

『旦那、 あすこが i& の 城だッ せ』 と、 船頭に 注意され て、 僕 等 は 肩の ござ を 少しお ろして、 お 互 ひ 

にう ちが はから 背に して ゐた を ふり 向きました。 

かんごく 

：： もえたの は、， 浪が 石が きに 當 つて 碎 けて ゐる城 あとの 監獄で— た。 

『あんた の 行きな さる 中 學校は 見え まッ か』 と、 ぉッ しゃい ましたが、 それ は 見えませんでした。 

僕 等 は 船の 眞ン 中に 向き合って 坐 わって、 膝と 膝と が 輕く相 接して ゐ ました。 僕の 身う ちに.^ か 燃 

え 立った の.. V 知って か、 知らない でか、 あなた はじ ッと 僕の 顔 を 兄ました。 僕 は 眼 を あなたから 反ら 

して — 實 はさ ラ しなければ ならぬ やうに なった ので 11 僕の 右手 前方の 遠い 山 はな を さし 示め し 


『あすこが 堅 田の 落雁のと ころです』 と 云った。 

『消えて 行く やう だす、 な。』 あなた はこの 時 初めて 風景に 關 する 感じ を 述べられました。 が、 僕 は 却 

つてよ く 僕の 眼に 映った あなたの 頗の傷 あと を、 どうかして、 今 一 度 もと^^:. M りに^せ ない もの か 

知らん と考 へて ゐ ました。 

『なぜ あなた は 結婚し なかった のです』 と 僕が 2 心 ひ 切って. S. し 上げた の は、 —— その W 意 をお 分りに 

へんしん）. や 

なった か、 どう だか 存じません が、 一 I 僕の やうた 變心 恭に對 して、 あなた も 若し 結婚して ゐ たら • 

多少で も 復讎が 出 來てゐ たのに と 云 ふ 意で、 つまり、 僕. CI.:^ を责 めた のでした。 

ちはづ 

この 時、 船 はもう 瀨多 川へ 入り、 栗津ゲ 原に 添って 川 を 下 だって ゐ たので、 有名な 橋 も 見え 3 して 

タぞっ ひ 5 

ゐ ました。 そして あなたと 僕と は 少し 隔て を 置いて、 わ 互 ひに 兩 肱， ゲ 敷き ごもの 上に 突いて お 互 ひに 

卷 煙草 を 吹かして ゐ ました。 

『わたしの やうな 者 を もろて 吳れる 人が あ リまッ かいな？』 あなた は 新う 棄て る やうな お 答へ でし 

た。 

『そり ゃァ、 相當 なと ころで 滿足 する つもりなら  』 

『でも、 そこに そこが 有りまして、 な。』 

镜は、 この 時まで 張り詰めて ゐ ただけ に、 あなたの こんな、 大阪 流の、 あ ひ 口 兄た やうな 返 蓽 に、. 
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しゃ うぢき 

半ば 張り合 ひぬ けがした。 僕に 對 して は、 もッと 正直に 云っても いいで ほない かと 云 ふ 恨み 氣味 M 

ました。. この 恨み は、 然し、 石山へ あがって から、 ひと.^ 手に 解けた こと は 解け ましたが —— 

「■ " 1^ 瀬 多の 廣橋ャ 

からかね の 擬 資^, 

水に うつる は 

—— その 名 も 何 だい 《  

頗る 刖品、 

ぜ ザ 

膳 所 の 城！』 

こんな、 それ こそ 頗る^ 品 か變挺 かの 調子の 耿を、 船頭が. に 自慢 さう に耿 ひました * ね。 僕" は 丁 

皮 これに 耳 を S 、むける だけの 餘裕を —— あなたに 對 する 熱が さめた^に —— 得て ゐま したから、 よく 

これ をお ぼえ 込んで、 翌日に なって 考 へて 見ます と、 —— S は K 語の 敎師 ですから、 ね、  この 歌 

の糾 織 はな かく  Kg 鹿に ならぬ ところがあります。 歌 ひ 方が ぎごちない 調子で はあり ましたが、 その 

ぎごちな さに はわ ざく さう なるやうな 言葉 を 選んで 來 たのです。 タ行、 カ行の 多い こと。 ギ、 ゼ、 

ぺ 等の 1 慰が うまく 組み合 はせ て ある こと。. ンと云 ふ 反撥 者が 数ケ 所に 据わつ てること、 等です。 然 

しこんな こと は あなたに 對 する 僕の ありの 儘の 感じ を 書きつつ，』 〈- はって 行く に は無關 係な ことで しょ 


石山の. やや や、 木 堂 や、 月：： £^ や、 鏠 つき 堂 を：： ルた時 は、 も 5、 簿 ぐらかったです。 山門 を 出て か 

ら 川へ 突き 常って ひ、 右の、 川ぶ ちの —— あの， M で 俊 は あなたに も、 少く とも、 ぉッ 母さんに， おつ 

ただけ の =51^: 白 は  飛びく にです が —— ；！ り 返した つもりです。 そして また あの でです、 あなた 

が 初めて 本音ら しい こと を 云 はれた の は。 僕の 豫朋 から 云へば、 無論、 まだく 物足りなかった わけ 

ビ つち. iO- う 

です 力、 あなたと して は 僕に 即 かせたい 絶. g のこと でしたら う。 その 察と は、 あなたの 御 家.^ エ對す 

る 不平でした。 兄さんの 無能で 而も 燒き餅 的な 干涉 11 おッ 母さんの 入ら ざらん さし 出 n としての 惡 

口 的 世 li 話 11 こんな ことの 爲 めに、 たと へ あなたが 獨 立して 康 婆な..^、 誇 護婦會 なり を 開業しても 

くじ やう 

—— そして 】 二度 は旣 にやっても 兌た が 苦情 やめん どうが 起って、 I— とても 永 緩の 見込みが 立た な 

いこと。 それに、 姉さんが 割合に 冷淡で 11 

『御 もっともです、 僕 は それに 對 して は、 これから —— これまでの ことのお 詫びと して 11 出 來るだ 

けの こと は靈 します』 と 僕 はお 誓 ひしました。 

『わたし も、 うちに 人數は 仰山 をっても、 ひとりと して 和談 相手に， なる； がない のんだ ッ さかい —— 』 

『然し、 ねえ 11 玉 江さん —— 相當 なと ころが あったら、 結^して もい いぢ ゃァ ありません か？』 

5  けっさよ くた 

』 あきま へ ん？ わたしが 結局 食べ させに ャ ならん ものが 三人 も をって は —— し 
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f そり p ァさ うでし ようが、 ね、 そのもの 等 を も 引き受けて 吳れ たら * どうです？』 

『あきま へ ん！』 

あなた は 全く この 點には マ^して ゐる やうです。 資は、 直接に 云 はう として 申し 兼ぬ たのです が、 

大阪 のま た^な 友人が、 その 知人で 二三 圆は ある 藥屋の 主人の 爲 めに 細 サムがない かと、 僕に 云った 

ことがあります。 これ も j ヶ月 ほど 前に 僕の 家へ 尋ねて 來た 時の ことです。 女の 方の 兩親は 勿論、 子 

供の 一人 ぐらね は 一 緒に^ 話しても いいの だ、 と。 その代り、 向 ふに も缺點 があって、 當の 男が つん 

ぼで 且片 あしが 利かない のです。 あなた はい や だと 云 ふに きまって ましょう — が、 1^ 介 もの 等の 眉 

がぬ ける 方を考 へ て 見たら どうでしょう？ 

許して 下さい II - この 話 は 僕と しても 書いた 文字の 上 を 幾た びか 塗り 消さう と 思 ひ 惑った のです。 

それに、 僕 自身の li うが 一 この 話 を 石山でしょう とした 時には — 却って 盛んであって、 今にも 手 

を あなたに 出し かけて ゐ たのです。 僕 は氣が 落ち 付かないで、 室 を 出たり 這 入ったり しました、 ね。 

あなた は 多分 それ を 感づ い て ゐられ たのでしょう、 

『li を 召し あが. る のん はやめに しな ァれ』 と 云って、 お 酌 を さへ 爲 し^って ゐ ました a 

『1sn がいけ なければ、 ビ ー ルを 取りましょう。』 斯う 僕が 云って、 無理に ビ ー ルを 命じて 乘て も， あな 

たは 小ノ しも 砍 みません でした。 その iT 前日に は、 尤もお ッ 母さん もゐ る：^ ころで したから 多 バンお 


醉ひ になった ではありません か？ 

『あまり i: 戒し 過ぎます、 ね。』 

『でも、 あんた かて ほん まに^め へん。』 

『そり ゃャ 無論 だけれ ど * —— 珍ら しい 奇遇 ぢゃァ ありません か？』 

『  』 あなた はた だ 11 つて 下 を 向きました。 

『こんな 時に ゃァ、 無现 にで も 酒が 欲しい —— あなた だッ て』 と 僕 は先づ みだらな 氣分 になって 见ょ 

. うとして、 お づ.， （-云 ひました、 『さう ひとりで ゐて —— 男 を 欲しく. なる 時がなかった でしよう か？』 

む かんど .J  ： 

『そこに そこが ありまして、 な』 を また あなた は 繰り返して、 僕 を 無 感動な 樣 子で 見ました。 

む 

『  』 僕 は 無言で ビ ー ルの コップ を 傾む け、 今一 あなたに お 酌 をして 賀 ひました" そして そ 

れで 僕の どこまでと 云 ふ 切りがなかった 心持ち を 切り あげる ことにしました。 

『もう、 往に まほ』 と、 あなた は 丁度 この 時 三度 目の 促 をし ました。 

あなたの 一度 HI の 催促に は僎は 最後の 汽船 を 後れさせました。 そして 二度目のに は、 二人 乘 りの 車 

を 一 臺 命じて 置きました。 あなたが 立ち あがって、 衣 物の つま を 揃へ たりし 初めた ので、 僕 はは 取 後の 

かんじゃう  . ► 

：忠ひ 切り を 付けて、 下へ 行って 勘定 をす ませました。 それから また あがって 來て、 

.、f 多分、 ^^んな場合はニ度とぁリますまぃから、 I 緖に乘 つて 貰 ひます よ』 と、 傻は 半ば 押し付ける 
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やうに あなたに 伺 ひました。 

『  』 あなた はまた 坐 わって 食卓の はじ を さすって た 右の 手 を そこにと どめ、 下 を 向いて おと 

なしく 低い 聲で、 『二つない のん なら —— 」 

だんげん 

『ない さう です』 と 斷1 したの は、 僕のう そでした。 せめて 一 つ 車に でも 乘っ て兒 たかった のです。 

僕 は 過分に 醉 つても ゐ ましたが、 心 は あなたに 對 する 情にば かり 藥 つてた ので、 車が 川の ふち を さ 

かのば り、 瀨 多の 橋ぎ は を： 迎る 時まで、 物が 云へ ませんで した。 

む ごん 

あなた は 亦 無言で、 下 を 向いた 切りでした。 

『あれが 橋です』 と、 1  曰い 外 を 僕が 指さしたら、  . 

『  』 あなた もちよ ッ とほろ 0. 中から 首 を 下げて、 1!の巾をぉのぞきになっただけが御返.^9^ 

でした。 生 情 • 月の ある ではなかった のです。 

今 俊 は 僕が 右 乎に ゐ ましたので、 左の 手 を あなたの 後ろから まわして、 僕 は 胴の 長い あなた を 堅い 

帶の 上から しッ かりいだ き 蹄め ました。 あなた は大现 石の やうで、 少しも 身動き をし ませんで した。 

ただ^-の驅けて行った鐵^：がー線路ゃ道のでこほこが、 おの づ から、 愧等を 一緒に 車に つれて 左右 させ 

ました。 

わる 

H ，惡く E わ はないで、 ね —— し 


li はい。』 

ふたりの 聲は いづれ も 顫えて ゐ ました。 

それ ッ 切り また 無言で したが、 突然 あなたが 身 を 動かして、 

『車 やさん 11 わたし、 おろして 貰 ひま ッさ』 と 云 ふので、 氣が 付く と、 HI 場の 停車場 下 を 通って ゐ 

ました" 

〔どうしてです？』 

『歸 ります —— 奥さんに 惡 い。』 

# ^ど 

『  』 僕 はどうし ようかと 惑 ひました が、 一 しほし ッか. と あなた を 抱いて、 『このまま 歸 つた 

ら なほ 變に思 ひます よ —— 一 単屋、 ：}!•  く 行け！』 

『へ い — .〕 踏みと まって ゐた 車夫 はまた 驅け 出した。 

『  』 あなた も 別に 反對 をし ませんで した。 

『惡く 思 はないで、 ね .—— 』 僕 はまた、 大津 市內を 進んで る 時に、 斯う 中し ました。 これ 以外の こと 

は 何も 云へ なかった のです。 

『  』 あなたに 御 返事が あれば、 直ぐお 顔に でも 接吻 させて 戴きたかった のです が、 御 返事が 

なかった ので、 ただ 近い 方のお 手 を 僕の 遊んで る 右の 手に 取って 僕の 口び るへ 持って行きました。 
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家へ 歸 ると、 i はもう 二階へ あがって ました。 ふて 腐って ゐ たのです。 

女中に 茶 を 汲ませて 下で 吞ん でから、 僕 等 も 二階へ あがる と、 11 僕の 驚いた ことに は、 II そし 

て 又 あなたに 對 して 何だか i かしかった ことに は、 — 同じ 坐 敷に 三つ 床が 並べて 取って あって、 そ 

の 端のに 妻が 子供 を 抱いて 嬉てゐ たこと です。 僕が 內 命で も與へ てあつた やうに お 思 ひなす つち ゃァ 

困ります。 一 i 階に だッ て、 窒は今 一 つあった のです。 

『寒い ので、 子供の 爲 めに 早く 粘 i して ゐ ますが、 ね』 との 挨^が 初めで、 妻の き i つきに 劎が あり 

ました、 『どうかよ ろしい やうに おやね みなす つて 下さい — お 床 は 取って置きました から。』 

『つい、 おそうな. まして I 』 あなた は 子供の 寢 いきがす る 窒內に 立った まま 暫 らく 考 へて ゐ まし 

た。 

『胡 水の 風 は』 と、 は あなたに はと ぼけた やうに 思 はれる こと を 云 ひました、 『今から もう、！ お 塞い 

のです よ。』 

『わたし、 矢ッ 張り、 失禮 致し まッ さ。』 

『そんな こと を 云った ッて —— 』 

『もう、 おそいの ですから、 あなた』 と、 妻 もむ ッ く.？^ 半ばから だ を 起しました。 さう とぼけても 

ゐられ なかった のでしょう 。『どうか 一 I わたし はお 先き へ失禮 致し ましたが、 少しから だの 加減 もよ 

』 


くなかった ものです から。』 

がう じ や <\ 

『ま ァ、 あなた、 强情を 云った ッて仕 かたがない。 — お休みなさい。』 僕 は 斯う 意外に 强く なって ゐ 

ました。 

『  』 あなた は 成る やうに 成れと 云 ふやうな 決心 をお 顔に 見せました。 そして 妻に 對す るお 首 

葉 は 和ら かに 、『では、 とめて 貰 ひましよ か？』 

『さう. なさい ましよ』 と —— 妻 は 子供が ぎ や ァ/. \ 泣き出し たので、 『おう.， -\』 と- 直ぐ その^へ 5^ 

にか かりました。 

あなた は、 出して ある 寢 まき 代り を 遠慮して 着かへ ないで、 長 襦袢に なり かけながら • 妻と 反對の 

端へ 行く と 主張し ました。 が、 僕 はまた 何だか 氣 がすまない ので、 自分で その 場所 を先づ 占領し まし 

た 。僕が ぐづ くして ゐ ると、 あなたが きッ とそ こ を 取った に 相 遠ありませんでした でしよう が II ？ 

『では、 お休み』 と、 あなたが 眞ン 中のに 這 入って から、 僕 は 妻の 枕 もとの ランプ をから だ を 延ばし 

て 吹き消しました。 

すると、 くらやみの 中に 僕 は あなたの 髮 のに ほひ を 鳴ぎ ました。 考へ て 見る と、 あなた は その 前 

日、 病院 を 出る までに、 束髮 をいて ふ 返しに 結 ひ 直して 來 たのでした。 

あなた も 息の 御 様子で はな かく 眠り 付けなかった やうです が、 僕 も 神經が 昂奮して、 國の 昔から 
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右山の 歸り までの こと を 幾度と 無く 眼の 前にお i ひ 致しました。 そして あなた はお 氣が 付いた かどう 

だか 分りません が、 隱 さすに 申し上げ ると、 僕 は 11 妻の 寢 いきが 聽ぇ 出した m> 11 手 を 延ばして あ 

なた の 枕 もと を さぐりました。 

こわごわで したから、 あなたのお 手に もお 首に もさ わりませんでした のが、 今から 思へば、 あなた 

に 最後 の 失 fJ ケネ M ねない で 清ん だ わけです。 

どうか 僕に 三度 目の 『惡く 思 はないで』 を 云 はせ て 下さい。 そして 今後 は、 あなたと 僕と は、 全く 

綺匮な 兄" おにな りましょう。 僕から ぎ 1、^ にあな た を 試みた わけではありません が、 この 結银 から U ルる 

と、 あなた はさす がに、 なかく、 しッ かりして ゐられ ます。 僕の 方が 寧ろ 弟分で、 意志 も 感情 もま 

ぞ ぐら-/ \- して ゐる ことが 分りました。 

あなたが 蜀， せで 1 して 來 たの は、 あながち、 ぉッ 母さんの 獨 り合點 して ゐる やうな わけで はあり ま 

^.uo  . 可 も 昔の 戀 物語りに ある やうに、 僕との 結婚 を 待って ゐられ たのではありません。 同時に、 僕 

"妻子 を 寺ちながら あなた を どうかしょう と 思った のが あま 過ぎた のです。 

僕 は あなたと 決して 肉體 上の 關係 はしなかった と 云 ふこと を 妻に 告げて、 n また、 赏際 がさう で 

しヒ から、 — かのお の 昨 权の央 鱧な 態. 耽 を 叱り付けました。 これと nl: 時に， 僕 も、 きの ふの け ふと 

』 よって は、 あなたに 而 じても * 今 1 3^, 奮. § して. EI 分 を 向上 させなければ ならぬ こと を 悟りました。 


あなた を 思って た爲 めに、 いつも. 西の方 ハ 川が 慕 はしく * 懐かしく あつたので すが、 世 叫 的な 眼に 

肥えて 御座る あなたに お 目に かかって 見る と、 —— 1 つに は、 多少の 滿足を 得た からで も ありまし よ 

うが、 —— 却って IS び ま；：： 小へ 早く 歸 りたくな hv ました。 滋賀縣 の やうな 田 舍にゐ て、 中 學の敎 師ゃ縣 

けんち < ！-ぅ 

廳 の通譯 11 僕 は、 旣に お話した 通り、 縣廳の 英語 通譯を 兼ねて ゐ ます I— などして ゐて も、 まだた 

ッた三 ヶ月し か 立ちません が.、 どうせ 末の 見込み は 立ちません。 

あなたのお 話の 問で 僕が 推察した ところでは、 あなたの よく 出入. OS して 知って る 家 は * —— そして 

立派な 生活の 標準と 思って 御 坐る の は、 —— 醫 者で なければ 實業 家ら しい。 僕 は、 然し、 そんなのと 

は 違った 別な 方面で、 今後、 一 曆 進んで、 あなたの 相談 相手、 あなたの 補助 者と なれる 地位 を 作って 

見せます。 

メ  へいき 

それにしても、 この 地に ゐる間 は、 また、 かま ひません から、 平氣で 遊びに 來て 下さい。 

けさ、 馬場 停車場で お別れした 時に お 約束した 通り、 今度の 土曜： n から 日曜に かけて、 また 大阪へ 

出て、 あなたの 病院へ 伺 ひます。 その 時までに は、 これ もお 話した 『英和 警察 會話』 の 原稿料が 取れ 

ますから * そのうちから あなたの 指輪 代と して、 御 約束 通り 貳拾圓 を 持って行きます。 

きう こんし や 

また、 御 不快に は 思 はれまし ようが、 io の 手紙に 書き込んだ 求婚者の 藥屋 のこと も考 へて いて 下 

さい。 
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ひぐ わん 

鬼に 為、 僕 はお 目に かかって からの 方が、 お 目に かからない 時よりも 一 脲痛 おに 世の中が 悲觀 され 

ます。 そして 悲觀が  一 1^ 痛切に 僕の 惰弱 をむ ち 打つ やうに なりました。 

たる 土曜日までに おうちの 人に ぉ會 ひで したら、 どうかよ ろしく 云って 置いて 下さい。 

先 は 以上まで。  信よ リ。 

II (大正 111 年 十二月) I 

第二 信 

(金に 添へ て) 

東京、 大正 四 年 二月 二十日。 

あなたの 大 至急の は 僕の ゐた 大阪の 新聞社から 本日 ま はって 来ました" ぉッ 母さんが 亡くな 

られ たと は、 必然の ことと は 云へ、 驚きました、 ね。 

御手 被で は^ 拾 圓鹂衝 して 吳れ とあります が、 只今ち ょッと 持ち合せが ありまし たから、 別紙の 如 

く郵 更か は. rr: て. I どうせ その 場の 間に は 合 ひません のです からか はせ にて、 It 五拾閱 だけ つ 


お t なれう 

てあげます。 如何 やうに ともお 使 ひ 下されば いいのです。 こちらの 名義 はお ッ 母さんへの 御 花 料に 致 

して 匿き ま^  すッと 以前に 僕 はお ッ 母さんが 御病氣 にで もな つたら、 僕が きッと 引き受け ますと 

口約した こと もあります から。 

. ^その 代. ws、 この 機 を 利用して、 少し あなたと あなたの 御 家族との 棚お ろし を させて 戴きます。 長い 

問 僕が 云 ひたく ッても • ぉッ 母さんの ゐる間 は、 遠慮して ゐ たこと で —— 且、 僕が 段々 あなたがたに. 

遠ざかつ たわけ も 分り ませう から —— 。 

あなたが たは ー體 にあ まり 金の ことより 外に 考 へが 無 さ 過ぎます。 そり ゃァ僕 だッて も， 贫乏 疲れ 

をした 經驗 がない こと はない。 が、 貧乏に こじれて しま ふこと は考へ ものです。 が、 ぉッ 母さん を P 

め、 あなたで も婶 さんでも、 あまりに 現金 過ぎます よ。 金の ことで でもなければ 人のと ころへ は來な 

いもの だと 云ふ投 でも 持って る やうに、 あなたが たは 去年 春 頃から 音信不通でした。 僕が お 〔€ へお 

く わんげ 一 

訪ね すれば、 そリゃ ァ歡迎 して くれなかった と は 云 ひません。 が、 何だか 片思 ひの やうな 氣 がいつ も 

僕に して ゐ たので、 去年の 暮に 大阪を 辭 して 上京す る 時に も、 僕 はお 知らせさへ しなかった わけです。 

はつ u ひ 

僕 は、 少く とも、 あなた だけに は —— 僕の 初戀 であった 爲 めに —— 親しみ を 持って ゐ たいの は 山々 で 

てて  C 

すが、 それさへ 出來 なくなって しま ひました。 只今で は、 あなたの 父な し兒の 徳太郞 さんだ けが ま 

だ 無邪氣 だから、 僕の 愛情 を 少しで もつな いで ゐ るので す  恰も 僕の でで も ある やうに。 
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15- の兒 でで も 11 と 申します と、 あなた は 却って 御 不快に 思 ふか も 知れません。 が、 僕に はそんな 

感じが もとから して ゐる のです。 

il しく 申します と、 あなたと 十 I 二 年ぶりで 廻. リ合 ひ、 一緒に 近 江の 石山へ 行った 時の 感じ を あなた 

こ 書き送って から、 もう、 またお ッ つけ 第二の ±1 三年ぶ りになります，^ 其 間に あなたがたと 合 ふ 折 

ほうしょく  ，  *  -  / 

は 一 一回 ありました。 其 第 一 回 は、 僕が 大津 の中學 校に 一 ケ年餘 "奉職して ゐ たの を^り 上け て 荷び 東 

京へ 歸 つて. -ら、 間もなく、  11 たしか 一 年 も 立たぬ うちに 1 また 僕が 關西 旅行に 出かけた 時で し 

た。 其 時 あなた は 通 ひ 看護婦と して、 京 町 堀 II でしたら う 11 の 或 人の 二階 を 借りて、 ぉッ 母さん 

並に 1^ がな 兄さんと 共に 住んで ねました。 姉さん はま だ 橋 立 附近の 病院に 勤めて ゐ るん 云 ふので、 會 

ヽ ませんで したが、 今一 人、 人口が ふえて ゐ ました。 それが ゃッと 這へ る やうに なった 德 ちゃんで せ 


う 


『お 玉 も. あなたに お 目に かかって から 燒け になり まして、 な』 と、 ぉッ 母さん は あなたの 留守に 伊 

せき 

に說 明し ました、 『男. かで けたの はええ けん ど、 九州の 人で、 子供が 生れん うちに 籍を 入れる かけ 合 ひ 

に歸る 途中で • 岡 山の 病院で 卿氣 衝心で 死にまして、 な。』 

『てて たし 兒！』 この 考 へだけ を以 つてで も、 僕 は 1 しほ あなたに 同情 を 加へ ない こと はな 力った の 

です。 無論， 僕の^ めにあな たが 堯けを 起した と はお ッ 母さん だけの §1 釋 でせ うが、 僕が 女房 を 持つ、 


てた のが 励 機に なって あなた も 男 を 持た うと 云ふ氣 になった のか も 知れない。 十一 一三 年 前に や ッと僕 

が あなたがたに 會 つてから、 半月 もた たぬ うちに * ぉッ 母さんと 兄さんと は 一 時國へ 引き上げ まし 

た、 ね。 あなたと 喧嘩 をした からと 云 ふので あり. ましたが、 察する ところ、 兄さんが 例の あなたに 對 

する 變な燒 き 餅から、 あなたの 思 ふ 人の 遊びに 來 るの を 邪魔す る やうな ことがあった のでせ う。 僕 は 

そんな ことと は 夢にも 知らす、 ぉッ 母さん や 兄さんの めんだ うが 無い の を 幸 ひ、 毎土曜日 若しくは 日 

曜に は、 き ッと缺 かさす- 大津 から わざく 大阪へ 出て、 江戶 掘の 逢 科 病院へ あなたに 敬 怠を拂 ひに 

行きました。 それが 何もで 二 ヶ月 か 三 ヶ月つ づきました。 おしま ひに は、 あなたが いやな 顔 をす る や 

うにな りました。 そして 病院の 取りつ ぎ や 下 g 戰が 僕に 聽 える やうに、 

『中 谷の 色男』 などと 云 ひ 合 ふやう になり ました" 僕 はそんな 嚼の爲 めにあな たが 僕の 來 るの を 腿が 

つたと 思って ましたが、 男 は^にあった のです、 ね。 これが 俊の 德 ちゃんに 對 する 1 つの 思 ひやいで 

それから、 僕 を また 久し振りの 容 として 11 京 町 堀の 二階で です * ね 11 徳 ちゃん を 兄さん に^け 

て 置いて >  あなたと ぉッ a: さんと が 下へ 行って、 僕の 3 仏？^ が 注文した 品物 を料现 などして ゐる うち 

に、 德 ちゃんが はしご 段の 上から 下まで ころげ 落ちました。 

二階が I 一間に なって ゐた 奥の 方で 僕は寢 ころんで ゐ たのです が、 その 音を聽 いて はね 起き、 

信よ リ 玉 江へ  】F-t 


泡 ^全集. * 第四卷  二 

『さ ァ、 すまない こと をした』 と 思って、 下り 口へ 騸け 付ける と、 そこに 兄さん はの ッ そり 横にな つ 

たから だを延 して、 下の 方 を のぞきながら、 

『どうしたの ぢゃ』 と 云って ゐ ました。 

『どうした も、 かう した も 11 』 下で ぉッ 母さん はわく くして ゐた。 

『  』 あなた は 何とも 云へ ない け な 額 をして、 U こんな 時にば かり、 ぉ氣の 毒な ことに 

は、 あなたの 5^、1の深 い 傷が 最も 役に立つ のです が、 —I 入つ てる子 I いて 段 を あがって 夾ま 

した。 

『ちょ ッと、 とろく とした だけ ぢ やのに 1 。』 

『がん 5：| て をれ る 人が』 と、 ぉッ 母さん は あなたの あとから あがって 来て、 心配 さう に 云 ひました a 

『大切た 子 をち ょッ との まだけ 預かって て、 とろ/ \ せんでも ええお やない 力？』 

『そり やそ やけん ど —— つい、 とろ/. \ と — 』 

『  』 あなた は 兄さんの 中し わけに は ip す、 ゃッと 泣き出した 兒をま 向けに き 上に 寢 

かせ、 獨り 言の やうに、 『若し 死んだら、 どない す るん や』 と 云 ひながら、 それ を 裸に して、 その 兩手 

を 別^に 引ッ 張って 見たり、 雨足 を延 して 見たり しました。 多分、 どこか 挫けて ゐ ないか どうか を 調 

ベて 見た のでせ う。 再び？^ i を 清せ てから.. 抱き上げて、 『おうく、 役に立たん 人が をる さかい、 な， 


ァ』 と ゆすりながら、 あなた は德 ちゃんに 牛乳の 乳く びを與 へました。 

ぉッ 母さん も 多少 安心した やうで したが、 兄さんに 對 して 長たら しい 愚痴と 押し問答との 末に、 兄 

さん をして あなたの 前に あたま を 下げし めました。 

その 間、 僕 は 何と 云って いいの か 分らない ので、 IS つて ゐ ました。 心で は、 然し、 あなたがたの そ 

れ ほど 大切に して ゐる中 谷の 新ら しい あと 取りが、 僕が たまに 舞 ひ 込んだ 爲 めに 若し かま だ 兄さんの 

やうな 不具者に なったら と！ K ふ 心配が さきに 立って、 物が 云へ なかった のです。 これが 僕の 德 ちゃん 

に對 する また 一 つの 思 ひ 出です。 てて 無し 子が 僕の 爲 めに 不具と なって、 その上 若し あなたが 宵て 切 

れ なくなった 時 は、 僕が しょ ひ 込む より 外に 道が なから うと。 これ は その 時の 僕の 厲實の 決心でした 

から、 若し 娱 して その 場合に でもな つたら、 1 言 も 苦情な しに 僕 は德ら やん を 引き受け たでせ う。 然 

し 又 これ は 僕が あなたに 同 情 を賣り 付ける やうた 弱い、 云ひ換 へれば 卑劣な、 考 へではなかった ので 

す。 その 證據に は I— これ もた だ その 時の 心理 狀 態であって、 外部に は窗 現しない ことで したが、 11 

5 ゆ そ 

僕に は 厄介な 親類 を 持った と 云 ふのと 同様な 呪咀 心が ありました。 因業な 家に は 因業な ことが 績 くも 

の だと 一 I 無論、 德 ちゃん も 不具に なった と 殆ど 想像 的に 斷定 して ゐ ましたから。 

あなた は 僕にまで 斯う 云 はれて くやし 泣き をし ます か？ いや、 I 度 尋常に 泣いて 御^なさい。 若 

し 僕の 滿足 する だけの 誠 寶を以 つて あなたが 泣ける 人なら、 僕 は、 今でも あまり 有 福な^ 分で は あ bs 
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ません が- あなたが あなた 自身で 11 若しくは 姉さんの 手紙で— 若しくはお ッ 母さん を 通して ！ 

時々 僕 はまで は を かけた 度 毎に でも、 僕 は 今度の 如き 五十 圆は 愚かな こと、 もッ とく 奮 發〕. 奔走 をし 

來てヒ であった でせ う。 が、 僕 は、 もラ， あなたがた を 人情の 點 から —— 酷 簿な云 ひ 分に 驚いて は 

いけません 11- 見^って ねました。 

僕 は あなたがたに 全くの 他人で あれば こそ 今まで 別に 衝突 もな く、 途切れ/ \ の 御 交際 をつ づけて 

夾- ましたが、 本 銃の 御 親戚と 云へば、 皆、 あなたがた を 初めから 見限って ゐ たのでした。 ぶしつけに 

し きゐ 

申せば、 貧乏 こじれが して、 あなたがたの 方から 思 はす 知らす 不義理 をしたり、 段々 敷居が せいくな つ 

たりした 點も ありませ うが、 子供の 時から 僕が おぼえて ゐる 記憶に よると、 どうも あなたがたの 態度 

こもよ く， 他" かった ことがあった やうに 思 はれます。 ぉッ 母さんが 人の こと をよ く 惡ロ云 ふ 癖 は、 あな 

たも 曾て 僕に 訴 へた 不平の 一 つでした が、 實は、 僕の SS 憶に よると >  あなたの お父さん も 國にゐ た 時 

から 同じ ことで ii から 排斥され たこと を、 僕 は 僕の 父から よく 云って 聽 かせられました。 これ は • 

** ん かん  や、 

但し、 舊 藩に 於け るかの 騷 動の 時に 敵昧 かたに 別れた 反感が 錢 つて ゐた爲 めで も ありませ ラカ i こ 

れが めて ♦  の あなたに 對 する 初 戀 並に 途中から また 燃え 返した 見す 戀の^ 情 を 知って るの は、 僕 

くわんだ. i 

の 姉 だけであって、 父に は (その後の ことで は どんな こと を 僕が しても 責めなかった ほど 寛大な 父で 

したが) その 死ぬ まで • あなたの こと は 塵ッぱ しも 語る 折がなかった のです。 


それに、 僕が 國を 川る 時の いとま 乞 ひに、 俊の 叔父のと ころへ 行く と • —— 今でも あり/ \ とお ぼ 

えてます が II 第一 に忠齿 した こと は、 東京は生 .し馬の眼：土をも拔くと1|^ふぉそろ しぃとこ ろだか 

ら、 スリに スラれ ないように しろ！ 第二に、 お前 はよ く 中 谷の 娘のと こへ 行く さう だが-今-ば^ を 

出る の をし ほに、 以後 交際 はやめろ I "あいつ 等のお やお は 士族の かすで、 去年， 稱 主の 歡迎^ ヒゃ 

つた 時に も 西洋 料理の パ ンが 珍ら しかった と兑 え. 右 隣り の 客の を 知らないと 思って お 手で おおづかみ 

どろぼう 

にして 泥棒した が、 生 情、 御 本人の 右の 眼 は不： M からつ ぶれて ゐ るの だと。 

-? - ため 

あなたのお 父さんの 片眼な の は、 あなたが 後に 病 ひから 受けた 片顿の 傷と 同様、 止む を 得ない こと 

です。 また、 お 父. X んが 藩主 歡迎の 席で 泥棒 をした と は 俄かに 信じられぬ ことで したし、 また さう で 

あつたと しても、 それ はま だ 無 邪. 叙であった あなたの 罪に はなり ませんで した。 が、 俊 は 何だか、 所 

う 急に あなたに 對 する 十 年の 戀も 11 と は 人の よく 云 ふ 形容です が、 實 は， 僕の 十 一歳から 十二； 歳 ま 

で；^ かに 戀ひ 慕って ゐて、 十四 歳から 直接に 往き来して 親しむ やうに なった 無邪氣 だが、 その 畔 代と 

き 4^ うねつ 

して は 狂 i ぽな戀 も —— 一朝に して さめて しま ひました" かの 第 I 信 11 と. m. しても、 あなたに 初戀 

語り をす るの はこれ が 第二 回で、 さきの は 十二 三年 前の 長い 手紙です 11 に は、 あなたと 设 初の 信 

不通に なった の は 僕で 隱遁 癖に 落ちた からと 斷 つてあります。 無論、 それが 大 ーぬ囚 でした が、 實 は- 

今 1 つ、 この 叔父の 言 #11? 聽 いて、 叔父に も あなたに も兩 方に 與 ざめ たと 云ふ现 山が あつたの です" 
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然し 僕に はそんな 不興 は、 Mif 共に、 段 々無くなって 行った のです が— 

どうして、 まァ、 あなたの 家に は 謹な ことが 績 くので せう？ それが また 外部 的にば 力り でな 

く、 內面 的に も 現 はれて ゐ ます。 あなた I が 初めて 大津の に案內 した 時、 あなた は 霧の ぁッ 

ミ いぼ I びつ の 眞ン中 意ぐ つてよ そって 行った さう です。 僕の 先妻 は その 時、 あとで、 I 

無作法 1 ラ美 つて ゐ ました。 俊 は 大して 氣 にも かけて ゐ ませんで したが、 大 f 引き あゆて S 

へ歸 つた 寺、 ハ乂の 話に よると、 I、  I たのお ッ 母さんが 僕の 大 S 住 中に 上京して、 a 

ねられた 時に もき たと 同じ こきな すった i ？。 僕の 先妻と 父と は 意見が 相 一致して、 あなた 

がた のさ もし い 心根 をぎ i しました が、 僕 は 辯 解の 首 葉がなかった のです。 

『人が 馳定 をして やる のに 11 乞食根性に 限って、 そんな さもしい こと をし ゃァ がる もの だ-それに、 

金がないから、 旅費 を 貸して くれろ ッて I 』 

I- さう でしよう — 』 

『aT.- 車賃 だけして やった が  』 

『そ Q 歸 りに』 と- i は 待ち かねる やうに して 父に 云った 、『あたし 達の 方へ も 来て、 矢ッ 張り， あ 

金 を 貸せいで したよ。』  しぞく  - 、 

斯うぶ しっけに 申せば. 如何に あなた だッて も、 少し は考 へる でず。 昔の 士族が 貧乏した 力ら ッ 


て も- さう ゆとりが 無くなる ものと は 限りません よ。 あなたが たはす ベて さう した ことで、 C ぃ親頓 

から 11 近頃、 あなたの 田 口の 叔母さんと 從 兄妹と が 時々 やって 來 ますが、 その 人々 からで も 11 遠 

ざ けられて ゐ るので す。 

あなたの 肺さんでも さう で 一. 僕が、 あの 頃、 天の 橋 立へ 行った 時、 二三 里 さきの 病院へ Is- 信 を 打 

•  もんじゅ だう 

つて 呼 ひ 寄せ、 文殊 堂の そばの 宿屋の 二階で、 二つ 床 を 並べて 一夜 を 話り 明し まして、 ね、 實は、 あ 

なた に 石山の 歸 りで 對 したやう に は大膽 にでなかったです が、 折. を 見て、 

『どうです —— 手 を 握り 合 ひませ うか』 と 僕 は 云 ひました。 

「さァ _ J 肺さん は 斯う 叔母さん らしい 口調で 輕く考 へ 込み ましたが、 それ ッ 切りで 直ぐ また 昔の 

物語りに 移りました。 

それでも、 その 翌朝 早く 車 を 列ね て 途中まで； 緒に 行き、 僕 は但馬 道の 方へ 別れた 時には、 少しも 

憩い 感じ を 僕 は 持ちませんでした。 が、 その後 • 大阪で 度々 逢って 話して 見る と、 あなたより は责壬 

のんき 

が輕 いだけ 吞氣 なと ころ はあり ますが、 矢ッ 張り、 あなたがた 共通の 趣味 11 と 云へば、 悪い 跑 味の 

はくじ やう 

貧乏 ひねくれと 薄情と です —— が 見えます。 

兄さんと 來 ちゃ ァ、 また —— 

ちょ ッと 待って 下さいよ、 話の 順序が あまり 勝手 氣 ままに 延びて しまった やうです。 初めの 方で 僕 
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は 『第二の 十二 三年ぶ り』 と 云 ふ 籠 を附 けて 響ました が、 その 問に 於け る 籠 回の 直 露の こ 

とま、 もり 1 くに 云って しまった のでした、 ね。 これから、 第二 回の ことに 移らねば なりません. そ 

れは 僕が 一昨々 ハキ から 新 i 者と して 大阪 へ, 低して ゐた 問の ことです。 あなた は、 tf でず 

が、 松 町で 産婆の 看板 を 出して ゐ ました。 

價 のこの 赴任 巾に fl ね もし、 またい ろん I 無心 I ひもし、 — これ はどう S が i に 

應 じる だけの 資力 も 無かった わけで、 甚だ 不本意で したが、 11 つく，， .\ あなたがた を—— ち 

やん を 別と して —— いやにな つてし まひました。 然し 德 ちゃんが 無事に 育って たの だけ は 僕の 最も 安 

心した きろです。 この S に 於て 初めて あなたがた をお I した 時 は、 僕 I は あの 子の ことに 成る 

ベく 觸れ ないやう にして ゐ ました。 と 云 ふの は、 

『あの 子 も. f たまが n おまして、 a あなたな りお ッ 母さんな りに 聽 かせられ でもした 

ら、 僕のお づく象 g して ゐた 心が その 場で 直ぐに も すすり泣 きをし 初めた か 知れなかった のです 

そして" t&K 郞も おかげさまで』 と、 ぉッ 母さんが .1 時々 ぶしつけ にいみ や を 云 ふ 人が 17j 一^り 出 

した 時には、 僕 は 心の 耳 をふさぎたかった。 が、 僕の 豫 期と は 幸 ひに も反對 でした、 『擧 校の 成績が よ 

うて、 な ァ。』 

『さう です か』 と、 僕 は 膝が 飛び あがりました。 そして 多年の 氣 がか が 一 時に すッ かり 直り ま I 


た。 

そのうち、 あの 子が 外から 歸 つて 來 たのでした。 — 如何にもい たづら ッ兒の やうす をして。 

『お客さんの 前で 立って ると は 何です か？』 斯う あなたに 云 はれて、 あなたの そばに どたりと 坐 わつ 

て、 ぉ辭儀 をして から、 直ぐ あなたに すがって、 

r 贰錢 おくれ、 めんこ 買うた るん や』 と 云った。 

r また 負けて 來 たんだ ッ しゃろ 11 これが 東京の 叔父さん だッ せ。』 

r さう か？』 あの 子 は あなたと 一 緒に 僕の 顏を兒 ました。 

がその 時 めんこ 代 を 出して やりましたら、 直ぐ また 飛び出して 行きました。 

『やんちゃであります』 と、 その あと を 見送りながら、 ぉッ 母さんが 云 ふと、 あなた はまた 母親ら し 

ぃ聲 で、 微笑しながら、 

r 擧 科の 方 は 優等 やさ かい、 品行 さへ 直せば 級長に してやる 云 はれても、 僕 は 級長なん か 入らん — 

w き だいしゃ 5 

餓鬼 大將 がえ ぇッ て！』 

『それ もい いでせ う』 と、 僕 は 答へ ました。 そして それから 月に 一度 や 二度 はき ッと お尋ね 致して ゐ 

ましたが、 僕に は、 昔からの 關係 上、 何だか、 たださう しなければ ならぬ やうな 氣 がした からで あつ 

て、 實は、 段々 とそれ が 苦痛に なって 来ました。 姉さん はいつ も あなたのと は 別な 病院の ゐ附き 看護 

信よ リ 玉 江へ  二 W 五  t 


泡 鳴- <is 第四卷  一四 六 

嫦 でした から 滅多にお 目に かかり ませ ルで したが、 つまり * おもに あなたと ぉッ 母さんとの 惡ぃ 本性 

^ II 如何に!！ 紙な 僕に でも —— 十分に 見えて 來 たのです。 その上、 兄さんと 來 ちゃ ァ、 年と 共に 例 

の 燒 き 餅 心が 進んで ゐて、 あなたに 男が —— 僕で さへ —— 近づく の を やきもき する 様子が 見えました 

その 癖、 面と 向 へ ば 猫の やうに おとなしくな つてた ぢゃァ ありま せんか？ 

今でも 忘れません。 11 矢ッ 張り、 何でも そんな ことで 誰かの ことに 就いて 兄さんが あなた を 二階 

たけ くる  • ) 

に 呼び付け、 猛り 狂って たので せう。 

『たんと お怒鳴り やす！ 近處 では また かと 笑ろ てま ッさ』 と 云 ひながら、 あなたが 二階から はしご 

段 を 下りて 來た ところへ、 僕が ぶっか リ ました。 

『近處 がなん や？ 笑 ふ もの は 笑 はせ とけば ええ！ 今， の 奴ら は どいつ もこい つも 禮儀を 知らん！ 

男と 女と 一緒に 道 を 歩いたり、 女のと ころへ やって来たり 1 -』 

『あれ だッ さかい、 な』 と 云って、 あなた は 僕を迎 へました。 

そと 格子から 一直線に 裏へ 通る うち 土^の ひらき 格子の 中から、 ぉッ 母さん も 僕 を 認めて、 たす き 

をはづ して、 上の 方から 出て 來 ました。 

r 相談が ある ッ て， 女と 相談して なんになる？ 中 谷の 主人 はおれ だ！ おれ は斷然 あんな 奴の 出入 

り を 禁止す る！ 』 


、 つ 鋭さん だッ せ』 と * あなた は 上 を 向いて お ほきな 聲を 出した 時 は、 僕 はさきへ 奧の 座敷へ 道 入って 

ました。 

『信さん だッ て、 誰だッ て、 かま ふもん か？ 女 は 女らしく せい！ 兄 を 馬鹿にして 11 近 處に聽 え 

て も、 お， の 恥で はない？』 こんな こと をな ほ 十分ば かり も 二階のお ほ聲 がつ づけて ゐ ましたが、 僕 

うらに は 

は あなたがたに 挨拶 をしたり、 狭い 裏庭の 便所の そばに 短い 竹 二三 本の — これ もせせ こまし く いぢ 

けた —— 朝顔の 小さい 花が 午後に なっても なほ t; いてる のを兒 たりして ゐ たので、 あとの 方の 聲は聲 

ばかり 聽 えて、 何 を 云った のか おぼえませんでした。 

くわつ fc. 

そのうち、 聲が やみ、 兄さんが どかく と 下りて 來 ましたので、 どんな 活劇が 初 まる かと 思ったら、 

なァ に、 —— おとなしく にこ， （-と 僕に 挨拶して、 今までの こと はけろ りと 忘れた やうな 樣子 でし 

た。 

確か、 その 翌日つ でした 11 あなたが 僕 を 新聞社へ 尋ねて 來て、 兄さん を氣 ちが ひ 病院へ 入れる 打ち 

合せ をした の は。 

け. S  くわく 

以前に も 一 度 さう しょうとして 兄さん を 車に 乘 せて つれて 行った が、 感づかれて その 計 割 は 病院の 

門の 乎 前で 失敗した ことがあ るので、 人力車に 乘 るの を さへ 兄さん は その後 は 承知 しないと、 あなた 

は 語りました。 車 どころ か * 便利な 電車 を さへ いやがって、 どこまでもて くく 歩いて 行く 人なん で 
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す もの！ 

然し 割合に 僕 を 信じて ゐ るの だから、 兄さん を その 好きな 古物 掘り出しに 行く と 云って つれ 出し、 

郊外の 或 slli んへ つれ 込む ことにして、 あなたが 先づ さきへ 出發 しました。 僕 等 は あとから 車で 行 

まう れつ 

きました が、 この 時 も、 兄さん は 門內に 引き込まれ るが 早い か、 車の 上に っッ 立ち あが や、 猛 な 勢 

ひで 飛び下りて、 門外へ 述げ 出しました。 僕が 直ぐ あとから 下りて、 引きと めました が、 力負けが し 

ほうりよ く 

て どうしても、 門內に 入れる ことが 出來 ませんで した。 少しで も 門 を 出て ゐれ ば、 もう、 暴力 は 警察 

に 問 はれます から、 僕 も 致し かたが 無かった。 そして 玄關 まで 來れ ばい ゃ應 なしに ふん じばらう と • 

乎ぐ すね 引いて 待って ゐた あなたと 醫員 等と を 失望 させました。 今回の 御 不幸 もお ッ 母さんで なく • 

兄さんで あったら、 極 順序が よく ッて、 誰か また 二度目の こんな 失敗； 乞し ないでも よかった のです 

力 — 

『おれ は 病院へ 入れられる やうな 氣 ちが ひやない！ 惡 いこと もせん！』 何でも こんな こと を 兄さん 

は その 時 叫んで ゐ ました。 兎に角、 それ 以來僕 は 兄さんに 全く 信用が なくな hv^ したが、 それでも 面 

く わんげ S- 

と 向って 見れば、 あの人 もに こくして ゐ ました。 1 體、 あなたが たは 僕 をい つも 歡迎 して くれ まし 

たが、 行けば 必らす 御 馳定の 費用 を 出す 爲 めだけ のこと ではない か 知らん とまで、 僕に は 思 はれ 出し 

はくじ ャラ 

たのです。 決して 恩に きせて 云 ふので はありません が、 あなたがたの 貧乏 こじれが した 薄情 を 思 ひ 合 


せる やうに なった からでした。  . 

曾て 僕が、 あなたに めぐり 合った 喜びと あまり 夢中に なった 失禮 のお 詫びとの 爲 めに、 あなたに 指 

輪 代 貳拾圓 を 送った 時 も、 一 ： その 時 はま だ 僕 も 割合にう ぶであった のです が. —— あなた は 受け取 

つた 知らせの ハガキ しかよ こしませんでした。 僕と して は、 あなたから もッと 感情の 籠った 手紙 を.， 乂 

ける 意であった —— ゃッ とめぐり 合 ふこと は出來 たが、 信さん に は 奥さんが できて ゐ るの だから、 私 

も 心 置きな く 結婚の 相手 を 見つける かも 知れない とか —— なほこれ から も 私 は 獨 身で ゐる覺 悟 だか 

兄弟と して 相談 相手に なって くれろ とか —— 少く とも、 それに 似た ことがあるべき だと 僕 は豫柳 

して ゐ たのです。 が、 それから 五日 間 程も恃 つて ゐて も、 何の 便 もない ので、 僕 はお ッ 母さんに 訴へ 

ました。 あなた を 嬉し さと 懷か しさとの 餘. ON、 車の 上で 抱き締め たと 云 ふこと を白狀 して、 それでも 

そんな ことの 爲 めにあな たが 怒って 了つ てるのなら、 僕の 冷めて からの 親切 をも餘 りに 馬鹿にして 

る譯 ではない かと。 

r あの 子 は 筆ぶ しゃう で 御座います 故に』 と、 ぉッ 母さんから は 詫びの 乎 g が來 ました。 無論 • あな 

たがた の漦 ぶし やうな の は • その後 も、 僕 はお ほ 目に 見て 來 ました。 が、 今日で は、 もう， 僕 も 感情 

ま t 

を、 rs そに も 成るべく 綺麗に 取り扱って 置かう とする やうな 氣分を 失った 年齢に 達して ゐ ますし、 從っ 

て、 あなたから 若い 戀 人の 情を耍 求しょう と IK ふ 野心な ども 持って ゐ ません。 が、 あなたがたから 僕 

信よ リ 1H 扛へ  一 四 九 


泡 鳴 仝 集 第 Is  ーョ C 

が 以上 述べ 來 たった やうな ピ 受けた こと は、 ぉッ 母さんの 死と 共に はま-だ 憬 消しに なリ ませ 

ん。 

今後の こと を 想像す ると、 あなた は 兄さんとの 下らない 喧嘩の 度數 がふえ るば かりで なく それ 力 

また 一 麼 激烈になる でせ う。 ぉッ 母さん は 無し、 籍 だけが あ る 姉さん は いつも 外の 人で あつ て 見れ 

ば、 教と云 ふ 仲裁者 もない のです もの。 そして その 喧啼は 察する ところ、 段々 —- 兄さんの 心 持 

から 云へば、 —1 兄笫 喧嘩よりも、 寧ろ 夫婦喧嘩と 同樣 になって 行きます よ。 厄介な 人が あとに 殘っ 

たもの だと 思 はれます が、 1^ だと 云へば 云へ るめ なた のこと ですから、 俊な どが 入らない 口を出さ 

ないでも、 何とか 切. 9 拔 けて 行く でせ う。 

然し あなた 御自身 だ ッて， そんな M がが 皆 取り 拂 はれた あかつき にも、 從來 のま まの 心がけで は， 

とても、 僕の 望む やうな 情愛の 厚い 人に はなれますまい。 無論、 なれないでも、. あなた は あなたと し 

てこれ まで もやって 來 たのです から、 これから も それで 通せる こと は 通せる でせ う。 が、 女が 長く 獨 

身で ゐた爲 に ヒス テリに なった と 云 ふやうな — まだ 少し は 奥ゆかしい ところが ある 1 ことと は 違 

ヒ 心の さもし さは 身體 の" を以 つて 補 ひの 附 くもので はない。 まだ 僕に 殘 つてる 老婆心から 云へ 

ば、 あなたのお 家の 遺傳 若しくは 惡 風と 思へ る こと は、 せめて、 まだ 無邪氣 だら うと 思ふ德 ちゃんに 

は：^ へたくない ものです。 


舉 校なら、 もう、 今年から 中擧 でせ う。 それとも、 丁稚に でもお やりになります か？ 

思 ひ 起す と、 僕が あなたと 德 ちゃんと を つれて、 僕の櫻井新巿街地の家から^1*面の動物圓へ行った 

時の ことです 11 僕の 後妻 は 僕が あまり 年う へな の をい つも 不平が つて ゐ るので すが、 僕と 同年の あ 

なた と I 緒に 僕が 德 ちゃん を つれて 僕の 門前 を 出る の を 兒送 つてた ので、 あとに なって、 

『よく 似合って ましたよ』 と!^ かし、 ました。 無論、 これ はた だの 冷 かしで、 先妻の 時の やうな 烧き餅 

など は 少しも 入って なかった のです。 僕 は、 】 時の やうな 放蕩 を やめて、 今の 赛を M つてから は、 ど 

んな 場合に でも 他の 女と は關 係し なくなつ たこと を、 かの 女 は 信じて ゐ ますから。 また、 僕の 1:^ 際が 

さう ですから。 然し こんな こと を 云 ふので はなかった 11 德 ちゃんの こと を 最後に 思 ひ 起したい ので 

す。 

動物園 は 山に 設けて あるので、 その II 頂の 觀 享 など は 僕の 家から も晃 えました。 そこへの ぼって 

、 のう  ざう し リ、 

行く 途中に、 11 無論 * 箕 面に 行って からの ことです が 11 二 頭の 象に 對 する 象舍 があります。 その 

前に 立って、 あの 子 は 象に 煎餅 を やりながら * 何度も 象に おじぎ を させて ゐ ました その そば を、 一人 

の 旦那に つれられて、 一人の 可愛い 舞 ひ 子が 下りて 行きました。 あなた も 思 ひ 出す でせ うが. 德 ちゃ 

んは その 方に 目 を 向けて、 それが また 別な 勾配 を 下りて 行く の を 見送りながら、 あなたに 云 ひまし 

た。 
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『あの 子 を つれていて、 うちの をな ごに おし、 よその をな ご は 皆き たない。』 

『それ も 好が、 ね、 德 ちゃん、 お前が 大く なれば， 綺置 でも あり、 叉 人情 も 深い 細^ を 貰 ふんだ、， 

ね。』 

『さう してたん とお 金 を 持って 來る 11 』 と、 あなた は 笑って 附け 加へ ました。 

あなた は 僕の あなたがたに 對 する 當 てこす お を 感じなかった のです。 これ は必ら すし も 東京 人と 大 

じふく bo 

阪の 習慣に 染んだ 人と の 間の 相違ば かりで はぁリ ません よ。 

あお 

僕 は 金 を 欲しい 人に は、 ありさへ すれば、 與 へたい のです。 が、 金 を 欲しい 時にば かりやって 來て、 

金 を 貰った 時にば かり 人の 親切 を 感じる だけの ー— 云って 見れば、 まァ、 鈍い、 然ら ざれば、 坐活に 

ろね  ，  ， 

ばかり 勞 れ^て たやうな！ 心根 を、 あなたがたの 家風ら しく、 まだち ッ とも 世 il にも まれた 影 もな 

い 無 邪氣な 子供に は、 傳 へさせた くぁリ ません。 然し、 それ も、 もう、 生れながら にして あなたの 血. 

と共に 旣に傳 はって る ものと すれば、 僕 は 今から あの 子 を も 11 今まで は、 あなたがたのう ちからた 

だ I 人、 眞 人間と して 出る かと 賴 母し く 思って たのです が、 その あの 子 を も —— 2^ 限ります。 

, なが 年 1K はう として 云はなかった 霄 葉です から、 感情が 激して、 多少 はお ほ 装裟に 見え ませう が、 

この 手紙 を讀ん であな たが 泣かな いまでも" むきになって 怒る の は 承知の 上です。 が、 これが 爲 めに， 

少し は MS ると ころもあって、 德 ちゃんだ け はよ く宥 てて お行きなさい。 


あなた Q ぉ考へ 次第で、 是が あなたとの 最後の 文通になる かも 知れません が、 夫 も 僕 は，！^ 知の 上で. 

す。 

鬼に 角、 兄さん 丄ぉッ 母さんとの 死に 順序が、 僕 等の 望み通りに 行かなかった の は、 お 1 み 致し 

ま づ 
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► 或 日、 I— 

おれ は 植物園の かたわらの 坂の 上に 立って ゐた。 盲啞學 校の 庭の 櫻の 蕾が 大分 ふくらんだ やうに 見 

えて、 あたたかい 春の 日 だ。 そら は うらら かに 晴れ渡って、 碧い 弓な りの 1K 井が 向 ふへ 垂れ下がった 

のに 接して、 小 日向の 高 裏が ぼうっと 霞んで ゐる。 前の 谷 あ ひに は久堅 町の 不揃 ひな 家並みが 據 らし. 

く 立て込んで • その 灰色の いら かの 上に も 春の 日 は萬遍 なく 愛嬌 を こぼして 見せて ゐる。 

おれ は 成るべく 植物園の 土手の 方に 寄って 立って ゐる つもりで あつたが、 出し 拔 けに、  - 

「はい ッ！』 怒鳴られた のでび ッ くりした。 ふり 向く と、 ごむ 輪の 車の 深く ほろ をお ろした 扠が烕 勢 

よく 走って 行く。 

『馬鹿！ 氣を 付けろ！』 おれ は あ にだが 斯う 怒鳴り 返した。 腹の どん底まで も ふらふらと 目 舞 ひ- 

がし  たかと  思った  のを堪  へて、  暫 らく 車が 坂 を 下りて 行く 後ろ 影 を瞰み 付けた。 が、 われながら 苦 

くうふく 

しないで は ゐられ なかった。 『詰らない』 と 思 ふとたん、 忘れて ゐた签 腹が 俄かに また 感じられて 1^ 


i パ M ら飯を 喰 はない と 云 ふ事實 が 11 これが おれの 一 番 いやな 事 蜜 だが — 機 會に乘 じて また 

おれ を 脅迫した の だ。 おれ はこれ を 高利 貸の 來訪を 防ぐ やうに、 寄せ付けぬ 方法と して、 朝の 十き、 

十 一 時 頃まで 寢てゐ る。 時に よると、 ！ 曰 寢てゐ る こと も ある。 それ だから、 晚 はいつ も臬の やうに 

起きて ゐる。 で、 宵の 中 は 市立^ IfGte へ 出かけて 行く。 (尤も、 うちで ともす 石油がない 時が 多い のさ 

から。) 歸 つて 來 ると、 丁度 十 時 頃になる ので、 お 寺の 門の くぐり をこッ そり 明けて 這 入る と、 足お と 

のせぬ やうに 石段 を 下りて、 本 I 狹ぃ橫 みちを そッと 裏の 量 敷へ あがる の だ。 そして 眞ッ 暗やみ 

のま 导、 敷き ッ 放しの 褥 にもぐ り 込んで しまう。 (おれ は庫裡 から 自分のへ 部 ャ屋へ 行く こと は 知って を 

らぬ でもない が、 ^ 代が 三 ヶ月 分 もと どこ ほって るの を俏 促されな いので、 却って I しほ 寺の 人と 顔が 

合 はせ 難い。) 火の 氣 はなし、 簿圑 はう す ッぺら だ。 おれが 大抵 それから^られ な いのは、 一つに は、 

t れが 原因で もち 二，， つ 

そして さえに さえて 行く 神經 と共に • おれ は 猫の 眼の やうに くるく と 闇の 中 を まわって るが、 そ 

んな 時に 限って、 不斷 は氣の 付かぬ 物お と I えて、 またく おれの 邪魔 をす る？ ある。 阿 彌陀如 

來の 像に M が 小便 をし ッ.^ ける 音 —ぎした 拍子 か、 どの あた？^ の 小 5 位 g が 倒れ た音|§ 

に 忍び込む 穴氣の 顔え る 音 1. がァん と、 幽かに、 これ も 鼠 公が 大きな の 底に 落ち込んで、 それ か 

膿け 者の 日 Si ょリ  ：」： 
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ら驅け あがらう として ゐる音 11  をし やう 、 fe, 、 

r 亡者の さきぶれ、』 これ はおれに 於て は 未 零 て聽 いた ことがない， が、 うちの 和尙 など は 時々 

それ 11 けて、 参、 あす は佛 さんが ひとり 來る fc^ して 篛ひ をした.. • けさの 音が 大き か 

つたから、 きッ と、 け ふ 朝のう ちに 一と 賣 やれる と 待ち かまへ たりす る。 それが また、 たまに は * 

當る Q だから を かしい。  . 

おれに まそんな i¥ ない の だ。 どうせ 響し いのなら、 同じ 神 g さえで いい 夢で も 思 ひ 浮べる 

方が まし だきって、 おれ はいつ も そんな 時には か Q 1 少女の こと を 浮べる：：： るみ を 持った 大きな 

^. 笑 ふと 可愛らしい f ぼ を m す頰、 お下げに ク 11" ま、 派手 振り袖に すッ きり 

した 姿 I 自分の 胸 さき を兩 袖で 押へ て、 ちょこく と 歩いて 來る。 

『常 子さん、 隨分だ わ、 ね、 alpB と、 おれ はわ ざと 丁寧に あたま を、 今回 は 腰 

まで 折って、 下げて 見た。 

『， こ、 ノて、 1 . は さんてば また あんなお 辭儀 をな さるんで す もの。』 

『馬 甲.』 おれ はまた 斯う 叫んだ が、 今度 はわれと わが 心に 云った のであった。 こんな あぶない 坂に 

立って まで、 i を かかへ ながら も、 本年 十四で llf の 二 年になる 娘 ツ子の こと を考 へて ゐた。 

おれ？、 ぼい つも 顔え てゐ るの だ。 おれの 心 はいつ でも • その 場の いざな ひに より、 ありの 儘の 自 


然^ 1 して 行く 用意が 出 來てゐ るの だ J  |氣な1  M 爛漫な、 i. 春の 輩の 一 紫に^ 

の 滴りに も • おれの 心 は 顫え、 おれの 心 は 腹の どん底まで も 舅く。 

『吾等 は 彼の 露の 滴りの 落ち かかる によりて する 所の 薔薇の 蕾と 何等 相似た る も のぞ • 實 にや 吾 

等の 人生 を 愛する は 吾等 Q 人生に g れ たるに あ 参して 、寧ろ 吾 f 愛する こと §れ たるが 故 也。 

愛に は 常に 何 かの あり、 され ど亂 心の中に も 亦 常に 何 かの 理性 あり I』 と、 一一 イチ H は 新ぅ 云 

つたで はない か？ 

亂 心に 就け ば戀？| おれ は 時々 或 敎會に 行って、 |、の爲 めに お 伽ば なし をして やる ことがある 

力 そんな 時に も、 少女の— どんな 少女ので も— ir ッ轰 詰めて ゐ よう ものなら、 

の 中に 何とも 云 ひ 知れぬ 淚が I ばいに 溜って 來る。 おれ はま だ 何 か I 骞の物 I て 生きたい の，， 

らう。 

然し •  に 就けば 死 だ— おれ は 働きた く は 無い。 否、 自分の 氣の 向かない 事に こき使 まれて、 

おれの この r 由 If 疲れさせたくない。 おれに はどッ ちと も 分らぬ。 或 哲人が 云った f 死んだ 

方が まし か？ それとも、 或 時人が 歌った ず、 『神聖な 遊惰』 に於て生き なが，，^|ん§に這入ってゐる 

方が いいの か？ 

鬼に 角、 おれ は 午前の 十 時 頃から f 出て、 何の あてもなくき まで 來てゐ たの だが、 おれ は議 
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に I の秦 裏け てゐ た。 おれ はどうに かして それ を 癒すべき 方 I 講じな くち やならなかった。 

おれ はラ ス コル S フの やうな 心 を1 いて 坂 を 下り、 交番の 前 を 右に 曲った • 

ザ r 風、 I, 風、 曇 I かう S 風に まて 來た. S はけ ふ も f がた から 雨に なって しま 

つた。 おれ は i の 中に もぐ-込んで 外の 雨垂れの びし やくす る犟 調な 霞 I いた 時には、 もう、 

ゥく. 泣きた くな つてし まった。 

豪に なったら ば 1 暧く なったら ば. I と、 管の やうに そら を見 上げて、 f  ,1 田いて ね た割^ 

もす ッ かり はづれ てし まった。 おまけに 奢に いぢけ たおれの 心 は 何と はなしに 滅入り 込んで しまつ 

て、 嗜ぃ、 陰氣な • 情けない、 詫びし いことば かに 考へ てる。 

おれ ま 襟 もと か I 入る 冷たい 風 を氣 にしながら、 ぎと, が 短い ので 冷たくな つた 足 を ちぢめ r 力 

a それでも、 雨垂れの 音 を聽 くと、 そして 外氣 のじめ くと して， ゐる 

と， そして ff 米も炭 も. それにが ま 口に 一文 もない の を考 へる と、 £ し oir て U に 

なれなかった。 おれ はこの 籠んで しま ひたかった。 おれ はこの まま おれの 靈の ぬく もって？. に 

消えて しま ひたかった。 ー. おれの 頰に は、 S か 冷たい I こぼれて ゐた。 


おれ はや 力て ドン を聽 いた。 そこら あたりの 諸 工場から ー齊に 起る ボ I を聽 いた" ドン ゃボ ー がお 

れに 人生の 多 li と 奮闘と を敎 へようと したの は- もう， 昔の こと だ。 それでもお t は 何 か A*t+ こま 

ゐられ なかった。 

おれ は 与ん に 思 ひ 切り を 付けて、 蒲 圑の屮 のぬ くもりに なほ 未練 はあった が、 "ン、 タ，、 In スリ 

1 で 突然 はね 起きた。 そして 冷たい 衣 物に 着かへ て、 面倒 だから 顔 も 洗 はないで 出る 支度 をした。 - 

度と 云 ふの は、 机の 上に 新鰂 譯小說 『遊蕩 兒』 と雜誌 二三 冊と (いづれ も 友人から 借りて 來 たのき ノ 

を 風呂敷に 包んだ。 そして 门ル駄 はこの 間 前齒が 折れた ままな ので、 ちび た 日より 下駄に ハンケ チの i1 

はじ を 裂いて はな を をす げた。 そして 雨の びしょく 降って る 中 も • 傘 もささないで、 外に 出，. こ a 

それでも、 歸 りに は、 風呂敷の 中に、 少しば かりの ふかし 薯 といい 色の 1： が も i とが 這 入って た • 

► 或 曰、 I— 

冷たい 春の 雨が しと/ \ と 降って ゐる。 横町の 煎 餅屋の 角に は 立ん 坊と 車夫と 夕刊. 资 りの 子供と が 

しょんぼり 立って ゐた。 三人 は 同じ やうな 憐れな 眼 付き をして 往來を ながめて ゐた。 然し、 夕刊 资り 

の 子供 は 骨が折れても 蝙蝠傘 を さして ゐる。 車夫 は 所々 破れて ゐても 雨合^ ふま ^ ち 船！^ と を かぶって る 

力 立ん 坊に 於て は、 きたならしい. シャツの 上に ぼろぼろの 腹掛け を 着て、 股：^-きと1ぉへば膝までし 
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かないの をよ いて、 勢の 奥の やうに そそけ た 頭 髮には 雨 をよ ける 何もの も 無 かつ ォ 

變 I み をして、 時々 風の S で 吹きつける 雨 I ぃ廂に 避けながら、 顫えて ゐた。 そして 靑黑 

きのき、 くぼんで f のない ガラスの やう I は、 じ ッと坂 下の 方 を 見詰めて ねた。 

そ Isf 自輩、 ごむ 輪の 車、 wi、  sir 讓 等が 通った。 淸 方の 繪 t る やうな 女 力 

，塗り下駄に 合， 着て、 すッ f した 腰付き を.^ せて、 薦の 目の 伞を 心持ち かしげて 通った。 

電： tis え I を とどろかし S つた。 が、 爾けは 動かなかった。 夕刊 喪り は 求めに 應 じて ー錢ニ 

錢 とため 込んで 行く が、 -! 囊は 且那を 呼んで ゐ るが. li ん坊 は、 そのから だが？ - 

で 顔え てこ そ をれ、 その 目 は ひも じさ あへ る やうに くるく 轉 じて こそ をれ、 少しも その ff 

な， A つた。 

の やうに おれの n を も 心 を も 引き付けた。 が、 どうす る こと も 出 _t かった. I おれ も〕 鷂 

の is„ お こ 最も いの だ。 

狹ぃ 町の  一，^— さう だ、 地面の 上へ 人間が 勝手に f 建て、 露 を I り、 電車 を 走らせ、 電綠 

を 引ッ 張った その ほんの 狹ぃ町 Q 1 角 だ。 その 一 角に すら、 おれ を 初めと して、 かう した 悲劇的き 

物 S つて 行く！ そして 殆ど 何もの も 得られな いの だ。 社 會と 5 もの は なぜ iss ひま 成 

る I 霧 山 f 込みに して 置かない の だら？ おれ 達にまで なぜ f て， と 命令す るの H 


泣きたい より は 寧ろ 反抗 心が 起きる — 甫洋 かど こかの 無人島へ 行って、 あたたかい 矿 の樹 かげ 

でケッ すり 寢 ころんで ゐ たい。 

灰色の から は 絡え す 冷たい 舂の 雨が しとしとと 降って ゐる。 

► 墓場の 上に て、 11 

ゆぶ ぺ 

昨孜の 雨の 名殘 りが、 朝のう ち は、 まだ 煙の やうな 陰 氣な霸 で そら を閉ぢ 込めて ゐ たが、 正午 a く 

になる と、 こころよく 晴れて、 藍 を 流した 鏡の やうな {4i はうる みを帶 びた 日光に 車いて 來 Ju。 

{ 仝 氣も綠 り 色を帶 びて mv< つて 来る 窓 一 I そこから 下 を 見る と、 五 尺ば か，^ のか il を 蟹いて 直ぐ 崖 

で、 そのお もてに は 桑の 木 ゃ捧の 若木に、 葉 じと みやのう ぜん かづら などの 蔓が這 ひまつ はって、 E 

末な 垣根の やうに なって ゐる。 

その 下 は 墓場 だ 11 朽ちて 倒れ かかった 卒 塔！^ や、 靑く 苔の むした 石塔 やが そこら あたりに 見えて 

ゐる。 この 墓場 を ゆるく 取り 卷 いて、 榛ゃ櫸 ゃ禝の 木な どが あって、 その 枝葉の 間から 見える の は、 

喑 褐色のお 寺の いら か だ 11 お^の 陰氣 臭い 窓が、 また、 遠い昔の 聖者の まなこで あつたかの やうに 

職いて る。 山門に 近い 松 や 杉の 上から は、 家鴻の むれが 舞 ひあがって、 一 様に 白い 羽根の うら を 見せ 

て、 i?i 仝 を 飛んで ゐる。  , 

- 獺け 者の B 記よ リ  ,j 、ま 


の 鼓の 昔 や、 sua け ふに 限って、 如何にも 心よ く 晴れ や 力な ful 

util 周 f 活かす 綠 りの ひらめき-おれの 爲 めに は、 何と 云 i 

5^ 々愁 の祧發 だら う！  しゅく わしん 31:c^c,  J 

おれの やうな 零 も 生きて ゐ たくな つたと 云 はう か— それとも、 おれの i の 如何によ？ と 

うと も 解釋 出來 ると 云 はう か？ これ も、 然し、 おれに は 自然 だ。  V 

I は 入 強いる。 また、 死 I いる。 この 堯兩樣 の 交叉れ し f 矛盾の 人生に、 Al^ 

な なやつ は、 平氣で 1 して 行く のか？ おれに は、 il し 穴と 意な くびきと が 

絡え す 人間 を § やかして ゐる のが 分つ てるのに！  . 

く  01 は 現在 を 返り 見、 過去 未 來を思 ふて 資に 晤儋 たらざる を 得な レ 

どこから か ビ.， ク くと 云 ふ 小鳥 S がして 來 たが、 そん 募 Q やう I に 急 はれる おれで？ < 

かった。 

ザ 1^0. ンチの 上に 眠った。 あたたかい 日で、 曰 光 はお れの 顔に 心地 よく あた つて g 


た。 おれ は 非常な 疲勞 から 來た、 穴へ でも 引き込まれて 行く やうな 倦怠と 睡魔と に 襲 はれた ので あつ 

た。 五體 もとろ けよ とば か リぐツ たり 横になる と、 街の 物お と は、 fN しほの @  くやうな？ お鳴り をして お 

れの 耳に 響いた。 忍ぶ やうな 風が また 時々 おれの 据を猄 めた。 あたまの 上の 梢で は. 水の 流れる やう 

な 微妙な 音樂を 小鳥 どもが かなでて ゐた 0 

すべ てこれ はおれの 感覺 ではない か？ すべ て おれの 意識に のぼる 心よ い 和ら かい 調子の 咸；^ ではな 

い 力？ そしてす ベて かかる 快樂を 放浪者で なければ どこに 得られよう？ おれ は 一 種の 快樂 主義の 勝利 

者と なって、 かかる 牛 天神 ベンチ 國を獨 りで 占領して ゐ たの だ。 

そのうち にぐ ッ すり 竊 込んだ と 見え、 ふと 氣が 付いて ベ ンチに 起き あがる と、 口 はもう 餘 ほど 倾ぃ 

てゐ た。 西の方の 遠い 地平線の 上に は、 淡い i 尤を >乂 けた 秩父 連山 (であらう) が 夢の やうに 突く し 

く 浮き 上って I ^それが おれの 眼に は、 如何にも 非 現資な 芝居の 書き 割と 映った。 が、 それ はほんの 

膝閒 のこと で、 直ぐ また 相 變らす 同じ やうな： 小 安が おれのから だの まわりに 猿って 來た。 

おれ は、 つい 二 時間 か 三時 間 まへまで は、 バンの 口に ありつか うと 思って、 G:^ のこけ た 犬か^の や 

うに 東京 市中 を 跃けづ り 廻った が、 おれの 得た 結 Eis 疲勞と と 失望と、 矢ッ 帳り.；, ^ 腹と であった。 

おれ は つくづく、 もう 一 切が いやにな つてし まった。 

おれ はた だ じ ッと考 へて ゐた 11 立ん 坊！： 様に また 車夫の あと 押し 同様に 働いて 見ても、 おれの 得 
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た物はぉれのその時その時の働きに^^喰はれてしまった。 

かう * せん 

少し.^ t- えて 來 たと 思 ふと、 もう、 魔の やうな ゆ ふ 闇が 足 もとの 市中 を 立て籠め てゐ て、 高架線の 土 

芋の 上 や 人家の 間から、 あちらに もこ ちらに も 電燈の 光が おれ を瞰 みつ 付けた 0 それが 爲め におれ はお 

れの 腹の 中 をから ッ ぼに 射 照らされ たの だ— I 不斷 なら 何でも無 ささうな ゆ ふ 風の 冷え 氣 味に こたへ 

られ なかった。 

ザ 或 日、 11 

おれ はけさから ぼんやり 机の 前に， M わって ゐる。 社會 のお ほ 馬鹿 もの 等の やうに 乎 あし を 働 力せ る 

だけが あながち 什 事で はない。 然し 何 かしな くち や、 しなく ちゃと は、 おれ も 絶えす おれの あたまで 

考へ てる。 それで ゐて、 おれ はこの 二三 ロケた だ 白紙の 原稿紙 を にらむ だま ま * 一字 も喾 くこと が 出 

來 ない。  、 

おれ はこれ でも おれに はいつ か インス ピレ イシ ヨンが 來 ると 信じて ゐ る。 それが 來れ ば、 立ち どこ 

ろに 何.^ 1 大 傑作で も出來 ない もので はなから う。 が、 この おれの インス ピレ イシ ヨン 齊も久 I レむ 

の ビ ！ 何が^^けな い と •「 ム つ て、 ^稿 紙に 向 つ て 文字と 云 ふ i を與 へ て やれな い 時 ほど 情けない こ と 

は 無い。 おれ は 全く 生きて ゐる 用 斐 がない。 


しんびてき 

おれ はそんな 時に 能く. 想 を 描く j とり 取め もない {4i 想 だが、 何となく 神秘的な おもかげが ある や 

うに も 見える。 ここに、 一 つ、 多くのう ちの 一 例 を 舉げて 見よう、 —— 

おれ はふと、 或 時， 或 境内 を さまよって ゐた。 境 內は溝 蒼と して 杉 や 松 や ル ム孫樹 が 森々 と 生 ひ^つ 

に ぬ  こんぺき  ほ 

てゐ る。 樹木の ii: から は 逸 かに 丹塗りの 殿堂が ほの 見えて、 折からの 紺碧の {〈.一 に 照り映えて ゐる。 傍 

らの棱 の 木な どに は 蔦 か つ らが靑 く 這 ひ纒は つ て 幾千 年の 昔 を 語って ゐる。 境.^ は 非常に 质く靜 か 

だ。 おれ は 枯れ かかった 大木の 根 もとに 行って、 試みに その 大木の 周 図 を 兩手を ひろげて 計って 見 

た。 驚いた ことに は、 それが 八 かかへ と 一 尺ば かリ あった。 おれの 兩 手の 長さ を假 りに 五 尺 五- 寸 とし 

て も、 その 木の 太 さは 四十： A 尺 だ。 おれが ふと 見て ゐな いうちに * その 木 は 伐ら れて しまった。 そし 

て 八 曼敷も あらう と 云 ふ 伐り 口が 樺色に 光って ゐた。 その上へ、 おれ は §1 もな く おれの 家 を 築し 

た。 すると、 〔么の 中 は 何とも 云へ ぬいい 寄りが！ § つた。 おれ は滿 -3 に ほく そ ゑんで、 これで おれの 家 

とから だとに おそるべき 地震の 薆 ひがな くな つたの を、 おれの 奈落まで 赏 いてる 幸 福 だとして、 大ぃ 

しゅくふく 

に 祝福した。 

► 或 曰、 11 

みん し う 

^から 出た 南風が 夜屮 になって 餘計 ひどくな つた。 おれ は 11 どうした もの か. I この頃、 不眠症 
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がーし ほ 烈しくな つた。 今夜 も 十二時 を 過ぎてから まだ 眠られな いと 思 ふと、 もう 獨 りで 瘤に さわつ 

て、 癥に さわって 11 矢 鱒に 髮の 毛を搔 きむ しったり、 蒲圑の 中で 足 を じたばた させたり した。 いや 

に^ 殴い 晚だ。 1 枚の 煎餅 蒲 闘の 上に かけた や：^ 物が • 今夜に 限って、 馬鹿に Is せし い。 ゃッと はねの 

けて、 今度 こそ はと あたま を 枕に つけたが * 矢ッ 張り、 1^ じこと だ。 

時々 坂 をの ぼ る. 雷 j 車 が 地響き を させて 通って 行く 音 が聽 え る i 0 の 西洋 館に は 風が 絕 えす 當 0 て 

ごうごう 鳴って る。 そして その：^ 波が おれの 枕 もとの 雨戶 をが だび しさせる。 それが また 順々 に廣ぃ 

おんき ゃラ 

本堂の 戶、 障子に 異様な 音 轡を傳 へて ッ てから、 遠く 图の 巾に 消えた かと ふと、 第二の やつ が 直 

ぐ、 もう、 枕 もとへ 來てゐ る。 おれ はいよ く神經 がた かぶって 行って、 何と はなしに 矢 鱒に ののし 

りたくな つた、 11 

「馬鹿！馬鹿！風ん^„^5生！』 

ああ、 眠られない のか、 なァ と、 敵に 透き を 見せた かの やうに ゅッ くりと 半身 を 起した が、 いきな M 

hN、  I 骨 を かためて 11 の 中 をな ぐり 付けた。 こんな ゆに、 おれに 〇〇 主義者の 代现 でも 顿ん で來た 

ら * きッと 無報酬で でも 引き受け たか 知れぬ。 こんな 時に、 おれ を 泥棒に 出かけようと さそった 者で 

i4® らば、 きッと 喜んで 出かけた かも 知れぬ。 所謂 危 思想と は、 W- 際に、 こんな 時に こんな 十 ：！ 寺の 

贷し 間から & の やうに 生す るの かも 知れぬ。 


r おまわりさん * ここに 一人 泥棒が ゐ ますよ』 と、 云って やりたかった。 

おれ は マチ を 探して ランプに 火 をと もさう としたが、 それ は 無駄で あるのに 氣が附 いた。 ランプの 

油 は ゆ ふべ で、 もラ， 無くなって たの だ。 

さう だ、 ゆ ふべ のこと であった T のと ころ へ^ を 偕り に 行った の は。 IS のと ころ へ 金 を 借りに 行く 

の は 初めてで、 一 K ひづら かった の だが、 思 ひ 切って、 

『ちょッと十；；^錢貸して吳れ』 と 云った。 

はよ ぴろ 

r  』 T は暫 らく 額の 秀げ 上った 幅 廣の顔 を 煙草の 煙に 趣め たが、 『資 は、 0, おれ も 無 いんお 

ょ四錢 しか。』 かう 云って、 にッ こりした。 

『は ァ、 さう か？ 矢ッ 張り： じか？』 おれ は 口で は 斯う 輕く 笑った つもり だが、 心の 巾で はが ッ かり 

して、 石油とぁすのぉ_^を13^はぅとした計劃がくづれた。『情けなぃゃっだ！』 かう 心で つたの は， 

自分 を か、 また T を か、. おれで おれが 分らなかった。 

r どうだい、 へ ロを賴 みに 行った かい？』 

f 行かない よ。 行っても 徒勞 だと 思った から、 な 11 あいつが ほんと に 誠意 を以 つて やって くれり や 

いいが、 徒らに 藤で 嘲笑す る やう ぢゃァ いや だから。』 おれ は 際 嘲笑され る やうな 氣 がして 賴 みに 行 

けなかった。 あいつ は 如何に 働きが あるか 知らぬ が、 宿ぐ る ま を かかへ 車の 體 にさせた りして. から 
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lls^ をつ けて る やうす を 見る と、 おれ も^だ、 あんな ぺてん師に あたま を 下げた くはなくなる 。『さう 

か、 ュ 1 - そんなら、：！： か 心 當りを 探して 置かう』 てな こと を 云 ふて、 又 おれの 見すぼらしい 身" まわ 

りで もぢ ろく 眺められ やう ものなら、 おれ はもう 心から 一 生の 侮辱 を 感ぜざる を 得ない。 ▽  A 等に 誠，、 

意 誠心な どが あらう か？ おれ は 誠意と か 誠心と か 云 ふ 言葉が 輕薄 不徹底の 徒に 使用され る ほど 世の中 

に瘕 にさ わる こと はない。 然し さう 云 ふ おれ は 無能なん だら う。 融通の きかぬ 男なん だら う。 さう し 

て！^鸾なん^^らぅ。 おれに は 世俗の 眼 をく らます 履. 險も なく、 巧言令色 もな く、 錢 面皮で 行く 外交 術 

もない。 おれに あるの は 1 あるの は ！ ただ 貧乏と 疲 とば かりだ。 

おれ は 東京へ 出てから.、 も、 フ 十年餘 りになる が、 • 

r その 3 こお 前 は 何 を 得た』 とで も 聞かれる と、 ぉれはこれに答へる言ず^^^持ってゐなぃ。 その ど- 

5 にか かう にか 生きて 來 ただけ は 1^ ゾ資 だ。 或は 厳密な 意味で 生きて ゐ たと は 云 はれぬなら、 ただう ごめ 

ラづま 

いて 來 たと 云 ひ換 へても いい。 おれ は 世 ii で 貴重 だと 云 ふ 長い 時 ii を 都會の 塵の 渦卷 きに まじって 

噔 ぃ陰氣 なじめ じめ した 隅く たに 投げ 退けられて、 みみす の やうに のた くって 來 たの だ。 

おれ はおれ を どう 最負 ：H に 見ても 確かに 利口ではなかった。 けれども、 世 11 の僞善 的な やつ 等に お 

ベて は 決して 惡 いこと をして 來た おぼえ はない。 店番の 出て ゐ ない 煙草屋の 前に 立って、 敷 岛をー つ 

かッ淺 へば かッ 浚へ たこと も ある。 霄 車の 上で、 或 立派な 紳士が 醉っ拂 つて ゐて、 金時計が ボケ トか 


ら 出て ゐ るのに 氣が 付かなかった の を、 おれ は そばで 見て ゐ たこと も ある" ちょ ッと環 を 外せば、 何 

でもなかった だら う。 或 時な ど、 夜、 寂しい 道で おれの 前 をた ッた獨 りで 年の 若さうな 丸 £5 が 通って 

ゐ たので、 おれ は餘 ほど 氣 がむ らくと して ゐ たが、 自分で 自分 を さし 控 へた。 それでも、 今の 

な そして 懦 善な 社會 は、 おれの やうな 直？ を容れ る雅坌 はない。 悲觀 して 21^ ると、 今の 社^ は 恐ら 

く おれの やうな もの を 無理に 泥棒 や 追ひ剝 ぎに して 澤 山の 罪 をャ； 5 せ、 社 のお ほ あたま どもの 大罪？ 1 

ゃ大僞 善の 埋め合せ をしょう として ゐ るの だら う。 

ちん レぅ 

こんな こと を考 へる と、 おれの いよく 昂奮した 頭 腦の中 A,JSI 愁と 不安と むほん 氣 とが 旋風の 如く 

ゆ ふべ 

狂 ひま わるの だ。 が、 おれ は 昨夜 T が 云った こと を 思 ひ 出す、 II 

『古い こと 葉 だが、 おれ は どこまでも 自己本位 だ。 おれ はさう 云 ふ 立ち 場から 萬 事を兑 てゐ る。 だか 

ら、 社會に 起った あらゆる 事件 は 直接に おれと 交涉 しない —— おれ はまた それに 痛痒 も 感じない。 I 

面から おれ は それで、 非常に 冷淡の やうに 人に 見える が 11 資際 • また 冷淡 かも 知れぬ。』 

たんじ ふしつ 

『さ うだらう、 ね。』 おれ は濕の 何事に も 動じない やうな 膽汁 質の 性質 をよ く 知って ゐる or まあ、 君 は 

資 際に 德な 性分 だ。 おれ は 人間味が 勝って るせ いか、 どうして もさう した 平氣 にな れん。 おれ は 二 六. 

時 中現實 から 遁れ たい 11 社會 から 離れたい —— また 自分 ，21 身 を 去りたい と 思って るが、 さう 思へば 

思 ほふ ど 現 實は餘 計に 執念深く おれに 纒ひ 付き、 社會は 一 おれ を 1: 迫す る やうで、 おれ はおれの か 
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ら だ  1 つ を^て 餘 すの だ。 おれ だッ て、 人並み 以上に 自己本位 かも 知れん、 さ。 けれども、 おれの 卑 

怯と 弱 sr^ と は s 己 を じッと 守って ゐられ ないで、 お： え や 動ぎ して ゐる。 おれ は 今、 主義と か主觀 だと 

か 云 ふこと を考 へたくない。 それ も 亦 おれの 自繩 肖縳 になら う。 おれ は 束縛 を 恐れる。 今の 道德 はお 

れ逹 を僞善 的に 束溥 しょうと する の だ。 おれ はこれ が 不幸 だか 幸福 だか 分らぬ。』 

くラた 1 

W でも こんな こと を 頻りに しゃべつ たかと ふが、 今 思 ひ 出せば •  Kiie な こと だ —— 現在の おれ は 

右 由と 米と が あれば、 少しも 動搖 しないだ らうに！ また、 よく 眠られ もしょう もの を！ 

闇の 中の、 その また 自分と 云 ふ ものの 巾 をの ぞいて 見る と、 全くから ッ ぼの やう だ — そして 眼の 

と ラっぅ 

ふちに 一 種の 疼痛 を おぼえて 來た U 

そとの 風に 今度 は 雨 を まじへ て夾- たのが、 時々 ざァく と 云って 雨戸へ 打ち 常る 音が する。 ，H 山の 

& がちに る 風の 音が 物凄く 聞え て、 その 度： におれ を輕 く； 逸んで 行く やう だ。 そして おれ は その 輕 

つ さつ 

さに 乘っ てまた いろいろな？ K 想に 耽った。 

おれ は 闇の 中に 思索の 絲を いろ/ \ に引ッ 張って 見た。 おれ は 子供の 時分から 臆病で、 問 その物 を 

見る と獨 りで いろくな^ 1 を 描いて 恐れ をのの いた。 今 は それほど でもない が、 いまだに 閽 に對す 

る 不可思議の 觀念は 去らない。 农物を 千した の を 幽靈と 見たり、 柳の 木 文 をお ほ 入道と 思ったり する 

と と は 別と して、 おれ は 闇の 中に 的な 恐怖が 伏在して ゐる やうな 氣 がして ならぬ。 宇宙の 本體 を. 


面 だと E わつ てるおれ は、 光明の 生れぬ 前からの 混沌た る閬の 中には、 人間の 力で は 到底 知り 得ない 不 

. I  •  てつがくて |« 

可 解の 或 物が あると 信す る。 それが おれに 根本的な 恐怖 を與 へて ゐる。 さう おれ は哲舉 的に 解釋す 

る" 

にんし *> 

それから、 おれ は 闇の 中に 人生の 諸相が 却って 明らかに 認識され る やうな 氣 がする。 光の 中に 擴げ 

られた 人生が 容易に おれに 分らない のに 反して、 闊 を 透して 見る 人生に は統 I も あり、 秩序 も あり • 

光彩 もあって、 厚ぼッ たい 黑羅 紗の^に 映って 活動 寫 a: の フィルムの やうに、 おれに いろ. （- 面白い 驚 

異な 現象 を 見せて C, 穴れ る。 おれ は 何と はなしに、 こんな ことで、 哲 S. 上の 大 理を發 見した やう fejs 

くわう こつ 

になって、 一 種の 三昧 境に 恍惚と して ゐた 時、 突然、 

『ガ アン』 と 14. もとへ I つ 喰ら はされ たので、 折角の エタ ズタシ を 破られて しまった。 

『いっしんきょう らい、 まんぞく えんまん、 しゃかにょらい  』 

ほう *- 

木 堂の 正面の 方から • 坊主が 朝のお 經を讀 み 初めた。 まだ 本 銃に が 明け 切って ない のに、 E 業な 

奴 だ。 

▼ 或 口、  —  . , 

日曜な ので、 午前、 久しぶりで 角笞の N 氏を訪 ふた。 N 氏 は 幸 ひに ゐて 吳れ た。 おれ は 例の 六 © の 
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m 當 りの 好い 部屋で、 赤い メリンスの！； 蒲 園に 座 わって 青磁の 圓 火鉢 を かかへ た 時 は、 珍ら しく 人 問 

らしい 心地が した。 この 日 は 暴った いやに 塞い 日で あつたが、 正午 近くに なると、 雲が 薄く 散らばつ 

*- 、わ £ん 

て、 日光の 暖か 味 を 漏らした。 そして 庭の 花 Is の？ feM の ガラス 板に 晴れ やかな 色 を 見せた。 

隠 藝に關 する 雜 誌の 株式 糾織 はいよ く士 一三 曰， おに 解散した と 云 ふ。 その 時の 通知の ハガキ をお 

れ にも 見せて 吳れ た、 

『とうく 駄目なん です よ。 今度 は そこに 書いて ある 通り 合资會 社に すると 云 ふので すが、 それにし 

て もこれ までの iilw 費^な にがし ッ ての を 僕にまで 狎し 付ける の は隨分 ひどいです、 ね。』 

『さう すると、 この S1 の 決算 窨は會 社の 解散 を 見越して 挤ら へ たもん なの です、 ね 11 1 人の 負擔 四百 

何 十 闘なん て？』 おれ は 斯う N 氏の 耳 もとへ 口 を， 奇 せる やうに して 云った。 渠の耳 は 非常に 違いの だ， 

『ええ、 さう なんです。』 

『隨分 不誠實 な 話です、 ね。』 

この 會 社の. 解散 はおれに も 少なからぬれ 犁だ。 今まで この 雜 誌に 寄鴿 して ゐ たおれ は、 會 社の 成 ^=1 

と共に 入社す る 口約が あつたの である。 個人の 經營が 困難に なって、 株式 糾 織の 計 割 をした の だが、 

いろくな iffi^ で I ヶ月 延び、 二 ヶ月 延びして 一 . その 間 は雜， 1 も廢 刊同樣 であった。 おれ も 殆ど 

諦ら めて ゐ たが、 さて、 いよくと 聽 いて 見る と、 今更ら の やうに 悲哀 を 感じた" が、 ー^^馬：庐^を 


見た の は 好人物の N 氏で、 —— 初め 雜マ. M の 發むを 主 i? したやうな ものの、 內 部の 經營 ゃ經， 斜に關 係し 

ない 約束が、 段々 引ッ かかって 行て、 その 負擔が 全部 (作^ Mr く、 少し 矛盾が ある やう だが、 斯ぅ^^ 

いて ある) 氏に も 係って 來た。 何 かなしに めくら 判 を 押した のが 一.^ の 落ち度 だ。 

しう しょくぐ ち 

ぉれは窨：飯を馳走にな.0^、 何 か 就職口 をと 頼んで から、 その 家を辭 した 歸 りに、 四 谷の K の 家へ 立 

ち 寄った。 K は XX 座の 失敗から この 方 四 谷の 襄 通りへ 引 込んで、 この- S はお や ぢを養 ひながら、 * 

よ み. L- 

星の 夜店 を 出して ゐ るので ある。 それが 大分 景氣 がいいので、 おれに も 遊んで たら 初めない かと、 2^ 

前に 云って くれた ことがある。 その 時 は、 おれ は 大道の 夜店 本 魔な どやる の はい やであった。 今 • たッ 

てい や だが、 かぅ琼^^してゐては* IS の 仕事の 手 傅 ひで もい いから やらせて 賀は うと 云ふ氣 になって 

ゐ たの だ。 

だ" こく  fe^»<  < 

K は大黑 さまのお 堂に 接した うす 暗い 六疊 に、 例の 通り 本 を 一 ばいに 擴げ て、 短 他が たに 切った 紙 

札 を 一 冊 毎に 貼り付け、 角張った 太 文字で 以 つて、 

『大 特^、 大安 寶、 金 十錢』 なんてな こと を 書いて、 その 横へ 赤い インキで 棒 註 をしたり、 1! 點を打 

し んぐゎ 

つたり して ゐた。 そして 『春螫 を寶ら せて くれる と 儲か るんだ が、 なァ』 と 云った。 

『泰螯 でなくても、 昔の 草雙 紙の 畫 だけ 集めて 資 つたら どう だ、 な』 と、 おれの 口から 何の 氣 なしに 出た。 

『それ も而 白い ぞ 11 君、 やり 給へ。』 

獺け 者の 日 Si より  一七 五 
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橡が はに 寄った & いの 上に は榑の 木が 立って ゐて、 黑ぃ 葉の うら を 見せて ゐた。 そして それが お 堂 0 

明るい 障子に 淡い影 を 投げて ゐた。 お 堂の 奥から は、 ここで も 木魚の 音が 聽 えて 來 たが、 うちで 聽く 

のと は 違って 何だか 氣 持ちが しめ やかであった。 

かん cflU うて 

おれ は、 おれば かりが ごろ 付いて る やうに 思 はれ はせ ぬかと、 陰氣な 感傷的な 氣分 になって、 ただ 

k の 本て， 貼り紙 をす る 手元 を じッ. と 眺めて ゐた。 そして 自分の 弱み を 見す かされる のがい やさに • 仕 

事 を手傳 はせ て くれろ と は 云 ひ 切れなかった。 ただ 別な、 下 だらぬ こと をお しゃべりし て^れた が、 

その 問に でも おれ はおれ 自身で I つの 光明 を 心に 浮べて ゐた。 それ は 外で もない、 何氣 なしに おれの 

n へ 出た 草 ざう 紙の 繪を 巣め る こと だ。 

は 《ん 

然し、 それから、 1 田の 古本屋 通り を ぶら 付いて 2:^ て も、 なかく 草 ざう 紙 は 揃った の も 端本 もな 

いや、 フだ。 日 が 薄れた の を 幸 ひ、 その 足で 卜： 野の 廣 小路 を まわって 兑 たら、 そこの 夜店に 一 人、 おれ 

の 思 ひ 付いた 通りの 品物 をなら ベて ゐるま 2 生 あがりら しい 男が ゐた。 それとなく、 その 店 をの ぞいて 

わ 加 

兌る と 『白 鏠姬 物語』 とか、 『あづま 文 is』 とか、 『まぼろし 日記』 とか を 11 端本 かどう か 分らない が 

, 11 より 分けて！ a ベて あり、 また I 冊 三錢づ つで 買って るお 客 もあった。 

ああ、 社 會の人 はおれよりも 機敏 だ I— 然し おれ は • 考 へて 見れば、 あんなに • 否、 あの 十分の 1 

も 草 ざう 紙 を te- める 资本 がない 身分 だ。 おまけに、 け ふ は 角 笞で晝 飯 をよ ばれた だけで：： 一 市中 をぶ 


らっレ ただ 折角の 膛を 損した わけ だ。 直ぐ 歸 つて 瘤て たらよ かった のに！ 

► 或 日- 11 

おれ は 机の 前に 坐 わって た。 机の 上に は 原稿紙が いつからと は 知れす Si く g のま ま 延べて ある。 その 

傍に ランプ、 筆 立、 インキ 壺 *  ^.  1. シャボン 箱な どが 雜 然と g いて ある。 もう 幾日 か mk をし 

ない ので- それ 等の 上に は 1 樣に ほこりが たまって、 そのむ さぐる しさが 目につく。 机に 添った 白い 

壁の 上に はルソ ー の 胸像が 額に なって かかて るが- その II 嬌の ある 優し い 眼 はいつ もに こく 笑って 

ゐる。 

け ふ は 外 は 雨が しと/ \ 降って ゐる。 廂が 短い ので 雨 あしが 窓の 障子に 當 つて、 その 度 毎に すすき 

の 花の やうな 形が 繪の 如く 現 はれる。 おれ は 机の 上に it をつ いて 見る と はなしに それ を 見て ゐ るう 

ちに、 もう 夕方に なった。 遠くの 方で 互 腐屋の 喇叭が きこえて、 何か喻 ひたい やうな 氣 がして た。 

そしてい やに 塞くな つた。 おれく らゐ氣 候の 變 化に 感じ 4^ いもの も あるまい。 無論、 喰 ふ 勿 も^く、 

つ せ-，  i 

大氣の 流動ば かり を 神經の 末^にまで 吸 ひ 込んで ゐる 時が 多い の だから。 

おれ は三疊 の 部屋 を 兄 まわした。 この間まで そこの 柱に 引ッ かかった マント も いつのまにか 

無くなって ゐる。 机の 隅の 方で 夜分な ど おれの 神經 をち かくさせた 置 時計 も、 無くなって ほル ると • 
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一つの 淋し さ を 添へ る。 おれ はこの 三月ば かり 遊んで ゐ たので、 おれの 貧弱な 財産から、 いくらか 貸 

しさう だと 思 はれる もの は 皆， 蟻が その 穴へ まひ 物 を引ッ 込んで 行く やうに、 5 つの まに か 質屋へ 運 

んで しまった。 それに おれ はおれのから だに 付いた 信用 を以 つて 借金の 出來 ると ころ はすべ てし 盡し 

てし まった。 おれ は、 もう. 生活の 斷 崖に 立つ やうに なった。 死の 峭 k 土に 望む やうに なった。 

おれ は、 少く とも- 今までの やうに 泥と 遊惰との 生活 はしたくない。 おれの 無精 は それに も飽 いて 

しまった。 おれ はおれの 生活に 光明 ある 一大 を 起さな くち やならぬ。 おれ はおれと 云 ふ 物が 何よ 

り も 可愛い ので あるから — こんな こと を考 へて、 おれ はこの 三 ヶ月の 間を暮 してし まった が、 それ 

が おれの 坐活を 一歩 1 歩に こんな へ 近づけて しまったの だ。 實 行の 伴 はない 考へ は、 如何にも、 

《41 嗚 りで 終る のであった。 

『生命 は汝 等に 取りて は 激烈の 勞働 也. 不安 也 * 汝等は 甚だしく 生命に 疲れたる にあら す や。 汝等は 

死の 說敎 を受 くべ く 大いに 熟した るに あらす や  』 ザ ラッス トラ はおれの 耳 もとで 斯う 云って 

ど な 

1^ 鳴った。 

『死 は 永遠の lii ん なり』 と は、 毎朝 坊主が 本堂で 請んで るお 經の 一 句 だ。 おれ は 今まで 死 その物 をお 

いと 思った こと はない が、 その 方法が いや だ。 おそろしい。 いつも 死 を 思 ふ 時 • おれの 意識の 中には 

死 0 ハ ろくな 樣 式が 餘 りに 鮮明に- に • 印象され る。 然し それ は 死 を 形式の 上でば かり 考 た 


時た。 一 且- おれの 人生 觀が 死の 內容に 立ち入って しまへば、 死 はおれの 絡對 であり。 安心立命 であ 

U に-! -  ナん を 

り、 また 悟入で ある。 そこに おれ は 虚無と なり、 おれの 認識す る 宇宙 も、 おれの 嫌惡 する 社會 も、 全 

く閉 息す る。 これく らゐ おれに 光明 を與 へる 生活¥^ はない。 おれに はぐん にや. OS して 生きて ゐたッ 

て、 結局、 i4i 腹の 繰り返し ではない か？ 

おれ はこれ まで 寂しい 時になる と • 親しい 友人が あれば いいと 思った。 が、 おれに 引け 味が あって、 

どうしても 親しい 友人が 出來 なかった。 そして 今と 云 ふ 今、 おれの 求めて ゐる 親友と は 死で あると と 

わか  むじ やつ 

が 分った。 おれ は 無上に 嬉しくな つて、 大きな 聲を 出した、 

『おい、 死の 兄弟分！ 早く おれ を つれて 來て吳 れ！』 

ま-つじう 

おれに はこの 死に 對 する 猛獸の やうな 信念が 起って、 嬸し淚 が おれの 眼 に^み 出た と 思った とたん、 

『か ァ/ \* かァ く、 かァ く、 かァ/ \』 と • ね ぐら 烏が 何 羽 か恣の そと を 鳴いて 行く 聾が 聽ぇ 

た。 それが 爲め におれ はこの 實際 的、 實行 的な 結論と 氣 分との 腰 を 折られて しまった。 

V- つき. H 

{ 仝虛な 腹に 同情して ゐて やらなかった 復響 にだら うか、 けさから 何も 入れて やらなかった 空腹が • 

いつもより は 猛烈に、 承知し なくなった。 

おれ は 孕み 女の 如く、 おれの 腹の 中に、 おれ それ 物で はない やうに 生れよう とする 餓鬼 を 一匹 孕ん 

でる の だ。 そのむ づ かり を おれ. は、 晝 頃まで は、 習 慎に よって 忘れて ゐた。 午後から は • また， 不平 
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と悲 良と 頗 仗と とに よって 押し付けて 匿いた。 ところが、 もう、 承知し なくなった かして、 意地 

悪 くもいろ くな？？. のかげ を おれの 眼の 前にち らっかせ て、 おれ を じ ッと座 わらせて m はかない。 

おれ は 立ち あがって 部屋 中 を 歩き まわって 見た。 それでも 承知 しないので、 また 坐 わって 見た。 が、 

またく 立ち あがらない では ゐられ なか つ た。 

が もがく につれ て、 おれの 眼まで が 飛び出る かの やうに 痛み 初めて、 見る ものが — I っを定 

めて 見ても 11 あたりに 散亂 して、 かたち を 成して 來 なくなった。 

立ちながら、 額に 手を當 てて 見る と、 ^み 出した あぶら 汗に すべった。 

機關の つぎ 目から 熱を發 して、 からだ 中が 今にも 燃え 出す かと 思 はれた。 

おれ は、 もう、 —— 

かう タ  き 

何でも かま はない、 一 錢 でも 貸して くれさうな 物 はと 机の 上 や 行李の 中 を 探して 見た が、 もう、 1 

つ だッて 物に なり さうな ものはなかった。  、 

おれ はおれの 眼に かけて ゐる 鏡の ことに 氣が 付いて、 それ をはづ した。 そして それ を 手に 握つ 

、て 飛び出し、 雨の 中 をい つもの 質屋 さして 走った。 

J-JJf  まんち やう 

『銀緣 だから、 少く とも 二十 錢は 貸す だら う！』 此考 へば かりが おれの 此 時の 緊張した 世界であった" 

— (大正 ST 年 二月) 一 • 


、、の 作 は 材料の 性質と して は 『憑 

き 物』 (第五 卷) の！ i 遣と してみ 

る べき ものである 0 

編者 譏す 
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四の 橋の 電阜を 下りる と、 意外に も • その 女 は 橋の たもと にある 郵便箱の かげから 出て、 ちょこち、 

よこと ついて 來た" 

正德は 直ぐ そこの 坂 を 本 村 町の 方への ぼらう としたので あった。 

『築 島さん で 御座いま すか 11 ？』 

『は ァ。』 渠ょ踏 > とまった。 向 ふ もま だ 少しも 親しみの なさ さうな 聲を かけた のが、 こちら も 1 ^その. 

顔 を 見て、 この間 突然に 突然の こと を 話し込んで 來た女 を 思 ひ 出した。 

くわ じつ 

『過日 はどう も 出しぬ けに あがりまして —— 』 

『いや、 どう致しまして —— 』  . 

『御 こりで はない かと 心配 致しまして 11 』 

『そんな こと はない のです。』 

U ら. 3  ノ  I, 

『それから、 咋日 さし 上げました ハガキ を御覽 下す つたでしょう * ね？』 


「は ァ， それで まゐ りました が 11 」 

ちラ ちょ  u  5 

『實は 11 それが』 と， 女 は 少し 躊躇す る氣 味で、 『少し 手ち が ひが 御座いまして、 ね、 ハガキ は 今日. 

の 日曜が 宅ぢ ゃァ當 直になる やうに 申し上げ ましたが、 昨晩と 入れ か はって、 けさから 在宅な の 

で 11 』 

『ぢ ゃァ、 また 今度に 致しましょう。』 正德は 可な り 張りつ めて ゐた氣 持ち を 折られて、 直ぐに も そ Q 

はんどう 

1^ 動で 引ッ 返し かけた。 

『いえ、 おさし 支へ がな けり ゃァ、 どこかへ おつき 合 ひ 下す つても いいです が？』 

『ぢ ゃァ』 と、 また 渠は 勢ひづ いて、 女と 殆ど 同時に 橋の 向 ふ を 見た。 電車み ちに 二人で 突ッ 立って 

るの も 面白くなかった。 

『  わざく 御 足勞を かけた 上に、  また、 こんな  おさまたげ をして —— 』 

『 …… いや、 …… なにも …… 』 

じろ かね 

二人 は、 少し 離れて だが、 相 並んで 白金 臺の 方へ 歩いて ゐた。 

うつた  、 

全體， この 女が いい 歲 をして、 この間 も. 見す 知らす の 男に こんな こと を訴 へに 來 たのに は、 餘ほ 

どの 證據か 確信 かがなければ ならぬ。 そして また 果して 事實 であると すれば、 正德に 於いても 心 私 か 

に 待ち望んだ ことで ない ことで もない Q 

四十 女  KH 
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— 自分 は 自分の 女房の 爲子を 嫌って、 わざと 長らく^ 居して ゐ るので ある。 そして 離婚の 出 來る機 を 

う， A がって ゐ たの だ。 が、 その 爲子は 三人の 子供の ある をロ實 にして —— まだ こちらの 叔父の 名で 許し 

を 受けた 煙草屋の 店 をば まして ゐられ るの をい いこと にして、 II なかく 相談 づく では 承知し ない。 

女と しての 無常な ことで もして 吳れ たら、 その 時 をい いし ほに と 心 ひそかに 願った の も * もう • 舊 

いことの やうに 思へ るの が • 今回 • たまく、 —— 果して 事實 なら 11 うまい 工合に ころげ 込んで 來 

げんくわん  ^  ► 

た。 渠がナ i 關へ 出て 見る と 

『わたくし は 故人 武山敏 行の 姉で 御座いま すが —— 』 と 云った。 

『  』 正德に は、 誰れ のこと だか 分らなかった。 ただ その 女の 顔つきと 尖った 聲 とで ヒス テリ 

らしい 女 だが と 思った。 

け は 

『お忘れで すか 存じません が 11 あなたの 奧 さんの 爲 子が』 と險 しく 云って、 すぐ 『あの』 と、 わざ 

とらし く 和ら かに 云 ひ 直し、 『奥さんが —— あなたと 御 結婚 當時 うち 明けて 置いた との お 話でした 

が 11 』 

ぶじょく 

『ああ， あいつの もとの 色 をと こです か』 と、 渠 はふと 自分の 女房に 對 する 侮辱の 調子が 出た。 

『そんな わけで もなかった でしよう が、 11 19^ に 角、 綺麗な 交際の 上で やがて 結婚し ようとき まつ v>. 

ましたので —— 』 


『僕 もく ッ附 いてた と は 思って ません が — まァ、 それ ぢゃァ お あがん なさい —— 十七八年も|^;ぎ0 

AJ と ぢゃァ ありません か？』 

渠が 斯うした 調子で かの 女 を玄關 から 客間へ みち 引き入れ ると- 女 は先づ 鹿爪らしい 初對 面つ ^辦 

をした。 

渠は 奥の 女中に 聲を かけて 茶 を 命じた. CS などした。 

『ところが， 弟が ぁァ 云った 病氣で 亡くなりました ものです から 11 』 女が 斯う 云 ひ 出した 時には、 

多少 その 聲も 憧れ しくな つて ゐた。 

はい 5S や 5 

『さう く- 確か 肺病で、 ね 11 僕 も その 人のお 墓へ は I 緒に 何度も つれて 行かれました よ。』 

『然し. 爲 子さん は變な 人です よ Ml 

『どうしたん です？』 

きゃくま 

『  』 女 は 客間の 右^りの 望で 人の け は ひがして ゐ るの を 氣 にした やうで あつたが、 少し S を 

俊め て、 『だッ て、 さ 11 』 

『  』 正德 はかの 女が 可な り 横柄な 口調 を 出す のでむ ッ とした。 が、 何氣 ない 風 をして、 かの 

女 力 あと を糰 ぐの を 待って ゐた。 女 はぢッ とこち らを兒 くだす やうに して、 暫 らくた つてから 霄紫を 

糠いだ。 
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r これまで にも あなた は あの人に お 恥 かしめ をお 受けに なった やうな ことが 御座いまして？』 

『恥 かしめ と は？』 

『お 詰に ならな いんです から、 ね』 女 は 斯う 云って、 少し 額 を 右に 向け、 その 方に 口 をひン 曲げて， 

1^ & ありげ に こ ちら を 横目で 見た • 

『  』 

『昔の 關 係が 成り立つ たと 見て 霄 つて 見り ゃァ、 まァ」 と、 また 落ち 付き 拂 つて 來て、 『あの人と わた 

くしと は 義理の 姉妹になる わけでしょう I わたし は 宅の 勤めの 都合 上長ら く 長 崎の 方へ 行って ま 

したが、 ね， 昨年の 九月に また 上京 致しまして、 あの人と も 往き來 する やうにな^ ましたの です 

が 11 』 

r ふン I レ 

『その 間、 たッ た半歲 ばかりの うちにで すよ — 丸でお 話に ならな いんです 』 

『爲 子が どうしたと 云 ふので す？』 

『あんまり 馬鹿々々 しく ッて. 一わたくし も です が、 あなた も默 つて ゐられ ますまい と 思 ひます 

が I 』  き 

『と一;^』と.1』 渠は 女が こちら を 見す ゑて ねる 目付きで 大抵 その 意味が 分った ので、 ちょ ッと間 を. 


匿いてから、 憚る こ ともなく、 『あれが あなたの 御 亭主と くッ 付いた とで も 11 ？」 

『ま ァ、 さう なんです よ。』 女 はこれ で 1 と 肩 おろせた と 云った やうに、 額の 色 を や はらげ た。 

正德は • かの 女 を 4 げる 前に 玄關へ 出て 見た 時には、 先 づ祌經 を その 顔に 出して 挨梭を させて る や 

うな 女 だと 思った。 ぉづ くして ゐるゃ 5 だが、 どこかに 劎 があって 一 I 然し その 所以の 一 つが、 少 

くと も、 分った 時には、 向 ふから 早く も 同 一 訴訟に 共に 原吿 になり 合 はせ たやうな 親しみ を 見せて 來 

た。 そして かの 女 は いろんな こと を こち へら 密告した —— かの 女の 亭主が 女に はだら しのない こと， 

また 女 をロ說 くことの 上手な こと * 爲 子と 初めに は 料理 星 か 待合で 逢ったら しいが、 今では 男が 爲子 

の 家へ 毎日 逢 ひに 行つ てること、 など。 そして、 

「あなた も、 たと へ^ 居して ゐ たから ッて 奥さん ぢゃァ 御座いま せんか —— さう 冷淡にば かりう ッ. A 

やって 置かないで、 少し はわた しの 心配 も 思って、 加勢して 調査して 下さいよ』 と 云った。 

はう *? う 

『僕 は、 然し、 もう、 二三 年 も 斯う 獨り住 ひ をして 11 無論、 多少の 放蕩 はしな がらです が 11 ゐる 

くわん 9- 

ん ですから、 とても その 場の 證據 など を 突きと める 道がない です、 ね。 僕 は 官吏 だから、 役所 は 同じ 

やうに 引ける としても、 そんな 時 11 に を どり 込んで 行って 見たところで 仕 かたがないでしょう から、 

ね。』 渠は^ 笑 ひ をして 見せた •『 あの" 子供 もゐ るし、 爲 子の 母親 や 妹もゐ ると ころへ、 如何に あなお 

の 御 亭主 だッ て、 まさか • とまり 込んで まで は 11 ね I— 』 
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『宅で は • どんな 場合に も • 決してと まって 來 たりして、 わたくし にあげ 足 を 取られる や 5 なへ ま tf 

V こ. 9 

致しません — 云って見.s=^ゃァ、 まァ、 利口な やり方でしょう。 けれども、 その、 役所の 歸 りが 怪し- 

ひ v> 

いのです よ』 と 云って、 笑 ひながら、 女 は 自分の 膝で 輕 くた たみを 打った。 『宅の 口ぶりお よく 引いて 

見ます と、 ね。』 

『そり ゃァ、 然し、 あなたが うまく 御 亭主に からか はれて ゐ るん ぢゃァ ない のです か？』 

C ん *- 

『正德 さん は』 と、 女 は 男の 名 を 呼んで、 『まだ そんな 存氣で ゐらッ L やる からい けません よ —— うち 

つ *> しま 

の 子供まで が、 もう、 感づいて わたくしと 1 緒に 心配して くれ るんで すから 11 そして 築 島さん に濟 

まない ッて、 ね。』 

『そり ゃァ、 子供 は 母親の 云つ てること にや ァ、 わけもなく 賛成し ます、 さ。』 

『でも、 もう、 十六の 男の子で —— 獨り ツ子で はあり ますが —— 物が 分って まゐ りました から。』 

『觅に 角、 もッ とし ッ かりした 證據を あげて 貰 ひたいです * ね 11 r- れは 僕から も あなたに 特にお 願 

ひ 致します よ。』 正德は 新う 答へ て、 その 時 かの 女に 別れた のが、 かの 女の 弱み を I  刺戟して 置いた 

と 思った。 そして 自分自身に は 望んで ゐた 問題と 村 料と が出來 さうな の を 却って 喜んだ。 

ちろ 40 よく 

そしてき の ふの ハガキ は、 その 證據を 話したい から •  丁度 主人が 當 直で ゐ ない の を 幸 ひ * 聽 きに來 

て くれろ と S ふので あった。 


それにしても、 苟も キだ 自分の 女房た る ものに 自分が 裏^られ てゐ るの を 知らないで ゐ たと 云 ふ 

I ことがある としての 11 恥辱 はお ほ はれな 5、。 で、 これ を 雪ぐ 爲 めの 離婚の 意志が 堅い こと を 第 

一 に 云 ひ 現 はすつ もりで、 は 四の 橋す ぢを 女と 共に 殆んど 菜て ぜり ふの やうな こと を IK ひながら 隹】 

きく わい 

む Si にも • その 機會を 待ち設けて ゐ たの だ。 

『この 事實が 突き とめられり ゃァ、 僕 も 日頃の 問題が 直ぐ 解決 出來 るので、 却って 本統 にけ fel なんで 

すが、 ね- 1』 

『わたくし も、 これ は あなたの 爲め にもなる こと だし、 また 子供の 爲め にもな るんで すから • 隨分心 

配して をり ますが 11 』 

『ゆ ふべ の 常 直と 云 ふの も』 と、 一 つ 先 を 越して 鎌 を かけて 置く つもりで、 あとに なった 女 を 返り 見 

あや 

て 笑 ひながら 云った、 『怪しい の ぢゃァ な いんです か？.』 

『いえ、 それ は』 と、 二 あしば かりに、 ちょこく 追 ひついて 來て、 『本 統の當 直です が、 ね、 ゆ ふべ 

Y 厶 たう 

小 使 ひがさう ことづてが てら、 ぉ辣當 など を 取りに 來 ましたから —— 』 

『  』 

1 で * 昨晚 から 子供に も 云って 聽 かせて 疆 きまして、 ね、 宅が 歸 つてから 若し あなたが お出で 下す つ 
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t も、 面白くない ッて、 n わたくしが 今 出て 來 るまで 門の そとで 子供に 番をさせて 置い たんです 

. よ.、 — f さん はかう く S ふ 御 様子のお 方 だッて 申しまして、 ね。』 

『ぢゃ ァ- あなたの 出た あとでで もま だ氣を 付けて ゐ るの ぢゃァ ないです か？』 

f そり ゃァ その 通りです が、 ね、 十一 特 半までに 入らつ しゃら なきや ァ、 わたしが 電車 通りで お 目に 

か. A つた ものと へ と 申し付けて 置きました から  Jl 

『なんだか、 變な ものです、 ね』 と、 li^ 德は 洒れて 見た。 

『宅へ はちよ ッと買 ひ 物に 出る と 云って 來 ましたんで すが』 と、 女 も 笑 ひ をつ くろ ひながら、 『ま ァ、 

J き 

どこかで お話さ へ 出来れば I— 』 

『  』 

『でも、 さう お歩かせ 申しち ゃァ』 と、 女 は 踏みと まって、 あたり を 見 ま はした、 

『濟 みません、 ね。 どこか —— 』 

『なァ に、 どこか そこ いらに や むと ころで もありましょう。』 渠も I あし 立ち どまった ので あつたが、 

斯う 云って また さきに 立った。 渠は女 もつ いて 來 たのに 歩みながら 向って、 『いい 證據が 見付かり まし 

たです か？』 

f あんまりい いのではありません が、 ね、 一 昨夜 も 宅と この 事で 遲 くまで 云 ひ 合つ たんです よ II 子 


供が それで また 心配 致しまして、 ね。 J 

『子供の 聽 いてる 前ぢ ゃァ、 如何に あなた も 少し ひどいです、 ね。」 

レ よう *| 

『どうせ 承知して ゐる ことです から。』 

『然し あなた さへ さし 控 へて ゐらッ しゃり ゃァ —— 』 蕖は 今の 中心 問題た る 自分の 女房 その 者の ひど 

い ヒス テリ 性 を 思 ひ 出した のであった。 かう 女房 をい やで 遠ざかる やうに なった の も、 もとはと 云へ 

ばかの 女の ヒス テリ 性 をい やにな つたから だ" 役所の 歸 りが 後れた から ッて小 を 云 ひ。 下に 使って 

る 女 雇 ひから 盆 や 暮れの 贈り物が 來たッ てい や 味 を 云 ひ。 俸給の 持ち 歸 りが 少し 少な 過ぎる ッて 泣き 

,言 を 云 ひ。 面倒く さいから たまに 安 待合に でも 行って とまると、 また、 一 ン曰 嫉妬の 爲 めに 當り 散ら 

す。 おもて 向きで！ 5^、 家の 爲め にならぬ から、 子供ら の爲 めに よくない からと 頻りに 云って るが、 實 

よく じ ゃク 

はかの 女の 慾 情が.一 四十 歳に 近づく に從 つて I. こちらの 割り 合 ひ 淡白な 性質で は滿 足出來 なくな 

つた 不平 だと 分った。 それが 爲 めに、 渠 はとうく 堪へ 切れ なくなって、 別居した。 そして 船に は あ 

ッ さりと 遠った 女 どもからの 慰め を 得て ゐる。 すると、 かの 女 はまた、 煙草の 店 だけで いかない 笞は 

はくじ や 5 

ない のに、 あたり 近所 や 親類 どもへ 行って、 うちで は 薄情で 金 を 少しも 送って くれないと しゃべり 

ま はった。 そして 子供に 向って までお 父さん は 薄情 だ、 馬鹿 だとば かり 云って 聽 かせる から、 子供 は 

正直に それ を その 通りに 信じて しまって、 —— たまく 止む を 得ない 用事で 父が 家 へ 行つ て 見る と、 
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I » 下の 子な ど は 何にも 知らないで、 ただ 父の こと を、 

『爵鹿* 馬鹿』 と 呼ぶ。 

たお  しゃう 

こ n 女 も 亦 自分の 女房と 同じ 質の 女に 違 ひない と、 この 時、 I 第 1 回の 印象と 照り 合せて — I 正 

德には 新う 思へ た。 

曾て 或 屋敷の 家庭 敎師 として 行く 途中で、 练日逋 つた ことがある 道な ので、 知って る *J だとして す 

しろ JI ね 

ん すん 進んで 行った ところ、 現在 は 丸で 遠って るので、 1 向に 白金の 高臺の 通りへ は 出られな かつ 

た。 そして どう.^. た 拍子 か、 一間ば かりの 細い 路で、 一方 は 五六 尺の 高さの 石垣が つづいて ると ころ 

へ 突き 當 つた。 

『變 なと ころへ まゐ つた ぢゃァ 御座いま せんか』 と、 女 は 云った。 

『さう です、 ね —— もとと は 丸で 違って しまったんで』 と 答へ ながら、 渠は 自分 だけで 左右へ 驅 けて 

行って 見た が、 しんかんとした 寺院が 二つ 三つ 並んで、 その 庭から 三 四 本の 櫻が ぼつく 暌き 出て ゐ 

たかだい 

る だけで、 上の 方へ 行ける 道はなかった。 nnp! へ 出れば、 おそ ぱ屋が ある 箸です が —— 』 

『そば 屋 なら、 どこに でも あるで しょうよ —— こッ ちへ 行って 見ましょう。』 女 は 東へ と 左り の 方へ 進 

i ま 

むので， それにつ いて 賑やかな 道へ 出る と、 松 坂 町と あった。 


その 邊に 一 軒、 きたなら しいの だが あつたので • 渠が 先づ這 入って 見る と、 まだ 用意が 出 來てゐ な 

5 とのこと であった。 

U  «- らご 

また 二人 は裘臺 町と 云 ふの を 歩いて、 伊 皿 子へ 出た が、 或 角の、 これ も 小さい のに あがった。 一と 

簡 しかない 穢ぃ 二階で、 註文 を 聞きに 來た 娘の 子に ざる を 命じてから •  二人 は 角 火鉢 を さしはさん 

だ。 

『もう、 g{、 いわけで もない が、 ねえ —— J かう ぞんざいに 首って、 女 は ひら 手 を こすって、 からだ を 

ごみ 加減に して * 手 を 火の 上へ 出し、 その 瘦 せぎ すの 顔 を擧 げた 時， こちら を 見つめた 目の 下の ひ 

からびた やうな 筋肉が びく/ \- と 動いた。 

r  』 蕖 はちよ ッと 自分の 女房の 肉 不足の あし 腰 を 思 ひ 浮べながら、 わざとに も 丁寧な 言 紫で 

ぢょ 

か の 女 の 言 紫 を 受けた。 『冬 以來 の 習 憤が ま だ 拔けま せんから、 ね。』 

『人 問と 云 ふ もの は を かしな ものです、 ね ！  It い 時 は 装 一い/ \ と 云 ふし、 暑くなる と 暑い くッて 

ばかり 騷 ぐし 11 』 

『然し、 まァ、 この頃が』 と、 渠は卷 き 煙草に 火 を 付けながら、 『一番い いじ 時 t ^です、 さ I 花 も唤き 

かけて 來 ましたし。』 

『でも、 花 どころ ぢ ゃァ』 と、 苦笑しながら、 『御座，、 V ません、 わ、 ね。』 
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^1. あなたの 御主人 はどう 云 ふ 地位に 御座 るんで す？』 

3〇 省の f 文官 二等です から、 あなたより ゃァ、 つまり、 一等う へな わけなんで しょう—？』 

『よ、 はァ 1』 かう 云って、 正 德は暫 らく 女の 攀 らしい 微管 まかせて ゐた。 さう して 心 i へ 

たによ ると、 かの 女の 横柄ら. しいと ころが あるの は、 こちらよ りかの 女が 年う へな 爲め ばかりで はな 

く、 かのお の 亭主が また こちらよりも！ 1 あちらの 鐵道院 と は 場所 こそ 遠へ I 官等が うへ な爲め 

『あなた も、 ism ね— わたくしどもより や ァぉ歲も 若 いんです か 

『さァ — は、 然し ——寶は 11 官吏 を やめて、 11 何 か 事業 をしたい と 思って るんで すから。』 

『それでもよう います、 わ— 早く 澤山 お金 を 取って、 子供の 方へ もお やん なさい よ。 全體、 あ 

なた が あの 爲子 を』 と、 呼びす てに して、 『ぅッ ちゃって 置く からい けな いんです よ。』 

r あ いつは あの ^ レさ へ やらして 置けば 喰 へ る笞 です。』 

r それが、 さ』 と、 右の 膝で 疊を 打って、 『女 を獨 りで 手 離して 置く から 11 』 

『そんな こと ァ—』 おず かいに 及ばぬ と S 風で、 § を 向いて、 煙り を 吹いた • 

「  おは, く I 化で ゐる うちに、 註文の 物が 來た。 かの 女は燈 酒を钦 むなら 遠慮に はヌ 


き 


ばぬ が、 自分 はう ちへ 歸 つて 怪しまれる といけ ないから 遠慮して く か はり、 今度 主人の 守に 來て 

くれたら、 少し は 相 ひ 手 をす る、 け ふ も その W 意 はして ゐ たがと 云 ふこと を^べ た。 

渠 は^に 飮 みたくなかった ので、 直ぐ 箸 を そばに つけた。  . 

『まァ * 人 il は 喰って ゐ さへ すり ゃァ いいので、 さァ、 ね。』 

r ほんと に、 ね o』 二 口 三 口 やって た 箸 を 置いた、 『今回の 上京で、 宅が 少し 遊んで ゐ ました ものです か 

, とうぶん  > 

ら 當分は少し£^-ふゃぅにぃけなぃのですが、 ね —— 長 崎に ゐ ました 頃 は 多少 有； i でした から、 つた 

くし も 指輪の 二つ や 三ッっ ははめ て あなたの 奥さんのお 里へ — と 云っても、 御存じで 御 趣い ましよ 

う 力 困って ますが、 ね，. I 訪ねて 行った のです よ。 すると、 わたくしが 立 % な 成り をして 來 たと 

いて、 爲子 はわた くし 達 を 何 か 物にしようと 思った のが 初めです よ。』 

『まさか、 ね — いくら 僕に はい やな 女だッ て、 さう わる 機斂 でもない のでしょう on 

『それが、 あなた』 と、 押しつける やうな 口調で、 11 それが また 渠 をして 爲子 その 人の 不斷の 口調 

を 思 ひ 出させた、 『奥さんから 正德 はお 人よ しだから など 云 はれて ゐる 原因でしょう （I ？』 

『ふン —— そんな こと を 云って いい 氣 になって たのです か？』 渠は う 1:4 つて 苦笑して 見せた。 が、 

ずて それが 自分の 女房の 事實 か事資 でない かま だよ く^りも しない 今回の 一お 件に 隠して よりも、 寧ろ 

力の 女が こちらと 一緒になる 以前にあった 戀の關 係から、 その 戀の姉 を 信す るか 頼る かして、 こちら 
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と を 大分 立ち入つ てうち 明けて あるら しいの を 面白くな く 思った の だ。 

r そり ゃァ、 ひどい 人 だから、 ね 141 もやらない のに、 突然む かふから 訪ねて 來て、 自分 も 今 は 

かう く？ わけ S てられた も 同前 だから、 1 さんと は昔の關 係で きょうだい 分に な" ましょう ッ 

て！』 

『無論、 口 はうまい 奴です が  』 

『さう でしよう。』 女 は 分った だら うと 一 おはない ばかりに 目の 光^ を とんがら かして、 『さう して わたく 

しばかりで なく、 宅まで も だまし 込ん だんです もの！』 

r その だまし 込んだ と 云 ふず m をです、 ね』 と、 正德 はわ ざと 落ち 付き を 見せながら、 『確かに 突きと 

めました か？』 鎮に はこの 女の 樣子 がその 云 ふところ を 疑 はせ る やうに 思 はれて 來.^ 

『ぁなたのぉッしゃるゃぅな現行犯まではな，^.く突きとめられるものぢゃなぃのですが、 ね』 と 云 

つて、 が ある 如く 颜の 筋肉 を 引き締めて、 as 月い くらと 云って お金 を 確かに 取って 關 係して ゐる 

んで すよ。 それでな けり ゃァ、 宅が 俄かに この 二 ヶ月 間き まった 俸給 を 同じ ほど^ら せて 來る辔 がな 

いぢ ゃァ 御 座い ません か？』 

『然し 僕の 赛 が 旦那 取り をす ると ァ きまって ません よ。』^ は 少しむ ッ とした • 

r をれ が、 さ产 と、 女 はこ ちらの 様子に は 齦 IT せす に 微笑しながら、 『困って 來 りゃァ 誰れ でも さうな 


るんで すよ —— さう して 亭主が うは：； ガ- をす り や ァ* その 女房 だ ッても * 少し-や ァぅ は氣を した ッて让 

なゅラ 

かたがない 道理 だなん て、 始終 云つ てる女です もの。』 

『無論、 さう して 吳れり ゃァ、 僕の 方で は 却って 離婚の 理. H が 成り立って 便利です が —— し 

『それ —— 』 と、 女 は 一 勝い ゃァに ひ を 引き延ばして 、『あなたの 叔父さんが 煙草 店 を讓り 渡した 時 

じ まん 

に 忘れて 行った と 云 ふ 變な擒 が 二三 枚 あるでしょう。 わたくしに は 自慢 さう に： せました が、 あれ を 

見て 獨. ON で樂 しんで る さう ですから —— 』 

『へい —— 』 £^ はこれ を聽 いて あきれた。 叔父が 忘れて 置いた やうに、 自分 も 別居す る爲 めにあの 家 

を 出た 時 荷物に 入れる こと を 忘れた 鎗 だが * 或 時 • 思 ひ 出して 取りに 行った 時には、 爲子 はそんな 物 

は 知らないと 云って 渡さなかった。 それ を 兒 せて 貰った 者 も 者なら、 見せる 者 も 者 だ。 

それ を H: ルて樂 しんで るッ て？ 自分の 女房が それほど 大膽な こと を 云った とすり ゃァ、 こちらの. 

情 をで も. すッ かり 11 棒 給 やう ゎッ つらの^ 活 のことば かりで なく、 その他に 自分 等 二人の 問 のこ 

とまで を も (馬鹿！) —— この 女に 語った ことがあ るの だら う。 そして この 女 はまた その (女好き だ 

と 云 ふ) 亭主との 仲がいい 時の 物語りの 種 に、 少く とも、 一 度 は 利用した の だら う。 

そして この 女の 亭主が- その 翌日な リ、 翌々 日な りに、 11 どうせ 上京の 初めから 紹介され て 知つ 

♦A うもん 

てたら うから —— 爲子を 訪問して、 そんな こと を ili! とぼけて、 そして そんな こと をお びき 出した とす 
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"や ァ —— 

こんな 想像の 爲 めに、 正德は 耳た ぶまで が 熱くな つてお た 

そばのお か はり を聽 きに 來た 時には、 渠は旣 にさき の をす ませて ゐ たが、 女 は 半ば ごろ をす すって 

ゐた。 

『あんまり うまく も 無いです、 ね。』 

『どうせ こんなと ころので す もの。』 女 は 箸 を、？，/ はせ ながら、 『1 度 また 近々 にいら しって 下さい。 わた 

くしの ij^ 所に は、 一 ケ所、 上手に 出 粥る のが いますから II その 時ァ、 子供に こんな 話 をき かせ 

たく もない から』 と、 にやり として、 『どッ かの 活動 寫 露へ でも 行かして 置いて、 ゅッ くり、 ね。』 

『はァ に ：9iS は 斯う 1 りない 返事 をした が、 心で は、 こちらが 何だかお もちやに され かけて ねる やうな 

氣 もした。 この 女の 話に よると、 この 女の子 供 はこ ちらの 味方に もな り、 また 邪魔に もな つて ゐる。 

『  』 女 は 箸 を m はいてから T それでで すが、 ね』 と、 取ッ ときの 村 料 をで も 語り 出す やうに あ 

ら たまって 、『賢 は、 ^五日 前に 爲 子が 圖々 しく もまた やって 來 たんです よ。』 

『  』 

『關 係の つ いた 頃から、 向 ふ はば ッ たり 來 なくなつ たの を、 こ ッちは 知らない ものです 力ら いい 蒙 


になって 訪, して ゐ ましたが * ね —— 感づいて から は、 こ ッちも 足お とめて しま ひました。 向 ふ は 却 

つて それ を窖ん でた でしよう よ。』 

『ところで、 いっから 關 係が あつたと 思って るんで す？』 

『それ も 確かに はがり ません が、 ね、 まァ、 今から 二 ヶ月 半 ほど 以前から でしよう。 わたしが 感づい 

みちじ ゆ 0 

た に は、 もラ、 宅の 役所からの 歸 りの 道順が 確かに 變 つて ゐ ました。 あなた もハ お存じで しょうが、 

敷链 の 通り を眞ッ 直ぐに 芝 公園 をぬ け て^るの が 常り 前な のに、 宅 はわ ざく 飯 倉の 四ッ灶 を片町 

の 方へ あがって 來る やうに なった のです。 あなたの 御 本宅 11 か、 奥さんの お宅です か — は 永 坂の 

うへ でしよう。 先日 もお 話し 致した やうに、 わたくし はよ く あの 近所で 宅の 歸り にへ" ひました。』 

『爲 子のと ころ へ 行った と は 限りますまい。』 築 はまた 十分に 裁判官 的な 冷 靜に戾 つて ゐた。 自分の 若 

い 時、 或 友人が 他の 友人の 姦通 事件 を 敎會に 持ち出し、 1. 事實は 確かに あるに 相違なかった が、 實 

證_ビ あげる ことが 出來 なかった ので、 一 I 却ってし ッぺぃ 返しの 恥辱 を 被った こと を 知って るから、 

たと へ 自分の 女 10^ のこと でも、 容易に 信じた くはなかった。 

『いえ』 と、 女 は 然し、 信じ 切って ゐる やうに、 『それ は、 もう、 宅の 話し 振りと わたしが 爲子を 訪ね 

た 時の 向 ふの 話と を 照り 合 はせ て 見る と、 みんな 同じ やうな こと を 云って ますから — 』 

『それ もです 11 訪問す るの がいけ ない わけで もな し、 訪問して 話が 合へば また おんな じこと も 云 ふ- 
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やうになります よ。』 

『そ 1 こ， しても、 名 だけで i^ts の ある 人の. うちへ 度々 行く 用 はない ぢゃァ 御座いません、 

か？』  かう さ, 

『そんな 古く さい 考へぢ ゃァ、 まだ あなた も 駄目 だ。 僕だッ て、 氣が 合へば、 どこ 君と でも 交際 

します。』 

『だから、 わたしの うちへ もお 出で 下さい ッて 云って る ぢゃァ 御座いません か？』 

ぢッ とこ ちら を 見た が、 『でも、 爲 子の は あんまり 變で すわ、 ね。』 

『あなた は、 こないだ も、 爲 子の 家から あなたの 御 亭主が 出て 來 はしない かと、 時 を 計って、 度々 

近所に 隠れて 待ち受けて ゐ たと 云った でしよう — ？』 

»- つ は  a 

『ええ J と、 勢ひづ いて 、『見付かれば、 立派な 證據 になります もの！』 

『そんな 證據が 11 ？』 この 時、 二度目の 註文 を 持って 來 たので、 暫 らく 話が 絶えた が、 娘 ツ子  >ゲ 下 

へ 見送って から、 一 W 薬 をつ いだ。 『あなた は あ」 X り 迷って るから、 下 だらない こと を 富て に t てゐ るん 

です に渠 はこん な 時に 十分 {E ふの 權感 じみた 態度 を 押さ へ て 置け と 思った。 

『11^， そんな 時には 見つかりませんで したが、 ね I 宅に そのこと を 話して 少しお どかしまして か 

らは、 ちゃんと 時 S1 通りに 歸る やうに もな りました し、 先月の 俸給な ども 滿 足に 持って 來 ました。 が 


爲 子が 珍ら しく やって 來 たの は， だから、 お金の 催促 か 呼び出しの つもりであった のです。 丁度、 

が 留守で、 わたしが 火鉢の そばで 浮かない 樣子 をして ゐ ますと、 11 無論 面白い 啓 はない のです から、 

わざとに もさう して 見せた のです が、 —— 相 變らゃ 白ば ッ くれて、 姉さん、 姉さんと 親し さ ラに物 を 

云って、 病氣 ならわた しが 直して あげます ょッて — 』 

S ラ ざ ラ 

『ふん。』 正德 はそんな 時の 檨子を 想像しながら、 『祌 さまに ぉ祈リ でしよう 11 ？』 

『それなら、 まだいい のです が』 と、 女 は 泣 まし 切って、 『向 ふが 何か而 白い 話 をして 聽 かせます から 

ッて I— もう、 下 だらない 維の 話なん か 十分 だと 云って やりました が。』 

す  す. 0 そく 

『  』 、ss はそんな 話 をた まく どッ ちが 好きで 語リ合 ふやう になった のか， よく は 推測 出來な 

かった。 

『え、 まだ 歸ら ない の？ どこへ 行った の？ いつ 頃歸 るの ッて、 うるさい ので 默っ てると、 自分で 

立って 行って 恣 から そと をの ぞいて 見たり して、 宅 を 待って る 様子でした I— とうく 往生して、 歸 

つて 行き ましたが、 ね。』 

『然し あいつ はいつ もさう したが さつで、 無遠慮な 奴で 11 1^ 齓か ら 人のお も わくなん て考 へる こと 

が 出來な いんです。』 

『まだ あなた は 信じ 過ぎて るの、 ね。』 女 は、 餘 ほど AJ ちらに 肩を持って くれた かの やうに、 うは 氣で 
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親し さうな 調子 だ。 

『あなた こそ』 と、 渠は 冷やかに、 『迷って るん ぢゃァ ないです か 1 1 度 あんまり 親しくな り 過ぎた 

戯 i で？』 かう 云った の は、 無論 かの 女と この 女と が 例の 鎗を 二人で 見て ゐた 様子 を 想像しての こと- 

であった" 

『そり ゃァ、 b たし も 向 ふが 來て くれた 義理 も あ-おまし たから、 また、 その あくる 日， こちらから も. 

リラ どち やう 

訪ねて 見ました。 さう して 氣を 引いて 見る 爲 めに そとへ， つれ 出して、 二人で 龍 土 町の 西洋 料理屋へ 這 

入った のです が、 ね、 11 こッ ちから 先 づ鎌を かけて、 うちで も 今の 地位 は 不安心 だから 何 かしな く 

ち. 0^ ァと云 ふと、 姉さんの だけのから だは どうしても 自分が 引き受ける。 さう して 自分 は 別に^へ る 

ことがあ るから、 あ の 店 を こ ッち にやって 貰つ て もい いなんて！』 

『そり や ァ本氣 かも 知れません』 と、 飽くまで 冷靜 に、 『あいつ は 時々 いろんな 事を考 へ 出します か 

ら。』 

『でも、 わたしの 考へ では、 何 か と 相談して ある ことがあって、 自分 は その 方へ 行って、 その 申し. 

わけの 爲 めに わたしに は 繁昌 もしない 店 を あてが はう と 云 ふ 所存なん です とも！ 初めて 訪ねて. 1^ た 

時から して- 直ぐ 資本 を 11 して くれない か、 店 を 大きく しなけ おや ァ とても 商賫 になら ないから ッ. 

て 云って ました もの！ J1 


『商寶 は、 然し、 大きく も 小さく もやれ ます OJ 

『でも、 苦し いのは 本統 らしいです。 それに、 そんな 大きな こと を 云 ふんでしょう —— わたし はわ ざ 

と， V- ぼけて、 わたし I 人ぐ らゐ 女中に なっても 喰べ て 行ける から- 若し そんなに 景氣 がよくな つたの 

なら、 宅 を 引き受けて K ひたいが、 どうです と 云 ふと * あの、 例の 赤い 齒ぐ きを， ：！： き 出して 喜んだ の 

です が、 いいと も 云へ ないから、 わざと 少し 考 へて、 それ はちよ ッと變 ぢゃァ ありま せんか ッて —— 變 

なの は 向 ふぢ ゃァ 御座いま せんか？』 

『そんな ことなら- なァ に』 と、 蕖は根本に否定的な調子を：！2^せて冷淡に笑ひながら、『却って向ふの 

樣 子に 何も こだ はりがない g 據 にも 取れます よ。』 

ごぞん 

『それが とぼけて るんで さァ、 ね II あなた はま だ 宅 を 御存じな いから、 そんな 存氣な ことが 云へ るん 

でしよう が、 ね、 そり ゃァ 女に かけち ゃァ だます の も、 また 女に 人 を だまさせ るの も 上手です から。』 

『ぢ ゃァ』 と、 築 はわ ざと むッ つりして、 『あなたの 御亭 虫 が ：5i.5 いこと になり ますが —— 』 

『そり ゃァ、 宅も惡 いに ゃァ きまって ますが， ね * —— それ だから、 長 崎 を やめて 上京す る 時には、 

わたし ゃァ また そんな ことがあり はしない かと 反對 したんで すが、 —— 女の 方で しッ かりして ゐ さへ 

すり ゃァ、 いい ぢゃァ 御座いま せんか？ 早く 離緣 してお やりな さ S よ —— 苟し くも 主人た る あなたに 

恥ぢを かかせたん ぢャァ 御座いません か？』 
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「無論、 ちゃんとした S 據を あげて 下す つたら I J 

『あなた は 霞 •  S とお ッ しゃい ますが、 ね、 何より i 據が あるんで すよ！』 女 は 墓と 共に 力 

らだ をう は 付かせて、 下り 口の 方 を 目で 警戒して から、 少し 顔 を こちらに 近づけた。 そしてに ち tr と 

. 笑 ひながら、 『からだに f る もの を— 時々—』 と、 何だか 云 ひにく さう に 云って， 雷 f 中止し 

たが、 『ね、 それで 分る ぢゃァ 御座いません か？』 

『  』 正德は そばの 半分ば かり 殘 つてる 眞ン 中のと ころ を 取って 口に 運び かけて ゐ たが こ。 

f 何だか よごれた 物の むさいに ほひが 聽ぇ たやう I になって、 箸 を 途中から 置いて しまつ. - 

女に は- 初めから どことなく  1 りが ましい 樣 子が 見えて ゐた。 その 本性. I ッ くり 出した と 云 ふや 

うなに やけた 笑 ひと 顔つきき 以 つて、 女 は 勝利が ほに 顔 を引ッ 込めた。 そして その 目で こちら ま 

きつける やうに して- 神經 質のと がった 聲を ひそめて 顫へ る ほど 和ら かに 云った、 

『あなた だッ て、 出來 ない ことはないでしょう — 一度 やって 御覽 になれば 分ります、 わ。』 

『やって はなく ッたッ て—』 と、 • 與も つい 釣り込まれて 笑 ひながら 、『天下に 女は爲 子ば かり ぢ やな 

"し — 』  . 

『それが、 さァ』 と- 女 は 待ち かまへ た 返事 I ない QI れ たやう に、 坐って る 右な』 でち ょッと 

また 疊を 打って、 —渠に は、 こないだ も、 それが 氣 になった が -1 またに やけた 笑 ひ を やり I 


しろ ラと  く らうと 

た T 爲子は 素人でしょう i— 月に ああ 安く 關 係出來 る苦勞 人はありません わ、 ね！』 

じ？ ぐら 

「成る ほど、 あなた は、 こないだ， 若い 時に 一度 酌 嫁 をした とお ッ しゃいました • ね。』 1^ は * もう、 

嚮麥に 乎お つけまい と 決心した ので、 草 を 吹かして ゐた。 

『それ は 宅の 爲 めで —— ちょ ッと 宅が 困った 事情が ありまし たからの ことで したが、 ね、 i 三四ケ 

間の ことで —— わたし ゃァ 何もお 容 にく ッ 付いたり した こと は 御座いま せんが —— 』 

『そり ゃァ さう でしよう、 ね。 —— 爲子 だッて も、 まさか、 そんなに 馬鹿に もろい わけ も 御座います 

まいよ。』 

『然し、 宅と 來 たら ひど いんです から 一 I どこへ 行っても 一 I 』 

ぼうく わんて 

『…  』 渠 はた だぢッ と傍觀 的に かの 女の 熱した やうな 目つ きを 受けて ゐた。 『ですから • わたし 

- ゃァ、 いつも 每朝、 宅が 役所に 出て 行く 前に、 ^で 宅のから だに 或し るし をして 置き ますんで すが、 

ね、 矢ッ 張り、 駄^なん です もの 一 I その 癖、 時時 通り をた ッた I 時間 か 1 時間 半 ほど 後れて、 すま 

ァ して 歸 つて 來る ことがありまして。』 

はた 

『それが E 水して 爲子 のせいで しょうか？』 

『まだ あなた は 一 I 』 この 時、 下から 湯 を 持って 來 たので、 かの 女 は そ ッちを 見て 話 を 切った。 そし 

て その 聲をも 態度 を も よそ行き にして、 『あなた は あまり 召し あがらな いんです、 ね？』 
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『ええ 1 もう .11 よしましょう。』 たと へ 喰へ て も 喰 ふ氣が なくなって ゐた。 

女が 光づ i 鋭ピ しょうと したの をと めて、 正 德が拂 つた。 

『ぢ ゃァ、 わたしの 方に もッ といい お膳 立てが 出来た 時に、 お呼び 申します から I. 』 

『さう です、 ね 11 け ふのお 話ぢ ゃァ、 キだ 物に なりません よ。』 

『あなた は 思った より ゃァ 世間 見すな の、 ね >  — 』 

『ええ、 僕ァ これで もさう 放蕩 もの ぢゃァ な いんす で 力ら — 』 

『わたしが これ だけ 云っても 分らな いんです もの！』 

『な ァに、 あなたのお ッ しゃる こと は、 あなたのお ッ しゃる 事と して は 分って ますが、 ね。』 築 はかう 

遠 ま はしに 云った のが かの 女に こそよ く 分らなかった と たが、 かの 女が こちら を なほみ^り がまし く 

見つめて ゐ るので、 それ を 避けた。 『どうです、 あなたに はおな かがお 減りに なって るんで しょうから 

？ どうか 御 遠慮なく —— 』 

もつ ち A 

『さう です、 ね。』 目をや ッと 下の 喰 ひ 物に 向けて、 『殘 すの も勿體 ないから。』 女 はまた 箸 を 取った。 そ 

して それ を 運ぶ あ ひまくに、 『兎に角、 早く 離緣 をして おしま ひなさい よ ！ わたし ゃァ それ を あな 

ふくしう 

たに させた だけ ぢゃァ まだ この 恨み は 晴れ ゃァ しない • どうしても、 もッ と、 復饕 してやら なけ リゃ 


『  』 濕 はかの 女が いそぎ 氣 味で 殘部 をう まさう に 口へ 運んで るの を それとなく 見ながら、 こ 

じ やうく わ 

の 女 も • 亦、 女と しての 燈し 火の まさに 消えん として、 その 情火が 最後の 熱 を 保た うと あせる 四十 女 

に 相違ない と 思った。 そして その 所謂 『復 饕』 と はかの 女の 疑 ひ 11 正德に は、 まだ 疑 ひ 以上に は：！： ル 

えぬ の —— を、 あべこべに、 かの 女が こちらに 實 行して 見ようと 思って るので はない かと 考 へられ 

た。 

a さら ご 

そば 屋を 出てから、 女 は 渠を伊 皿 子 停留所まで 5；$! つて 來て、 渠が淺 草 行きの 電車に 乘 るまで 立ち去 

ら ないで， 幾度 も 今 一 度お 迎 へす るから 來 て吳れ ろと 賴ん だ。 そして、 

『あなたの ところに ゐる、 あの 若い 女中 は 何です か』 と 云 ふやうな • 入ら ざらん ことまで 氣 にして ゐ 

た。 

ぢ よち リ 

『あり ゃァ、 ほんの 女中です 11 僕 だッて * さう/ \. 馬鹿な こと はしません よ。』 かう 答へ て、 築 はか 

いんらん 

の 女の あまり の淫亂 から 出た 疑 ひ に 手 易く 釣り込まれる やうな 者で はない ことお 發 表した と 思 つ た 時 

に、 電車が やって 來 たのであった。 『ぢゃ ァ失禮 します。』 

『では、 今度、 ね 11 』 

こんな ことの 思 ひ 出が まだ 正德の 心に 生々 しい 翌々 日の ことであった 一 I また かの 女から ハガキ が 

, 四十 女  二 0 七 
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『先日 はまこと に ぐれ 遠 ひさ ふら ふて、 すみませんで したが、 明晚が 宅が また 人の 代理で 當 直にな り 

候へば、 何卒お 役所のお 歸 りの 足で 御飯 を あが にお 出で 下された く  • 子供 は前以 つて さし 支へ なき 

やうに 致し 置き 申すべく 候。 必ら す必ら すお 待ち 申すべく 候。 かしく。 本 村 町より。 管正德 様』 

築 はこれ を 何度も i り i して 請んで 見た。 今回 は、 爲 子の ことに 就いては、 何とも 云 ひ 及んで ない 

の だ。 

爲 子の ことが S. 實だ とすれば、 その 證據を 1 でも 早く 擧 げたい。 

くし- n 

が、， この ハガキ の 書き 主が こちら を 一 度で も 何とかして、 それ を爲 子に 對 する 復 響に しょうとして 

ねる のなら、 もう、 ッぴら な こと だ。 

鎮は、 ハガキ に^ & いの 當日、 鐵道院 の 専務 を 執りながら も、 行った 方が いい か II 行かない 方 力 翔、 

事 か II 迷 はないで は ゐられ なかった。 

.1 (大正 四 年 月) 1 
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社長の 紹介 を 以て 會 見して から 浪 川が 四 五 年 も 出入りして 御機嫌 を 伺って た 子爵 閣下で ある。 その 

，子爵が 〇〇 大臣に なると 云ふ號 外が 出た ゆ ふかた、 し 至急 親展書 を 届けて 來 たので、 さて は、 こちらの 

本 si- も 成就 かと 踊り あがった。  r しき 

お ほ 急ぎで 車 を 飛ばして 子爵 邸に 伺 ふと • 主人 は 今 また 相談が あった 新總理 大臣のお 屋敷へ 行って 

るから と 云って、 奥 さまが 代理で 應接窒 へ 出て 来たので， は 何よりも さきに かしこまって、 

，この度 はまた お 目 出た う 御 坐い ます』 と 云った。 以前に も 一度 こんな こと を 云 はなければ ならぬ 場 

へ n があった が- その 時 はま だ 云った だけの ことであって • それ 相當の 報いが こちらに も 向いて 來るほ 

どの 信用はなかった。 

『まあ， あなた も 子爵の 御機嫌 を 伺って お置きなさい ましよ I. いっか はまたい いこと が 御 坐い まし 


よう 力ら 1 ね』 と、 子爵 夫人に 愛 相よ く、 W はれた だけが まだし も賴 りであった。 そして 子爵のお 资守 

の 時な どの 御 つれづれ を 慰める 爲 めに， 度々 意外な 時に 招かれて 小説の 話のお 相手な ど をした。 『近頃 

の 作で は 矢張り 鏡 花や 天外の がお よろしい のでしょう、 ね』 たどと — 前 月 やその 月に 發表 になった 

やつの 批評な ど を 乞 はれた。 自分の 畑で はない の だから • 大いに 面 くらって しまう ことがあ つてから 

は- e. 央 公論 や 新 小說を 初め >  钌 み もしない 小 說雜誌 や 婦人 雜誌 を. ぃろ.^.^から讀んで^ぃ 

て、 夫人の 襲 掣 に對 する 常備 的 軍備 を 整へ てゐる ことにした。 夫人 は 子餘と 同席の *r にも リビそ んな 

方に 持って行 くので、 子爵 はた だに こ/ \と 笑って 御 坐る が、 こちらの 答 辯 はな かく 資仕を 感じな 

5 では ゐられ なかった。 

ところが、 今回 は、 夫人まで が 愛， 招の いい 顔に 引き締まった ところ を见 せて、 1 ^i、  ^t^s 

- ^  ^  ia-  0P  / 】j 一一れ グ さ- a 

どころ ではなかった —— 

『あなた もお 目 出たい のです よ』 と * じッ とこ ちらの 顔い ろを兑 た。 

『  』 浪川は 成るべく 卑な 喜び を 示め すまいと したの が、 われながら ただ，！ つからしい 様子に 

なった と 忍った。 が、 さう 思へば 思 ふ ほどな ほその 様子 を 改められな くな つて、 f うやく しく、 

『先： m お招きに ぁづ かりまし たので、 早 連 伺 ひました のです が I" 』 

『御不足かも^：^じませんが、 秘書官で すよ。』 

秘書官  ： I 
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『いや、 結構です！』 案の じょうな ので、 つい 自分ば かりのに ッ こり i したが、 . -れを さう ひで い 

ふりに 11 めに 叮嚀に 下 を 向いて おじぎ をした。 そし 5 が顏を あゆる と、 夫人の 何だか 皮肉な 

微笑に 出くわした。 きまりが 惡 かった ので ゃッと 何げ ない ふり をして 云 ひ 添へ た、 『どうも 子爵 閣下 を 

初めまして、 奥 さまの 御 盡カを 感謝いた します。』 

『で、 —あなたの 御拜命も み i う Es^k さう で 御 坐い ますが、 —すると、 直ぐに も 官舍へ 這 人って 貰 は 

ない ぢゃァ 困る と 子爵が 申して をら れ ました。』 

『はい、 それ は 承知 致しました。』 

『ところが、 ね』 と、 夫人 はこ ちら を 少し くつろがせる やうな 口調に なった、 『その 丸のう ちの 官舍は 

1 ぉ氣 S です が— 冬 はな かく 塞い ので 御座いま すよ。 わたくし も、 前に 子爵^ 同じ 大臣の 

時に、 其 時の 秘書官 を 訪ねて、 一度、 行って 見た ことが 御 鹿い ますが、 ね、 それ はく 床が お 高 過ぎ 

まして、 II お 寒 いのは それが 爲 めかと も 思 はれます が、 — おもに n 本 造りで、 應接室 だけが 洋館 

. 建てに なって ますが、 ね。』 

『わたくしの 方で は、 そんな こと は 不平 を 申す 場 (い では 御座いま せんので — 』 

『まァ お 寒ければ スト ー ヴに澤 山 石炭で もお 入れになる ことです よ。』 

「よ. •。』 こ，：：： セォ は、 もう、 濕も 椅子に 腰をおろして、 夫人と 相對 した。 が、 どうも、 不斷の や ラに巧 


お 5fe い ことば 

みな 應對曾 紫が 出なかった。 

そのうち 子 筒 閣下が 歸 つて 来たので * いろんな 心得 を S ひ 含： いさせられ たが、 おに 敷て 辭 する 時- 

子爵の 手から 一 I 然し こ れも 親切な 夫人 の 注意に よって であらう 11 移轉そ の 他の 古： 度 料 に 入る / に 

うから ッて金 五十 圓を 立て かへ て 貰った。 

その 足で、 早速、 社長の 宅 を 訪問し、 兼て その さしがねで 紹介 を 受けた 目的が 今回 ゃッと 成就す る • 

*>  く. a ». 

ことの 禮を云 ひ、 新聞記者 として 長らく 同社に 厄介に なって ゐた 地位 を辦 する 言葉 を 述べた。 それ か 

ら、 浪川政 次郎と 云 ふ 標札 のか かって る 赤 坂臺町 の 自宅へ 歸 つた。 

つい、 この間、 八圓の 家賃 を 五十 錢 あげさせて 腐った 門 を 直させた ところ だのに、 氣の 毒に も引ッ 

越さねば ならぬな ど考 へて、 左 關を這 入る と、 妻 を 初めと して、 うへの 子 二 名と 女中まで が —— 多分、 

P むか 

こ の 女中の 發議 でで あらう 11 すらりと 並んで 渠 を出迎 へ た。 

『さう でした の？.』 

『無論， さ！』 纏 は 靴 をぬ ぎながら、 にこ 付かない では ゐられ なかった。 

『ありがたい、 ありがたい！』 妻 は 早口に 新く  二度 唱 へながら、 立って たから だ を 踊らせて、 くる 

と 1 つま わった」  ， 

f ありがたい、 ありがたい』 と、 うへの 娘つ 子が また 母の 眞似 をした。 

秘書官  一二  S 
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『あり —— あり — 』 次ぎの 眞似師 も、 あぶな ッ かしい からだ を 横に 動かさう とした。 

ぢょ ほ あか 

『坊ちゃん までが 嬉しがって』 と、 女中 は それお 抱き あげたが、 矢ッ張.=^かの女も頗赤の平べッたぃ 

額 をに こく させて、 一緒に 主人の 窒 までつ いて まかた。 

や 一つ ふく 

渠 は氣づ かれが したと 1K はぬ ばかりに どッ かりと 腰をおろして、 洋服の まま あぐらをかき * 妻の レ 

い 顔 を 見ながら、 家に は 不相應 に 大きな 有田燒 きの 丸 火鉢の ふち をな でた。 

『よかった の、 ね。』 

たう ぜ，！ > 

『斯う 來る のが』 と 微笑 を 浮べながら、 『當前 ぢゃァ ないか？ 四 五 年 問 も 御機嫌 を 伺 ひに 行った リ、； 

意見 窨の 代维 をした. 0,、 大きた 飜譯を 子爵の 名で 出して やったり、 さ。』 

r でも • それに ゃァ』 と、 妻 は 今夜に 限って 色つ やが 一 暦よ くな つたと 見える 风 ざね 顔 を 斜め にし 

て、 所 夭 と 女中と を 半々 に 見ながら、 『その 時 その 時のお 禮を 貫って ます * わ。』 

『お前た ちゃ ァ まだ 分らない、 さ —— さう したお 禮 など を 貰つ てること が 璽なる ので、 却って 向 ふが 

辦 うおいで なさ るん ぢゃァ ないか？』 

『さう 云 へ ば さう でしよう が —— 』 女 巾と 嬉し さうな 額 を： ：！！^ 合 はせ た。 

あ を やま  しぶ や 

『ま ァ、 これで』 と、 女中 は渠の 妻に 代って 妻の 胸のう ち を 述べた、 『靑 山へ も 漉 谷へ も 意 張って 行け 

ます、 わ、 ね。』 


、ねむ こ 

靑 山に は渠 のまの 姊 婿が 住んで ゐる" 谷に は 妻の 妹の 家が ある。 共に 軍人 だ。 そして 妻の 父 は 退 

職 軍人 だ。 ここの 主人 だけが W 根 人で も 官吏で もない の を、 何だか 肩身が狭い やうに 思って たの は、 浪 

川 自身の 知って る 通り、 妻ば かりで はない。 或ミシ ヨン スク ウルの 神 舉部を 卒業す る 問ぎ はから、 小 

み かた 

使 ひ 取りに 英.^ i を敎 へに 行き • つい 出來 合った その そ もく から、 二人の 味方に なって 働いて =4<れ、 

家 を 持って から も 三人の 子 をす ベて 手し ほに かけて 來た 女中の 考へ も、 また、 同じであった。 

『せめて、 文官で もい いから、 高等官に なって 下さいよ』 と は、 かねがねの 賴 みであった。 藥 自身 も 

亦惡く はない と 思った から、 その 方針で 進んで 來 たの だ。 

『でも、 ね、 ぉ貞』 と、 攝は 女中に 向って 云った * 『まだお 前 達の 滿 足に は 行かない、 さ —— 特別 任用 

だから。』 

とくべつ にんよう 

『特^ 任用 だッて かま ひません • わ • ねえ • 奥さん。』 

『そり ゃァ眾 人なん ぞ とは逮 ふから —— 』 

『お前なら、 さり、 さ • 軍人なら 平 兵 嫁で もい いんだら うから。』 

『まさか —— そんな こと は』 と • 妻と 女中と が 同時に 笑って 取り消した。 

『實 は、 ね』 と、 渠は にこく 顏を 新たに して、 今まで 隠して ゐた 紙の 包み を 横 あ ひから 取り出し 

た、 『いい 物が あるん、 さ。』 

秘書官  一二 五 
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『なに？』 

『お菓子、 お菓子！』 うへの 娘の 子 は 飛び立って 喜んだ が、 渠の ひらき 出した の を 見て 失望の 樣 子で 

あった。 

r いいお 下駄 11 奥さん！』 

『いくら？』 妻 はいそいで 手に 取った。 

『當 てて I«s^。 子爵が 移轉 費に も 入る だら うと 云って、 五十！： 立て かへ て くれたから • ね， 前い は ひ 

に 一 つ 買って 來 たの、 さ —— お前 は 下駄 • 下駄と 云って たから、 ね。』 

『ぉ禮 をお ッ しゃいよ、 奥さん。』 女中 は のぞき 込んで ゐた。 

r ぉ貞 にも、 何 か 買って やる よ。』 

『どうかよ ろしく —— 坊ちゃん にも • ねえ』 と • 膝の 上の を 抱き締めた。 

IT あたしに もよ。』 

『さう、 ね、 お嬢さん にも —— 』 

『偶然でしょう， これ は』 と • 窭 は 鼻緒 をい じって 見ながら、 『ま ァ、 I  R 八十 錢 から ニ圓ま で。』 

『馬 鹿な！』 蕖は 少し 不與げ な 顔 をして、 n  ニ圓 一 一十 五錢に 負けたん だ。』 

「奥さん、 結構です、 わ。』 


『づ姆 しい、 嬉しい！』 妻 は 突然 その 下駄の かた 一 方を兩 手で あたまに かぶって、 からだ を 左 させ 

た. * 

『あんな こと 11 お 母ち やん！』 子ども は そばで 笑った。 

『あなた も j しいで しょ、 rj と、 笑 ふ 子の 肩 を 押さへ て 見てから、 眞が ほに なり 、『ぢ ゃァ、 K> き 移り- 

でしょう。』 

にんめ, 

『さう、 さ、 あす 任命 を 受けたら、 直ぐに もッ て。』 

r 大變だ わ" ねえ —— と、 また 女中と 額 を 合 はせ た。 

『でも』 と、 女中 は 答へ た、 『ひとり 人足 を 雇って * お父さん にも 來て 戴いたら I .』 

『さう、 ね —— J 

</b ん て.^  ゆか 

『官邸の 應接窒 は 西洋 造り だぜ —— 日本 建て の 方 も 床が 高い ッ て。』 

『まァ —— 』 妻 は それから 思 ひ 出した やうに、 『奥 さま はどうし てらし ッ て？』 

ひ にぐ 

『矢ッ 張り 甚ん でた よ。 - i 然し あの 夫人 も隨分 皮肉、 さ、 おれが つい 嬉しい 樣子を 見せた の を その 

時 はい ゃァ にた だ 笑って ゐ たと 思ったら、 あとで 子爵の 前です ッば拔 いて、 浪 川さん もお！^ 直で 御座 

いますよ *  M 刻 申し上げた 時に 何とも. 3. しゃう のない やうな お喜びの 御 様子で と、 さ。』 

『あなた は 人が よ 過ぎる からです よ。』 妻 は.?^ 平 さう であった "『そんな 時に ゃァ 少しお もみ を 持って る ^ 
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ものです、 わ。 そこ は 軍人なん か  』 

『また 軍人 か？』 今度 は渠 がむ ッ とした。 

『もう、 およしな さいよ、 奥さん、 軍人で も 秘書官で も、 高等官に なれたん ぢゃァ 御座いません 

か？』  . 

『さう、 さ、 お の 云 ふ 通りで いいんだ。』 渠は 斯う 云って 中 一人が ほ を 正してから、 早く 食事 を 命 V- 

た。 そして 不斷は 飲んだ こと もない 酒 を 少し 飮んで 兒る氣 になった。 

しんきょ 

1^ の當 日から、 大臣の 公用 私用と 自分の 不慣れとの 爲 めに、 碌々 新居なる 宫舍に 落ち 付く ひまが 

なかった。 

そして 三日 目の 午後に、 一 つ、 初めて 大臣のお ほ 玉 を 頂戴した。 その わけ は、 その 翌日 或 法律 攀校 

えんぜつ 

で 行 はれる 式場に 於て この，〉 おの 大臣が 演說 をす るか、 若しくは 祝 辭を讀 むかす る ことにな つて ので 

あるが、 新任 早々 のこと だから、 浪 川が 大 HI 代理と して 出席し、 1SI 2 祝 辭を讀 めとの 命令 を 受けた。 

で、 I 大事と 思って、 他の 用 を そこの けにして I 心に いい 文句 を考 へて ると、 大臣に 呼び付けられて、 

『そんな こと はいつ でも やれる』 と 叱られた。 が、 鎮 はこれ を 妻に は 報告したくない ので、 しな かつ 


犬 ^(  IV 10  (  f  s ^くに- S-ST に te 山れ に レ の 丄 て. liLi パ刀 び-; 力 

ふる 

—— 自分の 書いた 文章 を謓ん でる の だのに —— おしま ひまで 顫えた。 

『こんな こと ぢゃァ 仕 かたがな いが』 と 思って、 兎に角、 忠勤 をぬ きん 出て、 その 補 ひ を 付ける より 

せう 

道がない とし、 その 日 も f 部の 人々 と共に 夜遲 くまで も殘 つて、 省の 仕事 をした。 

ち f  ま 

それでも 午後 十 時 近くに は、 渠も 自分の 官舍に 在って、 家族が 茶の間と 定めた-; ハ疊 敷きの 長火鉢の 

そばに 四 日 ぶりで 氣を 休めて ゐた。 

しラな 

丸の 內の 一 部で、 —— 周 園 はしん として、 赤 坂 あたりより は 寂しい やう だ。 そして 子爾 夫人の 云つ 

た 通りに、 塞 さも 違 ふやう だ。 

『lf 爾 夫人が、 け ふ、 突然、 いら ッ しゃいまして、 ね』 と、 妻が その 時の 樣子を 語った の は、 もう、 

十分 か 一 一十 分 も 前の こと だ。 『直ぐ， M ります からと 云 ふ 前 I 直きで、 ほんのち ょッと 話して 行かれました 

の —— 官邸 かお 互 ひに 近くな つたから、 また 來 ます ッ て。』 

『一度 うんと 御馳走して 置かん といけ ない、 さ。』 

『でも、 何だか そわ， （-. してら シ しゃ るんで すから、 こ ッちも 1 緒に そわ/ \ してし まって  』 

をリ 

『無論、 レ い 折 を E ルて、 さ —— わざ/ \. 呼ん ぢゃ ァ大變 かかる にき まって るから * ね。』 

こんな こと を 話して ゐ たのであった。 さし 向って る 妻 は 子供お 寐 かした あとで、 胸 も だらしなく * 
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また 赤い 目 をして、 ねむた さう に ふところ 手 をして ゐる。 

『應接 室の スト ー ヴ を!^ いて 意見で も聽 かう か？』 藥は褥 に 就く 前に 妻に 自分の 議論 を聽 かせる のが.. 

一 つの 樂 しみであった —— 』 

『また 伺 ふんです か、 ね』 と、 氣の無 ささうな 額 をして 笑 ひながら、 『政治 論なら、 ここで も 出.^ ま 

す、 わ。』 

『かかり ますよ、 隨分 石炭が。』 女中 はいつ のまに か 酒の 燜 をして 持って 來 たの だ。 

『や ァ、 氣が 利いて る、 ね。』 

『ええ』 と、 女中 は 笑 ひながら、 『醉 つてき きたい ことがある ッて、 お父さん はよ くお 歌 ひなさい まし" 

た。』 

『おや ぢだッ て、 碌に 飮め やしない。』 

ぶ き よう 

『でも」 と、 妻 は 手 を ふところから 出して 不器 ffl にお 酌 をしながら、 『あなたより ゃァ 11 』 

き くわ んし A* 

『ぢ ゃァ、 ぉ前建ァぉれを機關！^のゃぅに無理に焚き付けて、 働か さう とする の だ。』 

『ふ ッ』 と * 妻 は 女中の 方 を 向いて 吹き出し たが. 『そんな わけ ぢゃァ 御座いません * わ。』 

r  』& ^は 妻の 後ろに 《：s る 壁に 某 雜誌發 刊廣吿 の、 もう * 古くな つた ビラ 繪が かかった の を 見. 

て、！ んき I とく！ ない，^?』 .  1 1 >  ：: 


『いい ぢゃァ 御座いま せんかに と、 妻 もちよ ッと 後ろ *v 向いた が、 また 女中と 節を兑 合 はせ て、 『菜て 

さ だ 

ようと 思った のです が. お 寅が E 一 51 いとけ と 云 ひます から —— 子供が 见て んで るんで す もの。』 

『もう、 然し、 あいつに も 意 張れる、 ね。』 めいつ と は その 雜 誌の 有名な 編輯 者で、. 浪 川の 妻を毕 (i: す 

る 友人 等の I 人であった。 そして 妻 も 亦 その 人の金 儲けに 上手な の を 羨んで ゐた。 ここ 二三 年 は 全く 

やって 來な いが、 よくやって 來た時 は、 それが 爲 めに ここの 夫婦 問に わけ もない 喧啼が 起った こと も 

ある。 

『ああ 云 ふ 人の 仕事で は、 勳章ゃ 位 はっかな いから 11 』 と 云 ふのに つけ 込んで。 

『ぢ ゃァ、 もう、 思 ひ 切った、 ね？』 

『また 馬鹿々々 しい こと を！』 妻 は 赤い 顔に なった。 

じょ ラ さ>> 

渠は、 自分の 妻が こちらの 冗談の 爲 めに 氣が 引き立ち •  n と 口と に 釣り 八！： ひの いい 愛嬌 を 浮べて 來 

たの を 見て、 自分 も 調子 づ いた 。そして 今回の 政治問題に 關 する 政府 黨と 反對黨 との 立ち 場を說 明し、 

同じ やうに 問題 をた だ 手段 視 して 黨 略の 具に 供す るの なら、 自分 は 政- W 糞の 飯 を 喰 ふやう になった 以 

上 • 一  個人と しても 恩 ある 方の 意見 を 探 用す るの が 別に 恥ぢ とする に 及ぶまい と 語った。 

『お前の 意晃 はどう だ、 ね？』 

.『 さァ』 と、 あまり 熱 も 見せないで、 『それで 結構でしょう よ。』 

秘書官  ご 一二 
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『そんな こと ぢゃ ァ』 と * 渠は齒 が ゆい やうす をして、 からだに 力を入れた T 反對 なら、 反對 でもい 

いから、 しッ かり 云って れ ばいいだ らう。』 

『でも • ねえ』 と * 笑 ひながら * 女中と 相談す る やうな 目つ きをした。 

『女 は 女の W が 別に 御座いま すから —— 』 

『あった ッて』 と、 も 女中の 方 を 見て、 『少し は 主人の 話 あ ひ 手になる やうで なけ リゃァ —— 』 

『そり ゃァ さう です が —— 』 と、 妻が 高聲 になり かけた の を、  , 

『ま ァ、 待て』 と • 鎮は 早口に 傲い 聲で 制した。 變な 音が きこえた ので ある。 

女 ども も鎮 と共に 急に 心配 さう に 耳 を そば 立てた。 

子供 は 三 名 ともよく 寢てゐ る やうお G 

そとぼり  わ だ くら もん 

渠の 耳に は、 服 橋から つづく 外堀ば たの 石垣の 上の 松 や、 うち 堀 和 W 倉 門 あたりの 松 を 吹く 風の 

音 らしい のが 聽 える ほかに、 今 1 つ 最も 近い 音が 聽 えた。 

傲く だが、 がりく！ 

『それ。』  , 

暫くして、 またが. os/,^ 

『それ。』 鎮 は眞ッ 直ぐに 座 わり 直して、 おそろしい 爲め にきよ とくと 目 を 浮かせて、 妻と 女中と.； S 


ま拖^：！見まゎしながら、 自分の 角ば つた 顔 < ^長いう は を 片手で 撫でて ゐた。 

1^ でしよう  ？」 

『默 れ』 と、 渠は妻 を： E つきで 制した。 

『またい つかの やうに。』 妻 も 心配 さう だが、 案外 平氣 らしかった ので、 iS は 女の 踐墓な の を 怒らない 

では ゐられ なかった。 代々 木に ゐた 時の あの 事件 は 如何にも- M であった。 自分 は 先 づ妻を さきに 立て 

て、 怪しい 音の した 臺ど ころの 唐 かみ を あけさせたら、 自分の 持って る 手燭の 光に 大きな やつが 1K 井 

にかけ あがる のが 見えた。 然し あの 時 は あの 時 だ 

『身分が 違 ふ！』 と， 身づ から 壓 迫した よりも、 他から 壓 迫され たやうな 颠ぇ聲 であった。 そして 瞥 

戒 深い： Z を 尤もらしく 妻から 女中に 轉 じた。 

ふ だ.^  ひら 

『鼠に して は』 と、 女中 も 不隨は 蹄り なく 平べ ッ たいその 颜 から 頗ッぺ たの 赤味 を 全く 押し退けて、 

この 一 一三 日よ くな で 付ける やうに なった と兒 える いて ふ 返しの あたま を倾 けた 7 少し あやし 過 ぎ ま 

す、 わ。』 

わか 

f^c， がり，/ \ と、 音 が^に はッ きり 分る やうに なった。 皆の 息 を ひそめて ゐる ところから 

も 遠ぃ窒 なる、 日本 問の 客 座敷の 床した あたり だ。 

たぬ *; 

f ぢゃァ • この 邊 にや ァ 狸で もゐ るんで しょうか？』 
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『馬鹿』 と • 藥は 自分の 妻の 氣さを 罵りたかった のが、 聲には 出せなかった。 同じ 動物 を 想像して 

ゐ るので は あるが、 ，：！ 分の は 四つん 這 ひのではなかった。 自分に は、 男の 助か 何 かの やうに 大きな 覆 

面の 人間が 半ば 腰 を 曲げて、 頻りに 疊の下 を のこぎりで 凝いて る 姿が、 ぞッ とする 閽の 中に あり./.. \ 

と 見えた。 自分の からだ 中が 總毛 立った と 同時に * カ强. S 決心 を以 つて だが • 然し し 伏せた 顴ぇ聲 

で、 『電話 を かけ ろ —— 键話 を ！』 

ちヮ Vr し 

『どこ へ？』 妻 は 直ぐ 立ち かけた が、 中腰で 片手 を 火鉢の ふちへ かけた。 

『知れた こッ た、 警視 廳 へ！』 

『瞥視 廳 へ 11 』 立ち あがって から、 『何と 云って？』 

『〇〇 大臣 秘書官 邸に、 今 あやしい ものが 來てゐ るから、 直ぐ：米て？.1^れろッて。』 

『それが およろ しいでしょう』 と、 女中 も 立って 妻の 躊^す るの を SEii; に 急がせた。 妻 は 女中に 

f# を 狎 し やられながら も、 なほ 不安心ら しく こちら を 向いた のに 向って、 jg は聲を かすめて 叱り 付 

けた。 

『こッ そり だ！』 

『  』 電話室から 女中と 共に 戻って 來た妻 は、 少し 燒けを 起した やうに 無作法に、 どッ かりと- 

もとの 坐に 坐 わり、 兩乎 を 揃へ て 火鉢り ふちに かけた が、 反對 のか はに ゐる所 天が 顔の 色を換 へて、 訪 


ち J  くさ 

と 同じ やうに 商 坐して、 鴛 を ひねりつつ 耳 を そば 立てて ゐ るの を 見詰めながら、 低い 聲で 『承知し ま 

したと —— あなた、 若し 遠って たら どうして？』 

「逮 ふもん か！』 斯う：！ < つて、 環 は 妻が 自分よりも 左 ほど 恐れて ゐな いの を 小 憎らしく 思った。 同時 

に， かの 女 や 女中の 手前 を 初めて ひやり と 感じた。 實は、 電話の 應 答が こちらへ も聽 えた 頃から • あ 

やしい 音 はし なくなって ゐた。 渠は 三人に 向って 自分 の 威厳 を 取りつ くろ はねば ならぬ 氣が したの 

で、 それ を この 不平に まぎらせた、 『も ッと靜 かに 電詰を かければ いい のに —— お前 達が 逃がした の 

だ！』 

『だッ て —— 』 妻 はこ ちら を 馬鹿にし たかの やうに 横 を 向いた。 

ざん ぎ まん 

鍋 はこれ を 見て 慚愧と 懑 とが 俄かに 心のう ちで かき 亂れ た" が、 問 もな く  • 玄關の 呼び りんが^ 

つた。 警視 廳は 直ぐ そばであった から。 

しし レっ 

11 しまった』 と 思った ので、 あわただしく 立ち あがって、 渠 は寢窒 の 方へ 行き かけた が、 こちら を 見 

返って る 妻の そばへ 片足 を 踏みと めて、 『おれ は寢 たこと にして 置け！』 

寢卷 きも 着かへ ないで 寢 どこに もぐり 込み、 誰れ も 見て ゐな いくら 闇 を 幸 ひに、 自分で 自分の 顔 を 
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I がめ て、 兩 手で あたま を投 ぐった。 

『ええ ッ、 馬鹿！』 ® のない lie 葉で 叫んだ、 『これが 子爵に 聽 えたら どうす る！ 子爵から また 子爵 夫 

人に 傳 はったら どうす る！』 

息を殺して 半ば 首を擧 ゆると • 妻 や 女中が 何だかく どくと 說 明して ゐる。 來た 人數は 1 人 や 二人 

ではない らしい。 

渠 はまた 顔 をし がめ て、 枕の 上で 自分の あたま を投 ぐった。 

ゆか した 

家族が 茶の間へ 房って 來 たけ は ひがす ると • 客 座敷の 床の 下 あたりで 人の 聲 がして ゐる。 やがて、 

また、 自分の 寢てゐ る 下で も 話し 聲 がする。 自分 はこの まま かついで 行かれる やうで —— ちょ ッと氣 

が 遠くな つたが、 直ぐ われに 返って ひや. としたの は、 床した の 話が はッ きり 聽 えた 爲 めだ。 

『一 體. 主人 はゐ るの か？』 

『寢 てゐ ると、 さ。』 

『白ば ッ くれやが つて 一 I 』 

『犬 か 何 かにお ぢ けたんだ らう。』 

『人 さわがせ にも 程が あら ァ、 な。』 

段々 その 聲が 移って 行って、 何 を 云って るか 分らなくなる と、 茶の間の 下から そとへ 出たら しい。 


そこの 雨戶が 一 一 一枚 明く 音が して、 妻の 聲で 云った。 

『ま ァ、 お茶で も —— どうか。』 

『へ い I— ^に 異條は 御座いません。』 

よ ひ 

『さう でしたら 安心です けれど —— 主人 は 宵から 疲れて 休んで しま ひました ので。』 

「な ァに、 御 心配に ゃァ 及びません。』 

『何の こと もない ぜ。』 臺 どころ の 方から まわって 來 たらしい ものの 聲だ。 

『犬 だら う』 と、 また これ も 加 はった、 『】 つ 二つ 足 あとが あつたから。』 

r まァ、 そんなと ころでしょう、 な。』 最初の が 云った、 『さ ァ、 行.^ う —— どうか 御主人に よろしく。』 

『どうも 濟 みませんで した。』 妻が 最後の 挨拶 をした のも聽 えた。 

浪 川は寢 床のう へに 半身 を 起し、 その窒 の そと を まわって 行く 人々 の 詰し 聲に耳 を 向ける と、 渠等 

ひ 5- ちせ 

の 棄てぜ り ふが 皆 自分 を あさけ つてる やうに 思 はれて • 自分の 兩 手に 冷汗 を 握って ゐた。 

『おれの 面目が つぶれた ぢゃァ ないか？』 電話な ど出來 たのが あまり 便利 過ぎた。 それにしても、 妻 

が、 

『若し 違って たら』 と あとで 注意した 時 • あの 時 なぜ 取り消す 誓 養が 出なかった 11 只今 電話 を かけ 

ましたが、 もう、 安心に なり ましたと？ さ、 フ すれば、 あいつ 等の 來た 時に、 ^ よく 斷 わる こと も 出 
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来たのに！ 『馬鹿！』 また われと われ を 罵った。 

妻 は 氣轉 をぎ かして、 主人 を宵 から 寢 かした と 云っても、 渠等 はとても 信用して ゐ さう ではな レ 

f なると • 家族の ものに も Is うちが 全く さがって しまう ので、 先づ その 取 i しかた を， 

てゐ た。 

すると、 ひッ そりして ゐた 茶の 問の 無言が 妻に よって 破れた。 

『若し あの 奥さんに 聽 かれたら、 ど うだらう？』 

『さう です、 ね。』 

『これ だから * 軍人で なけり ゃァ II 』 

かげで まごつい てた 渠は* これ を聽 いてむ ッ としたと 同時に、 いい 出の 手がかり を 得た ので、 蒙 

に も i り の 顔色 を 見せ て 飛び出して 行 つ た。 

『そんなに 軍人が よけり ゃァ、 直ぐ 歸 つてし ま ハ！』 

『そんな こと を、 旦那さん！』 女中が 先 づ聲を 出した が、 いづれ も 呆れた 顔 をして こちら を 見 あげ 

た。 

『いいや！』 っッ 立った ままがん 張って、 『今、 ひま を やる から W て 行け！ おれ は 軍人で ない 力ら I 

ひ から— おれの 面目 はどうせ つぶれた の だから』 と • 震 をつ よめて f かけて、 『出て 行け 


！ 出て 行け！ 直ぐ 里へ 歸れ ！』 

『そんな こと をお ッ しゃった ッて、 旦那さん。』 

『いいや • お前 も I 緒に 歸れ ！』 

『わたし は 女中で 御座いま すから • いつでも 歸 ります が —— 』 

『田 鶴 子 も I 緒に つれて 歸 れ！』 かう 女中に 云って から • また 妻 を 猛烈に 目の色まで 變 はって ると 思. 

へ る やうに： 25- おろしながら、 『お前のお ゃぢも 軍人 だから * おや ぢ にや ァ お前の 申し わけが 立つ だら う 

— どうせ 軍人で ない 亭主 は 見込みが ないか. らッて 11 』 

『ま ァ、 お 坐 わりなさい ませ。』 女中 は 横 合 ひから 立ち あがって 渠を 無理に 細君の そばに 坐 わらせた。， 

『突然 どうなさい ましたので 御座います？』  ， 

『おれ は 以前から』 と、 鎮は 妻が あきれて 顏 色を靑 ざめ て、 こちら を じッと 見て ゐ るの をな ほ 敝み付 

けながら 『軍人で ない、 軍人で ない と IK はれる の を 瘤に さわって るんだ。 今囘の やうな 拜 命だッ て、 

もとは おれから 進んで、 邋 動した の ぢゃァ ない。 おれ はどうせ 意久 地がない II - お望み 通りの 軍人に も 

高等官に もなる 資格がない の だ。 あす， 斷然辭 職す る！』 

『  』 妻の 顔は兒 るく 死人の やうに なった かと 思 ふと、 『あたしが 惡 かった のです から』 と 半 

ば も 云 はす、 渠の 前に 泣き伏して しまった。 

秘書官  ニニ 九 
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『奥さんが お 可愛 さう ぢゃァ 御座いません か？』 女中 はまた 半ば 母親の やうな 優し さを兒 せて 渠の 妻- 

を 見ながら、 渠に訴 へた。  ， 'ザん 

渠は 本當に 胸が むしゃくしゃして ゐ たの だが、 この 樣子を 見て、 多少 主人た るの 威厳 を 取り返した 

と 思った。 

そのうち * 渠の そら 寢 をして ゐた窒 で 子供が 泣き出し たので、 妻 は その 袂で目 を 押さへ ながら、 す 

すり 上げつつ * その 方に 行って しまった。 

『今の さわぎ も、 まァ、 無事で 御座いま したし I. 』 

『決して 無事 ぢゃ ァ濟 まん！』 

. 渠と 女中と は それ ッ 切り 云 ふこと 葉が なく 互 ひに 橫を 向いて ゐた。 

渠は 手持ち無沙汰 を 感じた ので、 妻の 坐 わって た あとへ 行って、 わざとに もこ わい 顔 をして、 火 0 

上に 片手 を かざしながら、 1" 仏の 上に 在った 一 枚の 名刺 を 別な 手に 取リ、 警視 廳採 偵な にがしと 書い 

た 字のお もて を 見詰めて ゐた。 

その 翌日 は、 胸に P つ 思 ひ をして、 渠 はお づく 勤務して ゐ たが、 別に 大 ほの 機嫌 を 担 じて ゐる 

やうな やうす は 見えなかった。 


事務 も 大分 わかって 來 たので、 丁度 さう 用がない の を 幸 ひ、 午後の 四時 頃に 歸 宅して、 ここへ 移つ 

てから 初めての 晚食を 妻子 と共にした。 

『さ ァ、 來ぃ』 と、 が 女中の 手から 末の 男の子 を 取って、 膝の 上に 抱いた 時 は、 妻子 も 食事 を濟ま 

せて ゐた。 

妻 はこの 時 思 ひ 出した やうに、 だが、 落ち 付いて 云った ノ 

『けさ、 電話が かかりまして、 ね、 —— 警視 廳 から。』 

なん  ， 

『何お ッ て？』 

『もう • 犬の がリ -/\ は聽 えません かッ て。』 

『人 を —— 馬鹿！』 渠は 斯う 云って 何氣 ない 樣子 をして 見ぜ たが • 忘れよう として ゐた 一 生の 耻ぢを 

思 ひ 起して、 自分の 心 は 大臣 {H で 全く ちぢみあがって ゐた。 

— (大正 四 年 二月) I 
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一 

『僕 はどうし たと 云 ふ の だら う —— ？』 

二士 一歳に して は餘り 思索的 經驗に i り 過ぎて たと 一 K はれる の を 寧ろ 寂しい 誇りに して ゐた卯 之吉 

だが- 今回の 事件に はす ッ かり 心が" て になって、 この 二三 年 來の獨 身 主義が どこへ か 行って しま. 

つた。 

A 雜 誌の 附錄 にして 連載した 處女作 脚本が そのままの 1^ 體 i な 形で 一 つの 單行 本に なった のさへ 得 

意であった のに、 これ を 讀んだ 女の ！ 人が どうしても 自分 を 婿に 貰 ふ、 さう でない と 死ぬ と 云 ひ 出 I. 

たの だ。 

『至急 會^ したい ことがあり、 iil し 氏の 病床まで 來て れ』 と 云 ふ 通知が、 A 雜誌 を發仃 してね る 女 

擧 校の 校長から 渠の もとへ 届いた 時 は、 渠も 何の こと だか 分らなかった。 ひよ ッ とすると、 以後 その 

ケ擧 校、 5^r^ りする こと を さしとめ ると でも 云 ふの ぢゃァ ないか 知らん と 思 はれた U 


とラ そん 

； K が： Z 校へ 出入りす る やうに なった の は、 渠の束 京に 於け る もとの 间恣 生が — ーー丑 村と か 秋 輝と か 

しう ゐ 

稱 して II 1 一 11) 名 も敎師 をして ゐ たし、 また 仙臺 での 同恣 なろ a 氏 は 同校の 周 園に 建ち 並んで る 一 一階 

長 星の ；窒に 住んで ゐ たしす るからの こと だ。 B 氏からの！： 係で、 當時雜 誌 界の 一 覇者であった A 斜 

誌に も 卯 之告は 寄稿す る ことにな つた。 渠は よく 議論 や 無駄話に 夜 を ふかして、 B 氏の窒 にと まった 

B 氏 は 酒好きで、 少し 寂しくな ると、 そばに ある 茶の 土瓶 を 持ち出し てこ ッ そり 洒を 買って 來た。 

. その 翌朝、 渠等 二人 も 校長 等と 共に 寄宿生 一 同と 同じ 食堂で 朝钣を 食す る 時、 どこかの 隅の 方で、 

『このお 茶 はお 酒く さい、 わ』 と 云つ てる女 擧 生-など もあった。 こんな 時には、 1^ は B 氏と 額 を 見合 

はせ てく すく 笑った。 そんな ことが 校長に 知れた 爲 めに、 渠は 自分と 共に B 氏 を も 校長が 舉 校から 

ゎづら 

のける 話 を、 病人の 櫻 极を煩 はせ て、 させる ので はない かと 心配した。 

櫻极 11 は 金が ある 家の 子なる 爲 めに 校長が 大切に して ゐ たの だが 一 ■ の 寢てゐ ると ころ は、 舉校 

はいび やう > 

に 近いと ころで、 或 代議士が 所有して ゐる廣 い 屋敷のう ちの 二階の 一 窒 であった。 初期の 肺病の 爲め 

にだ。 そこの 離れ座敷の ニ窒に は、 代議士の 娘と 今一 人 他家の 娘と が 11 共に 同じ 女 學校を 前年度に 

i したと 云 ふの が —— 住んで ゐた。 が、 代議士の 娘の 方が 5兄 村に 對 する 失 戀の爲 めに 氣が觸 れてか 

らは、 今一 人の 娘 だけで ゐ るの も * 卯 之吉は 知って ゐた。 

卯之吉 は櫻极 の 病室へ あがって 見る と、 校長の 置き手紙が あ つ た。 

女 四 人と 男 三人  二 三 五 
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『ま ァ， 讀ん で：： n^. 給へ。』 病人 は 枕のう へで いつもに 無い 厭な 額 をして 云った。 渠は それまでに， は 卯 之. 

吉を 見る と、 いつも 額が うる はしくな つて、 渠の 故鄕に 於け ろ 所有地 を 卯之吉 と共に 經營 する 話 をし 

S3 した もの だ。 君 も 俊 も あ 來は文 擧に身 を ゆだねる の だが、 文擧 では どうせ 哈 へない. 就いては 自分 

に は 越後の 村 上 附近に 所有の 山が あって、 山上に 溫 泉が 涌く から、 それ を經營 すると 同時に、 山 を 桑 

畑に して 養 S を 初め、 二人の 生活 を 別に 確立 させよう、 と、 斯う 云 ふ 風な 相談 をして ゐた。 當時 •  A 

雜 誌から 分立して 『文 擧界』 と 云 ふ新雜 誌が 出て ゐて、 女舉 校の 若い 敎師の 登 村 や 秋風 は その 方にば 

かり 載 5^ 執る やうに なって たが、 櫻极 がその 方の 連中 を 嫌って、 自分 をば かり 取り入れ ようとす るの 

を 卯 之 W は II ：! 分が 誰れ から も fir たと 云 はれて るの を 知って たので、 殊に — 不思議に も 思った。 

櫻 は に以合 はすから だ も 精神 も 透きと ほる やうな 優しい 質な ので、 皆に 『おか ひこ』 の やう だと 

云 はれて ゐた。 渠が 年う へで もあった ので、 卯 之吉は 渠の爲 めに 時機 を 見て 信 州の 或 養鬵學 校へ 這 入 

つて 置く ことまで 相談して ゐた。 

ふ まつ 

然し 出し 拔 けにい やな 額 をして、 ま ァ讀ん で 見 給へ と 云 はれた 時 は、 その 手紙に 何 か 不吉な ことが 

書いて あるの だと 卯之吉 に は 思 はれた。 ところが、 その 前日に、 初めて B 氏の 窒で 面會 した 新 卒業生. 

のこと であった。 

『.=T 中 if 子が 君と 結婚した いと 云 ふので す。 鬼に 角、 直接に 會 つて 見て、 何とも 御返蔡 を 願 ひます。 


かの 女 を氣遠 ひに してし まう としま はぬ と は 単へ に 君の〕 卡匕攀 にあります。』 校長の 書いて ある こと はこ 

れ 以上に は 出なかった。 

よ さう ぐ わ V 

『  』 卯 之吉は 突然の ことで も あり、 豫 想：^ のこと でも あるので、 ただ じッと 友人の 顔 をに ッ 

乙 りと もしないで 見詰めた。 

『何 か —— あまい こと を —— 云って —— 聽 かせた の •  たらう — 』 

r  ：』  . 

『き の ふ —— 會 つ たと 云 ふから —— ？』 

どうき 

『馬鹿 を 云 ひ 給 ふな！』 卯 之吉は 初めて 笑って 見せた が • 胸に は sfe: の- 5;^ しくな つたの を おぼえつつ 

あった。 『B  ^ が 知って る 害 だが、 あ の 天才 氣 取り を 冷 かし て やった だけ だよ。』 

てんじゃう 

『然し 天才 は 天才 だ。』 病人 は 眼を渠 から 離して 天 井に 向けた。 

『そり や ァ天ォ かも 知れない、 さ —— 然し、 君達が あんなに までた ッた 十七の 娘 ツ子 をお だて 上げる 

の はよ くない。』 斯う 云って、 卯 之吉は 思 ひ 出した。 C 分が きの ふ B 氏のと ころで かの 女と 熱心に 文舉 

談を やり 初めた 時、 かの 女 を 『文 學界』 の 連中の 一名なる 秋風が 呼び出しに 來 たので、 かの 女 は あわ 

ただしく^ 窒へ 去って 行った こと を、 それが 今日の やうな ことにな らうと は！ 『觅に 角、 僕 は 山中に 

會 はないでも いい  歸 る！』 

, ^ 女 四 人と 男 一一 1 人  ニョ七 
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r まァ、 さう 云 ひ 仏 i ふな。』 病人 は あわてた やうに こちら を 向き、 『もう 來る だら うから。』 

『來 たッ て、 ことわる だけの こと、 さ。』 

『ことわるなら、 ことわる で 君の 勝手 だら うが —— 』 少しう ち 解けて 來て、 『けさ、 あり ッ たけの いい 

l^s^ みんな あの 小い からだに 着込んで、 君と 一緒に なれなければ 死ぬ と 叫んで、 校長の 細君の 窒か 

ら寄^^舍の廊下？^ までを、 狂 ひま わった さう だよ —— この 陽氣に 向いて 來た 曰に。』 

如何にも この 二階の 病室の 外に は、 大きな 櫻の 木が あって、 半ば は 花 を 開ら いて ゐた。 そして 卯 之 

吉の あたま.^ 俄かに ぼッ となって、 心 はむ すくと ぁッ たかい 花ぐ もりの {4! に 包まれて ゐた。 それ を 

自分が 見透か され ま い と 用意しながら、 

『然し、 それ は 少し 順序が 遠 ふやう だ』 と、 いつも 通り 大きな 口 を 開いて お ほ 聲で笑 ひながら 、『男の 

さぴ 

いろ 氣づ くの は 大抵 春の 氣候 にだと 云 ふが、 女の は 寂しい 秋に 多い さう だて。』 

『でも、 山中に は 今が 一 轉期 だ。 もう 卒業 もした ので あるから、 父親が 近々 國 から 迎へ に來 ると ふ 

し、 親と j 緒に 歸 つたら、 結 ひ 名 づけの 番頭が 待って ると 云 ふし。 山中が 獨 りで どう だ だ を こねた ッ 

て、 どうせ^と は 一 緒に なれ やせん 11 その 番頭 を 親 は 子 飼 ひの 時から 信用して 來 たさう だから。』 

『何も』 と、 態度が またお もくしく なって、 『僕が あの 女と 一 緖 になら うと は 云って やしない ぢゃァ 

ないか？』 むッ つりした 口調で 云って は 見た が、 自分自身 では、 樱 根の 言葉 ゃ樣 子に 11 淡い にしろ 


, 1 ，4^ ぎの 意味が あると 見えた のに 反抗した のか、 それとも また 自分が この 經驗 した こと もない 車に 

ちゃう か t 

ぶっかって 萬 ざら 惡ぃ氣 持ちで も 無かった の を われから 淺墓 だと 懲戒した のか， K は、 ^れ とも 暖咔 

であった。 

が、 ^ ひ 名 づけの 番頭が あると 聽 かせられ たの を考へ てる 間に、 卯之吉 はや ッ とわれに 返った。 そ 

して 『あの 女 だ 11 あの 女 だ』 と、 心で うな づ いた。 思 ひ 出す と、 渠が 仙臺に 於け る S 後の き 校 生活 

を やめて いよ，/ \歸 京す る ことにき めて、 三 ッ四ッ 年う への T と 云 ふ 新 窓 生と 別れの 一 夜 を 向 ふ 山 

の 上で 自分 等の 戀 物語りに 過ごした が、 その 時 *  T 11 人雜誌の關係からさきに，^.-舉校の校長の世話 

になって ゐ たの だ 一 ー の 話に 據 ると • 蕖に向 ふから 近づいて 來 た女擧 生が 1 名あって、 或 時な ど 校長 

宅の 二階に 許されて、 一夜 を 二人 切りで 明かした。 そして その 口ぶりに よると. からだの 關 係が 少く 

とも その 時 だけ はあった らしい。 年齢から 云へば、 まだ 滿 十五 歲何 ヶ月で あつたが、 すッ とませて ゐ 

て- お の 女であった。 が、 國に ぎひ 名 づけの 番頭が あって * 親 は その 番頭 を 店に 置き 据えの まま 

その 女の 亭主に する つもり だと 聽 いたの. _"、 相談の 上斷 念す る ことにした、 と。 して 見る と， それが 

. 1 年頃から 云っても、 また 性質の 工合から 云っても、 11 服屋の 娘なる 山中 孃 であつ たに 相違な 

はんかん 

いと 思 ふと、 旣 にかの 女の 處 女性 を 破って ゐ たのに 對 する 反感が 生じた と 同時に、 T に對 する G1 分の 

體面上 とても かの 女の 要求 をい ぃ氣 になって 承諾す る こと は出來 ない と 云 ふ 決心が 付いた。 

女 四 人と 男 一 II 人  三 一 一 九 
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『大 變考 へ 込んで る ぢゃァ な いか？』 

『うん』 と、 卯 之吉は 微笑に まぎらせながら、 『山中 は、 實際 • -— 君達 は 却って 知らないの だら う 

が、 ね — 仙 豪に 行って る T1I?J, 係が あったら しいの だ、 少く とも 1 度 は、 校長の 二階に とめて 貫 

つて。』 

^T^± 11 偻と 親しく —— -て 11 をった 人 だが 11 』 病人の 顔色 はまた 青くな つて、 首 葉 をお ど 

ませた。 少し 默 つて ゐ てから- 『然し- 校長 はそんな こと をす る 人 か 知らん？』 

『そり ゃァ、 君』 と- いつのまにか また 卯 之 吉の笑 ひま じりのお ほ聲 になって、 少し 皮肉 も 加 はった。 

『君と お 綱さん と を約朿 させる に 至らせた の も、 校長 ぢゃァ ないか？ 卒業生なる 金持ちの 娘 を 何で 

も 人に くッ 付けて 置く のが 築の 手 だ わ、 ね I— 君の いっかの 白狀 によって 見ても、 お 綱さん が 眼の 療 

治に 再び 信 州から 出て 來て、 校長 を 音 づれた 時、 その 歸り途 を 校長 はわ ざく^に 四ッ谷 見附けまで 

送らせて、 あのお 堀に 渡した 橋 を 西 ひがしに-. 左様なら」、 「御機嫌よう」 I 「御機嫌よう」、 「左様なら」 

なんて蹈.^^と名殘りを惜しませたなどは、 丸で、 舊 芝居の 舞臺と 花道と での かけ 合 ひ を 演じさせ たや 

うだ ぞ。』 

ろ こつ 

『  il 樓根は 微笑し 出して その 時の 味 は ひ を 嘰 みしめ てる やうで あつたが、 『その 君の 露骨が^ 

つて 山中の 氣に入 つたの だら う —— 鶴 見さん の 創作に は あんな 野卑な ところが ある やう だけれ ど、 將 


來きッ とえら くなる にき まって ると 云って をった。』 

『あんな まだ 小便く さい 娘の 預言なん かぁリ がた くもない、 さ。』 斯う は 云った が- 卯 之 吉の臭 はう ご 

めいた。 『露骨 を 直ぐ 野卑 だと 思 ふの が、 僕の いつも 云 ふ 通り、 君達の 偏！ 3- さ 11 矢ッ 張り、 君 建 も 卜 

便く さい 方 だ。 片寄った 趣味と 云 ふ ものに は、 能く 1 - いくらむ ッ くりして ゐる やうに 昆 えても .1 

却 つて 野卑 若しくは 卑劣 そ の 物 を 包ん でゐる ことがあ るの だ。』 

『でも、 あの 子 は〕 と、 病人 も、 もう わ だか まりの 無い 樣 子で、 かけ 蒲圑の 上に 生ッ 白い 兩 手た S ォ 

出して、 『神經 が 鋭敏な だけに 驚いた こと をす るよ。 こないだ、 ここの 家族と！ 緒に 飯を喻 つた 時、 あ 

れが 箸を爐 いて じッと 主人の 代議士の 顏を 見詰めて ゐ たので、 主人 は 思 はす ほほ ゑんだ の i で。 する 

と、 あれ は どんなお ぢィ さんでも 男 は 女に は 動かされ ると 1H つた。 年 不相應 に ませて るからで も あら 

うが、 その 天才 肌 は遺傳 らしい。 本統の 父と 云 ふの も鎗が 好きで- その 早く 死んだ の は氣が 狂って Q 

自殺であった。 今のお やおと 云 ふの は * その あとへ 番頭が 直った の だから、 山中 は 初めから 鹿に し 

て ゐる樣 子 だ。』 

こんな 話 を 櫻 根が して ゐる うちに、 その 本人なる 山中 孃が やって 來ヒ。 
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如何にも 小 をん なで は あるが、 — そして 低く 横ッぴ ろが りに 廣 がった 鼻が 而もう わ 向き 加減に は 

なって るが、 ー. 丸 ぼち やで 愛 S ある 額つ き は、 きの ふ會 つた 時に もこれ を 卯 春 は 可愛く 思 はな 

いで もなかった。 それに、 け ふ I ッ たかいので、 障子 を 明け 放した 二階へ さし 入る 午後の 薄い ほこ 

ほこした 光り i けて、 かの 女の めかし 込んだ I 縮緬 I 物に 西陣の I が 光った。 少し 固くなつ 

て 座 わった 膝. ぶの 學 @& 。に 金の 指 S が はめて あるの を 見て は、 一 しほ ふる ひ 付いて やりたい や 

うな 氣 もした。 卯之吉 はさう い &t に 育って 來た 者で はない の だ。 

が、 蹈の 心に 反感 を 増させた ことに は、 女攀 校の 舍監 なるお 婆ァ さんが 一人 附き 添って 來 たのが 餘 

りこお ほぎ やうに 見えた— 

3 山さん とか はま だ ul いので S います か』 と、 舍監は 病人に 向って 聽 いた。 

『まだです が 11 』 病人の 答へ は 最も 叮嚀で 而も やわらかであった。 『もう、 來 ましょう。』 

卯 春 は あとで 知った ことおが、 若し I が 山 I の 中し m きと わった 場合、 かの 女 SI き 

な 美術に 向けさせて 落ち着き を 得させる 爲め、 自分と 同時に 澤山を も 呼び寄せの ハガキ を 出して ある 

ので あつ，. こ。 そして 澤 山と は 卯 之 吉の處 女 脚本の 表紙 富の 意匠 をした 者 だ。 

ml 舍監は I くと 云 ひにく さう にしながら 、『どう 云 ふ 風に お 話 I めたら よ 

ちしい のでし ようか ー 一 向 まだ この 年まで も 震の ない ことです から』 と、 afj^ 


す iJK ひに まぎら-せた。 

『轔： wi. おの 意見 は、 もう』 と、 病人が 受けて 卯之吉 にもち ょッと 横； m をつ かひながら、 『 分って をり ま 

す，』 

『  」 卯之亩 は 山中 孃の顏 がさ ッと 赤くな つたの を も 見た が、 直接に 舍監に 向って、 『^は 山中 

さん を そそのかし でもした やうに 思 はれ てるのが 不本意です。』 

「そんな わけに も m 心 はれて やせんで 御座いま しょうが —— n 

『僕 は 一 度 女に 失敗した ことがあ るの を，： s 狀 します。 が、 その後 は 無 妻 主義です。』  、 

『それなら それで ——- 』 

a  たし だッて —I 柯 も』 と、 山巾媲 はこの 時に が 笑 ひ をして ちょ ッと 卯之吉 を； c:- たが、 直ぐ 少しし 

た 向き 加 ^ に な つ て、 『あんた が い やなの を 無理に 頼む んぢ やな い o』 

『さうよ く 分って ゐ るなら ！ し 舍監は 断う 云って 首 葉 を 切り、 眼 を 山中から 卯 之， f;:z へ轉 じた。 二人 

はこのお 婆ァ さんの 左右に 座 わって、 病人に 對 して わた。 

『初めから 分らない ことな ど 云 やせん。』 山中 は 怒った やうに 舍監の 顔 を 《 ^ル 上げた。 

if でも』 と、 病人 も その 方 を 見て、 『けさの 勢ひッ たら、 なかった と 云 ひます よ。』 

『そり ゃァ、 ね』 と、 舍監も 笑ひ聲 になって、 『あり ッ たけの 衣 物を嫠 仏んで、 II 髮 をば らッ とさん 
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ばら 髮 のままで、 ね —— 兩 手に 花を以 つて —— ほかの もの は 皆で、 丸で オフ エリヤさん だと 申して を 

りました。』 

『だッ て』 と、 むッ つりした あまへ た 口調で 山中 は 舍監を 責める やうに、 『わたしの 勝手にし たこと ぢ 

やない の？』 

『その 勝手が いけませんよ。』 顎で 押さへ 付ける やうに、 『皆に 心配 やら 手を燒 かせて。』 

『ほんと に * あなた も 手が 燒 けます、 ね』 と、 病人が 微笑しながら 舍監に 云った の を、 山中 は 直ぐ 自 

分に 受けて、 

『でも、 あんた はわた しよりも 弱い 人よ。』 

かの， 1« ^は 初めて 勢ひづ いたやう にに こ 付いて 來 たが" 病人 は 何だか 變な額 をして 卯 之 吉には 分らな 

い 云 ひの がれの やうな 事 を 云った。 

ここへ 澤 山が 案 內 されて あがって 來た。 

『遲 くな つて 失敬した —— ちょ ッ とおや ぢの 用が あって、 よそへ まわって たので。』 坐 わるが 早い か、 

手ぬ ぐ ひの 小さく たたんだ ので 鼻の 汗 を ふいた。 それから、 渠は 病人から 山中と 舍監 とに 紹介され 

た 。『で、 の 意味 は ハガキ で大體 分った が、 一 I どうな つたので しょうか』 11 、渠 がお とならし く 一 

座ケ見 まわして、 最後に 舍監と 額 を 見合 はせ た 時、 舍監 はわけ も 無かった と 云 ふ 風で 一!S の 問 ひに 答へ 


た、 

「もう、 分って しまったので 御座います。』 

『さう です か 《 — あ • それ は 11 』 が餘り 手持ち無沙汰 になって るの を 見た 爲め らしく も， ^ 

人 は 話 を 今度の 展覽會 の 事に 向けた、 

『今回の はどう だら う？』 

『うん』 と、 澤山は 今回のに 對 する 評 を 手初めに A 雜 誌で 美術 批評 攔を 受け持つ ことにな つた 意 氣《 ^一 

み をと こで も 示め すかの やうな く 口 S でい ろく 話 をつ づけ、 『黑 田さん の はさす がま だ 見る ところ も あ 

るが * 和 田ゃ久 米になる と、 から 成って ゐ ない。』 

『わたし は、 もう』 と • 舍監は 座 わった まま 1 つ あとす さり をして、 『用が 濟んだ わけです から — 』. 

『さう です か？』 病人 は 手 をた たきながら、 『どうも 御苦勞 でした。』 

舍監は 卯 之 i^II と澤 山と にも ii し、 山中 孃へは 分りました、 ね。 と、 念 を 押して その 場 を 退いた。 そ 

の あとに 卯之吉 は、 山中と 澤 山との 間に はさまって、 暫 らく 無言で ゐた。 

『山中さん。』 澤山 はに やく 笑 ひながら かの 女に^ を かけた、 『事件 はどうでした？』 

『  』 

4« ら 

【鹤見 君に、 まァ. ：！ と、 病人が 受けて * 『嫌 はれた と 云 ふやうな 11 』 
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『へい 11 』 

『はね 付けられた の。』 かの 女は澤 山と 卯 之 吉とを 等分に 見て、 にが 笑 ひ をした。 が、 圓ぃ眼 を 病人のに 

卞こ 向ける と、 皮肉の やうにから かひ 笑 ひに 變 じて、 『それでも 獨り、 わたしの やうな 者 をで も 好きな 

人が ゐ るから いい、 わ、 ね。 尾 竹さん が 泣きましょう に。』 

『そ ゃァ 泣きましょう よ、 今 ぢゃァ 一 生 懸命 だら うから。』 澤山も 病人と 尾 竹 綱 子との こと は 知つ マ 

ゐた。 

『  』 病人 は 少し 顔 を 赤らめて 横 を 向いた が、 また 誰れ に ともなく こちら を 見て、 『僕 だ ッてそ 

ん な實： 味ではなかった。』 

『でも、 あんた は 弱い 人 —— ゆ ふべ わたしの 手 を 取って、 つらい ッて 泣いた ぢゃァ ない の？』 

『  』 卯之吉 はこれ を聽 いて、 むらく と のぼせない では ゐられ なかった。 そんな 向 由が かの 

女の 周 園に はいくら でも 出 來てゐ るの かと 思へば、 一方に はこの 女舉 校の 關係範 園の 如何にも 緩漫な 

ことが 思 ひ やられ、 また 一方に は、 樱 根が 病人の 癖に 再度の 野心 を 起して ゐ るので、 先刻 も かの 女に 

關 してい ゃ味ッ たらしい 一 百 葉 を 自分に 向って 云った わけが 分って 來た。 青-際に 好きなら、 今 故 绍へ歸 〔 

つてる 綱 子との 約束 を III- しても、 山中 孃と 一緒にな りたい とはッ きり、 先刻、 手紙 を 渡した 時に 正 

直にう ち 明ければ よかった のに。 自分 は 別にけ ふの こと を 知らないで 過ぎても よかった の だ。 力 


つた 以上 は、 i— 而も 女の 方からの 望みな ので、 —む 無 げ下に 退り 見ない のも掼 なやうな 氣も 出て ゐ 

た。 それ を 築 は 押し 隠して、 お ほ 聲に笑 ひながら、 『ぢ ゃァ、 僕が 改めて 仲人に ならう か？』 

『いやです， わ、 わたしが！』 かの" ^ はこ ちら を 見て 怒った やうす。 

『あは、 は！ 失敬、 失敬！』 卯之吉 はな ほつ づけて 大きな 聲 であった。 

『そんな ことよりも、 山中さん』 と、 病人 は やわらか I になって 云った、 『澤山 君に II 霞で 

も till かすて 貰ったら どうです？』 

『繋 ぼ談 か』 と、 澤山 はちよ ッと Mi さうな 樣子を 見せて、 『隨分 面倒 だから、 な。』 また 手拭 ひ を 出し 

て 葬の 汗 を ふいて ゐた。 

『わたし、 文 f 好きだ けれど- 美術 も 好き— 大抵の まよし あし は 一通り 展蕃を 見て 通ったら 

分ります、 わ。』  1 

『ぢ ゃァ』 と. 澤山は 乘り氣 になって、 笑 ひながら T 先づ そこへ 1 つ 線で も圓ぃ 輪で も 引いて 御 魔な. 

さい。』 

『そんな 子供 ッぽ いこと を！』 

『でも、 それから 見ない と、 美術 心が あるか どうか 分りません よ。』 

ぢょ 

『  』 かの 女 は 返事 をし なかった。 
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『無論 そんな こと は』 と、 澤山 はかの 女の 病人に 向けた 横が ほ をち ょッ となが めて、 しょげ 氣味 にな. 

り、 おのれ も 病人の 方に 向き、 『極 初歩の 人 をた めす 法 だが — 』 

あぶら, 0$ 

『 わたし * 油 繪だッ てかけます * わ。』 

『えらい、 ね Ml 澤山は 斯う 冷 かして ゐた。 

『ハ くら 意 張つ，. こッ て、 山中さん』 と、 病人 はこの 二人の 間 を 取りつ くろふ やうに して、 『專門 家に は 

かな ひますまい。 澤山 君のう ちへ でも 行って、 說 明で も聽 いて 來 て御覽 — いい 維が 隨分 ある さう で 

すから。』 

『ま ァ、 いらっしゃい、 今からで も。』 

山中 嬢が その 氣 になって、 卯之吉 にも 一緒に 行かう と 云った ので、 櫻 根の 方で 車 を三臺 あつら へ 

た。 その 時 はま だ電窣 がな く • 馬車 鐵 道の *i ろ路が 一 つ 市中 を まわって ゐ ただけ なので、 番 町から 湾苹. 

へ 行く に は， 目が ね 椅 まで^て 馬車に 乘ら なければ ならなかった。 

澤 山の 家 は 十一 一 階の 露ッ 下に 在った。 

かの 一 牛 等 も 謹々 やって 來て、 馬の やうに 大きな 前齒 をむ き 出して 氣焰を 吐いた ところ だ。 ォ. 


村 廳太郞 氏 等 もこ こに 集って 國字 改正案の 爲 め新國 字の ェ風を 相談した こと も ある" 然し それ はすべ 

て渾 山の 兄の 關 係であって、 澤山 はた だ 繪をま 曰いて ゐた爲 めに 五十 脊字を 横が きにする 時の いいく づ 

し 方な どの 相談 を 受けた に 過ぎなかった。 

そして 中 村 不屈と 澤 山と は晝家 として どちらが えらくなる だら う、 寧ろ 後者の 方 だら うと 云 はれて 

ゐた 時で- 後者が —— 親から ^Ec ふ 小 使 ひに 滿 足して —— 金な どに 高く とま つて ゐ たの をし ほに、 『日 

.44 新聞』 の ボン チ畫 家と して 旣に名 を 出して ゐた 不屈 は 十二 階の 百 美人 畫を —— 澤 山の 父が そこのお 

ほ 株主で あつたの をって にして 11 受け合って 書いた。 

こんな こと は 卯 之吉に は、 もう 珍ら しく なくなって ゐ たが、 澤山は 頻りに 得意 さう に また 山中 孃に 

語った。 

澤 山の 兄 は 大攀を 卒業す ると 同時に 地方の 敎師 になって 行った ので、 兄の 友人 ども も從 つて 遠の い 

てゐ たが、 從 兄弟なる (他日 文擧 博士に なった) 者が 中擧 生と して 寄寓して ゐた。 その 人の 勉强窒 と 

はす ッと隔 つて、 II 梅毒 患者の 診察 窒と藥 局と を 通り過ぎた 奥の 窒で 三人 は 話し込んで ゐ たの だ。 

が、 その また 横手に ある 澤 山の 父の 刀劎 磨ぎ 樂の窒 から 澤山 がいろん なかた なを 持ち出して 來て、 

ぐ あ ひ 

ランプの あか に照らして、 身に 浮ぶ に ほひの H 合な どを說 明し 出した 時 は、 ルペン スゃ レン ブラン. 

や n ン スタブ ル などの 畫帳を 山中 孃は 1 通り 見て しまったの であった。 
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r わ t こしの 父 はむ らま さの かたなで 切腹した の だ、 わ。』 かの 女 は^^かう 云つ 

I  MJ^J/  rtv  きんち やう  — 

『どうして？』 澤山は 1 つの かたな を 持って た 手の 緊張 を ゆるめた 

r 氣が 狂つ て —— 何 かの 衝突から。』 

r いいかた なを 見る と、 死んで 見た くなる か、 人 I して 見た くなる かする から， な。』 

『いいえ、 わたし I は 代々 義 ひの 家な の-. だから、 わたし も I ひに な.；^ く  1 しょうよ。』 

『は、 は！ そんな こと ァ——』 默っ て聽ぃ て ゐた卯 春 は 冷笑した。 そして 退窟 まぎらしに 二人 を 

置いて 立った。 いつも 澤 山と 會 ふと、 酒 を 一 本飮 むの だが、 その 夜に 限り、 例よりも 醉 ひが 出た やう 

であった。  かんげい  ] - 

男ぶ りで 一 人の 女 を つれ 込んで 來 たの を、 澤 山の 家で は 驚いた が、 また 歡迎 もした。 そし？ さ 

吉が 一 二つ 四つ QII? 家族 S る i 間に 行く と、 澤 山が 國 s 女郎屋の 娘 を— 裔情心 か 

ら _ 他昌 分の 妻に すると 云って つれて 來て ある その ぉ靜 と 云 ふの が、 第一に、 卯 春の 肩に つか 

まって、 

『鶴 見ッ ァん、 あれ は あんた の？』 

『いいやに 

『では、 謙 ッァん の？』 


『いいや。』 

『ぢ ゃァ、 何よ？』 

『寳 は、 ね、 》^^と 一 緖になりたぃと云ひ出したのをことゎってるところ、 さ。』 

『お前 は』 と、 山の 母 は そばから 笑 ひながら、 『色 をと こだ、 な ァ？』 

卯之吉 はた だ &i して ゐ たが、 ことわつ たが 爲め にかの 女が 却って 燒け氣 味で この 家の 友人と 仲よ- 

くな つて、 お 靜を棄 てる やうに なったら どうしょうと 考 へた。 自分 はお 靜に は、 無論 澤 山の 知って る 

輙& で、 別に 意味 はない の だが、 これまで にも 多少の 小 使 ひな ど を 吳れて やって ゐた。 

茶の間から もとの 窒 にも どると、 卯之吉 はつ ッ 立った まま * 

『さ ァ、 歸 りましょう』 と 云った。 

『君 は 山中さん を』 と、 澤山は 名残り惜し さう に 渠を見 上 ゆて、 『送って 行く 責任が ある ぞ。』 

『無論、 さ。』 

ナ. て そろ 

山中 も 立って、 裾 を 揃へ た。 

江川 の H.; 乘りゃ 常 盤 座 の あかるい 前 を 通 つ て 馬車 通り へ S3 ると、 かの 女 は， 

『乘ら ないで 歩きましょう。』 

『それでも かま はない が』 と、 卯 之吉は 少し 躊 蹉 して 見せた が、 『歩け ます か？』 
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r 歩け ますと も！』 かの 女 は、 もうさき へ 立って ゐた Ti 曰い 方 を わたし 好き — こッ ちへ 行き ましよ 

う 0』 

ぢょ 

手 を 出し さへ すれば しッか ー, 受けさつな 様子で， かの 女 は 人通りの 少ぃ 横丁へ 這 入って 行った < 

あとから ついて 行く 卯之吉 は、 それでも、 櫻 根の 前で 云った こと を 思 ひ 出さない では 置け なかった。. 

m ひか 何 かの やうに、 あんな こと を 云って 斷 わらなければ よかった。 この 女が T と闢 係が あつたか • 

なかった かのこと も， 資は まだ 突きと めた わけで もない。 本人の 男 自身からの 白 狀で關 係が あつたと 

云 ふ 如き は、 却って その 話 を 誇張したり、 その 白狀 なる 懺 ^ を — I 耶蘇 敎 的に — 尤もらし くしたり. 

する に過ぎない こと も あり 勝ち だ。 よしんば、 また、 さきに かの 女が T に 一 度關 係が あつたと しても、 

T は 也 日え らくなる 人と も 思へ ないから、 そんな 關 係を氣 にして ゐる にも 及ばぬ、 と。 

その 間に も、 かの 女 は 二人が 一緒にな つた 上を豫 期しての 事々 を 11 あまり 卽 かない やうに して 

1 語って ゐ た。 

服屋 なんて、 男の 主人 は 別に 働かな くッて もい いの だ、 わ。 わたしが 歸 つたら、 わたしが — 金 

山の 事務員な ど は 皆 初めから うちの 得意 だから、 II 十分に 出入りして 働いて やる わ。 主人 は 虫 人 

で 文學を やつ てれば いいの だから。』 

『そり ゃァさ うだらう が』 と、 卯 之吉は わざとに も 言葉 を不 丁寧に して、 『あなたに は 立派な 結 ひ名づ 


けが あるの ぢゃァ ないか？ ビ 

- 『番頭の ことなん か、 わたしが いやなら 仕 かたがないでしょう II ？」 

いつのまにか、 たッた 一尺ば かり を i てて 平行して ゐ たのが、 女の 方から 横に こちらの 額を兑 あげ 

てまた 近づいて 來た。 その 眼 は、 今し がた 西洋の 畫を 熱心に 見て ゐて、 たキ. くいい 思 ひ 付きの 批 .評 

を 加へ た 時の 大きな 圓ッ こい 眼 だと、 卯 之 吉には 思 ひ された。 

A> さ 

&と 左り とから 袖が すれく になって 歩きながら、 のどぎ まぎした 胸 は 俊し い 手 さへ 觸れれ ば 】 

遍で決 IS がっくので あったらう。 が、 突然、 正面から 人力車が やって 來 たので、 また 兩 方に 別れて し 

まった。 

どこ を 歩いて 出た のか 分らなかった が、 もとの：：：！ がね 橋へ 來た 頃、 卯 之吉は 話の 前後と は 釣り合 は 

はう 

ぬ ほど 不自然な ところへ 左の やうな 言葉 を拋り 込んだ、 

『僕 だッ て、 . —— 嫡子が 家の あと を 取らなければ ならぬ と 云 ふ もので もな  時が 來る かも 知れな 

レ。』 

とうく 番 町まで 歩き： SL で、 夜中の 十二時 少し 前に、 卯之吉 はかの 女 を 櫻 根 0 もとまで 無事に 届 

ける ことが 出來 た。 そして その 翌日 は、 渠の 芝なる 家へ かの 女 も澤山 も來る ことにな つて ゐた。 
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四 

たんば う 

卯之吉 はつい、 こないだまで は、 京 橋なる 或 演劇 雜誌 社に 住み込み、 その雜誌の編輯ゃら探.，^.^ら 

含 計 やら をごッ ちゃに やって ゐ たの だが、 主人 を 初め、 年寄りの 女中 どもが あまり 自分 ケ 書生 扱 ひに 

する のが 面白くな. いので 家に 引き取り、 或 外國宣 敎師の 日本語 敎師に 毎日 築地まで 行って ゐた。 その 

仕事 を濟 ませて 歸 つて 見る と、 もう、 約束の 容は來 てゐた 

『f§ さんが、 ね』 と * 母 は 主關へ 出て 來て 心配 さう に吿 げた、 『若い 女の人 を ひとり 建れ て來 なすつ 

たが 11 あれ は 誰れ？』 

卯 之吉は それに はちよ ッと 答へ ないで 茶の間に 行き、 

r 只今 歸 り ました』 と、 1" かに だが、 そこにね た 父へ 珍ら しく 挨拶 をした。 そして 立った ままむ ッっ 

りと した 顔つきで、 父に も聽 える やうに、 

『あれ は 佐 渡が 島の 或 大きな 吳服屋 の 子 だ。』 

『また 引ッ 張り合つ てるの ぢゃァ ないかい？』 母 はこの 二三 年 前に 卯 之 吉が或 女に 失肷 したの を 思 ひ 

出して ゐ たらしい。  か い 

人が 欲し C- と 云った の を！？ も 横取りし たわけで もなかつ たが、 渠は その 女と 暫 らく 耶蘇 敎會で 交際 


してから 約束 もした。 また. かの 女が 敎會 の^人なる 老夫婦と 问 居して ゐ たので、 敎會 のがら す 窓 を 

ぶち 破って 道 入って 行った こと もあった。 自 分が 學校を 出た 上 は 一 緒になる ことにき めた ので、 GI 分 

の 家へ もお ほ びら に 出入り を させ、 14. 氣で 讃美歌 を 歌 はせ たりした こと もあった。 磬が よかった から 

はつべ う 

だ。 そして あの 子 はやが て 僕の 妻に します か"、 そのつ もりで ゐて 下さいとまで 兩 親に 發 表した。 そ 

れが 然し、 卯 之 吉が舉 校 を 仙 臺に轉 じる と 問 もな く、 看護婦と して 病院に 勤めて ゐ ながら、 或る 男に 

P 係した のが 分った ので、 こちらから 約束 を 取り消した。 

『卯之苦のー1^ふことなど當てにならん。』と* 父な ど は 事情 を 知らない 爲 めに 云って ゐた。 それに 對し 

ほ *1 ちゃく 

て 卯 之吉は 今回 父に、 それとなく、 自分の 不信用 を 取り返す 考へも あり、 また 同時に、 廢嫡 にして 吳 

れる 意志が あるか どうか を も 知りたかった の だ。 

『う うん』 と、 渠は母に對して否で定の意を示めしてから、『僕を養子に來て5^^^ろと云ふのだが 11 』 

『へい I— 』 

『俊 はい や だと 云った。』 

『  』 暫く 渠の顏 を 見て ゐた母 は、 半ば 父の 方に も 向いて、 『さう お金の あると ころなら、 行つ 

ていい ぢゃァ ないか、 ね。』 

『  」 父 は 笑 ひもせ すまた 返事 もしなかった。 
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多少き まりが 惡ぃ氣 もした ので、 卯 之吉は 正午から 出る 時に 命じて 置いた 馳走 を 出せと 女中に 云つ 

て 置いて、 そ 11 た。 そして 家族が 山と 云って る 傾斜の 中腹から 江戸 自慢と 云ふ お I きの 櫻が 

大きな 赤い 蕾 を 吹いて ゐる、 その 下の 離れ座敷なる 自分の 勉强窒 に來て 見る と、 澤 山の 向 ひ 合って 坐 

わって る 山中 孃は、 荒い 縞お 召 か 何 かの 衣 物の 上に あ づき 色の"， 綸子の 被 布 を 着て ゐ たが、 這 入って 行 

く 卯 之吉を n ル あげてに ッ こりと した。 その 胸の 左右に 垂れて ゐる被 布の、 水色の かざり 紐が 幽かに ゆ 

れてゐ て、 かの 女の 額に は ぼッと 1 K 根の 上に 江戸 自慢 が^いた 時の 色 を 忍ばせる やうな I. 紅み 

がさした C が 見えた。 

『どうせ 來る道 だから』 と、 澤山は 少し 云 ひにく さう に 口 を まげながら、 『僕が さそって 連れて 來プ 

よ。』 

『さう か？』 卯 之吉は 西洋人から 借りて 來た 英文 雜誌 北米 評論 を 持って ゐ たの を、 山に 面した 窓の そ 

ばの 机の 上に 抛り 投げてから. 『いらっしゃい』 と 山中に 挨！^ しながら 坐 わった。 

『ゆ ふべ、 あれから また 3 根さん にす ねられた のよ。』 

r  』 卯 之吉は 机に？ を 突いて その 方の 手 さきで 和服の 襟 を かき 合 はせ ながら、 暫 らく 默っ 

て、 山中が〕 の 間 を 背に して こちら を 見て ゐる眼 を こちらから も 意味が ある やうに 迎へ てゐ た。 

『燒 けたの だら う、 な』 と、 澤山は 入り口の 方に ゐて、 笑 ひ を 見せる やうに して だが、 自分の 口 を ま 


た 左右に 引ん 曲げた。 これ は 水が いつも 別な 意味が ある やうな 時に する！： だと 分って ゐ たので、 卯 之 

吉の 心に は 揮 山. ni 身も寶 は燒 けて るん ぢゃァ ないかと 思 はれた。 わざ， さそって 來る にも 及ばない 

ではない か？^々 に  ^^接に  ここ を さして 來 たらよ かった ではない か？ こちら は 1 度 山屮と 

ひそ 

さし 向 ひで よく 話して 見たい とも 思って ゐ たの だのに、 と 云 ふやうな 恨みが 私 かに 卯 之 吉の胸 一 杯に 

なって ゐた。 が、 そんな こと は 少しも 顏 にだ ッて 出さない つもね でゐ た。 

『け ふだ ッて も』 と、 山中 はな ほ 卯 之 「；： ：に訴 へる やうに 榻を 見詰めて、 『危險 だから、 行かぬ 方が いい 

ッて —— 』 

『それで 僕 等が 出る 時に も あいつ、 變な檨 子 をして ゐ たんだ、 な？』 

『ええ。』 かの 女 は 斯う 無 邪氣に 答へ て、 ちょ ッと澤 山の 方を兑 た。 それから また 卯 之吉に 向って、 『新 

らしい 友人にば かりわたしが 親しくな るの は、 氣 持ちが 惡ぃッ て —— だッ て、 あの人に も わたし、 時 

時 行って は 病氣の 世話 をして あげて ゐ ます、 わ。』 

『ま ァ、 病人の こと だ。 僕 等 は あのお かひ この やうな 優 をと こに 成るべく 氣を もませな いやう にしな 

けり ゃァ —— 』 

なっとく 

『そ hN ゃァ、 ね』 と、 山中 は 十分 納得して ゐる らしく 小 くびをかしげた。 

『鬼に 角、 撄极君 は』 と、 澤山は あと をつ けて、 『お 綱さん を 近頃い やにな つて 來 たの は事資 だ ぞ。』 
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『そり ゃァ、 君が お i をい やにな つた やうに、 ね。』 

『然し 事情が違 ふやう だぜ— き I なら、 欲しけ りゃァ いつでも 君に やる が、 櫻 根の はま だ そ も 

そ もの 戀中 ぢゃァ ないか？』 

『まだ 君の 子宮 目が ねに はか かるまい から。』 

『馬鹿 ァ 云へ！』 

『甲. >  よそん なに』 と、 山中 は をと ならしく 云った、 『氣の 多い もの か 知らん？』 

『をり ゃァ、 ね』 と、 澤山 はや i しく 引き取って、 『女 だッて さう でしよう？』 

『女 は f した もの ぢ やない、 わ。 一 度 この 人と 思ったら、 死ぬ まで も 思 ひ 通せます、 わ。』 かう？ 

て 卯 之吉の 方を眞 面目に 見て ゐ るので、 渠は 微笑 を以 つて それ を迎 へて ゐる外 は 無かった 

そのうち あかりが ついた。 

どうせけ ふ は 二人 切りで さし 向 ふ をり はない と 見た ので、 卯 之吉は 自分のと ころへ も 女の 來-^ 力 あ 

n$kti. 自分の 家に とまって ゐ る仙臺 からの 年う へ 同窓 を もこ こに 招いて、 

絡 介 をしたり、 食 f 共に さ It た。 そして 豪 f 美術 fl-. 仕事の. J なき 熱心に し 

ながら、 皆 僅かの 酒に 額 を 染めた。 

卯 春 は 床の間に 立て かけて あった II ぎよ 士しロ f 云 ふ銘- があった li のかた なを 持ち出し、 山 


中の 横手に. H つた ままで、 片手に 持った 箱から なか 身 を 引き 拔き、 

『僕が これ を以 つて 每 日運動の 爲 めに ふりまわ すの は 澤山君 もよ く 知って るので すが、 ね —— こない 

だ i— 御覽 なさい、 斯う 云 ふ 失敗 をした のです。』 言葉が 何だか 堅 くるしく なって 素 iS に は 出なかった 

が、 劎 のさき を以 つて Ei のお もての 縱 よこに 切れた ところ を ニケ所 追って 見せた。 その 一 つ は 山中の 

坐 わって る 座 蒲 園の 下に 這 入って 行って るので、 かの 女は劎 さきの 向く ところの 自分の 座 蒲 圑の端 を 

. — さきの 進む だけ —— 指輪の 光る 方の 手で まくって 見せた。 

『よせ、 よせ、 あぶない から！』 澤山 はよ こから 斯う 叫んだ。 

卯 之吉は 少し 劍を 横に あげて、 

『どうです、 山中さん、 これで 切られます か？ J 

『それで， なら 切られて 死んでも いい、 わ。』 かの 女 はこ わがお もせす、 顔 を 上げて 微笑して 見せた。 

『おい、 よせと 云 ふに！』 

『大丈夫 だよ』 と、 澤 山に 念 を 押してから なか 身 を 納め、 卯之吉 はかの 女の 膝 近く 坐 はって、 かの 女 

の 顔 を 見て ゐる こと は出來 なかった、 が、 かたなの 鞘 じり を以 つて かの 女の 膝 を 少し カ^く 押さへ、 

『さ ァ、 踊ります か？』 

『ええに かの 女 は 卯之吉 からかた なを 受け取った 。『わたし、 當り 前の 踊.？^ 隨分 習って ますが、 今夜 
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は^!: にします、 わ。』  、 

かの 女が 直ぐ 舞 はう として、 この 狹ぃ 六疊 の 坐 敷に 立ち あがって、 身が まへ をし かけた の I て 

澤山は あぶない から 鞘 だけ を 持てと 謹した。 すると、 かの ぢを なか 身 を 手ぎ はよ く拔 いて、 床の間 

こ 横た へた。 そして 鞘を 以， つて 劍に擬 して、 『鞭醒 i を澤 山に 歌 はせ て 舞った 

H 卯 春が 感に打 たれた の はかの 女の 舞 ひが 上手な 爲 めではなかった。 食 毒に 澤山ハ 0 

靈 無 ふ 前 f で 語った まると、 山中の 父が きの ふ 上京して 載 i 一越の 前身) にと ま ^ 

て ゐヒ。 いよく かの 女 を つれて 管と 5 の だが、 かの 女が これ を 担む ので. i が 病中に 力の 女 

の 父の 爲 めに 一策を 案じて、 かの 女 を歸 ら せる やうに する 爲 め、 澤山を 伴って 行き、 途中 やら、 また 

佐渡 に 於ても 暫ら く は、 窗話ゃ 文 雷 を させて、 かの 女の 氣 If せきと にした きろ、 力の 

女 も それに は反對 がなかった さう お。 そして 澤山 はこ こからの 歸 りに、 今， asp 

Di けが てら、 その 父に も會 つてよ く 相談す るので あった 

卯 春に は 如何にも i い 別れと なきで きた。 この 惜しい I がか Q 女の 劍舞£ら めく 袖の 後 

ろへ 刻.^ に 逃げて 行った。  はう „  ■  >  I  -  > 

『ヮガ 二く トか』 と、 卯 之 吉は まだ 子供の 時 妹が 習って ゐた端 唄の 調子 をう ろ覺 えに 獨り 首の 

やうに、 劎舞 がすんだ 時に 歌って 見た が * やる 瀨 ない 心 は納ら なかった 


『いづれ 國 から 手紙で 申します から』 と 云 ふかの 女の 別れの 言 紫 だけが その 夜の 名殘 りと なった G 

自分の ふところ へ 道 入って 衆ようと した 幸； I を 横取りされ たやうな 氣 がして- 卯之士 II は 1 1 三日が ほ 

さは やま 

どは澤 山と も ハガキ の 往復 を さへ しなかった。 向 ふが 來 なければ こちらから 出かけ、 こちらが 行かな 

ければ 向 ふから 來 るし、 二日と 會 はない やうな こと はなく、 會 はない 日 はまた き ッと何 かの 感想 や 出. 

來事を 書いた ハガキ が 往復して ゐた。 ところが、 それが 不思議な ことに は、 澤 山の 方から もこの 二三 

日 何のた よりもなかった。 

山中 嬉 から は、 

『昨夜 は 御馳走に なりました" わたし は 鬼も^ 明朝 出發、 歸國 致す ことにな りました。 詳しい こと は 

いづれ あちらから。 左よ なら』 と 云 ふ 日本 橋の 消し印 ある ハガキ が 届いた。 が、 澤 山から は 何とも 音 

wi さう 

さたがなかった。 お ほ 急ぎで 旅装 をと との へて I 緒に つ いて 行つ た爲 めか 知らん？ それに して 

も  

き ぶん 

毎朝す ねた やうな 氣 分で 起きる と、 先づ 目の前に 浮ぶ の は 無邪氣 なやう で ませた 一 人の 小 をん なと、 

皮肉の やうで 而も どこかに にやけ たと ころの 有る ぼっちゃん 書家と が * 信 州の か はった 景色 を 汽車 Q. 

女 四 人と 男 一一 一 人  二 六 一 
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恣 から 一緒にな がめ て、 】 々にきいた 風な 美術的 批評 を 加へ て ゐる樣 子 を だ。 

あの】 度 ぼッと 赤らんで 見せた やわらか さうな 頰ッぺ たへ、 同じ 一 つの 窓に 倚って、 男 は わざとお 

つきん  > 

のれの 頰ッぺ た を も 接近 させて ゐ はしなかった であらう 力？ 

『淺 間の けむり』 と 歌に ある その 噴火山な ど は、 まだ どこに 於いても • 1 度 だッて 見た こと はない。 

おば 棠て山 や &ri の 月 は 勿論の こと だ" が、 自分 は 仙 臺にゐ る 頃， 新 潟へ は 殆ど 無錢 旅行 も同樣 のに 

と を やった ことがある。 擧 校の 幹事が 新 潟へ 着いたら 二三 日 はと まれ、 留守 をして ゐる家 妻に はさう 

芋 紙で 云って やって 置く からと 云 ふ 親切ら しい 無責任の 保證を 信じて 行って 見る と、 そんな 手紙 は來 

てゐ なかった ので、 をん な 子供ば かりの 家族に 自分 は ゆすり かたりで でも ある やうに 思 ひ 取られて、 

g ベ」 もさ わった し、 また 情けな くもなった。 その 時、 芭蕉の 句で あこがれて ゐた佐 渡と 云 ふ 島 は * 新 

潟市の^^岸からこれを雲か霞の間に夢のゃぅに奥ゅかしく見ることが出來た。 

金 を さへ その 時 持って ゐ たら 渡って 見たかった ところ だが * そこ へ II 澤山は — 而も こちら を 3^ 

つてる 女と 共に！ 

M 散の 浪ょ、 ーュち さわげ！ 百隻 のお ほ 船も轉 覆せよ！ そして その 中から、 tK 才 じみた 禾』 な 小 

をん な だけ を 今 一 度 わが 手に 取リ もどせ！ 

かかる 感傷的な 呪 ひが 春の どんより した 夭 氣と國 ざ かひが 無くなって、 ぼんやりした あたま を 一 一三 


日 かかへ たり、 放したり して ゐる うちに、 澤 山から ハガキ が 届いた。 

无づ 消し印 を 見る と、 矢ッ 張り、 淺 草であった。 すると、 行かなかった のか 知らん と 思 ひながら、 

裏が へして 文句. V 讀ん だ。 樱极 の病氣 がよくな いので 山 龍 堂に 入院して ゐる、 I 度 見舞って やれと 云 

ふこと が 書いて あった。 

かうな つて 來て は、 渠と約朿した村上在の山上溫^8の經營ゃ養蠶の1*業なども* とても、 行って 見 

はう しう 

ない さきから 駄目 だと、 卯之吉 は —— これ を 何よりの たより ある 將來 として、 現在の 報酬 少き 仕窜を 

あまんじて ゐ たの だから、 11 が ッかリ した。 

そこへ 澤 山が ひよ ッ こり やって 來た。 

『どう だ、 ハガキ は 届いた か？』 

『うん、 今 見て 心配して ゐる ところ だ。』 

『け ふ も • これから 見舞って やる つもり だが、 君 も 1 緒に 行け。』 

『うん、 行かう。』 

『今、 おや ぢの 用で ヨ^まで 刀劎を I つ 届けて 來 たの だが I. 』 澤山は 坐 わると、 きッと 手ぬ ぐ ひ を 

出して 鼻の さきの 汗 を ふいた。 3 根に も 困った もの、 さ。 山中が いよく 歸國 すると 聽 いて * 病- 1^ 力 

惡 くな つたのお。 餘ッぼ ど ほれて ゐ たと 見える。』 

女 四 人と 男 fil 人  二 六 一 一 一 
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『僕 も 多少 感づかないでも 無かった が、 ね。』 卯 之 吉は片 肱 について、 澤山 をもぢ くと 見詰めて、 

『さ、？Jて^j^^もどぅしたのだ 11 1 緖に 行かなかった のか？』 

『行くなら、 君に 今 1 度 相談す らァ、 ね。』 何げ ないやう に 云った 風 だが、 これ も變な 顔に なった 『僕 

が あの 親と 直接に ii して 見る と、 1 先づ 山中 を つれて 歸 つてから、 あとから 用意 をして 僕 を 呼ぶ こ 

とに なった の、 さ。』 

『然し、 親の 方で は • 娘 を つれて 歸れば それでい S の ぢゃァ なから うか？』 

『そんなら、 それで l^tl い 大きな 一 吳服屋 の 主人 として そ んな 約束 を しない でもい いで はない 

か？』 

『そ， -も • ね 1. 』 さう、 さと も、 疑 はしい とも • どッ ちに だッて 取れる 返事であった。 

『^は 君に 恨まれない やうに 今から 云って 置く が、 ま ァ.' 龕の 敎師 とで も 云った 資格で 旅行が てら 山 

巾の 家へ 二三 ヶ月 行って 來 るから と兩 鋭に も 告げて 許可 を 得て 置いた ので • もう • いっから でも 旅に 

出られる 用意 をして ある 11 向 ふから だッ て、 呼びに 來 るなら、 さう 時機 ケ- 逸する 笞 はない。』 

『  』 卯之吉 はたお 一 I 澤 山に 山中 を  15! する 氣が 出た か、 出ない か は 別と しても II 櫻 根が 

けいろ 

澤山を 仲に 入れて 卯之吉 とかの 女との 間 を 隔て、 そして また 樱视 自身の 病 氣を獨 りで 進めた 徑 路を考 

へて ゐた。 『君の 云 ふ 通リ、 櫻 根 も 困った もの、 さ 一 I 見舞 ひに 行かう。』 


『まだ？！；^は.^るまぃが 一 . これ は 知らない ことにして 置いて 貰 ふが、 ね —— 氣の 多い 病人 はお 綱さん 

をい やにな つて、 別れようと 云 ふ 芋 紙 を かの 女に 送つ たんだ。』 

『そこまで 行った のか？』 卯之吉 はこない だ 病人が 山中の 手 を 取って 泣いた と 云 ふ事實 の-現 を 想^ 

して 見た" 

『それが 大した 理由 もない の、 さ。』 馬鹿々々 しいと 云 ふ 風に 笑 ひながら、 『わたし はどうせ.! や^て，^ り 

つかれたの だから、 おん 身と 末長く 幸福 を 共に する こと は出來 ない ッて 11 そんなら、 なぜ また 別な 

女 を 戀ひ慕 ふの か？』 

『君が お 1 に對 して は』 と * 卯之吉 もこの 女の こと は澤 山が すると 檨 呼び 禁て にして ゐ たの だが、 

I 緖にゐ たから 飽きが 來 出したん だが * —— 櫻 根のお 綱さん は ！ 緒に ゐ ないから そんな ことにな ろ 

ん だ。』 

『それ、 さ。 それで、 僕 は』 と、 澤山 はす ッと眞 面目に なって、 『お 綱さん に はま だ會 つたこと がない 

が、 友人の 愛する 人と して 手紙 を誊 いたよ。』 

『早い、 ね。 r 卯之吉 は、 ふと * 澤 山が 自分よりも 部屋住みで ありながら、 何に だッ て、 自分よ リ もお 

はお 

口ら しく 立ち まわる の を 妬ましく 思った。 

『どうせ  ^ふから- きッと 手紙で 歎いて 來 るに 相違ない、 さ。 向 ふのお ゃぢは 多額 納稅者 だと 云 

女 四 人と 男 HI 人  二 六 五 
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ふので *  二人の 關係を 感づいた 以上、 1 そして 一 度 も 二度 も 自分の、 輕ぃ 眼病に かこつけて 東京へ 出 

會 ひに 出て 來 たりした のが 分った 以上 は、 だ. — 體面 上、 まだ 結婚 も濟 まない のに、 本人 を 直ぐよ 

こす 氣づ かひ はない。 僕 は その 手紙に さき 立って、 — ひよ ッ とすると、 行き 遠 ひになる かも 知れぬ、 

が： —— 慰めの 言葉 を 云って やった。 病人の 心持ち は 友人と して 僕が 受け合って 取り直させ るから、 

成るべく 早く 正直な 都合 をつ けて、 親に もお ほ びら に — 泣きつ いて、 この場合、 頼んでも いいから 

— 出て 來 いと。』 

s< し 

『君 は 策士 だよ。』  ズ， 

お. C* なう 

『なァ に』 と、 いやな 顏 をした が、 また 本氣 になって、 『それが 穩當な 行き方 だら う I ？』 

『來 たら * 病人 は 死んで しまうよ。』 

『だから』 と、 强く念 を 押して、 『來て も肉體 上の 關係は 將來の 所 夭の 爲 めに 斷然 遠慮し ろと 云って や 

つた。』 

六 

婆 根が 入院した と 云 ふ 日から 五日 目に、 綱 子は澤 山の 建策 を實 行して 信 州から 出て 來た。 そして わ， 

が 身 を も 忘... たやう に晝夜 付き切りで 病人の 看護 をした が * 病人 は 急に また 惡く なって 行った。 


卯之吉 ばかげ で 澤山を 責めて 『.s 想 家お』 と 云った" 澤山は 然しお のれ を 解して 『お 綱さん が だ 

らし 無い 爲 めだ』 とした。 

綱 子 はま だ 眼病が 全快 しないので、 看護の ひま を 見て は、 自分の 眼 を 洗って ゐた。 可な り 肉 づき は 

いいが、 恣の もとに 立って 眼 を 洗って る 姿な ど は 如何にもす ッ きりして、 ただ 聽 いて ゐ たのに も 勝る 

美人 だ。 見た だけで も氣 持ちが よかった。 ここへ 來 ると- 卯 之吉の 無作法な お ほ 聲の笑 ひも 愼む やう 

になる のが 常であった。 

r ゆ くす ゐ 

或 日 • 病人が よく 熟睡して ゐる時 * 卯之吉 はかの 女と 倚子 を さし 向 ひに して、 詩の 話 や 今の 詩人 等 

の 事 や を 話し合った。 古筻 庵と も 云って た 人で、 櫻 根が ゐた 家の 代議士の 娘 を 思 ひ 落して からまた 襄 

とう Ic し 

切った が爲 めに、 その 娘 を氣遠 ひに させた 村 や * 時々 山中 孃を 呼び して ゐた 秋風な ど は、 綱 子 は 

とれ を敎師 として 擧 校の 敎 場で 直接に 知って たさう だ。 

『餘り 女々 しい 方々 で 一 I 女の 方から 申せば、 矢ッ 張. os、 もッと 男らしい 人が 評 1： がいいので すが、 

ね』 などと 云った。 『詩人と しても —— これ は あなたの いらっしゃる 前 だからお 上手 を 申す わけ ぢゃァ 

ない のです が • ね —— 病人 もき の ふ 申して ゐ ました ことで —— 矢ッ 張り 透 谷さん と あなたと が 1 恭末 

賴 母し ぃッ て- ね。』 

『  』 卯 之 吉は透 谷な どと 同じ 地平線で 比較され てゐ るの かと 思 ふと、 1:11: 分の 意 氣込を 傷 けら 

女 四 人と 男 111 人  二. I ハ七 
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泡 鳴 <s 第 W 卷  . , , 

れ たやうな Is した。 が、 か Q 女 II する やうき とさ S た 4 かつ S で、？、 雰身 

きで さァ、 ね。 た I 句が き奇 f テ 一一 ソン を好 くもの も あれば、 ぎくく して ゐても i の 深い ブラ 

ウー I ングに 就く もの もあります。』 

『あなた S— よく はわた しなん かに ゃァ 分り I ん けれど— 男らしく も あり、 id 

ん なさい ますから、 まァ、 その ブラウ 一一 ングの 方でしょう、 ね。』 . 

『ま ァ、 その 方に 見て 下す つたら、 僕も滿 足の 方です。』 

如，， こも りさうな— そして 如何にも- ilQ しとやかに 優しい 1. そして また、 手に 受け 

れ ばぁッ たかい 雪 か 何 かの やうに 手のひらに 直ぐ 解けて しまい さうな 8 が、 かの 女の ふう わりと 圆 

みある 肉 づきの f 浮んで ゐた。 多少 赤み を f た髮の i たッ f な束髮 で、 そ猛れ 毛が、 二三 

本づ つ、 血色の いい 額 や 兩の頗 にこぼれて ゐ るの を さへ、 卯之吉 はかの 女 を 直接に 見る 爲 めに は 邪魔 

物 だと 思った。  ， 

かの 女 は その 優しい 顏を以 つて — その 少し 赤す ぢ" 立った しょ ぼくする 眼 を 細めに 明けて、 1 

！ こちら をじッ と、 罪の 無 さそうな 親切 を以 つて 見 f た 時な ど は、 却って 卯 春の 心 は if で 

も 顔え て、 渠の目 はおの づ からかの 女が 足 を 揃へ て 腰かけて る 白衣の 膝の あたりまで 落ちた • それで 

も. Nvia が；；： けて、 S までが また 病人の 方へ 向いた。 


一期う 5 ふ. <が その 男に は^って だら しがない のか 知らん 11 』 かの 女の 看護 服の したに 着て ゐ るい 

& もの 

い 衣 物の ちらと 見えた 賴 のに ほひが、 私 かに ゃァ わりと 聽 こえた やう だ。 そして 卯 之. fw に ま、 つい、 

こないだ、 或 他の 病院で、 病人の 妻が 病人の 寢臺の もとで あだし 男と 途方もない^ 遠 ひがあった こと 

が 思 ひ 出された。 

その 夜から、 目の 惡ぃ綱 子の 姿が の 夢 を 私 かに 占領す る やうに なって ゐた。 が、 gl^ が 日に 一度 は 

毎日の やうに 見舞 ひに 行く と、 き ッと澤 山 も 來てゐ るか、 あとから 來 るかす るの だ。 

そして 或 日、 病人が 珍ら しくまた 不與な 顔 をして、 

『ss は 餘り 不注意 だ、 ね』 と 云った 時には、 澤山 にも 亦ち ょッ とき の 様子が 見えた。 卯之吉 はて 

ッ きり 病人から お前 は病氣 見舞 ひが 目的 ではなく、 綱 子 を 見に 來 るの だと 叱られる の だ らうと mi3 つ 

た。 

ところが、 案外に も、 A 雜 誌に 出た 山中 嬢の 『秋の 歌』 と 云 ふ 新體詩 はそッ くり に 過ぎぬ と 云 

ふ 注意であった。 

『君達 1 一人で 揭 戴させる ことにし たの ださう だが 11 そッ くり 透 谷の 獏倣ぢ やない か？』 

『あ、 さう か』 と、 深山 は 申し わけの やうに あたまへ 兩手を やった。 『寳 は、 鶴 ：3- 君に も 相談した 上、 

よから うと 云 ふので 僕が 11 こんな 傑作 を 葬む つて 置く の. は 惜し ぃッて — 社へ 持って行つ たの、 

女 四 人と 男 三 人  一一 六. t 
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さ 。『笑 ひながら、 『道理でう まく 出来て たと 思 つ た。』 

『透 f んか 眼中にないから』 と、 卯 之吉 は澤 山が こちら を 見た のに 答へ て、 『僕 は どこが 謹 か 知ら 

なかった が—』 如何にも 無頓 暫 斯う lis 放った Q は、 澤 山からの 相 f  4 けたのに 贊 成した 責任 

を 感じなかった わけで はない。 が、 山中が 人の 作を獏 做す るに も 人に 依りけ り だと 思 はれて、 せめて 

おれ の をで も 摸倣す ベ き だ の に  馬鹿！ 

それに は、 なほ かの 女 並に かの 女の 父の 無責任に 對 する 不平 も 加 はって ゐた。 卯 之吉の 友人なる • 

否、 友人と しても 最も 親しい 澤 山に、 佐 渡 I 仃 きの Ml まで も 支度 させて 置きながら、 いまだに 何等の 

S 汰 もない Q であった。 自分に は 初めから た .1 のお ゃぢが f だまして 連れて 歸る f 過ぎぬ と 

考 へられて ゐ たが、 それにしても、 ち^^止なら中止と云ふ斷ゎりの手絨をかの女がょこさせるのが至當 

だ。 それ だのに、 澤山 Q 方へ はま S ガキ 一 つもよ こさない。 一 時 熱心に なった 渠が 怒って るの も尤 

もで はない 力？ 

こちらに だッて も、 かの 『御 起居 如何に 候 や』 と 云 ふやうな 平凡き はまる ハガキ がーつ 來 ただけ で 

1 どうせ 養子 Q 謹な I つて 來て きと わつ で f つもに たが、 I 一 iif 直ん じな さ 

過ぎる にも 程が あった。 

『して 見る と、 あいつ は 摸倣 家から 直ちに 番頭の 女房に なった の だら うよ。』 


『ま ァ、 そんな もの、 さに 澤山 もこの 卯 之吉の 言に は 胸が すッ とした やうに 見せて、 綱 子の 方に 笑 ひ 

ながら、 『天ネ の 化けの皮が はげて しまったの だ。』 

『可哀 さう に — J 綱 子 は 遠くに ゐ るかの 女に 對 して 姉ら しい 思 ひやり を 見せた。 な 子 ださ うぢ 

ゃァ 御座いません か？』 

それからな ほかの 女に 關 する、？ Q さで 暫 らく 持ち切つ たが、 澤山は 1 緒に そこ を 53 てから、 長い 廊 

下 を 歩きながら 云った。 

『實 際， お 綱さん は 理想的な 女 だ。』 

『さう だ、 ね 11 尊敬して 見る と、 ちょ ッと 姉さんら しく ッて』 と、 卯 之吉は 答へ た。 『然し 君 はだら 

しの 無い 女 だと 云った ぜ。』 

『そり ゃァ かま はない ぢゃァ ないか？』 さきに 下駄 を はき かけた 澤山 は、 新う 云って 卯 之吉を 返り 見 

ち《^ 

た。 『若し^に 又彼麼 のが 發 見出 來れ ば、 さ。』 病院 を 出る と、 澤山は 道 を 歩きな がらお 靜の處 分 を 相談 

した。 

『どうせい つまで 僕のう ちに 置い といた ツて、 仕 かたがな いから、 なァ —— 君 も 知って る 通り、 女中 

も 同様で 可哀さ うだ。 それに、 また、 僕 自身の 他の 女に 關 する こんたんの —— 若し それ を やらな けれ 

ばなら ぬ 時が あると して、 さ —— 邪魔になる から、 な ァ。』 

女 四 人と 男 111 人  二 七 J 
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1$ 第 四， せ 

Ir.  ？ a  1. さう して ぉッ 母さん も 承知なら』 と、 卯 春 も わけなく 答へ 

た、 3 芬、 僕の きろへ ％ させ 5」 いても いいだら うよ— どうせ I ッて、 額 を合 はせ るたん びに 

IF なり 小 使 ひ をと 云って 取られて るんだ から。』  ， 

【ぢ ゃァ、 さう して 吳 れ。』 

【よし』 と 云 ふこと になって 別れた。 - 

七 

『謙 ッァん は 人が 悪い から あんた おまされ たらぎ f』 と、 き§ 山の こと を 卯 I に 語った。 

『どうして？』 

『どうして ッて  』 

『お前の であった ぢゃァ ないか？』  ,  , 

『だから、 云って あげる のです が、 ね —浮氣 で、 薄情で、 うそつきで、 悪が しこい ことば 力り 云つ 

て。』 

『そり ゃァ、 お前が k てられた からの 恨み ごと、 さ。』 

『でも、 あんた のことまで も 惡く云 ふて ゐ ますよ 』 


1 


『， ^だッ て 11 ？』 

  きゃく  »j  く 

『世 知らす のぼ ッ ちゃんが また ，11 どうして 11 脚本なん か 書け る もの かッ て。』 

『そんな こと を 云 や ァぉ互 ひだ ァ、 ね。』 

これ はお 靜が卯 之吉の 家へ 預けられる ことにな つた 最初の 夜の 話で、 かの 女 も 渠とは 反對の 方に 足 

ひぢ 

を 投げ出して、 どちらも 左り の 手を^ まくらに して、 互 ひに 顏を向 ひ 合 はせ て： Q た。 

う 9 

かの 女の 遠慮なく 肱まで も 出した 腕 や、 眞ッ 白い 风 ざね 顔 やの 十分に 堅 肥りに 肥って るな ど は、 澤 

山の 家で、 澤 山が：^ 鎗に 書いた 姿 を 初めと して、 實 際に 兒 飽きて ゐ るので、 卯 之 吉には 心 を 動す もの 

ではなかった。 『ちょ ッと； せて 御 覽。』 かの 女 は 額 をのり 出させて 來て、 遊んで た 手と 肱 を 突いて た 手 

とを以 つて、 渠の 鼻の さきから 何 か を 取って 見た。 笑 ひながら、 『蟲 かと m 心ったら、 ごみであった。』 

『まだ おれの 鼻は蟲 などに ゃァ喰 はれない、 さ。』 

『ふ、 ふん』 と 云って、 かの 女 はまた 身 を 離れさせた。 

『全 體、 どんな 時に そんな こと を 一 K つたの だ』 と、 渠は氣 になった ので 斯う 聽 いた、 『あいつ だ ッて僕 

よりも 部屋住み の 礎に？ 』 

『お 父 ッァん やお ッ母 ッァん がよくな いと s| ふの だけれ ど、 —— もッ とも • お 父 ッァん はお ッ母 ッァ 

んの云 ふ 通りに なって るの だから •  11 あんた の 方が 謙 ッァん より 働き者で、 謙 ッァん は e. 斐性 なし 
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の やうに 云 はれて るの。』 

『そり や ァ謙作 君 も、 こないだ、 自分で さう 云って、 不平 を こぼして ゐた ！ 「君が うちへ 来る やう 

になって から、 君の 方が 評！^ がよくな つて 困る」 ッ て。』 

『さう でしよう』 と、 かの！ は 横にな つたから だ 全體に 力を入れて 見せた。 『初めは あんた はお ほ 不評 

判で お 父 ッァん など は、 人に i な 挨拶 もしない あんな 禮儀 知らす と は 交際して はならぬ と 云 ふて たの 

に I— 』 

『それ も聽 いたよ 11 謙 作 君の 云 ふに は、 おれのお ゃぢは 旅へ 出れば、 あんな 年 をしても ちょ ッと女 

を引ッ かけて 來 たりす るのに I 』 

『わたしの うちへ 來れ ば、 きッと 1 番 若い おいらん を 買って よ 』 

『さう ださう だが、 ね、 子に 對 して は 僞善 的に も 出入の 度 毎に 厳格ら しい 挨^ を させた おして ッ て。』 

『でも、 謙 ッァん のい つも 親に ぉ辦儀 をす る やうす を御覽 なさい な ― 中腰に でも 兩手を 突い て あた 

ま を 下げる の はいい けれど、 お尻の 方が 高く あがって る。』 

『そり ゃァ さう だ。 r 卯 之吉は 友人の いつもの 檨子を 思 ひ 浮べて 微笑した。 『僕に も その 尻 あがりのお 辭 

傣を でもし ろと 謙 作 君 は 云 ふの だ。 それから 僕の 評判 は あの 家で よくな つた さう だ。』 

『け 1 ど、 ぉッ母 ッァん はお 金 を 取る ことば かり 云 ふて て 1. だから、 畿ッ ァんが 負けん 氣 になって 


あんた の惡 n も 云 ふやう になる。』 

『ま ァ、 そんな ことな. らいい、 さ、 ね —— ぁッ ちだツ て、 緯の 注文 を 受けり ゃァ *  I 時に 僕の 二三 ケ 

しう に ふ 

月の 收 入よりも 多く 這 入る ことがあ るの だから。』 

『でも、 この頃 は 女の あとば かり 追って それ をな まけて る ッて —— 』 

『そり ゃァ、 お前 をい やにな つたから * さ。』 

『そんなら、 あの 佐 渡の 人だッ て、 どれ だけ 謙 ッァん のこと を 思 ふて ると 云 ふの —— まだ 一 度 もた よ 

りさへ 無い やうす だ？』 

『あり や ァ僕を 思って たので、 謙 作 君 を 思って たの ぢゃァ ない。』 

『でも * 謙 ッァん は 一 生 懸命に なって 旅の 支度まで すッ かりして、 ちッと もう ちに 落ち 付いて やせ 

ん。』 

につ S.9 

『お前のお か はり を 探して ゐ るの、 さ。』 かう 云って、 渠は澤 山が 綱 子に 日參 して ゐる 熱心 を 自分のと 

放して 考 へて 兑た。 そして 自分 も、 かの 綱 子が どうせ 死ぬ 病人 を 愛し 愛して、 そのから だに 抱き付 

さ、 

おうな い 

『1 緒に 死ぬ、 死ぬ』 と 泣き出す やうな ことが 愿々 になった ほど、 病人が 重態に なって 行く の を、 か 

の 女の 爲 めに 最も 可哀 さう だと、 また 思 ひ 出した。 すると、 たださへ だらけて ゐた. S1 分の 前にお 靜が 
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おる のが 邪 M になった Q で 、『お、 もう 塞よ。 |の床まッちのニ階に敷^ぉる霄。 僕 もね 

むた くな つた。』 

『ぢ ゃァ、 わたしが I を 取って あげましょう。』 かの 女 は 素直に 微笑しながら、 床の間の 横手なる お L 

入 1.^ ら蒲圑 を 出して 敷いて 吳れ た。 そして 『お休み』 と 云って 出て 行った。 

卯 之 苦 はぎ I に 着かへ て 床の 中に あ ふ 向けに なった 頃、 ぼた くと 廊下 を傳 つて 来る 素足のお とが 

聽 えた。 段々 こちらへ 近づいて 來る 0 だ。 

『まさか、 ぉ靜 では .1 』 何だか 不安の 胸 を 抑へ て 額 だけ を あげる うちに、 かの 女 はま だ 明け 放しに 

してあった 障子の 敷居の 上に 突ッ 立って 帶 ひろ は だか の 衣 物 を 雨 手 に たくし上げ て 微笑した。 派出な 

切れが 下から 出て ゐ るの が 見えた。 

かお  , 

『木 枕 は 堅い ので —— 』 

『ぢ ゃァ、 そこらの 本で も。』 

『坐 蒲阁 がい い、 わ。』 つかく と 道 入って、 かの 女 は それ を 取り上げ たが、 卯之吉 がまた あ ふ 向けに 

なった その 額の 上 を 見お ろしで、 『あした 小 使 を 犬れ る II 枕 も 買 はに やならぬ から？』 

『うん I 障子 を 締めて 行って くれよ。』 

『いくら？』 


『あすの こと だ。』 うるさい と 云 はぬ ばかりであった。 

『きッ と？』 

『やる と 云ったら、 やる！』 

斯う そッ けなく 取り扱って はゐ たが、 卯 之吉に はお 靜も 可愛くない ことはなかった。 が —— へて 

to- つかい 

見る と、 11 澤 山家の 人々 が 親 も 友人 も、 今では、 厄介に なって 來 たかの 女 を 自分に 押し付けようと 

して ゐ るので はない か 知らん と 云 ふ氣が 出た。 

『誰れ が 女郎屋の 娘なん か 1 }ra も 友人のお ふるなん か？』 多少 憤慨の 情が 燃えても ゐた。 かの 女 は 

今 十九 歲 だが、 十七 歳の 時に その 國の 家が 火事に 逢って、 かの 女 は 五十 何人 かの 飯 を 一人で 焚いた。 

それ を 見ても、 潷 山が いつも 感心して ゐる やうな 働ら きの ある 女で は あらう が、 卯 之 吉には 飯 焚きの 

腕前な ど は 何でもなかった。 

あくる あさ 

翌朝、 例に なく 早く 雨戶が 明いた のに はッ きりと 目 を さます と * お IS がに こくして 這 入って 來 

た。 

『まだ 皆 寢てゐ る。』 

『さう だら う。』 横向きに 顔 を かの 女に 向けた。 

ぢ は， 

『あんた も寢 てて いい、 わ。』 ぺッ たりと 枕 もとに 坐 わった その 顔 を 見る と. 朝 水に 洗へ た 顔の 地肌が 
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まだお しろい がつ いてる やうに 白かった。 

『今から 起きた ッて、 なかく ま だ飯 は 喰へ ない。』 1 方 を 明け 放した 障子の 明きから、 ひィ やりと 氣 

持ちの いい. K1 氣が 呼吸され た。 

『け ふから. わたし 臺 どころ の 手つ だ ひ をす るから。』 

「唤 *、 さう しないと、 うちに ゃァ ゐられ まいから。』 

t す 1115  ぢょ 

『わたし、 あんた に 面白い 歌を敎 へて あげる。』 机の そばに 立って 行った かと 思 ふと、 かの 女 は 原稿き 

に 『月』 と 云 ふ 字の 外 はすべ て 假名ば かり を 並べた の を 持って 來て、 そちら 向きに なった 卯 之吉に 示め 

した。 

手に 取って 請んで 見る と， 

『月月に 月み る 月 はお ほ けれど 月み る 月 はこ の 月の 月。』 

『な ァん だ！』 渠 はこれ を 片手の 指さき ではね 飛ばして しまった。 

『でも、 あんた は 謙 ッァん よりいい 男よ。』 かの 女 は 相變ら す—.. 無意識に か 有 意識に か 分らない が 

11 微笑しながら、 Ife ッァん はお こる と 直ぐ 口が 兩 方に 引けて、 額と 兩 方の 類と に 憎らしい 皺が 出き 

る けれど —— 』  . 

『それが また そのままで 口 を 明けた 時のに やけ 工合 はどう だ？』 


『う、 ふ！ あんた は、 然し、 この 鼻す ぢが 斯う と、 かの 女 は 指の さきで 渠の 目と 目の 間 を さわつ- 

あご 

て、 『低くな つてる のが 慯だ けれど、 あと は 額で も、 頓 から 顎へ かけても、 ゅッ たりと 男らしい 所が あ 

つて —— そしても ッと おふとりな さいよ、 瘦 せて ゐ ないで。』 

『瘦せ てるのが おれの いのち- さ II おれが ふとった 日に ゃァ、 あたまが 馬鹿にな つてし ま はァ、 

ね。』 

八 

ぉ靜 がそば から それとなくせ つくのと * 綱 子の 姿が 夢に 自分 を壓 迫す るのと に堪へ 切れないで、 卯 

之吉は 西洋人の 仕事 を 休み、 朿 京人 等の 面白さう にう かれて ゐる 都の 春 を 免れて、 1 週間ば かり.. vr 

九 里の 海岸の 方へ 行って ゐた。 

それから 歸 つて 來 ると * ぉ靜 はも はや 卯 之吉の 家に はゐ なかった。 

き せん 

r あんな 女 を つれて 來て —— 』 ハ乂 はいきな り 卯 之吉の 機先 を 制して、 卯 之吉に 相談な く 出し" 広の を 申 

し 分けす る やうであった、 『成る 程、 よく 甲斐 々々しく 働いて 吳れる こと は吳れ るが、 女だてらにお 客 

さんと 相撲 を 取ったり などして、 さ。』 

『ふん、 平氣で そんな. こと 位 はした でしよう が、 さゥ 間遠 ひなん か 起す 女 ぢゃァ — 』 

女 四 人と 男 一 II 人  二 七 九 
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『そり ゃァ、 さう かも 知れない が  』 

『 …： …：： 』 卯 之吉は 父が 世話 を 頼まれて る 書生のう ちで かの 女に 野心 を懷 いて 相撲な ど 取ったり し.. 

た 者 は どいつ だら うと へ てゐ た。 

『如 可に も 見ッ ともなく ッて 困る。』 父 はな ほ 息子から 反對の 小言 を 聽 かされ るかと 言 ふ 豫期を 以っ 

ぼう？ よ 

て、 不安ら しく 防禦の 様子であった。 

『歸 したら 歸 したでい いです、 別に 僕が 世話して やらねば ならぬ 女で もない のです から。 どうせ 今一 

人 女中が 入る とのこと だから、 丁度い いと 思った だけで —— 』 

櫻 根 代と して • 綱 子の 手で ちょ ッと 話が あるから 旅行から 歸り 次第 來て 吳れ ろと 云 ふ ハガキ が來て 

ゐ たので、 卯 之吉は その 日直ぐ 病院へ 行って 見た。 

『いらっしゃい ましたよ、 鶴 見さん が。 どうした.，， <\ と 毎日の やうに 云って まして、 ね。』 斯う は 晴れ 

暗れ しさう に 云っても • 綱 子の 悲しみの 様子が 一 週間 以前より もや ッ と！？ して 見える ので、 病人の 病 

わか 

勢が ますく よくない の だと 分った。 

『君と 相談して 一 1 1 緖に |S せ あぼようと 11 思った 事業 も • 斯うな つて は 11 駄目 だ。』 枕の 上で 强ぃ 

て 微笑して ゐる やうで はあった が、 その 額 は 卯 之 吉には 如何にも 寂しく 見えた。 その そばで， もう、 

綱チの すすり泣きが 聽 えた。 


く はやえ 

『ま ァ、 r, う 失望 はし ッ こなし、 さ。』 卯 之吉は 斯う 云って 病人の 故鄉 なろ 桑 山と 温泉と は その 經！^ を 

との 友人が 着手し なければ —— 兄なる 人 はどうせ 子供の 時から 他家へ 貰 はれて たの だから —— どうな 

るの だら うと 私 かに 心配しながら、 『まァ * ゅッ くりと 君の 氣 病が 直って からにす る、 さ。』 いつの まに 

か 自分の 顿 にも 淚 がった つて ゐた。 

せき 

『いや、 —— もラ， I！ 駄目 だ！ 駄：！ だ！』 その 聲も 力なく、 腹から た わい もな く 出る 咳の 間に まじ 

つて ゐたリ 

ぷ とん 

『  』 綱 子 は 渠の咳 をす る 度 毎に 蕭阁の 上から 纏の 胸の あたり を 心配 さう に を さへ た。 

暫 らく 皆が 無；；；！ n であった が、 また 病人 は 天 井の 方 を 向いた ままで、 

『ぉ靜 —— さん は —— ：；^;のとこ 11 を 出 —— されて —— しまった さう だ。』 

『うん、 歸 つて 見る と、 あとの 祭りであった —— おやお が 云 ふに は、 客と 相撲なん か 取って 困る ツ 

て。』 

『ほ、 ほ！』 綱 子 は 病人の 顔 を 上から 見 Is めながら 珍ら しく 笑った。 『而 白い 方です こと。』 

『  』 病人 も 幽かに 微笑しながら、 『今度 I— 女學 —— 校 11 の 11 まかな ひ 方 11 へ 這 入った 

11 さう だ。』 

てきおう 

『さう か？』 卯 之吉は それで 安心 だと 云 ふ 風 をして、 『あいつ はさう 云 ふところ にや ァ凝 も適當 だら う 
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— 澤山 がいよ く 校長に 話して か？』  . 

『さう だ。』  , I 

『どうせ さうな るなら、 初めから さう 頼んだら よかった のに — 何だか 自分の 女房 を 飯 焚きに する や 

うでなん て ^ つてた の だ。』 

『そんな こと を 11 可哀 さう に 11 させない だッて I 』 綱 子 はまた 別な 考へも あらう のに、 と 云み 

やうに、 『澤 山さん も あんまりな！』 

ぢょ 

「でも、 そんな ことし か出來 ない 女です もの。』 卯 之吉は 貴族的な かの 女 を ゃッと 慰める 機 カは來 たと 

思って、 斯う 云った のであった。 

九 

つか 

病人が 卯 之吉の 詩の 雜 誌に 出た の を 今 1 度 揃へ て 讀んで 見たい と 云 ひ 出した ので、 卯之吉 自身が 使、 

ひとな つて 病人の 兄なる 人の 家まで 行った。 

この 兄の 家と はかの 番 町なる 代議士の 持ち家で、 卯之吉 がさき に 山中 譲の 申し出 を i んだ 場所 だ。 

渠は あの 時の 緊張し 過ぎて だらけた やうな 心持ち を び 思 ひ 出しながら， あの 時案內 やら 茶の 世話 や， 

ら をした 松 本孃に 玄關で 用向き を傳 へた。 


『ま ァ、 おあがりなさい ませ" お急ぎで なくば、 どうぞ — 』 

『ぢ ゃァ、 ちょ ッと失 體 致しましょう か？』 

下座 敷に 通された が * 他に 識 れもゐ る やうす はなかった。 どこへ 行った のか 知らぬ が、 櫻 根の 兄 は、 

農學士 として 今回 • 地方へ 轉 任して 行く 箸であった。 

『奥さん、 お 味 is を 持って まねり ました』 と、 臺 どころ 口の 方で 商人の 聲 がした。 

松本孃 —— 名 は 光子 —— は眞ッ さきに あわただしく 茶 を 出す こと をして ゐた など • まだう ゐ/ \ 過 

とうそん 

ぎる ところが あると 卯 之 吉には 見えた。 が、 1 昨 ギの擧 校 卒業式に、 かの 竞 村が 裘 切った と 1K ふ 女と ^ 

共に、 なぎなたの 試合 を 演じた と聽 いてる ほどであって、 さすがに、 坐 わって 相對 すると、 どこと な 

く 落ち着き もあった。 

b  U ん 

あの 山中の ゐた席 へ 全く 何も 云 はす、 無言で 茶 を 出したり 引ッ 込んだり した その しとやか であつ た 

り、 奥ゆかしかった. ON した ことが、 その 時の 地味な 着つ けと 共に 思 ひ 出されて、 黑 びかり に 光った。 

『商人が いつも』 と、 微笑しながら 冷やかに、 『わたし を奧 さんなんて 申します の、 一 々ことわる の も 

面倒です からう ッ ちゃって 置きます が、 櫻 根さん に氣の 毒でして、 ねえ —— あの人 は 老人く さい ほど 

眞 面目な 方のと ころへ、 わたしが また こんなにお 婆ァ さんく さいので しょう —— 』 

『さう 一 K ふわけ でもないで しょうが 11 』 卯之吉 がかの 女の 顔 を 初めてよ く ながめて ると • 角張つ 
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けし A. う 

た钿 おもてに は どこと 云って 别 にいい ところ もな く、 且、 化 粒と 云 ふ もの を 少しも 施して ない が、 ®k+ 

目が ちの 大きな 目 を 明けて しッ かりと こちら を兑 たの に は • 渠は 姊に對 する 弟の やうに 小 さくな つ， - 

て、 吸 ひ 込まれる やうであった。 『確かに、 自分よりも 年う へだ』 と、 渠には 信じられた。 

『照 子さん かち と、 かの 女 は わざとら しく 眼 を 細く してし よ ぼくさせながら、 『お便りが 御座いま 

して？』 

『ありまし たが、 ね』 と， &子 外れに IM 咼く 笑って 山中の こと を、 『た カキで 達者で ゐ るかと 云って 來 

たに 過ぎませんで したから、 僕から も 皆 達者 だと 云って やりました I 僕 は 初めから 養子なん かこ.. 

わって るので すから。』 

『さう です とも！』 かの 女の 眼 はまた 大きくな つて、 否定的に、 『まだ、 ほんの、 子どもで はあり ませ 

んか ？』 

< わん さつ 

『如何にも、 ねに 卯之吉 は、 女擧 校の 卒業 者 問に は、 かう した 賢明な 歡察 をして ゐ たもの もあった の 

だと 云 ふこと が、 今更ら らしく 分った。 『みんなで 1K 才 らしく 見て おだてて ゐ たのが よくなかった ので 

す。 向 ふ をば かりい ぃ氣 にさせて 11 たださへ 氣 ままな 娘であった のに。』 

『さう です とも！』 

『澤山 君なん て』 と、 渠は 自分の 非 を 推し 隱す やうに して、 『これ もい ぃ氣 になって、 佐 渡まで ついて. 


行かう として 旅 仕度まで して ゐ るのに —— 可哀 さう に 11 來ぃ とも、 來 ないで いいと も、 何とも 「みつ 

てよ こさない のです。』 

『當り 前です、 わ 11 あの 子 をた だす かして つれて 歸る お父さんの llj;^ 略です もの！』 

『は、 は！ 俊 もさう 思って たの. です 0  S 

かの 女 は 褒：办ー の A 雜誌 を士 一三 冊 S 病友の 寢てゐ た 二階へ 行って 持って 來 たが、 

『あなた も詩槳 がお m 來 になる とよう 御座いま しようが、 ね。』 

『まだ./.  』 謙遜ら しく 云った。 

『でも、 あなたの は みんな 分りに くいと 申します よ。』 

と-つ そん 

『無論、 iM 村 君の 作な どの やうに 分り 易 いのは』 と、 こんな 場 <J "に は渠 はどうしても 辯 解攻難 をし な 

せんぼく 

いで は ゐられ なかった。 純で 淺 薄な 感情ば かり 歌って るからで す。』 

『でも』 と、 また 目 をし よ ぼ- させながら、 『ゲ ー テを 讀んで 見ても、 シ エキス ビアの ソ ネト を讀ん 

で兒 ましても、 11 わたくし なんか 深く は 分らない のでしょう が、 11 相應に 意味が 取れて 行きます 

が 11 』 

『そり ゃァ、 外國 語と 日本語と に對 する あなたがたの 錯誤です よ。 外國 語と 云 ふと、 あたまから； S 敬 

し、 ありがた がって、 分らない ところ は 頻りに 字引き と首ッ 引きして もと 云 ふ 熱心 を 起しながら、 口 
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木， となると 11 i^f にも 11 馬鹿にして、 ちょ ッと 六ケ しいと そのまま にして しまう からです は 

『さう でしよう か？』 目 を はッき hs させて、 こちら を 疑 はし さう に 見つめた。 

『  』 卯之吉 も暫 らく 言 薬はなかった。 

のぞ 

『それ はさう と、 あなた、 櫻极 さんの 御 結婚式に お臨みに なって？』 

『え、 結婚式 を擧 げたので すか』 

『ええ』 と、 首まで もうな づ かせて、 『帝國 ホテルで。』 

『いつです？』 

『おとと ひ _ わたくし も 見たかった のです が. 一 何だか 悲劇の やうな 氣も 致しまして、 ね。 こちら 

の 櫻 根さん のお 話に 據 ります と、 綱 子さん の 希望で どうしても 病人が 死ぬ 前に 式を擧 げるッ て、 病人 

の 少し 氣 ぶんの いい 曰 を 見て、 車に 维 せて 行った のです、 わ。』 

『そんな こと だから、 またけ ふの やうに 惡く なって たので しょうよ 11 然し 僕 は 旅行して ゐ たので』 

ちじょく 

と、 親友 だと 思って る 友人の 結婚式に 呼ばれなかった 恥辱 を 感じた と 同時に、 あの 澤山は 呼ばれた か 

知らん と考 へて 見ないで は ゐられ なかった" そして あんな だら しのない 仕 わざば かりが 目につく やう 

になった 綱 子より は、 まだし もこの 松 本孃の 方が 賴母 しいと 思った。 

こんな 雜誌を 持って行って やる の を さへ 俄かに いやにな つたが、 引き受けて 來 たのおから 仕 かたが 


なか つた 

光子が 女中 代理 をして ゐる家 を 出る 時 か の 女 は、 

み うにち 

『わたし、 明日、 また 擧 校へ 歸 ります の 一 i この 櫻 根さん がいよ く 地方へ 行かれます から。』 

『どの 窒 へ？』 

『東が はの 入り口 を 道 入って、 直ぐ 右側の 二階へ —— 』 

『あ、 それなら の ゐた窒 と 壁 を 隔てて 隣り です、 ねに 

U と I、 

-B なる 友人 は その 鍵との 子供の 時からの 結婚 約束 を 破棄す る爲 め歸國 して ゐ たのであった。 

『如何に ほれて るから ッて』 と、 澤山は 口の 兩が はに 例の 皺 をよ せて、 『死に 瀕する 病人 を帝國 ホテル 

へ 引き出して 結婚式 を 擧 げたなん て、 お 綱さん も あんまり， たらしが なさ 過ぎる ぢゃァ ないか？』 

れつ 

『さう して』 と、 卯之吉 は わざとに も あせらないで、 は 列席した のか？』 

『行く もんか？  君 はどう だ？』 

『無論、 僕 も 行かなかった。』 かう 云って * 卯 之吉は 初めて 安心した。 

新橋 ステ イシ ヨンの プラト フォム を、 皆の あとから 少し かけ 隔 つて、 二人 は 歩いて ゐた。 さきへ 
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1 了った の は、 肖人樱 根の 伯父なる 人、 女舉 校の 校長、 同校の なぎなたの 敎師で 『文學 I ^介』 の 編" お 者、 

綱 子が は の 親戚なる 某き 社の 重役 や 辯護士 等で あった。 

また あとから 光子が あわただし さう にやって 來 たの を 卯 之吉は 呼びと めた。 

じゃま 

『 1 昨日 はお 邪魔 故し ました。』 

『またい らッ しゃい ませ —— もう、 越しました から。』 

『君』 と、 澤山を 近づけて、 『松 本 光子さん —— 』 

『あ、 いっか 樱极 君の 二階で お 目に かかりました、 ね。』 

光子 はちよ ッと澤 山に も 言葉 を か はしてから 行って しまった。 I 緖に乘 つて 行かねば ならぬ からと 

云って だ。 

『あれ も Mi をさせる と、 いい 女になる かも 知れぬ』 と • 澤山 はかの 女の 後ろ姿 を 見ながら ささやい 

た。 

櫻 根 は病氣 の^^の 爲 めとう く 東京に ゐ たたまら なくなって、 け ふ、 鎌 倉へ 綱 子 附き添 ひで 出發 

する のであった。 

卯 之 吉には 化粧 を こらした 綱 子が 何だかよ そくしくな つてる やうに 見えて、 その そばに かの 女の 

世話 をして ゐる無 化 彼の 光子の 方ば かり を — 汽車の 恣の そとから I. 遠く 注意して ゐた 


その 翌日の ことであった。 佐 渡から 手紙が 來て、 山屮媲 から 直接に いよく 卯 之吉に 養子に 來て CJK 

れ るか どうかと 云 ふかけ 合 ひであった" 

『今まで 何 をく づく して ゐ たの だ』 と 云 ふさげす みの 心 も 出た ので、 自分 は 養子に 行けぬ、 あなた 

はもと く 通り 稀 頭さん と 一 緖 になった 方が いいで しょうと 返事 を喾 いて、 別に 未 I は 起ら なか つ 

た。 

『もう、 歸 つて ゐる だら う』 と 思って * その 日の 午後. この 返事 を 報告が てら • 番 町の 學 校まで 光子 

を 訪問に 出かけた。 

した は裹 おもての ニ窒 ともがらん として、 人が 住んで ると は 思 はれない。 そこ を 裏の 椽が はから あ 

がって、 直ぐ をば の はしご 段 を 二三 段 踏み 進む と、 客が 來てゐ るけ は ひがした ので、 

『鶴 W! です が』 と、 卯 之 吉は聲 を かけて 見た。 

『おあがりなさい ませ"』 光子の 聲 であった ので、 私 かに 胸が とどろいた。 

らんかん 

『お客さんの ところ を —— 』 攔 干の 上へ 半身が 出る ほど 段 を あがった 畔、 もう • むら，/ \ としないで 

は ゐられ なかった。 

かの 女 は 床の 中に あ ふ 向けに 寢てゐ ると、 その 枕 もとの かみに 若い sf- が 一 人 坐 わって ゐた" 

『かま ひません のです』 と • かの 女 は 人な っッ さう に 云った • 『弟 も 同様のう ちわの 人です から。』 
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『.：  』 その 弟に 卯之吉 もして 貰 ひたかった。 かの 女の 橫ブ ばらの あたりへ 少し 蒲圑を 離れて^ 

わって から、 『いつお 歸り になった のです？』 

『きの ふ』 と、 かの 女 は 大きな 目を絀 くして、 び微 1 しながら、 『直ぐに II いやな 氣 がして、 それから 

寢てゐ ますの。 肺病が 移つ たん ぢゃァ ないか 知らん て！』 

『は、 は、 は！ そんな ことが .1 -？』 

『おや ァ、 僕 はしかぎ します』 と • 客 は 立ち あがった。 

『ま ァ、 よろしい でしよう II では、 向 ふへ おつきに なったら、 お ハガキ でも。』 か P 女は寢 どこ を 動 

かなかった。 そして 客が 行って しまつてから、 卯之吉 に、 『あの人 は 今度 北海道に 行く のです。』 

『さう です か？』 氣 だけで は 少し 座 を 進めた。 

『わたくしの は 段々 寂しくな つて まねり ました、 わ』 と 云って、 かの 女 は 櫻 根の 鎌 倉 保養、 樱极 

の 兄の 地方 轉任 ♦ 今の 靑 年の 北海道 行きな どを數 へた。 

『ぢ ゃァ、 これから 僕 も あなたの 友人に 加へ て 貰 ひましよ うが』 と 實は聲 まで も彭 はせ て 云った 力 

まだ 遠慮が ありさう に、 『然し 御病氣 のと ころ を あまりお 邪魔で は I. ？』  > 

『よろし いのです よ、 さう ひどい ので も 御座いま せんから — 少し 熱が ある だけで。』 

『酰 でしよう —— 』 


^に まだ 醫 者に かかって ゐる やうで もなかつ たので • かの 女の 爲 めに 卯之吉 は寶藥 の 熱さ まし を E 只 

つて 来たり、 食事が いけぬ と 云 ふので， 玉子 をつ いでに 取って 來 たりして やった d その 费^ は 出さな 

いで もい いと 云っても、 かの 女 はこれ を 無理に 渠に 手渡ししょう として、 半身 を 床から 動かした。 

1$ びかの 女が もとに 納まる と、 卯 之吉も 多少 氣が 落ち着いたので、 かの 女 を 慰めが て.：、 山中 嫫の 

れいたん 

芋 紙が 来たのに 對 して 冷淡に 答へ たこと を 告げた。 また^！！：分のさきに女に裏切られた爲めに獨身主義 

まく じ やう 

になった 事情 を • その 時の 女に 對 して まだ 殘る 恨み を もま じへ て、 詳しく 白狀 して 聽 かせた。 

『髮の 毛の 黑くッ て 多い、 聲の よかった 女です が 11 今では 何でも：！ E 志 社 出の 牧師の 細君に なって る 

害です。』 

『誰れ でしよう 11 ？』 山 口 生れ だと 云 ふ 光子 は * 東京へ 出る までに、 京都の 同志 社女舉 校に もゐた 

ことがあ るの だ。 

『僕 も その 人の 名 は 知りません が —— 』 

g よ 

『あなた はき ッと 11 』 かの 女 は 理解 を 持って ると 云 ふ 調子で、 『それまで はおとな しいお 方で いら ッ 

しゃった のでしょう？』 

そ はう 

『さう かも 知れません。 かう 賴 蕩 な 投げ やりの 態度に 皆から 見られて ゐ るの は， 無論、 本来の 性質で 

はない のです。』 
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r あなたの Ife を拜 見し ましても、 ね。』 

『：  』 渠は 心で は しんみりと 滿 足して、 もうこの 人より 外に 取り付き やうの ないやうな 寂しい 

氣： A したが、 矢ッ 張り うわべで は 投げ やりの 口調で、 『さう です か、 ね』 と 笑つ ナ 

『わたくし も 失 I なの』 と、 震し 乍ら 『でも、 これ はわた くしの 方から 云 はす 戀 であった のです 

『あなたが # できた t でしょう—』 それ は 誰れ であった らうと 卯 春 は考 へて 見た。 或 § 

でち ょッと 英詩な ど を飜譯 して ゐた 人の こと は、 向 ふが 一 時 熱心であった が、 この 女の 方で f な 力 

つたと 聽 いて ゐる。 が、 そん I 驗の t 爲 めに、 かの. S も 身の まわりな ど を かま はぬ 風に なった の 

であらう。 

『ええ、 わたくし は 卑怯者な の—』 その 細い 微笑の 眼が 大きく 明いた 時には、 卯 春の あり ッ たけ 

の 同 淸を吸 ひ 入れる ほどの 訴へ が 見えた。  な 

『姉さん』 と、 云 はせ て 貰 ひたい 氣 持ちに なって、 『あなた も— 然し—. さう 自分 を 投ゅッ ぼな しに 

しないで、 お 綱さん までと は 云 ひません が、 少し ゃァぉ 化粧 をなさい よ。 化粧 さへ して ゐれば 美人 

に f るのに と 云 ふ * みんなの 評判です。』 然し 渠 は- ほんとう は、 ただ 澤 山の 言 I ひ 出して、 以後 

また 澤山 にさう 云 はせ るの が錢 念で あつたの だ。 


『さう でしよう か • ね』 と、 かの 女 は 私 かに 誇りが に 見えた が • 『もう、 ぉ婆ァ さんです もの。』 

窖齋の 家 根のう への 江戸 自慢 はいつ その 花が 散った のか も 知らないで ゐ たうちに、 ^の 櫻 は どれ も 

これ もみな 靑 葉の 盛りに なって ゐた。 仙臺 なら • しめ ッ ぼい 朝 ゆ ふに • ほととぎすが 庭 さき 〔樹木の 

枝 を 渡って ぴィ くと 鳴くべき 時節 だと 思 はれた。 

一 一日と は 置かす に、 殆ど 11, の やうに 自分の 築地に 於け る 業務の 歸りを 光子 訪問に 轉 じさせて ゐた 

卯之吉 であった。 度々 食事の g 介に もな つた。 

『あまり 攀校 中に 評判に なって ますので 11 少し 來 るの を 控 へて 下さいな』 とかの 女から 云 はれた の 

である。 が * かの 女 を 自分よりも 二つ 三つ 年が うへ だと 少なから す あまへ る氣 味で 信じた 先入見が 

— その 多 自分と おない 年 だと 分 つても —— なほつ き纒 つて ゐ たので、 こちらから いい 氣 になって 

を 持 出した、 『ぢ ゃァ、 あなたが 僕のと ころへ 遊びに 來て 下さい 11 まだ 1 度だッ て』 と * 渠は眼 

に 恨み を 含めて かの 女 を 見詰めながら •  11 かの 女が 櫻 板の 兄から 預かった やうな、 また 貰った やう 

なと 云って る 長火鉢 を 間にして、 一 I かの 女の ふところへ もたれ 込む やうに 火鉢の ふちへ っッぷ して 

見せた。 
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r その 結 茶で も あらう、 かの 女 は 珍ら しく 卯之吉 をお とと ひ 訪問して 來た。 そして かの 山中 孃 がさき 

こ H を やった と 1^ じ 【M に 於て 、落ちつく と 問 も なく、 なかく 靜 かなとこ ろです、 ね、 などと かの 

女が 話し 出した。 で、 卯 之 苦 は 庭の 樣 子な どを說 明した あとで、 

『見て！ なさい、 窓から 直ぐ 山が 見えます』 と 云った 時 • かの 女 は 素直に 直ぐ 立って 行って 窓の 障 

子 を 明けた。 が、 卯之吉 も あとから 無頓着に 立って、 かの 女の そばへ 行かう とすると、 かの 女 はび ッ 

くりして こちら を 見た が、 顫えた 身 を 横の 方に 引いた。 何でも、 手で も引ッ 張られる かと 警戒した や 

うであった。 

『僕 はさう 亂暴は 致しません よ』 と 云 ひたかった のを控 へて、 渠 もから だ を 成るべく かの 女から 離れ 

たやう にして、 一 緖に 鼻の さきなる 山腹の 松 や 檜の 木の 太い 根 を 見つめた。 花 いかだのに ほひが ぶん 

けし やう 

とした。 『成る ほど、 少し は 化 彼 をして 來た， な』 と 思った。 

もく さ- CN 

こんな こと を 想しながら、 鎮は あたまの 重い の を ましに、 誊齋の 上なる 高 臺の方 を 散歩して ゐた 

ら、 市 兵衞町 を爲ッ 直ぐに 溜池へ 出て、 堀の ふち を 通って、 いつの 間に かまた 赤 坂 見附けの 橋う ちな 

る靑 葉の トンネル をズ ぐって ゐた。 

『曾て 莧 把が この あたりまで il おれ を 送って 行く と 云って —— 犬の やうに つい て來 て、 親切 さう 

な 霄 葉 を か はして m 机きながら、 渠の 連中に お れ のこと を あいつ は 傲慢で 駄 In だと 報告した さう だッ 


或女舉 生が あんどん 拷を まくって i! 角帽と — のと ころ をつ いこの 問、 探偵に 見つけられ たと 云 

ふ、 大久保 利 通の 石碑が ある 紀尾 井町 公園へ 這 入って 見ようと したが、 それ も而 倒に なって、 俄かに 

足 を 速めて 麴 町の 通りに 出で、 それ を 横切って 女學 校へ と 向った。 

1 慨-招 守であった ので、 他の 人に は 逢ふ氣 もな く、 11 否、 寧ろ 來 たの を 知られな いやう にして、 

！  Hz じ 道 を 歸途に 就く と、 一 丁と は 行かぬ 坂の下から、 一 人の 女が、 額 は 白の かう もり 傘で ほして 

ゐ るが * 赤い 蹴 Iz し をべ らくと 見せる まで 据を 烈しく さばいて、 やって 來た。 

その 兩 足の ふくら ッ たぶ までが 見えた 時、 ふと かの 女 も 立ち どまった。 

『おう、 松 本さん！』 近眼鏡 を かけた 卯 之吉は 斯う 大きく 呼んで 先づ ふみと まって ゐ たが、 少し 小さ 

(聲 になって 笑 ひながら だが、 たしなめる やうに、 『どうした のです、 そんなに 急いで？』 

『おなかが 減った のに 例の 目 を 細く して、 顎 を 出し 加減に 微笑した。 

かの 女 は、 卯之吉 にも さきに 語った 通り、 いよく 或 有名な 女攀 者の 家庭へ 揃って 二 名の 低能 兒に 

英語お 敎 へに 行く と ふ 面倒な 仕事 を 頼まれた ので あ つ た。 

『ぢ ゃァ、 何 かお ごり ま— ようか？』 

『いいえ i わたくしの とこ へ いら ッ しゃった の？』 

女 四 人と 男 一!1 入  二 九お 


泡 鳴 全集 第四卷  二 九 六 

『ええ、 11 然し 11 』 

r まァ、 それなら いら ッ しゃい 0』 何だか 仕 かたない からと. fe^ する やうであった。 

卯之吉 はどうし ようと 考 へたが、 また あともどり をして、 H< どん を あつら へて 二人で 喰べ た。 

例の 長火鉢に 向 ひ 合って、 猫板の 上 をお 膳の 代りにして ゐ たの だが、 かの 女が 箬を 運ばせる 間に 云 

つた。 

よし はら 

『ゆうべお 友達と 吉原を 見物して 來 ましたの。』 

『初めて？』 

『ええ、 初めて 11 わたくしども は 丸で、 今まで、 世間と 一 K ふ もの を 知らなかった のです もの。』 

si かく 

『それ もい いでしょう』 と 云って、 卯之吉 はかの 女が 秋風 氏から 發寶 禁止の 西 鶴 を 借りて、 近頃 請ん 

でゐ るのに 思ひ當 つた。 『ぢ ゃァ、 今度 は 僕の 以前から 勸 めて ゐる； 之 居 を御覽 なさい。』 

『それ も】 度 は 見て 置いても 11 』 かの 女が 斯う、 急に、 もとは 嫌ったり、 卑しんだ りして ゐ たもの 

に 注意 を 向ける やうに なった 動機 は 何 だら うと、 卯 之 吉に考 へさせた。 『シ エキス ピャの ハム レット だ 

ッて、 オセロ だッ て、 實は、 書物で 請んだ だけで は 本當に 分りません、 わ。』 

『無論！』 

こんな ことから、 その 翌日、 卯之吉 はかの 女 を 赤 坂の 演伎 座に 案內 する ことにな つた。 たッた 二人： 


切りで は いやがる だら うと 思った ので.^ 渠は 自分の 家から よそへ かた 付いて る資の » おもつれて 行く 

ことにした。 早くから 場 を 買って 置いて、 姉に その 留守 を させて 迎 へに 行って 見る と、 光子 は —— 卯 

之吉 がま だ實際 はどう 云 ふだら うと 危ぶんで ゐた にも 拘らす — 小さい 信玄 ぶく ろの 用意まで をして 

待って ゐた。 而も 不斷は 飾りけ もない 東髮に 結つ てるのが みづ くしたい て ふ 返しに なって ゐた。 

よ さう 

『めかし込みました、 ね』 と 云って は 見た が、 鍋 は 何となく そこ を 一 緒に 出る 時が 氣耻 しく 豫 想され 

た。 

自分 は 平氣で 西洋人の 仕事 を 休んだ が、 この 舉校 では 敎授 の最屮 であった。 今 這 入る 時に も * そこ 

で 80^村 氏と 秋風 氏と が敎 へに 行く のに ffi 會 つた。 

うはき 

『けさ 早く 結 はせ に 行って 來 ましたの。』 如何にも 嬉し さう にして、 浮氣ッ ぼく も 見える ほど 調子 づぃ 

てゐ た。 『赏 際にい らッ しゃる かどう かと 思って ました けれど — 』 

『そり ゃァ、 俊の 方が です よ。』 思 はす また 大きな であった。 

『  』 かの 女 は 俄かに ちょ ッ といやな 額に なって、 靜 かにし ろと 云 はない ばかり だ。 

V ふ- 9 

『あなた •  かいら ッ しゃる と、 二 丁 さきから 分って ると、 秋風さん も 冷 かして ゐ ましたよ』 と は、 こな 

いだ、 かの 女から 云 ひ 渡されて ゐ るので あった。 

『な ァん だ、 秋風に 少し この 女に 氣 があった の ぢゃァ ないか 11 山中 孃を 引ッ 張り そこねてから』 と 
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卯 之吉は 心に 疊み 込んだ。 取り付き にくい 女 だと は？ 文舉界 の 連中 はすべ て 云 ひ 合って るの を 卯 之吉、 

ょ^ つて ゐ たので、 一 方で は、 その 女 を 斯う 動かして ゐる 其の 腕 まへ を擧 校の 意久 地の ない 敎師 連中 

に兑 せて やりたかった。 

t が は を 下りて 裘 口の 板べ い を- W ると 直ぐ 舉 校の まかな ひ 場が あった。 

『行って 來 ますよ』 と、 かの 55^ は 浮きく した 聲で まかな ひがしら の 女に 云った。 すると、 女 は 兼て 

知って るかの 如くに やりと 笑って 返事 をした。 卯之吉 はお 靜 がね るか 知らん とそれ となく 見 まわした 

が、 あたりに は 見えなかった。 

そとへ 出てから、 

『お II はよ く 働いて ます か？』 

『ええ、 よく 働いて ゐ なさる やうです けれど -—— あの人の 事情 は 止む を 得ません です、 ね II 澤山さ 

んの奧 さんと なる に は あまり 無敎育 過ぎます から。』 

『そり ゃァ、 さう です が、 —— 』 そんな こと は 初めから 分り切つ てるの を澤 山が、 わざく 國 から 

-M がきに つれて 來 たのが 惡 いの だと、 卯 之 吉は云 ひかけ たの だ。 が、 ふと 考 へて 見る と、 かの 女が さ 

か ん せつ 

ぅ斷定 的に 而も 少しの 思 ひやり も錢 さすに 云へ るのに は、 この 女の性 質と して 間接に 聽レ たう わさ 位 

を 极據 にして ゐ ると は 思へ なかった。 『して 見る と、 澤山 もこの 女の もとへ しげく 行って ぉ靜 との 


內情 をう ち 明けた 程の 中に なって るので はない か 知らん？』 此！ は隨分 遠の いてる ので！^ 水の こと は 分 

ら なかった が、 —— また ほか 0 ことに 氣が 取られて 、凝 を 思 ひ 出す をり も 少なかった が， —— 卯 之 古-は 

.m: 分 が igE 築地 の 仕 車に 行って る 時 問 を 山し 拔か れてゐ たので はない かと 云ふ氣 がむ らくと 起つ 

た。 

ぢょ 

I 昨夜 かの 女に 吉原を 見物 させた 『お 友達』 と 云 ふの も * き ッと澤 山であった の だ. らう —— その 家が 

ほくく わく す ど ほ 

淺 草に 在る ので i 3 心 ひ 至 る と 、 卯之吉 も 初め て あの 北廊 へ 素通りに つれて 行か れ たの は 澤山を 初 

に訪？ た 曰の その 夜であった。  . 

.じ よさ S 

あの 家の 嚴格 さうな 額つ きをして ゐる 父と、 なか^- \ 如才なく 物 を 一 K ふが、 ぉ靜を こき使つ てた 母 

との 様子まで 思 ひ 出されて、 あすこに は 自分の 直接 並に 間接の 敵が 一 一人 ゐる ことにな つた。 

その 一 は 友人 だが. いつも こちらの 交際 察 件に 割り込んで 來る者 i. 他の 一 はまた、 こちら を |3： の 

子 同樣に 親しんで CJSC^ てるが、 口 Q 上手な 實 子に 云 ひ まるめられて、 ぉ靜 のこと を あまりよ く 云 はな 

い 者 だ。 

じゃま 

『そしてお 靜を 皆で 邪魔に して おれのと ころへ よこしたり、 舉 校の まかな ひに 入れたり ！ 」 亩 之 

吉 はわれ を 忘れて さきに 立って 急いで ゐた。 

『もう、 初 まって るので 御座いましよう か？』 光子 は 遠慮が ちに 後ろから、 少し 離れて だが これ も は 

女 四 人と 男 二人  二 九九 


泡 鳴 1^ 集 ^四卷  三 〇〇 

や 足であった。 

じぶ *?/ 

『まだでしょう —— 若し 初 まっても * 序幕の 初め だから。』 

『見物す るなら、 ぃッそ 初めからの 方が、 ね — J 

『ちょ ッと 待って 下さいよ o』 心 當 ての くるま 宿の 前に 來 たので、 卯 之 士ロは 踏みと まった。 そして 二 毫； 

を あつら へた。 

『それに も 及びません のに —— 』 

とお <>iL-c 

『  』 渠 はかの 女が 車 を ことわら うとす るに は 頓着し なかった。 下 を 向いて 下駄で 道の 土を輕 

く獄 ながら、 『あなたの ところへ は、 澤山君 もやって 來 るので すか  』 新う 尋ねて 見た が、  そし. 

てまた、 來たッ て、 こちらが かれこれ 云 ふ權利 はない。 こちら はま だ 姉に 對 すると 同様の 敬愛 心を以 

つて 向って るの だからと、 心で は 1 たび 奇麗に 申し わけ をして 見た が、 自分 は ひがんだ やうな 顔つき 

になって ゐ はしない かと 思って、 てれ 隠しに 附け加 へながら、 かの 女の 方に 顔 を 向けた、 『度々？』 

『いいえ — 』 かの！ 5^ が 斯う 答へ て、 車 やどの 方で 用意が 出雍 かかって る 班 を 見て ゐた 横顔 をち ょッ 

とこ ちら へ 直した 時の 目つ き は、 いつもの やうに は眞ッ 直ぐでなかった。 

『  』 この 4^ も矢ッ 張. 0/ 1 般の 女の やうに 平氣 でう そ を 云 ふの か 知らん、 それとも、 こちら 

が 度々 とつけ 加へ たので、 さうた びくで はない と 辯 解す る 意味で あつたの 力？  ^^^^^^ff 


「へ い、 お待ち 遠 さま』 と 最初に やって 來た 車へ かの 女を乘 せ、 つぎのに 卯 之 吉が乘 つて、 道 を 急 力 

せた。 

蕖は紀 尾 井坂 下 公園のお もて を 通る 時、 かの？^ のつ やくした 鬚の 毛が 青葉の 風に 靡く 後ろ姿 を 見 

つめて 進みながら も、 自分 等の 進みが 靑ぃ 葉の 吐く {仝 氣を 切る その 凉 しさ 冷た さと は 遠った 冷たい 氣 

ぶん を 全身に 浴びて ゐた。 

一 二 

『矢ッ 張り、 戀だ！ 眞 面目な 戀 だ！』 

友人なる 澤山 とこれ を li いなければ たらぬ のかと 思へば 思 ふ ほど、 この 意識が 明らかになって、 

芝居の筋の 進み 方な ど を 見て ゐる氣 も なくなった。 

^0んな安芝居へ っれて來なぃで、 もッ といい のに S: すれば よかった。 澤 山の 方で これ を聽 けば， 

きッ とかの? また 歌舞伎 座 か 市 村 座 かに 案內 する こと を 云 ひ 出す だら う。 

かの 女 もこれ までに 澤 山の 美術 評論 文の はッ きりとして 確かな ところが ある こと を讃 めて、 卯 之士ロ 

の 詩の M 蒙で はッ きり しないの を喑に 注意した ことがあった。 それが 心に 在った ので、 舞 臺の方 を さ 

して、 渠は、 
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『どうです、 あんな 淺 薄な 發 想で 本統の 劇が 53 來 ると 思 ひます か？』 などと も 云って 見た。 お 岩が 男 

に對 して 嫉妬の ほむら を 燃やして ゐる 場面であった。 

かの 女 も 亦、 卯 之吉の 姉が 頻りに 感服した 首 を發 表する のを聽 いて、 何 だ 下 だらない のにと 云 ふ 風 

を 自分に は あんな 藝が 上手な のか 下手な のか 分らない と 云 ふ 返事で まぎらせて ゐ た。 

びんば う  ：1^4£ 

^之吉 はかの 女と 姉との 間へ 後ろから 片足 を 出し、 したく もない 貧乏 ゆすり をして かの 女の 膝の さ 

きに 觸れ てゐ た。 そしても ッと 近く 近づいて ゐ たい 氣 がした の だが、 芝居が はねてから 夜 みちを 送つ 

て 行かう と 云 ふの を かの 女が 無理に ことわら うとした 時、 俄かに 種々 後悔の 念 が^き 出た。 

『あなた、 おこって はしません か？』 

『い ハぇ — 何にも 11 』 と 答へ ながら も * かの 女 は 卯 之吉が 少し 横に 離れて jSS つて 行く の を 餘程警 

む ごん 

戒 して ゐる やうであった。 手 を 見えない やうに 袖に 引ッ 込めて — 無言で。 

ふだん，  — 

その 翌日、 築地の 仕事の 終 はるの を 待ち かねて、 卯之吉 はまた 光子 を 訪問した。 不 斷に變 はらぬ 力 

の 女の 取り扱 ひ 振り を 見て 却って 渠の胸 一 杯に 優しい 訴へ氣 味な 不平が みなぎった。 

貰った と 云 ふお こわ を 一 一人で 分けて 喰べ た あとで だが、 

りゃう ひぢ  k 

r どうかお 願 ひです から』 と、 卯 之吉は 火鉢の ふちに 兩肱 を廣げ て、 平たく 組んだ 兩 手の 上に 自分の 

額 を 置き、 蒗にぼ ッと熱 を おぼえながら、 じッと 恨めし さう にかの 女 を 見て、 『あなたの 乎 だけ を 握ら 


せて 下さいな。』 

ぢょ 

『  』 かの 女 は 顔 を 赤く して、 火鉢に かけて ゐた兩 手 を引ッ 込めた。 『そんな こと は 云ひッ こな 

しょ。』 これ も訴 へる やうであった。 

『ぢ ゃァ、 云 ひません！』 わざとら しくから だ を 正した。 が、 外の こと を 話して ゐる うちに、 かの 女 

はふと ころ 手に して ゐた兩 手のう ち、 その 左り の 手 を 出して また 火鉢に かけた 時、 『どうしても、 姉 さ 

ん』 と 云って、 1^ はかの 女の手 を 握った。 

『いけません！』 力 弱く だが、 卯 之吉を ふり 拂 つて、 ^な 方 Q 手 を も ふところから m して 立ち あがつ 

た。 

『そんな こと をな さるなら、 わたし 行きます、 わ！』 

『もう、 しません！』 纏 も 立ち あがって かの 女の M 一 をふさいだ。 このまま 拖 げられ たら、 以後の！ E 會 

は 謝絶 だら うと 思 つ たからお 。 

かの 女が また ふところ 手 をして 立ち どまって る 前に 坐 わって、 —— 然し あたま は 下げたくない やう 

な氣 がした ので、 言 雜 だけで、 —— にが 笑 ひ をしながら あやまった。 そして 一 たび は 各々 もとの 坐に 

もどった が、 互 ひに 調子ぬ けがした ので、 さう 多く を r ムは ないで 別れる ことにした。 

かの 女 は 卯 之吉の あとから 段 をく だり、 あとから 橡を おりたの だが、 
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『さよなら』 と 云 ふが 早い か、 あと を も 見返らないで 行って しま ひ、 まかな ひ 場の 臺 どこに 在る 手桶 

から 子 ft で 水 をぐ い 飲みに し 初めた のが、 卯 之吉に 見えた。 

『鶴 見ッ ァん、 鶴見ッ ァん』 と 云って、 直ぐ 卯 之吉の あと を追ッ かけて 來 たの は、 ぉ靜 であった。 

『  1 卯 之吉は 今の こと を 最も ま 1 に 感じて ゐた 額つ きをして、 出口の とこ ろで 踏みと まつ 

た。 

『あんた 知って るの』 と、 かの 女 は 低い 聲 になって、 鎮の眞 正 商で 渠をぁ ふぎ 《^ ながら、 『松 本さん が 

淺 草で とまって 来たの を？』 

『いつ？』 渠 はかの 女 を 上から 息を殺して 見つめた。 

『おとと ひ。』 かのお はわ ざと 微笑して ゐ たが、 不平 さう であった。 

『さう か？』 思 はや IS を 高く したが、 渠は 自分の からだ 中に ぐッと 熱い 顫えが 響き渡った。 暫 らく 默 

つて かの 女 をな ほ 見つめて ゐ たが、 自分の 眼から 火で も 出さう に 思 はれた。 『ちょ ッ とおいで』 と 命じ 

て、 かの 女 を、 出口 を 中に 隔てた 11 そして 光子の 窒とは 二階 廊下の 壁 を 置いて 隣って る 方の 窒 (さ 

きに B 氏が ゐた窒 ) の眞ッ したなる 11 明き 間へ 來 させて、 そこで 詳しい 事情 を 語らせた" 

かのお こも 燒 きくした ところが 見えて 話に 落ち着きがなかった が、 その 言葉に 據 つて 見る と * 果 

して 光子の 一 fe. 夜の 吉" 设 見物 は 澤 山の 案內で あった。 そして その 夜 は 築の 家に とまって、 二人で 一 つ 


の 部屋に 休んだ。 ま ァ昍違 ひ はないだら うからと ぉッ 母さん は 云って、 兩 親の 寢る 次ぎの^ へお 靜に 

二つの 寢床を 取らせた。 ぉ靜 はた まくと まりに 行って たので、 女中 部屋で だが、 心配の 爲 めに 夜 ッ 

びて 眠られなかった さう だ。 

『馬鹿 だ、 ねえ、 棻 てられて ゐ ながら、 まだ 燒き 持ち かい？』 斯う は 云った ものの、 自分 も 腹の 底 ま 

で 熱くな つて ゐた。 

『これまで にも 松 本さん が 度々 手紙 をよ こして ある。 わたしが おとと ひ、 M ッァ んの顿 守に こッ そり 

見て やったら、 鶴 見 ッァん の 誰れ かと 結婚す るまで は、 お 互 ひに 結婚 だけ は 致しますまい とあった。』 

ざ ラレ 

『人 を  おれ を亂 暴で もす る 壯士か 何 かの やうに 思って やが るんだ！』 

『さうよ  きッと あんた が 横取り された ッて おこり 出す かと 思って。』 

『ふん、 僕が さう 熱心な もんか！』 光子が まかな ひ 場の 手桶から 子 杓で 水 を 仰向き 加減に 飮んだ その 

に ま 一 リ 

庭 鳥の や、？ な 卑しい 様子 を兑て も、 もう、 姉と しての 尊敬 心さへ 夢と 破れた の だから、 惜しく も 何も 

ない と 思った。 矢ッ 張り 普通の 人間なる 女 だから、 そして結婚さきのょしぁしを利害上から^|^,.-へるだ 

けの 年齢に もな つてる の だから- こないだ おれの 家へ 來 たの は、 おれの 家と 澤 山の 家と をどッ ちが 有 

禾カ 比較し に來 たの かも 知れない ッて —— さう 結婚の ？1 機 を 不純に して、 而も あまり 熱 もな ささう に 

かた 付いて行 くこと を考 へる やうな 女 ぢゃァ —— 渠は 決心の 臍 を 固めて、 『よし、 どこかへ 行って 紙と 
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硯 箱と を 持って 來 な。』  . 

卷 if  M を あたり かま は S の-上へ — 靜 をして ない と I だと 思って— まき 散らて ゐ 

ると ぉ靜 は 命令 f の 物 を 持って来た。 硯は澤 山の 家で 見 おぼえの あるかの 女の 所有な ので、 ここへ 

來ても 相變ら すお ぼえ た 手 習 ひだけ はやめす にゐ る， な、 と可哀 さう になった。 

『火事に でもな つたら どうします？』 

『かまう もんか 丄 煙草 を 口に 喰 はへ、 ま で蠻攀 を 走らせた I 『哲に すまない こと をした よ。 

5 が杳 さう に隱 して ゐ るの を， f なかった 爲 めだが、 け ふ 僮. は 君の 光子さん の 手 を 握って 失敗し 

た。 その 直ぐ あとでお 靜 から 君と 光子さん とが f の 約束まで して ゐる ことお 聽 いた。 如何にも すま 

な、 つた，、、 分った 以上 は、 僕 も 光子さん を 以後) 古しめ る やうな こと はしない から 心配し 給 ふな そ 

して 僕 は 君 等 二人の 共、 通 心配 を 除いて あげる 爲め， どうかして 近，？ に 僕 自身の 結婚 相 乎 を兑っ け ま 

す。 以上』 と 書き終って 宛て名 を il« とし、 I が I 利かして 添へ て 來た狀 ぶく ろへ 卷 

き 納めた。 

そして これ を 松 本孃の 机の 上に 置いて おけと お 靜に云 ひつけて 別れた。 


その 夜から 朝に かけて、 卯之士 a の ひどい 苦悶と 云ったら いつもに 無かった。 

い ッそ山 巾 をう まく 手に入れて いたら 11 いや、 お 綱さん の やうな 美人で、 Ira も 光子の^ 問が あ 

C  くて _w 

つたら 11 なァ に、 肉的に 云へば、 ぉ鶄 ほどの 女なら • 無學ゃ 野卑 を 問 はなければ、 藓 者 や 女郎に は 

いくらでも あらう か  

こんな こと を、 丁度 日曜で あつ， たので、 午後まで も ぼんやりと 繰り返して ゐる うちに、 櫸. ：3 が やつ 

て來 た。 

『おい、 おい』 と 強さう に 云って 坐 わった が、 先づ& のさき を ふいて、 『きの ふの はどうし たん 

だ？』 

『i^ に 謝罪した の、 さ 0』 む ッ つりした 微笑した。 

『そんな こと をし なくても 11 』 /J れも 笑った が、 さう 打ち解けた 様子ではなかった。 『お 靜が何 を 云 

つた 力 失らない が ！ 馬鹿な  まだ はッ きりき まった ことで もない —— 「！^^；等の共通心配」 な 

んて、 あんまり 皮肉 ぢ やない か？』 

『ま ァ、 いい、 さ .—— 僕と して は、 ああ 云つ とけば 氣 が濟ん だの だに 卯 之 吉は澤 山に 手紙 をお 靜に^ 

られ たの を 知らない 様子が あるの を 見て取って、 あまり 深く この 話に 立ち入らぬ やうに きめた。 

『僕 等が 君 を』 と、 澤山 はな ほ本氣 であった、 『早く 誰かと 結婚 させようと でも 計 劃して ゐる やうに 

女 四 人と 男 111 人 ,  三 〇 七 
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『ま ァ、 いい、 さ。』 わ だか ま. の 無くなった 顔 をして、 『そり ゃァ 何んだ、 ね？』 

ばん 

『うもれ 木 細工お。』 澤山は 自分の そばの 小さい 風呂敷 包み を 出して、 黑 びかり の 盆 を aiL た。 『四 五日 

前に 山臺に 行って 來た。 俊 は 今度、 君の 第二のお ゃぢ だと 云 ふ K 先生に 會 つて 傳道師 になる こと を 相 

1^|して來たのだ。』 

二く わ ゥ 

『  』 突然のと とで はあった が、 卯之吉 はこの 友人 も 段々 と 自活 問題に ぶち 當 つて 來て， 11 

或は その 近因 は 結婚の 準備の 爲 めに、 11 その 方 ts にあり 勝ちな 悪い 手段 的 志願 を 思 ひ 付いた のを卑 

しむ 氣が 起った。 傳道師 なんか 八百屋の 小 僭で も 一 年間で 出来る！ 卯之吉 自身 はそんな 安値な 生活 

保 を豫 期出來 ると ころに ゐる のさへ いやにな つて、 ゃッと 昨年 仙 臺を拔 け 出して^ たのに II 。で * 

反對を 表する 口調 を以 つて、 『晝の 方 はやめ か？』 

はう じう 

『やめないでも 行かれる おやない か？』 渠 はな かくの 意氣 込みであった。 しょてから 傳道師 の 報酬 

を 貰って、 仙臺に 近い 敎會を 引き受け、 一 週に 二度 づっ 特別な 擧科 だけ を 仙臺學 院神擧 部に 聽 きに 行 

くの だから、 1 般の神 學 生と はわけ が 違 ふと 辯 ゆ. した。 

『然し 僕 は矢ッ 張り 文學 をつ づける よ。 』 卯 之吉は 同盟の I 角が 破れた やうな 寂しみ を おぼえた • それ 

けんさく 

を また 皮肉の 微笑に まぎらせて、 『光子さん の 建策 だら うな。』 


i 


『さう でもない が 11 』 澤山は 瞹昧な 口調で 横 を 向いた が、 また 『どッ ちかと 云へば、 あの 婦人 は 詩 

人 や 美術家よりも 宗敎 家が 望みら しい。 1— 然し 第 一 に、 僕のお やおが 感服した の は、 あの 澄んで 正 

しい 視線で、 11 女で2^^^ぁぁ大膽に正視出來るのは珍らしぃ、 確かに 品性の 正しい 娘だッ て。』 

『そんな こと ァ、 君、 山中 だ タて、 お 綱さん だッ て、 みなよ く 出來た ぢゃァ ないか？ おや ぢは 今の サ盲 

い 女 を 知らないの だ。』 

ふ t 

『それ もさう だに 澤山は 不服ら しかった。 が、 なほ その 調子 をつ づけ、 『然し、 君、 ゲ— テの エルテル 

を 面白い ので 一晩で 讀んで しまったと 云 ふ 程の 請 書 力が ある 女が- あの 『文 擧界』 の 編輯 者の 弟に こ 

ッ そり 死ぬ ほどの 戀 をして、 而もとう く 云 はすに 濟ん だな どァ、 最も 愛らしい ほど 不思議で ない 

か？』 

ちょくせつ 

『僕 も その 事 は 直接に 聽 かせられ たが II』 斯う は 云った が、 卯 之吉は それだけ 具體 的な こと は 初め 

て 知った。 

『兎に角、 これから 一緒に 行かう I '松 木孃も 君に 氣を惡 くされる の は 本 f でない と 云って るから。』 

卯之吉 はしぶ， （-澤 山に ついて、 また 舉 校へ 行って 見る と、 病人の 樱 根が 危篤 だと 云 ふ 電報が 來た 

ので， 校長 を 初め、 二三 名のお もな 人々 は 鎌 倉へ 出向いた あとだ。 が * 光子 は 最初に 氣^ み をした 輕 

験 を 忘れない ので、 行きた くはなかった と 云った。 
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澤山は ゆうくと して セル の 袴 を脫レ たかと 思 ふと、 それ を はしご 段の 欄干 へそ ッと 持って行って 

かけ 初めた。  - 

これ を 2： ルた 卯之吉 は、 友人の ここに 來 ての 今までの 樣子 をす ッ かり 想像 m 來 たかの やうに 思 はれて、 

自分の ISi と 不明と を 諷刺され た ほど 熱い 耻辱を おぼえた。 

『  』 もう、 どうで もい いと 云ふ氣 になって、 『ああ、 勞れ た』 とわ ざと 大きく 叫び、 ばッ たり 

と 自分の からだ を あ ふ 向けに うち 倒し、 字と 足と を 踏ん張って 十分に 延び をした。 

『君 そんな こと はよ せ』 と、 澤 山は攔 干のと ころから ふ. VM いた。 『婦人の 前で 失敬になる ではない- 

か？』 

『それ もさう だ、 ね。』 初めて 氣が 付いた やうに #M を 起した が、 今度 は、 また 投げ出して ゐた兩 足に 

少しも 力がなかった。 

光子 はこれ を 目の前に 見て ゐ ながら、 別にい やな 顔 も 見せて ゐ なかった。 そして 微笑しながら、 

『鶴兒 さんが 一 番 このうち で ませて いら ッ しゃる の、 ね。 年から 云へば、 みんなお なじで も、 矢張り、 

生れ 月 は』 と、 卯 之吉を 見つめて、 『あなたが 一 月でしょう。 それから 澤 山さん の 三月、 わたくしが 九 

月で 一 番 すゑの 妹です、 わ。』  、 


一四 

卯 之吉が 樱极を 鎌 倉に 三度 H! に兑 舞った の は、 病人 危篤の 知らせが 女學 校に 届いた その 翌 H であつ 

レ にし 

たが、 行って 見る と、 もう、 病人 は 死人であった。 そして 綱 子 はし ほらし く 髮の毛 を 切って、 茶せん 

になって ゐた。 

その 歸り 汽車に 同乘 した 見舞 ひ 客のう ちに は、 綱 子の あまりに 平い はや 變りを 不思議が つた^も あ 

つた。 また、 あれ は 初めから 定めて 置いた 手順で、 今度 髮の 毛が 延びた 時 は、 もう、 死人の 兄の 細 

である ことが 迅 くから 約束 出 來てゐ るの だと 云った 者 もあった。 

すみ 

これ を 隅の 方で 聽 いて ゐた 卯之吉 は、 —— そんな ことが かの 女に は事寶 になる にせよ、 ならない に 

せよ 一 般に はあり 得べき こと だら うと 思 ふと、 —— 女に 對 する 興味が ますく さめて 行く 氣 がした。 

ぉ靜 のこと はと 云 ふと、 また、 澤 山の 兄の 友人が 一名、 かの 女に 途中で 出會 つたの をし ほに、 どこ 

みつ くわい と 

かで 密<|： を 就げ たので、 かの 女 は その 人の 妻になる つもりで 熱心に なり、 擧 校の まかない 方 を やめ 

て、 Si 山 C 家に 歸 つた。 が、 おもちゃ にされ たの だと 分って から、 澤 山の 兩 親と 兄との 相談で 兄の 友 

人なる 大樂尊 科 出の 或る 歷 5„< 家で、 地方の 擧 校敎師 をして ゐる 者に かたづける ことにな つた .11 謙 作- 

との 間 がらが どうで あつたかと 云  ふこと だけ は、  正直に 向 ふへ も隱 さないで だ。 

女 四 人と 男 HI 人  三 1 1 
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その 間、 三 四 ヶ月 問の 澤 山家に 於け る 事情 は、 その 家の 子なる 謙 作よりも 卯 之吉の 方が 實際 によく 

分って ゐヒ。 謙 作 はいよ く獨 りで 仙臺の 方へ 餺道 練習に 行って ゐ たが、 卯之吉 はお 靜の 代理と して、 

かの 女 をお もちやに した その 男の ボ意 を聽 きに も 行って やった。 同時に、 卯 之 吉は謙 作に 對 する *^ 霄 

通り 自分の 結婚 相手 を 11 これ も 友人であった I— 或 小 攀女敎 員に 見付けた のであった。 

『お前 も 立派な 奥さんが 出來 たし』 と、 澤 山の 母 は 卯 之吉に 云った。 一度 つれて 來 たので 見た ととが 

あつたから、 『ぉ靜 もうち からい いとこへ 方 づけて やった し， 今度 はまた 謙 -の番 になった。』 

『さう です、 ね。』 卯之吉 はう わべば かりの 大きな 笑 ひ をして 答へ た。 

澤 山が いよく. との 結婚式 を仙臺 の敎會 で擧げ ると 云って、 光子 を つれに 來 たの や j 光子 も番 

町の 女舉 校の 貸し 11 の 方 を 引き上げて 澤 山の 家に 來た 時の こと だ。 

立って ゐる 光子 を 中心に して、 澤 山の 母 も、 澤山 も、 卯之吉 も、 容 座敷の 周 園に 坐 わって ゐた。 

『：^ だか 晴れが ましく ッ て！』 かの 女 は 斯う 云って、 1 度 はき まりが 惡さ うに 横 を 向いた。 式場に 着 

て 出る お 引す りの 紋 つきが 出 來 上った の を 自分の からだに 着て 見せて ゐ るので あった。 これ を 見なが 

ら、 卯 之士ロ はかの 女が いよく 澤 山の 妻と ならば、 ^：山同樣^-これから兄弟としてゃらねばと考へて 

ゐた。 

よめ 

『よく  B 合って る —— いいお 嫁さん だ。』 ぉッ 母さん は嬸 しさう に 見 とれた。 


す なほ 

『  』 光子 は 素 ぼに 立って ゐ ながら、 優しい 目 を 卯之士  3 の 顔に 向けて、 『あなた 御^じ {I ^ ^^- 

の 山中さん が どろ 棒に 切られた の を？』 

『ええ』 

『どろ 棒が. ゆ は 入って』 と、 ^山 も：：： を かの 女から 卯 之 苦に 轉 じた、 『あいつ、 隨分强 情な 女 だから、 抵 

抗 したら しい。 右の 手の指 二 木 を 切られた 上に、 額に 大きな かたな 傷 を 受けた さう だ。』 

『そり や ァ可哀 さう だ、 ね。』 

『亭 中； はどうせ 例の 称； H あがりだから * どこか 隅ッ この 方に 小さくな つて ゐ たの だら うが、 ^3し君が 

行って て Hi 給へ —— きッと 一 緖に やられる ところ だ ぞ。』 

『ほんと に、 なァ』 と、 ぉッ 母さん は 云った。 『いっか ここへ も浓た あの 子の 家 だら う —— ？』 

ひろ 

『いのち 拾 ひだと 思へ よ。』 

『さう、 さ. ね』 と、 卯之吉 はに が 笑 ひ をして、 『い 6 ち は 拾へ たが、 戀に はいつ も 君に 負けた のか？ つ』 

しゅんかん 

斯ぅでも21^後に云って見たかった。 この 瞬間に、 澤 山から 轉 じて 光子の 顔 を 見上げる と、 光子 もちよ 

ッと鎮 の 額 を：： たが、 渠 はかの 女の 視線 を 十分に 受け 切れなかった。 戀 であった の だら うに 一 I 否 * 

戀 まで 行って なかった としても、 もう 少しして ゐ れば戀 になった の だら うに —— 

戸愁 張って ねら ァ！』 澤山は 勝利が ほに 大きく 云って 笑った。 

女 四 人と 男 111 人  11! 1 三 
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g<I はすんで ゐ るし、 花嫁 装束の 調べ も すんだ ので、 一 二人 は 共に 散歩に 出かけた。 

十二 階した から 公園 を 雷 門の 方へ 拔け、 馬車 通りから 吾妻橋の 上に 出た。 その 間 誰れ から もー霄 だ. 

ッて 口を出さなかった" 

もう、 秋風 じみた 風が 橋のう へ を 吹き 越えて る 時節であった。 川 かみに も 川し もに も兩 岸の 料理屋 

やその 他の 家の あかりが さして、 水の 上 をき らくさせ てゐ た。 それでも、 三人 は 誰れ から も 口 を聽" 

y  _u  、  Pv しこ 0 

力な 力つ,  か . 

他の 二人 は 新ら し い 夫婦と して！^ う i うは 東京 を出發 して、 新 生活-— 卯 之 吉には あまり 高貴な 生活と 

も 思へ ない が 11 を 初めに 仙臺の 方に 向 ふので あった。 鬼に 角、 ここ 二 年間 を 最も 親しく 往來 した 友 

を a" はれる あとの 寂しみ も 卯 之 吉には 加 はって ゐた。 

橋の 中央で、 川 かみの 方の 攔 干に もたれて、 卯 之 吉と澤 山と は 光子 を さしはさんで、 こと 問 ひの あ 

たりの 空が ぼッと 明らんで 來 たの を ながめた。 月の出 だら う 位の こと は 光子から でも 云 ひさう だが と 

ぢょ 

卯 之吉は 待ち受け たが、 謹れ も 口 を 切らなかった e  、s に は、 かの 女が 『鶴兑 さんの 結婚す るまで こち 

らも 結婚 を さし 控 へて 置きましょう』 と 相談して ゐ たの を 知った ので 氣の 毒な ばかりに、 自分が あま 

りお I- でもない 結婚 を 今の 妻と する に 至った の は、 澤山も 分って る だら うとば かりが 思 ひ 思 はれた。 


ら こちらへの 土 堤の 水の 上の やみが ぱっと 開ら けた〕 金色の 浪が 流れに 添つ てち らくと 下つ て來 

た。 

け しま 

『いい 景色 >  ね』 と、 かの 女が 初めて 感嘆した が、 他の 二人 はな ほ 口 を 切らなかった，. 卯之吉 はた だ 

いつまでも 斯うして ゐ たいと 思った。 

n はすん く 昇って、 二三 尺の 高さに なると、 もう、 當り 前の 小さい 姿に なって ゐた。 卯之吉 がち 

ょッと 光子の. に 横 を 向く と、 三人の 影が 別.^ に 長く 軍道の 方に 横た はって、 橋 を 渡って 行く 人力 a. 

に 順潘に 敷かれて ゐる のが 見えた。 

t もう、 十 時 を 過ぎた に 遠 ひなかった。 

•  • は& 

『寒くな つた 11 歸 らう 。』 澤山は 出しぬ けに 斯う 云って、 足 を 運び 初めた。 

『ぢゃ ァ.、 11 まァ、 —— 達者に ぉ暮 しなさい。』 卯 之 吉.^ 攔干を 離れる 時、 光子に 向って 云った。 

『  』 かの 女 は 何 か 云 ひかけ たやう であった が、 それが 喉に つまった やうに ぐッと 呑み込んで、. 

ただ あたま を 下げた。  . 

む ごん 

また 暫 らく 無言の 歩みが つづいた が、 橋の たもとまで 戻って 來た 時、 澤山 は、 

『また 時々 歸 つて 來 るから 11 』 

きう. Aft  ) 

『うん、 その 時 は 逢 はう —— 僕 も I 度 仙 臺の舊 校へ は 遊びに 行って 見たい と つてる。』 

女 四 人と 男 一 II 人  三 1 五 
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『i.^ さん は』 と、 あとから ついて 來た 光子 も T これから 大きな 聲 でお 笑 ひな さるの をお やめなさい 

ましよ。』 

『二 丁 もさき から』 と、 澤山も 云 ひ 添へ た 、『来て ゐる のが 分った と 云 ふ ぜ。』 

『そり ゃァ、 秋風 君の i 鶴、 さ』 と、 矢ッ 張り 大きく 笑って 見せた • が、 よくく おれの 笑ひ聲 をい 

やであった の だと 見えた。 

然し 卯之吉 として は ♦ このお ほ 口 笑 ひを以 つて 第 一 の戀の 失敗の 悲み を身づ から 胡 魔 化して ねたの 

が、 いつのまにか 習慣に なった の だ。 それ だのに、 第二 若しくは 第三の 戀に 於ても 思 ふやうな の を 得， 

させないで その上に また この 胡 魔 化し 笑 ひ を やめろ と は — 丫 

二人に 別れてから、 

『もう 再び 逢 ふまい か 1 と 云 ふやうな 寂しい 冷たい 氣 ぶん を 以 つて 雷 門から 芝 行の 鐵道 馬車 に乘々 

た。 

1 (大正 四 年 十月) I 


膝に 飛び付く 女 


i^s  0s  一一 二八 


『島 津さァ ん！』 ねばり ッ氣の ある 調子で よく 新う 叫んで、 突然 こちらの I まだ 多少 は 遠慮 勝ちが 

あった 時から — 坐 わって る 洋服の 膝の 上へ 飛び付いて 來た女 だ。 こちら を も 滔に醉 はして 置いて、 

かの 女の 得意の 辦ーも 兀とを 聽 かせた 位で は納 つて ゐ すに、 いつも 興が 涌いた 上に も與を 涌かせて、 男に 突 

寶な こと をして かからねば 滿 足しない 女お。 

平氣で こちらが 膝 をく づす やうに なつてから も、 I さし 向って ゐ ながら、 I. 今 か、 今 力と 向 

ふが 降び 付く の を 待って る 間 は、 膝が 虚を 感じて、 何となくむ づ/^ ,\1 詰めになる やうに なった。 

ところが、 今、 その 自分の 膝に うんと 力を入れて、 島津は 雪が 東京に は 珍ら しく 四 五寸も 積もった 

夜 ふけの 道 を、 女 をし よって 歩いて ゐ るので ある。 

1 つ 木の 狹ぃ圓 通 寺 通り を だが、 探して ゐる 人の 家が 分らない." 

『どうして 吳れ るの よ、 島津 さん！』 す 中で は 大きな 赤 ン坊が だ だ を 捏ねる やうに からだ を ゆすつ 


その 薛- ぎね かわして 泥 まじりの 雪の 上へ 落されまい として、 かの 女-は： m 手 を こちらの 兩の 肩から ま 

b して、 こちらの 侯く びの あたり？ しッ かり 握り 合 はして ゐ るので、 こちら は .2^ さへ も， 銶 々出来な 

い。 

『さう i いちや ァ 11 』 は 不平 さう に 云 ひかけ たが、 高い カラの 合せ HI が 喉，： s: を^んだ むで， 3: 

よりも 先づ その 痛み を は づす爲 めに、 頸 をゃッ とのこと で 加減した。 

惚れ 合つ てる女の 方の 發議 であった からと は 云へ、 全體 * 何の 爲 めに こんなと ころ を. こんな 風つ き 

でぶ ら附 いてる の だ？  i}^ 中のお も 荷と • その 重みに へる 苦し さと、 頓 をち ぎろ や. に 吹く^  A- で， 

飮んだ 酒の 醉ひ はさめ かけて 來た。 

然し 冷たい 感じ を與 へる の は 雪 やから 風ば かりで はない 11 どうも、 この 女 は 今 探して ゐる瀨 足に 

も氣が あるら しいの だ。 して 見る と、 蕖は 自分の 愛する 玉 を 奪 はれに その 玉 を 運んで 行く やうで *  0 

鹿 馬鹿し くな つて 來た。 

ぢょ  、 

思 ひ 出す と、 こよ ひ、 まだ 少し 明るかった うちに、 一 I かの 女の 旦那が ベ 「夜 は來 ない と 分つ たの 

で、 かの 女は獨 りで 濱 町の 家 を 赤 坂の 田 町まで 出て 衆て、 11 例の 玉 突 屋の戶 口で 先 づ瀬尾 を 呼び出 

した。 で， 瀨尾 がいい 氣 になって、 

『おい、 露 子さん が 來たぞ —— どこかへ 飮 みに 行かう ッて』 とこ ちらへ 告げた。 

膝に 飛び付く 女  コニ九 
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それから、 島津は 雪の 中 を. 01 分 等の 行きつ けの 田 町の 待合 田 毎へ 案內 したので あった。 女中が 驚い 

た ほどの 意氣な 美人 を つれて 行った ので、 女中が 氣を 利かせて 呼んだ 藝者 は、 如何にも 三味 は 達者で 

かっぷく 

あつたが、 關 取りに も 劣らぬ やうな 腹 をして ゐた。 

露 子 は 自分 ももと 新橋 藝者 であ つたこと を ほ のめ かす やうな 口 ぶりで、 近頃 有名な もと. の 同業者 ど 

もの 名 を擧げ て、 その 消息 を聽 いた。 それから 瀨 尾に へたな 唄 を 歌 はせ た あとで、 あらたまって 『明け 

烏』 の 一 段 を やって 聽 かせた。 その 聲 にも 音 樂 論に 巧者な 瀨尾は 一度で 感服した やうで あつたが、 露 

子が 瀨 尾に ちょ ッと 惚れした の はこの 前に 一 度 1 . 而も 初めて — 會 つた 時から だら ラ。 

島 津の考 へは濱 町の 方へ 飛んで 行った II 自分が 或 相場師 を 尊ね て 向 ふの 方面へ 行った 時、 その 人 

がつ 比て 行って れ たのが 初めで、 よく 玉 突 を やりに 行った その 玉 突 星で 1 二度 自分 は I 名の 美人に 

突き 方を敎 へた。 誰れ かの めかけ だら うと 云 ふ^ Is は 付いた が、 それが 三度 目に そこで 自分 を も 加へ 

て 二三 名の ものに 薪麥を 馳走した。 四 度 目に は、 自分 だけ を かげに 呼んで、 これから どこかへ お 伴 致 

しまし ようと 云った。 そしてとう く 斯う 云 ふ あ ひだ がらに なった の だが —— 。 

r なぜ 俊なん ぞに 惚れた の だと 聽 くと、 落ち着いた 玉の 突き 方に も だが、 また 女に 對.^ る 言葉の 優し 

いのに と 云った よ』 と瀨 尾に 報吿 すると、 瀨尾は 例の 無頓着で、 

『そり ゃァさ うだらう 一 I 君の やうな 不 男が —— まァ、 アメリカ 歸 りのお 蔭 ださ』 と 云つ けけ。 ： 


かの 女に 前々 から 附 きまと つて ゐた 同町 內の 若い 衆 * と 云 ふよ bs も 寧ろ 若い 遊び人 肌 • が 1 名 あつ 

て、 かの 女に 云 ひ 寄った bs、 金の 無心 をしたり して ゐた。 渠と， 3! 分と は、 自分の かの 女と 密會 する 鳥 

き to* うはく 

屋で 度々 出くわす ので、 とうく ex は 感づいて しまって、 これ を 種に かの 女を强 迫して、 旦那に 云ッ 

付けられる のがい やなら、 まとまった 金 を 出せと 云 ひ 出した。 

自分 は渠を 同じ 鳥 M へ 呼び寄せて、 直接に 談判して 見る と、 金よりも 寧ろ かの 女に 氣が あるの だと 

tt  くじ やう 

.m 狀 した。 

『何 をな ま意氣 な.！』 いきなり 蕖を —— かの 女の 見て ゐる 前で —— 柔術の 手を以 つて 羽が ひじめ にし 

て やったら、 渠 はこれ から 自分 を 先生と 云 ひ 做す から 許して |^_.れ ろと 云った。 

『今夜 はいい 氣び、 ね  あなた を またす ッと 好きに なった の』 と 云って、 かの 女 は あとで 自分に 抱 

きついた。 

その 鳥屋で 自分 は瀨 尾と 今 1 人の 友人と を かの 女に 紹介し ようと 思って 待って た 時、 11 その 若い 

男 も 一 緖 について 來てゐ たが、 I— ^！^中の十ニ時過ぎまで待ったが、 そして 何度も 女中 を i 使に つか 

はした が、 姉のう ちのお 後 ひへ 世話し に 出て まだ 歸ら ない との 返事であった。 

霄 車が 無くなり さうな ので、 そこ を 出て 皆で ぞ ろくと 或 河岸まで 來 ると、 向 ふから 橋 を 渡って 來 

た 車が ぴッ たりと とまった • 

膝に 飛： び 付く 女  11 一二 1 
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『島津 さん！』 月の 光りに 透き通る やうな 聲 であった。 

『今まで 例のと ころで 待って たが、 ね、 歸ら ない と 云 ふので II 』 

『それ は濟 みません でした、 ね。 いら ッ しゃい、 な。』 

『もう、 おそい ぢゃァ ないか？』 斯う 云った 瀨 尾の 聲 が先づ あとまで も かの 女の 耳に 殘 つたと 云って 

るの だが 11 氣が あるから だら うと 責めた 時、 かの 女 はさう ぢゃァ ない、 自分 を 思 ひながら 來た とこ 

ろで 折角 出會 つたの を、 はたから 歸 らうと 云った からだと 答-た 

『ま ァ、 さう ぉッ しゃらないで 11 どうか。』 兎に角、 しゃんとした 言葉つ で、 而も 人 を そらさない 

女 だ。 

かの 女 を さきに 驅 けらせて、 自分 等 は 皆 揃って あとから その 家へ 行って ごたごたと 二階へ あ 力く 

た。 婆 ァゃを 鳥屋へ 走らせても、 もう、 斷 わられた。 需麥屋 へ 行かせても 寢てゐ た。 どうせ 電車 もな 

くな つたから、 皆で 一 緖 によ 夜 f しの 話 をで もしょうと、 火鉢^ 火を澤 山お こして、 雜談に 鬼った。 

歸 つて 來 たま まの 服装で ゐ るので、 

『衣 I を 着か へ たら どう だ』 と 注意す ると、 

『わたし、 出の 衣 物で 慣れて ますから、 少しも 窮屈 ぢゃァ ありま せんの』 と 云った。  とま 

『これが 1 恭 よく 似 あ ふの よ』 と 云った ことがある。 ひさし 髮を 戴いた、 おも 長の、 鼻す ぢ のよ く逾っ 


たかの 女が、 少し 缺點 だと 云へば 云へ る 大きな 口 を つづ まやかに 動かして、 瀬尾と頻り！^：日本の音樂 

のこと や 芝 ig のこと や 全くの 笑 ひばなし など を 語り合った。 

あまり 酒 を 好きで ない 瀨尾 は、 他の 客 どもの 宵 ひに 飲んだ 酒の 醉 ひが 段々 さめて 行く に乘 じて、 獨 

り 天下の やうに かの 女に 向 ひ 合って、 かの 女 を 笑 はせ た。 

かんじん 

肝 肾の自 ハカ は そこ どけに されて ゐ たやう であった ので、 かの 女が 圓. S 眼 をね むさう に 細く して こち 

ちょ 

らを 見た 時 • 自分 はちよ ッと 合ひ圖 をして 下へ おりる と、 かの 女 はいきな りこ ちらの 頸に 抱き付い 

た。 

『あなたお 獨り でい らしったら よかった のに！』 

n  ラか >ぃ 

『でも • 紹介し ろと 云 ふから —— 』 

V>0 ぬ 

こんな 時に また 旦那と 云 ふ 老人が 來 たりで もす ると、 自分が 再び あの 黑 塗りの 土藏 のわきへ 隱れる 

やうな ことで はお ッ 付かなかった だら う。 

だのに、 その 次ぎから は、 逢 ふ度每 にかの 女が 『瀨 尾さん は、 瀨 尾さん は』 と 云 ふやう になった。 

そしてとう/ \ 辛抱し 切れ なくなって、 今夜、 まだ 雪が 降って たのに、 こちら を 出しにして、 かの 女 

は瀨尾 もよ く來る H. 、星へ 出かけて 來 たの ぢゃァ なから うか？ 

『藝 者で も 何でも おごります とも！』 かの 女 は 待合へ 向って 歩きながら、 瀨 尾に 斯う 受け合った。 氣 

膝に 飛、 び 付く 女  11 三 三 
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わか 

まへの ハぃ 女で ある こと は • こちらに も 慎れ 合 ひの そ もく から 分って ゐたカ — 

『僕 はいつ もの 浪花節 を やった ッけ』 と • 島津は 自分と して その 時の こと を 思 ひ 浮べた。 

『平べ ッ たい 鼻の、 大きな 額の 人に ゃァ、 浪花節の 聲が 一番 釣り合 ひます、 わ、 ね』 と、 かの 女は瀨 

尾に 笑って 吿 げた。  ，レムレ 

「馬鹿 を 云つ てら ァ！』 これで も 浪花節と 講談と にかけ て は、 紳士の 隱し藝 として アメリカに 於いて 

も、 また 歸 朝の 船中に 在っても、 有名な ものであった。 

『奥さんの と 云 ひ、 旦那さん の 浪薩と 中し、 皆お 手の 物で—』 關 取り 藝者は 斯う 云って、 三 

味 線 を 置いて ゐた。 

r この 人なん かと M ベら れ ちゃ ァ、 ねえ』 と • 露 子は瀨 尾に 云った。 

「そり ゃァ、 1 ^論、 あなたが 可哀 さう だ。』 

『ねえ、 さう でしよう。』 かの 女 は 床の 問を脊 にして、 黑 縮緬の 羽織りの 左り の 襟と 共に、 左り の 手 を 

^ろへ すべらせて、 墨の 上に 突き- それとなく 藝者 につら 當 ての やうに、 しだら のない 眞似 をした。 

しッ くりとから だに 添って 曲線 を ゑが いてる • 茶と 黑 との 大む耥 のお 召しのう は 膝 を こちらの 方に す 

らせ たの だが、 坂 じめ I の 赤地に 蘭と 菊との 花 か 何 か を 白く 染め 拔 いた 長 襦 神の 端が、 ちょ ッ とう 

，へし ヒの 膝と 膝との 間に 出た の を してから、 服 を 細く してち やぶ 襄の向 ふなる 瀨 尾の 額 を 見詰め 


て、 突いた 乎と 反對の 方に 頸 を 曲 ゆて、 どうかして 吳れ ろと 云 はない ばかりに、 醉ひ 苦し さうな 息 を" 

して 見せた。 それと 知って か 知らない でか • 瀨尾は 少し 心配 さう に、 

『さう 苦し いんです か？』 

『この 馬鹿が！』 自分 は 友人のう ぶ を を かし くもなった。 

ラら は. 4 ろ 

『苦しい の、 瀨 尾さん！』 女 は 肩 を ゆすった のが、 腰の 方まで も 動いて、 下着の 据の裏 葉 色が おもて 

へ 返った。 

『どこまでも あの ぽ態 を突ッ 込んで 來 るから 面白い の だ。』 

待合で 客 三 名のう ち、 酒を控 へる 友人 を 除いた あとの もの は 隨分醉 つてね た。 そして 露 子 は 例の 手 

を 友人に も 行なった ので ある。 

『瀬の 尾 さ ァん』 と 叫んで、 かの 女 は 突然 立って 行って、 渠が あぐら を 端座に 直した その セルの 祷の 

ぐら 

膝の 上へ、 かの 女が また 倉から 据を 取って 前 を 包んだ からだ を またぎ 掛けた。 そして 兩手 を渠の 肩に 

かけて ゆすぶりながら、 『なぜ 飮 まない  も ッと飮 みましょう よ。』 

てうし 

鎮は兩 手 を 後ろに 突いて にが 笑 ひ をして ゐ たが、 調子ぬ けがした 聲で、 

『飮 みます とも！』 

『ぢ ゃァ、 先づ あなたに ついで 戴く の。』 後ろ を 向いて 延ばした 右の 手で 臺の 上から 猪口 を 取った。 藝 

膝に 飛び付く 女  三 二 五 
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者が 横から 铫子を 持って 來 たの を 見て、 蕖は それに 向って、 

『ぢ ゃァ、 賴 みます よ。』 

『そんな 水く さいこと、 いや！』 露 子 はから だ を 左右に ふりながら • 猪口 を 持つ 手 を引ッ 込めた。 

『ぢ ゃァ、 僕が 確かにつ ぎます。』 渠は その 言 紫に 生地の 無骨 を まる 出しにした けれども、 それでもす 

ッと碎 けて ゐる つもりの やうに 左り の 芋 を 後ろに 突いた まま 右の 手に 铫子を 受け取って 酒 をつ いで や 

つた。 

^をれ から- 三 四 度 も 立てつ づけに 二人 は、 同じ 1^ で、 飮 みか はした。 そして こちらの 考へ では、 

自分が うち 忘れられて やる かの あり 樣で あつたが、 瀨 尾が 自分に 遠慮した 爲め にか、 時々 自分の 方へ 

渠の ゑが ほ を 向ける ので、 その 度 毎に 自分 はに が 笑 ひ をして 見せた。 

『醉 はなけ りゃァ いや！ 醉 はなけ りゃァ いや！』 かう 云 ふ 風に かの 女が 瀨 尾に 對 して 調子 づ いてる 

うちに、 却って かの 女 自身の 醉 ひが 十分に まわった ものと 見え * 珍ら しく も 吐き 氣が 出た ので、 苦し 

さう にして その 窒を 出て 行った。 

自分が が i してやらねば 承知す まいと 思って、 島 律が 直ぐ 立ち かけた ところ、 出口に 近く ゐた瀨 尾 

が先づ 立ち あがった ので、 自分 はまた 渠 にかの 女 を まかせる つもりに して、 座に 殘 つた 藝者を 相し ザ 

に T3 な ら、 直ぐ 黄の 壁 ひとへ 隔てた 手 洗 鉢の 方へ 耳 を かた 向けて ゐた。 すると、 暫 らく 經 つて か. 


ら、 

とくね 

『もう、 大丈夫』 と、 渠は 得意が ほ をして 獨 りで 戾 つて 来て、 『僕が 口へ 手 を突ッ 込んで 吐かせて しま. 

つたから。』 ハ ンケチ で 手 を ふきながら、 どッ かりと あぐらをかいた。 

『ひどい こと を！』 斯う 云 ひたかった の を 押さへ て、 思 はす 立ち あがって、 飛んで 行って 見る と、 か 

の 女 は戶を 開け ッ 放しに して 便所 へ 這 入 つて ゐた。 

『どう だ？』 自分の 聲 はむ ッっ hs して ゐた。 

< る 

『苦しい 《  手 を 取って 頂戴よ。』 立ち あがって、 かの 女 はいきな りこ ちらの 肩に 抱き付き • 殆ど 全 

身のお もみ を もたせ 掛けた ので、 そのまま 引きす る やうに そこ を 手 洗 鉢の そばへ つれ 出しながら、 

滿 身の 恨み を 込めて、 

『馬鹿！』 

うつた 

『でも』 と、 聲を 低めて、 こちら を訴 へる やうに 見ながら、 『ひどい の だもの 11 わたしの 口へ 手 を 突 

ッ 込んだり して！』 

ししゃく 

かの 女の 出した 手へ、 返事 はしないで 子： 5： の 水 を かけて やった。 自分に も * 瀨 尾が やった 應 急の あ 

ら 療治の 现 由が 分らない ことはなかった —— 蓋し 手 洗 鉢の あたり を 探して 見ても， ふりやんだ 雪 を 

なんてん 

かせて ゐる何 かの 木 はあって も、 南天はなかった。 從 つて • その 紫 を 取って 嚼 ませる ことが 出來 なか 

膝に 飛、 び 付く 女  一 一 一 二 七 
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つたの だ。 

それでも 島 津の氣 はどうしても 平らかでなかった。 

皆が M: び もとの 座に 納まって から、 かの 女 は 叱る やうに だが、 笑 ひながら、 

『瀨 尾さん は ひどい の、 ね。』 

け けん 

『失敬し ましたが、 吐いて しまへば けろ bs とする の は 僕 も經驗 があります から。』 渠は こちらに も ゑが 

ほ を 見せた が、 こちら は 答へ をした くもなかった。 

座が 白けて しまったので、 

『早く 一と 休みお しにな つた 方が よう ございましよ、 フ』 と 云って、 先 づ？! 者が 引けた。 

『僕 は あす、 朝から 舉 校が ある 日 だから』 と • 瀨 尾が.^ ぎに 歸 つた。 

『先生 • おぼえて いら ッ しゃいよ、 いづれ このかたき はお 打ちし ますから。』 じんな 賈葉 を" かの-^ は 

横にぶ ッ 倒れた まま、 瀨 尾の 後ろ姿に 浴びせ かけた。 

『如何に 調子 づ いたから ッて、 —— おれの 友人にまで あんまり だら しが 無 いん ぢゃァ — J 

『さう に かの 女 は：^ ある 聲を 出して、 俄かに 半身 を はね 起した" そして こちら を 見詰めた 眼 は 意地 惡 

けんり 

さう に 据わって、 額の色は靑ざめてゐた。『ぁなたにそんな燒き持ちをぉッしゃる樓^5^^がぁって？』 

『  』 島津 はこん な こと を かの 女に 云 はれた の は 初めてな ので、 ちょ ッと まご 付いた。 低い 窓- 


I 


4* なか 

の 敷居に 脊中を もたせかけて • 兩足を 投げ出した 洋服の 片膝 を 立てて、 これ を兩 手で かかへ、 顔 はか 

の 女の 視線に 箔を洗 ひ 落されて 向き 出しに なった やうで も、 なほ 恨みが ましい 腹の 中 を 自分の 眼に 燃 

やして、 じッ とかの 女の 視線 を眞 正面に 受ける と、 かの 女が 片手お 突いて こちらの 方へ 投げ出した 足 

.  ちりめん 

を 重ねて ゐる その 姿が そッ くり 眼に 這 入って、 や はら かい 縮緬に 包まれた 白い 肌の、 至る ところつ る 

つるして ゐる のが 思 ひ 出された。 それ を もやが て獨 占したい ほど 自分の 熱心 は 嵩 じて ゐ るのに、 かの 

女 は 却って それ を 誰れ にで も觸れ しめて 美人た る 條件を 飽くまで 手 廣 く廣吿 しょうと 云ふ氣 味がない 

でもない。 その 無 學と無 見識と はさきに も I 度 諄々 と 說き聽 かせて やった ところ、 如何にも 御尤もと 

淚を 流して まで ありがたが つたで はない かと 云って やりたかった。 けれど * まァ、 おとなしく 出て ゐ 

ろと 決心して、 『そり や ァ* お前に や ァれッ きとした 旦那が ある， さ —— 而も 老人の、 ね。』 

『老人 だッ て、 何 •  たッ て』 と * 無しよう に强ぃ 調子の Hf くちで、 『あなた はま だ 部屋住み ぢゃァ ない 

の 11 』 

『  』 い ハー も 斯う あなどられて ゐる爲 めに、 かの 女に 愛せられながら もな ほ 夫婦になる 機會が 

ない ので ある。 

『而もから だが ちんち くりんで、 平べ ッ たい 顔の、 ね？』 

『ふ、 ふ ン！』 いやくながら 鼻で 笑 ふより 外 • 仕 かたがなかった。 

膝に 飛び付く 女  11 三 九 
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『.：，  』 なほこ わい 顔 をして 見詰めて ゐ たかの 女 も、 r ふン』 と 急に 鼻で 吹き出して 笑った かと 見- 

しんく 

ると • どッ かり あ ふ 向けに 倒れて しまった。 うは 着、 した 着の 椐が はね 返って、 長糯 神の 綾が 眞 紅に 

燃える と 見えた。 

その上に 眼 を 放って ゐ ると • こちらの 情が 段々 と 集中して 來て * 瀨尾 のこと も 何も 忘れて 行った。 

「おい、 風 を 引く よ。 床 を 取って 貰ったら、 どう だ？』 

『  』 

女に 返事 は 無かった が、 こちら は ぽんく、 ぼんと 手 をた たいた。 

『!> にして 頂戴よ、 島津 さん！』 起き あがって 來て、 かの 女 はこ ちらの 横から こちらの 肩に 抱き付い 

た。 『惡 かった わ • ね。』 そして 大きな 口 を 持って 來た。 

女中が 緣がは をった つて 來る 足お とが 聽 えたので、 一 1 人 は 手 を 離した。 

ぶ ,5 

『でも、 瀨 尾さん は — 』 かの 女 は 笑 ひながら、 平氣で 云った、 『わたし • 好き 11 うぶで、 無骨で、 

lii 直で。』 

ng も.：！ と • 島津は 最初に 自分から 出た 口調 を かの 女が 摸した その 優しい 口調に なぞらへ て、 後ろ 襟 

を 後ろ へ 突き出す 眞似 をし て兒 せな がら、 なほ 嫉妬の 消え 殘っ てるの を 見せ る つ もりで、 『擧校 の 敎師. 

で、 子供が ぞ ろ./ \ゐ て、 ね。』 


I 


『さう』 と * かの 女 は 知らなかった がと 云 ふ 風に、 下から 颜を 少し こちらへ 突き出した。 

『ふ、 ふ、 ふ、 ふ』 と、 藥は 自分の 前の 一 In 葉に つづいて、 なに 氣 ないやう に 笑った。 

二人の 女中が 食器 やち やぶ 臺を かたづけて、 ^を 一 つ 敷き 延べる まで は、 こちらの 二人 も 口を入れ 

まじへ て、 下 だらぬ こと を 語り合って 笑った。 

『御 ゅッ くりお 休み 遊ばせ』 と 云って 女中 どもが 行って しまつ-た あとで、 直ぐ 床に 就く の だら うと 思 

つたと ころ、 かの 女 は氣 ぶん も 直った かして、 また 元氣づ いて 來た。 

それ を こちらから 押さ へ て やる つもりで、 下の 方に 突ッ 立った まま わざとに もから だ をす くめて、 

筒袖の 兩 肱を兩 わきに 縮めて 見せながら、 

『寒くな つた、 寒くな つた。』 

『その ざま ッ たら！』 かの 女 は 上の 方に ぺッ たでと 坐 わった まま • 微笑して 見 あげながら. 『これから 

瀬 尾さん のと ころへ 行き ましよ ラ o』 

やっか； i 

『もう、 遲 い。』 いやな 額 を 見せて それが 爲 めに また 意地 張られる の も 厄介 だと 思った から、 成るべく 

素^に 受ける つもりで • こちら も 微笑 を 返しながら 云った が、 その 聲は 自分に も 否定的な 重 くるしい 

ものと しか 聽ぇ なつかた。 

『gi  く ッたッ てよう ございましよう。』 かの 女の 言葉 は 憎い ほどと どこ ほりな く 出て ゐた。 
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泡 鳴み： 第 第 W 卷  一二 一二」 

『寢 てゐ る！』 

『叩き起します、 わ。』 

ふ とん  * 

『  』 ii: を 云って ると 云 はない ばかりに なって、 炬缝の 這 入った 赤 うら 箭圍の 端に 腰をおろ す- 

と、  したたかに 嫉 ましくな つた その 實 女の、 姿が 却って 觀 音の 坐像の やうに 目の前に ちら 付いて、 自 八.^ 

のから だ がから ッぽ になって、 ただ 一 方にば かり そそいで 行く のであった。 

『それし きのこと ァ した ッて —— わたし だッ て、 いっか 一 と 晩？^、 徹夜 をして、 あの人に つき 合つ 

た ぢゃァ ございません か？』 

『下 だらない！』 斯う 云って、 渠は横 を 向いた。 

『それに、 がお だッ て、 わたしの 口へ 手 を突ッ 込んだり までして I 』 

『  』 もう、 返事 をし なかった。 

『lh きましょう —— どうしても、 今夜 ぢ うに 二度の かたき を 1 緖に 取って やる、 わ。』 かの 女 は 立ち あ. 

がった。 そしてす ッ きりした 腰の しごき をし ッ かりと 締め 直した。 

時計 を 出して 見る と、 もう I 時 を 少し 過ぎて ゐた。 それでも、 こちら もしぶ しぶ 立ち あがって、 

『一 時 十五 分お。』 

ri 待だッ て、 二 時 だッて 一 I 』 かの 女 は 早速 さきに 立って 窒を 出た。 . 


.a^ らしい 葉卷き if 苹に火 をつ けたの を 口に 喰 はへ てから、 手を叩いて 置いて、 自分 も 室 を 出て、 足 

を $s: に 入れて 編み上げの 紐 を かけた。 かの 女の 足駄の 音が もはや 袖垣の 向 ふなる 敷き 石の 上に きしつ 

てると 思 ふと、 

『早い の、 ね、 もう 門 を 締めて。 J 

ひそ 

『ふ ン』 と * こちら は獨 りで 私 かに 笑った。 何が 早い もの か？ そして、 敷石 を I 二つ か 四つ か 踏めば 達 

する この 家の. W 關 口へ 進んで 行って、 締まって る戶を 叩いた、 

『姉さん — おかみさん！』 

『はい』 と、 奥で は 直ぐ 返事 をした。 そして 戶を 明けに 來た 女中に、 ちょ クと 出て 來 るが、 直ぐ また 

歸 つて 來 るから と吿 げた。 

『ま ァ』 と、 ぴッ くりした ッ けが、 それ は 尤もな こと だ。 

自分で 門の くわん 貫き を拔 いたが， 明けて 置く の だら うと 思った から、 そッと 締めた 風に 見せかけ 

て 匿いた。 外へ 出る と * そら はからり と 晴れて、 星が きらきらして ゐ たので、 雪 あかりが 一 歷 あかる 

く 見えて、 歩く のに は樂 であった。 

たかば 

が， 髙齒の 足駄 を はいた 露 子 は- 溜池の 電車 通り をた ッた半 丁ば かりで 左り へまが ると ころまで 來 

るに も 幾た びか 倒れ かけた。 
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泡 鳴 令： 集 第 四,  ミヨ 四 

『全 體、 理だ 一 1 11- きに も 程が ある』 と 叱って は 見た が、 手 を 引いて やらねば 13^ あぶな ッ かし 

かった。  <  V ん , 

『コ ー トを 置いて 来ました が、 ね、 さう 寒く もぁリ ません、 わ』 と 云 ふ ほど、 かの 女 は 苦心して 歩い 

て ゐヒけ 七 ども、 ひゆう く 風が 吹いて るので、 こちら は 一 I 同じく 外套 を 忘れて 來 たので — 寒く 

てた まらない。 

田 町 二 丁 a から 新 町 二 丁目へ 渡る ところで、 冷えた 頼 を こすらう として、 ちょ ッと手 を 放す と、 早 

速 かの 女 は 片足 を 袋 はだしに なった。 

『しまった』 と 云って、 かの 女 は その 場に 股 を 少し 開ら いたま ま 立ち どまって しまった。 そして 情け 

はくじ やう  - 

ない 聲を 擧げ て、 情、 ね、 あなた は！』 

r それ だから、 よすがい いと 云った の だが』 と 返して は 見た が、 こちら はかの 女の 様子 をす ッ かりま 

の 毒に もな り可哀 さう にもな つた。 

『おぶつて 貰 ふ、 わ、 島津 さん！』 

丁度 こちら も その 氣 になった の だから、 直ぐ 脊中を 向けて しゃがんだ。 

1 つ 木の 交番で は、 うろん 臭く 思った のか、 それとも 急病人と でも 推した のか、 巡査 力 一 人つ 力 8 

か， V 出て 来て、 


『どうした のです』 と 尋ねた。 

『なァ に • 今』 と、 獎卷 きを 口にく はへ たま ま. 『下駄の 鼻緒 を 切らせた ので 11 』 こんた わけで あつ 

たが、 ゃッ とのこと で、 この 圓通寺 通りの 中 ごろまで やって来た ところ、 一度 来て おぼえて ゐ ると 思 

つた 友人の 家が どうしても： n£c らな いの だ。 

『ど. つして？^ れる のよ、 島津 さん！』 

もが 

『さう 悶 いちや ァ —— 』 高い カラの 合せ E が 喉の 肉 を嚼ん だの はこの 時 だ。 

高が 女の 一 人 を だが、 斯う つづいて しょって ると ますく 重くなる。 こちら は 段々 力が 出る に ：14- つ 

か は 

て 寒氣に は平氣 になった 代り， 今度 は 女が、 

「寒い、 寒い』 と 云 ひ 出した。 

自分の 兩手を 後ろへ まわして、 渠は 女の 兩足を 膝の 折れ目の あたりで しッ かり 持ち上げて はゐ ろが、 

なほ 殘る 重み を 女 は その 兩 乎の 握り 合せ 目に 集める ので、 自分 は 喉の 骨 を 力ませて それ を 受ける のが 

如何にも 苦しい。 

片手 を 放して 口の 煙草 を 手に 取り、 殆ど 口 1 杯に たまった つばき を 吐いた。 

『落ッ こちる ぢゃァ —— 』 

「う！』 急いで また 葉卷 きを 喰 はへ て、 遊んで る 手 を 後ろへ まわして、 ゃッ とのこと で、 あとす さり 
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泡 鳴 全集 第四卷 

ちう し. J  -0 

して 行き かけた 自分の からだの 中心 を 取った 

『どこよ、 瀨 尾さん とこ は？』 

『i つた， ね。』 1 备の やうに 云？、  fl つて 考 へながら ぜ S り ぢゃァ なかった か 知ら 

『あら』 AT また 女 はから だ を 小さく ゆすった。 『ii^ ね！ iif 忘れち まった ッ て！』 

『晝問 なら 直ぐ 分る だら うが 1. なんしろ、 夜中 だから II 』 

『がせ だッ て、 不斷 から 親切が あれば 11 』 

こちら は 親切 どころ のさ わぎで はない の だ。 

『ちょ ッと、 一と 休みお りて 賞 ひたい o』 

『*i,^ ッて、 はき 物がない ぢゃァ ございません か？』 

『ぬいで しまったの か？』 どこの 馬の SI か 田 口と 書いた SQ 光りの 範 園へ 突き出た、 かの 女 

の よごれた 方の 足の 足袋 さき を、 目 を 下に 向けて 見た とたん、 半分ば かりにな つた 葉卷 きの さきが 自 

分の 鼻の 眞ッ したなる かの 女の手の 上から けむり を 出した と 思 ふと、 

さけ 

『あつ い！』 かの 女 はび ッく^ したやう に 叫んだ。 

『ふ ン』 と、 つい、 こちら も を かしくな つて 氣が ゆるむ と共に、 一 二 歩また かの 女の 重みの 爲 めに 後 


ろへ ひよ ろ 付いた。 

『ほんと に』 と、 かの 女 も 笑ひ聲 で、 一 ^ しッ かり かじり 付きながら、 はや 口で 、『笑 ひごと ぢゃァ ご 

ざいません よ！』 

じ ようだん 

『おれ も實際 冗談 ぢゃァ ない。』 

せ なか 

『ほんと に、 じれ ッ たい！』 また 脊中 ではから だ を ゆすった。 

『何 だッ て、 また、 はき 物 を 11 わざく ぅッ ちゃって 來 ないでも いい ぢゃァ ないか？』 

『でも、 よごれた 物が はけます か？』 

はな を 

『鼻 緖ポ 切れち やった の ぢゃァ ない のか？ そんなら、 なほ 更 らう ッ ちゃらないでも. I』 

『そんな こと ァ どうで もい いぢ ゃァ ございま せんか？ 早く 瀨尾 さんのと ころ を！』 

力の 女が その上 品な 颜に 目と 鼻と をし がめ ると * 如何にも 嬌を呈 する その 様子 を 直ぐ 後ろに 像 

して、 島津は 自分が かかる 檬子を 正面に 見ない 今の 不自由 を 馬鹿々々 しくな つた。 ばッ たやと 踏みと 

まって、 

『分ら なきや ァ仕 かたがない。』 もう、 これ ッ きり 進まない と 云 ふ覺悟 をき めた。 たと へ 進んで 行って 

瀨 尾の 家が 分った とて、 自分の 馬鹿を見る に過ぎないの は 分. 切って ゐた。 ちんち くりんだ とか、 ¥ 

べッ たい 鼻 だと か、 色ぐ ろ 男 だと か、 何とか、 かと か、 こちら はお もちやに されて、 調子 づ いた 露 子 
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お 鳥 も 集 第 货  -】, 

*、 瀨 尾と &っ|^ でもす る 時間つ ぶしの 笑 ひの 種になる だけの こと だら う。 それより はまし だら う、 早く 

もとのと ころへ 戾 つて、 もう， ik 燧 がぁッ たまって る 床に もぐり 込む 方が。 

『どうして 吳れ るの よ、 瀨 M さん！』 

『  』 I もせす、 動き もせ やちょ ッと齒 を 明けて、 いやにな つた 葉卷 きを ふッと 吹き飛ばし 

てから、 渠 はかの 女の もがく の を じ ッと負 ひこた へた U 

『ぢ ゃァ、 歸 りましょう — 折角、 ここまで 來 たのに。』 

『  - 全く  M がめ てし まって、 その 狭い 通り I び 新 町に 出た が、 おもい 荷物 を 乘せ る 人力車 

もなかった。 矢ッ 張り、 風 は ひゆう く 吹いて ゐて、 女 を 頻りに 寒い、 寒い と 云は せた。 

女 を 初めて 脊 に 受けた その 場所ら しいと ころに は、 管 踏みた たくった あと はな ほ殘 つてき 力 

どこ を 見ても はき 物 は あたりに 無力った。 

『惜しい こと をした の、 ね 11 あれで も三圓 一 一十 錢で買 ひ 立て だッ たのに。』 

『i つた もの は 押し戴いて 行ったら う、 さ。 こんな 夜 ふけに も。』 

庚って 見る と、 Ml の 門は締 つて ゐた。 その 一方に 垂れた 柳の 枯れ枝が 風に 烈しく ゆれ てるのが 電 

燈の 光りに 見える。 

二人の i を 自分の 脊 なく 勞れた 弱りに まかせて、 どんと 戶に 押しつけて 見た が、 うちが. ねから 力 


- かった くわん 貫き はしつ かりと 戶を喰 ひとめて ゐる。 

はづ  たた 

は 右の 手 を 後ろから 外して、 どん/ \ と 一 】 三度に 戶を 叩いた。 

しんとして 奥から 何の 返事 もない ので、 今度 は 思 ふさ ま 叩いた。 お ほきな 聲で 『おかみさん 11 お 

い， おかみ！』 

ね》^ 

『姉さん！』 す ッと聲 を 低く して、 『おほさ わぎ、 ね。』 

矢ッ 張り、 返事がない。 

たんぼ 

『畜生！ コ ー トと 外套 を擔 保に 取った つも リだ、 な。 ここのお かみ は 少し 因業で ちょ ッと 借金 を 溜 

める と、 直ぐ 催促し ゃァ がるんだ！』 

『溜め池です もの。』 

『 冗談 ぢゃァ ない！』 、 

『しッ かりお 叩きな. さいよ。』 

『待て —— ちょ ッ とおりて ゐ な。』 渠 はかの 女 を 平たい どぶ 石の 上に. おろして、 兩手を 上に 延ばして 門 

の戶に 飛び かけた。 そして、 うんと 力を入れて 自分の からだ を 引き上げ、 片足 を戶の 上に かけて 馬乘 

りに なつてから、 他の 片足 をもう ちが はへ 外して、 庭へ 飛びお りた。 靴の うらが 石に すれて、 じゃり 

り， と 音が した。 
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それでも あたりに は g る ことなしに、 が たびしと くわん 貫き を 外して、 門 を ひらく と、 K さう にだ 力 

足袋 はだしで、 右の 手 を 袖の 中に 縮めて、 左り の 手で 1 を 11 どろ 足に さわらない やうに li あげて 

ゐた女 は、 こちら を：！^ て、 ぉッ^^りと笑った。 

_ U (大正 四 年 十 1H0 1 
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泡 鳴，^ 雄 ^四卷 


『ls^ ちゃん、 またみ ィ ちゃんと こ 行きました、 な。 あんなと こ 行たら いきま へん  』 姉 はまた 

節 i に 斯う 云って、 叱った。 

『どうして や？』 いつも 渠は 姉の 霄葉 をた わい もな く 受け流した。 

みィ ちゃんと は 曰露戰爭 に徵 集され て 滿洲へ 行って 來た 兵隊さん のお かみさんで、 その 亭主と は 年 

がす こし 違って ゐ たので、 貞 市の 上の 姉と はお ッ つか ッ つの 年輩であった。 ... 

うへの 姉が かた 付く まで. みィ ちゃんが 度々 うちへ 遊びに 來 たの は、 貞 布に はう ち S 徒で も ある 

からだと 思 はれた。 渠の母 も かの 女 をよ くもて なして * かの 女が 歸 つた あとで は • また， よくこん な 

こと を 云って ゐた、 — 

『みィ ちゃん は i 化 や、 な。 年から 云へば さう 違 や へんのに、 うちのお 初な ど はま だ 丸で 子ども や， 

みィ ちゃん ほどの 挨拶 もで け へんで， な。』 このお 初と は貞巿 のうへの 姉の ことで ある。 

I 姊ゃ 母に 伴 はれて 時 J ィち やん のきろ へ 行く と、 必ら？ どもの 氣に吁 ふやうな 菓子 S 


れ たり、 而白 S 本 を？^ れ たりした。 そして 貞 ちゃんく と 云って 可愛がって 吳れる ことが しみ-^ と- 

渠の 身にしみて、 1^ に はかの 女が 段 t と 姉よりも 母よりも なつかしい 者に なった。 

『あんた • が 船で 誰れ が 一 番 ええの？』 新う 姉に 聽 かれた 時 • 姉さんと もお 母 はんと も 云 ひたくない 

ので 默 つてる と、 『分って る わ、 みィ ちゃん やろ』 と 云 はれて、 渠は顔 を駕ッ 赤に した ことがある。 

ほそおもてで 色が 白く • 姉が三月の節句に飾る內裏さんの奥さんのゃぅな顏に！：《^んて， 貧乏な 家に 

は 何だか 上品 過ぎる やう だけれ ども、 物 を 云 ふと， その物 ごしが 優しくて、 s,^ はかの 女のから だに 飛 

ぴ 付きたい のであった。 そして 渠の氣 になる の はかの 女の手の 指であった。 

『iM やが、 氣の 毒な ことに は 右の 手の 小指がない。』 斯う 云 ふこと を 母が 他の 人に 語って るの を， 娟 

は聽 いた ことがあ るので * みィ ちゃんの 家に 行く たんびに * 自分 も氣の 毒が つて 注意す る けれども • 

かの 女 はいつ も 右の 手に 白い ハンケ チを卷 いて 指 を 見せない やうに して" 人に 應 接した。 何でも、 子 

供の 時に 火の 中へ 手 を突ッ 込んで、 そこ だけが 燒け 切れた の だと 云 ふ。 

うへの 姉が かた 付いて からの こと だが、 みィ ちゃんの こと を 下の 姉が 俄かに 嫌 ひ 出し， 憎み 出した 

りした の も、 かの 女が 手の指 を 見せない やうに して ゐ るの を 知った 爲 めだら うと、 最初に は， 貞市は 

思って ゐた。 そして 1 曆、 姊 よりもみ ィ ちゃんの 方が 自分に は 親切な 懷 かしい 人と なった" 

『人間の 手の指が しんこ 細工で でもで ける ものなら • いつでも 僕が 直して あげます のに — 』 斯う 云 
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はない ばかりにして、 渠は 殆ど 1  母 日の やうに 小學 校の 歸. に は、 かの 女の 煙萆 店へ 立ち寄った。 無論、 

姊には 隠れて だが 11 

『いま、 ぉ歸 りだッ か？』 

『^、 け ふ』 と、 無理に 何げ なく 云 はう としても • 顔が ぼう ッと 赤くな つた やう だ、 『書き方で ねぢ 丸. 

を 貰 ひました の。』 客が ひとり 朝日 を 買って ゐ たの だが、 こんな 扠 はみ ィ ちゃんの まさか 關係 者で も あ 

るまい と氣 にしないで、 店の あがり 口へ づ かくと 這 入って 行って、 栲の 片膝 を疊の 上に あげた。 

『ありがたう おます。』 かの 女 は 左の 手で 客に つり 錢を 出し. - ハ ンケ チを卷 いた 手 は 遊ばせて ゐ た。 

『氣の 毒 や、 なァ と』 云って やりたかった が、 若し さう 云って 却って 向 ふの 機 縑を惡 くして はいけ な 

いと 遠慮され た。 そして 向 ふの 優しい 言葉 を 出して れ るの を 待ちつつ、 下 を 向いて、 かばんの 璽み 

を 肩に 感 する 方の 手 を 角 火鉢の ふちへ かけた。 秋で はあった が， さう 寒く もなかつ たのに  

『あんた は、 なァ』 と • かの 女は据 さばきの かるい 膝の さきへ 赤い の を 少し はみ出させながら 坐 わつ 

て、 貞 市と 火鉢 を 間にして さし 向った、 『よう 勉强 してえ らい 人に おなり やしよ。』 

『僕 • 勉強して るに そ ッと渠 はかの 女の 顔 を 見上げた が、 かの 女が にッ こり 笑って こちら を 見つめて 

t ん/ * 

ゐ るのに 目が 出くわした 時には、 からだに しみ 渡る ほどの 權威 ある 優しみ をお ぼえ、 また 目 を 下に 向 

けて、 僅かの 火が 灰に 埋まって るの を 見た。 そして 私 かに 考 へた， 自分の 机の 上 や 枕の あたりに いつ 


もちら 付いて 離れぬ やうに なった かの 女の 姿 はこれ であると. 『僕、 えらくな つたら、 なァ —— J 訴へ 

る やうな、 また 突き詰め たやうな 心持ちに なって、 ぢッ とかの 女 を 2^ 上げて、 『あんた にも ッと /(\ 金 

を 資して あげる。』 

自分もう すく 知って たの だが、 母と 姉と が みィ ちゃんの 事で 時々 云 ひ ひ をして ゐる のによ る 

し ほん 

と • 母 は 父に 內證 でみ ィ ちゃんに 煙草屋 を 開く 资本を 貸して あるの だ。 

父が 會て どこかの 法事に 呼ばれて 行って 留守の 時、 姉 は 母に 向って 火の 如く どなって ゐた。 

『あんた は、 お、 あの人に だまされ てるの や！ 八十 圓と 云へば * お 父 はんに 取っても 大金 だッせ q 

それ をお 父 はんに 隱 して 貸した と 云 ふの が、 そ もく あんた の 弱みです が、 な。』 

『さう か * なァ —— 』 母 は 然し さう 迫って はゐ ないやう であった 。『でも， 少し 利子が 取れる やうに な 

つたら、 ええ やない か？』 

『へん • 利子 どころ か、 元金 かて 向 は 返す 氣 がお ま へん！』 

『そんな わけはな いが、 な。』 

『こッ ちゃが なん ぼ さう 云 ふた かて、 向に 氣が なけり や、 あきま へん。』 

あくにん 

『みィ ちゃん は、 なん ぼ 何でも * そんな 惡人 ではない が、 な。』 

實 際に 母の 云 ふこと が本統 だと は貞 市に も 信じられた。 
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『利子 を 滞 うとお もたら、 あんなに 店が はやって るの やさ かい、 三度に 一度 はわたい が 取りに 行け 

ば渡チ 一ん 箸がない。 店 を 出してから やない か、 あんなに ぞべ らくと いつもえ え 衣 物 を 着る やうに な" - 

つたの も？』 

『そり や、 お 客 を 呼ぶ のに や 少し はえい 衣 物 を 着て をらん ならん。』 

『でも、 ，f 'ィ ちゃん はみだら な 人だッ せ、 いろくな 人と 關係 する 云 ふ 評判が あって。』 

『  』 貞巿 はこれ に 最も 聽き耳 を 立てた。 

『かめ へん やない か、 利子 さへ 取って来れば』 と、 母 は 少し 姉の 反對 をうる さがった。 

ひ みつ 

『あきま へん。 わたい、 もう、 あんた の 秘密な 使 ひなんて いや や！』 

市が これまでの やうに 度々 みィ ちゃんの ところへ 催促に 行かねば、 結局、 自分が^ 付からない でい 

いと、 貞 市に は raa はれた。 渠に は、 姉が 行くな、 行くな と 云 ふ 忠告の 外に、 なほ 一 ついやな 物が あっ- 

た。  それ はみ ィ ちゃんの 亭主で ある。 巖 丈な からだで、 顔に は ひげな ど はやし * 戰爭に 行って 來 たの 

を Sn 殿に、 時々 自分 等の やった 戰 爭の樣 子な ど を 話して 聞かせた こと も あるが • やがて 勳 章と 下賜 食 

とが 貰へ るから と 云って るの は、 とう/ \ うそであった らしい  -V 

そのう そに 母 もの せられて 金 を 貸した ので ある こと は、 姉が また 別な 時に 母に 注意した ので 貞 市に. 

も^った。 然し それ はみ ィ ちゃんの 惡 いので はない と、 渠には 見えた。 


渠 はみ ィ ちゃんに はも ッと でも 金 を 貸して やりたかった" 

『貞 ちゃん、 また 來 たか？』 など 云って、 みィ ちゃんの 亭主が 外から 歸 つて 来る 時な ど は、 A 市 はい- 

やな 顔 をして、 こんな 奴は戰 で 死んで たらよ かった とまで 思 はれた。 

學 校の 歸 りに 立ち寄る 時だッ て、 渠 は先づ 亭主が 奥に ゐ るかね ないか を • 1 方の 耳 をす まして 私 か 

に 注意す る やうに なった。 

『もッ とく 金 を 資して あげる』 と 云った 時には、 亭主がぬ さう でなかった から、 餘 ほど 貞巿は 心.^ 

許した ので ある。 

『さう だッ か』 と、 丸み を帶 びた 聲で &i して、 かの 女 はこの 時 答へ た、 『待って まッ せ。』 

〔貞 ちゃん、 また 來 てるの？』 生憎 * 姉が やって 來 たので、 渠は 半ば 恐れ を懷 いて 直ぐに も 立ち 出で 

ようとして、 腰 を 上げた。 

『ま ァ、 ようお ますが、 な、 一 緒に ぉ歸り やし、 な』 と、 みィ ちゃんに 云 はれて、 權 は突ッ 立った ま 

ま、 ぉづ くと してた が、 ぢッと 姉の こ はい 顔 を 見つめた。 みィ ちゃん は 相 變らす 優しい 聲で、 『えら 

うなったら、 もッ と/ \ わたい にお 金 を 貸して やる 云 やはり まッ せ。』 

ち はう 

『阿呆！』 姉 は にらみ 付けて、 『ぉ歸り！』 

『ま ァ、 ようお ますが、 な。』 
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渠は 5^ び したく もあった が、 また この 權 幕の 姉が みィ ちゃんに 何 を 云 ふか 聽 いて ゐ たかった 9 

『ま ァ、 おかけ やす。』 みィ ちゃん は 姉に も 斯う 優しく 云った。 

『あんた、 ー體』 と、 姉 は 立った まま 出しぬ けに、 『いつ 戻して おくれ やすのや？』 

『お 母 はんに も 申して 置きました 通り』 と、 少しみ ィ ちゃん も 急に きつい 調子で、 『當 分う ち も 苦し ゆ 

おます のんで 11 』 

r お 母 はん は あんた にだ まされて るの だッ さ。』 

『そんな こと 云わ はらんで、 まァ —— 』 

お客さんが 來 たので、 暫 らく 姊と貞 市と が 立った まま にらみ 合って ゐた" が、 客が 去る と、 姉 は 今 

】 度と 云った 風の 思 ひ 切った 言 紫ぶ りで、 

『お 母 はんも * もう、 おこって ゐゃは ます さかい、 な  』 

『然しお 母 はん は 承知して て くれはり まッ せ。』 

かんにん 

『もう、 堪忍な らん 云うて ます。』 

『でも、 うちの こと を 荒立てて は 却ってお 母 はんの 方が お困り だんが * な。』 

11； 市 も それ は 知って るので、 母の かげで やった こと を 自分 も 父へ は 決して 云ツ つけなかった。 然レ 

姉 はみ ィ ちゃんに 答へ た。 


とラ 

f 困っても かま ひま へん. 一 では、 わたい、 お 父 はんに 云うて、 お 父 はんから 取って 貧 ひま ッ さ。」 

『いづれ 返す 云うて まんのに 1 .』 

『よろし ゆお ます！』 姉 はみ ィ ちゃんが 少し 心配 さうな 顔 をした のに も頓瀋 せす、 店 さき を 出た • 桌 

市 も 仕 かたなしに I 緒に 出て、 姉の すたく 歸 るのに ついて 行った。 そして 心のう ちで は、 姉が 父に 

云って しま はなければ いいのに と 祈って ゐた。 さし 當 り-、 母が 父に 叱られる ばか. OV ではない * その 結 

くわ 

果 はみ ィ ちゃんまで も 父に 叱られて、 あの 店が 持て なくなれば、 喰へ なくなって しま ふだら う。 喰へ 

なくなれば、 また どこへ 行って しま ふか も 分らなかった。 それが 蕖には I 番 つらかった。 

家に 歸 つても、 暫 らく は 姉の そば を 離れないで ゐ たが、 姉 は 父の もとへ 行って 告げる % 子 もな し、 

母の 前で もた だ。 

『あんた 勝手にお しな はれ、 わたい、 もう、 みィ ちゃんと こ 行く の はい やです』 と 云って、 母の みィ 

ちゃんに 對 する いろんな 申し わけ や 辯 解を聽 かう ともしない だけであった。 

それからと 云 ふ もの、 貞巿は 机に 向っても、 みィ ちゃんの 可愛 さうな おもかげ ばかり を 見る やうに 

なった。 

或 晚の事 • 食事 もと ッ くに 濟ん で、 母と 父と 姉と 貞巿と は 圍爐裏 を 園んで 世間話 をして ゐ ると • 話 

む ごし 

が どちらから も 出 なくなって、 暫 らく 何も 聞えぬ しんとした 無言の 時間が 繽 いた。 貞 市に は 直ぐみ ィ 
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ちゃん を 思 ひ 出す 餘 地が.^ 來 たが、 その 時、 誰れ も t 笞 がな ^堂の 方で 一 つがん と大 I 鐘が 鳴 

うた。 

すると >  父 は 突然、 

『あ、 また あす は 朝早く 亡者が 御座る ぞ』 と 云った。  ， 

『鼠 か 何 かだんが、 な。 』 姉 は反對 する やうす であった。 

『11^ も、 いたちで も、 あれ はどう も 不思議 だんな』 と、 母 は 信じて ゐる やう だ。 

貞市は その どちらに せよ、 ぉぢけ 付いて 母の そばへ 寄り添った。 

その 夜中の こと. 何だか 大きな 聲 がして ゐ ると 思って 貞巿が 目 を さます と、 母 は氣違 ひの やうに 聲 

しぼり 立てて 苦しんで ゐる。  ： 

『針が ささる、 針が —— 胸 や 11 肩 や — 顔 や 1. 手 や！』 

〔針な どお ま へんが、 な。』 姉 は 最も 心配 さう に 母の 苦しみ ころがる からだ を 追って 行って、 さすって 

ゐ た。 

『しッ かりせ い、 この 祌經 病み！』 父 は突ッ 立った ままで 母 を 叱った。 

『誰れ かわたい を 刺して るの や、 苦しい！ 苦しい！』 

Ji:^ 云 ふな、 しッ かりせ い！』 


『いや、 苦. L い 云 ふの に！』 

『ここ だク か —— こ こだ ッ か？』 姉 は 痛 さうな と こ ろ へ 手 を 持つ て 行く の であ-。 

貞市 も， 可 かなしに おそろしく なって、 床の 上へ 半身 を 起して. Q るので はから だが 落ち着かな いので、 

父の そばへ 出て 行って、 父の そでに つかまった。 それでも なほから だが ぶる くして ゐた。 

暫 らく！ a つと、 母 の 様子 は 納まった。 そしてす や/ \と寢 入った。 

二 こく  ぜんご  . 

然し その 翌晚も 亦 丁度 同じ I 時刻に 同じ 苦しみが 來た。 時計 を 見る と、 午前 二 時 前後であった。 そし 

て あくる 日になる と、 龕閒 はけろ りと したやう に正氣 で、 ただから だの ふしぐ が 痛んで、 けッ たる 

いば かりだと 云って ゐた。 

第三 农 にも 亦 同じ 時刻に 同じ 苦しみが 來た。 

『午前 二 時と 云へば、 昔の 丑滿 どき やさ かい、 ひよ ッ とすると、 わたし は 誰れ かに 呪 はれて やせん や 

•to か？』 母 は 朝の 食事 を まづ さう に喻 ベながら、 呰の 前で 斯う 云った。 

だんげん 

『阿呆 云 ふな！』 父 は 叱りつ ける やうに 斷 言して、 『今どき、 そんな ことがある もんか？』 

I でも、 一 度 • うらな ひ 飾に 兑て もろたら』 と、 » は 心配 さう に 口 を 添へ た。 

f 馬鹿！』 父 は 姉 を も 叱った。 『うらな ひ師 とか 陰陽師と か 云 ふ もの は 他力 佛敎の 邪魔 や。 「八卦 半分 • 

!l 子み なう そ、」 ぶ € る も 八卦 * 當らぬ も 八卦」 や。 寺の ものが そんなと こへ 行た と 云 はれて は、 わし 
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の體 面に かか はる。』 

『そやけ ど、 なァ —— . 』 姉 はま だ ハ乂の 承諾 を 得たい やうな 言葉ぶ りであった。 

『いや、 ならん！ 神經病 やさ かい、 わし は 今から お勤めに 出た 途中で 村 上さん に 相談して 來る。 無 

理 にも 氣を 休める 爲 めに、 寢て をれ。』 

『はいに 母 はいつ もの やうな 返事 をして、 別に 違った 様子 もなかった。 そして 父が 出て 行って 力ら * 

もとの 座に 歸 つて、 

『わたし は 別に 人に 惡 いこと をした おぼえ もない が、 若し 呪 はれて ると したら， みィ ちゃんに か、 な 

ァ 一 I ？』 

『さう だッ さ。』 肺 はい まくし さう にして、 『あの人 は 初手から 金 を 返す 氣で 借った の やお ま へん。』 

『  』 贞 市に はそんな みィ ちゃん か 知らん と 疑 はれた。 

『鬼 も 角、 お 父 はんに 內證で 八卦 見に 行て 來 ておくれ やす。』 

『さう しま ッ さに 姉 は 早速 身 じたく をして、 貞市 にも 一 緖に 行けと 命じた。 かの 女 は、 どこか 行きに 

くいと ころへ ih く 時には、 いつも 小い 弟 を 力に して つれて 行く のが 習惯 であった。 

じんえ き  L. 

『ここへ 來 たこと はお 父 はんに しゃべる の やお ま へんぜ』 と * 姉 は 命令した。 ； g 易と 云 ふ 看板が かけ 

て ある に 這 入. つ. てからの こ. とだ。 


『どうして』 と、 わざとに も 云って 見たかった が、 貞巿に は 姉と 一 緒に 何 か 秘密 を 知る ことが 出來る 

と 云ふ豫 想が 面白味 を 添へ て、 にッ たり 笑って 『うん』 とうな づ かれた。 

六ケ しさうな 顔 をした 人が 出て 來た。 15： 市に は 何だかお そろし く兒 えたが、 姉 は 別に 遠った やうす 

40 ら 

もな くその 人に 語った、 實は、 斯う， （HK ふ 次第で 苦しむ 者が あります が、 どうした わけ か 見て 貰 ひ 

たいと。 

とし 

『そのお 方の 年 は？』 

『五十 三。』 

『  』 暫 らく 書いた 物 を 見て、 『虎の ニ黑 です、 な ァ。』 

『はい。』 

すると、 長い 箸の やうな 物 を 澤山兩 手に 握って、 それ を さら./.. \ と 云 はせ て さばいた。 そして 貞市 

が こ は- のぞいて ゐ ると、 1^ てこな 黑ぃ 四角張った 字の やうな 物 を、 ところ- i\ 漢字の 上に 書いて 

ある 本 を 開ら き、 何 か 貞巿に は 分らぬ 六ケ しい 說明 をして から 云 ふに は、 誰れ か 本人 を 呪って る 者が 

ある。 その 原因 は 借りた 金の ことで、 それ を 返したくない。 (貞巿 に は、 みィ ちゃん はま だ そんな 人で 

ない と 思 はれた。) それで、 ぃッ そのこと、 呪 ひ 殺して しまへ と 云 ふわけ になった の だが、 11 場所 は 

けいだい 

鎭 守の 八幡の 境內だ 。(但し、 若し そんなお そろし. S ことが 出來 ると すれば、 この 境內の やうな ところ 

一 薬 人 inl 
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しかいい 場所はなかった。〕 先づ、 宫に 一 番 近いお ほ 楠の木の 根 を 掘？ 見よ。 (桌布に は >  それが どの 

木で あるか t ジてゐ た。 ？ 遊びに 行って 知って るから。) 一尺ば かりの わら 人形が 出て 來る。 

三尺 は 十分 深く うめて あるし、 もう、 1 ヶ月に もなる から、 あめ 風に うたれ て、 土 は 固くなって ねる、 

それ を 掘り W したら、 身う ちの もの 以外に は 知らせないで 宫の 神に 納める。 すると、 ^はれた 方は氣 

ぶんがす ッ かりょく なって、 ^つた 方が き ッと病 氣か何 かにな つて 死んで しま ふ 。(寅 市 はみ ィ ちゃん 

が 死んだら 可愛 さう だと 思った。) いつまでも、 これ は 人に しゃべったら 祟りが ある。 掘りに 行く もの 

は 本人の 身う ちの もので なければ ならぬ。 行く 時 は、 お ほきな 鍬と 片手 鍬 または じうのうと を 持って 

行く。 埋めた の. どき だから、 掘る の も その 時で なければ ならぬ。 後ろ を 向いたり、 話し をした 

ぐわん 

りしたら、 願が もどる。 

『ありがたう a と 云って、 姉 は そこ を 出た が、 貞市は そのうら なひ師 なる 者が おそろしく なった ま 

さか、 みィ ちゃんが そんな こと はすまい、 あいつ * 八卦と か 云 ふ もの を 見る やうに して、 自分の 實際 

5 んとク  . 

にやった こと を 語って るに 相違ない。 それでなければ * さう 詳しく 本統 のこと が 云へ る 箸^."^ いと 

『抑さん』 と. で • 下向きに 急いでる 姉 を 呼びかけて、 横 あ ひから 云った、 『あいつが したの や、 

な ァ。』 

〔そんな ことが  J 


IT いよ. （- 神經 病ら しい ぞに父 は 二人に 途中で 出くわして 云った T 今 * なァ、 村 上さん とこへ 行て 來 

たら • あの 磐 者が 云 ふに は * 直ぐ 見舞 ひに 行く が、 まァ、 精神 を 落ち着ける 藥 でも 飲ませて、 よく 休 

ませて 置く がえ え。 何 か 心配 ごとで も あるの やさ かい、 落ち着いた 時に それ をよう 聞. S て やれと、 な 

ァ 11 何 かわしに 隱 してお が はんがし てること はない か？』 

『  』 姉 は 心配 さうな 父の 顔 を 歩きながら 横から 見 あげたが、 また 下 を 向いて、 返 がな かつ 

た。 そして 貞巿 はみ ィ ちゃんの こと を 云うて はいけ. ない ぞと云 ふ 風で • 姉の 方 を 見た とたん • 姉 は 

や ッと途 ぎれ くに 答 へた * 『別に —— 何も —— お 母 はんが —— お 父 はんに —— 隱 して る こと ッて 

— I 』 

そう 

『さう か？ 無ければ ないで ええの やが』 と、 父 は 一 麼 困った と 云 はない ばかりにして、 『何 かお 前の 

心當 りで もない か、 なァ？ 练晚 あんなに 苦しむ ので は、 本人 も 困る だろ が、 はたの もの.， r 皆 手の 付 

け やうがないで、 な。』 

『別に —— なにも 11 』 姉 は矢ッ 張り 隱 して 匿く 口ぶりであった。 

母 は 父に 云 はれた 通り、 床 を 取って 寢てゐ たが、 村 上さん が 診 あ をして、 まァ、 精神の 落ち着く 藥 

なす 

チゲ： 飮 ませて 匿く より 仕方がな いと 云って 歸 つたる とで- 姉 は 父の 目 を 盜んで 母の 枕. P とに 行った。 

市 も それに 從 いて 行った が、 聽 いて ゐ ると、 姉 は 母に うらな ひ師の 云った 一部始終 を 語り、 どうした 
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、ら. S いと 相談した。 

r お 初に 相談して 来な はれ』 と、 母 は 注意した。 

うへの 姉 は 紡績 會 社の 事務員に かたまて るの だが、 そこへ 行く 時に も、 貞市は 姉に 從 つて 行つ 

た  ひみつ や 

『こんでも ええ』 と、 姉に 叱られた けれども、 斯うな つて 來て は、 どこまでも 自分 等の 秘密に たっさ 

はって ゐ たかった からな の だ。 

『お f はん は、 この頃 わたい 等が ちょ ッと 困った 時に も 一文 かて 借して くれ へんのに』 と、 うへの J か 

は 不平 を 云った が、 『兎も角、 親の こと やさ かい、 力に なり まッ さ。』 

そしてう への 肺 は 時刻 を 見 計って、 寺の 裏門へ 來た。 下の 姉と 貞 市と は、 また. 父に 知れない やう 

にして、 これ も il^ に 出あった。 が • 誰れ もお そろし さう にして ロを聽 くもの がない 上に、 海の 鳴り 

も 松風 も 聞えぬ、 しんとした i の 夜であった。 貞巿は その 宵から、 シャツ を 着て 用意して ゐ たが、 假 

り寢 をした ので、 塞かった。 

彼の 生れた 寺と 云 ふの は • その 町 を 四角な 物と 見れば * それが 山と 海と に 迫って 行った 一番 隅の 場 

所 を i# ゃレ てわた。 これ を 外れれば、 もう、 人家 はない。 裏門の 通り は 長いお 堀 を 隔てて 一直線の 城 

こ 面し、 隣家の ない 横手に は、 矢ッ 張り 長い 馬場に 添って、 一直線の 松原が あって、 その 松原の そ 


と はお ほ務 とお ほ 海と だ。 そんな あたりの all^ が 皆 しんとして、 露ッ喑 たから 見えぬ 中に、 は 獨 り拋 

り 出された やうな 氣 がした。 

魔い 家の 中 を 便所に さへ 獨 りで 行けぬ 藥には •  §. 初めての 經驗 であった。 

ふと 仰ぎ見る と、 自分のう ちの 寺の 濃い 影 も 四角であった。 その 寺 をめ ぐる 周 園の 庭 も 練り 雜 もさ 

うだ。 お 隣り の 土地 も， 遊びに 行って 知って るが、 四角。 お 向 ふの もさう だ。 お 隣り の その また り 

も、 お 向 ふの その また 向 ふ も、 矢ッ 張り、 四 6： と 思 はれる。 斯う 四角の 物が 集まって るから * 町 その 

物 も 四 <w になる の だら う。 山 や 海 も 四角 を圍む 練り 驟の やうな 物 だ。 して 見る と、 世界 も 亦 四 <w では 

あるまい か？ • 

本堂の 鐘が 人もゐ ない のにがん と 鳴った。 すると、 父 は あす 亡者が 御座る と 云った が、 某して その 

よくあさ 

翌朝、 葬式が あった。 そして 人々 が擄 いで 來た 死人の 與も 四角であった。 

うらな ひの 字 も 亦 四角であった。 

しん 》i き 

閿 その物 もさう であらう —— と 思 ひ 込む と、 かの 神 易の 人の 顔が 思 ひ 出された が、 それが、 ぼう ッ 

と 止めどなく 廣 がって、 黑ぃ 四す みのす み- から 押し迫って 來て、 自分 も 四角に なって しま ふやう 

だ。 

それが 如何にも おそろしくな つたので、 渠は門 內へ驅 け 込んだ。 

」 li 人形  三 五 七 
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『貞 ちゃん.』 と、 下の 肺 は 直ぐ 追ッ かけて 來た。 そして 『あんた が 行かな • をな ごば かりだん が， 

な』 と 1K ふ、 その ひそく と 1& へる やうな、 而も 强ぃ 語て 調が、 また * 鎮 を 四角に 押しす くめる 氣 がし 

た。 

姉が 渠の手 を引ッ つかんだ その 力 は、 あとから 思っても、 弱い をん なから 出た ものではなかった。 

渠 はこれ に IT^ びて、 をのの きながら だが、 二人の 姉 と^に、 掘ば たの 道 を 進む ことにした。 八暢 V" 

は その 突き 當り だ。 

道の 右手 はすべ て 人の 屋敷の 練り 驟が つづき、 左り 手 は 掘 を 隔てて、 遠くす ッと 長い 城 山が 露ッ黑 

な 影 を 引いて ゐる。 

高い の 星 あかり をた よりにして 進んだ の だが、 上の 姉 はお ほ鎩を 肩に かけて 先き に 立ち >  下の 姉 

は 手ぐ は を 持って 後ろに 從 つた。 貞市 は眞ン 中には さまれ て、 泣かぬ ばかりであった。 

ただ 母の 爲 めと 云 ふことば かおに、 多少 辛抱す る餘地 もあった が、 自分の 小舉 校の 後ろ手 を 過ぎ 

て、 宮の 鳥居から】 つ 目の 堀り に 渡した 橋の そばに 來た時 は、 右へ 這 入って 1 つ 目の 通りに みィ ちゃ 

んの 店が あるので、 

ねな 

『みィ ちゃん は 今頃 どうして るの やろ』 と、 その 亭主の 人が 膨 ましくな つ. 

然し 後ろ を毘 たらい けない と 云 ふの だから、 自分の 眼 を 成るべく 前の 方へ、 前の 方へ と 向けて 行つ 


た • 

無論、 一 二人とも 物 は 云 はない ので ある。 堀の 中で お ほきな 鮒 か 鯉 かがば しゃりと はねる 音が 一 つし- 

た。 

お ほ 

ふとい 石の 鳥居の 上に は、 楠の木の 繁 つた 枝が 蔽ひ かかって ゐた。 俄かに また 一 歷喑 くな つた 氣が， 

して それ をお づく とくぐ り、 矢大 ほ 左大臣の 兩方 にがん 張ッ てる 門 を 這 入る と、 直ぐ 左り へまが つ 

たと ころに 目當 てのお ほ 楠が あった。 

貞 市に は 仲間 七 八 名と 共に それの 周圜を 計って 見る 爲め、 手 を 列ね て 取 リ卷 いても なほ  1 小足で あつ、 

た 經驗が ある。 幹の 所々 や 大きな 枝から 赤い 血の やうな しぶが 澤 山吹き 出 てゐる の も 知って ゐた。 

が、 今 * この 木が 目に 這 入る が 早. S か、 ぶる くと からだ ホが 顔へ た。 ことりと、 どこかで 一 つ 物お ■ 

とで も すれば * 忽ち 逃げ出し たに 相違ない。 

姉 ども はな ほ 無言で 木の 周 園の でこぼこした 根 もと を 手 さぐりで ま はって 行った が、 极 のかげ の、 

群に 近いと ころの 土 をう へ の 肺 は 根 もとに 卽 いて 掘り 初めた。 下の 姉 は その そばに 立って る やうで あ 

つたが、 貞市は その 手前の 极 こぶに つかまって、 誰れ か 11 と 云 ふよりも、 何 かお 化けの やうな もの 

*^ろ 

でも — 出て 來 はせ ぬかと、 あたり をお づく、 ぢッ とす かして 見ながら、 ぶる. （-顏 へ をつ づけて 

ゐた。 
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目の前に、 闇の 中に 闇 を i んで そば 立つ お宮の 影 も 四角の 感じが して 來 ると、 おそろしく ツて その 

方 を 見て ゐられ なくなった。 そして 二人の 姉の け は ひがす る 方にば かり 眼 を 向けた。 すると、 不思議 

な ことに は、 段々 と illfe ッ ちり 明いた やうに なって、 うへの 姉の 丸 まげが 見えた。 その 鍬 を 打ち 

おろす 背中が 見えた。 卞の 姉が その 横に しゃがんで また 別な 穴 を 掘つ てるのが 見えた。 そして 自分 は 

いつのまにか 木の 多少 平らに 傾む いた 幹 を 少しの ぼった ところの 瘤に つかまって ゐた。 

宫を 背な かにした ので もう、 ふり 向いて 見る ことが 出来ない のであった。 そして 自分の 今の 足場 

を. りる 時には、 自分の 視線と 直角に 横にす ベり 落ちねば ならぬ。 いよく 自分 その物 も 半ば 四角 を 

形ち 造り 出した。 

そ.^ ヒ、 どし リ、 どし りと、 献が 土に 喰 ひ 入る 響きが 11 高が 女の 弱い 力で と は 云 ひながら 1 0 

の 匈 を そ Q 度 毎に びくく させた。 そして その 響きと、 そのび く 付きとの 間 を、 自分の 目 さきで、 暗 

うだが、 また 明るく も ある 直線の 1^ が往來 した。 が、 それが 自分の 横と 後ろと に 迫って 來 たら 

自分 も 全く 四角の わら 人形と 成って、 世界の 奥から 掘り出され るので はない かと、 しッ かり その 瘤に 

かじり 付いた。 

どし り、 どし. CN  びく/ \！ 

『早う わしの 身代りになる 人形 を 掘り出して れ』 と 叫びたかった が、 叫ばう と あせれば あせる ほど 


聲が 出なかった。 

同じと ころに 踏み こたへ て、 同じと ころに つかまつ てれば こそ， まだし も 確かで あつたと 云 ふだけ 

で —— -1 歩で も 動けば、 きッと 踏み ど を 失った であらう。 

ふか 

うへの 姉 は 1 生 懸命に 掘って ゐ たが、 ニケ 所まで うらな ひ師の 云った 深さに 達して 見た けれども • 

目 あての 物が 出て 來 なかった。 これに 失望した らしく、 がッ かりと 鍬の 手 を 休め、 置いた 鍬の 柯にゅ 

るく 片手 を かけて、 下の 姉の 方 を ふり 向き、 

『無い やない か？」 斯う 低い 聲で 云った のが、 貞 市に は、 四角な 物が 投げ出された やうに 見えた。 

ぢょ 

『あら へん！』 下の 姉の 聲も 四^に 飛んだ。 かの 女 は 手 鍬で また 一 つの 穴 をめ けて ゐた のであった 

が、 この 時 その 鍬 を 持った まま、 つんと 立ち あがった。 

貞市は 俄かに いら/ \ し 出して、 

『無い 喾 はない やない か』 と、 これ も 四角で あつたと 自分ながら 感づかれる やうな IS で 云った。 あの 

うらな ひ師が 自分で 埋めて、 自分で その 埋め 場所 を敎 へたの だもの、 きッと ある！ と は、 他の 二人 

も旣に 承知して ゐ るのに といら 立った の だ。 

皆は暫 らく そのまま 考へ 込んで ゐた。 

高い 楠の木の 枝から、 ぼと り —— ぼと りと 夜つ ゆの 落ちる のが 聞え た。 
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しんもん 

すると、 何かぴ かりと 光った 物が 負 市の 横目に 左り 手の 方に 見えた。 渠は その 方 を 見る と、 神 門の 

そとから 光りが さして ゐる。 そして それが 段々 と廣 がって 來る" やがて あたまに 火のと もった 孅燭を 

立てた 人が 現 はれた。 

あし 《H 

『あ ッ！』 と 云 ふ聲も 出ない ほどび ツ くりして、 貞巿は その 足場 をす ベり 落ち， 落ちた 方に 直ぐ 建つ 

て ゐる小 やしろの かげに 逃げた。 

姉 どもに は 光り はま だ 見える 1 がなかった けれども、 渠等 も渠の 様子 を兑 て、 急に 同じ やうに、 0 

げて來 た。 

『どうしたの？』 う へ の 姉 は 渠の耳 もとへ 顔 を 近づけて 尋ねた。 その 聲 までが わくく とふる へ てゐゾ 

た。 

『  』 渠は、 汲 事が 出来なかった" 

ちょ 

r 貞 ちゃん』 と、 下の 姉 も 顔 をよ せた ので、 はかの 女 も 自分の そばに ゐて くれる ことが 分った。 

渠 はから だ 中が 全く 冷え 通った ほどに 身ぶ る ひしながら、 それでも、 

『靜 かにせ い』 と 云 ふこと を 目つ きと 手つきと で敎 へた。 そして あれ を 見よ と 云 ふ 風に、 息を殺し 

て、 自分の 丈 ほどの 高さの、 そして 1 間 四方 —— これ も 四角であった —— の 石垣の 上へ 背 延び をし.. 

て • その 玉！ S1 の 中に 建つ.^ いほこら のかげ から、 門の 方 をの ぞくと • 鎮には 最も 意外であった" 


I 


うし こく 

話に 聞いて た 丑の刻 まゐ りと はこれ であらう が、 この 人が 若し また 母 を^ ふ 者と Hi: じ 人で あると す 

しん. 

れば、 その 人 は必ら すかの 神 易 うらな ひの 主人 だと 思った。 

ところが、 をん な だ。 白い 装束 をつ けて、 解いた 髮 を眞ン 中から 分け、 その上に 三本の 鱸燭 をと も 

した 燭臺を 戴いて ゐる。 風がない ので 火 は 11^ ッ 直ぐにと もってる が、 一 歩々々 と 進む につれ て、 火が 

ゆらいで その 光りが ちら"^ する。 

その 右の 手に は 撞木の やうな 物 を 持ち、 左り の 手に は 長い 釘を澤 山つ かんで —— 口に はかみ 剃り を 

唆 はへ たのが 光って ゐる。 そのせ ゐ でか、 兩 眼が 兩 方に つり 上って 见 える" 

よく 見る と、 眞 正面に * 鼻す ぢの 通った ところな ど、 みィ ちゃん そッ くりだ。 

『畜生！ お 母 はん を 呪って！』 この 時ば かり は それが 憎たら しかった。 もう、 おそろし くもない か 

ら 飛び sa して 行って、 なぐって やらう かと も考 へられた けれども、 煙草屋の 店に ゐ るみ ィ ちゃん を 思 

ふと.' また、 斯う も變 はる もの か 知らん？ 若しみ ィ ちゃんに 似た 人 鬼で でも あったら、 飛び出す が 

，いか、 取りつ かれて I— Y. 

； 緒に なって 渠の兩 わきから のぞいて ゐる姉 どもの、 をのの きが 自分に も傳 はって^る と、 自 分 も 

矢ッ 張り その 氣 になって、 おそれが 止まなかった。 

楠の木の そばへ 行く ので、 どうす る だら うと 見て ゐ ると、 かの 女 は 貞巿が 前につ かまって ゐた 瘤に 

1^ 人形  11ニハー1！ 
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つかまって、 不思議な ほど やすくと 斡 をの ぼって 行った。 その あとに は あし 場が 付けて あるの が 見 

えた。 

二 間ば かり， あがった ところに ある 木のう ろの 中へ 釘が 幾 本もう ち 込まれる。 貞巿は 母の 苦しむ 姿 を 一 

再び 目の前に 見る やうであった。 

呪 ひが 濟 むと、 その 女 は 再び 下りて 來 るので、 若し こちらへ でも ま はって 來 はせ ぬかと びく 付かれ 

たが、 下りて しま ふと、 その 素足 は —— なんにも 穿いて なかった —— もとの 如く ゅッ くり 歩 力な V 

で、 何だか 物お ぢ したやう に驅 けて 行った。 

見る うちに、 火 は 一 は 消え、 二つ 消え、 三つ 消えて、 白い 衣 物が 黑く なった。 そしてい つ 門 を 出て 

行った か、 その 時の 姿 は 見えなかった。 

『見て おいで。』 う へ の 肺 は 斯う 貞市 を突ッ ついて 命令した。 その 聲は 今の 女の 目の やうに 少し 釣り 上 

つて ゐた。 

『  』 渠 はこの 突然の 聲 にも 一 I 低い に は 低かった が I— ぎよ ッ とした。 再び 無言で a- ッ つか 

れ たので、 からだ を 振って、 いや だと 云 ふ 意味 を 示した。 

『では、 あんた 11 』 

した 

r  』 下の 姉 も突ッ つかれて、 肩 を ゆすった。 


う へ の妳が 石垣 を ま はって 行く ので、 貞 市と 下の 姉と は その後ろ を 離れない やうに くッ 付いて行つ 

た。 

貞 市に は、 姉が 門の そばまで 行って 見て 來 いと 命じた と 受け取れ たの だが、 さう ではなかった。 か 

とほ 

の 女 は 前の 女が した？ ^ りに 楠の木 を 登って 行った ので、 あとの 一 一人 は その 下で おそろし さう にして 待 

つて ゐ ると、 何 か 物 を 持って 下りて 衆た。 そして 獨り言 の やうに、 

『あんなと こに あった のん や。』 これ を聽 いた 貞巿 はまた 身の 毛が よだった。 そして 實ぶ ^ を 見る 勇氣は 

ない が、 四角い 人形に 相 遠ない と 思った 11 あのうら な ひ師が 作った。 

うへ の 姉 は 掘り を こした ところから 鎩を 取り上げ るが 早い か、 すた./ \ と 急ぎ 出した。 貞市も それ 

A 一ら 

に 後れまい と 急ぐ と、 下の 肺 は 渠の手 を 柿へ て E 分 も 後れまい とした。 

『こら- 待て』 と， あとから 何もの かが 追ッ かけて 來さ うで 11 貞巿に は、 前の 女が 驅 けたの も、 つ 

まり、 この 心持ちで あつたと 思 はれた。 

ぼと り、 ぼと りと、 まだ 夜つ ゆが 垂れて ゐる のが 感じられる。 

攀 校の 裏手 を歸る 頃に は、 皆の 足並みが 少し ゆるくな つて ゐて、 

にく 

f 憎い ゃッ ちゃ、 なァ、 ほん まに！』 うへの 姉が 先づ 憎々 しさう に 口 を 切った。 

『ほん まに、 なァ』 と、 下の 姉 も 胸 一 杯 S 感情 を 漏らした。 

蘭 A 形  ーーー六 五 
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食 市 は 姉の 持って る 人形の そばへ 行って さはって 見た 時、 手が 1 面に ちくり としたので、 直ぐ その 

手 を改 した。 然し、 あれ は 本!！ にみ ィ ちゃんであった か、 どうか — どうも 疑 はしかった 

うちの 裏門に 建す ると、 母が 出て 待って ゐた。 

『どうした？』 

『あった、 あった！』 二人の 姉 は ：！^ 時に 二度 も 繰り返した。 

『さう だろ とお もてた の や、 今夜 は 少しも 痛みがなかった さかい。』 

『ま ァ、 うちへ 這 入って』 と 云 ふこと になり • 恰も 長い間の 喑 やみの 旅 をして 來て * 久しぶりに 明る 

みに 出た やうな 氣捋 ちで • ランプの 光り を 見る と • 貞市は 俄かに 肩の 張りが 落ちて、 四角な 恐れ や 形 

ちが 見え なくなった。 そして その わら 入 形 も 自分が 想像した 通りの 眞ッ 四角な 物ではなかった。 渠に 

は、 あの ぃ六ケ しい 漢字の やうな 形ち に 依って 物 を判斷 する うらな ひ師の 作った 人形なら • きッと 

眞ッ 四角で あるに 相違ない とば かり 豫 期された ので あつたが。 

して 兑 ると • どこの 誰れ が 作った ので あらう？ 心のう ちで、 『  まさか、 みィ ちゃん 力 

— ？』 

『畜生！ へこたれ！』 

『亭主 持ちの、 且那 取り！. 


『ほん まに、 いま/ \ しい • なァ！ 

うへの » や： 卜の 姉 やまた 母が 順^に 斯んな Hi 口 を 云って、 而も 1 緒に • この 疊の 上に 投げつ けられ 

た 釘 だらけの 人形 を 見詰めて ゐる 間に、 渠は 自分 も 一 緒に 見つめながら だが、 また 別な ぉぞ毛 立ち を 

心に 感じた or  ： 世界 はかう した ものである、 どこに でも 人 を 呪 ふ ものが をる！ あれが 確かに 

わか 

みィ ちゃんで あるか どうや もま だ 分り や へんのに、 こんな 明るい とこで も， みィ ちゃん を 呪うて る！ 

ど こぞに わし を も 呪うて る ものが あるか も 知れ へん！ 考へ ると、 自分 を 離れた とこ は 皆喑ぃ 世界 や 

I 皆が 何 をして ゐる ことか』 と • そしてけ ふは舉 校で 粟田 を投 ぐって やった こと、 きの ふ は 松原で 

大きな 靑大將 を 裂いた ことな ど を、 それから それへ と 思 ひ 出した。 

はくじ， う 

『これ はわた しが 預っ といて、 あした、 ようお 父 はんに 白狀 して、 始末 をして M ひま ッさ。 わたしが 

お 父 はんに 隱 して 金 を 貸した のが もとく 惡 かった のでお まッ さかい。 —— もう、 おそい さかい、 あ 

んた等 はお 休み』 と • 母 は 皆に 云った。 それから 皆が 寢 床へ もぐり 込んだ が、 桌市は 床の 中で どうも 

獨り 心配で 寢 つかれなかった" 

ほ  しゅもく 

殺した 蛇が うらな ひ師の 冠り 物 をつ けて 化けて 來た。 仲の 惡ぃ 友達が 撩木 を以っ て 追 ひかけ て來 

た。 う へ の 姉が その 喰 は へて ゐ るかみ そり を 落して 口 を 明く と、 盤 若のお 面の やうであった" 

目をつぶって ゐ るから いけない の だら うと • しぶ/^ した 目 を 無理に も 明けて 見れば、 また • 呪 ひ 

翁 人！^  三 六 七 
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の 女が 消えて 行った 時の 樣 子が ありく と 現 はれた。 

『  あの 時、 火が 消えた ので 行く 姿が 見えん ゃラ になった のか 知らん、 それとも、 本お 力 何 力 

のた まし ひで、 段々 ともとの む 無け I に歸 つたの か 知らん？』 兎に角. 自分が あんまりみ ィ ちゃん を 思つ 

てる 爲 めに、 ほかの 物まで がかの 女の 顔に 見え， かの 女の 足に 見えた ので はない かと 云 ふ 疑念 は 暗れ 

^  /» づヒ。 

誰れ それと 誰れ それと は 似て ゐる とか、 あの人と あの 入と は 同じ 星 だと か 云 ふやうな ことが 世界に 

なけ，， ぽ* こんな まぎら^し. S こと は 起るまい にと 思 はれた。 

鬼に 角、 生れて 初めてお そろし かった その 絶頂が みィ ちゃんの 姿であった ので、 もう、 それ以上の 

おそろし. いこと はないだ らう。 して 見る と、 矢ッ 張..、 みィ ちゃんの ところへ 遊びに 行って やらう 

 ゆ こ 七ら れる ほどの こと は 何でもなく なった。 

177  I  P  ノ よち 

そ I こ， しても、 一番 心配な の は、 夜が 明けて 父が どう 云 ふ 處置を 取る かのこと で、 あの人 形 をみ ィ 

ぶ まん 

ちゃんの せゐ にす るの は、 自分に は、 不滿 であった。 

Mi^ はいつ のまに か 眠りに 入った と 見える、 目 を さまして 圍爐 裏の はたへ 行く と、 ^は 出しぬ けに こ 

はい 顔 をして、 

r 貞市 • これから あの 煙草屋へ 遊びに 行たら 承知な らん ぞ！』 


だナ 

『  』貞 市 は 我 知らす 赤い 顔 をして 見せた 1 久 であった が、 母が もう 話を濟 ませた 後 だと 分った • 

r うらな ひ師 なんて これまで.^ じて をら なんだ けれど』 と、 父 は 母に 1K つた、 『なか/ \ 馬鹿にな らん 

もの や、 これ だけ は當 つた さかい、 な ァ。』 

『ほん まだん、 な ァ。』 

『でも』 と， 貞巿は あまへ た 調子で 首 を まげながら 口 を はさんだ、 『あいつが 人形 を 作って、 あいつが 

置い といたん や。』 

『k 聚云 ひな はれ！』 うへの 姉が まだ 歸ら ないで ゐ たので • 新う 叱った 、『そんなら、 上に ある もの を 

—— 下の 土 を 掘れと 云ふ笞 がない やない か？』 

『  』 渠は それ もさう だと 心に 思 ひ 直して 見た。 

その 日， 擧 校から 歸 つて 來て、 早速、 人形 はと 下の 姉に 聽 いて 見る と * 

『もう、 納めました』 とのこと であった。 そして かの 女 は 付け 加へ た T 貸した 金 は、 もう、 取らんで 

もええ ことにな つた さかい、 その代り、 あんた も 二度と 再び あそこへ 行きな はんな よ。 今度 見つけた 

ら、 お 父 はんに 十分 叱って 貰 ひま ッ せ。』 

なさ 

！, おは 如何にも 掀 に 一番 情けない やうな 氣 がした。 然し 父の 嚴 しい 命令で も あるし、 また 肺の 今度 

の 思 ひ 切った 忠吿 でも あるので • 煙草 星へ 寄り道す る こと は斷 念した。 

ま 人^  111 六 九 
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けれども 二日た ち、 三日た ち、 四日 五日と なると、 し 切れ なくなって、 —然し 攀 校の 歸 りに 

は II はれる ので足を向 けない やうに して、 —-it§ に 出た 時には、 そ. 店 を 反對の 

が はから 通って 見る ことが 度 かさなった。 そして その 度 毎に 自分の 胸が どぎ まぎす るの を おそろしい 

うな、 嬉しい やうな 感じ で^し 隱 した。 

そのうち、 みィ ちゃんが 店へ 出て ゐる ことが なくなった。 若し 母 や 姉の 云って る 通り 呪 ひ 返された 

のなら、 可哀 さう であった。 

- また f  くた つと、 かの 女の 店が 晝間 でも 締 つてる やうに なった。 人の 話で は、 病人の 爲 めに 寶 

の 資本まで 皆つ かひ 银 したの だ。 そしてとう/ \ 夜逃げ をして しまった。 

それ を聽き 確かめた 時 、戴 市の 胸に は 『あ 、今 一 度；！^ て 置きたかった』 と 云 ふ 愛着 心が 一 杯に 港った 

そして 其當座 は、 どうしても あの 呢 ひの 女と みィ ちゃんと は 別物 だら うにと 云ふ考 へが 取れなかった。 

そして 又、 i 水 は 年が 行って から は、 みィ ちゃんと うらな ひ 師とは を かしい 關 係であった の だが， 铜 

か をして 男の 方が 燒け くそに * かの 女の かかる 計畫の 1 部 だけ を 漏らした の だら うと 思 はれた。 

それにしても • そんなた わい の 無い ことが 母の 身體に 影響したり、 その 呪-ひ 返しが またみ ィ ちゃん 

の 4Km や 夜逃げに なったり した 理由 は、 いまだに 渠には 分らない ので ある。 

11 (大正 五 年 六月) — 
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『も ラ- rw だ！』 亮 作の 獨备は 胃の i の 中に さう した 氣 ぶんの 寵を ばかり 吸 ひ 入れた B がへ 

ウ てるの か、 それとも、 また、 あたまが 靈 なのか、 どッ ちと も 自分に は 分らな かつ ナ 

氣の 青な つて 山 岡の 家 を 出て、 芝に I をして ゐる いとこの 所へ E 介に 來 てから、 もう * ま」 

週間 は {.^1 く 過ぎた。  こ -  一 u"sflj きをお した 時.^ 

『今 まが 見付かり かかって るので すが- そ i 少し 御 I になり た 』 と 云 ふ 端；" はと；：！： 

ら、 き 行き どころ のない 悲しみと、 野卑ない とこ か I ける II 青對す る隱 した 淚ま 

ひそ  *  0 

そ： がら、 さて また所|ただけ|| つかって r 

、な I を以 つて f 流す I と I さき 持たぬ 亮作 は、 知り まてね な 力ら 


！ ますます 頑固で 因循な 性質のから を： S ら へて、 その 中へ 這 入って、 ，：！ 分の 不運 やら 不 S. 斐な さ を， 

自分で さいなみ 篤る ことし か出来ない ので ある" 

亮 作に は 斯うして 1 日の たつの が 非常にお そろし かった。 一 日 は 1 口と 狭い から を脊负 つて 狹 いど 

ぶの 中へ でも 追 ひ 込まれて 行く やう だ。 そして 分で もい つまで 續くか 分らぬ 生に 對 する 不安と 恐怖 

-.. -カ 明らかに あたまの 中 を往來 して- 居さ ふら ふ 飯が 少しも 身に ならな いやう だ。 

それで、 けさ も， 朝飯 を喻 ふと 直ぐい とこの 家 を 飛び出し たわけ だ。 もう、 遲晚 きの 八篾樱 も 傲つ 

て、 町々 はな まくし い 若 薬に 蔽 はれて ゐる。 インキ 色の {4! から は 目まぐるしい 日光が みなぎって、 

とたん やね 

亞鈴星 根 や 煉瓦 群に 反射して ゐる。 晚 春に 別れる 悲哀 はやが て來 たるべ き 何もの かを迎 へる 喜 悅のゃ 

うに も 受け取れ るが、 何 を 望んでも それに 近づけぬ 自分に は * すべて 花やかな 然しう そば かりの 世界 

さ。 

^ しゃう 

纏に は 過去の 初夏の 印象が 悲喜こもごもの 形に なって、 自分の 意識に のぼって 來た。 そして その 時 

その 時の 初夏 を 背景と した 自分の 姿を考 へて 見る ことが 出來 たけれ ども、 それ は 5.: 今の 境遇 や 心持ち 

と 大した 錢 ひがなかった。 

『僕 は どこまでも —— どこまでも』 と • 太い 叶 息をつかない では ゐられ なかった、 『斯うした、  1&<| に 生 

れついて 來 たの か 知らん？ いつも じめ くした 同じ 一す ぢ路を —1 何等の 變化も 進歩 もな く —— 隣り- 
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の鬆 L の 花や 柳を羡 みなが I つて 行かねば ならん のか？ 自分から 運命の 開拓 もしないで？』 自分 

こ はこれ 編？ あつたに せよ • 臭 自分で さう は いさせたくなかった。 あの |敎の 一 g ぶんお 

言 じられ ぬ こしても、 若し 神が あって * 宇宙の 萬 物 を その 神の 意志 によって 造った とすれば、 少 くと 

も その 一部た 崖 分— 否 • うまく 行けば そ If も なれようと 思 はれる 白 分 ー これが 何等 力の 

意味が 無くて はならぬ。 然 らば、 自分が 持って 生れた i の 生命 を 終る までの 間 を、 何 か 自分に 向く 

.y. 事 を 具 へ VJO^、c^ ない ぢゃァ 困る t. 

ところが、 4r まで 何に 當 つて 見ても、 亮 作に は 向き さう もない 仕事ば かりだ。 渠は 確かに 無意味に 

簡の中 を— I 苦 f —f 廻った やえた。 そして 矢 管 物 £直§ て は I される ばかり 

で、 可 もの も f 得た ことがない。 徒らに 年を取って 行く のが じれ ッ たくなる ばかりで * その 繁 

何事 も mf いで • いつも 『斯うした 運 ts か 知らん. ー』 と 云 ふやうな 疑問に 到着して し f 

f そんな i と共に 足 を 進めながら • いつの 間に t 公園の- W 中 學の擎 なる 林の 中 を 歩いて 

ゐた。 木 さ I は 自分の あたま ハ上 SI して、 深く ■ を 覆 ふて ゐる。 そしね て 風が 渡る 疆に、 

その 葉 室 薬 J は 意味 t 謎で もさ さやき 合 ふか、 輕ぃ 忍び音 を もらして、 その 音が 襟に さ！ フ 

る 太陽の 光線に 白く 輝く の だ。  1.,:。  SA-^ 

攝 はふと， I 分で 强烈 だと 思 はれる 新綠の f そこに かぎ 付けて、 I に 異樣 な 力お た i. 


で 行け K 必らす …… と 身づ から 歩 を 急いで 林間 を 交番の 前へ 拔け、 切り通し 道 を 後藤 伯の わきに 

出て S 公園 本通りの 電 琪 道 を 横切って • 渠は おもい 鐵の 門の 前に 立った" 

この 時 は、 もラ， ちょ ツと 出た 今の 勢 ひはなかった。 鐵の門 は 自分の 力で はどうしても 明き さう で 

はない。 よしんば， 思 ひ 切って 明けて 這 入った ところで、 また、 ぶっかった だけで. & もの も 積極的 こ 

は 得られす * ゎづ かに 得る もの は 屈辱と 後悔と であったら • どうしょう？ お前 は.^ け 者いで、 意久： た 

しだと 云 はぬ ばかりに 取り扱 はれたら？ 

蕖の心 は いぢけ てゐ た —— 今や 香 の ぬ けた であ つ た 。 

午前の 十 時 近く だと 思 はれた。 

『矢 部 新 太郞』 と 書いた、 もう、 古ぼけた 表札 を鐵 門の こ なた から 見上げて、 亮作は ia らく 導躇し 

た" それから *  二三 度 は 門の 前 を 行ったり、 來 たりして 見た。 

,  . ,  げんくわん 

ゃッ とくぐ り を 這 入って 行き、 玄關の 外の 柱に ついた 呼び リン を 押す と • 奥の 方で リ- リ、 リンと 

鳴った の だが、 それが、 先づ、 渠には 自分の 胸に ひやり と 響いた。 

摺り がらすの 戶を 明けた のが 十六 七の 眼の 愛く ろしい 娘の 子であった ので、 それに また 胸が どぎ ま 

その 1 Rr  II 一七 E  、 


ぎした。  ， 

『どなたで いら ッ しゃいます か？』 驛も はきく してね る。 

『  』 亮作は 人の I お とづれ る 時い つも 震す る 淡い 不安に 襲 はれて、 暫 らく 口 を もぐく 

させてから、 『先生 はいら ッ しゃいます か 1. 私 は 田 口です が I. ？」 

娘のお II ぎ 結んだ派 手な メリンス I の 囊がぁ ひの 襖に 消える まで、 じッと 見つめて ゐたカ 

纏 は その 心のう ちで、 

『へん、 先生な どと 云 はれる 仲ではなかった の だが』 と あざ笑った。 

この間の 晚、 友人の 西 川と 共に S れて來 た 時、 お茶 I したの は あの 娘 か 知らん —あの 時の は 

もッと 小さい 娘ではなかった か、 などと 思 ひ つづけて ゐる うちに、 例 Q うす.^ ばた の 本メ. 5^ て. - 

た、 

『や、 さァ、 あがり 給へ。』  — 

『どう 4 らく』 と、 わざとに もこ ちら で尊敬を 表する つもりの あ 挨拶が、 ちょ ッと 勢ひづ いた 爲め に- 

か、  同等の 調子であった。 

矢 部の 動に 通されてから は、 また 心が めいって. i 作 は W された 雷に 半分に じり 上って、 も 

ぢもぢ しヒ。 そして 自分が いよく 口に m すまで は、 ま 分の 持って 來た 用件 を 少し だッて I られま 


いと 思って、 暫 らく は 言葉が 出なかった。 

『もう、 すッ かり inH: 葉に なって しま ひました • な，^ 矢 部 は S; 齋を くの 字形に 取り 卷 いた 二十 坪ば か.？ 

の の 若葉 おわれから 先づ 眺めて、 得意 さう な 微笑 を その 小 に せた。 

『さう です- なぺ亮作も今更らしく^^の方を眺めた。 いろくの 樹が いろくの S^K 葉に 色取られて ゐ 

る。 概、 柳. ^、 桃、 その他 自分に は 名 も 知れない 樹 がごち くと 植わって る。 

:s が 初めて こ の^を 見た の は、 もう 11 ちょ ッ とそら で數 へて 見ても 11 十 何へ やか 以前の こと だ。 

その 時分、 矢 部 は 小い XX 新開の 編輯 長の 職に 就いて ゐた。 編輯 長と 云っても、 無論、 ひら is? や 印.. 

け V？ そん 

刷 職工と 同様 だと は、 謙 遍の辭 ではなく ♦ 資 際の 事： K として 本人が 亮作 等に 語った ことがあった。 

矢 部 は 編輯 長と しての 物好きから、 その 新 M の^ 歌の 選；？？ を もして ゐた。 恰も その 頃 は、 一.i- 岡子锊 

の殁後 まもなかった ので、 歌壇の 或 一 面に 於いて は、 根 岸 派が 非常な 勢力 を 占めて ゐた。 口 ごろ 子規 

の馱 に心醉 して ゐた矢 部 は、 その 選 をす る新駚 壇に 於いても、 极 岸 派の 鼓吹 を 念らなかった。 亮作も . 

< てう 

その 頃：！：々 『あらん かも』 と 一 K ふやうな 口調で 頻りに 投書 をした。 その 綠 故で 歌の 會が ある 度お に 招 

かれ、 矢 部 を 知 hv、 西 川 を 知り、 友人の 誰れ 彼れ を 知り • また 今でも 1 部の 爲 めに は.^, 彩と 崇敬との 

まとに なって る禮 子さん を も 知る ことが 出来た。 

名 を 知って ゐても 顔 を 知らなかった 十五 六 人の 連中が 初めて この 家に 集った 時には、 この 喾齋 はま 

その 1 B  S 七セ 
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つて ゐ なかった。 丁度 今頃の 氣 候で、 奧の六 疊ニ間 をぶ ッ逋 した 座敷から 眺めた この 庭^ ま^ 

初、 レの亮 作に は 如何にも 歌人の 住む らしい 庭の やうに 見えた。 そして 集った 連中 は 自分より 皆え らい 

1 かどの 歌人の やうに 思 はれた T 一 CS と 云 ふの がその 時の 歌 ：1 で、 また 即 詠に 『早苗』 と 云 ふの が释 

せられた。  fc 

亮作は 庭の 山吹の 花の 上から 飛んで 來 たがが 座敷の 障子の さん を 廻って ぶんく 云って るの を 見 詰. 

めながら、 IQP たけ ss かげに、 管うる ほふた あか 纛？ う I を 想像したり、 五月 

雨に 水 S 溢れよう とする 早苗 田の 案山子の 恰好 や、 蛙の 飛び歩く 光景な ど を あたまの 中に 描いたり し. 

て、 頻りに 苦 作に 耽った。 

その 頃の 庭の 木立と — 但し どんな 樹木が あつたの か、 はッ きりと は 記憶に 殘 つて ゐな いが 1 

今 現にお ひ繁 つてる 樹木との 間に、 十 年の 歳月が 流れ セゐ ると は、 亮 作に はどうしても 思へ て 来ない。 

その 枝ぶ りの いい 柳 も、 垣根に 添 ふた 竹林 も、 山吹 も、 どうも 昔の ままの やうに 考 へられて ならな 力- 

った。  否、 うそに も 斯う 考 へて 置きたかった。 

あの i;^ さん は その 間に 意地 づ くの 結婚 をして、 その 人に 死なれて、 今 は 未亡人で あるが、 それで.. 

ももとの 鍾子 さんで はない か？ まして この 庭に は 結婚 もなかった、 死に 刖れ もなかった！ 

自分 だ クても 11 十 年と 云へば、 I 昔 どころ か、 今では 二 昔と も 云 ふが、 — I その 間 に は、 無論 


目まぐるしい 程の 境遇 變化 や、 思想の 變遷 やが あった。 けれども、 自分 は それ 等から 何等の 報酬 も受. 

けて 来ない。 相 變らす 自分の 內 部に は暗愁 S 思 ひが 湧き出る ばかり だ。 そして 十 年 前に この 家 を 尋ね 

た 時よりも j 歷 見すぼらしい 風 をして、 この頃 • 一 二度 矢 部の 前に 坐 わる やうに なった 自分 を、 赏 

情けなく 思った。 

三 

渠は 急に 矢 部に 額 を 見られる のさへ おもはゆ いやうな 氣 がした。 そして 自分の やって 來た その 用件 

を さへ 云 ひたくなかった。 この 問の 晚* 西 川に 伴 はれて 來て、 矢 部の やって る 事業に 使って K ふやう 

になった の だが、 まだ 具體 的に はき まった のでなかった。 

かほつ 

『先生 ■ もう、 かきつ ばた が唤 いたのです か？』 渠は わざと 驚いた やうな 額付き をして、 脊を 延ばし 

楓の 下に いてる 白い 花に 眼 を 移した。  • 

『あれ はかき つばた ぢ やない。 一八です よ。』 矢 部 はお ほやう に 答へ て、 うすら 笑 ひ をしながら、 『いつ 

も 大分： 嫂く の だが、 今年 どうも 楓が 蔭に なって いけない のです。 少し 枝 を 切って やらな くち ゃァ いけ 

ない。』 

終 はり は獨り 言の やうに なって、 あかい 日光が 射して ゐる楓 の 高い 枝 を 見上げた" 

その 一 B  -  三 七 九 
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『さう です か、 一 八と 云 ふので すか？』 亮作も 獨り曾 の やうに 受けながら、 何だか 自分の 無智 を 見す- 

かされる やうない やな 氣 がした。 

『本 W 君に 逢 ひます か？』 本 M と は 矢張り 新耿麼 時代に 矢 部の 家に 出入りした 亮 作の 友人 だ。 

『いえ、 ちッ とも 逢 ひません * この 顷は、 もう、 昔の 友人に も 滅多に 逢 ひません。 變 はりました か. 

ら、 な。』 

『變 はるの は當り 前で しょり。』 

『  』 成る ほど、 矢 部 自身 も變 はった と亮作 は氣が 付いた。 否、 變 はった と 云 ふよりも • 寧ろ， 

t ーラ り 

感傷的な 咏 嘆が 取れて、 ますく 功利の 本色が 出 て來た の だ。 

『もう、 然し.. 子供が あるんだ さう です、 ね、 本 田 君 は？』 

『え、 さう です よ。』 亮作は 矢 部 Q 『然し』 に 少し 共. 噝を 得て、 & 肉な 笑 ひ を =： ル せながら、 『金 チ なんて、 

もう、 二人です から、 な。』 

ル數な 友人 どもで は あるが、 亮 作の 友人 ども は、 もう、 大抵 喫を迎 へたり". 人妻に なったり して ゐ 

る。 長らく 肺病の 爲 めに 苦しんで た禮 子さん も、 いつのまにか 七つになる の兒の 母と して、 今 は 矛. 

亡 人と 云 ふらくな 身に なった j 最近に 妻 を 持った のが 西 川で、 久しく 買 ひ 馴染んで ゐた 女" 年期が 明 

じよたい 

ける の を 待って、 去年の 暮れに、 深 川の 場末で 世帶を 持った 


どんな 女で も 1. 君と 云 ふ 名の 付く もの を 持って、 人 晟大の 務めが 盡 せる のなら、 三十に して まだ 

放浪して ゐる 自分の 如き は 何と 云 ふ意久 地な し. 不甲斐ない 男でぁらぅ？然し^:«<^は^^帶1た友ノ 

の、 平凡で 無味で >  で 因循で、 自分 等の 現竄の 骨ば かり を 犬の やうに しゃぶつ てる 生活 を 思 ふ 

と、 自分 はいつ まで も 築 等の 轍 を 踏まないで、 斯う 自^で ありたい とは考 へながら、 その 下から はま 

た渠 等に は 知れまい と 思 はれる やうな 悲哀が 持ち 上って 來て、 渠 等の 犬の やうな 生活が 却って 羡 まし 

くもなる。 

自分 等が 物質的と 卑しむ 物に も實は 精神的な 努力が ひそみ、 自分 等が 精神的と 高尙 がる 物に もまた 

單に物質的と：s^0もの以上の{41疎がぁって• つまり、 物 靈はニ 元で なく 一元 合致で あると 云ふ哲 S も 

ある こと は。 兼てから 聽き 知って ゐる。 然し 渠 等の 情 態 を 見る と • 物質 以上の 勝利者と は！ ^えで 自 

分 はまた 精祌 以外に 於け る 11^ 者と しか E わ はれない。 ，渠 等と 自分と に は と 人間との 差が ある やう 

だ。 さう かと 云って， 人 間 は 今の 自分の 如き 寂しい •  敢 ない、 悲哀の 敗北 で つづく もので もなか 

らう。 

して 見る と. これ はた だ 何に ぶっかっても 擊退 される 自分 だけの 邋命 だと も 思 はれた" そして この 

蓮 命の I 卷 きの 中に もがいて る 自分 を 自分で 傍觀 する 時、 亮作 はいつ も 自分の からだの 不具 を呢ひ 

自分 の 精神の ひねくれ を^ ひ、 ^131分の 境遇 の 不如意 を 呪 ふの であった。 

その】 日  三 八】 
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がんたん 

纏 は 思 ひ， 切って、 一度" 勞働 者の 仲間に 這 入って 見た こと も ある。 或簡單 な發明 品の 製造 工場で、 

出來た 品物 を澤山 入れた 箱 を 肩に 蓮んで、 倉へ 入れたり、 車に 積んだり する だけので とだから、 あま 

り 力 も 入らす、 骨 も 折れ はしなかった が、 或 時. から 箱 を 向 ふから 運んで 來る ものと ぶっかって ♦ 荷 

を 持った まま あ ふ 向けに 倒れた。 そしてび ッ くりした 爲 めに 心 臟に 故障が 出来て、 二週間ば かり 褥に 

就いた。 

かん 

それと 云 ふの も • 渠は 極度の 近視眼 だ。 遣傳 的に 癎の强 かった 渠は、 三つば かりの 時. - 自分の 思 ふ 

通りに 成らない と 云って はわ ッと 泣き 入った 上げ 句、 いつも 库： 攣を 起す のであった。 その 結 茶 * 渠の 

眼球に 掀衝を 起して 取り返しの 付かぬ 痼疾と なった。 

小學 校の 三 四 年の 頃になる と、 もう、 黑 板に 書いた 算術の 問題な ども 明瞭に は 見えなかった。 その 

ねた 

時分から 渠は 自分の 運命 を 悲しんだ。 そして あらゆる ものに 對 して 一種の 妬みと 侮辱と を 感じた。 そ 

も- フ ろ- フ 

して 一 種 朦朧と してう す晤 いやうな 世界が 自分の あたまの 中に ひろがった。 . 

. ル舉 以上の 學 校へ 行く 時、 芝居 を 見に 行く 時、 若しくは また 机に 向って 讀書 をす る 時 • 亮作は 人 一 

倍 若しくは 數 倍の 努力と 疯勞と を 感じた。 薄い 幕が 絶えす 渠の 眼の 前に かかって ゐた。 そして 視力の 

不正確から 來る豫 想 外の 過失 は 徒らに 渠の爲 めに 衆人の 嘲笑と 憐愍と を 買った。 

Ji は ひとりで 机に 向って る 時な ど， どんなに 自分の 眼疾 を悲ん だら う 1- どんなに 自分の 不幸 を？ 


幾た びか fK に 向って 自分の 机 をう ち 叩き、 

よりと も 

『馬鹿野郎！』 は すすり泣きに ならう とすろ 淚の聲 であった。 ® の 前で 自分の 眼 を 自分が えぐり 拔 

いた 景淸 のこと や、 .1:11 分の 眼 玉 を樓 門に 掛けた と 云 ふ 伍子 胥 のこと 一な ど を 思 ひ 出す と • それでも、 渠 

等と 自分と を 比較して 見る 餘裕 が出來 て、 自分の 眼球へ m^w 的に 持って行か うとした ナイフの 手 を 差 

しひ か へ たこと も ある。 

こんな 風に して 渠の 年と 共に 成長した 沈 で、 かたくなな 性質. 勝ち 氣で、 飽き ッ ぼく、 短：^ な 性 

質が、 渠を いつも 世の 成功から 遠ざから しめた。 

矢 部のお ほやう で 樂.： K 的な 樣子を 見せつ けられる と、 この 時 • 亮 作に は 今更ら の やうに 自分の 心の 

ぼうく わん 

姿が 意久 地な く傍觀 される ので ある。 

亮 作が 矢 部 と^して 有耶無耶の 間に 別れた。 あとで 考 へて 見る と • 何の 爲 めに 渠を 訪問した のか 無 

意味であった。 

けれども • さすがに 臆病な 亮作も 持って行った 用件 だけ は 思 ひ 切って よどみく 云 ひ 出した • —— 

『で、 そんな やうな わけで 11 非常に 困って をり ますので 一 I 先日のお 話の 仕事が 願 へ れば — 非常 
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に —— 結構な のです。』 


『ところが、 ね、 君 • あれ はま だぎ なる か 分らない の だ。』 矢 部の 無責任に I れ ないで は ゐられ な 

かった。 『尤も、 その 方へ 奔走して ゐる人 も あるんだ が、 ね —— ただ 講演 部 だと 云っても、 恶 礎から 固 

めて 行かな くち やなら な いんだから • ね。 かう 云 ふ 宗敎的 事業 はな かく 六ケ しいよ、 君。』 

な ァん のこ ッた！ お i て の話に據 ると、 もう、 ぉ翌 てが してあって、 直ぐに も 初められる やうな 

こと を 云って f ながら！ 亮作は 矢 まこ 2晶 に はむ ッ とした。 が、 怒る こと もで きなかった。 

『私が 喰べ られ る範變 於いてで いいのです』 とまで、 報酬の ことに も 立ち入って、 この間の 晚 は話 

があった の だ。 

『それ も 程度問題 だが、 鬼に 角. 考 へて 置きましょう』 と、 矢 部 は その 時 答 へた。 それ を E ぬ U 出す 

と、 S 宗敎 的と 云 ふいい", 仏に つり 込んで、 こちら を 初めから 好意 づ くで 働かせよう とする つもり 

であった のか 知らん？ それが 暗に 相違した ので、 け ふの やうな 瞹昧な こと を 云って 逃げた 0 ぢゃァ あ 

るまい か？ それとも、 な疆の もとに ある 一 種の i 熱に 管れ て、 安 f 合 ひ をした が、 それ 

が ふやう に 行かない ので、 こんな 雲 を摑む やうな こと を 云った の だら うか？ 一 „s 作 は 鬼 も 角 矢 部の 意 

志 を 確め ようとして、 わざと、 

『先生. さう すると、 もう、 あれ はお やめに なった のです か？』 


『いや、 いづれ はやらな くち やならない の だが 11 』 矢 部 は 少し 問 を 置いて から、 相變 ら， f 樂大 的に、 

しんか 5 

r 實は、 まだ 具體 的に 規則書が 出 來てゐ ない ので、 ね。 然し 信仰と 努力と でき ッと 出来る。 僕 は 初め 

から 小さな ところな どで やりた く はない の だから、 ね。 金持ちから 大いに 寄附 を させて • 先づ 第一 に 

寄宿 舍を 建てな くち やならない。 それに 1 般靑 年の 高潔な 娛樂 場と して、 靑年食 館 を 建てる。 なかな 

け*|  く b 一 

かする leu?- が潷山 あるの だ。 今やって る 努力 協會 もつ まり それに 對 する 機 關 事業な のです。』 

にち ん 

亮 作に はいよ./ \ 矢 部の IK ふこと が 分ら なくなった。 霞 を 隔てて 日輪 を 見る やうに はお ぼろげ に そ 

れと渠 の 心持ちが 讀 めないでも なかった が、 それが 菜して 一 I さう 氣さ うに 11 實行 できる こと だ 

ら、 フ か？ 

亮 作に は 矢 部が 耶蘇 敎 信者で ある こと は 知れて ゐた。 また 努力 主義と 云 ふ 地方 靑年 相手の (實は • 

矢 部の ドル 箱に なって る 古本 依託 販寶の カタログの やうな) 貧弱な 雜誌を 出して ゐる こと は 知れて ゐ 

た、、 亮 作が 現に 手傳 はう と 思 ッて來 たの は、 この 雜 誌の 編輯 や 記事 をであった。 ところが- 矢 部 は そ 

.  is う ぼく 

の 話 を • どうも、 ただ 茫漠たる 傳 道的蓽 業の 方へ 持って行く のであった。 

. どリ よく 

- 『努力 主義の 方の 仕禀 はない のです か、 先生？』 

『いや、 それが です、 片 I 方の 事業が 盛んになれば、 勢 ひ、 雜 誌の 方の 仕事 も 多くなる のです。 なに、 

やって 出來 ない ことはありません よ。 キリスト や 日 蓬 を 見 給へ、 藥等は あらゆる 迫 や 辛苦に 耐 へて 

その】 P  3 八 五 
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渠等 自身 の 事業. V 遂行した ぢ やな い か？』 

亮乍 はいよ く 驚き OK れた。 * 氣で物 を 云って るの か、 わざと 惚けて ゐる のか？ それに 對 していら 

(らして しまったので、 もう、 ロを聽 くまいと した。 

たと へ 矢 部が その 云 ふところの 傳道的 事業に 實 際に たづ さはる としても、 蕖には それに 必要な だけ 

の 熱心な 信仰と 自信と が あり 得よう か -1 大道に 立って 辻說法 をす る だけの？ 泰然と して 十字架に か 

かる だげ の？ 

亮 作の 見る ところでは、 矢 部 はごく 冷靜 な、 1^1* 的な 人で ある。 うす 笑 ひの 中に 利害の 觀念 ばか リ 

を 包んで、 批評 的 話柄に は 富んで ゐ るが-情熱 的な • 犠牲的な 精神の 充實 して ゐる 人と は 思 はれな 

若し IDl^ にして ni^ り そめに も宗敎 上の 信仰に 生きよう とする 熱が 出た の だと すれば、 それ は 一二 年扩 

に 細君 を 失った 悲愁が たまく 蕩の 日頃の 事業 心に 結 托した 臨時の 現象で あらう。 斯う 結論す るの が. 

最も 妥當 でない かと 思 はれた。 

若し 信仰 上の ことに も パンが 伴 ふと 云 ふの なら、 亮 作の 氣 まぐれ は 矢 部の 尻 馬に 乘 つて、 まだ 餘裕 

の ある 野次馬 どもが 社會 主義の 演說 をして ま はった 時代の 如く  • 矢 部の いっか やり 出す と 云 ふ 事業に 

たづ さはり • 演說の 一 つや 二つ はやっても おもしろかった らう。 が、 亮 作に は 差し 當り， 無條 件の パ 

ンが 必要であった。 何 か 知ら 與 へられた ままの 勞働 でもい いから * 自. W な 腹 を 持ら へて 若葉の 香 を 味 


は ひたいの である， 

攀 

それでも、 濕は矢 部の 家 を辭 する 時、 

『どうか それが 具體 的に なったら • 何 ぶん 一 つお 願 ひ 申します』 と、 腹に もない こと を 11 寓 一 赏現 

される 時が あらば と賴 みを殘 して 11 口に 出した。 そして それだけ 現在の itt! 腹を增 した 氣 がした。 

五 

然し I 方に は 矢 部の 心のう ち を 見拔 いて やった やうな 愉快 も 伴 ふま まに、 元氣を ふり 起して 芝 公園 

あざぶ 

を 赤 羽根 橋に 出て * 橋 を 渡らないで 電車 を 横切り • 川 添 ひに 麻布 を 十番に 出で • やがて 鳥居 坂 をの ぼ 

かたが は 

りつつ あった。 日光 はて かくと 片側の 煉瓦 雜に 反射し、 白く 往來 にぎらく と 光った。 

渠は 喘ぐ やうに して 坂 を 上りながら、 尸 ンケチ で 幾た びか 額の 汗 を ふいた。 帽子の 中の 皮 はぐ ッし 

より 濡れて、 かぶる に は氣& ちが 惡 かった。 

太陽 はいつ か あたまの 上に 來てゐ たが、 渠は { 仝 腹 を 感じても、 別に 晝 飯に ありつく 當て もなかつ 

た。 ふところの 小 使 ひ錢は 分って るので • 實に 心細かった。 

『なァ に、 晝 飯ぐ らゐ拔 きにした ッて』 と 思 ふ 下から、 また 少しで も 小 使 ひの ある 中 は 瞳べ すに はゐ 

られ ないやうな 氣 がした。 

その】 m  11 一八 七 


泡 鳴 第四卷  一一 ーヌ八 

鎮は坂 をの ぼり 結め ると、 ふと 立ち どまった。 そして 右の 手 を 左り の 脇の 下へ 當 てて 見る と、 心臃 

ろく  C つ  « 

は 早鐘の やうに 打って ねた。 もれが まだ 平 調に ならぬ うちに • 肋骨の あたりに 何となく 痛み を お^え 

るので ある。 

思 ひ 出す と、 この 冬 * 自分 は 肋 膜 を ゎづら つた。 二日と 云 ふ もの、 朝 ゆ ふ、 しっこい 熱に 襲 はれて 

苦しんだ。 その 頃、 山 岡の 純 君が 盲腸炎 を 病んで 病院に 這 入って たので • 练日 • 自分 は 熱 を 押して 見 

ちう しゃ 

舞 ひに 行った。 そして その 歸 りに 富士見 町の 醫 者へ まわって 自分の 注射 をして 貰った— 

山 岡に lili で手傳 つてた 亮作 は、 それでも、 自分で 何とか 無理算段 をして I 週間ば かり 醫 者に 通つ 

た。 一 日 三十 錢 では 高い 方で もなかったら ラが、 それが 針 二十 本に もな つた 後 は、 つづいて 行く こと 

が 出来なかった。 患部の 痛み は餘 ほど 取れて ゐ たが、 熱の 爲 めに 夜中 • あたまの 破れさうな 頭痛の す 

るの が 非常にお そろし かった。 その 時、 ふと 思 ひ 出した の は 鱧 子さん が 食 養 療法で 非常に 効 菜 を擧げ 

てること を だ。 

そして あらまし の 容態 を 書いた 末に、 その 療法 ゃ手當 ての/^ とに 就いて 詳しい 質問の 手紙 を かの 女 

て がみ 

に 送った。 考 へても ぞッ とする ほど 感傷的な 手紙であった。 

驩 子さん から は 折り返し 長いく 返事が 來た。 そして こちら を勵 ます やうな 文句の 末に、 

『私 も寢 てない と、 行って 見て 上げても いいのです けれど • ね』 とあった。 


それが ほんとの 心情なら * それだけで でも 自分の 病氣は 直る やうに S はれた。 誰れ もた よりに ふ 

もの もない 弱い 分に は、 女の 斯うした 手紙の 端々 にも 少 からぬ 感動が あった。 

その後 • 亮 作は禮 子さん から 敎 へられた 手 當てを 金 科玉條 として、 自分の 患部に 芋ぐ すり を 塗つ 

しゃう が 

た あたまの 地肌に は、 胡麻油と 生薑の 汁との まぜた もの や、 林檎の 汁な ど を 指り. 込んだ。 熱を叹 る- 

爲 めに は 大根お ろし や 椎聲の 煎じた の も 飲んだ。 氣 のせいでも あったら うが、 その 晩から、 破， 1 る や 

うな 頭痛 も. 1^ ほどに 感じなかった。 患部の 痛み も だんく 忘れて 行き • 熱き 潮の 引く やうに 去った。 

その. 後 全く 健康 狀 態に 復 した こと は復 したが、 めッ きり 精力 は 消耗した。 少し 無理 をしたり、 遠み 

ちで もしたり すると、 大變な 疲勞を おぼえる し、 どうかす ると、 また、 肋骨の あたりに 窗みを i じ 初 

らラ 

める ので ある。 與 へられた 勞 働と 云っても、 近視眼で は 出 ぬ ことと この 肋骨に さわる ことと は斷然 

引き受け まいと 決心した u> 

. ^ぽ 

自分 を がらんどうの ガラス 玉と 庇 ひながら、 右の たなごころで そッと 脇の 下 を 押さへ てゐ ると、 

骨の 痛み もやが て 消えた。 渠は 俄かに 禮 子さん に 逢 ひたくな つた。 あの 美しい、 なつかしい 111 I い 

つも 微笑 を湛 へて 11 。 

亮 作に は 百の 說 法よりも ただ 】 人の あたたかい 情と まことの とに 接したかった。 K れ でもい い， A 

ら， 自分のから だと 精神と を 取りまとめて 5^ れる やうな 人が 欲しかった。 

その 1 B  一 一】 八. 》 
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臂 車 を 淸水谷 町で 下りる と * そこから 鱧 子さん の 家 は 直ぐであった。 

一ヶ月ば かり 前に 雜司ケ 谷の 家 を 引き 拂 つて 、かの 女 は 一人で 植物 画 森が 見 おろされる やうな 一一 

階の 一 窒を 借りて 住んだ。  、』 .  n 

『わ t し、 麦て 初めて 一 人で 住んで 見る Q です が、 ね、 長く 續くか 知ら？』 を 思 ひ 出す と 亮作は 

その 時む しろ あんな ip く かの 女が よく 自炊 をして ゐられ ると あやぶまれた。 そして 〇〇〇| 校の. 

敎師 として 羽 猿り のい い 姉が、 あんなに 妹 思 ひで ありながら • よくも かの 女 を 一人で 放して 置く と。 

途々， 亮作は 不安に 襲 はれて、 若し や 留守で は 1. と 思った が * それ は 無駄で あつ プ 

『あら、 田 口さん、 よくいら しったの、 ね。』 

例の 美しい 隨 は- 亮作を てに ッ こりした。 何 か 原稿 を 書いて ゐ たのら しい。 築が 部屋へ 這 入る 

と、 かの 女 は デスクの 上の 原稿紙へ ペン を 置き • かけて た 椅子 を 離れた 

『御 勉強です か？』 

「いえ、 ね、 この間 か I まれて た P があります の。 ところが、 なまけて て 今までち ッ とも 書かな. 

かった の。 それ をけ ふから ぼつく 初めました のです よ。』 


亮作 は- かの 女が 立った ままこ ちら を 見つめて、 少しもい や 味の ない s< をして、 物 を 云って る そ.. 

の 顔つきに 入りながら * 自分 も 微笑 をして ゐた。 

『まァ 坐 わりましよう よ。』 かの 女は亮 作に 坐蒲圑 をす すめ • 自分 も 少し 離れて 坐 わりながら。 『この 

間、 遲 かって？』 

『え • また 戶締 りを喻 つてし まった のです。』 

『悪かった、 わ • ね。』 

じ や ま 

『な ァ. に." それよりも • あの 日、 ひる 間から あなたのお 墓詣 りの 出さき をお 邪 鼹 してす みませんで レ- 

たに 

『  』 かの 女 は それに は 答へ なかった。 『きの ふ、 ね • ぉ墓詣 りの 歸 りに、 川 田さん のと ころ 

で、 千代 子さん にお 逢 ひしました のです よ。 さう して、 歸 りに また、 とう./ \* わたしの ところへ 引 

ッ 張って 來て、 ね * それから また 夜の 十 時まで 話し込んで しまったの。』 

『それ は 愉快で したう —— 』 

「.^^决ッて —— わたし、 この頃 は、 わざとに も 子供の やうに なつ てるのよ、 くよ くした ッて 詰らな 

いから。』 かの 女 は 大理石で も 刻んだ やうな 小鼻へ に ッと笑 ひを兑 せて、 それ を暫 らく 默 つてつ づけ 

た。 その 間 亮作も IS つて： Q た。』 まァ、 お茶 を 入れましょう、 ね。 わたし、 獨 りで ゐ ると， 一日 だッて 
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人れ たこと がない の、 無性、 ね。』  ， 

かの 女 は 初めて 横に 下 を 向いて 火鉢の 消え かかった 火 を ほじく り 出した。 - . 

ひたへ は 多少 出て ゐ るが、 寧ろ 利口な しるしの やうで、 鼻す おが 通って、 色の 白く 引き締った 横 力 

ほ もよ かった" 

『お茶よりも 先 づ僕は 水 を 一杯 欲しい。』 亮作は 心 易く 自分で 立って、 椽が はの 水の あると ころへ 行か 

うとした" 

『そんなら、 コップ 上げます、 わ。』 禮子も 立ち あがって、 茶箪笥の 引き出し からがら すの を 出して 來 

て 、『これ はよ く 洗って あるので すから、 大丈夫よ。』 

『そんな 御 心配 は 11 」 亮作 は無雜 作に それ を 受け取つ たが、 かの 女が かう した 言葉の 端にまで も自 

分の 病 氣に關 する 不注意な どのない こと を 示め して、 人に 嫌 惡の情 を 起させまい とする 心根 を、 限り 

なく いぢら しかった。 

『田 口さん、 もう、 何時でしょう、 ね？』 

『さう です、 ね、 もう 一 時になる でしよ 5 か？』 


亮作 はこの 時 もとの 火鉢のと ころへ 坐 わって ゐた。 

『あなた』 と- 火 を 吹いて た 禮子は 突然の やうに あたま を 上げて、 『ご g はま だ？ ，11 わたし もま だな 

の。 あがらない —— 一緒に？』 

『僕 は、 もう、 たべて 來 たのです。』 こんな うそをつ いてまで も、 亮作 はかの 女の やさしく こ 小！^ を かし 

げた 姿 をゃァ わり 受けて ゐ ようとした。 この間から 時々 來ては その 度 毎に 御馳走に なった のが 氣の毒 

でもあった。 

『遠慮し な いで もい い、 わ。』 か の 女 は 一 作の に え 切れな か つ た 返事 を 見て 取ったら し い。 『別に 御馳 

なんて あり ゃァ しないんで すよ。 です けれど、 玄米の ご飯 ぢゃァ しゃう がない、 わ、 な。』 

『僕， ほんと にいい のです よ 。』 

『でも、 田 口さん 11 』 少し 笑 ひながら 間を置いて、 遠慮が ちに、 『何 か 買って 來て 下さらない — い 

つもお 氣の 毒です けれど？』 

『え • 買って 來 るの は 何でも 買って 來 てあげ ますが 11 』 これまで にも 度々 かの 女の 使 ひ はして やつ 

た • 

然し 渠は どこまでも 自分 を かの 女の 前に 上品に 取り扱 はう としたの だが、 お i から 感じて ゐ ながら 

も、 かの 女の 前で は 多少 まぎれて ゐた K1 腹が、 ご飯と 聽 いて、 俄かに 承知し なくなった のか、 ひそか 

その  一 B  S 
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にぐう./, \ と 中から する やうな 氣 がして、 目の 落ち込む で 行く かと 思 はれる ほど * 亮作 自身の 富- 

葉 や 顔つきに た わい のない iM が 出来た やうお。 それ を まぎらせよう とすれば する 程， 一 歷 われな が 

ら 顔が とぼけて 行く やう だ。 

渠は異 生の 感情から ii して 眞の 美と 愛の 極致と に禮 子さん を 置いて 置きたかった" そして 純な 聖 

敎 徒の やうな 心で その 前に ひれ 伏して ゐ たかった。 かの 女の 玉 を 刻ん. おやうな 姿 1. 盛り 溢れる やう 

な 純淸な WW 想 I. 崇高な 花の やうな 美と あしたの 露の やうな 淸 さと を 有する 心情 I. それ 等が 少しも 

偽 はらないで 流露す る その 歌 I- つまり、 かの 女に 對 する 殆ど 絕對の 如き 戀か 尊敬 か を 渠が懷 くに 至 

つたの は- きの ふけ ふの ことで はなく、 實に， かの 女 を 知った そ もく からで II 。 かの 女が 同病 相 

憐 比しで、 肺病の Itk を 持って から も變 はらなかった。 また、 かの 女が その 所 天 を數 年間 看護して、 

とうく それに 死に別れた 今日で も變 つて ゐ ない。 そして 淸ぃ 美く しい 十 年の 交際 は そこに 何等の， 汚 

點も とどめて 來 なかった。 

かの 女 こ は、 然し * そこまで 分って るか どうか、 一 作 は 確め ようとす る勇氣 がなかった。 自分 はか 

あさつゆ 

の 女に 比べ て あまり に 貧弱で、 朝日に 對 する 朝露で しか 無力 つ た。 

『『口さん、 5^ にしましょう、 ね。 あなたの すきな 物 をお ッ しゃい 』 

1^,*^ い 命令 をで も 受けた やうに なって、 うそ を 云った 申し わけら しく 禮子 さんの 額 もじ ッと 見つ、. 


める と. 今度 は 腹の 蟲が 相手に も聽 える ほどの 音を立てて ぐう ッと 云った。 

きはん 

『僕 は 何でん いいので すよ？、 買って 來る のなら —— また 赤飯なら あなたに も あがれる でしよう。』 

『それなら、 嬉しい * わ。』 食 養家の かの 女に は 褒も賞 美され る 食物で あるの は 分って ねた。 『でも、 ま 

た あんな 駄汁 粉屋なん かへ 行く の は、 あなた * おいや ぢ やない？』 

『僕 はかま ひません。』 何だか 確かな 力が 出て 來た やう だノ 「僕 等 はいつ も 平 氣で這 入 つてる のです か 

ら。』  . 

『お 氣の毒 • ね』 と、 多少い たづら じみた 微笑 を 加へ ながら、 『そんなら、 ついでに、 あなたの 好きな 

おかし わ も、 ね、 少し 11 』 

亮作は 自分の くち やくに なって る 搾 をぬ いで、 禮 子さん から 受け取った メリンスの 燃える やうに. 

.  つか 

赤 い 風呂敷お 片手に 掴んだ。 

『わたし * この頃， ほんと に 生きたい と 思 ひます の。』 

かの 女の 食事が はりの 物が 濟んだ 時の • かの 女の 出しぬ けな 霄 i:. であった。 亮作 はいくつ 目 かの か 

しわ 餅を頰 張った ところな ので * 暫 らく 物が 云へ す * じッ とかの 女の 奇 龍に 輝く 眼の 額 を 見つめて ゐ 
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たが 無理に 口の 中の 物 を吞み 込んで から、 

『と 云 ふの は —— ？』 

『でも』 と、 かの 女 はこ ちらの 無作法 を氣 にかけ てゐ なかった らしく、 『この美く しい 初夏の 日光 を 風 

ると、 つくづく さう 思 ふの よ。 この頃 はどうした のか、 死にたい なんて 感じ はち ッ とも 起らない の。 

たまに はさう した 心持ち も 起って 見れば いいと 思 ふので すけれ ど • ね — つまり、 執 力 多くな つた 

の だ、 わ、 ね。 それに、 また、 1 ヶ月 前から 初めた 玄米が わたしの からだに 大變 よかった の。』 

道理で この頃 鱧 子さん の 健康 狀 態が 長く 績 くやう である。 いつもなら * 一ヶ月に きッと 二三 度 は^ 

に就ハ たのが、 この 一月と 云 ふ もの は、 亡くなった 人の 追悼 會に 自分から 出て 奔走した. =.、 いろく 

な 意味で 恩人で ある 〇〇 氏の 兒が 死んだ 時に もよ く 働いたり、 また 姉さんの 用で 一週間ば かり 田舍へ 

行って 卞、 でり、 いつもの 禮 子さん なら S 分から だの 無理 をした のおが、 それが 別に 疲勞ゃ 病臥の 樣子 

もな く、 不思議な 程であった。 

ぉゥ Ap* 

『ほんと に 玄米の せ いでし ようか？ 鬼に^、 大變 この頃 はお 達者に なられた やうです よ。』 

『え、 あんな 無理 を 度. - しても * ね。』 かの 女 は 如何にも 嬉し さう に、 『わたし は、 きクと • なほって 見 

るつ もりです， わ。』 

『そり ゃァ、 きッ とな ほります • さ。 あなたが なほら うとな さり ゃァ、 ね。 さうな り ゃァ、 もう、 【 


I  せつ f ク 

つの 信仰です から。』 何となく 自分の 信用す る牧 はの 說敎 をで も聽 いてる 氣 になって、 自分ながら 自分 

の 言葉に しみじみした 感じ を おぼえた。 同時に、 かの 矢 部の 口調 をで も眞 似た やうに 自分ながら 思へ 

た。 

「あなた、 赤飯が まだ 殘っ てます- わ。 お あがん なさらない？』 

『  』 たべた いのは やまく であった が、 自分に は 初めからの 行きが かり 上、 それに は 手 をつ 

けないで、 かしわ 餅の 方ば か. を 澤山喻 つた。 その 勸 めに はどッ ちと も 答へ をし なかった。 北の 恣 Q 

半ば 明いた 障子の 間から 外 を 眺めて ゐた。 

植物 圚の 森の 新綠は 直ぐ 眼の 前に 在った。 太陽の 光線 は それにい ろ./. \ 'の 縞模様 を 見せて、 濃く 淡 

く 陰^ を 作って ゐる。 谷 あ ひに は 御殿 町 や 氷 I 町 一 體の 貧民窟の 亞鉛 家屋が、 たと へば- 1 の 中へ 追 

t 込ま，. たいる かの 群の やうに、 並んで ゐる。 その上 や 瓦屋根の 上 やに 反射す る 光りの 中に、 きたな 

い 襦抨ゃ 猿股が 白く 乾されて. （ それでも， は 磨き上げた 碧玉の やうに 美く しい。 そして 生の 緊 

張した 賴 母し さを傳 へて 來た。 

『ああ、 僕 もほんと に 生きたい、 そして ほんと に 死にたい。』 斯う 亮 作の 胸 は 躍った。 • 築に は * 實際 • 

この 外界の 現象に 對 して 生きて いいやう にも 又 死んで いいやう にも 思 はれる の だ。 かかる て かく 光 

る 日光の 裏に も 常に 嗜ぃ 夜が 潜んで るで はない か？ 哲擧 者のう ちに は、 光りと 闇と を區刖 して 考 へる 

その】 B  i 
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の はう そだと 云 ふ も 0 が ある。 ま， S 光りに 齧 係 だと やうに 考へ It の も 1。 けれども 

今 IQS こ は、 霧、 3ntz.. 死ぬ 方 S ，きらう かと 云 ふ 霞が 離れ 

なかった。 少く とも * 生きても 死んでも 本氣 でありたかった— 殊に、 ？ さん 0 やうな 人の 前に 一，』 

て e 

『饞 子さん、 僕に 自？ S にきる でしよう 力？』 

『  - かの 女 はちよ ッと 驚いた 目つ きをして こちら 2§| つた ft たが、 何 I つてる 

かと 云 ふやうな 靜 かた 笑み を 見せて、 

r そり ゃァ 出来ない こと もないでしょう よ。』 

5 なんて 死ん だ方 がまし. ミー こ 「讓 。 に 思って くるので す。 ，ての 表 ま i 春 茶に 生きたい や 

ラな — 』 

『きしゃい、 そんた giat さと 丄 かの 女 は 叱る やうに 云った が、 暫 らく I になって， f. ら、 全く 

S な 沈んだ？ S それ は维れ しも そんな 氣 f がする 時.，？ さです よ。 ！ rjl 

OS になって から、 どんなに 霱 から il けた か 知れません、 わ * 糞 簡は皆 わたしに ぎ 惡と輕 

蔑き 以 つて 向つ てら 0 でしよう。 現に • ね、 今でも- 或 人から 『生きて る だけが 5 し" と 云 は 

れ た程 です も 0- でも、 そんな こき 云ュれ ると 云 はれる ほど • わたしに だッて も、 どこまでも 生 ざ 


て や.^ たいと 云 ふ 反抗 心が 出ます， わ。』 

この間の 晚、 禮 子さん が 仲の いい 千代 子さん と 沈んだ 調子で ひそく 話して ゐ たの は、 どうも この 

づぅ. （  は 《- 

『生きて ろ だけが 圖々 しい』 と 云 ふ 問題であった らしい。 亮作も その 時 それ をち ょッと 小耳に 挾んだ 

ので、 何だか 氣 になって、 1 緖に 途中まで 歸 りながら、 千代 子さん に 聞いて 見ようと したが、 

し ぜん 

「そんな こと、 わたし からお 話す る ことで きない、 わ。 そのうち 自然と わかり ますから』 と ー14 はれ 

た。 

『ね、 禮 子さん、 生きて る だけ 圖々 しい ッて 誰れ が 云った のです？ あの 晚、 歸 りに、 千代 子さん が 「禮 

.  かう >fj ん 

子さん は あんなに 亢奮して らッ しゃって、 今晚、 お休みに なれる か 知ら」 と 云 ふもんで すから、 僕 は 

氣 になって たのです。』 

『ほ， ほ、 ほ、 何でもない ことなの。 わたしの 弟が そんな こと を 云った のが、 千代 子さん の 耳に 這 入 

つたので しょう —— 』  • 

『弟さんが また どうして そんな こと を？』 

『そり ゃァ、 やんちゃ 坊主です から、 時々 そんな こと を 云って 見る のです、 わ。 その 觯、 あれ はわた 

その 一 日  三 九九 
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しの |ょ欧 つて 吳れて I 少し 熱で も あるなん て S つて やる と、 そお ゃァ 目の色 を變 へて 飛んで 來て、 

ね、 r ねえ や も 婆 ァゃも 何 をして るんだ。 早く 氷 を 買って 來ぃ」 なんてお こり 散らし、 自分で 手 當てを 

して 吳れ こ、 自分で 滿足 すると、 さッ さと 歸 つてし まう の。』 - 

かの 女の 弟 は 帝 大の醫 科へ 通って ゐる。 

r そり ゃァ、 變な. fs^ でして、 ね、 「僕 は 姉さんが 大好き だけれ ど、 病氣 がいや なんだ」 ッて、 わたしが 

あれの 望へ でも 這 入って 行く と、 口 もき かないで ぶィと W て 行って しま ひます、 わ。 わたし はまた 

その 弟が 可愛く ッて しゃう がない の。 です けれど、 また、 さう した 熊 度が 憎らしく ッて II それ い 

つかあな たにお 話しました あの人に よく 似て て、 ね。』 

かの 女が あこがれる やうな 目つ きになって 語る その 『あの人』 のこと は、 亮作 もつ いこの 間聽ぃ 

た" かの 女の 初 戀の 人で、 また 最後の 戀 人と 云 ふやうな 者 だ。 洋行して 歸 ると、 間もなく 醫攀 博士の 

ビ 得て- 今 は X  X 病院の 院長で、 赤門 出の 秀ォ であった。 

まだ 亮作 など を 知らない 時の こと、 I 何でも 新 歌壇の 集 食が あり 出す 二三 年 前の こと、 — かの 

女 は 初めて 斷 y して、 自分の 鄕 里に 近い 鹽原溫 泉に 病 ひ を 養って た。 その 隣室に 醫科大 擊の擧 生が 三 

四 入 勉強に 來てゐ た。 碌な 醫者 とてもない 山間 僻地の こと だから、 からだに 痛手の あるかの 女 は その 

畢生 等 を どんなに か 心頼みに 思った の だら う？ 學生等 は擧生 等で、 また まだ うら 若い 而も 美く しい 處 


女に 對 して、 好奇心と 同情と を以 つて 毎日 か はるが はるに 見舞った らしい。 

時 も 丁度 五月の 末、 したたる やうな 新綠は 全山 を 覆 ふて、 ほととぎすの 聲が 絶えす 聽 えて ゐ たさう 

だ。 みづ くしい 自然が お 互 ひの 靑舂 奔放の 血 を 一 暦に そそり 湧かせた こと は、 今から 想像しても あ 

まりが あらう。 

禮 子さん はやが て そのうちの 一 人 を 選んで、 敬虔な 感謝の 手紙に 切ない 戀をも らした。 すると、 

その 男から も 熱烈な 返事が 來 たのであった。 そして 二人 は暫 らく 手紙の 上で 互 ひの 戀を 取り か はして 

ゐた。 

禮 子さん はだんく 鹽 原に は ゐられ ないやうな 切な さ を おぼえて、 東京の 或 病院へ 這 入った。 男の 

方 はまたい よくやが て 大擧を 卒業す るば かりとな つた。 然し 亮 作が 一 一人の 成り行き を 推察した とこ 

でんせん 

ろで は、 男は禮 子さん の病氣 を、 —— いよく 結婚 するとな ると 11 傳染の 恐れが あるから、 おそろ 

ようはう 

しくな つたの だ。 かの 女の 容貌 やその 親の 身 ぶんから 云へば、 人の金で 今 H 病院 を 建てさせて、 その 

院長に 成りす まして ゐ ると 云 ふ 男に は、 さう 申し ぶんが あるべき ではなかった "う。 ^子さん が 今日 

病 氣の爲 めに 多少の ひがみ 根性が あったり、 同病 相 憐れむ の 意地 づく を發 揮した 時が あったり する の 

は、 尤もの こと だ。 

いのちに は 少しも 別條 のない 近眼の 爲め にさへ , 亮 作の 如き 男 は どれ だけ 世 問 を ひがんで 兒る やう 

そ 1 . -B  四っ1 
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になった か？ まして 人間のう ちで 最も 弱い 女の ことで はない か？ 

かの 卒業 まぎわに なった 男が 餘 ほど i になって から は、 かの 女 か I す 量の 手紙に 對 して 繁 

に 1 度し か 退 事が 來 なくなった。 そして 僅かに 來る その 一度 も 至極 簡單に 『おから だ を 大切に して 下 

さい。 養生 次第で なほり ますから』 などであった。 

ii の 念に 强ぃ禮 子さん として は、 先方の 態度が 憎く なれば なるほど、 自分の 肉 を ちぎられる ほど 

の戀 しさが いや 增 しに 增 した。 逃げ腰の 男 は 危險が 刻々 に 身に 迫る のを覺 えて、 大舉を 出る と 直ぐ、 . 

偶 にか こつけ て獨 逸へ 行った。 

『あの 時の こと はま だ 忘れません よ" 出發の 日が 分って ましたので、 橫濱 まで 行って 何とか ひと 富で 

も 4^ 肉 |って やらう とした けれど、 どうしても わたしの 入院して た 院長が 外出 を 許して 吳れ ない の 

で — もう、 わたし は 倒れて 死んでも いいと 思 ひました のに、 看護婦が そばで 離さなかった のです も 

何でも ひと 15； 泣き明した その 結果、 賺、 熱が si 度に のぼって、 變を 驚かした のが、 まだ 

しも 江戶 のかた きを 長 崎の 腹い せであった さう だ。 

* ぶ 子さん はこの 話を亮 作に した 時には、 隨分充 奮して ゐた。 冷靜の やうで 山 几 奮し 易い、 皮肉で ゐて 

11 情に 富んだ、. 理智 的で ありながら 感情家の 禮 子さん は、 孔雀の やうな 誇りと 鳩の やうな 優しみ と を 


持って ゐる。 

『なに、 ね、 わたしが 恥ぢを かかせられ たのです から、 こんなお 話 も 出来ます の。』 

としま 

それまで をく びに も 出した ことの 無い 話 を、 すれから しの 年 IP 同様に、 平氣 です る やうに なった の 

も、 1 たび 人妻た る經驗 を經て 來た爲 めだら うと 思 ふと、 亮作 はちよ ッ とかの 女 をい やにな つた 。が、 

けってん 

かの 女の 缺點 は病氣 ばかり だ。 病 氣の爲 めに 比較的に 自 ぬに 獨 身で とほせ た 時の 禮 子さん に は、 殆 

ど 男の 友人 どもば かりであった。 渠 等の 間に 在って、 かの 女 は寳に I 種の 女王であった。 かの 女 を 八 

方から 取り 卷 いた 澤 山の 男子のう ちで、 】 人と して かの 女に 對 して 戀を思 はなかった ものが あるで あ 

らう か？ 亮 作の 知って る範 圍 に 於いても、 それ を 露骨に 發 表して 失戀 した 男 は 五-; ハ人も ある —— かの 

矢 部 も その 一 人であった ので、 今では、 禮 子さん のこと はち ッ とも 口に 出さない。 

じんせ 一 

f わたし は 誰れ にで も 好意 を 持って， 祌聖 にっき 合 ひたいのに 禮 子さん が I 方で 斯う 云って る 他の 1 

方に は、 

『八方 突 人』、 『妖婦』 などと11^ふ葸ロゃ怨言が聽ぇた。 

かの 女 はとうく 結婚 か 自殺 かと 云 ふ 苦しい はめに 落ち入って、 そんなら ぃッ そのこと にと 決心し 

どうせい 

たの は 今年で 七ケ 年の 同棲で 死に 刖れ たかの 青年 詩人に であった。 

『決して わたしから 鎌した わけで はない のです よ。 でも、 夫婦に なって 兄ます と、 奇 il に 愛情が 起つ 

その I  RT  四 0 三 
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て來る ものでして、 ね。』 

こんなの ろ氣を かの が 夫婦の 前で 亮作 は眞 面目に 聽 かせられ たこと もあった。 

, ,1 ばかりが 先 I つの まや だと まながら、 十分の 未管錢 して g した I よりも， 殘 酷に 

棄 てて 逃げた 男 S 方が、 今と なって は、 鱧 子さん に はも ッと思 ひ 出される ので あらう . 

矢ッ 張り、 i は 一番 忘れられな いもの か？ それとも、 自分 を粲 てた 男で も、 いまだに 生きて！ 

が切鸞 に 感じられる のか？  し 

して §と* 生きられる だけ 生きて ゐる 方が 禮 子さん にだ ッても それだけ 接近して ゐられ る わけ 

さ。 と考 へながら、 亮作は ゆ ふが たにな つて、 かの 女の 勸 めた 食事 を 受け た。 そして かの 女 I めし 

の 時に 殘 した 觀を も ー もう、 かの 女は喻 ベぬ と 云 ふので itrl 入け" 

かった が、 かの 女が それ を達 てす すめる の I ベない と、 かの 女の需 から 8 管 損じ はしない 力 

と つたから である" 

その 晚も、 十 時 近くまで 話し込んで、 ゃッ とそ こ を 出た。 小石 川から f で 歩いて 行かねば ならな 

I がま 口の 中から 電妻を 片道 買 ふに しても、 まだ 5 足らなかった。 渠 I をして ねる 間 も 


それが 氣 になった ので、 今夜ば かり は 早く 歸 らうと 思って たのに、 かの 女の 愛 相に 引かされて、 つい 

つい 長ッ尻 をした。 その 癖、 かの 女に 電車 «の 不足 を 貸して くれと は 云 ふ勇氣 がなかった。 

蕖は 外に 出る と、 俄かに 非常な 寂し さに f か g して ゐた。 あんな 奴な どと、 たと へ かの 矢 部に は あざ 

笑 はれた としても、 もう 二度と： 卞：： ぴ 行く つもり はない から、 かま はない。 が， あの 利口な 禮 子さん 

力 こちらの いつまでも 長ッ尻 をす るの を 見て、 1 おもてで はよ くもて 爲 して „. ^、ュ るが、 II 矢ッ 

S  It  -ゃ しん をと こ 

0P こちら を あり 振れた 野心 男と 兑て、 人の 亭主の 明き 巢 ねら ひとで も 思って はしな からう か？ 

そらに は、 十二 三日 頃の 月が ぼッ とかさ を 着て 現 はれ、 近く 雨の ある こと を 知らして ゐる。 何とな 

く t 源ち 付いた、 しんみ リと 物の 考 へられ さうな、 なつかしい 夜で ある。 どこから となく、 自の句 ひ 

も かがれて、 じッと 耳を澄ませば、 土の 下 を 流れる 泉の 音が 聽 えさうな 靜 かさ だ。 

うで. J 

初めに は 芝までの 道程 を考 へて うんざりし、 どこか そこいらの 道ば たにで も 倒れて やらう かと ま， 

で棄て 鉢に なった が、 街へ 出る とま だ 割リ合 ひに 娠 やかな ので、 勇氣も 出た ので ある。 

.1 几 奮した 頼の あたり を i4i 氣が ひやくと 撫でる。 だん-^ と氣 持ちよ く 歩かれた。 

すた- \ 歩きながら、 自分の 横 や 後ろから さす 光りが 投げる 自分のう すい 二つ 三つの を a- る 

と、 それが もッ と、 も ッと澤 山に 分れて 行った 時が S 分の 死で はなから うかと 思 はれた。 影法師 は S 

えす 自分に 伴って るの だが、 それ もい つか は 1 虔 この 地上から 消える 時が あろの だ。 

その】 a  四 0 五 
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I 镜卷 .s, ビ 1、 敏、 じ、 飮み、 喰 ひして ゐる もの は ある だら う。 默っ 

然し それが 消えた からと て、 依然として 笑 ひ 夢し 飲ろ いて マ 

VJ でしで 1 了く 普の 身が 如何にも 馬鹿，/ \ しい  けん t  ノ 

^upt 死んで た！ もの か？ 少く とも、 a,t^ 

I^ir 然 1 ただ 一瞬 問の ことであった。 亮 作の 膝の 前に はこれ か ら歸 つて 行く いとこの 家の あ 

りさ まが ありく と 見える。  フま £51^、 Ifc 糸な 5|ぎ 

むさ 苦しお 攀、 f うす 甚 なくき 11 樣 I 餅舊、 いき S 蔑 S  su^ 

むさ 苦、 0i4  , 、は，' ld> さしり 力 £S^.H 尤もらし いこと を 云った 

I それが 自分の 身 を 休める 世界 かと 思 ふと 矢 部 ゃ鱧 子さん の r て y..- 文 

自分 を沁 かしくな つた。 

そしてけ ふ 一 日に した こと S つたこと がすべ て <戲 きとであった やうな 感じが する 

全體、 自分 はこん な ことで 1  ゾて 1^ ぺ かまで 響き渡った。 穿き 物の 

『あ ッ丄 思はャ 出た 叫び は、 外へ は 低かった が、 I のどん M ち まて f  j. っテ 

, 切れて、 橫 ざまて 倒れ、 いやと 云 ふ ほど 左り の胴ッ ばら を 地上に うち^た 

T ふふんと r  、通り過ぎ II- その！ うす 暗がりの 中 か け 自：： 

がら， そッと 自分の つま づ いた あと を 見る と、 道ば たに 横た へた 材木の はじであった。 自分 は 道 F 

ノ中を 歩いて るつ もりで そんなと ころへ 片寄って たの だ 


ひら 

起き あがって、 ぬげた 方の 下駄 を 拾 ふ 時、 くらくと 目まい 感じた" で、 かたわら 「材木に 腰 

かけ、 じ ッと暫 らく 目をつぶって ゐ たが、 脇 ばらが しくく 痛み 出した ので、 そこへ 手 を 常て ると. 

自分の 心臓の 激しい 鈹動 がその 手に 傅 はった。 

1 (大正 五 te '七月) 1 
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りと 同時に、 この 山 深い 里で は、 夏に 眞ッ 白な 花を晚 いてた 山 ゆりや.' じねんじょと 云 ふ 山の 

竿 や を 掘る 時節と なった。 少し 樹深 S ところへ 行く と、 木の 子の 盛り だ。 根 もとから 直ぐい くつに も 

はリ せん ぼん 

ト て、 その M つび とつに 薄墨 色の シ メジの やうな 笠 を 着て ゐる 針千本 —— 根 は 一 つに あ がって 白 

く、 それからいて ふの 紫の やうに 澤山 分れて、 その 各々 のさき のき ざく が黑ぃ マイ タケ — ただ 一 

本づっ 出て、 その 開ら いた 笠が うす 黄色の シ メジ I . 珊瑚 モタセ はほんと うに その 根が 珊瑚の やうな 

形で 赤く、 ネヅミ モタセ はまた それに 似て ゐ るが、 ねす み 色で、 さきが すべて 鼠の 手の やうに なって 

ゐる。 

しほ. 0 

それ 等に なほ あり 振れた 木の 子 類 を 取り 加へ て、 餘 ほどきつ ぃ攘 漬け にして置くと、 この あたりで 

よ、 冬ぢ うから 舂へ かけての 食物になる ので ある。 つまり、 そんな 食物 をつ み 取りに 這 入った 村人の 

1 人なる Mi が、 お 竹の ゐ どころ を發兒 して、 手 がらが ほに 知らせて 来たので あった • 

土藏の 〔壁に、 屋敷 を 園む 杉の 森の 繁みを 漏れる 日光が うす ぁッ たかく 當 つて ゐた。 主人の 儀 作. 


は、 立ち並ぶ 土藏の 三つ 目の 後ろに ある 大きな i 一一  ョの そばに 立って、 村役場の 舎 計 かたに 柴を赍 り. 

渡す 協 ii5 をして ゐた ところ だ。 

手織り の I を 着て- 紺の5^ッ|^ 紺の もも 引 きをつけ、 手ぬ ぐ ひ 被り、 わらじが けの 女房お ゥ W 

が II 今、， 稻 たば を 田の もから 稻 小屋に 遠び 込みつつ あると 思へ たのに、 — 少し あわただし さう 

に、 そして 叉 多少 燒き餅 じみた 心 を 起した のか、 顔に 曰 やけで はない 赤み を IT びて、 そそく さやって 

來て、 投け S す やうに * 

『お前 さま、 お 竹， か ぼろく の i 腰 を 着て、 峠の 奥に めッ かった と 云 ふが * のう。』 

『とうげ 1 誰れ がめ ッ けた？』 儀 作 は 出しぬ けの ことに 驚いた が、 何げ ないやう に兑 せて 自分の 妻 

を ふり 向いた。 そして 自分で は 自分自身の 隠れが をで も 見付けられた 氣 がした。 少し 懇 くなる からと 

云って、 古 綿入れ を 一 枚に いつもの 通りの 味 4« や 米 を 添へ て與 へたの も、 もう、 何十 日 か 以前の こと 

わか 

になった が、 まさか、 それほどに 破れ 綻びて ゐな いのは、 毎晚會 つてよ く 分つ てること だ。 

『：《 一 W さまに 逢 ふ瀨が ござんす さかい、 のう、 おいら は 山 もやみ 夜 もお ッ かなうな いが、 な』 と 云つ 

て、 お 竹 は 笑った こと も ある。 

『おや ぢの 且^ さま』 と、 作藏は 11 お 富の あとに ついて 來た者 だが II おそる く 手 を もみな が 

どうぶ く- 

ら、 村の 股- K の あと 取り 旦那なる こちらに 答へ た、 『おいらが めッ けたんだ が、 のう、 ぼろく の, 服. 

二 頭の 馬  m: 1 1 
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を 着て 11 』 

『うん、 分った！』 發 3； ル された 以上 は、 この 後 どうしたらいい かと 云 ふことば かりが 直ぐ 儀 作 自身の 

にんしん 

あたまに のぼった。 お 竹の 姉の 姙娠 を處 置しょう とした 時には、 當の 目的 は 達した がその 他の ことが 

失敗に なって" からだ を 痛めさせ たので、 『肺病』 の 名義 をつ けて その 家に 返し、 姉の 藥り代 並びに そ- 

の めくらの 母親の 養育 料と して 毎月  一定の 金 を 什  り、  その代りに また 妹のお 竹 を 女中に 入れた。 そ" 

の 時 は 丁度 十七に なった ので あつたが、 感心に も感 のい い 子で、 ， 

こま 

『ぉぃらをまた肺病にしたら困.=^ゃんすが、 のう』 と 云った。 

『誰れ に聽 いた？』 その 資際を 姉から 聽き 知った のなら、 他へ 漏らされ でもす ると、 昔の ffi 屋で、 今 

の郡會 議員た る體 面に も關 すると 思った。 が， そこまで は 知って たので もな く、 ただ 深く 思 はれたら 

姉の やうな 病氣 になる からと 云 ふ 意味であった。 

そのうち、 村の 習惯 通り、 お 竹のと ころへ 若い 衆 どもが 忍び込ま うとした。 それ を 儀 作 は 一二 晚 つづ 

けて 追 ひ 返した。 すると、 その 四晚 目の 明け方に なって、 かぶき 門の 前に どこかの 肥え桶 を 持って 來 

はっけん 

て引ッ くり 返して あった. 0/ 長い 靑 へび を 殺して 横た へて あったり したの が發 見され た。 

、 、 、  やしき 

『おや ぢの 屋敷へ —— けしからん ぢ やない か』 と、 儀 作は獨 りで 怒った が * 女房のお 富 は： まが 若い 衆 

の 魔 をす るの が惡 いと 諫めた。 けれども、 儀 作は聽 かなかった。 お， 富が その 亭主 を 疑 ひ はじめた の は 


それからであった。 

或晚、 お 富は實 際の 場 を 突きと め、 兩人を 前にす ゑて、 

『お前 さま もお 前 さま だが、 お 竹 もお 竹 だ』 と ロ說き 立てた。 

『なんだ、 この 婆々 ァ！』 いきなり、 儀 作 は 自分よりも 二つ 年う への 女房 をな ぐり 付けた。 渠は 今年 

とち を 

取って 三十 七 歳の 男 だ" 『三 里 も 四 里 も 出て 行って、 栃 尾で 藝者を 買うよ りどッ ちが 安い？』 

下男 下女と I 緒に なって 田 5^ り を やる 女房 は、 金の ことに 云 ひ 及ばれて 淚を 忍んだ が、 それ をぢろ 

りと 見た お 竹 は 却って 泣き伏して しまった。 そ 1>て その 翌日から- 主人 以外の もの 等に は 姿 を 見せな 

かった。 

最も^い たの はお 富で、 自分の 爲 めに 若し やの ことがあって はと、 人 を 諸方に 遣 はしたり、 やま 川 

さら 

を 探が させたり.、 井 戶を浚 はせ て 見たり した。 さう ふ 世 n の 評判 も * 儀 作から 云へば、 幸 ひに も， 

殆ど 忘れられ たけ ふこの 頃に なって、 突然、 たッた 1 人の 木の 子 取りから び 世 問に 持ち出されねば 

ならぬ のか —— 

ね だん 

渠は 役場の 人と 柴の值 段 を 協定しながら も、 どうして 自分より 一 一十-まも 若い あの 女ば かりが 可愛く 

ッて 溜らない のか 分らなかった。 自分が 每晚 うちに ゐな いのは、 i^』 の 若い 衆 や 女房持ち 等と 同様に， 

娘 や 人の 女 を ほっき 歩いて るの だと * お 富に は はせ て 匿いた。 
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T お前 さま、 ちょ ッ こら 行って ござら ッ しゃい. ー おやげ ない ことで ござんす が： のう』 ケ お 富 は 

せっく やうに 云った。 

女房の あまり 百 i いのと は 打 ッて變 はって、 髮をセ 分？ 分に わけ、 うは 管 延ばし、 だても ば f ぶ 

ち 1 がね をお た 主人と して、 g 覚 つむぎ |暫 尻ッぱ しょる と、 長 S り やすの 铲に 

包まれた f 逢に 運んで、 黑 毛の 馬に たッた 一つ ある 西 I をつ け、 それに ひらりと 飛 謹った。 

そして 作藏 を， 白い 方の 馬の わ 和 I をつ けたのに 乘ら せて、 從は せた。 

自分の 議 し 女 を 探しに I？ これが 儀 作 をして 自分の 肩 f 狹く させた。 村の 若い 衆な どと 一 お 

こ 御 |を頒 ちに 行く のなら、 每晚？ とだ ッて も. 人 は 怪しみ もせす、 女房 も 知らぬ ふりで 通す の 

が 雷で、— 女 どもの 方で も、 丁度 この頃の やうに 稻 刈りが 濟む 家々 から、 順番に、 一爾 分の む 

まと i と甚 ひ、 女中 は 女中 仲 問で、 娘 は 娘 仲間で、 また 好きな 女房 は 好きな 女 房仲間 で、 それ ぞ 

^0.i»^ffi.  H0fi 筆 Q1 年中で 最も 樂 しみに して ゐる こと 

だが 11 奪 まに はめ かけと か、 隱し 女と か 一 Ml さへ も 知れて ゐ ない 間に 在って、 自分 だ 

け は、 殆ど この 5 と 云 ふ もの、 たッた 一人の 女に 心 I はれて るの だ。 それが 如何にも 人に 逢 は 

ち じょく  ゝ. - :o 

れぬ恥辱のゃぅに3^ へ た 


r 旦那 s ま』 おいら も 一緒に 行って あげやす が、 のう』 と、 役場 3 會計は 云った。 

「ねら は』 と は、 お前 達 はと 云 ふこと だが、 『來ん な』 と、 儀 作 は 少し 不 輿げ に 答へ た。 そして 自分の 

女房が もとの 事 を 何 ヶ月ぶ りかで 思 ひ 出して る やうな その 恨み g を 21^ ぬ 振りで、 5J へ：^ た。 

目の前に は- 藥師 堂の 森まで 二十 丁の 道が くの 字が たに 廣 がって ゐる。 その 右手 はすべ て 高い.：？ 

で 猿で もよ ぢ 登れ さう もない 切" 岸 だ。 この 斷 崖の 中腹に、 儀 作の！ 二 代 前の 先祖が お 堂までの 道 を 

切り開ら いた もの だ。 左り、 鍵の 手のう ち 側 は. また- 直下に 終 j 壁であって、 その 下が 遠く 兑 おろし 

見渡せる 限り * 自分の 先祖 代々 からの 畑 や 水田で ある。 

渠は 今更ら ながら 馬 をと どめて、 山 田家の 所有地 を ー體に 眺め- 自分が 村 曾 議員から 郡 I 員に な 

づた 順序 を 一 膠蕙ん すべき ことで あると 感じた。 

『大きな もので ござんす- のう、 旦那 さま！』 作 藏の聲 は 頓狂で あつたが、 如何にも 感服の 檨子 であ 

つた。 

『うん •  — 』 振り w きもし ないで 微笑 を 漏らしながら、 ま 馬の たぢ 1 を ゆるめた。 『ねら、 ことし Q 

こけ はどう だ、 の？』 

『どう. 出た が * のう。』 

i" さう かえ？」 

二 頭の 馬 
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『十 千 本 こ、 ねす み もたせ —— そんげ な 物で も 喰って ゐ たかい、 のう、 お 竹 は？』 

『i つてろ 丄 相手に なれば かの 5«Q こと を渠が 云ひ續 ける と 思った ので， 儀 作 は 口 を 襟んで 急いだ。 

ラく てに は、 毎夜 かの 女と 逢って ゐ るお 堂の 森が 見える。 

渠 とかの 女との 關係を 女房に 見破られた その 翌日 

7fn お f まと このお ッかァ に 申し わ はが ござり やん せん さかいお いら 死に やん す 力 の 

う』 と 云って、 かの 女 は 忍び泣きに 泣きじゃくりながら、 『おいら —死んだ— あとで. I おいら 1 

.1 とこの 1. お ッかァ を， のう 1. 』  1 1 

『よしく、 泣くない！』 こッ そり 渠 はかの 女の 淚を ふいて やった。 『今蠢 I へ 行って &れ、 あ 

ッ こで 相談す る さかい、 のう。』 

家族が き 1 入る 頃、 渠は 自分の 家を ぬけ 出で、 I 森へ 行って 見る と、 月の ないやみ の 中 を， S 

幅が 高い 讓の あたり を 飛ぶ 聲 と、^ r ぼり ml 水が かけ f 傳？ 手洗 ひ ffl とが、 

それと 聽 えた。 

が、 他 はしん かんとして、 藥 .帥 の 堂が 眞ッ黑 に 杉の 森の 中に 見えた ば 力り だ。 

夜中に は、 i ひの 者で でもなければ、 震 や 役場の ある、 そして 塞 一名の I 所が ある 8 村 か 

らも、 二十 丁ば かり 無人の 道 をの ぼって 来る こと はない。 ここから 上 また 二十 丁 は 自分の 家^の の 


でで もなければ？ g ると ころで ない。 

堂の 後ろから 飛び出して 來た 者が あつたが、 渠が 默 つて 近づく と、 ^ふで は 若し 遠ったら 整 を擧げ 

て 逃げ出す と 云 ふやうな 構へ であった。 こちらが 近づく に從 つて， 向 ふ は 横へ それて 行かう とした。 

『  』 低い 聲で、 『お 竹 か？』 

『おう、 且那？ ま！』 

いきなり、 かの 女 は 飛びつ いて • 渠 の頸ッ たまへ 兩手を 固く かけて、 おい 泣きながら、 らく 離れ 

なかった。 かの 女の 熱い 淚が 雨漏りの やうに こちらの 頼から 胸の あたりへ 傳 はつ ヒ。 

かの 女 は 一 度 自分の 家 を见舞 ひに 歸 つた 時、 姉の 氣を 引いて 兒て、 姉が いまだに 旦那 を 思つ てるこ 

と をよ く 知った。 そして それだけ 姉 を 恐れた ので、 俄 作に 1 めら れても • 自分の 家へ は歸 りたくない 

と 云って ゐた。 それでも、 儀 作 は 外に 思 ひ 付き もない ので、 かの 女に 云った • 

『^に 死んで しま ふ ほどの こと もない が、 な。 お^と こへ 歸 つて ゐれ ば、 お前のお ッかァ に はこれ ま 

でよりも ッ とどう ど 仕送り してやる が- のうに 

『さう もして ゐられ やん せんが、 のう、 おいら、 姉に おどされて — 旦那 さまに は、 また. If ふぎが 

ござり やん せんで  n 

『死んだら 逢 ふ瀨が あるかい 11 Y』 

二 競の 馬  ，七 j 
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『死 こたう は ござん せん — 忍び 女に なり やん しょうか？」  — 

晝は^ 這 入って ると 霞した の はお 竹 自身であった。 ipi. その 用意の かみず お 

】 丁與 へ たの はこ ちらで あ M た。 ^!1§ へ ると、 どん I 荒い 若い 衆で も 

男に 逢 はう と 思 ひ 詰めた 女 3 1 念 を かみ^りに L て 女 カロに 喰 は y  l^r-^^^^o ち 

。 .L、、  -  -lb.  り 易 口によ、 十日と 績 かなかった も 

その  < 逸 中 を 恐れて 逃げる ことにな つて ゐる^ それ あ 竹の 場合に は g 力， 

その 途中 を ％ わ P  つお づ 人の 方へ 專 はると、 お 富 は 多分 あ 

I が 山 田家 猛 林で 消えた I ふこと が 同 § 下男 力ら 先づ 女主 人の ま t  .,.5、c、  I: 

の 子の 神が かりだら うと 1 ち 知して？ 夢に うなされ I したが、 夜が 明ける 毎に 勢 ひまて 亭主に 

くどく やかまし いいや 味 を 云った。  ，r 

『また、 ここで 逢 はんない さかい、 のう、 もう、 は、 I おいらが お f 森ま1」 行く さ 力 

『ほんに、 暴 さまに もお 前 さまのお ッかァ にも 申し わけが ござり やん せん， のう。』 

『そんげ に 案じて なぢ よに する だよ、 この 忍び 女！』  ま , るき 還が 

その後 は I こちらから I まで 出かけて 行った の だが、 かの 女の ひるまち う 山奥 ftltf;: 

困 t たらう と 思って • 管 I  ，米 ゃ鑲讓 など を 行く 度 毎に 少しづつ 持ち運んだ 或 

時、 


Hi: かまた おしい ものが ないか』 と 云 ふと • 女 は 少し 考へ てた やうで あつたが、 なかく 慮の 氣》 

で、 

『ほかに 何でも 欲しい もん は ござり やん せんど も • ぼ こり を」 (I n 

『死ぬ と 云 ふた もんが かい？』 

『さう だ ども、 旦那 さま—』 冷 かされても、 I 且 云った 以上 はどうしても せがむ と 云 ふ 風に、 その 

力ら だ を こちらへ ゆすり 付けた、 『ござ 付きの、 黑塗. を、 のう OS 

とち を 

その 二三 日 後に、 栃 尾へ 出た ついでに • かの 女の 註文 通りの 下駄 を 一 足. 買って 來て やった。 かの 

女の 喜び は 思 ひの 外で I どこで 買った か * いくらし たか 急 ふこと など を 尋ねながら、 頻りに その 

疊ゃ 塗り 拿 Q さきで さはって 見た が • それで はま i 足しまで、 皇の itl^s に 出で、 S かに 

1^ れる 月の うすあかりに それ を さし 上げた。 

『五筲 もした かい、 のう』 と 云 ひながら、 暫く 眼 を 1(1? に 働ら かせて ゐる やうであった。 

杉の 森の 深さ は、 儀 作 自身の 屋敷のより は 三 勝 倍- 四^ 倍で ある。 それが 爲め にお 堂の 上で も、 年 

中日 光が 當ら ないで、 いつも じめ くして ゐる。 まして 夜 ぞらの あかりで は I. 0 

『もッ としたが- のう- まァ、 早う こッ ちへ 來 いやに に は 塗り下駄よりも すべ/.,, する 感じが さき 

に 立った。 

」 一一 頭の 馬  四 一九 
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： ,>  m -、  ic- こ $^<； と 云って やらう としたの にさへ、 うちの 變 

『この Hs、  .31 つ 向 ふの 攀 校の 美形の 女敎 員へ 遊びに 來 いと 一お つて J  ゾ Mi- (こと 

； i 听 I ひ 返す と • お 竹 をけ ふつれ て歸れ ば、 また どんなむ ごい こと 

出 i けに かの 女の 母の 家へ つれ 込む わけに も 行くまい。 さりと て、 " 

に は それ を葡 する i がなかった、 け ふ 切りで 若し や 存分に かの？ 逢 ふ 機 

#1 が. H  くなる ので はない かと 思 はれて  し，. ノ  ：、、 

pfii!{  Ilia  o 

う』 と • お 竹が ロ說 いた こと を 思ひャ いせた。  . M  p、  f ス .1^ 

『. ：：：：： 』 こち I ッて も、 いつでも f 心 だが It けられないで ゐ 蒸れたら f  ii 

よ，；！, つたつ て Q 

む，， ズぎ みは 二 頭 S の ひづめの 音に？ 取られて 藥 師堂 の 『前に 建した。 n の 手前 二三 丁から； 

也 iii 左右に 入れ 變は つて、 道の 右手が I の 谷 あ ひに なり、 fitltl 

；; この tiili 年 一度 I の 外— つくねん とし tur る。 

III  ill.  nupl 

『鶴 改變 g 人名』 を 大小 Q 板に， て、 筒に かかげて あるの I ると、 『  一 $ri 


作 殿』 を 第 頭に して、 十圆、 五圆、 ー圆 または 五十 錢 のが、 H 段に も 四 段に も すらりと 並んだ ままに： 

その 字 も 权も隨 分 雨 かぜに 打 たれて 古びて ゐる。 儀 作 はこれ を 仰ぎ見る 度 11^ に、 ここに 名 を 列ね てゐ 

まさ 

る 〇〇 村、 外 十 一 ケ 村の 人々 がすべ て 自分に は 優らぬ こと を 思 ひ 出して、 獨り ほほ ゑ まれる の であ 

るリ 

『これ も 古くな つた、 のう。』 凝の いつも 役場の もの 等に 注意 を 引かせる やうに 云 ふこの 一一 一：！： 禁が • 今 も 

亦、 作藏に 向って m 心 はす 出た。 その 前 を、 馬 を 手に 引いて 通って ゐ たの だ。 

「どうせお いらに は 鎖め やん せんが、 のう —— 』 作 藏も自 分の 馬 を 引いて 從 つて ゐた。 

儀 作 は 大きな 長方形の 手 洗 ひ 盤の 家 根 を ささへ る 四つ 柱の I つに、 rtll 分の 馬 をつな ぎながら、 何 だ 

か不斷 とは^った 氣 持ちであった。 それ も その 笞で u 第 1、 お 竹が 來てゐ ない。 ^二に、 夜で はな 

-く、 爲ッ迹 問 である。 第三に は、 相 引き をす る爲 めで はなく、 ひよ ッ とすると、 その 反對に * これ ッ 

みつく わい 

切り ここでの 密<は もで きなくなる か 知れぬ。 

, 深. い 森 も、 け ふに ばって は * 自分に は淺 過ぎた。 折^ これまで 包んで 來た あまい 秘.！ ^を • ゐん ごふ 

だ 作 蔵の ために、 あばき 出された。 

竹の かけ ffi から 流れ込む 手 洗 ひ 盤の 水が 溢れて、 また 外へ 流れ して ゐ るの を见 ると、 然し、 また 

恩 ひ 出は靈 きなかった。 この 水で 二人 はした たかの 疲れ を 癒 やして、 夜明け 前 毎に れた。 

二 頭の 爲  四 二 1 
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ヒの 水で 儀 作 は Islnf 女に 洗 はせ たこと も ある。 が、 女 I は 管た つても f 云 ふ ものに 

は這 入れぬ 狀 態に 在る ので、 8 がかの.^ I 中 を も 三度に 5 は 洗って やった。 

f もッ たいない』 と 云って、 その 初めは かの 女 は 逃げ ま はった が、 渠 はかの 女の 逃げ ま はるの が 面白 

くて、 わざと 追 ひかけ て般 抓の ま はり を ま はった。 

『どうせお 前のお ッかァ に は 見え やせんが、 な。』 渠 がー 度 無理に かの 女 を 取り 押さへ て 洗って やる 

と、 かの 女 は、 

『姉に 知，^ たら- おどされる だら うが、 のう』 と 云った。  . 

それから は、 そんな こと をして 逃げ ま はり、 進 ゆ ま はらせる のが 二人に 一 つの 樂 しみと なった。 

或 寺、 にの ぶッ かけ 合 ひ をして ゐる ところへ、 減 多に 來 たこと もない 何 かの 願 人 1. であった らう 

— の 提燈が やって 來た。 お 竹 はび ッ くりして、 そのまま 山に 這 入らう として 逃げた が、 偽作 はふと 

頓智 づ いて、 ^！分のぬぃで置ぃた^^をぅらはらに自分の前に廣げ、 兩 手を兩 方の 袖に 通して 突ッ張 

ると、 P の 宴會で 見た 或 紳士の とんきょう 踊り 『紀 伊の 國』 の 姿と なった 

『ほ ッ、 ほッ』 と、 ふくろ ふの やうな 鳴き IS を 出して、 狐 か 何 かの やうに 兩足を 揃へ てび よん /\ ,B 

んで 行く と、 近づいて 來 かけた 願 人 は 『き ゃァ』 と 聲 を 立てて 一 目 散に 逃げて 行った。 

r 藥師 堂に 天-句が 下りて ゐ たさう だが』 と 1K ふ 噂 さが 廣 まった の は、 それが 爲 めであった。 そして 結 


局 は 1 1 人の 世界 を I 歷 親しく 又樂 しくした。 

『お前 は I 體 どんげ なと こに ゐ るんだ い？』 

お 竹と こんな 仲に なつてから も、 儀 作 は 峠 を 登って 見た ことがなかった。 そしてた だ s 分のお へ か 

ら て、 かの 女が どこか 完全な 隱れ 穴で も 兌 付けた ので、 山 を も 毛 だ 物 を も 恐れ なくなつ たの だと 合 

點 して ゐた。 無論、 熊が 來 ない ところで ありさへ すれば、 他に おそろし いものと て はこの 近邊の 山に 

はゐ なかった。 

『髙 うて、 旦那 樣の森 や 畑が よう 見え やん す ども、 日の 長いと こで ござり やん して、 のう —— ^ 

「毎日、 早う 逢 ひたいの はおい らも だが、 のう —— 』 

IT 日 が^うて、 やみが 懷 かしう ござり やん して、 のう。』 

f いつまでも お前と おいらに は 夜が 明けない もんだら、 のう —— 』 

『今夜 もまた ほんに、 のう。』 

『いいと も、 いいと も"』 

儀 .5: が 殆ど 一夜 も缺 かさす、 自分の 黑ぃ 影を以 つて 迎 へたの は、 む ッと髮 にも 衣 物に も， かぜが つ 

に ほ 

き SK つてる また 別な 黑ぃ影 を だ。 そ L て あけがたに 別れる 時に も、 このむ ッ としたに ほひが、 氣 i;: も 

」 二 域の^  四 二三 
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の g3  くて 又な つかしい わき^で でも ある やうに あと を 引レた 

『今夜 もまた ほんに、 のう』 を 繰り返して、 ち 去り かねてる 黑ぃ姿 を 思 ひ 浮べる と、 儀 作に は 何 を 

置いても こちらが 終始 忍び をと こであった。 

『どんげ なと こに ゐ るんだ か—？』 馬 を 菜て ていよく あるか 無き かの 峠 みちを 登る 時になる と • 

作藏を 先き に 立て ゐ たが、 ますく 言 薬 を か はしたくなかった ほど、 自分の 胸 は 引き締って ゐた。 

.5 卞も、 したの 方 は、 大きな 樹木の 繁 りで うす. かった。  つ 

『おう、 どう ど 出て ゐる、 のう』 と 云って、 作藏は 道ば たの ネズミ モタセ の 一群 を】 つづつ 摘み取つ 

て、 ふところに 突ッ 込み 初めた。 

鶄 we. よそれ を 追 ひ 越して 木の 株 をよ ぢ つつ 登る と、 作藏は あとから 息をせ ッ せと 云 はせ て 追 ひやい 

て來 た。 ちょ ッと 注意して ゐ ると、 サン ゴモ タセも マイ タケ も澤 山あった。 然し それ 等が 段々 薄らい 

で、 初 茸 や 千本シ メジば かりが 榮 えてる ほど、 多少 樹木が まばらで 低くな つた 上へ 出る と、 

『且那 さま、 もつ、 直ッ きで ござり やん すが、 のう』 と、 作. S は ひそめた 聲で 云った。 『左り の 方 を 見 

て ござら ッ しゃい。』 

『  』 少し のぼりの 樂 なと ころへ 來 たが、 かの 女が 自慢 さう に吿 げた 通リ、 如何にも 山葡萄 や 

ァケビ の 熟した のが あちらこちらに = ^える。 ァケビ は 西洋の バナナ を 少し 短く したや ラむ もので、 そ 


の^^が今ゃ熟しはぢけてその屮からぬるくしたなか•I:^が黑ぃたねと共にはみ出してゐるJ 

惯れ ない 道 をした せいでも あらう が、 からだ 中が 汗に しとって、 il^ 中に 當る曰 光が まだ 來 ない 小 奉 

日の それの やうに ぁッ たかい。 無論、 もう 十月の 末に 近い。 十 I 月に 道 入って しま ふと 雪が 降ろので、 

さう^ \ 女 を こんなと ころに 匿いと けな いのは、 1^ 自身に も 分って ゐた。 

『且那 さま、 あれ を —— 』 この 時 さきに 立って た 作藏が 右の 手 を 山つつ じの 极 にかけ て 首 をす くめ、 

儀 作の 方 を 兄て 聲 を ひそめた。 

『  』 儀 作 も 下から 脊を 延ばして、 灌木の 上へ 目 だけ 出して ると、 五 II ばかり この 難路 を 外 

れた ところに 赤土の 平地が ある。 そのうへ に は 大きな 推の 木が 枝葉 を はびこらせて ゐる。 その あたり 

は 大樹が 少く、 西向きに ひらけて、 午後 二 時 頃の 日光の 旌財を 受けて ゐる。 そ S 中に、 ^作の：：^ お ぼ 

え ある 綿入れ を 胸の 下まで はだぬぎ にして、 長い 黑髮を 前に 垂れて、 それ をす いてた のがお 竹 だ。 

『まるで 山 をん なの やう だ、 のう！』 作藏 はお ぢ翁づ いたやう すだ。 ft を ふるはせて ゐた。 

r  』 傻作 はな ほ 言葉 を a: さなかった。 數ケ月 、 何十 日と 云 ふ もの、 かの 女 を 太陽の 光りに 照 

らして 見た ことがなかった が、 相 變らす 彝すぢ のよ く 通った 女 だ。 その 姉と 云 ひ、 この 妹と 云 ひ、 あ 

めか ji 

の 目界の 見えぬ むさい 母親から 生れ 出た ものと は 思へ ない ほど だ。 骨格 だッ てな か たくましく、 

然し 多少 tf せて 來た の は^に 箱の 手 ざ はりに も 段 々 と傳は つ て ゐた。 

二 頸の 馬ノ  四 二 五 
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『螯 も、 椎の 木の かげで 旦那 さまの 夢を見 やん すが、 のうに その 見晴らし は、 成る ほど、 高い を隔 

てて 儀 作の 星 敷の 森まで を も 吸 ひ 込む やう だ。 渠 はもち ろん ひる は 間接に、 ^は 直接に かの 女の 方へ 

吸 ひ 込まれつ つあった。 思へば、 渠 自身 も 多少 は 痩せて 來た。 

與がづ かくと 灌木 を かき 分けて 行く と、 その 音に 女 はすいて た髮を 後ろに はね 返した が • 兩 方の 

耳の あたりへ 落ちる のを兩 手で 押さへ 上げながら、 きッ となって こちら を 見た。 

『お 竹！』 

『おう、 旦那 さま！』 女が あわてて 肌 を 入れて ゐる うちに、 男 は その そばへ 達した。 むッ とした 衣 物 

のに ほひが ぶんと 渠の鼻 を 突いた。 

女 は 立った まま、 ぢッと 驚きの 目 を觀に 向けた が、 そばに 今一 人つ いて 來 たのが あるの を 見て * 近 

よりもせ す、 また あとの 首 葉 も 出さなかった。 

儀 作 も 立った ままで あた. ON を 見 ま はすと、 石 を 寄せ集めて 签 土が できて ゐる。 その そばに は、 ，H 分 

の 買って 與へ たもの だが、 土鍋 や 茶碗が ある。 鐳 詰めの 明きが 隨分 多く ころがって ゐる。 1 つの 大き 

な 明き 鑲には 山葡萄が 盛って ある。 木の 子 も澤山 取れて ゐる。 

『  』 渠に はこれ が、 けさ 早く 別れた 女の 住ま ひとは 思 ひも 寄らなかった。 そして かの 女の 姿 

A.4y まひがぬ 可に も兑. ッ ともない やうに、 俄かに 思へ て來 た。 作藏の 云った 通. 0^、 まるで 山 をん なの 


やうな 者 を 自分の 色に して ゐ たと 云 ひふら されたら、 全く 自分の 體 面に 關 する のであった。 『お c らは 

十二 ケ 村のお や ぢ さま だぞ。 今に、 また、 郡會議 OH: から 縣會 議員に も なれる。 それ を こんげ にして こい 

つが たぶらかしたん か？』 斯うした 憤りが 自分の 胸に 溢れて 來た U が、 作藏の 手前 をつ くらう 氣 にな 

つて、 『I 體、 お前 はいつ から こんげ なと こへ 來てゐ たんだい？』 

『  .』 こちらの 顔い ろば かり を 見て ゐた 女は淚 ぐんだ が、 返事 をし ないで 横 を JH- いた" 

「やつれて、 餘ッぼ ど 曰 やけして ゐ やん すが、 のう』 と、 作藏は そばから かの 女 をの ぞく やうに した。 

それでも、 儀 作に は、 まだ. （- 色の 白い 女に 見えた。 

『おいらの うちで は、 な』 と、 儀 作 はな ほ そらぞらしく なって 、『井戸へ 身 を 投げたん か、 =r で 死ん i,- 

ん かと、 どう ど 案じて 尋ねたん だ ども- 長い ことで 忘れて ゐた 頃に なって、 この 人が け ふお 前の ゐど 

とろ を 知らせて 來て吳 れ たんだが、 のう。』 

『  』 恨めし さう にこ ちら を： 15- たが * 直ぐ また 横 を 向いた。 

『早う 歸らッ しゃい』 と、 作藏は 同情す る やうに、 『お前のお ッかァ が!! じて ゐる だら うが- のう OJ 

『  』 女が 段々 と 首 を 垂れて 行く 様子が 如何にも こちらに やさし か つた。 

儀 作 も かの 女の 横が ほ を覼き 込む やうに して、 目 を かの 女の 胸の あたりまで やった。 今、 几 を 入， - 

る 時に 见 えた 雨の 乳が、 顔の やつれと は 釣り合 はぬ ほど ふッ くら 張り出して ゐ たの を • ま.で1^^し —.1 
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や？ と 思 ひ 付いた。 11 この 姉と 云 ひ • 妹と まひ 11 は 二度まで も 女 を 『肺病』 にしなければ な 

ら ぬかと ：h わ ふと、 恐ろしく 危險の 念が 增 して、 もとの やうな： 个氣 の決斷 心が 出ようと も 見えなかった 9 

若し てれなら、 なほ 更ら こんなと ころに 置い とけない ので、： € は 今更ら の 如く 我に 返って 命令した， 

『そら- 歸 るんだ！』 

『  』 女 はべ ッ たり 地上に 坐 わった かと 思 ふと * ゎッと 泣き崩れた。 Si を めいいてから、 すすり 

上げながら 、『行ぎ やん せん！ 行ぎ やん せん！ 生涯 —— ここに —— 斯うして n ゐ たう  ござん 

すが、 のう！』 

『そん ゆな ことができ るか い、 のう』 と、 作藏は 旦那の 意 を 汲む だ やうに 云った J 

「馬. 股野 郞！』 この |§ は ほこく する 日光の 中に 響いて、 どこか 遠くへ 渡って 行った やうに 思へ た。 

が- 作に は、 ぃッ そのこと、 C 分の 森 を 初めと して- 山々 を 隔てた 十二 ケ村 全體 にも 達して 吳れた 

ら よかった。 そして これまでの 關係 がう そであった ことにな つて *  に傳 はって n 火れ たらよ かった。 

無理に 女 を 引き； 乂 てて 引き上げよ うとした 時" 

しゐ 

『そんで は、 ちょ ッ こら 待って 下さえん し』 と 云って、 かの 女 は 椎の极 もとなる 岩へ 行った が、 その 

小 穴に 突ッ 込んで ある 物 を 引き出した。 债 作の WI^ おぼえ ある 紙に 包んで あるので 分った が、 自分が 賀 

つて やった 駒 ド駄； <:。 -. 


c わき 

その 下駄 を 大事 さう に 小脇に かかへ て、 お 竹 は 儀 作 等に 從 つて 峠 を 下 だって た。 ， 

儀 作に はかの 女 を I 先づ 自分の 家に つれて 行かう か、 それとも 直ちに かの 女の 母 や 姉の もとへ 歸ら 

せよう か • どッ ちと も 決心が 藥帥 堂まで 下りても まだ 付かなかった。 鬼に 角、 ！ 方の 馬へ かの 女 を乘 

せて やれば いいと だけ は考 へて ゐた。 

のど 

三人と も 根が かわ. S たので， 例の 淸水を 皆で 乎に 汲んで 飮ん だ。 

『旦那 さま、 おいらの 乘 つて 來た馬 にお 竹を乘 せて やり やん し』 と、 作藏も そこまで 氣が 付いた • け 

れ ども • かの 女 は 片手 を かけ 樋の そばの 柱に かけて、 ちッ とも 動かう と はしなかった。 そして 厘.^ 俊 

作の 方 を 横目に 見て、 何 か 目に 云 はせ てゐる やうであった。 渠も それ を ゃッと 感づいて、 

「作 藏， お前 は 歸れ』 ふ 命じた 時- かの 女 は その 椅 顔に 初めて 微笑 を 見せた。 

『  』 儀 作 も 心で は 無しよう に 嬉しかった。 

作藏が 歩いて 去る の を 見送って しまつてから も. お 竹 は 同じと ころ を 動かす、 つんと 横 を 向いて ゐた • 

f どうしたい』 と、 儀 作 は その 前から 自分の 馬 をつ づけて 撫でて ゐ ながら、 からか ひ氣 味であった が、 

旣 にやみ の氣 ぶんが 全身に みなぎって ゐた。 

夕 ぐれに は、 然し、 まだ 時間が あった。 

『  』 

II 頭の 馬  四 二 九 
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『どうしたい、 おい？』 

『  』 

『おい 11 ？』 

『  』 うは 目に こちら を 見て、 少し は ゑみ を 含む で 、『旦那 さま はつれな うご ざら ツ しゃる のう 

おいら をお どしゃん して — 』 

お 12? い 

『どんげ にだい』 と は 云った が、 岭 のうへ での 自分ながら も そら，.^ しかった 應對を さしてね るの だ 

と 思へ た。 娘娠 のこと だけ は獨 りで 分る まで 云 ひたくなかった。 かの 女が しッ かり かかへ て ゐる下 

に 目をやりながら、 『ぼ こり だッて 買うて やつたん だのに、 のう？』 

『,VJhs や、 ほんげ にご ざら ッ しゃる が、 のう —— もう、 は、 おいら を棄 てる 氣で I 』 

『そんげ な ことがあ るかい？』 つかく と 進んで、 鎮 はかの 女が 柱から 放した 右の 手 を 握った。 そし 

て 最後 は 何でも 金錢づ くだと 決心した。 

夜が 來た。 そして 二 頭の 馬 は 手 洗 ひ 盤の そばで 夜 あけ 頃まで かたみに いな 鳴いて るの を、 鎮 はお 堂 0 

中で かの 女と 共に 聽 いてね た。 

— (大正 五 年 八月) u 
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蓮 太郞が 暑中休暇 を 利用して 大 阪に來 たのに は， 一 つの 自分 だけで 秘 して ゐる考 へがあった。 自分 

は 東京で W 小舉 校の 女敎 員と 旣に 最近に 關係 をつ けた。， W ふ も 女 一個の 獨身 生活 だけ はでき てゐ るし 

こちら も 或 西洋人の 日本語 敎師 として、 譬 へて 云へば 警部補 ぐら ゐの收 入 は ある。 休暇 中で も， 焚へ 

る 物 は 貰へ るの だから.^ それ を に當 てて こつ そね と. 兩 方の 親戚に もま だ 披露せ ぬ 結婚 • その 緒 

婚 前の 樂 しい 旅行 をで もしようかと 思 はないでも なかった の だが • それに も拘 らす渠 はかの 女 を 紫て 

匿いて 獨 りで 東京 を出發 した。 

渠には 十二 三の 頃から 相 親しんで、 十五 六の 頃 刖れる 時に も、 行く末 は 一緒になる やうな こと を 

向 ふの 母親と も 話し合って 置いた 女が ある。 その 家 は 或る 蔡 情で 音信不通 になった が、 大阪に 出て ゐ 

るに 相違な からう。 それ を發兒 すれば • 今 約束の 出來 てるのと は 乎 を 切っても いいと 云 ふ 下 ごころ で 

あった。 

と 云 ふの も * 逮太郞 が 十五 六の 時， 國を 出て 大阪の 或 宣敎學 校に 半年ば かり 這 入った 時から、 今日 


に 至る まで 七 ケ年も 交際 を 絡た すに 續 いた 友人から、 手紙が 來た |_ 

いしき  • 

, 『今度 いよく 正式の i 乎 さき を 了し * ま is みの f がら f は^ 家 I ち 候へば、 こ 

の W 休み を 遊びに お出 成されて は 如何。 どうせ 蓬な おのま 失 御 下 S の 費用 さへ 拂 つて 来れば、 

歸 りの 旅費ぐ らゐは 出して あげても よろしく 候。 畑^  I、  じ C: ^子。』 

『1- 威張って やが？！ 裘に ゐた時 はどう だ、 さんざん 友人 を 乎 こすら？、 貴 さまのお や 

おに こちらまで も 貴さまと 同じ 穴の むじな の やうに 思 はせ てし まつ &に』 と、 蓮 太 郞は蜀 45 

を まじへ た 憤慨 を懷 きながら も、 これ をい いし ほに して 下阪した のであった。 

,f 周圍 は、 I と 親戚と が裹穩 である I いて は、 もとから 殆どす ベて 大阪に 關係ぁ る友、 

どもであった。 4 みしよりも 若く して 褒 門擧校 の 政治 f 出て 直 I 社の 一 騰代？ なつこ t ま. 

これ は 仲 中での まであった が、 その あと 押しに は 下 重の 續 さんが 附 いて ゐて， ，母さん ほ 

どの 麵 では あるが、 女 Q 方から 夫 霞 取りであった。 この 片瀨が I のく せに 直で 三 H ゐ つづけ 

をした 時には、 今 I 人中 井 急 ふ 男と| 郞 とが f いからして 出かけて 行って、 ，その 相 乎の 女 

U と を その 場に なぐり 付けた。 その 中 井 は、 また， 一 高で il 第した の を 置 2 とその あとず 

ta?. 祌讓弱 を 起した ほどの 小心者 だが、 法|願だ けに頗，£^じめでぁっ 

た。 樊 郞も霸 と共に 神 £ に 下宿 臭に して ゐ たこと も ある。 蕖 の,： は 麻布に あつたの だが、 S 
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inssn すべ il て 一 til し li 

で に まじって、 ？贅澤 で 1、 最も 不 li たの は畑武 一で、 f 

ま *  ,、.  1 丄^  irsigl まこ なれる と S ふ 自慢 若しくは 安心が あった 入^. P 

も、 , 、。や ぢの あと を繼ぎ さへ すれば. I 卫诚 な金满 t に ナオ ヌ 」5  J  i> 

In 雲の か E に il 出しに 窮 したので、 友人 ど： 

爲めに渠 のお や ぢに襲 手紙 を 書き、 以後 は 必ら まんな 事 はさせ ないから 今回 だけ は特„ がに して r や 

つて 吳れと 云 ふやうな f 云って やった。 それ も、 三度までの ことで、 それ 以上に はお や ぢの方 U 

&り 上げ 無かった。 こっそりと 友人 どもに 內證 甚 芸を賀 ひに 行った の も I が 利かなくなる 一 ぽ 

因であった が、 多く は 攀生 として 無駄な 化粧品 や 交際費に つかって ゐ たの だ。 _  i 

s よく 寢 f  I つて、 き 手の 人と さ I ら 相ひ對 してき かの やうに 物皇 つた 初めは 仲 

簡 にも その 人が 一 定 して ゐ るの だと は 思 はれなかった が、 毎晩の ことに， とそれ がいつ も 一 人て あ 

り、 而も それが 女で あるら しく 分って 來た。 

f1 畑 を is かしてから" あとの も S 等と 一緒に 待 I けて ねて、 畑が 例 くむ ッ 

くと 起き あがって もの を 云 ひ 出した 時、 これに 靜 かに 心 fl 對 して 見て 全く 分った の だが ノ き 

戀 人と は 香 f 下宿に S て 來るナ 首 1 とい ふ 女で、 大阪 居留地 (が， まだ その 時にはあった) のゥ 


イルミ ナ女舉 校から わざ/ \ それが 爲 めに 出京した 女舉 生であった， それが 今囘 いよ/^.  煩の 籍に這 

入った 菊 子さん だ。 

『わたし • あの人 きら ひ』 と- 朿京 でかの 女 は 連太郞 のこと を 私 かに 畑に こぼして、 額との 交際 を絕 

たしめ ようとした ことがある。 その 頃. 男女 交際の |;| す 墓氣 がみな ぎって lis きこ 

おれた 連屮 として- みな 交際 若しくは 交際家と 云 ふこと を n ぐせ の やうに 云って ただけ、 い I】 ぐ絕 交と 

か 交際 しないと か 云 ふこと も 亦 盛んに 問題と なって ゐた。 が. かの 女が ちょ ッと兑 の 好き 嫌 ひ、 いから 

ぉに帮^^郞との交際を飽てと云ったには、 尤も だと 見える 輝-^ がないでも なかった。  . 

滞；9<郞 が 神 S の靑年 • 館に 久し振りで 上京の 大阪 牧師 窗川 氏の 演說 を聽 きに 行かう として、 ほと 一 

緒に 小川 町の 角 を 曲った 時- 畑 は 一 人の 直 生と 出くわし- 少し 行き過ぎ I てから >  何か暫 らくこ 

きそと， してせ めた。 その 間 • 囊郞は 遠慮して. 初めに 立ち どまった ところ を動 かないで、 寺つ 

てゐ た。 づ ぬけて 丈の 高い 畑の かげに なつて るかの 女の 顔が- 時々、 amiiot 

見？。 と、 何 力無 St を 一： ム つて 引 ッ 張る やうな 目つ きもあった。 

『はは ァ— g など やめて 歸れ とせがん でる の だ. な』 と 思 はれた ので、 こいつ、 どうす るか 

. 知らん と 見て ゐた。 

かの 女が I あし さきへ 進んで 行く と、 畑 は 茶して 浮き足に なって、 こちら を. 叫き、 

畑の 細君  r  , し- 
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『俊 はちよ ッと 失敬す る。』  rr  。 

T あない、 例の は？』 瘤に さわらない では ゐられ なかった ので、 S うわ ざと 囊 子で 叫ん た 女の 

亂れ て、 何 か 物に でもつ まづ いたやう であった。 これ を かの 女 S に 持ったら しいと は， 畑自 

, - :o  tj-, 、、り .p?  、，^^ヌ.！^;©ずて111^せたことを また 向 ふへ 4K ら せた 力と 

身が， 1 にう ち 明けた 話であった 往：. ^の 中て パ りひ を 曲け て 貝^ ナ 2 

藥は かか if つなに も 引かれながら •  S の 11 人 を 大阪に 探す つもりで、 畑の 蒙 庭に 

は 渠の豫 想と は 反し ズ、 なかく さッぱ りと して， けた 女であった。 旣に 一面識 も 二 面識 も 

t 人の やうに 客 I. り 扱 ふので • 初めから 少しも ffi かせなかった。 殊に、 主人が 客の 年齢 

のことまで も吿げ てあつた かして、 

さん はわて いとおない 年だッ しゃろ』 と、 細君 は 云った。 

『さう でず か、 I より は 二つ 下で、 何でも 僕 は 酉 Q 11 さう です。』  - 

r そや さかい， あんた は 豪の やうな お金に もな らん もん をし や はるんだ ッ せ。』 C  > 

『豪と 云うても』 と、 畑 は 横 やり を 入れて、 『こいつ は 友人間での 理屈 I から， g 向きの 代 さ 

や。』 


『そ.，， でもお きな 詩 を 誓いて えらうな つたら、 ようお まッし e ろ。』 

『何に せい、 これから 金がなければ 11 周 布 君の やうな こと を 云うても 駄目 や。』 

『そり やそ やけど、 な ！ 』 細君 は 蓮 太 郞の方 を 見て、 『あんた もちと この 人に 仕込まれな は 1。』 

『1  ァ—』 と、 蓮 太郞は どッち 付か まため 息をつい てから、 無遠慮に 『ぢ ゃァ、 あなた はどう レ 

た 風向きで 畑 君に くッ 付いた のです il 同じ 酉の 一 由で 二十 五なら？』 

『そり や 財 產の爲 めだ ッ さ。』 微笑 を 十分 I みながら さ Q 人に 財 窘《^ みが 無うて は、 わて いか 

て來 ます もんか？』 

あ ひにく 

『生慍 大山 君 は』 と、 畑 はかの 女の 初戀を 引き合 ひに 出した、 『友 だち に 取られた さかい、 な ァ。』 

『取られた かて- あんた もどう せお 金がない としたら、 あんた より や 大山 はんの 方が 餘ッぽ ど 人^が 

高い。』 

I  じんかく 

『そない に 人格が 高い ものが、 約束 を變 へる と 云 ふ ことがあ るか？』 

『刖 にどう したと 云 ふわけ やない し、 ほんの、 ロ約束：1^.-んが、 な on 

r 分る もんかい？』 

夫婦の この 對話を 十肚ぐ 理解 できるだけの 村 料 は、 蓮 太郞も 前から 畑に 聽 いて 知って ゐた。 が、 細 fjjir 

の 方 力 いつのまにか 斯う 明け ッ 放しに なって るのに は、 最初の 程 は、 案外であった。 女擧 生と しても 
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可な り I くと 開ら けて はゐ たが、 情責蠲 する こと を 面と 向って ひやかされる 時 は f- 赤く して 

ゐ たのに。 尤も 畑が 一度 —轰 にね て、 まだの 疆 のなかった 時、 旣に— かの 女 を棄 てかけた こ 

とが あるが， その 寺、 女が 旣に あば すれで ある こと を 友人 等 に證 する 爲め、 渠 はかの 女が さし 向 ひの 

時お I- で 種々 の 事 を 云った と訴 へた、 たと へば、 

『第 筒の カンが かたく 云 ふの は氣 持ちが わるい なんて ッ』 と。 

秦淫 ここへ 來 てから • 畑が 自分 等に 訴 へた 時の こ gil 際に 思 S させられる ことが 毎度 

であった が、 自分 は 主人と g ひ- 今 I の爲め に画 して ゐる だけの こと だと 觀 念して 見れば、 さ. 

きに 一 たび 感じて 耶蘇 敎 信者に， なった 時に 自分で 肖 分の 獨善 的行爲 I じた その 努力 ほどに も 苦しい 

ものではなかった。 种だッ て も、 若し あると したら、 これ 以上 無 I に 人 S 私 f 化て ゐる こと は. 

出來 まいと やうに， 渠には 思 はれた。  ミ t 

そして III いか、 食膳に 向って、 みんなで 一緒に 大阪 流の 朝が ゆ をす すりながら も. f 

殆ど 金の こと をば かり 聽 かせられる ので あつたが、 それほど 口で は 云って i 的 物 を I. まて 見る. 

と — まだ 主人 は 少しも 左右で きないで ゐ るのお。 ：：  i.' 

畑の 資父 は、 もう、 とッ くに 銀行 素に きして からと 云 ふ もの、 おもて 立って 本 f ままに 


なった ので、 その まだ 五六 十 萬 は あらう と 云 はれる 財産が Si 畑の 弟の 名義に なって、 がらす 製 ^集.：，， 

やって ゐる。 畑が 睐 外されて ゐ るの は- I つ には子 供の 時から 繼 母と 折り合 ひが 付かぬ 爲め、 また； 

つに は 小 偕から あがって 行く 商人 を 嫌って 擧 問で もしょうと 云ふ氣 のあった のが 實 父と g 突した，.，， りめ 

だ。 妹 はた ださへ からだが 弱かった のに- ,1 母の 虐待 を 苦にして ゐ たので とうく 病死した と 云 は 1. 

る。 それに IS 母の つれ 子が あって、 それが 可な り 役に立つ ので、 その 繼 父に 割り 合 ひに 信用され て， C 

た。 

『僕 は 資父ゃ 弟に 恨み はない が、 糖 母と つれ 子と に對 する あて 付けに 財產 分配の 訴訟 を 起す の だ』 と 

iK つて、 畑 は 知り合 ひの 辯 護士を 額んで 資父 を訴 へた ことがある。 どうせ 勝利 を 得られなかった ので、 

按訴 をす る邀 びに なった 時、 父から 仲裁 を 入れて、 息子の 結婚 を 承認し、 相當の 生活 费を 供給し、 こ 

たまつ く tt* 

の 玉 造なる しもた 向きの 家 を 持たせる ことにな つた。 が、 畑 は 毎； n 展ひ 人の 如く 店へ 通：^ する だナ 

で、 東京 名. KI 屋、 九州 はおろ かのこと、 京都 や 神 戸の 如き 近 II の 取り引き先き へさへ 槳 金に 遣 はさ 

れる 信用 もなかった。 

『な ァん のこと だい、 そんな こと ぢゃァ まだ 僕に 威張れない ぞ』 と • 建 太郞は 皮肉の つもりで 夫婦 を 

非難した。 

『見て をれ よ、 僕 も 今度 こそた まし ひ を 入れ かへ て 商人に なった から、 今に 对 けな こと をし まッ さ"』 
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霄葉 ぶりまで が、 然し、 宽 京の 學生 f 脫し かけて ねる。 m し、 今 Q ところでは、 まだ 遠 州 生れの 辋 

君つ 方" — これ もた まに は 地が ね を 出す が 11 却って、 大阪言 紫に 熟して ゐる。 

『わて いがつ いて まッ さかい、 な。』 

『こハ つ を先づ うまくお や ぢと櫚 母と に 取り入らせて あるん >  さ。』 

げん リ  > 

f 五十 萬が 十莴兩 でも 君に 出來 さへ すり ゃァ、 僕 も 少し ゃァ おす そ 分け を L て M ふ權 利、 ガ ある お 1 

JU れ まで 隨分僕 等 を 手 こすらせ たから、 ね。』 

『なァ に、 その 時に なり ゃァ、 iS を逋 辯に して 世界 漫遊で も 試み るん、 さ。』 

if わて いは 腰 ぎんち やくに でもな つて だッ 力？』 

む.^^ き い . ^隣り の 二階に は、 雞太郞 と 同時代に 束 京の 白金 舉院に ゐた渡 癒と 云 ふ 傳逝師 夫婦が ね- 

て、  その 細れの 方が 隨分花 を 引く ことが 好きで ある"  、 

【こ-. -が三 もん 文士の はんだ ッせ』 と 云 ふやうな 不眞 Hi 目な 紹介 を されても、 ^に 怒り もしない， 

で述太 5^ も^の 仲 II に 加 はる やうに なった。 蕖は 東京に 出て 以_ 氷 こんな 遊び をう そッ こで でも やった 

/0 と はない。 が、 初めて HA つ 離れた 時、 神 戸の ffs 山のう への 休 4 卅で 老婆 二人が 一生懸命に 戰 つて 

るの を 見て、 自分 もい たづら 半分に 仲間に 這 入り、 何でも 十四 五 錢を负 けて 取られた ことがあ るの を V 


諮って 聽 かせた e  . 

『あんた のこ ッ ちゃ さかい、 詩人ら. I  く 寬大に 負けて あげたの でお まッ しゃろ, 渡 澄 夫人 もなか/ \^ 

畑の 細君に も 劣らぬ 口 わるで あるし、 年 もお ッ つか ッ つの 仲 だが、 莲太郞 が文舉 好きで あると 云 ふ C 

とに は、 多少、 畑 夫人よりか 輝： 解 を 持って 〔4<れ る やうに 見えた。 どッ ちかと 云へば、 この 夫人の 方に 

ig^ は 多くの 親しみ を 有したかった II 人拉み 以上の 美人で もあった し。 

『  』 默 つて、 ただ かの 女の 額 を 正面から わざと 兒 つめながら も、 は 少しも 心 を 動かして， <^ 

る やうな 風 をし なかった 時、 かの 女 は氣が 付いて どう 思 ひ 取った か、 さ ッと顔 を 赤く して 彼 ふ；^ の 取り 

遠へ をした。 

『そり や 藤 だんが、 な』 と、 畑 夫人 は 注意した。 

『そやく。 『渡 夫人 は 急いで それ を引ッ 込めて、 萩の かすに ゐ のしし を 合 はせ た。 

『見た ぞ 11 さァ、 お出しなさい』 と、 速 太郞は 二度：：： の； i のかす を 示め して、 畑 夫人の ほととぎす 

.♦V- 棄て させた。 

『あんた. - いや や、 カン 一一 ング して』 と、 かの 女が がっかりした IJ^ を あげたの は. また^な t,、 蓬： L^: 

郞が 口ぐ る まに かの 女を乘 せて、 もみ ぢの丹 を禁て させ * 靑の よろし を斷念 させた ことが 分った 時 P 

こと だ。 
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夜になる と 兩 方の 夫人の 亭主 も 入り まじる ことがあ るが • そんな 夜 を 十二時. ぬまで 過ごした 。そ 

の 次ぎのば などに も、 畑が 店へ 出勤して から、 蓮 太郞が 裏の 庭に 出て、 細お と共に、 垣 板の しぼみ 

かけた 朝 額の 花に ひとつび とつ 色 わけ をし るした 紙 札 をつ けて ゐる 時、 隣り の 二階から 白い、 ふッく 

らし， こ、 双 ざね の 額が、 や はら かに 笑 ひながら、 その 自分の よく 鼻す ぢの 通った m_ ^さき を 人 さし 指で 

ちょ ッとは いて 見せる と、 こちらの^iせぎすの、 淺黑ぃ、 化粧 ぎら ひの 額が 直ぐ 喜んで、 il こち. 

らも 無言 11 承諾の 返答 をす る のであった。 

『大阪 の 人 は 八 A を 好きな やうです、 ね。』 

『あ c!vi，』 と、 細お は 庭ぐ ち を 家の 方へ 這 入る 時、 にやり と 笑って 蓮 太郞を 返り 見ながら、 『あんた- 

•i-p うや 

が來 てからお 花 も 好きに なり、 お 化粧 も 上. 守に なら はったん でお まッ さ。』 

『そんな ことが 11 』 渠は恥 かしい ほど 打ち消しの 態度 を 見せない では 濟 まぬ やうな 氣 がした。 人の、 

紬 Itn を 思 はう と 思 ふやうな 不眞 面目な 氣 はなかった し * また5^はれても誰れにでも應じるゃぅな輕ッ 

ぼし い Bf- に も兑 られ たくな か つ た。 

けれども、 畑 夫人 は 藥に恥 かしがり の 弱點が あるの を 見つけてから、 

『& % はんの 顔 を 赤う しゃ はんの が 面白い』 と 云 ひ 出した。 そして かの 女 は 蓮 太郞の 次ぎに 坐 わり 合 

はせ る 時な ど は、 いつも 渡邊 夫人に 向って 『あんた • 周 布 はん 好ッき やさ かい』 と 云って 席 を ゅづっ 


た。 

『さう 好きな 人ば かり ゐられ ちゃ ァ』 と 云 ふやうな 冗談 を 1£タ は 無理に も 云 はないで はゐ られ なか CV 

た。 

『お 花 を 皆 好ッき やお ま へんか？』 渡邊 夫人 は 浙ぅ云 ひくる めて、 にこ 付いた。 

『周 布の 色 をと こ は 今に 初 まった こッ ちゃない、 昔から 「金 は 無 かりけ り」 で、 なァ。 fi 

『さう 畑； ^5; までおれ を 馬鹿にする なよ- おれ だ ッて今 勝って 見せる から。』 

『あんた、 少し 勝っても と 手 を 返して お 01^ れ やすよ —— 负け るば かりで。』 

『はいく』 連 太郞 はいつ も 畑 夫人に 勝負の もとで を 出して K つてる の だが、 それ を 返せた ことが な. 

い。 それに 自分の 次ぎに 坐 わる こと を かの 女が うまい こと を 云って 逃げる の は. 赏は、 旣に鎮 に は 分 

つてた： i り、 自分が 突拍子もない へまな 手 を 打つ ので、 その あと を 受ける 方針に かの 女が その 度 毎に， 

困る 爲 めであった。 

或 時、 渠が わざと 大切な 札ケ棄 てて 渡邊 夫人に 坊主の ピカを 取らせ、 途に四 r を させた 時な ど は， 

畑 夫人 は 案の でう 非常に 怒 つた。 

『あんた の やうな 無茶う ちはい やや！ もう、 せいへん！』 

『でも、 ビキは 二 枚 持ち だッ さ』 と 云って、 前者 は 落ち 付き 拂 つて、 今 一 枚の かす を见 せた。 
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『それ、 ぉ覽 なさい。 僕 はどうせ m 來 ると 思つ たんだ。』 

『ほこら、 ：H かたがない。』 後者 も險 しい 目つ きを 鎭 めて、 微笑に なリ、 『あんた はえら う 目カ禾 くさ 力 

K な。』 

「どう致しまして 11 今の、 あなたの 目つ きの 方が 餘ッぼ ど — 』 

f  』 かの 女 は 無言で 笑 ひ 出しながら、 渠の肩 を輕く 打った。 

女 ども は 自分 等が 熱して 大きな 聲を 出す 時な どは氣 がっかないで、 蓬 太郞の 持ち前の 高聲を 時々 と- 

がめた。  そして 少し 隣り に氣 がね せよ と 注意した。 

錄 りの 下座 敷 は^ 蘇 敎の傅 道 所で、 その 擔任者 は、 然し、 渡邊 氏と はまた 別な 人であった。 蓬 太 良 

が：^ ると， 別に 擧カ など はあり さう でもない が、 相 《=E な资產 あろ 老人で、 俸給の 爲 めに 渡邊傳 道師の 

如く 他へ 働きに 行く やうな ので はなく、 好きで 餘生を 神に ささげる と 云って る。 蓮 太郞は 西洋人の g 

嫌， W りに 過ぎぬ やうな 傳道、 拉 びに 傳 逍師. に は、 もう、 同情 を 持た なくなつ てるの だが、 この 老人に 

« ^つて は 正直で 心の い い 人で ある こと を 認めた。 

りのお ぢィ さんがけ ふ も あんた に 遊びに 來ぃ云 ふて まッ せ』 と 云 ふ 畑の 細せ 「力の 言づ てが あると *藥 

は 率直 こ 出かけて 行った。 そして 段々 親しみが 出來 るに つれて、 下駄 を はいて おもて を ま はるの が 面" 


^だと 云って、 二階から 二階へ 渡って、 かよって 行く やうに なった。 そして 渡邊の 細君が 簦寢 をして 

ゐる ところ^ 驚かせ、 

『ちょ ッと 失敬し ますよ』 とぱ かりで 濟 ませた こと も ある。 

畑 氏の 裏庭に 蛙が 來 てで もゐれ ば、 直ぐ 細君の 依賴 I— と 云 ふよりも 命令 一 I によって、 隣り， へ 0» 

けに 行った〕 

『あなたの うちので すか、 この 蛙 は？』 

『さう です』 とか、 『違 ひます が、 もろて mil きます』 とか、 人に は どこか 見分けの つく 目 じる しが あ 

つた。 形 や 色 やその 他の 點で 見分ける の だら うが、 I 々に 人間の やうな 名 を 付けて、 緣の 下に は、.：： T 

らう じん 

. ^つて ある。 それが 皆 老人の 命令に 從 ふの だ。 

E ぶが ぽんく ぽんと 手を叩く と、 ぞろく と橡の 下から 出て 來て、 ゑ さ 鉢の 周圍を 取り 卷く ほどよ 

く 馴らされて ゐる。 

らう じん 

『がま 老人』 と- 連 太郞 は； を 名 づけた。 そして 畑の 細 fsj^ も渡邊 夫人 もさう 呼ぶ やうに なった。 そし 

てまた 本人の 老人 もさう 呼ばれて 滿 足であった。 

『太郞 はけ ふ は 少し 活氣 がない， - うやない か、 寳 丹で もやって 見い。』 斯う 云って、 老人が その 老 夫人 

に 命令す ると、 かの 女. 亦 その 氣 になって、 その 蛙の 世話 をす る。 そして 日曜の 說敎 などに は、 その 
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¥ まで 一人 も 子の ない 傳道師 は娃を 例に 出して、 こちらで 愛が ありさへ すれば、 あんた 蟲 でもよ く 鋭 

しんで 來 ると 云 ふやうな 話が 出る の ださう だ • 

大 阪へ來 ての 最初の 日曜日に は、 蓮 太郞も 畑の 細君と 共に 義理 づ くで 出席し、 数年^ 絡え て 歌った 

こと もない 讃美歌 を も聲を 出して 歌った。 

『1 はん は おもたより 交際家 だッ せ、 いやく だッ しゃろ が、 讃美歌まで うとて。』 細君が うは 帶を 

解く が 早い か、 ぺッ たり 坐 わって、 せんす を 使 ひながら、 斯う 畑に 吿 げたの は、 その 日曜日の 午前 を 

畑が 專番が てら、 s 敷へ 小，. つくき 出して、 人 m 外れの 大 I からだ を はだぬぎで、 何 かそろ 

ばん を はじ いて ゐた ところ へ 、 他の 二人が 隣リ から 歸っ て來た 時の こと だ。 

『そり や、 お 互 ひに^^ まったきね づか、 さ。』 畑 は 右の 耳に 筆 を はさませた その 方の 乎の 肱 を 机に 突い 

て、 IW: 人の 方に ふり 返った。 『ベ ー スと ソプラノ とで i 花女擧 校の 連中と 競举 であった から、 なァ I 』 

『さう/ \  ！』 龍 太郞も その 時 を 思 ひ 出しながら、 足 を 無遠慮に 投げ出して、 左の， 肱で 半身 を ささへ、 

『あの 時 ぶんに は、 今の 〇〇 家の 細君が 最もお 茶ッ びいで、 葡約 聖書に ある 割 禮とは 何の こと だ、 何 

の 必要 だと、 わざく ER 子 連に 追琼 した ッ け。』 

『  』焖 も 笑 ひながら、 『男女 合同の 聖書 研究 會 がその 爲 めに 宮川 牧師から 禁止に なって しもた 

な ァ，』 


『然し』 と、 速 太 郞は相 乎の 舊惡 など をへ r 一  つ.！ 君に 聽 かせる やうに Tif?^ の あの 女 を も 11 あの 女が 

東京に 出て 來た時 —— 隨 分た ぴ/ \-訪11： したやう であった ぞ。 』 

『そり や、 いつも おごらせる. おめ や。』 これが 何だか 巾し わけの やうに 聽 えたが、 へ は さりげなく、 『^ 

は！ め 

な， <  て駄： ：！ や， のら 犬の やうな 人が 多うて など 云うて、 大氣焰 であった。』 

『あんた に當 てつけ ャはッ たんやろ。』 この 時、 かの 女 は 割り 合 ひに こまかい s のた て 縞め いせんの は 

だ をぬ いで、 襦 抨 の 上 を 爆いで ゐた。 

『さう かも 知れない よ。』 蓮 太 郞は紬 君 を 乎 供 あっか ひに したやう にかの 女の あと 押し をした。 

『馬鹿 云へ！』 畑 は 少し 向きに なって、 ごまかし らしい 微笑 を 含んで 見せて、 『獨 身で 通すな ど 云うて、 

直ぐ^も なく 結婚し たんや。』 

『そり や、 あんた とこより ええ さかい、 なァ I. まま 母 も 無うて。 今では、 子供が 二人 も 出け て、 5^ 

に 澄 してや はる。 = 

「君 は 全體』 と、 蓮太郞 はな ほ突ッ 込んで、 『あの 女 舉校專 門 かと 僕 は 思って たら、 とうく また 別な 

女舉 校から 細君が 飛び出して 來 たのであった、 ね。』 

"  』 紬^？^はただ笑って莲太郞と顏を兒合はせたが、 少し 間を置いてから、 『然し 周 布 はん、 あ 

ん たまで が割禮 のこと をい やらし さう に 云 や はる けれど、 .J^  n 

to の 細君  四四セ 


泡^ 仝 集 - 第西卷  ゾ 

、『僕 はさう は 云はなかった。』 辯 解す るつ もりで 起き あがろ て、 あぐらをかいた。 

『あかん 1 の 時に、 而も 宗敎 上の 信仰から、 おちん この 皮 を 切る 眞似 をす る 儀式 だん 力、 』 

論. さう、 さ。— あいつ は、 然し、 畑 君 も その 時聽 いてた 通り、 奥さんの やうに 無 邪氣に そぬ 

卞3_^をー.ムったのではなぃのです。 どうせ 女に は 必要 もな く、 ただ 男子にば かり そんな 儀式が 必要な の は 

何の 爲 めかと、 少し 祧發 的に 質 したから、 大 問題に なって しまったの です。』 

『そり や、 さう や』 と、 畑も黉 成した。 そして その 場の 話が これで 一 段落つ いた ころに は、 細君が 畫 

釵の 支度に 臺 どころ へ 立った。 

蓮 太郞は 子供の 時の —從 つて、 まだ 肉の 經驗に は 落ちなかった 11 戀 人の ゆく ゑが 始終 氣 になつ 

てゐ るの だが、 1 つに は、 友人 夫婦の 新 i^i 活 やその 周圍の 仲間入り をして ゐる 面白さの 爲め 11 また 

一 つに は大阪 へ來て 見る と • 爽 京で 遠く 想像した ほどのう つくし さが 初戀の 心持ちに 現じて 來.^ よ 

しんば 本人 を 探し 當 てても、 旣に 持ち主の あろ 身で あったら 却って こちらが 馬鹿を見る だけ だと 云 ふ 

引けみ を 感じた 爲 めに I. もう、 どラ でもい いと 云ふ考 へに もな つて ゐた。 資は、 畑 氏が 大阪 にゐる 

自分 C 親友 だと 云 ふこと が 1. 遠く離れて 考へ てた 時 は-— 何だか 搜 索の 心丈夫た 手がかり になり さ 

うで あつ.，. こが、 この，！^ 人に うち 明けて るまで もな く、 それ は 空想であった ことが 分った。 それに， 


ブ 擊=$-1き愛犬を5かのが^^ゃったが、 それに 

みか も 分る だら うきと 考 へて たの も、 そお でも すれば、 ずと き 女 

なかった。 .  K い 市中 を あてどな く 歩き ま はっても いいと 云ふ考 へに f 

『御 出發 以來、 旣に 一 週 f f 候へ ど、 いまだに 御雾 なき . 、 

實は いまだに 御 出 發な く、 この I も 宛てさき に 受け pu%  i はれ 候， ？ また 

"r か！ はれ f ん秦 i しめ H に"" は"； ：差出 し 人の 手 もと i て 

た 別れる 少し 1、 かの 女の 部 I り をして ゐ I ァ.^ き. !は\ とちら の 仕う ちが 惡 かつ 

siia  """"は" r に 大きい とき 女が 云った の を， あと 

蕖は 邪氣のぁる なし を 云ふの""、 ほんの、き氣碧たのだと1ぎ たが， 

f はぬぅ ii と^1每女^^」^!| ぬ|した。 そしてこ爵画化 

ia^^  I 渠カ 力の 女に い I がさして， もとの 事 I ひ 出した の も 

『どうせ 私が 年う へ  P 

细 の 細へ U と 故 f て も 一せ しく きれ 無く 嫁へ ど-どちら とも はッ き？. たきろ 


II  I  o  c  , ミ，. おとして D しッ かりした 決心が あるら しあけ 取つ s れば 

I りたく 候』 ともあった。 そこに 力！ こ L、 上品な 年墦 すがたが 浮んで 來た。 

m る ほど、 蕖の 目の前に は、 かの 女の lltr ゥ 

初めて かき 1 1 1" は n てし" 7度は歸 つてぎ ill  ？ 

『さァ . ^りく ゥ 

つて 送り出し かけながら、 

『何だか 歸 したくな いの』 と 一 て 云った やう I つきと 甚 ときの 場で 身にしみ 込ませて、 足 

.『  - 0^iis^  i^i.  Isll^. 一先 づ 

が進 みかねた が、 かの 女の 方で それ 以上に. >  きとめな 力った ので 

I した。 $i^^v<l き 8 博士の なかう ど 口の 方へ？ 

『若し おれと いよく 刖れ れ^ ふ/ さ 

畑が ねな 集 ひ f 座敷に 持 U つ；,. ミ から， 今少し 直中 だけ 大阪に 遊んで ねた いか らと 

たやう にして、 早く また 逢 ひたいの だが ついで ォカ 

liq 自 I しに 行 f して、 In 細 li をして 飛び は 

封 誓 を こッ そり 自分て 出 LKiir 力 ^^^^^^^^^^^^^^B^n-ii-^ll 


して 来た。 

『わたしが 出して 來 てあげ まッ さ。』 

『なに、 ようご ざいます。』 渠 はわれ 知ら，？ にして ゐ るの を 押し 隱さ うとした。 

『では』 と、 もう、 手 を 出して、 『ちょ ッと お見せ やす。 „ 

『  』 止む を 得ない ので. にやく 笑 ひながら おもて 窨 きを 見せた。 

u^^^i と、 かの 女 は 手に までは 取って 見ないで、 『多分 I ろと おもた。 J» 

便の r,^ た 時に、 受け取つ たの はかの 女であった。  Jur 

『周 布 はん tf からく してば か，， 、 tli な 5 人 か 思たら、 f  ifs と、 

は それから 云 ふやう になった。  . 』 

^^が ^ 宣 I 校と f た 別 5 その I らしく 匿され た i 院 の  一 I  11 

；:: ： 隣 所の 關 係からの 知り合 ひとして— 訪問して 來た 時、 たッた 一度 I 口 はされ た 

U あとで 畑に 『駕 面目な 人物』 だと 評した とかで、 i0n 

『〇〇はんのゃぅな人は生まじ61^^ぎてド.*^,ノぅ ^) 

れゃ さかいに やや。』 め？ て に 人の こと ill ふの や。 耶 蘇敎 は あ 

^の 細君 

四 五 ， 


11  ^四卷  、„  -、  Ml よふ- 0,、  -^o 

i お前 も敎 會にゐ たら、 籠 f いっしょ けんめ に まやない か』 と 畑 は ひや 力 I た 

『そり や、 歌 ふ 以上 は、 人に 負けた うない。』 

『3^、、；1&\、 な。』 

,  . ；: 、 x-^ 」 一、 K, 一. あま 二人こう ッ ちゃる やうに 語った 

『耶蘇よ^ 蘇で ほう ッて 匿く、 さ』 と r 、え. K 良 W ニノ ー 

殆 ど暂 若しくは 種 やうに、 隣り 一 i.^ofoflio^n^^^« 

で r 大體こ 於いて、 誰れ にも 大した 損害 もな く 引き 鑌 いた。 そのうちに、 

^;日前へ案內されることになった。格子先きから車に乘る段^、る1^^0^4^^^^|っ 

1、 大阪に は、 まだ それが 接って ゐた— 二 管 一 つ を 畑に 與へ その 細君 I 太 まと ig. つ 

た。 そして. かの 女 は 平氣で 自分の 所 天に 向って 云った、 

『あん t な 人一倍お もとお まんの やさ かい、 仕 かたお ま へん。』  -^ili 

『あん テ I  3b 一  1 こ. - ノ て！ £11 であった やう だが • さう 云 ふ 風で ゐられ な いのは 蓬 太 良 

『よしく o』 人の いい 畑 も それに f して k. 蒙て あ Z  .^.v  /力 

rj は， slrl こ.. - クラ、 ：^/J/\ と， 切より さきに 運ばれながら、 度ぎ 

.』 西 か 南 か、 鬼に 角 目的地の 方^に だら う カナ タ 


であった * 

『  


もを拔 かれた ほど が 5^ つて、 初めのう ち は 15n つも 出し 得なかった。 少し 地盤の f らか でない 

道 を 通る 時 • 車が 左右に がた， （- ゆれる たんびに も、 細君の や はら かさうな 衣 物に 觸れる ことに (t 々が 

引けて、 自分の からだが 私 かに 固くなって ゐた。 『細君 を 信じ 切って る 畑の こと だから、 まさか、 あと 

で 怒り もしない だら うが —— 』 と 思へ た。 

『  』 畑が 後ろの 車の 上で 獨り默 つてる のが、 然し • 蓮 太 郎には 氣が氣 でなら なかった。 そし 

て 細君が 家に 在る 時と 同じ やうに、 いろんな 詰 をし， かける のに、 ただお づ/ \ と 受け 答へ をす る その 

あ ひ 問 を 利用して、 蹈 は 後ろ を 返り 兌て I れざ と、 

『眠って やしない かい』 と 叫ぶ と、 

『大丈夫』 と 答へ る 3t が 薄ぐ らい に えた。 

その 翌日が 十五 日で、 店が 休み だと 云 ふので、 畑のお ゃぢは その つれ 合 ひと 共に 初めて この 新 家庭 

の 様子 を 兄に 來た。 建太郞 は、 一俊 便所に とほった 畑の まま 母の 方に は、 茶の 問で- 止む を 得すち よ 

ッと 挨^ をし なければ ならなかった が、 おや ぢには 舎 ひに 出なかった。 と 云 ふの も- おや ぢには その 

森 子の 放蕩 時代の 相棒であった やうに E 心 はれても ゐ るし- 店の 方へ 畑 宛の 乎. g でも やる と、 『まだ あん 

た 書生 ッ ぼと 交際して るか』 と 叱る さう でも あるし、 これ を 前から 聽 いて 知って たから： M。 
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細君 も、 然し、 ただ 一 度 茶 を 運んだ 切り * 莲太郞 と共に 茶の間に 引ッ 込んで ゐ るので、 『あなた は 3^ 

て 行く 方が いいで せう』 と * 渠が 注意す ると.'  、 

わか 

『わたし * いやです の』 と， 最も ひそ やかな 聲で、 『何 を 一 K うてる か 分ら へん。』 かの 女は少 L も 藤 力な 

いで、 ただ ぢッと 壁 一 重 向 ふの 話し 聲 に 耳 を 傾けて、 顔の 色 も 常の やうではなかった。 そして かの 女. 

の 身に ぴッ たり 添って る黑ッ ぼい 銘仙が  一 ぴッ たりして ゐる やうに 見える。 

『あいつ は 口 さきが うまい さかい、 おや ぢ にも まま 母に も 俊より や 信用が ある』 と、 畑が 笑 ひな 力ら 

云った 富 紫 はどうし たの だら うと 蓮 太 郞には 思 はれた。 

『うちの は氣が 弱い さかい、 お 父 はんの 機嫌 を 取ろ おもたら。 心に もない こと を 云 ひま ッ さ。』 

『そんなに 夫婦の 問に 理解が な いんで は f』 逮太郞 は 今更ら 非常な こと を 女人の 爲 めに 發 見した や 

うであった。  、 

茶の 問と 障子 一 つで 1 に つづく 三 © 敷き は、 細い 格子で おもて 通リに 接する 部屋で * 蓮 太 郞が來 て. 

から は、 夫婦の 寢 ，31 になって ゐる。 それと 横に 拉んで 玄關の 土 と 玄關の 二 とが あ リ* そえの 奥の 

六晨が 運太郎 のい つも 寢 ると， ころに 與べ. られ たの だが、 今 f そこから 茶 を 呼ぶ がした。 

『呼んで ますよ。』 

f  』 細君 は聽 えたと 云 ふ 返事 を 向 ふへ して 镫き もしないで 出て 行き、 その 用 をして しま ふと 


直ぐ、 また. - 11^ つて 來て、 もとの 座にから だ を 投げ出す やうに 坐 わった。 

この 家に は • 傳道 所と は反對 のおり 隣り に、 おもてから 裹に！ si する 一 間 はばの 通路が あって、 二 

階の むね 53 き 十 軒 長屋 を 雨 方に 五軒 づ つ に 仕切って る 代りに、 大阪 一 般 にあ る 直通のう ち 土間 がな 

い。 從 つて、 たださへ うす 1  曰い の を 例と する 茶の間が、 ここの は 一勝に うす i? いのであった。 それ を 

^ かに 少し 明るく して ゐ るの は、 裏 どころ の 家 根に 明いて る； 大 窓から， 仕切りの 障子に 向って さす 光 

の爲 めであった。 

ねこいた 

細 Sf9 は その あかり を 背に して、 長火鉢の 猫板の ある 方に 坐 わって ると * 逮太郞 は 主人の いつも 坐 わ 

る 席 を 自分の 正 反對の 方に 殘 して、 かの 女の 撗にゐ た。 

『あなた は * ほんた うに、 あなたの 言葉 通り、 お金の 爲 めに 結婚した やうな ものです、 ね。』 

1 そり や、 さう です とも！』 低い 聲 だけれ ども、 きッ ばりして ゐた。 

述太郞 は 自分の 關 係して ゐる女 も隨分 理知的な ところが あるが、 それが この 紬君 ほど 打^的で ない 

のが、 まだし もの 取り柄 だと 思った。 矢ッ 張リ、 あれ を 妻に きめて やらう か？ どうして ゐる だら う 

？ 『歸 したくな いの』 と * 初めてで きた 翌日、 もう， 自分の 所有物の やうに 云った ッ けが —— Y. 

夢の やうに —— 

r おれの 女房になる か？』 

畑の 細君  ， .？.：  s 五 五 
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『でも • あなたより 年う へです もの 11 』 

『ぢ ゃァ * どうして 斯う —— ？』 

『なる、 なる！』  f 

蕖 はふと 自分の ひた ひに あぶら 汙が にじみ 出て ゐ るのに 氣が 付き • 自分の ハ ンケチ が 落ちて るの だ 

ひろ お 

と 思って- 白い物 を 拾 ひ 上げよう としたら、 意外に も.！ 君の 白い 切れの 端が 裾から 出過ぎて ゐ るので 

あった" 

『そり ゃァ —— あなた —— それ も」 と、 渠は あわてながら， 一方に は 俄かに ぽッと のぼせて、 自分の 

そ こつ 

東 iM で 約束した 女 を ここに 引き寄せて 來 たやうな ほと ぼり を 感じ- また 一 方に は 自分の 粗忽 を 誤 .M 化- 

して しま はっと 云ふ氣 になって、  つい、 虚の 外れた ぉほ聲 になった U が • そッ とかの 女の 顔 を！； ると 

相 變らす 注意 を 向 ふの 詰に 向けて たので • 少し は 心 を T 洛ち 付けて、 『尤もです が、 ね —— まさか- 畑 君 

は  あなたの 心配す る ほど 1 さう 弱く もないで せうよ。 例の 訴訟まで した 位です もの、 ね。』 

Bl  ぢょ  .4 

『でも』 と • かの が 冷靜に 出た 丈け 連 太郞の 態度 は亂 された、 『今度 こそ はお 父 はんの 云 ふ^りに た ~ 

つて をれば、 財產が H へま ッ さかい。』 

『そり ゃァ さ、 フ でせ うが』 と- われながら 聲に 顔へ を おぼえながら、 『まさか、 ね * 餘り 弱い こと. 

は 丫.』 


_- ノハ. ^やしま へん。』 ： 

『おやて あなたが 畑 fi に 信用され てること もう そです か？』 

『そり や あの人より やちび ッ とましで しょ けれど 1 ^ 

『ぢ ゃァ、 ただ あなたの ひがみで せう？』 

『わて い、 もう、 恶ヂて こ .w^  ノ  .5 -、  Mr  -  >  , - 

にら 丄 トス f まッさ 若し あんな 氣づ つない 崖に、 還 せんならん やうに でもな つ， 


ruj. のこと です かい？』 Mi.iii  リ 

^ 蓮 U 力 何でもな いので I が、 かの 女が f 考へ S でた ので、 0^^H^h 

を 追 ひ出せ と 云 ふ f  i をで も. 畑に 對 して 出して お 

れは 安心な さ. S 、僕が 保 f ます。 こな  ；i< の てあつ 二 そ. 

と、 i 意んで iliirn^  、  U たよ >  |は都合 による 

んか、 fslfhH^ 日本 流に おや 子 兩夫 ぽ爆 i な 

たの f が， そん 髮 たの は 斷 然しない つもり だ處 つて ゐ ました。 それに- あな 

力の む ダカ 殊に そんな ことに は 向かない から ッ て。』  ^( ま, 

その 場 は それで 濟 ませ/、 が、 >8 ン： 

t-£-**  J  ？  力 こさ- * に Isis に 力の 女が 今の こちらの 钫忍 を^ I 

まさ 力 知らなかった こと はなから うから 11.^ つ だ、 つ F  、*  a  rft, ぶ を 

ぬの 就 ま  / がヲの 耳へ ど、 义れ るか 分らない 。別に 他の 露が 
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なかった の を知 つてて 吳れ て、 かの 女が 內證 にして ゐれば 何でもな いこと だが、 一方で はまた、 さう 

srca そこに 何だか かの 女き 秘 f 共通 點が. うに も i れて、 渠 II れ 

な 男性 として これまで 思 ひたくなかった こと を. I こんな はづ みから— 俄かに むらく と 思 は せら 

丄る のが 苦しくな いこと もなかった。 

それ I 想に して 氣を， の 二階の 人に 轉じ S たが、 その 人に も その 鼻す ぢの 通った 額に 浮ぶ 笑 

ひ を 所有す る が あるの だ。  な，  Ir:.  5 

nt.> に 1 であった としても、 また、 ゆ ふべ の 車の 上が 懐かしかった。 こちらが あんな i 力ち の 

氣持 ちで f たり、 まだく き綺 M で 而も 心が 無事で ゐられ たのに、 今と なって は、 m 

てに あまへ て、 かの 女が ほんの 鑫 めあてに 結婚した の だな どと、 こちらから は云 はないでも いいこ 

と I ひ 出して、 その 時 は 痛く もなかった 腹 を、 今にな つて 探られて はしない かと 悔いられた 

で、 蕖は 畑の 兩 I こき 引き上げる 0 を 待って、 虎ぐ I のね ま 別 害 於いて、 畑に 自分の 思 

はぬ 粗忽の i を白狀 し、 どうか 自分に 代って 畑から 細君に 詫び 5 ふこと にした。 

『粗忽と 笑って しまへば 何でもな いこと だが、 ずの 粗忽で、 fl 接に は 云 ひに 二 こと だか 

『なァ に、 何でもな いこと だから、 安心して ゐ 給へ』 と、 畑 は わけもなく 答へ た。 が、 かげで 渠 がそ 


の. を餘 ほど ひどく 叱り付け たらしい こと は、 あとで 分った。 

その翌！：：！の午前十時^^でぁった、 莲太郞 は 二階の 綠 にある 廢 椅子に 腰 を かけて、 1 かばんに 入れて 

來たテ 一一 ソンの 詩 を讀ん でる と、 畑 夫人 はや ッと臺 どころ の 化 事 をす ませた と 云 ふ 風で、 ぎに 都合 

いい 籐の枕 を 持って あがって 來て、 風と ほしの いい 座敷の ン中に 仰向けに なり、 兩膝を 立て 合 はせ 

て、 ばた^, \ とうち は を 使った。 

それ を ii- 太郞は 見ぬ ふり をして、 心に 云った。 

P  J  きしゃう 

Bs...^ にさ ッぼ りした J:! 象の 女だッ て、 何て かま はない の だら う I 亭主 を も 亭主の 客 を も 男と は 見 

てゐ ないで！』 

『わて い、 ちょ ッと 休み まッ さかい、 あんた、 格子が 明いたら la て 見て おくれ やすよ。』 

『はァ -—— 時に、 お父さん はきの ふ 別に 何も 云はなかった 様子です、 ね。』 

『その 方 はよ かった けれど — あんた、 あないな こと 云 や はらん かてえ えのに、 II えらう 七ら はリ 

ました  正直 過ぎる さかい、 あんた 困る！』 ， 

『いや、 僕が 全く 粗忽でした』 と 云ふ聲 が、 われながら いつもの あ ッさリ と は 出ない の を おぼえた。 

『わて いが 不注意 や 云うて、 よんべ えらう 叱ら はりました。』 
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『そり ゃァ』 と、 努めて 何げ ないやう に、 『なほ 濟 みません。』 

『周 布 はん、 また どうです？』 隣り の 渡 5i 夫人が 額を倾 むけて こちらへ 突き出した。 

『さ ァ、 いら ッ しゃい。 やり ませう。』 この場合、 二人の Si へ 人が お 入って て 吳れる 方が いい 感じが す 

ると 思った の だが、 早速 花 を 引いて ゐ ると、 枕が そばに 投げの けて ある ことが 心配であった。 二 名の， 

婦人のう ち II 若し —— 萬 丁— 男が その 一名 を 左右す る自. H が あると したら、 その 男 は ど ッちを 取. 

るか？ 多分、 親しい 友人の よりも、 さう でない 方 を だら うが、 それだけ、 また、 さう した 自由の 多 

い 方の 婦人が、 無 极據、 無責任の 評！^ を 立て 易い。 渡邊 夫人に して 斯う 親し さう に 相 遊びながら * 若，. 

し 何 か 間遠った 推測 を その を^と 夭に 語り、 所 夭 がまた 『がま 老人』 に 告げ、 老人が また 畑に それ を 注意 

でもす る やうに なったら  ？ 

氣 になろ 枕で は あるが、 その K ち 主に 對 して、 それ を 方 づけたら どう だと 云ふ讓 を與 へる こと さ 

/も、 蓮 太 郞には 憚られた，^ 

畑 は、 然し、 その 日 も 機嫌よ く歸 つて 來て、 夫婦で 蓮太郞 を案內 して、 どこ だか 連 太郞に はおき 

かった、 少し 遠方の 女 義太夫 席に 行った。 その 歸 りに. m は 畑に 向って、 

『あの 誰れ くさん より 誰れ くに 御 S いくらと 云って 報 孝る I はい や だ、 ね』 と 云った。 

【然し 習慣 やさ かい、 仕 かたがない。』 


その 夜、 S 一太郎 はいつ もの 褥へ這 入って から も、 どうしても 眠られなかった。 

『あんた 好ッき や、 さッ ばりして て。』 断う 云った 細君の 方が、 さッ ばりし 過ぎる ほど さッ ばねして ね 

るの だから、 別に こちらから わざく 氣をま はすべき ではない。 が、 思 ひ 遠への ハンケ チと 枕と が、 

はづ 

與の 心に 度 を 外した 仙人の むら 氣を 引き起して、 いろんな 女の い たづら な 聯想 を 重ねし めた。 そして 

それが  どうしても  昔のより は 今の、 そして 遠い 方の よ. OS は 手近な の へまと まって 行く の だ。 

その 時 はま だ 瓦斯 も電氣 もなかつ たが、 ランプ を ふき 消して ある ：內 に、 段々 とと I- つて 來る 祌經を 

落ち 付ける 爲 めに は、 翌：： ：大阪 退去の 決心 を斷 行す るより 外に 道がなかった。 

大阪 へ來た 初の n:: 的の ために は、 思へば 唯 だ 一回、 心齋 橋す ぢに、 國 から 出た 煙草屋 を 尋ねて 兒 

た" 蓮 太 郎が敎 はった 小舉 敎師の 娘が かたづい てる 所で、 七 年 前に 一度 尋ねて 行って 話 をした ことが 

あるが * 今 鹿 は どこへ 移った かも 分らなかった。 そして その他に は、 もう、 どうせ 何の 手が か hv もな 

かった。 

II (大正 五 年 九 H0 1 
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囊 

六本 木で. mi^ を 下りて、 なほ そのうす 暗い 通り を 少し 歩いて から 左り へ 曲る と、 その^き 當 りに は 

どこへ も 曲れ ぬ 〇〇 子爵の 本 門の 電燈が 見えた。 衞 はわれ 知ら や 足 を 早める と、 自分 を 待って るお 

燜 のに ほひが ぶん としたかの 如く 思 はれて、 腹の 蟲 がぐ ぅッと IB つた。 

門の 右手の 控へ 所に は 請願 巡査の ゐ ねむり をして ゐる のが 見える。 

『御 苦勞 です。』 挨桜は いつもの 通りの 言 紫で は あ つ たが、 い つ もより は景氣 のい S 聲 であった のお わ 

れと 感じた。 

巡 术几 の控へ 所の 手前に、 このお 屋敷の 小さい 横 門が あって、 それ を 道 入る と、 左り 手、 巡 控へ所 

の 後ろに 當る ところが 克衞 自身の 住ま ひだ。 玄關 なしの 小 家 は玄關 兼う ら椽へ とほるに 半 間の 木戶を 

入り口と して ゐ るが、 渠は にこに こしながら それ を 明ける と、 旣に ggt 聽 きつけた の だら う、 赛 のお 

竹は椽 はがに 立ち 迎 へて ゐた。 出しぬ けから， 


『どうして？ 取れて？』 

よ 

『  』 . 鬚 は 力の 女の 微笑に 釣り込まれ ないやう にして、 わざと 返亊 をし なかつ ヒ。 

ふと 氣が 付く と、 ここ 二 に 三間 (曲って はな ほ 1§ の 小さ I 庭に は、 —もう、 ^0^1 

段に ょぢれ 初め、 低い もみ ぢ の下赌 から 赤くなら うと 云 ふのに、 II 今夜に 限って、 f のま こら 

(と 云っても 形ば か.， の だが) にお f を あげて ある。 妻が 前 祝 ひの 心がけ を 見せて ゐ 

しかった。  一 <  好 

『駄 nw であった の？』 

『あ ァ』 急ら ぞ らしい 返 響して 少. しばかりまして やら， うと 思った の だが 1 管 ml 管 

向きに 椽が はに 腰かけて • 仙擊 のけき まく 上げ. 踏み石の 上で. 靴 をぬ いで ゐヒ。 

『つまらなかった の、 ね。』 お 竹の 聽は 失望 を 投げ出す やうであった。 

『  』 煙 かの 女の 方へ は， 向けないで、 まくと 取ッ 付き 2 ハ眷， ぬけ、 f の 茶 

の 間 量の 片 すみ S て ゐる 病人の 枕 もとに § て、 きに 初めて 嬉し さう II かせた、 『お、 ノ母 

さん お喜びなさい、 いよ- \ ま た百圓 貰って あゆました。』 

『矢ッ f 取れた の？』 あとに ついて 來 たお 竹 sf た 頓狂に 嬉し さう であった。 『人ぢ らし こ j 

*5 さと、 とで. r て €.AJrNI  Uio  n 


わざと、 とぼけて 見たり して。 n 
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『取れる に r もこと はないで しょうが、 ね—』 病人 は 物 を 云 ふに もま だ 元氣が 見えなかった" 

その 元 I ない 返事を病 人が する に は、 今一つの 理由が あると、 秦 に^く 分って ゐる。 とい ふの 

は、 自分が 妻と I して、， 今度の 百 圓は病 入の たッて I みで 請求し S に 仕組んで あるの だ。 そし 

なっとく  ，  0 

C その 通りに 病人へ も 無理に 納得 させて ある 

『いや、 その 「が、 ねえ」 どころ か、 きッと あなたの 爲 めに 取って あげます から。』 

『ぢ ゃァ』 と、 お 竹 は 後ろから 口を出して、 『まだ 現金 は 取れない の？』 

『どちらで も』 と、 病人 は兩 方に 氣 がね をした やうに、 『結構です が、 ねえ 1 』 

『その 「が、 ねえ」 が Alf です よ、 人に 親んで 置きながら、 ぉッ 母さん は。』 斯う 云って、 渠は s?^ 出 

してお と顏を 見合 はせ ると、 お 竹 も 病人に 見えない ところで 頸 をす くめて 默 笑した。 それ を 見て 力 

ら額は そ 知らぬ 勢 ひで、 『さ ァ、 前 祝 ひだ、 酒！』 

六き へ引ッ 返す と 直ぐ、 鎮は簞 筒の 上の 方に かけて ある 澤 山の 瓢箪のう ちから、 その 一 つ を 取り は 

づ して、 子供 をで も 抱く やうに 大事 さう に兩 乎に 持って、 坐 敷の 眞ン 中に どッ か.^ と あぐらをかき、 

右の 乎と 左り の 手と でか はるが はる 二三 度づっ の 尻 を 撫でてから、 に は そこへ 自分の 鼻の あぶ 

ら をせ ッ せと 塗りつ はた。 

蟹せ，^ と は 分って る 南 洲の尺 六の 緒 本 を 中央に して、 その 左右に も曖 味な 美人 畫の 細長い 軸物 を 力 


けた 床の間の 前方に は、 葉らん と 猫 やなぎと を 別々 に 二つの 花い けに 麗々 しく 自己流に 活けて ある， 

これ は 先日、 殿 さまの 前で ちょ ッと花 を 活けて 見せた ところ、 何事に も 物好きな 殿 さまから、 

- ：  き よ- ジ 

『大. ^もちよ ッと 器用に やるな』 とのお 赏 めにあ づ かり、 それから 俄かに^ 〔， ^になった 主人の 藝^ 

だ。 けれども- それ は渠 の道樂 のお もな 物ではなかった。  * 

『この 瓢簞 はたちが 惡ぃぜ に 

『J^: れ ると 云 ふ 見込み だけなら、 まだ 常て に はならない でしよう — 』 お 竹 ませ； 5 を 述んで はて、 ベ， 

たりと 坐 わって から、 『約束と 何とか は 前から はづ れるッ て？」 

『あ ァ、 腹の 蟲が ぐうぐう 云つ てら ァ。』 左り の 手に いそがしく 猎ロを あげた。 そして， い 速 かの 女 こ， リ 

を させながら、 そッと 膳のお もて を 見る と、 貧 弱な一 人前の 刺し身の よこ 手に. 自分が 晚食， 食 ひ 

殘し S しゃけが け歲 くも 附 いて ゐる。 俄かに 少し 不平 さう に、 『もッ と S 利いた ものが あり， 

な もの だ， た ァ。』 

『おかね をお 出しなさい、 な、 お金 を丄 お 竹 がげ  1 に突ッ 込ん i たのに は、 fi.^i 

かった。  ^ 

『かね は —あす』 と、 むッ ずした fm し、 心の奥で は氣 まぐれ 条 Is そ はれながら、 右 

ギに 力ら §箪 を かかへ て * かの 女の 二度目の 酌 を 受けよう とした。 

編 母と 大村夫 鱒 
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『ま ァ、 褥を お取りに なったら どうです の？』 

『いいや』 と、 を こねて やる つもりで、 『先 づ前祝 ひだ。』 そして？ つづけに ニー  f 

『ihr ふく パ じ 上らないで』 と、 攀を かの 女 は 膝の 上に 引ッ 込め、 左り の 手のひらに 載せて 握 

る やうに して、 『I ひが 無駄で ない と 一 まかけ 合 ひの 擎を でも、 まァ、 お話しなさい、 ね。』 I 

『いよう、 お召し物まで も 召し か へられて』 と、 變ゃッ と氣が 付いた ので 機嫌 を 取り直した。 そし 

て 自分の SI に 嬉しがつ てる 妻 i を 見つめ、 『II でした か：/? —然し この 二  ft" 

ッと 少し は f 付 5 た。 飮 むべ， S に I ぬと、 酒と 2 经 人間 i り をす るから、 な。』 ぎう 云つ 

て、 を a のとが りに 現 はし、 猎 nr を 突き 出した。 

『でも』 と、 かの 女 は 酌 をして、 『あなたが 大事の かけ 合 ひ 事に 不眞 面目に 見えて いけない ッて、 御自 

りで お 酉 を 召し 上らないで 行つ たん ぢゃァ ございま せんか？』 

『それ だから、 酒の 方が 承知して ゐ なかった。 滔は 早く 飮ん で吳れ ろと 云 ふの だ 力 I』 

『そんな 勝手な 理 I が — この 高い お 酒です もの！』  、 

『ま ァ、 I きょ。』 渠は 妻の 吹き出し かけた の を眞 面目 さうな 歸で 押さへ て、 『如何な おれ だッ てい S 

雨の 金に は替 へられまい。』 

『そね ゃァ、 無論の ことです が、 ね。』 


『そこで だ — おれ は晚 めし は 喰った が、 いつもの 晩酌 をし ないで 行った。 どうせ 質屋の 拂 ひや 酒 4^ 

にもなる 金 だが、 洒手を 貰 ひに 來 たと 向 ふに 思 はれち ゃァ 不利益 だから、 な。 ところで、 おれ はこん 

なに 大切な ことに 思って 出かけた のに、 ぉッ 母さん は』 と、 その 方 を 眼で 知らせて、 問れ よがし に、 

1 段と 聲を 高めて、 『まだ、 「さう でしよう か、 ねえ」 なんて 瞹昧な 返事ば かりして ゐる。 お前の、 な、 

兄さんに 相談 しないの が 不平 かも 知れぬ が、 あの 兄さんの こと だから、 相談 すれば 反對 する にき まつ 

てゐ ます。 それから、 また 金 を 受け取つ てからう ち 明ければ、 なほ 更ら 反對 する だら う。 受け取つ.，、 

のが 問 違 ひだ、 不名眷 だから 直ぐ さま 返して 來 いなんて 來た 日に ゃァ、 こちらの 勞 力が 水の 泡になる。 

また あとで 返せと 云った ッて、 もう 华分 しか 殘 つてない とか、 四半分し かないと かで は、 返さう にも 

返し やうがない わけ だ。 それより ゃァ 初めから 相談し ないで、 I. 而も 本人のお ッ 母さんが 1^ 知して 

賴ん だの だから 11 取れる もの は 取り、 取って 使へ る もの は 使った 方が 利口で ないか？ J! 

『そり ゃァ、 さう です とも！ 兄さん だッ て、 向う から 最初の 見舞 金と して 先づ 持って 來た 二十 面の 

うちから、 わたしに 吳れ たの は- ぉッ 母さん も 御存じの 通リ、 たッ た五圓 だし、 その あとで また 取つ 

た 百 三十 圆も わたし 達の 方へ 渡した のは醫 者の 往診 料 や 藥り代 やお ッ 母さんの として 三十 回ば か 

りで、 あと は みんな 持って行つ たのです もの o』 

『さう だと も。 11 兄さん だッて * おもて 向き はお ッ 母さんの まさかの 時の 用意に 郵便局に 預けて 置 
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くと は 云っても、 Is し S きがよ くない 時に ゃァ、 きッ と、 ちび りちび りと 引き出す に 謹ない 

の，… して 見り ゃァ、 こッ ちで も 多少 それと 同 f うま 汁に あり 付いても かま はない わけで， I ま 

してお ッ 母さんが こちらへ ころげ 込んで 來て 動け なくなつ たので、 兄さんの きろへ 送り込んで 兄 さ 

んに t& をさせる 代りに、 こちらで 世話 をして ゐ るの だから、 な ァ。』 

『そり ゃァ、 よしんば、 こッ ちで 今度の 百圆 がいよ いよ 取れた の を みんな 使って しまったと しても， 

兄 さしより もこ ッ ちの 方が 割り 力よ くな レ わ 』 

『さう だと も。 まァ、 ぉッ 母さんに は 氣の毒 だが、 云って 見れば、 ぉッ 母さんが 幸 ひに か 不幸に >自 

動 車に 引かれた のが こち とらの もと ざ、 取れる だけ 取って やる のが、 云 はば、 まァ、 こ ッち翁 稗 

だ —— 責任 だ。』 

『えへ へん』 と 云 ふ、 た わい の 無い 咳拂 ひが 隣室から 聽 こえた。 

『  』 克衞は 妻の 耳 もと へ 口 を 持って行って、 『不平 を 云って るんだ ぜ。』 

『  』 ^竹 はに ッ こりうな づ いただけで、 あまり 氣 にかけ る樣 子はなかった。  - 

『義， ゃ責壬 ty と、 渠 は 尋常の 聲 になって、 『人間と して 盡 さすに ゃァ 置け ないから、 な ァ。』 - 


『そり ゃァ. 論です とも * ね。 但し、 ほんと に 取れさう です か、 ね （1 こッ ちでば かり 取れる 氣 でみ- 

て も、 向 ふで いい加減の 挨拶 をして ゐ るん ぢゃ ァ？』 

『そんな ことがある もんか？』 

『でも、 向 ふの 奥さんと 云 ふの がかげ にゐて なかなか 喰へ ない 人の やうです から、 ねいに！^ さん をお こ 

ら せて、 とうとう 喧嘩腰の かけ 合 ひ をす る氣 にさせた の も、 あの人が 電話口に ャ： て、 無 禮なロ をき い 

たからの ことでしょう。 人の 親 を 自動車で 引き倒して 置きながら、 たツた 二十 區 ばかりの 見舞 金 を 

卽 時に 出した の を. Mi にかけ て、 『もう、 う ちぢ ゃァ關 係し ません』 なんて！ だから 『無禮 な こと を 云 

ふな、 負傷者の 責任者が 今 出て 來てゐ るから 主人に も 即刻 出て こ來 いと 云へ II それでな けり ゃァ、 も 

、 V  ズ つづ 

う 公け の手繽 きをす るば かりだから』 と 云って、 兄さん も その 時 御殿の 電話を切って しま ひました 

のです、 わ。』  ， 

『兄さん をお こらせた ので、 前の fs 二十 圆は うまく 取れた の、 さ — でない と、 向 ふが ケ卢ビ 付  < ；て尋 

常に あやまって でも 來り ゃァ、 それ ッ 切り 兄さん は 一 文 も 取らす に 1" 協した のか も 知れなかった.』 

「然し- 今度 はさ ラ强 みがありません から、 ね ！ それに、 奥さんが 前の 自分の 落ち度 を 取り返す の 

はこん な 時 だと 思って るでしょう から。』 

『そこ は 大丈夫 だよ、 おれさ まの こと だから、 な。 ，1 君はゐ たか どうか は 知らないが、 お は 卞 一人 を 
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どと 

おれの 前に 据ゑ 付けて 動かせす、 1 度 云 ひ-おし たこと は その 場で 向 ふ もどう しても 斷 わり 切れぬ や 5 

にして やった、 さ。』 

『そんなに —— 口でば かお、 相變ら すのう まいこと を 云った ッ て —— 』 

『どうして、 どうして？ おれ は。 な、 飽くまで も 向 ふ を 持 も 上げて やって、 丁度 ここの 殿 さまに 對. 

する やうな i§ と 謙！！ を 以てお がみ 倒して やった。 「どうも 先般 來は」 と、 渠は 時に よると 御殿の 雜巾 

がけまで する 巖丈 な兩 手の 握り こぶし を 下向け に 左右に つき出し、 あぐらの ままお 辭儀 をす る 露 、佃 を 

して 見せ、 而も 切り口上で 『幸か不幸か」 て、 な、 向 ふの 同情 を 十分に 引く やうに して、 「母が 種々 さ 

まざ まのお 世話に ぁづ かり、 この 兩 三日の 様子で は 確かに 恢復の 見込み も 付いて まゐ りました。 これ 

へに あなたの 御 IS 情の 結^と 存じます るので、 本人よりも 吳れ ぐれ もよ ろしく 申しました」 ッて？ 

な、 は、 は、 は ァ！』 

『それ ぢ ゃァ、 の あとが 次げなかった でしよう i 前に 受け取った お金のお 禮 ばかりにな つてし 

まって？』 

『なァ に I 』 少し 調子ぬ けがした が、 また その 時の 心持ちに なって 見て、 『ところが • なほ 本人の 申. 

します に は、 これで 鬼に^ si は 直る こと は 直り ましたが、 何 ぶんに も 老體に 重大な 負傷 をした 上の 

iJ とで ございま すので、 いつ、 また これ を 原因と して 餘 病が 起らぬ とも 相 計られません。 そんな 場合， 


に は、 どうも、 —— 前にお 同情に ぁづ かった 分 は太抵 治^ その他の 件に 使 ひ して しま ひました，. 

し 11 」 

n そんな、 ありあり と 分る やうな うそ を 云った ッ て！』 

『うそ だと 云 ふ 證據が どこに ある？』 

『そり ゃァ、 ごまかせ もし ましょうが.， I 』 

i  »  よど はし 

『た 力ら — 『どうも 淀 橋の 兄に すまない』 とな 。『資 を 申す と、 この 兄と 申しましても. 资ま. 1 』- 

r さう は、 實はッ て —— 』 

『「實 は」 だから 仕 かたない、 さ。 『兄と 申しまして もほんと に 腹 を 痛めた 子で は ございません。 あ L は. 

わたしく しの 妻と 共に 母の まま 子に 當 ります ので、 母 はま ま 母と して それが 心配に なりまして、 

頃で は、 可哀 さう にも、 夜 も 殆ど 一睡 もで きない さう でございます。』 

「うま 5. こと を 云った の、 ね。』 

『で、 はなはだ. &し 兼ます が』 と， iS 水 は 妻のお だてに 調子 づきながら、 「費 下の 御 寛大な 御 慈悲心に Is^ 

へまして、 W びお あまへ 申す やうで は ございま すが、 本人の、 もう、 幾ば くもない 餘 を この裹 牛の. 

爲 めに 少しで も 心配 を 重ねさせぬ やう、 また その 心配から 餘病 でも 起らぬ やう、 おん あはれ みを以 CV 

て どうか 今少しお ぼし 召し を 願 ひたいので ございます』 と、 どう だ、 うまいだ らう？』 
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r 成る ほど、 ね』 と、 笑 ひながら、 『あなたの 弟が 活動の 辯士 になって るの も 尤も だ、 わ。』 

『^鹿 を 云へ！ あいつ は isi も 何もない からだが、 おれが 金 を 欲し いのは 向； 上して 行きたい から 

だ。』 

『さう したら、 どう 云った の 向 ふで？』 

『いくら ほど 欲しい のかと 來 たから、 もう、 占めた もの、 さ。 曲って 出お ゃァ、 こッ ちが 殿 さまの 威， 

光 を 後ろ 栀に 11 る覺 悟が あるの を 向 ふ も 知って る 箸 だから、 こ ッちは 澄ました もの、 さ ！ 「申し 

兼ます が、 どうか 百圓」 ！ そり ゃァ、 そり ゃァ、 いやな 顔 をした ぞ。』 

『でも、 知して？』 

『然し、 あとから 相談して など 云 ふす きを 與 へて やらなかった。』 

『さう して 承知して？』 

『だから、 前 祝 だと 云 ふの だ 11 ぉ铫子 • ぉ铫 子！』 

『意 張って るの、 ね。』 

『意 張る だけの 仕事 をして 來た ぢゃァ ないか？』 渠 はお 竹が 次の 問へ 立って 行く すらりと した 後ろ姿. 

を 見上げ、 相變ら す惡く はない と 云ふ氣 ぶんに 動きながら、 持ち前の 太い ft を ひと リ 手に 承ら 力に 額 

えさせて、 『あすの 十 時に 龄の 方へ 受け取りに 來て 吳れッ て。』 


r ぉッ 母さん、 起きて らッ しゃる の？』 

『へい』 と、 わざとら しく ぼんやり させた 1^ 事が 聞え た。 

『お金が ほんと に 取れます と —— 安心して らッ しゃいよ。』 

けつこう 

『結構です よ。』 

『さう はッ きりお ッ しゃれば、 ぉッ 母さん』 と、 克衞 も聲を かけて この 時 だと 云 はぬ ばかりに 母の賈 

葉 を 引き取った、 『わたくし も 張り合 ひが 出ます。 ：, ザソ 母さんのお 口から 確かに ちゃんとお 顿み になつ 

たから、 斯う 躍起と なって 二度目の 奔定 もした のです。』 

『おかげで、 ね。』 

『  』 渠は こちらで 獨りぺ ろり と 舌 を 出した が、 お 竹が 鎌 子 を 持って 來 るの を 兑て、 『この 瓢荦 

はどう も おれの 手に 終へ ねい ぞ。』 

『どうして 1 -小 西さん がー：^ つてのお 頼み だのに？』 

『レ くら 禮を貰 ふに しても、 债 うちの ある 代物に なり さう もな (0』 

『ほかのと もさう 遠 はない やう ぢゃァ ございません か？』 

『なァ に』 と- にやり 笑って、 『お前の からだと 同樣、 きめが 荒い。』 

『でも、 あなた は、 いっか、 御， 2 分の 手 を かけた 女 どものう ちで わたしの が I 恭 いいとお ッ しゃい ま 〔- 
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したよ。』 

よろ 二 

『そり ゃァ、 喜ばせ、 さ。』 

『ありがたく もない！』 

『ま ァ、 また 百圓は 取れる し、 さ、 丹精した 瓢窜が 三つ 四つもう まく 寶れ て吳れ ると ことし はい V 

暮れ を 送れる だら うが、 な。』 

『暮れの こと どころ か、 今.^、 ぉ*^2の暮しが六ケしぃのぢゃァござぃませんか？』 

『さう 馬鹿にする なよ。 あす は • お前の 衣 物 も 質屋から m してやる。 おれ も 少し、 好きな 盆栽 を こな. 

いだ ぢ うから 見當 をつ けて 置いた から、 それ を 買 はふ。』 

『そんな ことに またお 金を使へば、 また 兄さんから お叱りの 忠告 を 受けます よ —たださへ 貧乏で 困 

つてる ところ を、 まだ そんな 贅澤 に. W る 場合 ぢゃァ ない ッ て。』 

『あれ は 馬鹿 ii§ で 駄目 だ。 世に も 結構な 酒も飮 ます、 また 種々 さまざまな 趣味 も 持たないで、 たお. 

き 問ば かりした ッて人 il として 何が 面白い？』 

『あなたと は 遠った 趣味が あるので す、 わ。』 

『ぢ ゃァ、 何 か、 はいからの 女房の 尻に 敷かれて るば かりが そす 力？』 

『まさか、 ^さんだ ッて、 兄さん を 尻に 敷く ほど 氣 まま をして はゐ ません、 わ、 ね。』 


『でも、 どこへ でも 一 緒に くッ 付いて行って、 勘定と 云ゃァ 自分が 出す やうな 顔 をして。 さッぱ り、 

亭主に 財布の 口 を あけさせた ことがない。』 

『そり ゃァ、 兄さんが 利口な ので —— 兄さん は， いつも， 女に は 金 を まかせ ッ 切りの 方が 责任を 持つ 

て吳れ て、 安全 だと 云って らッ しゃる ぢゃァ ございません か？』 

『それ もさう だが， おれに ゃァ できん。 j  • 

『あなた はお 金に 寛大で ないから、 却って それだけ 不經濟 をして ィ るんで す、 わ。』 

『そんな ことがある もんか —— 鬼に 角 • 世渡りの 術に かけち ゃァ、 兄さんより もす ッ とおれの 方 だ、 

な。』 

『でも、 あなた だッて 兄さんの 崇拜家 ぢゃァ ございません か？』 

『そり ゃァ舉 のこと にかけ ちゃ ァ  』 

『時に』 と • お 竹 は 話 题を轉 じて、 なほ 心配ら しく、 『向 ふ はさう 1K つて 置いて、 あす 朝に なれば 兄 

さんの 方へ 行き はしないで しょうか、 ね —— 反對に 泣き付きに？』 

『大丈夫、 さ。』 下 を 向いて 鎮は 瓢箪 をば かり いぢく つてる。 

1  ちう し 

「若し そんな ことで も あると • 兄さんが きッ とお こって 中止させます よ。 相談 もしないで、 不邵， 、，だ 

グて。 最初の 時だッ て、 お金の 取り かたが 少し 卑劣 過ぎて よくなかった ッて、 一度 返却して 來 いとま 
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で 云 ひ 出した のです から、 ね。』 

『だから、 馬鹿 i: 篛 だと 云 ふの だ。 少しぐ らゐ 馬鹿にされた ッて、 また 少しぐ らゐ 卑^であった ッて、 

M なま を 取った 方が 利口 ぢゃァ ないか？』 

『そり ゃァ さう です けれど — 』 

『觅に i^、 兄さんと 本人と は 意見が 違って ろから、 今回の 要求 は 本人 を 助ける と 思って、 斷 じて 淀撟 

の 方へ は內證 にして 吴れと 云って 置いた の だに 

『それで 向 ふが 承知でしょう か？』 

『承知で なけり ゃァ どうす ると 云 ふんだ？ 〇〇 子爵の 三 太夫が 十分 向 ふへ 威し が 利いて らァ、 な。 

多少の 無理 は 通る よ。』 

『向 ふ は、 もッ とも、 取り 締. だと 意 張つ てても、 芝居の # 社なん か 人氣商 買です から、 ね。』 

『若し 約束に そむきで もす り ゃァ、 また ゃッと 大きく 出て やら ァ、 な。』 

『でも、  <1^度はニ度目ですから、 ねえ —— こッ ちに こそ 弱みが あれ。』 

r 二度目が 三度 目に ならう が、 人の いのち を 取り そこなつ たの ぢゃァ ないか？』 

r でも、 "4 が！ 1- こんな 事件 は みんなた ッた 十圓ゃ 二十 圆の淚 錢で濟 んで來 たさう ですから。』 

『そり ゃァ濟 ませる 奴ら が 馬鹿な の だ。 1 方で は 泣き付き.、 また I 方で は 威し 文句 を 利かせて 匱 かな 


けり ゃァ — 資際 ^橋の 兄さん. か あの 場合- m 話 口で おこらなかったら、 多分 一文 だッて 1^、 らす にす 

ませた だら うよ、 道 を 歩いて る ものが 自働 車の 來 るの を も 避けない のが 悪い の だと 云 ふやうな、 ふん、 

吞氣で それ こそ 卑屈な 輝：. a で。』 

『まさか、 そんな 兄さんで も — 』 

『いや、 分らない。』 あご を つんと 突き出して、 ほほ ゑみながら とぼけた 額つ き。 

さいしょ 

『でも、 最初、 见舞ひ 金 を 二十 簡 受け取って 置いた 時、 兄さん は來 てから これ ッ ばかし どうす るッて 

おこりました、 わ。』 

『そり ゃァ、 こッ ちで つよく 出て ゐる こと を 知った から、 乘り氣 になって、 さ。』 

『まさか — 』 

『おい、 今少しに 思 ひ 出した やうに、 そッと 三本！ n: の 鎌 子の 催促 をしても、 今夜 は 妻 もい やな 額 を 見 

せなかった。 

『約束と は 違 ひます が • ね。』 かの 女 は 素直に 立ち上った。 

-  』 少し 醉 ひご こちで その あと を 見送った が、 今夜 こそ も ッと何 か 妻の 甚ぶ やうな こと を 云 

つて 機嫌 を 取り、 久し振りで うんと 飮んで やれと 云 ふ 腹 をき めた。 
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泡鳴.^^^  ^四 翁  ぉノ C 

圓 いの を あぐら i の 上で つるつる 撫でながら、 私 かに ゑみた 漏らして、 何 か 十分に かの 女の 氣に入 

ねさうな こと をと； へた 11 け ふ、 電車の 中で 頻りに こちらの 顔 を 意味 ありさう に 見い 見い する 女が 

あつたが、 それが よから うか？ 今夜 訪問した 家の 女中が 品 川で 初會 のおい らんに よく 似て ゐたッ け 

^ — それ を こないだ 買 ひに 行った 時 は、 當直 だとう そ を 云って 家 を 明けた の だが、 御 匪から 生憎 そ 

の 夜中に お召しが あつたの でばれて しまった。 然し そのお いらん はおれの めッ きの 指輪 を 純金 だと 思 

ひ込んで、 頻りに 欲しがつ たが II 

さう だ — あの 頑 面な 兄 はいつ も 『そんな 安ッ ぼい え を 張るな』 と 云 ふが、 その 爲め にも 持てる 

時に ゃァ 持てる から 而 白い —— 誰れ が 1 々、 人の 指輪 や 時計 をめ ッき であるか どうか 調べて 見よう ぞ 

？ あまり 正 腐 過ぎる から、 おのれの 女房の 手 を 他人に 握られた りしても 知らないので 1— 

『うし、 この ことに 限る！ おれ は 姉さんの 手 をぐ ッと 握った ことがある』 と 思 ひ 付いた。 あれ は 本 

I  さ-^  じみ づ  ひ、 

年の 正月の、 何でも 二  口 か 三日の ことであった。 おれの 仕上げた 瓢箪の 寶り 捌き^り 淸水を つれて 

妻と 一緒に 淀 橋へ まわりに 行き、 醉 つた あげくに 姉さんの 手料理の 何とか 云 ふ、 豚と キャベツ 煮 

の 西洋 料 ™- を 喰って、 腹一杯の ところで 欧を 唄ったり、 詩吟 を やったり、 請 ひ を 試みたり して 聽 かせ 


たので、 とうとう やられた ッけ。 げろげろと 二三 度橡が はへ 出て 吐いて から、 みんなの そばで 賤 かご 

ォ 少しば かりとろ とろしたら * それでもす ッと氣 ぶん はよ くな つ Jw。 

然し 自分 は どこまでも 醉ッ拂 つてる 振り をして 駄々 を こねて ゐ ると-ねまさん は あの ハイカラた 女. は 

卷 きに 釣りが ね マ ント を引ッ かけ て^て、 

D  ,  さんぽ 

『どうです- 少し 徵歩 でもしたら』 と 云 ひ 出した。 

『こんな 醉ッ拂 ひ を つれてち ゃァ仕 やうが あ ません、 わ」 と、 け は 答へ た。 

『でも、 少しい い 氣を 吸へば 直ぐ さめる でしよう から 』 

『そり ゃァ、 結構です 4 さァ、 みんな 行かう、 行かう。』 直ぐ 勢 ひよく 立ち上って、 二三 歩よ ろけ て 見 

せる と.、 姉さん はおれの からだ を 横から 押さへ て吳れ た" すると、 おれに は 如何にも な 俊し みの 

感じが 感じられた ッけ—— それから、 こちら は 三人、 向 ふ は 夫婦- 都合 五 人で 十二： S に 出かけた.， さ 

うだ、 その 時の こと を Ihs つて j つ， じらして やらねば  

『もう、 これでお しま ひです よ』 と 云 ひながら、 お 竹 は 熱さうな ぉ燜を 持って 來た。 

『うん"』 輕く あしらって 置いて、 あふれる ばかりの 微笑 を 口 さきにた^ へた、 『おい、 これまでお. 31 お 

前に 隠して 匿いた が • な II 』 

『何 を？』 
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四 八 二 

泡 鳴 仝 築 ^四卷 . 

『實 は』 と、 i ビ 受けながら、 『いい ことがあ るんだ。』 

『 へ え 11 』 

『  』 ぐびり ぐびり と 喉が 鳴って ゐた。 

『なんです の、 いいこと ッ て？』 

『さ ァ、 云って は 悪し、 云 はないで 置いても よくな し * さ。』 

『ぢ ゃァ、 云って おしま ひなさい、 な。』 少し こちらの 手に 乘 つて 來 たやうな 口調であった。 

『寶は 1 』 と 云 ひながら、 滔を つがせた。 

『寳 は、 なんです の？』  . 

『賓 は、 その 1 淀 橋の 姉さんと、 どうだい、 手 を 握り 合った ことがある ぜ。』 ， 

『そんな 馬鹿な ことが！』  I  、 

『いや、 男と 女の ST たもの、 他人に ゃァ 知れない ことが 澤山あ tQstt しく 云って 力ら 

『さう 一概に おれと 云 ふ 色 をと こ を 馬鹿にし たもので もなから う。』 

『おか どが 違 ふでしょう  ？』 

『おか どッ て、 何のお かどだい？ その ど を まに 換 へれば、 おかま だ。』  ， . 

『そんな 駄洒落！』 


『  』 蹈 はかの 女が ただ にゃにゃ 笑って るの を 1 けた 振リで 見た。 

『づ うづう しい あなたの 方から なら、 そり ゃァ わたし も 請け合 はれま せんが、 ね、 あの 理想の 髙ぃ g 

さんに そんな ことがあります もの か？』 

『いや、 理想の 高い 低い は 男女 の情槊 には關 係がない。』 

『その 情事と かで も、 ね、 あなたと 兄さんと は 女から 兑て 比べ物に ゃァ なりません よ o』 

『そり ゃァ — 』 ほんとう だと 云 ひかけ たが、 矢ッ 張り この 場の 仕組み を 破らないで、 惚けが ほで、 

『と 中し ますと  ？』 

『人物の： ip うちが でさ ァ、 ね。』 

『さう おれ を 見くびるなら、 ぃッ そのこと、 お前 も 兄さんのお かみさんに 成ったら どう だ？』 

『馬鹿 をお ッ しゃい！』 

『さう むきにならないでも、 さ。』 渠に はかの！^ が 熱心な 兄 思 ひで ある ことが 却って 可愛かった 。『亭主 

として は、 矢ッ 張り、 おれの 方が いいの か？ ぢゃァ 云って やる が、 な *  I そうれ、 ことしの 正月 

に-' お前 も淸 水と 一 緒に 兄さんの ところへ 行ったら う — ？』 

『あ ァ、 なァん のこ ッ たと 思ったら、 あの 時です か？  1- 

『いや、 さう ぐに はお 前 も 安心 できねい ぞに 勿體を 付けてから、 兩手を かに 浮かせて、 『おれが — 
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そ，， —十二  g へ 行く 道で ぁッ ちへ ひよ ろり、 こッ ちへ ひよ ろり、 さ。』 その 時の こと を說 明す るよ ジ 

も、 今の 醉ひ ごこち がから だの f につれ て ふらふら とよくな つたの を、 それと は 感づかれた く.. 力 

つた。 ま， た飮 むの だからと 心で 醉ひを 胡麻 化しながら、 『なま 醉ひ 本性た が はすと 云って、 な、 みん 

あれ は 手 だ 11 うそ だ。』 

『それほど のこと ァ、 兄さん だッ てよ く 知って らッ しゃった、 わ。 「ぅッ ちゃつ とけ。 ぅッ ちゃつ とけ 

ば獨 りで 歩いて 來 るから』 ッ てお ッ しゃって、 御 自分 はすん すん さき へ 行って おしま ひに なった 

わ 11 あの 時。』  き 

『さ ァ、 さう させて 置いて、 さ 一 I その あとで だ — そこが 手だぜ — おれが ちょ ッと 姉さんに 乙！ 

やって E ル たの は、 なァ に といって、 藥 は 酒の かをりと 共に 自分に ぽぅッ とみな ぎって 來 たから だの， 3 

を 自分の 妻に も傳 へようと したの が、 その！！^ つきに 顯 はれたら しい。  " 

『あの 八の字 まゆげ！』 妻 は 寧ろ こちら を 卑しむ やうに 眉 を ひそめ こそした が、 一 向 こちらの 考へ 

りに 落ちて ^ ない。 相變ら すき 生 まじめに、 『そり ゃァ、 あなたが わたしの 手 を 取って 小うる さく ひよ ろ 

付きな すった から、 姉さん も 早く あなた を 歩かせようと 思って、 あなたの 手 を また 右の 方から 引ッ張 

つてく だすった の だ、 わ。』 

『そりき ァ それ y ，相 遠な からう、 さ。』 あまりに 調子ぬ けがして、 氣の 利かない カカァ だと 思つ. 7,*  - 


は 一 H つ" ゐ なければ あとの s を 請求す る 乎が かりが 無くなる ので. じ i を 進めて、 口の さき 

ば 1 に 微笑 I 理 S め、 『けれども. その ゥ— おれが その 時 姉さんの 手 I ッ：！ 握る と、 管， レ 

も 亦ぐ ッ とおれの 手 を 握り 返した、 ，ュ に  3 女 A 

『さう でしよう か—？』 I かたかたの 晉^ いて、 さ 方の 蓄後き また。 

くな つた。 その 顏には 手持ち無沙汰 0 やう 塞 肉が 動いた。  イカ I 

『  』 さんしよ の I どの 利 直 はあった と 見て取？ 滿 足した Q で、 ぐう ッと云 ひかけ I ノ 

の f 押さへ ながら f  く i かの 女の 輕い 嫉妬の 動く 額 I こに t つめて ゐ てから、， &、 『と、 

まァ、 おれに は 思 はれた の だ— へ、 へ丄 太い 聲 のまに なった。  * 

『どうせ そんな こと だら う 金った』 と、 かの 女 はもとの 調子に 返った。 『あなたが 例の r 一  ら t 

ちょん の 十 だから、 ね。』 

『然し、 苟 くも 自分の 亭主の 妹の その また 亭唐 f 誓 以上 は、 ずんだ ッて 多少 はう は, ぼい 

ところが あるので —そこが、 え へん！ おれに ゃァ これ、 さ。』 兩 のず こぶし をつな いで、 I の ひ 

らべッ たい 鼻の 上に 重ねた。 

『め ツナき のぼ 指輪が よく 光って ますよ— うぬぼれと 云 ふの は、 まァ、 そんきと でしよう、 ね。』 

『さう 素ッ I  くな よ— これで も電 氣めッ きにかけて 二十 五錢 取られ たんだ』 と 云 ひながら、 f  . 
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四 八 六 

Hr^liT.  f んの 方が いい、 な— 簡 がき S 人で。』 

それても ぁォ はまちよ ぺ ？  ^35.ILV-3-  a I そり ゃァ、 攀問は あるで し， 

『あの人 を 美人と 云 ふの ァ、 S も、 あなたぐ らゐ I て ^. 

よう 力 』 

『それでも * 舉 が あると、 婦人 は 高尙に 見える。』 

きリ やう  1J  、广、 つ 0  -5 

9i  〔1』 の li の II から- 1 ありげ に、 『と は * 別 か、 な？』  ノ  i 

p^l.  a 兄 ill 酒 §、  m 

や、 ノと 今、 その 謹が 分りました、 ね。 あなたのお 酒好きな こと は • わたし 達の 結婚式の 時に、 * 

ん 夫ず がわ ヒ しと i に 貸し I に乘？ 來 S から 直ぐ 分って たでしょう。 兄さん は その後 わ.： 

H^ilsl わ、 『どうせ 大し資 でな いのは 分って たが、 あんなに 滔 

Hn^llll ッて。 丽、 

きな く、 としの 正月 過ぎに なって 突然 あなた に滔を愼 めと 云 ひ 出し、 わたしに はまた あなたの P 

酌 I 肇ニ本 I めて S て • それ 以上 S じて ff なッて 1  ： 


『だから， いつも さう、 兄さんの 忠吿 通りに して ゐる ぢゃァ ないか —— 但し、 今夜 は 別 だが、 ね。』 

『そり ゃァ 分って ますが、 ね- きッ と^さん は その 事 を 兄さんに あとで 直ぐ 云ッ つけたの です、 わ。 

だから • 兄さん はわた し 達に それと 無く 當 つて、 あなたの 不都合な 仕う ち をお こって らッ しゃる の だ、 

わ。 それでな けり ゃァ、 さう 缺 かに ひどい 忠吿を —— あの 時 —— おかみの 命令の やうに 云 ひ 出す わけ 

がない。』 

『さう か * な * それ ぢゃァ 困った、 な』 と、 心で もな く 片手 を あたまへ 上げて 見せた。 

『まァ そのこと は それと して 置いて、 さ』 と、 妻 も ぞんざい になって、 『若し 姊 さんが ほんと にう は 

ホれ 

から あなたの 手 を 握った として 見たら、 それ を 知った わたし は默 つてません よ。』 

『そり ゃァさ うだらう ノ _| 

『何も 燒き 持ちから ではな いんです が、， そんな 姉さんなら • 兄さんの 爲め になら ないから、 直ぐ 兄 さ 

んに 云って 離婚させます、 わ。』 

『無論 1 お前 は 兄 思 ひだから、 な。 —— ところで * おい』 と、 IS を あごの 先き と共に 下げて、 うは 目 

で 隣室の 病人 を 意味し、 腕で 枕の かたち をして、 眠って るか どうかと 聽 いた。 

f どうです か？』 返事 はこ ちらの 默談と 釣り合 ひの 取れぬ 聲 であった。 

r  』 片 乎で 制止して から、 見て 來 いと 云 ふ 命令 を あごと 目つ きとで 與 へた。 
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n  ^四卷  四 八 八 

r  』 妻が ひッと 笑って 頸 をす くめてから * 拔き 足に 立って 行く その後ろ 腰の あたりへ ちょ ッ 

と、 また、 長い 舌 を ぺろリ と 投げて、 『ついでに、 今 一 本、 な。』 

かたむ 

蕖がじ ッと耳 を 傾けて ゐ ると、 母の 寢 息が すやすやと 聽 こえる、 

『あれ を さへ うまく だまして 置けば』 と、 心で は 決心して ゐた。 ところで、 ふと 思 ひ 出した の は 自分 

つか 

の 事へ て ゐる殿 さまの こと をで、 —— もう、 今ごろ はお 休み かも 知れぬ が、 あのお 方に 『大 村』 と 呼 

ばれる 時 は、 いつも 叱り付けられる やうな 氣 がする の だ。 

『へ、 御用で ございま すか』 と、 けさ • お づぉづ お まへ へ 出たら • 然し、 橡が はの 唐 椅子に 寄られて 

つくづく 思 ひ 入った やうな ぉ聲 で、 

『いよいよ 秋ら しうな つた • のう』 と 云 はれた。 

『左樣 でございます。』 

r ところで * ど うぢ やの、 あの 松の こちらの 枝 を 切り 拂 ふたら —— こないだから • わしに は あれが 氣 

になって をった が？』 

r ご 尤もで ございます。 乃ち、 あの あたりから 月が， 出る 心持ちに 見立てて こそな の 姿が 初めて 整ふ理 


窟 ですから。』 

そ やう 

『お前に そんな ことが 云 へ る 素養 も あるの か？』 

『どう致しまして —— へ、 へ、 へ、 へ』 と 笑 ひに 胡麻 化しながら • こちら は その 場に 平つくばった。 

割り 合 ひに 風流な 殿 さまに はこち らも 風流 を 以て 取り入る に 如く はない と 思へ た。 どうせ， いつま 

でも あの よぼよぼ ぢぢィ の 家令が 意 張って る もので も あるまい。 

い な u- 

松の 枝 を 切る 爲 めに 自分が はしご を かけ た^の もとに は 古い 稻 荷の やしろが あって、 1$ 年 一 度 はお 

祭りまで もす る。 新參の 自分 はま だ その 祭りに 會 はない が * その やしろ を 形取って、 自分 も. 0 分の 庭 

に 小さな の を 建てた の だ。 それに 今夜 は 11 妻の 思 ひ 付きで I— ぉ燈 明が あがつ てるのが、 何だか 無 

しょうに 愉快 だ。 

その あかり を、 後ろ向きに 首 を 延ばして、 がらす 障子のう ちからの ぞいて 見た。 

『よく 眠って らッ しゃる、 わ』 と 云って • お 竹が 茶の^から IIH- つて 来た 時 は、 さう 惡ぃ顔 もせす に 

あっかん 

g"; 燜を ffi; した。 『召し あがるなら、 しッ かりお あがん なさい、 な 11 瓢箪なん か 初ッ中 抱いて ない 

で。』 

『よしよ し •』 左り で 熱い の を 受けた が、 矢ッ 張り、 右の乎を遊ばせなぃで、『これが瓢|^だからぉ前も 

仕 合せなん だぜ 11 若し 女郞 か、 どこかの 娘 ツ子で あったら • どうす る？』 
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r また そんな II 下らない！』 

『それが お前の 淀 橋 姉さん 氣 取り だ、 な • 悪い こと を 段々 と を そ はった もの だ。』 

f でも- 人の 手 を 握る やうな 男 を はね 付ける から、 いいでしょう 』 

『あ. -き そだ。』 渠 はそんな ことに 失 f 後悔 を感 する ほど 神 經を使 はない のであった。 『ところで ノ 

な』 と • 管 低めて i な氣 持ちで、 『いよいよ、 ぁズ 金が 取れる として だ、 な • こり ゃァ 早く 使つ 

てし まう やうに しないと、 馬鹿 を 3^ る ぞ。』 

『なぜ？』 

『なぜ ッて— あのき 母さん S 昧 I 子 を 見ろ。 ぉッ 母さん もなかな か 喰へ ない 人 ST た 力ら、 な 

きッ と- いっか、 兄さんに 云 ふに 遠 ひない。』 

『云った ところで、 今度 は 兄さんが どうす る こと もで きない 普 ぢゃァ ございま せんか？ わたしから 

本人 I き 伏せて、 この 病氣が 直っても、 どうせ、 引き つづいて うちの 人に なって る やうに して ある 

ん です もの。』 

『それ もさう だが I J 渠 はかのお の 今までの 兄び いき、 姉さんび いきと はう つて 變 つた 熱心な 言 薬 

つき を 頼 母し く 思った。 

『うちの 人に なって ると すり ゃァ』 と、 かの 女 は 口から 泡 を ばして ゐる、 『今度のお 金の こと はラち 


と- ゥ 

の 勝 乎に しても いい 箸です し、 またお 父さんの 生きて た 時から かけて ゐ たお ッ 母さんの 保險金 だッて 

まさかの 時 はう ちで 取れる やうに して 赏 はない ぢゃァ 困ります、 わ。』 

『無論 • さう だ。 が • 然し、 若し 见 さんがお ッ 母さん を 無理に もつれて 行く と 云 ふこと になって、 而 

も 今度 取れた 金が まだ！！！ つてた！ II にや ァ 11 たと へ 使 ひ 梁した ぶん は 仕 かたがな いと 云ふ现 山が 立つ 

としても •  . ,11 殘 つてる だけ はまた 取り あげて 行く に 違 ひない。』 

『なァ に、 ぉッ 母さん さへ しッ かり 決心 さへ して ゐさ へす りゃァ —— J 

『さう は：：：： かん。』 築 も 知らす 知らす 釣り込まれて、 『あの 婆さん は、 も、 フ、 いつも、 から 将が 明かす、 

ぐらぐらして 決心な ど ある 女 ぢゃァ ない。』 

『でも- ね』 と、 聲が 低くな つて、 『成りた けうち で 親切 を 見せて、 兄さんの ところへ 行く より ゃァぅ 

ちの 方が こころ 置きがない と 思 はせ たら ——- それに、 姉さんが 全く 他人で、 その上に 少し 氣六ケ しい 

人 だと 云って あるから。』 

『それ も 無論  一 4:^ だが、 な』 と、 こちら も 亦 低い 調子 を 合 はせ て、 『/J ないだ なんか、 さう 云 ふ 風に 話 

しかけたら、 それに はし ッ かりした 返事 をし ないで、 『わたしが 突然 信 州の 娘のと ころから げ 出して 

^たのが 惡 かった のです、 わ』 なんて、 な. もう、 濟ん でし まった ことば かりく よくよ 云って。』 

『それ はお ッ 母さんの S です よ。 だから、 わたしが よく 云って 聽 かせて m はいた、 わ、 どうせ 初めて 會 

撋 母と 大村 夫！^  四 九 1 
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つた 姉さん ぢゃァ II とても 11 ぉッ 母さんの やうな 遠慮深い 人と は 十分の 親しみ は 持てない から ッ 

て。 さう してう ちの 方が いいやう に 分らせ たんです もの。』 

『鬼に 角』 と 云 ふのに、 渠は餘 ほどの 重み を 持たせて、 『兄さんの 方で もお ッ 母さんの 貯金と して はた 

ッた 五十 圆 しか 入れな かったん だから、 おれの 方で も それだけ を 先 づぉッ 母さんに 渡して、 あとの 金 一 

では 先づ 質屋の 物 を 出さう —— 酒屋のと どこ ほり をも拂 つて、 な。』 

『それ ッ ばかりで 足りる ものです か？』 

『ぢ ゃァ、 どうす る？』 驚いた やうに 目 を 見張って 見せた が、 これ も 手であった。 

『  』 

『みんな 使って しまう か』 と、 わざと 大裂裟 に 出て、 妻の 決心 を 試す のであった。 夫婦で 繼母を 無稱 

に させた やうに 渠 はまた 妻 を 納得 させなければ 繼 母の 金を自 ぬに できない と考 へて た。 

『質 M に 四十 五六 圓ぁ るでしょう』 と、 かの 女 は考へ 込みながら、 『それに、 酒屋で も少 くと も 半分 は 

拂 つて れろ とやき やき 云って 來てゐ ますし —— 』 

『おれ だッ て、 この 奔定 料に 盆栽の 二つ や 三つ は 買 ひたいし、 な。』 

『盆： iii と 云っても、 あなたの は 馬鹿に ならない 價段 ですから — 取れて 見り ゃァ、 まるで足りさぅ.-^>. 

ない、 わ。』 


『だから、 おれに まかせて s けと 云 ふの だ。』 思 ふ 壺へ這 入って 來 たと 思 ひながら、 指を以 つて 數へ示 

めす やうに して 『先づ 酒屋に ゃァ 十回 もやって、 ちょ ッと氣 がめ を させて 匿いて、 さ、 お前の 心配す 

る 1^ 物 を 出して しまう、 さ。 さう して 四十 圓 だけ をお ッ 母さんの 貯金に I 先づ 加へ て やる が C い 

『そんなに？』 かの 女 は 目 を 兄 張った。 そして 不平 さう に、 『どうせ、 うちの 人に なって しま b 、ァ、 う 

ち で^べ させ もす るし、 保險の 月が け もしな けり ゃァ ならな いんです もの！』 

『そり ゃブ 無論 だが、 1 分らない、 な ァ。』 

『分らない ッて —— ？』 

『  』 知慧 らしく 得意の 募 を &: らく 動め かして 見せて ゐ たが、 『女と 小人 は 養 ひ雞 しとお S£ 铷 

さま は』 と * 1^ は 孔子と 取り 違へ ながら 澄まし 込み、 『よく 云った もの だよ 11 ぉッ 母さんが たと へど 

うにで も 知 するとした ところで、 】 鹿 は 喜ばせて やらねば 可哀 さう ぢゃァ ないか？』 

『それ も、 ね』 と、 なほ 解し かねて ゐる。 

『ところで、 さて、 甚ば せて 匿いた 上で だ、 安心 させて 置いた 上で だ、 どう だ、 ちび り.^ ちび りと 暮 

し CES 難な の をロ資 にして 引き出させる こと は、 お前が ぉッ 母さんとの 寢 もの， 語りに でもで きる こと 

ぢゃァ ないか？』 

『なァ る ほど、 ね！』 妻 は 悟ったら しく その 膝の 上 を 打った。 笑 ひながら、 『あなた は 餘ッぼ ど！ ^粉で 
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す、 わ。』  く てう 

『そり ゃァ 知者で あり、 また 聖人で あるから して』 と、 尤もらしい 口調に なって、 『その まこと 神に 通 

じて、 え へん！』 床の間の 方 を a て、 『殿 さまに も 賞美され た ほどの 活け花が できる！』 

『なんだか、 どこかの 宗匠さん か、 なんかの やう、 ね』 と 云った が、 それから 思 ひ 出した かして、 か 

の 女 は 『さう さう .一 それ はさう と、 ね、 さッ き、 す  1.^ ッ たらしい ぉぢィ さんが 訊ねて 來 ましたよ、 

眞ッ おなしら がの、 さう して 「初めて 伺った 者です が、 こちらで は 瓢箪のお 手入れ をな さって 下さる 

さう で」 ッて。 あんまり じろ じろ と 家の 中 を 見 まわした りして、 變 てこ だッ たから、 『はい、 致します 

が、 今 本人が 留守です から」 ッて歸 してし まった の。』 

『なぜ もッ とよく 云って やらない の だ — お客さん を 逃がして しまう やうな もの だ。』 

『でも、 何だか 氣 味が 惡 かったんです もの！ I わたしで は 分.. ません から、 また 來て 下さい ッて 云つ 

て は 置き ましたが、 ね。』 

『どうせ、 おれのと ころに ゃァ 碌な 奴 はがない — 酒好き か、 さう でな けり ゃァ、 その 浦 島の やうな 

變り 物の 外 は、 な。』 

『そり ゃァ さう です、 ね。 兄さん 夫婦の やうな 人が 來 ると、 うちに ゃァ 木に 竹 をつ いだ やうで 釣り合 

まない ッて、 あの 面白い 方の 請願 巡査が こないだ 云って ました ッ け。』 


『仙 でもい い、 さ。 兎に^5:、 百圓が 取れた 上に 瓢箪が 寶れて れり ゃァ、 そ：：：こュ瓢$^から駒！.，1ァ、 

な。』 

『でも、 大村 はいつ もな ま づを摑 まへ る やうな ことば かり 云って るので、 瓢 癉道樂 がよく 似合って る 

ッて、 いっか 兄さんが 機嫌の いい 時に 笑って ましたよ。』 

『そり ゃァ、 鹿 正^な 兄さんに は摑 めない だら うが、 おれに ゃァ それが できる。 た、 それが でき 

な いぢ ゃァ、 この 冬向きに なって、 お前に せよ、 おれに せよ、 碌な 衣 物 1 っ_.^:^られなぃだらぅぢゃァ 

ないか？』 

『ほんと に、 ね —— けさ も滔屋 が來た 時、 面倒く さいこと を 云 ふので、 もう、 どうで もしろ と 一： みって 

やりたかった 程だッ たんです が、 ね、 若し あすの が 取れなかったり しょうものなら  

『大丈夫、 さ。』 

『あなたば か.^ さう きめて ゐたッ て —— 』 妻は今15^^の如くその問題にばかり心配を向けたかして、 

ふところ 手の 兩手 を以 つて 襟の 合った 胸の あたり を ふくらませて、 その上へ かの 女の 下げた あご を 押 

しっける やうに して、 暂 らく 下 を 向いて 考へ 込んだ。 

『  』 克衞 はかの 女の 様子 を： て、 私 かに 自分の 身う ちに 俄かの 血が S くの を 感じた が、 1 方 

では まだ もッ と： 約が 飮 みたかった。 女なん て あたたかに 丸めて やり さへ すり や ァと思 ひながら、 殘り 
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の じ&く でつ づけた。 そして あす 取れる 金 を 自分の 思 ひ 逋りに處 分した 瞻、 .-の韉 母 や 淀 橋の 兄へ 

どう 云 ふ 風に 现窟 を附 ければ いい かを考 へた。 そして どうせ それ を みんな 使っても、 寶は、 まだ 不.^ 

すると 云 ふ渠の 勘定のお もてに は、 繼 母の 今 持って る 貯金 帳 I 字が 浮んで た。 心の奥で は 決心 ある 

忠告が 聞え た 7 親 を 素ッぱ だかに した ッて 養って やつ てれば 申し わけ は 立つ！』 

『もう、 お休みなさい、 なに これ は 妻が 夜、" 思 &に餘 つたと き、 いつも 發 する 宵 紫であった， 

『ところで、 』、b い』 と、 は 一し ほ聲を ひそめて 、『お前 は 百 圓そッ くりなら 足りる と 思って るの か？』 

『  』  一 I- ふまで もない と 云 ふやうな 目つ きを こちらに 向けて、 『そり ゃァ、 ちゃんと 勘定して 風 

H ぱ、 百 回が 百 五十 圆 でも 足りよう 笞 はない ぢゃァ ありま せんか？』 

『だから、 覺悟 しろよ。』 

『覺 悟ッ て？』 

『  』 ナイフ を 持つ て 喉ぶ え を 横から 切る やうな 腐 似 をして 見せた。 

『え ッ！』 後ろ へ 少しから だ を そらせた。 

f し ィ！』 渠は ひら 手で 俊く  して、 あり ッ たけの 意氣 込み を 最も 低い 聲に 籠め て 、『馬鹿！』 

『さう _ すると — 』 かの 女 は 今度 は 不審の 額 を 寄せて 來た。 

『ぉッ 母さんの、 な * 今 持って る 貯金 を も 一 緒に 引き出して しまう の だ！』 


『  』 にやり と 笑って うな づきつつ、 その 顏を 引いた かと 思 ふと • もう は 存 み 込ん. たと 云 

ふ 様子で * 當り 前の IS で、 『それ もで きない こと はない、 わ on 

『二三 日た つてから * な』 と、 額で かの 女 を 追って 行った、 その 耳 もとで、 『ゅッ くりと、 おれの 常 直 

の 晚に寢 もの 語りで I 理に II また 承知 させて。』 かう 云った が、 この 當直 をう そに 持ら へて li 

晚を 品" へ 遊びに 行く やうな こと は、 またとで きない か 知らん と考、 てた。 

『  』 機 鍵よ く 首 を 動かした のが、， かの 女の 同意の しるしであった。 

『奥さん、 濟 みません が、 どうか 今】 本。』 開ら き 直って、 斯うから 德利 をつ き 出す と、 かの 女 は 笑 ひ 

ながら それ を 受け取つ たが、 立ち上る 時に 云った • 

『買って 置く からい けな いんです、 わ。』 

f ぢ ゃァ、 この 時刻に でも その 都 俊 買 ひに 行って くれる か？』 新う 云った あとから、 相 變らす 撫でて 

た瓢簞 をた めす かしながら 電燈の 方に つき 出す と， その 丸い 尻が 可な り てかてかと 光った。 

五 

そこ へ 妻が • もう • 燜 をして 来たと 思った ので、 渠は その 方 を 見向き もせす に、 叱る やうに、 一 

『さう 生ぬるい の を 持って 來 ちゃ ァ I 』 
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『わたしで すが. ね』 と、 案外 はッ きりした f おして そ ッと足 I んで來 たの，】 f^upe: 

ちに 國 まった t- 放し、 ニー 一一 歩 よろめく やうに して、 iliiuH^. 

.^f  11110111 JU 
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ら I ヌと I へ 持って $.、  n^§si!.  §f£ni 
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優しい 上 ill 条た。 が、 I も かげ I の舊 きひ U  W 

1 し 1な目 つきで 何 か 云 ひた f にこ ちら！ つめたので、 克衞 は 直ぐ そ 1! り 知、 ず " 

『 ：.l.r は、 はァ ー. 今の 話 を寢 た ふりで、 また I に聽 いてね たんおな、 と 思った が さう は 

！ な i しく  sl!nu 』 f き はれる ほどき f じめ であった。 - して さい 

『え-ちょ ッと • ね- 云って 置きたい こと 力 In 』^ りと はん はれ ス.' ^ 

う 生 まじめに 出られて は ー. き ッと； ふたりで 親した 計 f ぶち 毀 わしに かかる のた， 

！ 面倒で もず、 不 lit 急へ、 is づ くに まぎらし，  ： 
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sr. ぉッ a. さん は』 と、 優しみ をつ づけて -、 も しないて 安 もし- 第- V 


お 竹と 相談して、 萬 なた の不爲 めに はならない やうに します から。』 

『それ も 結構と は 思 ひます が、 ね 11 』 

『また 「が、 ねえ」 が 初 まり. ましたよ 11 それに、 ぉッ 母さん は 病人でしょう。 そ の^人 を隨 にわ. M 

し 達は佥 を 受け取ら ねばならぬ のです から、 i^lsis 人が S つて 起きて ゐられ る こと が^ふに 知れち 

ゃァ， わたし 達の 計 塞 はお じ やん になって しま ひます よ。 3 

『なる かも 知れません が、 ねえ n. 』 

『そんな こと を 云つ ちゃ ァ、 ぉッ 母さん、 .K 村の 骨折りに 對し てわたしが 中し わけがない ぢゃァ ござ 

いません か？』 お 竹 は 飛び出して 來て、 蟣 母の 後ろに っッ 立った。 

『  』 ^母 は當 惑して また 恨めし さう に その 方. V うは 目に ふり 返り 見て、 訴へ IS で、 『さう 云 は 

れて は、 わたしば かり 迷って しま ひます、 わ o』 

『迷 ふから いけな いん ぢゃァ ございま せんか？ あなたの. 綠で すよ、 元からの！』 お 竹は隨 分つ けつ 

け 云 ふので あった。 

『  』 繼 母の 目 は 克衞の 方に 轉 じたが、 それが 11 丁度 かの 女 自身の 落ちつき どころ が これ ま 

でに もなかった その 通りに — 直ぐ また 克衞 からかの 女の 膝 もとなる 疊の 上に 移った。 

.『  』 克衞は  一二 界に 家がない と 云っても いい 婆ァ さん を 本心で は 全く 馬鹿にして， 0 るの だが、 
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泡 吸， 

利益 ヒ f 母の 機嫌 を 取って 置く 爲 めと 思って 妻の 方 をた しなめ た、 『お前が また さ うっけつけ 云 ふの も 

^していい こと ぢゃァ ない、 さ。』 

『それ は， いつも ふつつかな』 と • 繼母は 自分の こと を Mi して、 『わたしで すから II 子供の 方から 

叱られても 止む を 得ません のです が、 ね。』 

『でも * ぉッ 母さん は资ぇ 切らないから — 何 か 云 ふ ことがあれば 早くお ッ しゃい まし、 な。』 お 竹 は 

それでも 茶の間の 方から 病人の どてら を 持って来た。 そして 母の 後ろから 着せて やりながら、 矢ッ張 

P, つん けんした 口調で、 『風で も 引いたら またお くすり 代が それだけ 損になる ぢゃァ ございま せんか 

？ たださへ 自動車の 爲 めに 手を燒 かせられたり、 面倒が 望な つたり して ィ るのに — 』 

『  』 克衞 はお 竹が どてら を 母に せかた が 少し あらあらし 過き ると 兑 ながら、 寶 はこの 事件 

の S めに どれ だけ 1 をした だら うかと 考 へた。 さきにお 竹と も 1 緒に 勘定して 見た こと だが、 醫 者の 

往診 料、 藥り 代. 病人の 食 费， 看護： t 料と その 食費な どを大 體に兑 つもって 計^した 金額 を、 お 竹の 

兄が 向 ふの 相 乎から 受け取って ぁづ かった その 金のう ちから また 受け取った。 が、 すべて そと 輪 そと 

輪に ゅッ たりと 見つ もって m はいたので • 十分に 餘裕が 出た 笞だ。 それに、 また * 看 議婦は 初手の かけ 

合 ひの 時に 恃我を 大きく 見せる 爲め、 假 りに — 而も 輕 二等の を — 雇った ので あつたが、 かけ 合 ひ 

が歐 尾よ く 濟んで 第 一 回の 金 を 取る と 直ぐ I® したから * それだけ また 別に 浮いて 來た。 


病氣の 本人 も 老體の 而も 氣の 小さい 女で あるから、 ただ， 2r 分から 驚き を 大きく して • 精神的に は隨 

分よ わった やう だ。 が、 實際は 自動車に 敷かれた ので はなく- 餘 ほど 進みが ゆるんだ ところで 押し倒： 

された だけで あるから、 石で 打った と 云 ふ あたまの 怪我 その物 も 大した ものではなかった。 ぃッそ Q 

とと、 葬式 を 出さねば ならぬ 程の 怪我で あったら、 もッ とも ッ と金に なって、 而も こちらの xv^ は 1 

I 簡單 に、 こッ そりと 薩を濟 ませれば よかった の だから —— も ッと少 くて 濟んだ だら うに。 惜しい 

ことに は、 こちらが 本人に よく 云 ひ 含めて、 精神的に も肉體 的に も餘 ほど 重大な 負傷の やうに 兑 せか 

けて ゐ ただけ だから、 こちらで わざわざ 選んで 賴ん だ醫教 も I. 本職 だけによ く 知って ゐて _ さう 

熱心に 兑舞 ひに もや 八す、 藥だッ て 特別な 物 は吳れ ない。 それだけ また こちら は 金の 上で はらく だ。 

然し それらの 利得 は みんな- もう、 どこかへ 飛んで 行って しまって、 相 變らす 今日 を窮々 して ゐる 

こと は 同じな ので、 ゃッ とまた 二度目の かけ 合 ひの 手 だて を 思 ひ 付いた の だ。 だのに、 そ^ を韉 母に 

邪魔され て は 溜る もの かと 思 ふと- 築に は その 轔 母と 當の 怪我人と が 同 I 人で はなく * 別な ものの や 

うであった。 

『さ ァ、 お 云 ひなさい、 な。』 お 竹が 繼 母の 横手に 坐 わって、 ちょ ッと膝 を 進める のが 渠に 見えた。 

『さう 云 はれる と、 ね —— 』 一 方 はまた 他の 一方 を兑 て- 無理に li 笑 ひ をした。 

『 さぅ 泥 綠 を 拷^す る やう にお ッ母 さん を 責め 立 てないでも』 と、 築 は 斯う 云った の を轆母 9 
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方へ i と 見せた つも-で、 實は 斯うな つて は 仕 かたがない、 さ， と 云 ふ 意味 をお 竹に n くばせ』 

ながら、 『お ッ 母さんの 云って 置きたい と 云 ふこと を聽 いて^る、 さ。』 

『だから、 聽か うとして ィ るん ぢゃァ ございません か？』 まの 斯う ふくれ ッ つらが 凝に は 如何にも を 

かしくな つた ほど、 渠の 心の奥に は 然し 餘裕が 生じて 來た。 何と 云 はせ たッて 高が 氣の よわい 婆ァさ 

ん のこと ぢゃァ ないかと。 

『^に 11 わたし は 11 改まって 出る わけ もない のです が -I 」 

『ぢ ゃァ、 ぃッ そのこと お休みに なって たらい いぢ ゃァ ありません か？』 

『ま ァ、 さう つん けん 云 はないで』 と • 渠 はまた 妻の 言 薬 を 制した が、 滔が 待ち遠しかった。 

『おう、 ぉ燜 がで き 過ぎる ぞ。』 

『  』 お 竹 はつん として 立って 行った が、 それ は 無論 その 所 H< に當 つてる ので はなく • 母の 何 

か 云 ひ 出さう として 例の 如く 云 ひ 切れ なくなつ たに 對 する ぢれッ たさ を 表する 仕 うちだと は、 額に 分 

つて ゐた。 で、 渠 もこの 婆ァ さんが どうして 斯う 煑ぇ 切れない 性質 だら うと 思って、 殆ど 相手に せす 

その 方 を 見ないで、 瓢簞を また 醉 ひに まかせて いぢく つて ゐた。 

『わたしの 怪我 も、 もう』 と • 繼母 はお づぉ づ、 と 一 K ふよりも 军ろ 最もい ゃァに 慮 勝ちに、 1 そ 

して： まがち ょッ とその 方に ふり 向いて 見る と、 わざとら しく 微笑 を 口に 浮べて — 語り 出した. 『直つ 


たも 同前です から t ねえ、 あす、 ちょ ッと淀 橋へ 行って 來 たいので すが 11 』 

『  』 人 を 馬鹿にし たこと をと 思った ので、 は 見向き もしないで、 『お プ 母さんが 褥 から わざ 

わざ 出て 來 てまで 云って S きたいと 云 ふの は そのこと です か？』 

『さう でもありません が、 ね。』 

『ぢ ゃァ * 別に 何 か 御 不平が あります か、 こんなに わたし 達が あなたの 爲 めに 奔走して ゐ ますの 

に？』 

『不平なん て、 そんな こと は —— 』 

よどば し 

『ぢ ゃァ、 淀 橋へ 行って どうします？』 ここで 蹈は 相手 を 押さへ る やうな 目つ きをして 兑 向いた。 

『  』 繼母は 丸でお のれの からだの 中へ 消え入る ほど を ど を どした 風を兑 せて、 も ぢもぢ して 

ぢょ 

ねたが， 槊のを どかし 額が かの 女を默 つて は： Q させなかった。 『ただ —— あちらで も 心配して ィる だら 

うと、 ねえ  さう 思 ひます から。』 

『病氣 の やうす は、 然し、 あちらへ たびく 知らせて ゐ ますよ。』 

『また 自動車に 敷かれる つもりで すか？.』 わめきが 聽ぇ たかと 思 ふと、 『まだ そんなに よぼよぼして ィ 

て』 と 云 ひながら、 お 竹 は 座に 立ち戻り 、所： えがからの 猪口 を 持って 待ち かまへ てゐ たのに 酌 をした。 

*V れ から、 別に 用意して 持って 來たの を 母に 與 へて、 打って 變 つた ほど 優しく 『ま ァ、 1 つ 熱い とこ 
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ろ を 召し 上れ- この 上に お 風で も 召したら 困リ ますから、 ね。』 

く 

r ぢゃァ • すこゥ し、 ね。 1 繼母は 嬉し さうな ゑみ を ぎんで、 右の 手に 左り を 添へ て 手 もと も 器用に.^ 

竹の 酌 を 受けた。  , 

『  』 克衞は 自分の 妻の 如ネ なさ を も 私 かに 感嘆した が * また、 輟 母の 器用 を兑 て、 は、 は ァ、. 

との 手で 死んだ お父さん をう まく 手 だまに 取って ゐ たの だ、 な • と 思った。 

あの 唐變 木の やうに 頑固な 淀 橋で さへ、 二度目の 母が 來て 種々 ごたごたが 生じ 出した 間に、 寒中の 

こと 或 日、 大道で 突然 • お高祖頭巾 を 被って やって 來る 女に 行き 合った ところ * 向 ふから にこに こ 

つたの をい い 女 だと 思ったら， それが この 母で あつたと 云 ふ" 故人の 得意であった ことが 想像され る- 


克衞 がお 竹と 結婚す る數年 前に 旣 にこの 世に なかった 故人 は I その 總領 息子に 氣質も 姿 もそッ くり 

であった と！！ いてる ので、 渠には 故人 を どんな 人で あつたと 考 へて 見る： t に、 淀 橋の が 思 ひ 出された？ 

すると また * 櫞母 がその 淀 橋 を 敬遠して、 かの 女が 九 歳の 時から 手し ほに かけて 育てた 淀 橋の 弟の 方. 

にお ゃぢの あと を繼 がせようと たくらんで、 最後に 失敗の 結 菜、 かの 女の 亭主の 四十九日が 濟 むか.. 

ぎまぬ うちに、 かの 女の 腹 を 痛めた 信 州の 娘へ 逃げて 行った その 話が、 お 竹から 聽 いたま まに、 築 

心に 浮んで 來 るので あった 1 


ところ 力 力の 女 は そ Q 信 州の 娘に も氣が 置け て、 さんざん こき使 はれた あげくに、 また 束 京へ ま- 

げて 來た。  そして 母の 姉の 片づ いてる ところに も 永く は氣 がね で ゐられ ないで、 g: び また 本籍の ある 

淀 橋へ 舞 ひ展る ことに 詫びが 濟ん でた ところで、 常 分 こちら を手傳 つて K つてる うちに、 今度 3?:^/ 難- 

に 逢った。 

『あの 女 は 分に 誡資が 無い ところから、 人 を も 疑り ッ ぼい 爲 めに、 死ぬ まで ち 付く 場所がない の 

だ』 と、 淀 橋が 云 ふの は 尤も だら う。 それが 兄の 方へ 行く ところ を こちらで 横取りして ゐる以 h は t 

可哀 さう でも あるから いぢめ ないで 養って やらう と は、 渠も淀 橋の， 2： 意 を 受けて 妻と 共に 相談 づ くで 

承知して ゐる こと だが、 渠に は、 然し、 今回の やうな をめ ぐらして ゐ るの がかの 女 を いぢめ てゐ 

る ことになると は 思 へ なかった" 

攝が醉 つてる 上に もまた 二三 杯 を 重ねる まで は • みな 無言であった。 それから 先 づロを 切った の は、 

お 竹で、 前の やうな がさつ さは 無くなって、 調子 だけ は勿靜 かこ、 

『ぉッ 母さんが 淀 橋へ 行く とお ッ しゃる の は、 こ ちらの こと を 裏切る おつもりでしょう？』 

『いいえ、 飛んでも ない！』 聲 がから だと 共に 顫えて、 克衞 とお 竹と を if おに 兑た 顔. ヒ汎ッ さ をに な， 

つた。 

«  』 お 竹 力 そォを 見て、 暫 らく 卑しめる やうな 目つ き、 口つ きをした のが 克衞 にも 兑 えた：^、. 
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直ぐ かの？^ よは 落ち 付き切つ I りで、 『さう 何もび ッ くりし ないでも いいでしょう.— 兄さんなん ぞょ 

り ゃァ、 わたしの 方が 千 供の 時から ぉッ 母さんに よく i«« てて 戴いて 来たんで すから， ね。』 

『そり ゃァ、 ね—』 少し ゅッ くりした 微笑 を 浮べて、 『お前さんが 十三で、 幹 雄が 九つの 時からで す 

もの、 ね。』  . 

『それ だ Q に、 ぉッ 母さん は 少し 水く さい ぢゃァ ありま せんか、 今 ぢゃァ 兄さん、 兄さん ッて 云って.，. 

わたしの ことなん かち ッ とも 思って 下さいません よ？』 

『さう 云 ふわけ ぢゃァ  』 

『でも • あんなに こないだ 中から ii して、 すッ かりう ちの 人に なって 一 緒に 暮す ことにす るから • 

どうか 大！ T こ， も わたしから 氣を惡 くしない やうに 親んでくれ ろと ぉッ しゃって ながら、 俄かに II ま _ 

だ 病氣も 直らない の に —— 淀 橋 へ 行きたい なん て — ？』 

『さう、 わたし は、 何も、 惡ぃ氣 で 云つ たん ぢゃァ ありません * わ。』 

『ぢ ゃァ、 こッ ちへ 惡く 取れる やうな こと- 

『では、 わたし、 やめます、 わ"』 

r それが 當り 前です とも！』 お 竹の よわいもの を 押し 伏せ る やうな 聲は 尖り 氣 味に 動く 口の さき かノ 

ら 投げ： q された。 が、 それから 少し 口 を ゆるめて、 『ぉッ 母さん は 兄さんの 云 ふ 逋り氣 がよ わく ッて、 


人 を 疑り ッぼ いから、 何でも 御，： H 分から 約束したり、 依賴 したりして 置く こと を （ rtl 分から：；^ を ま 

わして.. 1 ぶち 毀 わして しま うんです よ。 若しお ッ 母さんが 今度 また こッ ちの 親切 を I. 〔にして、 {.y^ 

へ 行って しまう としたら、 わたし は 兄さんに これまで あなたが わたしに ぉッ しゃったり、 顿ん だり し 

たこと をす ッ かりう ち あけます よ。 初めから 兄さんの こと は^ひであった から、 行きたくない とお ク 

しゃって たッ て。』 

サ んのレ 

『そんな こと は 云 ひません、 わ。』 IS 母 は 不平 さう に 險\| ^がった ほ をそッ とお 竹に 向けた。 

『云った ぢゃァ ございま せんか、 こないだ』 と、 また 押し付ける やう。 

『  』 繼母 はた だ やり 込められて、 言葉がなかった。 

克衞は その 間を獨 酌しながら、 二人の 問答 を傍聽 して ゐ たが、 輟 母の 態度 を 如何にも ぢれッ たく 思 

つた 11 新う K え 切れない のが こちらの 爲 めに は 却って 都合 はいいの だが — なぜかの！^ はし ッ かり 

答へ ない の だら う、 そり ゃァ 云った こと は 云った が、 お 竹の 押し付ける やうに さう 絶對 的に 云った の 

ぢゃァ ない とで も、 と。 これ だから、 どこへ 行っても かの-女が 嫌 はれる のであって、 それ を また こと 

更らに 嫌 はれまい として- 人から 云 はれた 通リ にこ ッ ちへ ベたり、 ぁッ ちへ ベたり、 ただ 人の 機 彼.^ 

りに 心に もない こと を 云 ひ 出し、 それ を 責められ ると、 直ぐ また 反對に 『そんな こと は 云 はない』 と 

云 ふの だ。 その 一: ム ふこと に 少しも 道理の 道す ぢが 付いて ゐ ない！ 
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『ぉッ 母さんの ふた Isi^i. は、 もう、 これからお よしなさい よ。』 お 竹 は 間を置いてから 云 ひ 出した ガ 

渠 にも 無論の こと だと 聽 こえた。 『若し またう ちに ゐられ なくなる と、 兄さんの とこに だッて 信用 を 失 

つて b られ ない のです。 さう すれば、 ぉッ 母さん は どこへ 行きます？』 

『  』 まるで 子供に 云って 聽 かせる やうであった。 

『わ たし は、 もう • こちらに お世話になる とき まって るので すから、 ねえ I 』 

『まだ^^雄がゐるとぉッ母さんはぉ思ひになるかも知れませんが、 ね、 あれ はま だ獨り 身の. おに、 ま 

だ 自分の ぎし だけ を ゃッと 立てて 行ける ばかりで すから ね。』 

G さう さう！ ぉッ 母さん は 淀 橋 を廢嬌 して 幹 雄さん に 家を繼 がせる つもりであった さう です、 な。』 

克衞は 今 5^ ひ 出した 振りで 微笑しながら 口を出し たが、 これ は 機 母 をお 竹と 一 緒に なって 責める つも- 

りではなかった。  ただ Is^^ を 全く 他へ 轉 じて *  AI 分 等に 不利益な 話 を やめさせようと 出-つた。 

『そんな こと は —— 』 

『ないでも 無かった でしよう よ』 と、 お 竹が 受けて、 『兄さんが お父さんの 死に目に 逢はなかった の も 、. 

ぉッ 母さんが 兄さんの ない うちに 早くお 父さんに 幹 雄 を あと 取りに すると 云 はせ よう、 云 はせ よう 

として、 それ を 待って 二三 日 も 通知 を 後れさせた 爲 めです、 わ。』 

『わたし はそんな こと を — 』 


『でも、 兄さん はさう 云って 今でもお こって ます、 わ。』 

『な ァに、 兄さん は 馬鹿 だ 11 お ほ 馬鹿 律義 だ。 女優 まげのお かみさんの お尻に 敷かれて！』 克衛は 

母 や 妻の 顔が ぼう ッと 見える ほど 醉 つて ゐ たので、 目をつぶって、 ごろ リ と 床の間の g へ 横 さまに 

倒れた。 すると、 その 勢 ひで、 ふと、 忘れて ゐ た瓢簞 をば りり と 云 はせ た。 

『や、 しまった！』 

【毀 われた でしよう？』 直ぐお 竹 はふり 向いた が- その 所 天が 半身 を はね 起した ところ へ 膝 を 進め 

た。 

『大變 な こと をして しまった ぞ。』 息苦しい ので、 右の 手 を疊に 突いた まま、 腰 を 少し あとへ 引き、 大 

きく ふくれた 方の を 左り の 手に 取り上げ ると、 小さい ふくれ は滅 茶々々 になって ゐて、 い 口と 共に 

散らばつ てる。 『畜生』 と 獨り言 の やうに 低く 叫んで、 手の を ほうり 投げる と、 そ Q はづケ が ころがつ 

あいにく 

て 行って、 生憎に 母の 膝に 當 つた。 

『あぶない ぢゃァ ありま せんか！』 お 竹 は 相 變らす 口 やかましかった。 

『惜しい こと を』 と 云って、 繼母は その そばの を 拾 ひ 上げて 兒た。 

『だから、 醉ッ拂 ひ はい や だ！』 

,『  』 、溢 はこの 掼害賠 ® も、 ふん、 あす 金が 取れさへ すり ゃァと へながら、 膝 を 折って ばた 

抵 母と 大 村失録  五 0 九 


泡 鳴 仝 第 第 四©  五  一 0 

.5^とぁふ向けになったo 

『どうす るので すよ、 この、 川 西さん に 頼まれた の を？』 お 竹 は 散らばつ てる かけら を 拾 ひ 集めて る 

やうす であった。 

『先づ 二十 圆の H ル舞ひ 金 を 出して 置いて』 と、 渠の 1K 井に 向って 吹く 息に はちよ ッ とまた 洒落 を 云つ 

て 見る 餘 地が できた、 『向 ふの 様子 をた めして 見る、 さ。』 

『な ァん だ、 二十 圓が 二十 錢 にも 困って る 癖に！』 

, 『若し 向 ふの 相手が 兄さんの やうに お 人よ しなら』 と、 築 は 妻の 冷 かし 笑 ひな どに は 頓着せ す、 目に 

はぼう ッと締 りの ない 11 それで ゐて、 自分の；；？ I かに 覺 めた 部分にば かり 血 も 力 も 集って 行く やうな 

II うす 暗い 世 S 介 を SE 分の &ぢ たまぶ たの 中に 浮べながら、 自分の 聲で 自分が 妻のに ほひの する 方へ 

引ッ 張られて 行く やうお、 『それ ッ 切りで 御免 を 被って しまう し、 — I 若し また ァ』 と、 そこへ 徒らに 

調子 長い 演說 口調の 强聲 をつ けてから、 その を 今度 はどうで もい いと 云 ふ 風に 惚けさせて、 『相手 力 

おれの やうに 利口に 出て 來 たら、 おれ も 亦 例の 通り 人氣と 名譽を 重んじて，^ 圓 なり、 二百 圓な. =^ 自腹 

を 切らねば なるまい、 な 11 みがき 瓢攀 製造 株式 會社 取締り 大村， な， にがしの 體面 上、 お？』 終りに な 

るに 從っ て 手足 もぐた. と 延びて ゐた。 

『ま ァ、 そんな 夢で も 見て、 さ —— し  - 


『さう だ、 さう だ。』 

『もう、 お休みに なったら どうです？』 

『ああ、 休まう。』 だらけた E ぶた をち ょッと 明けて 見る と、 妻が 膳 を かたづけて ゐた。 口 を あくの も 

お <\ /ラ 

臆 劫に なって、 『君、 僕 —— 失敬。 さァ、 お前と 11 一緒に 11 休まう。 11 ぉッ 母さん、 もう、 休み 

ました か？  さう 頑張らないで —— ね、 休んだ 方が よう —— ござい —— ますよ、 11 安心して、 ね 

瓢 十 か 11 あなたの 11 身が はりに なり —— ましたよ。』 

いつのまにか とろとろし たものと 見え、 集が 氣が 付く と、 自分 を 妻が その 取った 得の そばで 呼び 起 

して ゐた。 そして 繼 母はゐ なかった。 

戶じ まりを 忘れた がと 思って、 半身 を 起しながら 障子の 方 を 見る と、 切り がらすの そと は嗜 かつ 

た。 

『ぉ稻 荷さん の あかしが 無用心 だ ぞ。』 

<5 ぴき 

『戶を 締める 時、 とッ くに 消しました、 わ、 ね —— ぐうぐうお ほ 鼾で、 何も 知らないで、 さ。』 

かす 

『おい』 と、 K を幽 めた、 『お ッ 母さん は 何 を 云 ふつ も hss であった の だら う？』 

『きまって まさ ァ、 ね。』 これ もお も 低い 聲 であった、 『寢た ふりで 聽 いてたん だ、 わ 11 こッ ちの 詰 

を。』 
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r でも、 淀 橋へ 行く ッて 11 』 

ほんい  *? ゥと 

『そり ゃァ、 あの人の 本意が 云へ なくなった 爲 めの、 中途からの 出たら 目です • わ .11 あの ざまで 行 

けます もの か？. おまけに 兄さんの とこで は 姉さんが 氣六ケ しいから ッて、 十分 わたしが を どかして あ 

るんで す もの。』 

六 

もの 翌日 • いよいよ 金は糙 母の 印形 を 持って行って 要求 通りに 取れた が、 大村 夫婦が 好きな やうに 

しょぶん 

もれ を處 分して 行く と、 その 全部が 少しも 殘ら なかった。 

それで また 夫婦が 私 かに 相談した 上で だが 繼 母へ は當て にした 百圆が 取れなかった と 吿げ、 僅か 

に その 半額 を 受け取つ たが、 それ ッ ばかりで はどうしても 現在の 急場に Si に 合 はない と稱 した。 そし 

て 克衛は その 晚 • 御殿の 當直を わざと 他の 人と 入れ 替 はる ことにして、 家 を 明けた。 その 夜、 妻 をし 

て繼 母に 寢物 語りで 貯金 をす ッ かりこ ちらへ 渡す や ラに說 かしめ る爲 めであった。 

よくて フ 

そして その 翌朝 • めし を喻 ひに 歸 つて 來て 見る と • 繼母は 逸 匸 して ゐ なかった。 

『ほかに 何も 持 C} て 行った もの はない やうです が、 肝腎の 貯金 帳と 保 險の證 書と がご ざいません よ。』 

r ゆ ふべ 話した のか？』 


『ええ、 受け取った 五十 園で はとても 拂 ひが やり切れな いから- ついでに 貯金の 方 も $1; して 下さい ッ 

て。 すると、 なかなか 承知し なかった けれども、 着に， では、 まァ、 あすの ことにして、 ね、 とお 

ッ 母さん は 云って 置きながら。』 

『大事の 玉 を 逃がした、 なァ — 氣が 利かない！』 

『でも、 逃げた もの ァ仕 やうがない、 わ。』 

^^になって、 燒 けの 爲 めに 酒 を また 規定 以外に すごして ゐる 時、 淀 橋から 『大 至急 親展』 の 郵便お 

受け取った。 そして 顔 はう す氣 味わる くお 竹と 共に 開ら いて 見て、 酒の 與は その 場に さめて しまった 

けさ- 繼 母が 車で 來 たが、 熱が 出て 寢てゐ ると ある。 

『そり ゃァ 常り 前で さァ、 ね。』 お 竹 は 憎憎しげ に、 『まだから だが ほねまで ない のに、 朝早く わたしの 寢 

てゐ るう ちに げ 出したん です もの。』 

IT 然しよ く 行けた、 な ァ。』 

『雷， 車の ない 時刻で したから、 車に 乘 つたので しょうが、 11 考 へれば 考 へる ほど 惜 らしい お ッ母さ 

ん、 ね、 矢ッ 張り 兄さんの 方へ 行って しまって！』 

『なんだか やかまし いこと を tl いて ある ぞ。』 克衞 がその あと を 讀んで 見た。 旣に、 こちらが 金 を どう 

云 ふ 風に 取った かと 云 ふこと は、 兄が 向 ふへ 電話 を かけて 聽 いたので- よく 兄に も 分って ゐた。 
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一ぬ 如き 愚妄 な強然 非道 の顏を 見たくない から 乎 紙で 云 ひ 送る の だとあって， わざと 鹿 爪ら L  く饍. 短 

に 書いて あるから *  二人に は隨分 その 意.^ じに く かつお-が ー倚絛 書きに な) つて ゐる。 .^f?r. 

第. I" ぼ ふから 母 は 引き受けた から、 母に 屬 する もの を 悉皆 ^り 届ける 事。 

第二、 母 を 二お 丹たら す も 女中が^ ねに 使って 一 文の 小 使ひ錢 だに 出さな かうた に、 そのうちに 

きぎ をした の だが、 病氣 の： の 費用 一切 は前以 つて 渡して あるから * 金錢 上で は 貸し越し こそ あれ、 

汝 等に 勿 體 ぶら せる やうな 恩義 は 受&て をらぬ 事" 

：第王、 今回ニ度目として受け取った1^賺パ§^"14ま隠&©.^-^^ぼさ鬼ぬ危ニ 應耳を そろ 「て 母 

-の手 もとまで 屈け てま いん その 卜； で汝 等が 取る ペき 理由 ある 分が あらば 取らせる し、 向 ふへ 退却す ベ 

きものなら 歸すき  一  a^^rMr.  0§nri^:. 

『百圆 を 取って置きながら、 五十 圓と稱 お.，， .：ぞ© 上に 母の 樂し みな、 W 6、 ちと もさせて ある 貯金まで 

も瘕 もの 語りに-. 一" & せて 卷き 上げよう としたお 竹 は、 汝と 同穴の 狸で ある。 母 は それ を聽 かせられた 

時 ぞ ッ と 身の 毛が よだった と 云 つて わる！』 と爾實 してあった。 

:f 何もかも 云つ. てし き ゃァ がつ たんだ， わ。』 お 竹の 言 蘭 はきたなかった。 『どッ ちが 泡 だか、 考 へて 見 

『鬼に. .1 返事 は 出して 匿かない おや ァ』 とメ 克衛は その 熟しく さい 額に まじめ 腐った 立で 皺 を 寄せ 


た。 

『筒 條轡き の 通り If 礼號を 打って はッき と 返答せ ょッ て、 兄さん も 小 六ケ. しい こと を 一； ムふ、 な ァ。』 

『なァ に、 その 方が こ ッちも 筒 単に ごまかせ ていい、 わ。』 

『.！ 一 論、 ごまかしが 入.^ な いぢ. ゃァ、 こッ ちの 巾し 11 ら きにす ぢ 道が 立たん から、 な。』 

1」 相談の 結 粱* できあがった 文 fg に は 左の 如き 意味 を 出した *  J. 『ュ *  ^n^^ 

こちらの 誠意 誠心 を 無にする やうな 婆ァ さん は- 以後お 世話 もで きないから ノ無 論、 のし を 

附 けても • その 荷物 は 返します。  . .34 ^ハ： n ま，：！"，  .  ^y^f 

S§ 二 * こちらに は婆ァ さん を三ケ H ばかり 世話した と 云. 義 こそ あれ- 惜 りた 金はありません か 

ら- そのお つもりで ゐて 下さい。  ム n お oh  ^To  _ 

第一！ 一 . 百 回 を 五 十圆と 一 ：4 つたお ぼえ はこ ちらに はありません。 尤も 恩義 も. 知らぬ うそ ォき の 婆 ァ さ 

J ，か 

ん のこと だ 力ら、 ^！たら：：！に何と中し上げてゐるかはこちらでは分^^ません。 伍し， その 現金 は-: 

, J  *A うむ 

力 こちらへ. R 〈-て ゐた爲 めに 被った- ぃろぃろ云ひ知れ.ぬ拟省を愤ふ爲めにすッかり使用し^^しました 

力ら- もう 手 もとに 殘 つてる のはありません • これ は见 に^こ ちらが 奔走して 取った ものです から • 

奔走 料と して K0 たこと にして 1^ きます。  n 

ff お、、？ まい 考 へが 出たら う』 と、 德は手 鼓 を 書き 上 てから！ feL た T 兄さん はおれの こと を 
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愚妄 とか 何とか 書いて ある けれど、 その 愚妄 なら 何で 斯う 云 ふこと が 云へ よう？』 

『ま ァ、 これでい いでし ようよ。』 かの 女 は 手紙 を 飛び 讀み しながら、 『若し まさかの 事に なっても、 ど 

ラサ」 兄弟です もの、 兄さん だッ て、 さう 分らない こと は 云はないでしょう から o』 

『そえに しても * お前が 腐 もの 語りに ぉッ 母さんの 貯金 をし ぼり 取らう とした こと だけに は * 答へ な 

いで 知らん ふり をして 置く、 さ。』 

『それが いい、 わ。』 かの 女の 言 薬に も、 もう、 心配ら しいと ころはなかった。 

『入れ智慧 をした おれまで が』 と、 にこに こしながら、 『惡 人に なって しまう から、 な ァ。』 

『ぢ ゃァ、 わたしば かり を惡人 にして置くの？』 かの 女の 聲が 突然 調子 高くな つた。 

『しい ッ』 と g しながら • 克衞 はふと 三疊の 間の 方へ 目 を 向けた。 こないだ ぢ うからの 度度の こそ こ 

tV ばな しが 習惯 になって、 何となく まだ 病人が 隣窒に 寢てゐ もつ もりで あつたの だ。 が， 氣が 付いて 

見る と、 その-:: g 人の 着て ゐた 蒲圑 やど てら を も、 今 書いた 手紙と 共に、 明日 は 早速 淀 橋へ 送り届ける 

ひ よう 

のに また 費 川が かかる のであった。 

I (大正 五 年 十二  H0 1 
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I 

St. 一つ * ミ 

お 囿は往 一： Th/^ び 出した の だが、 孫の 文 ちゃんの こと だけ は 忘れられなかった。 そのお も 影を資 物 

でも 抱いて る やうな 思 ひで 西の 久保 通り を 飯 倉の 方へ 歩いて ゐた。 

まだ 秋の 初め ひぁッ たかい. 陽が 午後 二  S の 光り を かの 女の 年の 割りに は 綺麗 だと 云 はれる 横 額 

に照らして ゐる。 足 は 段々 樱川 町の 家 を 離れて 行く の だが、 心 はま だ 娘との 問 に ふとした 云 ひ 合 ひが 

起らなかった 時の 場所に ゐて、 娘が 海上さん に 生んだ 兒を 膝のう へに 抱き上げて あやして ゐる。 

『おうく、 文ち やん かい！』 と • 獨 りで うち ほほ ゑみながら、 それでも 低い 聲に 調子 をつ けて、 で 

たらめ に 文句の 飛び/、 な馱を 歌った l 

『す ゐ すッ ころばし、 ごま 味噌す ゐ、 

茶 つぼに 追 はれて と ッぴん しゃん！ 

ぬけた ァら どん どこし よ —— 


かいる の 目 だまに 灸せ いて •： ソラ 1 

. ：  -. -み， t 

それでも 飛ぶなら 飛んで 见 よ。』 ぐ T. お！.？ iri-,,,. 丄  . ； 

孫の ゑが ほまで もそッ くりと 浮かんで 來 たので * 足踏みに もお のづ から カづ よい 調子が ついて 來た。 

4, 『向う 通る は淸 十郞ぢ やな. S か I 不，. ：；"：^,1> や， や t ノ 

*  *  、 も^" * ド井： ウ l^^^l^. 


てん ぢく 

てん、 てん、 M$m^kJ^M^J. 


f 氣ちカ ひだ 、碧ち が ひお』 と S ふ聲 にかの 女 はふと 踏みと まって 見る と、 二三 名の 子 佻が こち， T.^ 

て 馬鹿にしよ うとして ゐ るので あった。 

『あたし は氣 ちが ひ ぢゃァ ない よ。』  ir^  -. 

『  ：』 子供 はお それて. あとへ 引いた が、  ..-.r  ^ 

- #  *^ヌ づ ，ソ 一.， 

『馬鹿にして ィる > 一ね.！、，^ ズぉ園 は 少し 怒り を 含んだ 棄てぜ り ふで また 歩き 出した。 

『ゃァ い、 や ァぃ丄 子供 は 少しの 間 また 後ろ を f. いて 夾- たが、 ぉ圚 がよく 孫の 藥を IM ひお 衍. く藥 31 

の 主人に 途中で 挨 機した ので- 鬚 等 はこ ちら をき" m の 人と 分った のか 散らばって ラ つた。 
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a  四卷  ョニ c 

かの 女が 今 さして 行かう とすると ころ は、 もと 同藩の よしみ ある 人の 娘なる ぉ須 磨さん が方づ いて 

る 山 本家 だ。 ひと 手の ない 時に これまで にも 一 度 自分 の 雇 はれ 仕事と して 手傳ひ に 行った こ とが あ 

る。 この頃でもまた^^-てくれろとの賴みは來てゐたのだけれども、 孫が 段々 に 可愛くな つて 來 たの 

とくい 

で、 何 さか 彼と わ 申し わけ をして 斷 わって ゐた。 尤も 本山 家 をば かりで はなく、 他のお 得意 さき を も. 

すべて さう だ。 それに、 もう、 自分の 職、 S としての 人手 傳ひ にも —もう、 数ハ牛 問の こと だから 1 

自分ながら 飽きが 來てゐ た。  ， 

『はが 世なら ば、 これで も 〇〇 藩の 舊 家老の 娘 だし、 また 立派な 士族の 奧 さまで あつたし * どうし" 

て、 どラ ノて、 人 さまに ゆびさし 1 つ させ は， ノな いの だが、 ねに 家に ゐて 不平が ある 度 毎に、 きッと 

しわ， ラね 

斯うした】 一一 n 紫が 出た。 そして 自分の^い 時の 不 しだら や • 今の 成リ さがった 性根な ど は 少しも 考 へて 

兑る ことはなかった。 『ほんと に、 世が 世なら ば I. 。』 

『また、 ぉッ 母さん * もう ,1k はおよ しなさい ッ てば！ 當世は 何と 云っても. お金が なけり ゃァ 駄目. 

ですから. ね。』 一とき 大阪の 商家へ 奉公に 行って た 娘のお 爲は、 また、 こんな 時にはい つも こんな こ 

と を 云った。 これが 母親と しての 耳に はい や 味に 取れる 時 も ぁリ、 また 仲直りの 言 薬になる 時 も あ^ 


た。 

お 園に はこの 娘の 外に 今 1 人、 重 孝と 云 ふ 男の子が あって、 ：？g 軍の 軍人 志願で- その 川 意の 爲 めに： 

攻玉舍 中學へ 通って ゐ るが、 不勉 强の爲 めに 旣に 三度 も 落第 をして、 本 平 十八 歳で ありながら- まだ 

1 二年生に とどまつ てる。 それが 氣 になって- 母親と して は 一 つのお ほ 心配で、 かの！^ は， 氾 千の 擧 校の こ 

とと なれば、 いつも、 昔の 四書 五經 をで も 習って る ものの 如く 想像して、 何かと 云へば- そんな 勿. 

にある 文句 を 口に 呼び 起して、 やきく と敎訓 めいた こと を 云って 聽 かせる。 そして 子供から：： i 行點， 

など はどうで もい い、 代数 や 幾何で 六ケ しいの だと 云 はれても、 

『何でも 人 は 品行と 勉強が 大切 だから、 ね。』 

『その 勉强 ぢゃァ ないか * 數學 も？』 

『ぢ ゃァ、 しッ かわ 勵め ばいい。』 

r なァ に、 おれが でき そくな つて 生れたん だい！』 

『馬鹿 をお 云 ひで ない！』 こんな ことが もとにな つて • 家ぢ うが もめの i|3 きになつ たの は 度々 の,^ 

とだ。 で、 お 園 は 〔豕ぢ うの 渦卷 きをす ベて 重 孝の せいに して、 『この 子 は あたしの 子で ありながら. あ. 

たしの 子の やうで ない』 と、 築の ゐる 前で 訴へ たこと も ある。 すると、 藥は わざと 大きた！^ で、 

『おれ は 死んだ お父さんの 子 ぢゃァ ない！』 

ぉ圜の 家出  五 二  I 
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r ちゃ ァ 』 と.， かの 女 は 宥^< - やうに. して， 4 誰れ の 子 だと 云 ふの かえ？』 

f ま 論、 海上さん の、 さ。』.. ゾ ム」 ケ 一？ へ-^  、々- -チ r%-i  さ，  r 

にわ 

% 馬隨を お 云 ひで な %  ！』 俄かに むき にな ゥ て 怒. ttv あ 2^ せ.^ が • それ は渠と ぉ爲と の 手 ま へ ％*^>-ろ 

ふので あるに 過ぎなかった。 

"と 云 ふの は、 ぉ爲が 三つの 時に 靈 孝が 生れた の だが、 故人の 種で ない ことに は、 如何に 故人の 死に 

.  てパ 

ぎぼ を その 宿り 時と 見つ もっても、 月が 二 ヶ月 合 はぬ のであった。 そこ を • とう./ \、 うはべ だけ 體 

裁よ く 工夫し. て、  、 

『この 子 は 不思議な H^,f^、  V 十 y ヶ月お なかに 宿つ てゐ たんで ござ いますよ。』 などと 云 ひ 通して 來た。 

けれども、 自分 はま だ その 人と 寶 際の 關 係がなかった 時 か..^ も、 長屋 ぢ うで は旣 にある かの やうな 評 

判が 立って ゐ た.。 

『齢せ の奧 さま』 などと 小い It でかげ から 冷 かされる 0 が 何となく 嬉.^ かった。 そしてき 分 も 何 か，.^ 

云へば、  ： ，，i  '  ；  .■  ,メ  ，ー  "" 

『海上さん が t 海. 上さん が』. を 殆ど 習慣の. 如く 口 にした。 卞宿 人と して 二 一階に. 置い. てあつ た 人の こ 

とで 雇 ひで は あるが、 .QO. 省に 出勤し、 本人が 九州の 有力な 或 藩に 生れた 關 係から、 お 役所で は., * 

かな か 大切に 持て 做されて ゐた。 


1!： 時な ど、 無遠慮な 話し * 建が あつ， v、y 、とんな ヒ tV を 面 と^って 云った *  r^.^i^^^^ 

『そん. なに 海上さん がい S のなら" 5.タ そ ゆ こと • あの人の 奧 さまに •  なつ f さラ です- の II $ 

^少. て. b 度 酌 3 八：： つて マ：： ます、 わ- ね。』 

「どうかお，， り 持ち を、 ね 11 お ほ， ほ、 f  ^c^. 

や- だほん とうの 時でなかった かち，、 冗談 も IK- へたの だ。 然し の 或 女が、 

fi^ 阖 さんの 額 や £ 斗に は颱れ でも 惚^ ぼれ する が r 少し ラ は 1^ なのが きすで、 ね』 と、 かげ 口 を 云つ 

たと かで- かの 女 はまた その 女お 對. ずる かげ 口 を 倍にして 返した。 これ も を かしな 評判から 起った こ 

とであった。 

未亡人に なつてから は、 1 お ほ びら に その 下宿人と 共に この 同じう へした 三 の 借家 住ま ひ をつ 

I けた か 

OH^ 重 孝が 生れてから は、 おしめの 洗濯まで も 時に よると 51- の 方が やって" おれた。 ./I..,:!!--* 1, 

『ほんと に、 海上さん は 親切で、 ね、 あ.^. -の 子供 兄. 锿を 自分の 子の やうに 可愛がって 下さいます 

斯うして 十二 三年 を 過ぎた うちに、 海上さん は 本省で， もう？^ 朽 者のう ちに 數 へられる やうに な 

b, 若ョの 局長の 爲 めに 體 よく ほふり 出される ところであった。， それ を假 かに^ ひとめて、 求め ひた 

の は 支那 は 長、 江の 上流、 〇〇 の 日本 〇〇 館 勤めであった。 リ  一、？  i., . 
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その 出發 前に 渠は重 孝 を 自分の 養子に し、 この 子と ぉ园 との 生活費 を あちらから 送って 來る 約束.^ 

した。 そして 姉む すめ だけ は大阪 にっての ある 商人の もとへ 小間使 ひに やらねば ならなかった。 とこ 

ろが、 六 七 歳の 時から 亂 暴であった 弟の 方が、 あまい 母親の ほかに あたま を 押さへ る ものが 無くなつ 

たの を 幸 ひに して、 ー&亂 暴に なり、 不勉強に なり、 金づ かひが ひどくな つた。 それが もとで、 お 園 

は 人のお 伊 ひに ® はれて 出歩かねば ならぬ ことにな つた。 

雇 はれる と 云っても、 大抵 知り合 ひのと ころ だから、 そこの 子供に は 『をば さん』 と 呼ばれ、 同年 

载 0 女 どもに も 『さん』 づけに される の を * せめても の滿 足に した。 そして、 少し 氣の 利いた 家の 奥 

しょくぜん 

さんな ど は、 忙 がしくない 夜の つれ，， ^に は * お 園の 食膳に 酒 Q 1 杯 も 出して 

『どうです、 今夜 は 一 つお 園さん の 喉で も 久し振りで うかが ひましよ うか、 お？』 

ちょく 

『もう、 斯う 年を取って しまって は、 ねえ』 と 云 ひながら も、 二三 猪口 を引ッ かける と， 年に 似合 は 

す 常で も 若々 しい ほがらかな 聲 がーし ほ 又 ほがらかに なった" そして 常 槃津の 一 二 段と 端 唄の 數 曲と 

を P つた。 そして その あと は 愚痴に なって、 自分の 不運の こと や 自分の 息子の 不出來 など を 泣 力ぬ ば 

かりに ロ說 いた。 

『ぉッ 母さんの 三味 はうまい が、 その あとが どうも 泣き言になる ので、 ね』 と 1K ふこと を 或と ころで 

桌， のお 爲が聽 いて 來て、 これ を 忠告の つも リで吿 げたと ころ、 ぉ圚は 非常に 怒って 再び あんな 家へ は 


はれて 行かぬ と 云 ひ 出した。 

『あの 奥さんが そんき 人の， 人と は 思はなかった。 あおがた  <も まお 酒 を 飲ま I 化 面倒く 

さい s?l 彈 かせたり、 I 「あなたで なけ，， ゃァ、 とても、 今どき、 さう 5 もの を 知って t 

はない」 なんて、 嬉しがらせ 裏つ，、 II さんぐ、 人 をお もちやに して、 さ丄 

『それが おもち やな もんです か？』 

『おもちゃで なく ッて、 さ！』 

『なんかと 云 ゃァ、 それが あなた の惡ぃ§ すよ。』 娘 は 斯う 少しき つく 答へ た。 こ Q おもちゃと 云 ふ 

こと は、 お 園が その 娘と 海上さん との 關 f 14- がり 出す 時には、 . いつも、 よくい や 味と して 引き合 

ひに 出す 一 i であった ので、 娘の 耳に は 今 も 亦 b んと 響いた のらし い 。『奥さんば かりが 云って らッし 

や るん ぢゃァ あ. CV ません、 旦那さん も、 rs!』 

『あの 且那 さんだ ッて、 さう、 さ。 あたしの やうな 年寄り をつ かま へても、 下 まな. &i ばな し を 

して その あげく は をば さんがお 爲 さんなら うちの 女房と 取り 替へ るんだ がなん て I！ お前 を 少し、 

並み 以上の I に 生んだ Q がこッ ちの 不 §1、 こッ ちが あの 旦那さん に 馬鹿にされたり、 海上 さ 

んには いぢめ られ たり、 さ。』 

『何とお ッ しゃっても、 ね』 と、 i の 男 少た聲 はな ほ攀 のかげ からした が、 ，ころの しち？. 
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を 節いで る ままで こちらべ じ t しい。 ばた I う Is がしな がら かめ， S 少し 畏 い 

あごが 突き m て、 『ぉッ 母さん は 少し 愚痴が 過ぎます よに 

『び も 痴ぢ ゃァな 55. ^つね。』 お 園 は 娘の i の 達した ところ を 見る. と H 自分^ 膝の 上に 抱かれ- 

孫が す やくと 眠つ.」 るの であった。 I のに ほひが 需 にもに ほ？ る。 こんな やりくり S の暮 

しでかれ これ！ K つても 駄 I と 口  ま y ぎ 碧 s、 き" t な-ひで ま 1. り， やうに 

『おや ァ、 あたしの 頼る ところがな いぢ ゃァ ないか I 海上さん は簿情 だし？』 

『そんな 晋 の事ァ 昔の^で，， す！』 けで 姿 は H ルぇな カクお <  , ... :. 

i の妻ッ で、 ね lAi が 阜ば 口の 巾で 一 15 たので きたが、 募 I い 時の sf 娘に 

管れ てゐる I と 思？. 嘎 まお いつも Q やうに 謹して かねば だら なおつ. た， 沈んで 穩ゃ 力. S 

まが.. 持 i の ほ f か さを 失 はないで、 『昔 はお 前、 人 I 望 直で、 i あり、 男女 に„カ あり 

ッて、 ね、 そんなみ だら 0 事 や 親不孝はなかった よ。』 

『ふん！』 鼻で あしら まが I. てま、 『そり ゃァ、 iidpdsi^lf 

れ なかった 時 は、 ね。』 .  . ..'  I 

まき 4 薩には 娘 しおひし ぐと S こ I, て 來た ので、 もれ だけ 娘に |る愤 しみ 

i^. 人 ひき f づ、 i に， よくもよ くも さ うづう くしく 口が きけ たもの だと。 『何 だとえ も 


あ 前まで が爲 孝：： にに.^ ク ！』  t^^^Tr  t$^h 

f それ も る， ぉッ. ^さ， ^が！^ か. つた^らです よ！ J-  ：  .  i, 、卞 ，  >:.,-. 、 -，.： . ,■ リ 

4 何でも I ちの せいに レ P  ！』 いよぐ 娘に.， ぞ| きん がらせて、 『1 の だらしな さがら 御 

らス 叙 力 S しもし ない のに！』 J さ J 

『親の f と は 知らないで 丄 §は浙 う， 气ハ 立お. ^ クて來 て、 『その子 もお 許しの ない 子です お 

す こ ッちィ 頂戴 致します！』 

『お 入 i^i. お 園 は I そ？ を 突然^た くつ ま # た繁 暴へ 議ね なの を、 ぁク けにき，^: 

見て わたが、 何も 云へ ない ほ： 乏しくなった。 昝の やうに 夫婦が 膳に 向って 云つ てること きひ 出， 

すと. . ^の 高い の 米が あんま 义 I ぎき， 意 ま 馬 I ひす るん ぢゃァ ないか あ.. ぽ 

可 哀さ うに、 あの？ 盛り £ ベたい だけ， さ？ や I いぢ や 5 人に もな れゃァ しな、。 

『ち 1  ァみ、 おれ はめし I はないで、 頸 をく くって 死んで やら ァ』 と、 あの 子が あくたい を云 つた， す 

も、. 5 さん は 何 I はすに あの 子 I りこぶ しでな ぐり 付けた 。 そして こ して はま 力 

『お ッ 母さんが あまから、 仕 やうがない』. r, いかにも 憎々 しい. f して、 その 額に 5 八の ま 

f  I た もう、 丸で 昔の やうな 優しみ は S 出した くも S 出？ ァ しない.,, |』，？ レき 

に I までが あちらの,^ 方に なつヌ I き i とに 他人 か 何 かの やうな 白.， しい 物 S ひやう を 

お 固の 家. a 
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する。 夫婦で ぐるに なって、 こちと 等 を いぢめ 出す 氣だ らう 1 ？ 

？ゼク て、 き i とも f ないで lis の i さる 分ぐ らゐ、 あたしが そとで かせぎます から。』 私 

at 全く 氣が 取き？ て、 立ち上る が 早 5 か 家を 飛び出し、 I に 量が 二 軒 づっ並 

ぶ狹 いま § を ぬけて 來 たので きたが、 今一度 文 ちゃんの 顔 をよ く.^ て置 いたらよ かった きへ タ 

傾いた 太陽の 光を 大道に 浴びた # きの あたまの 中で は、 海上さん が 支那から 歸 つて 來た 時の こと 

までに もさ か 登って 考 へて ゐた。 

あの人の あちらからの I が 半年 以上 も 管、 I さへ ％な くな つたので、 どラ したの だら うと 思 

.0 てると、 突然 歸 つて 來た。 

その 口ぶりで は、 宫職阜 めた か、 やめられ たかした の だから、 再び 東京へ 歸 つて 來 たの は 止む を 

得ない ことと しても、 別に それと は 無く 待ち こがれて ゐた者 やその 子供に 對 する 親切の しるしに、 お 

かねなり、 又は その他の いいお みやげな り を 多少で も 持って 來 て吳れ たのなら 云 ひぶん は 無 かつ i^;!. 

が、 へば^ 稽 でも あり、 g がきで も ある ことに は、 何とか 石と 云 ふ 物で できた、 西藏 とやら の佛像 

を 一 つ、 ただ 大事 さう に 見せて，：：： 慢 した。 それが また 稳ぃ ほど くすぶって， すす だらけな のに はな ほ 


驚かないで ゐられ なかった。 

雜 巾で こする と、 靑ぐ ろい、 いいつ やが 出た こと は 出た が、 それば かりに 一 i 命 a& しても、 I 

れ 一 人 本人の 望み通り さう 高 價に買 ひ 取って れる もの はなく. 今ぢ ゃァ、 たッた t 圆ば かりの 抵當 

になって、 或 人の 手に 入って ゐる。 丁度い いから、 もう、 そのままに 打ッ ちゃって 置いて、 何 かち 

やん とした Is つけて、 家 i しにな り、 子供の ir 费 になね して 吳れれ ばいい のに、 いまだに そ 

れ直ひ 切れないで— その 麂 人の ことな ど は 全く 思 ひ 切って しまって I その 佛ま 謹ば かり 

して ま はって ゐる。 

それ を 初めて 皇さ うに 見 まれた， 薩は 呆れて 斯う きぼした —1、 女 I み 

のつ もりで だ、  . 

『あなた は、 まァ、 何桌ふ 物好きでしょう、 ね、 こんな 物 を 持って 來 なさった ッて、 うちの や J 

ところに ゃァ 飾つ て 置く ところ.，. 3 ない ぢゃァ ございません か？』 

r 家き くので はない』 と、 出しぬ けから 打って 鍵った け &:^ に、 『かねに する の，、！』 

1 こんなき たない 物が おかねになります か、 ね？』 

『なる から、 持って 來 たの だ！』 海上さん は STIS して f 大抵で ない 不與げ に 見えた • 

との 不與 がと 、，く 人 を あの人の そばへ i 寄らせない 5 したが、 I それが あの人の I 

ぉ窗の 家出  ： , D 
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泡 鳴 八 i  ^四卷  ，  ： 

.1 ずの 霞で きた Q だ。 きき 折角 ぢッと 辛 i して 丸一 一一 11 つて ゐ たのに、 —そして 

歸 つた 者 はもと く マ 旭り こちらの 家へ 這入り込んで 來 ながら、 II もとの 關係を 忘れて しまった のか * 

憎い ほど 取り澄まして 鼻 もひッ かけようと はしなかった。 こちら も 亦、 さう なれば、 もとの 事情が 事 

情で、 せ. -3 への 憚りから 正式の 夫婦に はなって ゐ なかった の だから、 遠慮が ちに そ ッと即 かや 離れす 

でゐ るより 仕 かたがなかった。 そして、 

『どう 云 ふ 風に うちの 暮しを 立てましょう か、 ね』 と 相談した 時、 あの人が 云った に は、 * 

『あなた は 人手 傳ひを やって 來 たの だから、 矢ッ 張り、 さう したら いいでしょう— たまに は、 骨 休 

めに 子供のと ころへ 歸 つて 來 たり もして。 その代り にです が、 ね ——その代り、 そ の ゥ— あ の ゥ 

『  』 その 口 よどみが そ もく その 下 ごころ と は氣が 付かなかった。 『ぉ爲 さん を 11 奉公 させ 

て いても 可哀 さう だから — 呼び返して、 わたしが 世話 をして あげます。 佛 像が 寶れ さへ すれば、 

もう、 どうして、 寢てィ てらく に暮 せます から』 ッて 1. 正直に、 つい、 こちらが その 手に 乘 つてし 

まった の だが I 呼び返した 娘に は、 いつのまにか 子供が できた。 が、 怫 像の 方 はい まだに 喪れ る稻 

キ がない。 

自分の 娘のお なかが 大きくな つたのに 氣が 付いて 驚いた 時には、 早速お 須 磨さん のと ころへ 力け お 


けて 行って どうしたらいい か 相談が てら こぼしても たこと だが • もう、 取り；^^^の付くべきもの 

でもなかった。 GI 分の 娘 を やがて は どこか 別にい いところ へ 方 づけて、 一 方で は • それ こ A 分の T  く 

末 を 安心 させようと 思った こと も {4! しくな つて、 殘念ゃら&lゃらで^^!分の身を切りさぃたまれたゃ 

うであった。 

、初に、 娘 を 茶の間の 方へ 引きつけ て、 こッ そりと、 

ヒ J 

『全 體、 誰れ の 子 だえ』 と 尋ねる と、 

『ぉッ 母さんに はまおう ち 明けて ございませんで したが、 11 滅 5^ さんので 11 o』 

『へえ 11 』 と * 資は、 思 ひがけな いやら、 ねたましい やらで、 あいた 口が ふさがらなかった。 親と 

子 ほど 年 は 遠って るに せよ、 こちら は 親と して 人に も 自慢して ゐた ほどの 器量が ある 娘の 年 ごろで あ 

り、 うは、 云って 見れば、 まァ、 獨り 身で、 いい 人 だと は 云 ふ ものの、 昔の こと を 思へば、 隨分そ 

の 道に かけて は 口上手の、 手く だのうまい だ。 これ を 1 緖に 置いて 置いた の は、 こちらの ゃ」、§、 乎 

ぬかりであった。 『お前 は、 まァ、 11 お前 は、 まァ、 11 何と 云 ふ 親不牵 だら う、 大抵 は 海上さん と 

あたしとの わけ を 知って る だ らう に ！』 

泣き出さな いまでに 聲を顫 はせ て、 われ 知らす ふと 昔からの こと を ほのめかして は ノ たが、 仕 かた 

がなかった。 

お 面の 家出  il 
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お ま  . > 

r すみません！』 娘 も 手 をつ いて、 淚を こぼして ゐた。 それ を 見る と、 然し、 こちら も 溜らな くき 

て もら ひ 泣き をした。 

『  』 W らく S つて、 ぢッと 娘のお なかの あたり を 見つめて ゐ たが、 『一 體』 と、 なみだ 聲で 『誰 

れが云 ひ 出した の だ え 1. 親 の 許し も 得ないで ？』 

『…  』 娘 も すすり泣き になって、 『わ、 わたし は 幾度 も I！ 斷 わって ゐ たん— です 力 — う 

海上さん が I で、 では、 I. ぉッ、 お 母さんの 世話 を もやめ てし まふ ッ て！』 その 泣き落ち たの 

も 男 を I 爲 めかと 思へば、 菌の からだ 中が 娘の 可 管よりも 憎しみの 爲 めに 顫えた。 

『どうしたらいいでしょう、 ね、 I？』 かの 女 は 本山 家で お須 磨さん に 云 ふと、 ぉ須 磨さん の 旦那 

さん も そばに 聽 いて ゐて、 

『ぉ爲 さんに お 1; はゅづ つてお あげな さいよ、 昔の こと は 昔の ことにして。』 

『昔の こと ッて、 別に』 と、 笑 ひに まぎらせて 答へ た、 『あたし は、 何も、 どうと f わけ ぢゃァ 

りたので すが、 ね。』 

『そんなら、 なほ更らの^^と！』 

『お 管んだ ッて、 どうせ 誰れ かに 方 づけない ぢゃァ 置け な いんです から』 と、 ぉ須 磨さん も あんま 

り 親切 氣が無 さ 過ぎた、 『海上さん だッ て、 人の 惡 いかた ぢゃァ な いんです もの。』 


『そり ゃァ、 さう です が、 ねに 資は、 然し- 簿情 でも あり、 人が 惡 くも ある 男 を ここで もさう 譜 め 

のかと 考 へる と， ， 口 分 だけが 矢ッ 張りの け 物にされ てる やうな 心細 さ と 1  ざ 疑と を おぼえ た 。 

それにしても、 亦、 若し 海上さん に淨 山お かねで もあって、 こちら をし うとめと して 樂に f$ め 奉つ 

て 置く だけの ことができれば、 まだし もの こと。 支那から 歸 つて 來 てからと 云 ふ もの、 ぁッ ちに もこ 

ッ ちに も惜金 だらけで、 11 初めのう ち は 人 さまに 奔走 させて、 ^澤 なら 買 ふだら うと 云って は 持つ 

て 行っても 駄：： ：。 大 阪の籐 田なら ッて、 わざく 高い 旅： 嫂 を 使って 行って 兑ても 駄：： ：。 博物館の 何と 

かさんに おさせな けり や アツて" 何十 圆か 取られても 、『多分 それらし い』 位の！^^：んしか與へて拫入れ 

なかった。 その あげくが あの 抵當 になった が、 それでも 本人 はた だく、 

『寶れ さへ すり ゃァ —— 寶れ さへ すり ゃァ』 で、 いまだに 他の 事 をしょう ともして ゐ ない。 

『あいつ は、 もう、 一 種の 氣遠 ひだ』 と、 時々 お 園が 訪ねて 行く 病院の 院長さん が 云った さう だ 。つ， 

まラ ろく 

上さん も 耄碌し ました、 ねえ， あんな こと ぢゃァ 重 孝 や 文 子の 行く末が 案じられます、 わ』 と、 かの 

女 はこな ひだ、 海上の 切 守に、 ぉ須 磨さん が 尋ねて 來た 時に， S つた 。『然し、 その 重 孝 も あの 親不孝 ぢ 

ゃァ I— 。』 

押しつ めて 见れ ば、 天地に 可愛 いのはた だ あの 孫のお 文ば かりだ。 

て く 

『拔 けた ァら 11 てん、 てん、 天竺 11 』 と 云 ふやうな ZJ と を 繰り返して ゐる氣 ぶんが 1 ^ 自分に は： 

お 顧の 家 a  S H 
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親しかった。 

四 

『ま ァ、 まァ- 飛んだ ご無沙汰 を 致しまして、 ね —— どうも — つい、 近いので すが、 ね，—，』 玉の 

やう こころげ，： a る 自分の 曾 葉に、 われから、 つい、 引ッ 込まれて、 お 世辭の あり ッ たけを 盡し * お 園. 

,  于し くわ 

は 木 山家に 來て 多少 心の 落ち 付き を おぼえた。 そして 挨拶が 濟 むと 直ぐ、 娘との 喧 1. を 娘の. いに 闺す 

る iib 如く 吹聽 して- ^：! 分への 同情 を 求めた 。『どうして、 まァ、 あんなに 親不孝でしょう • ね、 0 

ひも 揃って 兄弟 同士が？』 

『そり ゃァ、 ね、 ぶ爲 さん もい けない ところが あるんで すよ。』 ぉ須 磨さん は 斯う 云って 慰めて 吳れ た。 

『然し、 また、 あなた もお 年に 免じて 默 つてた 方が 得 ぢゃァ ございません か？』 

『でも、 若い ものが あると 心配です から * ね。』 

『さう あなたの やうに 心配性 ぢゃァ —— ぉ爲 さんだ ッて、 もう， i 人前の 考 へが 出て ゐる辔 です し、 

重 孝さん だ ッても 1,^ ぜに お父さん として 海上さん がつ いて るんで す もの を — ？』 

『その 海上さん が？^, え 切れないで、 ね。』 

『どうせ、 そり ゃァ、 あの 佛 像なん か 大した もの ぢゃァ ないで しょうから、 早く あの 百 五十 圓 かで 買 


おうと 云 ふ 人に 寶り 渡す やうに させて、 海上さん は どこかの 會 社の 喾記 かなん かに 成り、 あなたがた. 

は あなたがたで そのお 金で 何 か 店で も 出したら いいで しょうに、 ね •』 

『それが、 ね * 百 圆ゃニ fniil どころ ぢゃァ ない- 海上さん の 考へぢ や ァ矢ッ 張り ニ^^に も 三^ |g に 

もなる つもりで ゐな さるんで すから。』 

『そんなに 寶れ たら 結構で しょうが —— さう して 重 孝さん は 近頃 どうです、 は？』 

『あれに も 相 變らす W ります が、 ね、 I— まだ 女 遊び をお ぼえない だけが 取り柄の やうな もので II 

すゑ^ 

あんなに、 こな ひだ も、 末 雄さん に』 と， お 圊は須 磨 子の 所 1K をい つも さう 呼んで ゐ るので あるが、 

『びし ぴ. -云 はれながら、 矢ッ 張り その 日ば かりで、 明る 口から は そと をう ちに 遊び ま はって かり， 

少 L も勉强 をし な いんです よ、 たまにう ちに ゐ るかと 思へば、 お 爲と云 ひ 合 ひば かりして 1. Ja. 上さ 

ん はまた あたまからが み/ \. ^るば か. OS で、 ね。』 

『おし そんな 時に あなたが 口を出して、 助けて やらう とする から- なほい けな いんです よ 0  _1 

『でも- やたらに 捧 やなん ぞで 打てば、 どこ を 怪我 をさせる か 知れません から- ね on 

『何しろ 芝ぢ うでの {^ 名な 亂 靑年. ださう ですから — それ はさう と， うちで こ. な ひだ あがって、 ， 

さんのお 留守に 御 馳定 になった さう です * ね。』 

f いいえ、 あれ は 旦那さん の 方からの おごりで したの。』 

お 園の 家出  55 


『へえ， さう でした か？ J  , 

IT それに 付いても、 ね • 少し 心配です、 わ。』  ； 

『  』 ぉ須 磨さん は 何が と 云 ふ 風であった。 

『實 は』 と、 相 乎の 顔い ろ を 伺 ひながら、 『うちのお 爲も 少しう は氣の 性分で ない と は 申せません し、， 

末 雄さん も擧 校の 先生で • 大切な からだで すから、 ね。』 

f さう すると  ？.』 

としょ 

f こな ひだ も、 末 雄さん がお ッ しゃって るの を聽 くと、 冗談で もあった でしよう が、 「僕に は 年寄りの 

女房 * あなたに は 年寄りの 亭主 * いっか また 若い もの 同士の 時節 も來 まさ ァ、 ね」 なんて、 ね。』 お 鬮：， 

は 口にまで もよ ッと 微笑 を 浮べた が、 笑 ふこと はでき なかった。 

『そんな こと を！. ！論、 冗談で しょうよ M ぉ須 磨さん の 方 はわけ も 知らす に 吹き出して、 『餘ッ ぼ ど、 

うちの は 若い つもりで ゐ るんで す、 ね * 三人 も 四 人 も 子供が ある 癖に！』 

『いえ * 若い 氣の男 は 子供の ことなん か 構 ひもし ないやう ですから、 ね。 その 點 から 云っても. 海上" 

さん は 老いぼれて ますよ， 重 孝の 生れた 時には、 おしめ を 洗って 下さる のが^い 顔 をしながら でしたい 

が， ね、 今度の 文 子が 生れてから は、 嬉し さう に 洗濯 もす！ るし、 ほい. （-S つ て 抱いて やった hs ノ 

ね。』 いつのまにか、 自分の 直接に 腹 を 痛めた 子の 方に 肩を持って 賀 ひたい やうな 氣 になって ねた。 


『でも、 その 方 力お おさんに は 仕 合せでしょう よ —うちの やうに、 また、 子供 を かま はない お 父 さ. 

んも少 いです • わ、 ね。』 

『そォ 力 ね』 と、 ぉ阖は 相手の 返事が E 分の 思 ふつ ぼに 當 つて 來な いので， おの づ から 娘の 平生の- 

とと を素ッ 破ぬ くこと になって、 『ぉ爲 はまた あなたのお ッ しゃ る： 迪り いけない ところが あるんで す. 

よ。 海上さん ょリも 若い m 力 達と 話 をしたがって、 ね、 海上さん が あの 子 を 一 緒に つれてた まに ill へ 

でも 散歩に 行かう とすると、 あの 子 は 何だか 恥 かしい から ッて、 ついて くこと はついて ッて も， 九 叫 

も 十 問 も あとから ださう です もの J 

『ぷ ッ！』 ぉ須 磨さん は 笑 ひ を 吹き出してから、 なほに こくしながら、 『海上さん がさう あなたに お， 

ッ しゃって？ 』 

『ええ ！ あんまり ぢゃァ ございま せんか？ n 

r なァ に、 そり ゃァ、 夫婦 づれで 出た ことが 減 多に ないから でしよう。』 

『いいえ』 と、 念 を 押す やうに T あれが 機嫌の いい 時に 一 度 なぜ そんな こと をす るの かと 聽 いて：：^. ^i- 

したら、 海上さん が あんまり 年寄りに 見える から ッて、 ね。』 

『若い から、 それ も 尤もです、 ね。』 

『それにしても —— 。1 

」 お ® の 家出  憂 七 
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『そり ゃァ、 ね * ほんと に 夫婦の 仲が 分って 衆れば、 さう した もので もないで しょうが 1. 。』 

『  』 もちろん、 自分なら そんな こと はしない のにと、 お 園 は 皺の 出た 男の 問拔 けさ 加ぎ ヒ 1^.. 

哀 さう にも 思った が 7 だから、 若い もの 同士 を 一緒に 置け ません • わ。』 斯う 云って 置けば 分る だら う， 

とかの 女は效 化した。 そして あんな 親不孝な 薄情 者の ゐる 家に ゐ たくない から、 當分 自分 を 使って 

れいと 云 ひたかった の だが、 まァ、 ぉ須 磨さん の 方から 云 ひ 出す の を 待って ゐた。 

ここにも^ ちゃんと 云 ふ * 文 子と 同じ やうな 赤ん坊が ゐ るので、 その 話な ど をして ゐる うち， この 

家のお ぎひに 雇 はれる ことに 話が きまった。 

ここへ は 二度目の 1 おで、 割り 合 ひに 勝手が よく 分って ゐた。 その 日 は 末 雄さん が歸 つてから、 一 

緒に 晚食を 戴き、 久し振りで この 主人の 注文に 從ひ 『丹 波與 作』 の 一曲 を やった。 

『ふびん や 一 一 一吉 レ ぐ/^ なァ みだ、 

ほうかぶ り して 目 を かく ゥし、 

くつ 見まァ つめて 腰に つけ、 

見す ぼら しィげ H な うし ィ ろか ァ げ。』 

と 歌って 行く うちに、 自分の 1 部に 流れ 殘る 半ば 若い 血が ほそい 糸の 響きに 引き立って 来て、 海上な， 

んか、 なんか、 ^なんか、 どうで もい いと 云 ふやうな 氣 ぶんに しんみりして 來て、 われ 知らす 意味， 


の，. ズれ ぬ淚が ほろ/、 と こぼれた。 『あ ひの 土 山  ふる 雨よりも 親子の 淚』 0ぁたりもーひ-派に^:-？ 

の 糸に 乘 つて 立派に 歌 ひ 結べた。 

『ああ、 生き返った やうです >  わ』 と- 三味 を^いて から 主人の 乎づ から 酌いで くれた 泡 をぐ ク と.. - 

み 乾した。 

r それ 位彈 けり ゃァ、 際， 一!^: はれ 人な どに ならないで、 師匠に なった 方が （I 。』 

『でも、 斯う われながら 思 ひ 通り に^ける こと は 珍ら し い。』 

『そり ゃァ、 ね。』 ぉ須 磨さん も 二度 や 三度 はこの 三 吉を聽 いてる 笞だ。 

『病院の 方で は、 ね、 時々 來て敎 へて 吳れ ろと 額 まれた こと も あるんで すが • ね、 どうも, S 之 ひまな 

しと はこの ことで ——. 若し あたしが II 樂で喻 ベようと 決心す り ゃァ. まづ、 かど 付けになります > ね， 

下ず 子供に 敎 へたり して ィ たん ぢゃァ * とても • 手 は あがりません よ。』 

き ，"ん 

斯う 云ふ氣 焰も 吐いて- いい 心持ちで その 夜 は 眠りに 就いた が、 その 霧. loss^rz 川"" 

を樱川 町へ 取りに 行く 時、 君 ちゃんの 犬の 張り子 を I っ盜ん で、 文 子への みやげに 袖に 入れて 行った。 

- 本山 家で は、 年う への 子供 を 初めと して、 ぉ圓 のこと を • 

お © の家&  i 九 
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『をば ちゃし、 をば ちゃん』 と 云って 歡迎 して "4<れ た。 お S も その 氣 になって よく 立ち 鎖ら き、 s..- 

I  き もの 

と ろ 向きの 用の 外に も、 君 ちゃんの おしめ を 洗ったり • 冬向きの 衣 物 を 縫ったり L た 

と ころが、 丁度 1 週間 目の， 1^* 遲く、 ぉ須 磨さん が どこから か歸 つて 來 たと ふと、 

『今、 ね、 をば さん、 I ^さんのと ころへ 行って 來 ましたんで すが、 ね. 海上さん のお 話で は、 をば- 

さん もい つまで 人の 厄介に なって ゐたッ て 仕 かたがな いし、 また 文 ちゃんの 爲 めの 手 も 入る こと だか 

ら、 どうか 返して CI 升れ ろッ て、 ね。』 

『へえ _. 今更ら そんな こと を、 ね！』 お 圚は谩 初 反抗的な 目つ きをして 相手の 方 を 見た が、 相手； f 

旣に 承知し 切って る 様子が あつたので、 張り合 ひ拔 けがした。 今までせ ッ せと ちゃんの おしめ を疊 

んでゐ た 手 をと どめた。 そして 考 へて 見る と、 斯うして 他人の 子の 世話 をして ゐ るより は、 自分の 孫. 

の そばに ゐて やりたい のであった。 笑ひ顏 になって、 『そんな こと を 云 ひました か、 ね？』 

『うちで も • どうせ 一人 は 手が 入 るんで すが、 ね • 海上さん が 立っての お頼みで さう， ぉッ しゃる もの〉 

ですから ——. 』 

『ぢ ゃァ、 仕 かたが あ b ません、 ね。』 斯う は 云った が、 おひ まが 出る の は 却って 嬉しかった。 向う か 

ら どうか 歸 つて 來て 5a- れ ろと 頼 むんだ から、 今度 はお ほ 威張りで 歸 つて 行ける と 思った。 

その 翌朝、 それとなくい そくして 本山 家に いとま を 吿げ、 自分の 大きな 行李 一 つ を 自分と i ノに w;^ 


に乘 せて 櫻 川 町へ 飾って 來た。 

すると、 朝 ッぱら からの 兄弟喧嘩であった。 

『何の 现由 であな たはい つも そんな こと を 云 ふので すよ？』 

> んらな 

けなん 力 自分で 分って ゐ よう. I 淫亂 をん なだから、 淫亂 をん なと 云 ふんだ い！ J 

『何が 淫亂 です？』 

f おれの 親と くッ 付いて らァ. I』 

『そんな ことがあります か？ ぉッ 母さんに 聽 いて 御 覽 なさい！ 11 

『また 喧嘩 かい、 歸 つて 來 ましたよ にお H は，：：： 分の こと をよ く おぼえて ゐて くれる わい と 23 つて、 十 

お だ. P 

分に 街ら L ぃ穩 かさ を聽 かせ- 庭から 橡がは を あがって 行く と、 お 爲は子 を 抱いて 立ち 迎 へた。 

『おや 11 ぉ歸ん なさい。』 

f 朝ッ ばらから さう 云 ひ 合って て， 格子の 明いた のも氣 がっかな いやう ぢゃァ あんまり 無用心 ぢゃァ 

ないか、 れ？』 

『tsil 孝が 下 だらない こと を 云 ふんです もの。』 

『な ァに * この あま ッ ちょが 失敬な こと をぬ かしたん だ。』 

f::  』 ぉ圓は ® 孝が 制服 を 着て、 あぐら を 組んで がん 張って るの を て、 『また 舉 校 を 後れさせ 
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たんだら う  ？』 

『どうせ 後れた もんだ』 と獨り 首の やうに 云って、 鎮は しぶく 立ち あがった。 そして はしご 段の 下 

から 靴 を S して 來て、 橡が はに 腰かけて f 牙いて る そばで、 お 園 はお 須 磨さん から 賀っ たかねの うちか 

ら 車屋に 贊 錢を拂 つた。 

『お前 も M さんと していけ ない ぢゃァ ないか、 ね、 弟 を， -i. く擧 校に 出して やれば いいのに？』 

『自分で 後れて おこって るんで すから。』 

『うそ 云へ！ 待って や がれ、 歸 つて 來 てから、 また、 うんと ゃッ 付けて やる から。』 

『もう • いい ぢゃァ ないか、 ね 11 いつもく？』 お 園 は 弟の 方が 格子 戶を 明けて 出て 行く の を見经 

つ てから、 『海上さん がいら ッ しゃらない の だら う？』 

『ええ、 けさ、 早く、 また 例の ことで 或 人に 會 ひに 行く とお ッ しゃって I. 』 

『ほんと に、 あの人 も佛 像に II ら れてゐ なさ るんだ、 ねえ 11 さう して あの人が ゐな いと、 兄弟喧嘩 

ばかりして！』 

『ま ァ、 お 坐わん なさい、 な。』 お 爲は子 を 抱いて る まま 先づ 座敷へ ぺッ たりと 坐 わった。 

『おう、 文ち やん！』 中腰に なって 甌 けつけ て 行って、 『お眠り かと 思ったら、 目が おさめ かい？ お 

3. 建 者で ゐた、 ねえ ——. いいおみ やが あるんだ よ。』 ちょこく きに 出て 行って、 行李 を 引きす つて 


來 ながら 『ぁッ ちの をば ちゃんに 戴いた、 ねえ"』 

『ぉ须 磨さん が 何 か 下す つて？』 

『あ ァ、 いい 物 を、 ねえ——』 ゃッと 引き やって は來 たが、 坐 わり 込んで 一と 息つ きながら、 『お前 も 

知って る、 あの、 てがらをぃくっも縫ひ合はせた^；^ちゃんのかけぎ匾を、 ね、 もッ といい のがで きた 

ので 減 多に 使 はない とお ふし、 羽根 まくら を また 君 ちゃんの あたまが 禿げる から ッ てう ッ ちゃって あ 

るから —— 』 

『でも、 這 入って やしないでしょう？』 

『いいえ、 ちゃんと 入れて 來 たよ。』 取り澄まして 行李の ふた を 取って 兑 ると、 自分の こッ そり 盗んで 

その 底に 押し込んで m はいた 物がない。 びッ くりして、 『どうしたんだ らう、 ね、 確かに 入れた/, ぽぇは 

あるのに？』 

『そんな 物 は、 もう、 とッ くにお 須 磨さん が 取り出しなさい ました. -』 

『どうして お前 はそんな こと を 知って るえ？』 

『ゆ ふべ 來な すって、 すッ かり 11 きました よ。』  - 

『〈 え 11 』 暫 らく は 呆れて ゐ ないで は ゐられ なかった。 

や  』 お 爲も暫 らく 默 つて はゐ たが、 歎息 を 漏らす やうに、 『ぉッ 母さん は、 まァ、 巧て あさま 
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しい 人でしょう、 ね！ ぉ歸り i.^. 小言 をい ふの もお 氣の 毒です が、 大曆 海上さん もお こって らッ しゃ 

いますよ 。r 如何に おれが して ゐるッ て も、 女房の, に當る ものが 泥棒して 來た物 を 喜んで 受ける 

男 ぢゃァ ない」 ッて、 ね。』 

『あたし ゃァ 何も どろ 棒なん かしゃ ァ したい、 わ. ね。』 つち 消す 言 紫 は 口に 出た が、 調子が がらり と 

變 つて、 力 も 親しみ もなかった。 ひやり と 全身に 秋の つべ たさが 浚み 渡って、 そとの 風に 自分ば かり 

：^,^ かれて ゐる やうであった。 ぢ ゃァ、 きッ と、 ぉ須 磨さん がわた しのお 使 ひに でも 出て 行って る留 

A とん 

守に —1 人が 惡ぃ、 ね 11 わたしの 行李の 中 を 明けて 見た に 相違ない。 そして あの 蒲圑と 枕と を こ、 ン 

そり 出して しまったの だ、 な。 n 十く こちらが ひま を 取って 來れ ばよ かった のに、 ぐづ くして ゐ たも 

の だから、 向 ふから 先 づ手を ま はされ て、 よくお ッ拂 はれた！ これで は 全く 自分の 心に 樂 しくき 

めて 來た 勘定が 合 はなくな つた。 华ば獨 り. W の やうに、 『ぉ須 磨さん の 云 ふこと なんか 當 てになる もん 

か、. d 、人に 一 且 5. 升れ た 物 を、 また こッ そり、 取り返す なんて？』 

『ぉ須 磨さん がそん なう そ を わざ./. \ ぉッ しゃる ものです 力？』 

『ぢ ゃァ、 ， ^たしが 直ぐ かけ 合って 來 るから』 と、 行きが かり 上 思 はぬ 誓 ひ をした。 

『行って らッ しゃい， な、 耻ぢ のうは 塗り をし ないやう に、 ね。』 

『  へ お 園 は  一 fB もなかった。 そして，： M 分の 替 ひを資 行す る 振舞 ひに も 出なかった。  j 


娘の むッ つりして 赤ん坊の 瘕節を 見つめて ゐ るの を そッと 横目で たが、 ぉ阖は その そばに はゐた 

たまらなく なった。 っッと 立ち上って、 そとの 格子戸の 方に 向った 椽 から 曲って つづく 緣が はに W る 

と， 丁度、 行き 常り の 便所の 入り口に、 文 子の よごした おしめが 丸めて あった。 それ を 取って 庭に 下 

り たッた 一本の いちじくの 木の 枝^が 多くの 資を 包んで お ほひ かぶ さって る 裏木戸 を 明けて、 長き 

共同の 井戶 端へ 出た。 

その 洗濯物 をし ぼり 上げてから、 また 這 入って 來て、 

『もう 少し ひや/ \ する、 ねえに 椽の 上から 軒の さ を 竹に おしめ を 一 つづつ に 分けて かけながら * 

後ろの 胃に 優しい 聲で 云った、 『人の子 t おしめ S? ると、 如何にもき たない 氣 がする が、 ュ、 

文 ちゃんの だと 思 ふと 何ともな いのが 不思議 だよ。』 

六 

矢ッ ず、 客間に 坐 わった ままで ゐる 娘と は 直接に g を 合 はせ たくない ので、 i は 自分の 行李お 

ふた I けた ままで ぅッ ちゃって 誓、 茶の間の 長火鉢の 中 を！^ したり、 ふちに？ を かけおりし 

てゐ るう ちに、 格子が 明いて 綺る ひどい 昔が した。 娘が 立って 行って、 

『お 歸ん なさい ました か』 と 云った ので、 荒々 しい 樣子く またい つ 
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も 通り、 佛 像の 話が うまく 行かぬ やつ 當り だと a たが、 二人の 問に 這 入れば 自分の 位地 もさう 苦しく > 

なから うかと 思って、 自分 も迎 へに 出かけた。 すると、 海上さん は 客間で、 いきなり、 

『この 中に かい』 と 云って 行李 を 蹴飛ばした。  一 

『ひどい こと をな さるんで す、 ね？』  、 

『どッ ちが ひどいです？ わたしの 女房の 母が 泥棒 をして、 今ぢ ゃァ、 わたしが 本山の 家に あたまが 

上らない ぢゃァ ありま せんか？ 如何に わたしに 收 入がない から ッて、 今少しの 辛抱です、 あれが 裒 

れ さへ すり ゃァ、 あなた だ ッても 何も あくせく 人 代 事な どし ないでも いいのです。 それ.^^ 1 H に、 - 

ぬす ■ 

あさましい  人の 物 を盜ん だり！』 

『*^ たしゃ ァ そんな こと は I ― 』 

『いや、 どんな 申し わけ をした ッて  』 

あとの もの も 立って ゐ たが、 お 園 は 立って る 上に 身 も 心 も わくく して ゐた。 

『もう、 わたしから 十分 中して 置きました から』 と、 娘 は 宥める やうに したので、 海上さん は 1. ま 

だ/ ui ハ目 をしながら も 11 つかく と 茶の間の 方に 行って、 火鉢の 向 ふに 坐 わった。 

お 園 も 娘と 共に 1<1 のこ ちらに 坐 わった が、 そ ッと向 ふ を 見る と、 そのこ はい 目が 火の W る やうに 

然 えて ゐる。 然し/ q ちらの こと をぱ かりお こって るので はなかった。  ュ 


『おはん も矢ッ 張り 分らない 野郞 だ！』 今 訪問して 來た 同藩 人に なほ 相對 して ゐる やうに、 『抵當 に 這 

入って るから、 それ を 受け 出す だけの 金 を先づ 波せば 取り出して 來 ると 云 ふのに、 鬼に 角、 じ ^^を 持 

つて 來た ら拜 見して 2^〕 ようと は 何 だ？』 

『そんな こと ぢゃ ァ、 どうせ 買ふ氣 はな いんです、 わ、 ね。』 娘 もた だ 物 庭れ る寶れ ない 為 ふこと 

ぱ かり 考へ てる やう だが、 i 自身に は その 時 初めて 觀&^ が、 人の 云 ふず、 變 になって ゐる Q 

ぢゃァ ないかと 疑 はれた。 

『あいつ も、 もう、 I 種の 憲ひ だと— 若し そんな ことで あったら？』 私 かに かの はお I づぃ 

て 身ぶ る ひ をした。 昔からの こと を 思 ひめ ぐらす と、 あの 目 はもと は 如何にも 優しく 寛大であった，， -、 

支那から 歸 つて 來 てからの こと だ、 あんなに 段々 とけ はしくな つたの は。 いや、 佛 像が 寶れる 見込み 

のあった 初めは まだ さう でもなかった が、 いよく こ ぢれて 斯う まご 付く やうに なつ てからの こと 

だ、 あの 八の字 じ わの 下に。 あの 目が あんな 風に けたたましく * きょろ 付く やうに 光り 出した の は 

『誰れ かほ かにい い 買 ひ 手がない か、 なァ』 と、 息苦しい やうに 出た 聲が生 まじめに 血の 氣の なく 4 

つた 顔と 共に 娘の 方に 向いた。 

『さう です- ね、 あると ようご ざいます が * ね。』 

r 女房 力 そんな 生ぬるい 返 市》 をして ゐる やう ぢゃァ 駄目 だ。』 聲に また か ~ が 立って、 『人が 死ぬ か 生きる 
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かと 5 場合に ゃァ、 みんなで 揃って 祌 なり 佛 なりに ir ける もの だ。 それで 病人の 樣子も 段. C よ 

くなる と 云 t の だのに、 —あの 像の 喪れ る寶れ ない も、 もう、 S うなる と 一 つの 信仰に 依らない 

では —— 。 みんなで fs; れ る やうに カを窥 さない ぢゃァ 駄目 だ。』 

『そり ゃァ、 さう です、 わ、 お。』 

『  』 お 園 は その 話の あ ひだに その 場 を 外して 客 Si の 方に 來て、 茶の との あ ひの ふすま を締 

め、 念の 爲 めに 盗んだ 物の あるかな いか を 確かめてから、 がッ かりとき 分の 行李の ふた をした。 それ 

から、 娘 をち ょッ とこ ちらへ 呼んだ。 そして 海上の 檨 子に 注意し なければ ならぬ ぞと私 かに 小い 聲で 

敎、 た。 そして 一 つに は、 これで 娘の 機嫌 を 取り直さ うと 思った。 

『まさか 1 7』 娘 は 笑 ひ 1^ であった。 

『おい、 ぉ爲 ー— 何 を 云って るの だ？』  、 

『別に、 何でもない のです よ。』 

『いいや、 聽 えた！』 

くわ？ 

『 …：： く…』 お 園 はどうし ようと 云 ふ g に 娘の 顔 を ぢッと 見ながら、 あんなに 祌經の 過敏な 人で はな 

かった のにと 思った。  - 

r こッ ちへ 來ぃ！ し 


I  ナ なほ 

『はい』 と、 娘 は 索 直に 良って 行った。 

『ぉれをぉッ母さんは氣遠ひだと11^った、 た 1 無 第で 信仰と 云 ふ ものの 意味 も 分らない こ！』 

『いえ 一. はァ、 さう IK ふわけ で 申した ので もないで しょうが I 』 

『いいや、 もう、 泥榨ゃ 不信 神な もの 等 は みんな おれのう ちから 出て 行け！』 

『どう 力 そんな こと はお ッ しゃら な C で o』 

『いいや、 像の K れな いのは、 全く 貴 さま 等の 爲 めだと わ < ^つた I』 

r そんな こと は — 』 

『いいや！』 

『わ ッ』 と、 娘が 泣き出した。 

『ま ァ、 俄かに どうした のです、 ね。』 お 園 は 止む を 得す また 火鉢の そばへ 行って、 『あたしが みんな m 

力った のです よ、 I はは、 あなたの 御 様子が 少し 變 だと 思 ひまして II 』 

『少し 鍵 だッ ！』 

『それ も 間遠って たんです が、 ね ！. 』 

てめ へ 

『馬鹿！ 乎 is 力 人の 物 を盜ん だと K ふの が氣 になって、 けさの かけ 合 ひもう まく 行かな かったん だ- 

ぞ。』 ノ 
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『ぢ ゃァ、 ぉ氣の 毒です から、 あたしが おて 行きます から- 1』 ，でも S な いぢ ゃァ、 そ の， 

i まらない やうに 見えた。 すると、 然し、 向 ふはいい 氣 になって、 

『うん、 出て 行け、 早く 出て 行け！』 

『  』 I 磨さん のと ころへ など 雇 はれて 行かなかったら、 こんな こと も 起らなかった の だら 

うにと 恨みながら、 海上さん のにら みの あんまり f しさに、 つい、 その 命令に 應 じて、 逃げる や、？ 

W し 

に 像が はまで 來た。  しま， 

『お ク母 さん、 まァ、 お待ちな さいよ』 と * ぉ爲は 引きと め S たが、 どんな S も 一と 晚過 F お 

けろ り I さは 今では 娘と その 男との 間ば-? ま 思 ふと、 ま ii てた I にして ある 自分の 

下駄 あきながら、 i まれ 口の 一 つも 1 いて 見た くな つた。 奥へ， えよ がしに、 

『子 鳥が 育って、 ね、 親鳥の あとに ゐ坐 わつ たんだよ。』 

『  P- 娘 は^も 云 はないで、. 立って るから だ を 少し あとへ 引いた  ど な 

『口 さき かりで 引きと める をして， I それほど 親より I の 方に 就きたい のか』 と 心で 怒， 

ながら、 橡甚れ て 格子に 行き， 獨备の やうに して、 『もう、 人 仕事 も f  くした から. 力 ど 付け 

にで も 出よう よ。』 

然し そ. i どし ッ かりした If な，、 麵は 稗び 外へ m た。 そして 娘よりも 海上さん が 引きと めに 


飛び出して 來 さうな もの だと 心待ちに 待ちながら、 足 を g んだ が、 そのけ は ひ は 見えなかった。 自分 

がゐ なくなれば また 文 ちゃんと 直 孝と が可哀 さう だが、 自分 は 最早 やどう する こと もで きすた だし ほ 

しほと して 大道に 出た。 

身う ちに も 秋の 風 を 感じた が、 外に も 亦 それが 吹いて ゐ た。 

ぉ圊は 喧嘩 づ くで 家出 をした ことが これまで にも 二三 度 あるが、 今度と 云 ふ 今度に 限り、 自分の 目 

の 前に 自分の 喰へ なくなった 見すぼらしい 姿が まざ，^ と 浮んだ。 そして 自分の 知って る婦、 キ 病院 

の 家族 をで もた よって 行く より 外に 道はなかった — そこ へ 行ったら 庚ぐ、 海上の あの 樣子を これ こ 

れだと 知 急て、 院長さん Qs つて lis れ sla がよく  i てゐ きと 基め て、 ，せよう 

と 0 

|( 大正 五^ 十 Ino ― . 
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この 作 は 〔征服 被 征服』 の 名に よって 

^  ^  C 簞 行され たもので、 材料の 性質よ リす 

r5  W れば、 『征服 被 服』 Q 四の 卷ミ なる ベ 

きもので ある 0 
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『鬼に 角、 現  1! へ 行って 當 つて 見なけ リ ゃァ』 と、 友人の 畑 は 云った . 

『  』 耕 次 も 無論 さう する 氣 では あるが、 自分 ひとりで は 手 頼" がない と 思って たの だ。 亥ノ 

は 或 地方の 一 輿 信 所に 勤めた ことがあって、 密偵 若しくは 秘密 調査に はいろ くの 經驗を 持って ゐた 

ふ ちク  >  I 

ので それ を その 持ち主に 利用して 貰 ひたかった。 『1, 緒に 府中まで 行って くれる 力？』 

「行く とも！』 但し その 成功 報酬 は、 歸途立 川へ 立ち寄って、 あゆ 料理 を 馳走す る ことであった。 

七月の 三日、 早晝 をす ませてから 宅 を 出で、 i^A は 畑に 伴 はれて 山の手 電車で 新 宿へ 行き • そこから 

i ず 行きの 電車に 乘り換 へた。  r 

この 暑い のに、 何の 爲 めに 友人 をまで も 煩 はすの かと 思へば、 自分ながら 餘り 感心した ことで おな 

かった。 

『これ.， P I 君の 船ぬ ぐ ひの 1 っだぜ 。JS が 額の あせ を ハンケ チ で^きながら 一お ふの を聽 いて、 『お 互 


ひだ ァ ね、 その 時 その 時の』 と はお もてで 笑った が、 耕， ft- の 心 は 頻りに 電車のと まるの が氣 になつ 

た。 『  畜^! 證據を 突きと めさへ すれば！』 その 證據と は 妻の 勝手な 行動に 對 して だ。 考へ 1 ば 

考 へる ほど、 魔に さはって 溜らない ので ある。 『おれが 妻の 澄 子と 離れて、 前年の 八月から^ 居した の 

は』 と、 -m 率に ゆられながら、 不 I の 胸が I 杯に なって ゐた、 『おれの 心に いよいよ 別な 婦人が できた 

のが 近因 だが —— 』 さう だ、 耕 次 は 他日 正式の 妻に してやる と 云 ふ 約束 を以 つて， 自分の 翁 記^と！ M 接 

した。 澄 子に は 初めのう ち與 へなかった ほどの 思 ひ 切った 約束 を以っ て だ。 然し それが なくと も、 

澄 子に は早晚 離れなければ ならぬ 形勢に はなって ゐた， かの 女に 對 する 結婚 前の世 評 を 全く 信じな か 

つたの は、 もう、 すッと 前の ことにな つて ゐた。 かの 女が 結婚 前から 旣に處 女でなかった ことが 段々 

とその 行動に 於いて 分って ゐた。 いや、 男が 變る度 毎に 兮度は つづく かどう か を 伺 ひに I 了った と 云 ふ 

かの 女の 占ひ師 のことまで も 分って 來た。 斯うな つて は、 處女を 得た (と 信じた リン をで. として、 

との 六 七 年來を 他の 女に 手出しし なかった 自分の 馬鹿正直が 承知し なくなって ゐた。 それ を 其體. ^ぶ 

かの 女に 發 表する 機會を 長い間 待って ゐた。 その 間 を かの 女 は、 然し • かの 女の Ifl- から、 信じられ 

てると 信じて 段々 と^に 乘 つて 來 たので、 子が 生れてから は 1 その 弊に こちらが ^へられ なくなつ 

てゐ た。 

『あたしが、 ね、 斯うして ！ つの 坐 蒲圑を 取り合ったり したので すが、 ね』 と、 かの 女 は そのく だら 

離婚 ま 7  •  五 五 五 
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ない まで 擧動 にして 見せる 爲 めに 或 若い 女の そばへ 押し 寄って 行き， 『それでも 一緒に 寢て ゐて關 

係がなかった のです よ。』 こんな 虚言 を 云 ひながら * 醉ッ拂 つた 勢 ひで もとの 戀 人の 惚け を 若い 女の 

1 の 巾で 聽 かせた さう だ。 また、 こちらの 仕事に 多忙な の を 冷淡と 化て、 『あたし だッ て、 あなたが さ 

う l^i なら * 別に 話し相手 を 見つけ ますよ』 と 云って、 その 前から 心で きめて ゐた 出入りの i 屋の 

息子. なる 若い 色 じろ 男 を — かの なにがし 女史が その 今の 弱 ギの所 H< を ペットに して ゐた やうに — 

ペットに しょうとして 失敗した。 また、 或哲 It の敎師 11 これ を 今の 耕 >ズ の 家で は 『田 中 十 無ィ』 と 

仇名して ゐる 11 とかの 女が 交際した さうな ので 許して やる と * かの 女 は それ を 自^して、 あたまの 

つるり と g 力 ゆた 女 ひ 友な どから 冷 かされる と • それでも 却ってお ほ？： t- びに せお ぶ さう だ。 馬鹿な！ その 

新ら しい 女氣 取り も、 まるで 成って はゐ ない" 

けれども- 第 一 の 妻お 離婚す るまで は大變 手を燒 いた こちら は、 乙の 第二の 妻に 對 して は、 向 ふか 

ら 去りた くなる か、 それとも こちらで 法律 的に 去るべき 實 際の 理由 を 發《 ^する か、 この 二つの 一 つ を 

侍って わた。 それでも *  ii ばな しが こちらから 二度まで も 出て， その 二度目に は獨 りで 修善 寺溫^ 

へ 逃げて 行く つもりであった ところ、 かの 女が 子と 女 巾まで つれて 從 つて 來 たに は * 困った。 そして 

いよく 刖 居す.、 、キゥ になった の は、 無論" こちらに 別な 婦人が 出 來た爲 めで は あるが、 もう、 それ- 

以上 待 あ 切.^ なくな. つた 爲め でもみ る - 


それても なほ 扶養 上い s 任 を 直ん じて、 收 入の 三分の 二 を 向 ふへ 與 へる 約束 をした。 友人 どものう 

ちで 計^に 明るい もの は、 

『そんなに やって、 寶際 • こちらが 立って 行ける か』 と 心配した。 

『長く ッても I 年 か 二 年 だら うから、 何とか f 抱す る- さ』 と、 こちら は その 時 はま だ 寛大で あつ 

f と 云 ふの は * かの 女 を まだ 相當 に^ 窟の 分った 婦人 だと 思へ たからで- 1. かの 女 は不斷 から、 

のない 人 € 世-肋に はなるべき もので ない』 とか、 『女 も經濟 上の 獨立 をし なければ ならぬ』 とか 喝 

へて ゐた。 だから- こちらに はかの 女の 別居 はやが て經濟 上の 獨立 となり、 經濟 上の 獨立は 遂に I 

C 離刖 となると へた。 然ら ざれば、 そのうちに 公け に の 相手 を 兄つ けて- 向 ふから^ 婚の I 

をす る だら うと 忍へ た。 

ところが、 あの ざま を r 八ろ！ お居 前に こちらが 紹介して 出版ので きる やうに してやつ たかの 5^ の 

『11: き： J を、 かの 女 はわ ざ/ \都介 よく 別居の 现 由に でもなる かの やうに 書き _ はして、 公け にした。 そ 

して かの 女と こちらが ci: 居 を 初めて、 こちらの 第 一 の 妻との 離婚 手緩き が むまでの 數年問 は、 精神 

的ば かりであって、 肉 g 上の 關 係が， 1 くまでなかった かの やうに 偽 はった。 問 ふに も 落ちす、 f に 

瑢ち ると はこの 雄で 1 して 兒 ると、 か の 女の 昔の 精神的 艤 人と 稱 する 者に も- こちらとの 關係 だけ 

はあった ものと 分って 來た ではない か？ 『精神的』 と は 一； g の i 器』 にし か 取って はならぬ わけ 

離婚まで  c  ： 
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それに、 第 一 の寶 生ませた 子 を 一人 預かる からと 云 ふので 預け て置 くと、 つまらぬ ことに 角 I 

てて いぢめ 拔き、 擧 用上與 へるべき 物も與 へなかった。 子供が それ を訴 へて 來 たので 直ぐ こちらへ 引 

き取 ると、 あとから 追ッ かけて 來て、 子供の 云 ひもし ない こと を 云った と 云って 怒り 立て、 氣 ちが ひの 

如く わめき、 こちらの 第三の 同棲お を 》1 かけと 云ったり、 女中と 呼んだり して (然し こちら は その ど 

ちらに も 第三の を 取り扱つ たこと はない のに)、 亂暴を 働く ので、 とうく. 蹴飛ばされた。 こちら 力 力 

の 女に 暴力 を 加へ たの は それが 初めてであった。 

二度目に 來た時 は —— それ がかの 女の 來た 最後 だが、 1. かの 女と こちらと は收 入の 解釋に 於いて 

衝突 を 大きく した。 こちら は 華 記者に 拂ふ 十五 圓は收 入のう ちで はない と 云った。 かの 女 は、 然し 

筆記者が 同居す るの だから、 それに 對 する 給料 は仕拂 ひのう ちに 數 へるべき もので ない と 主張した。 

そんなに 取られて、 S て 行ける と のか？ 但し、 この 時 かの 女 は あと 押しに 熊 本と 云 ふ 男 をつ 

れ C 來 たの だから • ぎぎされ る こと だけはなかった。 この 男 はもと， 爵の 子分で、 某鐵道 直^ 

御 W 新聞社 長で あつたが、 今 は引ッ 籠んで、 自分 達の さきの 住所であった ところの 近くに 某 樹圜& 

II して ゐる。 大して あたま も 無い くせに あるかの やうな 態度で、 柔術の 三 段が 自慢お。 こちらの 財產 

の 一 部なる i 四ず I 澄 子 I みがあった をロ實 にして— 鶴 もない くせに、 而も こちらに..， 


1 言の 挨接 もな く預 つて、 遂に 殺して しまったの もこの 男 だ。 半可通の 法律 思想 を ふりま はして、 今 

51 の 察 件 をとう く 訴訟に させた の も、 また 辯 護士を かの 女に i 力が したの も- この 男 だ。 

『あたし は 何でも あなたの 御意 見に 從 ひます』 と、 澄 子 は渠に 云った の ださう だ。 馬鹿，：，^." 妬と 無替 

との 爲 めに、 自分 達の で靜 かに 決 {儿 できる こと を 人の 爲め にかき まぜられた！ いや、 蜜^ を  一 《 な 

り、 二 群な りた だで 分けて 貰 ひたがった 人の r 弱者 を 助ける』 など 云 ふ 卑劣な！^ 理窟に 乘 つてし まつ 

た！^ 居の 常 月と その 翌月と は、 こちらに は 實際收 入が 殆どなかった。 それでも、 冗圓五十錢と八^^ 

なにがしと を 二度に 渡した の は、 約束に 從 つて だ * おまけに、 地方の I 醫 から 届いた 入りの 手 

1 きを 中味 を拔 いて かの 女 はこ ちらへ 届けて 來た。 そしてな ほ 約束 を 履行 しないと 云って、 その， め 束お 

破棄し、 1:^ 居 請求の 訴訟 を 起した。 

その 訴訟 は 表面で はかの 女の 勝利に 歸 した。 が、 こちら は 何等の 痛痒 も 感じなかった。 蓋し 同居せ 

よと 云 ふ 判；？ 下 だして くれろ と 云 ふ 請 求だ から-利 決の I では その 請求 だけ は 正 f 認めて ある 

力 裁判所から 同居 を こちらに 强 制する 權利 はない と  一 I- ふので あった。 だから、 ただ かの 女に 抉， 

請き 下地が できた だけの ことお。 茶して かの 女 は 第二の 訴 I 起した。 そして その 理由に は ど の 

翁が できない からと 云 ふ、 平生の 云 ひぶんと は全 く 遠った こと を 出した のに、 こちら は 少し あ、 ノけ 

に 取られた。 

離婚まで 

五 五 九 


泡 鳴- 4s  ョプ 

こちらの 一 友人なる K 氏が 兩 方に 對 する 好意 上、 進んで 仲 栽 をした の は その 時で、 渠は、 或 日 犬 

雪の 降って た： n に、 —— 例の 田 中 十 無ィと 二人で — かの 女 を 説き伏せに 訪問した。 すると、 かの 女 

はこ ちらが はの 友人に は會ふ 必要 もない が、 などと 云った さう だ。 そして 兩の肩 をい からかして、 兩 

手 を 固めて 膝の 上に がん 張らせ、 丸で をん な 壯士の やうな 態度で あつたと 云 ふ。 この 報告 を聽 いた^ 

は、 はァ、 いよく 初めたん だ、 な、 と 思った。 

『獨 りに なれば、 危險 だから、 熊 本さん に 柔術 を 習 ひます』 と、 かの 女 は 云った ことがあった。 それ 

にしても. そんなに 早く あの な 志士 氣 取りの 熊 本に 感化され たの かと 思 ふと、 或は 矢ッ 張り 變な 

方にまで も、 世間の 評！： 通り、 その 術が 應 用され てし まった 結果で はない かと 疑 はれ もした。 但し、 

かの 女 はこ ちらと 一 緒になる まで は矢ッ 張. - 粗笨な をん な 新聞記者 的であって、 こちらが 同棲お 時 引 

き 受けた 文藝雜 誌の 一 部に 短い 11 を 害 かせて 見る さ、 かの 女 は 『いや、 はや、 驚き入って』 なお も 

云ふ舊 式で 輕雜た 口調 を 使って 滿 足して ゐる やうであった。 それ を 十分 訓戒した ので、 それから 籤 や 

發 想を餘 ほど 慎む やうに はなって 來 たが jff 

けれども、 こちらが かの 女と 熊 本との 問 L 疑 ふ 程なら、 なほ もッと 前から 疑 はねば ならぬ 者 力 あつ 

-^-。 そ—. * は M 山と 云って、 かの 女の 『曰 E を 出版した 書店の 若い 主人 だ。 渠は その 賫れ なかった か 

の 女の 讲 物の 印稅の 外に も、 大正 四 年 十月から 五 年の 三月 頃まで は 毎月 三十 圓か 四十 圓を かの 女に 貢 


、いで ゐ たと 云った。 そして i に 度. ft 方の 料 量へ 飮み f に 行った ことが こちらの 耳に 這 入った 

の は、 ®i に、 こちら §1 の 妻で あつ I からだ。 かの 女が m を 尋ねて 行った 時、 (ま 丸 で 

あった)、 まが また 留守で- 女中ば かりのと ころへ あがり 込んで ゐ ると、 そこへ 澄 子のお や ぢが歸 つ 

て^^-て、 女中に 聽 いた、 

『また どこへ 行った か、 な？』 

さんが 迎へ にいら しって』 と、 女中 は 答へ たさう だ。 その後、 お ゃぢが澄 子の 家 を 出て し 

まった の は かの 女の 夜の 外出が あまり ひどい の を Si 傲した 爲 めの 衝突から であつ ヒ。 

次ぎに、 また こちらの 耳 I はった の は、 i 一友 人からで— この 友人が 甲 I か 

來 たの だが、 — 3. 書店の 主人 は  i  • 

『あんな 女 S 物な ど S かるの さへ 御免 だ』 と 愤慨 した。 その 故 は、 乙 害 店の これ も 若い I が來て 

i 先夜、 十一 時 過ぎに 叙 山と 澄 子と が 酒に 醉 I つて f の 宅へ やって 來て、 これから また 二 

赛 をす るから に 出ろ と 云った と。 ちら は i 店の 告げ口 は §き|| らうと おで" さ 

a  J と 云 ふの は、 飯 山 は、 in. 諸方の 著 靠に對 する か 

け 合 ひ 事 を 乙 奮に 賴ん でゐた ことがある。 その 時、 乙害店がこちらへも初めてゃって：^、 これ，， 

ら澄 子のと ころへ 行く と 云って 歸 つた。 こちら S が殘 して 行った 名刺の 襄を 何げ なく 見る と、 

離婚まで  ， 
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『散歩し ましょう』 と 書いて あった。 き やつ、 澄 子へ 出さう として 豫 かじめ 用意して ゐた 名刺 を 誤つ 

てこ ちらに 出した の だと 針った。 あんな 見ッ ともない 女で も、 餘 地が できる と いろんた 引ッ 張り 手が 

U て * る もの だ、 わい と、 を かし くもなった。 但し、 かの 女が 鎌 倉で 入水の やり そこねから 引ッ 込ん 

でゐ たの を、 然し、 こちらが 拾 ひ 出した の も 物好きで あつたが 1 . 

第三に は * こちら 自身が 突きと めた。 丁度、 大正 四^の 大晦日の 晚 のこと だ。 この 晚は澄 子と こち 

らと 市中 を 午前  一 二 時まで ぶらつく の を^ 年の 例と して ゐ たので、 今夜 もき ッと先 づ釵座 を 誰れ かと 

ぶらつ くだらう と i^i して、 こちら も 第三の 婦人 を 伴って 出た。 そして 多分 澄 子が いい 氣 になって 日 

本隨っ K 一お 店へ やって 來る だら うと こちら は 鑑定 を附 けたので * 自分 達の よく 行く 西洋 料理店へ 行つ 

てると *  mf^ て かの 女 は 酒に 醉 つて やって 來た。 そして その 相手の 男 は豫想 通り 飯 山であった。 この 

都實を も 必要 上 法廷に 持ち出して、 かの 女が 妻た る 機 利 を 主張す る 者と して は 最も 釣り合 はぬ 不謹慎 

だと 說明 させた。 それが 爲 めに は その 料 现屋の 主人 をも證 人に 立た せた — 控訴に 進んで からだ。 

飯. q は そ.^ が 法廷の 問題になる 前に 心配して こちら へ やって 來て、 そんな 事 を 出しても どうせ 無駄 

だら ラ、 そし-て^こ 入が あらう と 1K ふやうな こと を 述べた。 その 頃に は、 飯 山 も 亦岡燒 きをし なけれ 


ばなら ぬ 事情が あった。 禁澄 子に して ゐる 貢ぎ もさう く ja かなくな つて ま， ところへ、 SS 

ふ變 1 ギ の窨 記が 現 はれて 來て、 その 妹と 飯 山と I 子の 仲立ちで i させよう 急 ふ？— 尤も： 

これ は I れて しまったの だが— f して、 攀 にしげ くと 近づく やうに なった。 そして かの 女 

mi. その 爾は飯 山との I に 於け る 如く 燈 出させた S だ。 か S 女 は 人の 

ふところ を零 に 飲み 歩く ばかりでなく 最屋 I 子の 結婚式— それが あった f にか あのべ 

ットは 失敗した の だが —— の 祝 ひ 物まで も 飯 山 を 紹介し が てら 額に 出させた さう だ。 で、 販 おが^ 下 

力ら 催促され て 最後の 貢ぎ を Q 分で 届けに 行った 時 は、 もう， むかく して ゐ たの だら う、 w..,,,^;.^ 

も 洗 はないで 讀 から— 翠頃； ，， どてき 引ッ かけて 出た の て、 金 I したば かりで 引ッ返 

た。 すると、 その 翌朝、 かの 女の手 紙が 追ッ かけて 來て、 

『あなた はい や I をして 矗 でお 歸り になり ましたが、 何 かお 氣に さはる 素あるなら、 もえ 乎 

をお りましょう か？ お金 も 返しましょう か？』 とあった。 

『どう I せる ことはないでしょう —1 だッ て、 さう 謹で もな ささう でず から』 と、 ® 山 はこ 

ちらに 向って 語った 。『わたし g う 人に 馬鹿にされ ると、 矢ッ 張り、 ，かけ さ I にか じ 

り^て ゐ たくなります。 lis ぐ 「カネ イラ ヌ キリスト-一 ァリ」 と 云って やりました。』 

T へえ、 羣 で君 が證 かひの 歸 りら しいの を おれ は  一 S つけたが >  それでも SEk かい。』 

觏婚 まで  」 
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『それでも、 le すから』 と * 環 kf うに 答へ た t だ、 i こちら， I 子 を 『おい、 雲よ』 と 

つた S 誤つ こゐな いと 云 ふこき 富した。 『その 謹に は、 わたし 0 やうき をで も 料 I で ^ 

？ さん は i しょうと した ことがあります。 先生が あの人 を棄 

てた の は、 先生の i として 尤も だと 分つ て來 まし ^1. わたし は擊 さん を 買 ひかぶ つて ゐ まし 

『lt まで 鼠す るに は、 恐らく B では 譲 以上の ことがあった 4 は 認定 する。 そして f 

金が なくなつ たので 伊 f 云 生 重 I 乘り換 へられた の だ。』 こちら は籠に 持ち出して ある 雲 

を &i にして ゐる 以上、 こんな 皮肉し か渠に 云へ なかった。 

『^f 膝 はわた し 程 も 金が ありません。』 

i^n  子の きろへ 以後 も たまにで も 行く と 云 ふなら、 おれの きろの m 入り は 禁止す る 

—"版 上 0 こと は S の 上で 分る から』 と、 釵 山に 11 げた。 そしてな ほ附け 加へ て、 『〇〇 君 

(と、 S 中 十 庇ぶ のこと を さして) にも 先夜、 或會 で * おれ I ひ 渡して 置いた の だ、 君 は 近頃 澄 子の 

ところへ よく 行く と 5 評 1： だが • 向き 訴訟と おれの ぼ.^ f が控醒 で方づ かないう ち は、 I 力 

複雜 になる から 行って は 困る と。』  . 'I 

『然し 8 さん はわた しと 相談して ゐ たのです』 と、： 飯 山 は 云った ッけ、 『澄 子さん に はさう I 達 力 


ないやう だから • あの人の 位 が诀定 する まで、 女の こと だから、 成るべく 二人が 親切に 慰めて あげ 

よう ッ て。』 

『また 出し 拔 かれない やうに し 給へ』 と- こちら は 云って やった。 『僕が 君に 〇〇 おの 物 を 何 か 出 K さ 

せる やうに してやつ たの だが、 隨分猩 おや ぢ だから、 ね。』 

じふな 

尤も * 十. ffl"" ィは こちらの 屐 初の 宜 吿に對 して 例のと ぼけた やうな くろの つら を. J て だが 、『やが 

さう 云 ふなら、 僕 も』 —— とまで は 云った ので、 以後 行かぬ と 1j つた ものと 思って た。 

で、 そのうちに 澄 子のと ころへ 何でもで ッぷり 肥えた 男の人が よく W 入りす ると 云 ふ 評^が 立つ 

て、 それが らしい と 1K ふこと をせ K 新聞記者から 傳 へられた 時には、 こちらの 宜 宵 前の ことが 今や ッ 

と 世間に 傳 はって るの だら うと 答へ た。 そして 自分の 耳に 這 入って た 別な 風評 を 云 ひ 添へ た。 そ t よ 

專ら 文壇の 狭い 或 一 部に 云 はれる と聽 いたの だが、 その 肥えた 男と は 文壇で SI.§ 物 15 で、 f 

なにが し 女史と か け 落ちした そ の 人 だと 云 ふの！， ご。 

も のお 

『あいつ も 物好き だから、 なァ 1 J その 記者 は. 1 と 友人な ので 斯うち よくに 應 じた。 

『僕 は 然し まさかと 思 ふ』 と、 こちら は 云った。 『澄 子と と は 知り合 ひで ない It おから 。V 

『著作者 協會 の 發會 式で 本年の 初め には會 つたら う。』 

r それにしても、 さ。』 


,  五 i ハ六 
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この il がそ ッ くり その 惡物喰 ひ 文士に 傳 へられた 時、 變 こちらが その 風 說の火 もとで ある 力の 

如く 歡ぎ したと 云 ふ。  ； 

1、 それが S と 云 ふ 奴で もない。 伊藤 は阜 しゃな 5 だと 云 ふから。 若し そ S. と ，のか 

干で もき つづいて 行って る ものと すれば、 かの 熊 本 を 見た のでなければ、 雷と 云って 鑛 山^と 自 

01iff§f£l 何で I 丈 If  、 太 ほ 籠 を吹 い 

たと は、 き I に裙 介した 友人なる 山 田が 5 てた。 澄 子 も 一度 その 紹介者の ところへ fs ふ 人 

な.^ かき かめに 來 たさう だが、 山 田 は 責任 ある 紹介 をした ので もない から 分らなかった。 何ても、 

ま 飛び込んで 來て、 窗 I すに 十藝 入るなら 出して やっても いいな どまので、 謹 ひ ぢゃァ 

ないかと 疑って いい f にもて 爲 して ゐ たら、 最後 i 子に 紹介して くれろ、 何 か 新ら しい 女の する 

事業に 資本 を 出して 見たい からと 5 たの ださう だ。 で、 S は暫を どこつ どう 12 人 かと， 

とめた 上の ことではなかった と 云った。 

. 耕さ は その 人が き& ひに は 受け取れなかった。 恐らく、 澄 子が 淺ま 女優になる とか、 果物屋. 

—これ は 熊 本が かの 女 を 利用して 自分のう ちの 物臭ら せようと したの だら う— を 開ら くと か 云 

ふ. A をぶ てて、 ちょ ッと 出来心で 小 あたりに I て 見る S る II たものと 見えた。 それ 力 

どう 云 ふところまで 進んだ か 知らないが、 澄 子が 藤 田の 故鄕 にきる 身分 I ベる 爲 め- 東京 を 明け 


て、 渠 と共に 行って 見たところ、 可な り E 地 も t、 家屋敷 も 大きかった と、 歸 つて 來て 女中に， 

たこと が、 女中の 口から —M 接に だが，！ こちらへ 聽 えた。 そして こちら は、 この 時、 飯 山から？. 

子の 誘惑 を聽 かせられた 時よりも、 すッと 沈痛な 感じに 打 たれた。 これに は 嫉妬 心が や： く 這 入って ゐ 

なかった とは强 辯す る必耍 がない が. たと へ 少し はし i ぎがあった としても こちらの せ した 範^^で 

は 無かった。 資に 沈痛の 感に 顫え をのの く 程で あつたの は、 殆ど 待ち設けて ゐた 通リ、 法廷に 持ち出 

す 新證據 力う まく 擧が りさう になった 爲 めで。 

.-f くきれ I かめて 行く 爲め、 こちら は 自分の 妹— fQS にゐ て、 初めは 却つ S 子の 方に 

籠絡され てゐた 一 I に 命じて、 一 種の 探偵の 役目 をさせる ことにした。 

『さう 聽 くと、 少し を かしい こと も ある ぜ。 妹の 亭主 は 〔ム つた ッけ。 或 時. 朝 n 十く 澄 子が やって 夾 

て、 ゆ ふべ から I 寢 ない？、 ちょ ッと g 歩に 出た ところ だが、 『二 ほ醉 ひです か』 為が からか ひ 

半分に 云 ふと、 

『さう 飲み もしな いんです が、 ね。』 何だか 疲れ切つ てる やうで、 兩 方の ほの^ 園が 全體 にどす くしょ 

つてた。 

『ただ ぢゃァ ない』 と、 渠 もこの 時 初めて E わった さう である。 

耕 次の 知り合 ひの 婦人に ひとり，、 時々 目の ふち を黑 くして ゐる ものが あるが- そし を 3 り 物，， せい 

」 離婚まで  五六 七 
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だと 考 へて ゐた U が、 澄 子に はこ ちらの 知って る では これまで そんな ことはなかった。 直ぐ 寄 物 

に 就いて 研究して 見る と、 そんな こと はた だに i の 驚ば かりで はなく、 また 他の 場合に も あるの 

『油斷 はでき ません よ』 と、 妹あった。 こちら はかの 女に 朝、 螯、 晚に成るべく鹿々澄子の^-へ行 

さ、 どう 云 ふ 人が どう 云 ふ 風に 出入りす るか を 見させた。 き 度々 i 進に よると、 

せた 一人の §11 晚 S やうに ま飮ん でる 母の そばに 置い とくの が可哀 さう にもな つた。 こ 

ちら、. 二.？ あつた 時 は， 晚酌 などせ ぬ 自分 はかの 女に も あまり 滔 を飮ませ なかった。 それが かの や 

の 若しくは 不 魔の 一 つであった こと は、 かの 女 Q 『日記』 の I を 推察しても 分る。 嘗て.： 分 

の專 I 人が かの 女^字 ご I たと ころへ 自分 S つて 來 たが、 かの 女の 顔 は 赤い よりもず 力 

つた。 そして その IQ たるみが 一 君に 立った。 それからと 云 ふ もの は、 募 はかの 女の 若い 時 力 

ら惡 く 生活 まれの した その 姿 I た I ひ 出したくなかった。 『き 十無ィ さんに 民 雄が だかれて ゐ 

たこと も ありました i と * 妹の 云った こと も ある。 こちら S 以外の ものにまで もき や V 力 十無ィ 

さんで f やうに なった S を かしな もの だ。 S 物 I ひぶり がき 額よりも  一 

で、 き やつ I れ ば直 ぐ先づ 人が 口 息 ひお す。 そして 田の 中に 十が 無ければ いいの だと 云 ふ 洒落 力 

し， こ。 それが 矢ッ 張り こちらの 宣告に 對 する 誓 ひを實 行し ないで 行って るの は、 どうせ こちら，^.. 


の 友人 關係 ハ-棄 てる：^ か だらにから.. I 道理で. あんなに しげく 來 たのが 來 なくなつ てた I— こちら- 

は、？ ソ ちゃって m はく だけで •  ^にどう する こと もで きないと 思った。 それに！；；^. は 大して 金錢 上の 融迎 

が 利く でもな く、 また 飮 めない こと はこ ちらと 同様 だ。 碌に 原稿 かせぎが 獨 立して できて るで もない 

、らしい 澄 子が、 そんなに 酒屋の 拂ひを 嵩め、 また そんなに 自 山に すん く 拂 ひの できる 様子 を傳へ 聽 

くと、 どうしても かの 女の —— 少く とも 乎 段 的に 迎 へる-； 相手が 別に あるに 相 I;:! なかった。 

ところが、 或 夜、 澄 千が 耕 次の 妹の 家へ 遊びに 來て d 慢さ うに；？； i つたと 云 ふので は、 或お ぢィ さん 

が 熊 本の 紹介で よく 酒を飮 みに やって 來 るが、 その 人と 共に 瓢 を 以 つて か S 女 は 郊外 を 散歩した。 

1 方 は 長い 口 ひげ も，：：：： くな つた 上品な 老人で、 他の 一 方 はま だ 若い (とさう CI 稱 したと 云") 女 ほ ま 

げの 婦人 だから、 『釣り合 ひが 面白い と 思って でしよう』 が、 或畫 家が 寫 生した と。 よくも * 少，^ 生！ 

さう！！々 しく やって ゐられ る もの だ。 確かに やと ひめかけ か 茶 飮み友 だち にし か见 えなかった だら う 

こ ！ 

そんな こと を 澄 十が こちらの 妹に 語って るう ちに、 午後の 九 時 過ぎに なった。 すると *  S 十の 女中. 

が迎 へに 來て、 

ラ らし i 

『奥さん、 浦き さんが —— に 

澄 子 はこれ を聽 くと、 ふる ひ 付く やうに 立ち あがって、 いそ. （- と歸っ たさう だ。 浦お と は その^. 

一 離婚. i で  五六 九 
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人の 符牒ら しい。 こちらに はかの 女の その 様子と 心持ちと が 直ぐ 想像され た。 隨分 ヒス テリ 性の 女 

で、 喜ぶ にも 手 さき を ふるはせ るから。 

三 

『おい、 しッ かりし ろよ。 『隣席に ねる 畑 は 耕 次の 肩 をび ッ くり させた ほど 叩いた T さう 考へ 込まない- 

でも さきへ  行って 調べて  見れば 分る  こと だ。』 

かラじ 

『そり ゃァ さう だが、 ね』 と- 耕 次 は 答へ て、 むしゃくしゃして ゐた。 『如何にも 瘤に さわる ぢゃァ な，. 

いか 11. おのれが 法律上から 妻の 權利を 主張して ゐ ながら * おのれ 自身 は その 權 利に 相 常す る だけの 

しん 

資任ゃ 謹愼を 守って ゐ ないで、 さ！』 

『あんな 女に 關 係した そ もく から、 友人 は 皆 かげで 反對 して ゐ たの だ。 ただ 君の 氣象を 知って るか. 

ら 誰れ も 忠告し なかった。』 

とん； 5 やく 

『無論 • 俊 は あいつの 處 女性 だけ は 確か だと 信じた から、 あらゆる 世評に は 頓着し なかった の だ 

— 』 

おお 

『君の あまかった 報いが、 今、 最後に 祟って 來 たの だ。』 

『それにしても、 最も 圖々 しい ぢゃァ ないか —— 人と 徹夜して 滔を 飲んだ などと —— 無論、 浦 島と だ.. 


らうが —— .s 俊 さう に吹聽 して、 さ？ 女中が 私 かに 云った と 云 ふを聽 くと * そんな 時 はいつ もさき 

へ 民 雄と 一 緒に {歧 てし まう から、 ぁとは^！-が明けるまで知らなぃッて。』 

『その 相手が いつも 一 人で あるか、 その 虔 (母に 變 つて るか、 さ。』 

けっしん 

『あいつの こと だから、 旦那 取り^ 門に ならう と 決心す り ゃァ、 何人 變 つても 平氣 だら うが —— ま 

ァ、 今のところ、 藤 M 鑛 山師 か あの ぢぢィ だら う、 ね。 いつも 瓢 を 持って 來 るから ッて、 女中の 

島さん はいい 符牒 ぢゃァ ないか. 《 まさか、 本名 も 云 はせ て 置け ないだら うから、 ね、 いつ 兄つ けられ 

るか も 知れない ので？』 

『それ 位の^ 意 は 朝め し 前の 女、 さ。』 

同乗者 は 一 方の はじの 方に たッた 一 人し かゐ なかった ので、 耕 次 は あたり かま はす しゃべつ てるう 

てう ふ 

ちに、 調 布の 終點に 着した。 

それから 馬車 Q 出發を 待つ までに も、 氷り 水を飮 みながら、 休憩所の かみさん や 女 屮を捉 へて、 爛 

は その 仕 を 初めた。 先月の 中頃に、 女優 まげの、 ちょ ッと 見れば 直ぐ 記憶に 殘る 婦 人が 立ち寄らな 

かった かと。 然し 皆 心當り もない やうであった。 

『美人？』 女中 は 斯う 何だか 別な 意味の 方へ 持って行った。 

『お前さんよりも 美人で ない が 一 1 』 畑 も 話 を 冗談に してし まった が、 これ は liM 際の こと だと 耕 次に 

「雛婚 まで  五 七 1 


泡 鳴.^: 築 第四卷  五 七 二 

は 思へ た。 澄 子の やうな 御面相で、 派手な 若づ くりが 贊は 泣いて しまう の だ。 

高い 生け垣の 民家が 兩側 にきて う 面に 拉ん でる 一直線の 道 を 通りぬ けて、 渠 等の 馬車が 四十 分かで 

ぎ：^ に 入る と、 渠らは 警察署の 前で おろして 貰った。 それから、 なほ ー應 相談して よく 手 箸 を 定める 

爲 めに、 直ぐ 隣. nN の 神社の 森へ 這 入った。 が、 澄 子の 出 あるき 好き はき ッと ここへ も —— 二  I  二日 ii 滞 

在した 以上 は —— 度々 足 を 入れた に 相 遠ない。 耕 次の 聽き 知って ると ころで は、 自分と 初めて 一緒に 

なる その 前の 戀 人中 野と 共に、 かの 女 はかの 稻 毛の 海岸に 遊び、 そこの 淺間 神社へ —— 肉の 岡 係 はな 

いうぎ 

かった と稱 したが —— 一 心に 戀の願 を かけた ことがある。 そんな ことに もよ く 遊戯 を まじへ る 女 だか 

ら， ここで はまた 今回の 男と どんな こと を もて 遊んだ か 分らない。 

築 等 は先づ 警察に 就いて 府中の は 勿論、 立 川 その他の 方面の 各 宿屋の 宿泊 届 を 繰って 貰った。 六月の 

中句 を 目 あてと して、 本名 は關根 若しくは 近 籐澄子 だが、 どうせ 變名 だら う、 そしてが も 若く 云 ふに 遠 

ひない から、 まァ、 二十 七 八 歳から 三十 二三 歳までの 婦人で、 男子と 宿泊した 者がない か、 どうかと。 

然し それらし いのは 見當ら ない と 云 ふので あった。 

『ぢ ゃァ、 中屋 を突擊 する より 仕 かたがない』 と、 畑 は 云った。 中 屋とは 警察の 丁.^ 向 ふだが、 舊ぃ 

し し 

商人 宿で、 とても つれ 込み 遊びな ど をしょう と 云 ふ 程の 紳士の 行けさうな ところではない。 これに は. 

こちらの 張り詰めた 心が 第！ にが ッ かりして しまった。 けれども、 


『中星ょり外に府中ではぃぃ^5展はなぃ』と* 澄 子が 耕 次の 妹に 吿 げたの を 當て にして 來 たの だから、 

他に もッ といい 宿 も あるに 拘ら す、 は 畑に 從 つて 道 入って 兑た。 

畑が 屮土 il を 大分 處 へ 這 入 つて. そこに ゐた 女中に おとなしく 聽き 礼して ゐ ると、 

『そり ゃァ、 あの 關极 さんの ことでしょう』 と 云って、 おかみ さんが 靈 寢の窒 から 起きて 來た。 

「あの人なら、 先月の 七 八日 頃に 二三 曰、 うちにお とまりに なりました。』 

『男の人と 一 緒でしょう 11 ？』 畑 は 斯う 出しぬ けに 云った。 

『いいえ、 おひと りでした が、 とまって おいでの うちに 1 度 男さん が 來られ ましたが —— 』 

『どう 云 ふ 人でした —1 髯が ありまし たか？』 

『いいえ。』 

ふと 

『で は、 厳 丈で 聲の 太い —— ？』 

『さう でもありません。』 あがりが まちに しゃがんで、 こちら を 不思議 さう に 見て ゐる おかみさん は、 

あの 山師 か 浦 島 かに 買 はれて 事 を祕密 にしよう として ゐ るので はない か 知らん と、 こちらに は 思 はれ 

た。 が、 さつで もない 様子で かの 女 は 正直 さう に、 『ハ 牛よりの やうに 見えても 若い やうな 人が、 關极さ 

ん のお 文ち になる の 日に 「事件 はかた づきました か」 と、 女の やうに やさしい 聲で 云って 尋ねて 

. 來られ ました。』 
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『…  』 畑 はちよ ッと耕 次の 方 を 向いた が、 耕 次に も： 當 がっか なくなった" 若い と 云っても、 

まさか、 es^ 服屋の 息子 や 伊藤で もなから うし —— 0 十無ィ にしても まさかと 思った が、 念の 爲 めに 自 

分 は 口を出した、 

『ぢ ゃァ、 あごひげ も ひげ もなかったです か？』  . 

『あごに は 少しあった やうです。』 

『  』 耕 次 は 少し 失望の 顔 を 畑. の 方に 向けた。 

『寶 は、 あれから 本人 は歸 つて 束ない のです。 』 畑 は 露 面目く さって 云った。 耕 次 はそんな 入らない こ 

と をと は 思った が、 默 つて 聽 いて ゐた。 

『そんな こと はどう だか、 うち ぢゃァ 分りません が、 ね、 關 根さん の 御用 件 は 熊 本さん の 奥さんの 叔 

母さん かに 當る 人の 離婚ば なし を 方 づけに 熊 本さん から 頼まれて いら ッ しゃった ので —— その 人の 旦 

那 さん は、 つい、 この 横 通りの 馬 班屋 さんで、 丁度 東京へ 出て 留守であった ので、 その 歸りを 關极さ 

んは うちで 一 一三 曰お 待ちに なりました。』 

こちらに はこれ が 初耳で あつたが、 畑 はさう 見せないで。 

『そこまで はこ ちら-でも 射って ますが、 —— それ ッ 切り 本人が 歸ら ない ので 心配して ゐ るんで す。 そ 

たづ 

の 男の人と 云 ふの は、 尋ねて 來て どうしました？』  ： 


『何でも 午前の 十 時 頃に いらし つて、 直ぐ 關 根さん は 一 緒に 川原の 方へ 行って 来る とお ッ しゃって 出 

られ ました。 さう して 二 時 頃に おひ とりでお 戾り になった ので、 おつれさん はと 申しましたら * もう 

ぉ歸 りに なった とのこと でした。 その あくる 日の 朝 十 時 ® でした、 事件の 話が すんで 關 根さん がラち 

をお 立ちに なった の は。』 

か はら 

『川原 は 近いです か？』 軿次は そこが 氣 になった。 

『いえ、 隨 分あります が —— 』 

『それでも、 料理屋と か 休み どころ とか 云った もの はありましょう？』 

『府中の 川原 は 立 川な どと 遠 ひまして、 そんな もの もありません。 なんしろ 關极 さんの やうな お 物 好 

きの 方で なけり ゃァ 行く 人 もない ところで すから。』 

して 晃 ると- 澄 子が 川の 水が 綺： 腿であった とか、 若 鮎の ぁぢ もう まかった とか 云って、 この 旅行に 

見たり 1  仏ったり した かの 如く 耕 次の 妹に， 語った の は、 全くのう そ 法螺で、 前年に！^ などと 一緒に 或會 

の 有志と して 行った 時の 記憶 を迎 つたの か 知らん？ 

『  』 これ 以上 聽き 札し やう もない と 云 ふ 風で • 畑 は 耕 次と 共に そこ を 引き上げた。 耕 次に ま 

1 介. 屋の おかみ さんが こちらの 姓 を，；^々 口にした のが ひどく 不^^であった。 

立 川ハも 馬，； Sf が あると 知って 見る と- 澄 子ら も それで 來 たの だら う。 こちら も 令 度 は そ！ で 行って 
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立 川から 汽車に する ことにした。 

なか や 

『お 疑 ひが あれば、 その 馬 車屋さん から ぢ かに 聽 いて 御覽 なさい』 と 中 屋で云 はれ た そこの 手前 ま 

で、 祌 社の さきの 角 を 曲って 行った の は、 耕 次ら の 切符 を 買 ふその 爲 めだ。 行く手 は、 I もう、 府中の 

一本 通りと 丁字形に なった 並み 樹 道であった。 が、 これで 歸る のかと 思 ふと、 何だか まだ 聽き钆 して 

置くべき ことがある やうな 氣 がした ので • 耕 次 は 松 並み 樹のは づれに 立ち どまって、 太い 松の 极をか 

う もり 傘の さきで っッ つきながら、 畑に 相談した。 そしてと うく 自分 獨 りで 今一度 中屋へ 立ち戻つ 

て 見た。 

主人 も 出て ゐて、 今の こと をう わさし 合って たやう であった。 

『實は * や： 刻 は 先づ勢 察で 泊 届 を 調べた のでした が • あなたの 方のに もなかつ たので、 ちょ ッ とま 

ご 付いた のです。』 

『うちで は 何もぎ  に 反く やうな こと はしません に 主人 は 少し 意味 を 取り 遠へ たの か、 あわただしく 

^面 を 出して 來て、 『この 通り， S 帳に はっけて あります が • 熊 本さん からの 手紙が あって このお 方 力 

らは. して {i^ 贊を 取って くれるな • あとで 熊 本さん のうちから 仕拂 ふから と 云 ふので * うちで は關根 

さん をお 客さん とせす k 親類 问 様に 見て 泊 届 は 出さなかった のです。』 

『で』 と. 耕 次 はおへ を E 中.！ む 無ィに 持って-むって T 來た 男と 云 ふの は 色が 白かった のです か？』 


『さう in い 方で もありませんでした、 ね。』 かみさん はもとの 寢臺 であ ちら 向きに 横たわった ままこち 

らの 注文 通 お に 答へ た。 

『 然し あごひげが あつたと は あなたがたの 思 ひ 違 ひではないでしょう か？』 

かに ありました。』 今度 は 主人が そッ けなく 返事した。 

『  』 耕 次 は あまりよ く 思 はれて ゐ ない とも 感づいた ので、 あと はかの.： S の出發 時^が 午前 十 

時で あつたの を 確かめた だけで 質問 を やめた。 そして 爽 接に 宿帳に 就いて 見る と • 六月 八日に 着し 

よその 日から 三晚 とまって、 矢ッ 張".、 十 一 曰に 出發 した ことにな つ てゐ る。 (人に 拂 はせ るので 

遠慮した のか、 酒は飮 んでゐ ないやう だが、 煙草 S 曰 一 つ 宛 宿料の 外につ いて ゐ た。) して 見る と、 

十 一 日の 午後に は 東京に ゐ なければ ならぬ 替 だが、 澄 子 は 耕 次の 妹に も 十三 日の 朝、 

『ゆ ふべ 遲く歸 つたので まだね むい』 と 云った さう だし。 また- 六月 二十 六 曰の 扶養料 公判の 時- S 

子に 證人 として 呼び出された K 氏 (第一 回の 仲裁 を 仕 そこねた 人 だ) が、 迷惑 さう にしながら、 控へ 

窒で耕 次に 語った ところで も- 十三 日の 午後に 渠の家 を 訪問して 澄 子 は 旅行から 『きの ふ 遲く歸 つて 

來 ました ものです から』 と 云った さう だ。 これ はかの ぢ かがお のれの まだ 獨立 生活が できない こと.,， 證 

人と して 十分に 云って くれろ と頓 みに 行った の だが、 證人は 法廷に 出て かの 女の 註文. 通 に は 述べな 

力った いや、 寧ろ かの 女から 見れば 却って 多少の 不利益であった。 
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血 こ 角、 耕 f の 府中 塁に は と 2 程の こと もなかつ たが、 澄 子の 六月. H 曰の 府中お 發カ 

I 十二 日の 夜まで は、 餘 ほど あやしい ものである こと だけが 發見 だと 思へ た。 そして I は 友人に 

對 しても ぁッ けなく 歸 つて 来たの だが- 直ちに家 のま づぃ 妻に 就きながら、 この 始末 I ずると、 

渠の 今の 同棲 者 は 最初の 疑. 問であった 肥えた 人と 云 ふ も 同一人物と 云って、 

『そり ゃァ田 中でしょう』 と、 fl: 斷 した。 『き ッと十 無ィ さん ぢゃ ァ ございません か？ 鼻に ほくろ 

があった かどう か聽 いて.：^ れば， 1 番^ わかりでした らうに。』  , 

『成る ほど • ね丄 M もこの S を 打って 今更ら の 如く 十 無 ィの物 云 ひの はッ I しないの が 女の や 

うて II える こと i ひ 及んだ。 そしてい つも 若くな つて ゐょ、 ，として 年 f 隱し たり- うそ 云ったり 

しながら も、 あの r のお きに は 五十 を 越え や-とがお ほ はれない こと を！ 『おれ も あいつの ことお 

多少 あたまに あつたが、 ね， まさか あいつが.. 還に してう ッ かり 考 へて たし、 また あご ひけが ある 

と 云 ふから — 』 

『ある ぢゃァ ありま せんか 11 しょほく と 喉の 方へ 曲って、 羊の やうな？』 

『さう だ I さ うだ， ね！』 渠は 膝で 飛び あがった。 どうして そんな こと I たれ g てゐ たか 自分で 分ら 

なかった。 然し それよ- S も先づ 鼻に お ほきな ほくろが あつたか * どうか を 聽き亂 して. ^るべき であつ 

たの だが * それ も あとの 祭りに なった。 


四 

『だから、 あの人が XX さんや XX 子さん のと ころで 「澄 子さん はさう 1 暴な 人ではありません、 i 

力な か 女らしく 優しい 人で」 と 云った と 云 ふの を聽 いた 時、 隨分 あやしく なって るんだ ッて わたしが 

云った でしよう 11 ？』 

u,^ 何に おれ だッ て、 然 t:.." あいつ を さう あまい 者に ゃァ见 てゐ ない。 女 を 見る目 は あまりない かも 

知れない が、 女に は あれで も 經驗が 幾た ぴも あるんだ。』 十無ィ が、 その 姪に 生ませた 子が もう 十七 八 

歳の 娘に なって る。 今 は 故人の 某 文士の 若い 時を暫 らく 戀に飜 した 延 子と 云 ふした たか 者に 酒 も 亦 

二三 年 問 はもて 遊ばれて、 その 生活 费を つぎ 込んで ゐた。 、藥が 恩給まで やがて 附 くので あった 前 職 を 

やめなければ ならぬ やうに なった の も、 どこかの 女の 爲 めの 借金 さわぎから であった。 そして 蓊 近に 

は かの ペット をとう， （-所 天にまで 持ち上げた、 かの なにがし 女史の もと を 度々 訪問し- 嫌 はれて 

るの を も 知らないで S し * これ は 耕 次が 同 女史から 腐 接に 聽 いたと ころ だ、) 夜の 十 j 時 や 十二時 ま 

でも 話し込み- 尊敬 を 受けて ゐる ものと CI 信した のがう まく 行かない ので、 今度 は 澄 子の 方に 常り を 

つけて 行った ものら しい。 で、 耕 次が r 鼻 ぼくろ の しわくちゃ 哲舉！ ^よ』 で 初 まる 『兎の 憤激』 と 云 

ふ諷 f 的 散文詩 を あたま へ 作り！： <}ん だの は こ の 寺 だ 。 
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『  B けれども、 こちらの 同棲？^ はま だ こちらが 渠に對 してお 人よ しの 處置 をつ づける つもり 

だと 思った やう だ。 わざとら しい 冷 靜を以 つて、 『ま ァ、 人の こと I はないで、 自分の 足 もと をう ッ 

かりさせて ゐ ないやう におしなさい。』  - 

『  』 但し- こちらに は、 若し， 營 Irs 輕 一の 父と なる 氣が t のなら、 ぃッ その-よこと、 

早く 澄 子 を こちらと s 婚 させて、 公け にさうな つて 吳れる 方が いいと 云 ふ考へ もあった。 かの 女が 田 

地 も あると 見て 來 たの も 纏の 故鄕 であって、 鏺 山師ので はなかった かも 知れぬ" 

その f の 七月 四日 は會 であるので h そこへ m 席して から， こちら は， 塁に 呼び寄せ、 

PS さま はおれに 誓って 置きながら、 また 澄 子 を 府中まで も追ッ かけて 行った、 な！』 

『  』 渠 I らく その 羊 ひげ を 顔 はせ て、 口 を もぐく I てゐ たが、 途切れ途切れに 、『僕 は 

あの 女の 家へ は II 行きたくないから、 n 』 

『うそ を 云へ  それに、 そとで 會ふ 必要 はな ほ更ら ない ぢゃァ ない 力？』 

『  』 S こちらの にお ぢ けたの か、 こちら を 少しう は H にじ ッ i つめながら、 返事 を 

しなかった。  .M。 

『小 都合な 奴， た！ 貴 さまが おれ の宣吿後 も 澄 子の きろへ 行く こと ァ ちゃんと 知って るの だ ゆ-,. 

ベ も あすこで おれの 妹に 出くわし ただら う。 け ふ、 妹の 話に よると、 貴 さま は ゆ ふべ 九 時半 頃に のこ 


のこ 出かけて 行って * 而も 女の 腐った やうな 聲で 「澄 子さん はゐ ます かッ」 I . ど うだ， ゐ なかった 

らう？』 

『僕 は —— 然し』 と、 握はなほ1^を时はぃてから少し^^をも顔はせながら、『ぁんた女に|-執1^^は 11 

ない。』 

『馬鹿！ 费 さまが 執 US の あるな しな ど 云って るん ぢゃァ ない ぞ。 友人 甲斐が あらば * おれの 11^ 訟. に 

，* つてい 

i 我 似との 邪歴 にならない やうに どいて ろと 云 ふんだ。 貴 さま は それが 分らない の だから. 以後い よい 

あくらつ 

ょ絕交と^^へ！ 澄 子の 惡 辣に對 して は、 おれ は贵 さままで もやが て.^ れ のお 群に fg き 込んで やる か 

ら， さう S へ ！』 

纏に 對 して 耕 次が この 第二の 宣吿 をした その 翌日 • こちらの爲めに畑はまた與の宿所なる^^京；^：在 

の  <1厶 園と 云 ふ 貸し席 を 訪問して C, 力れ た。 本人が いつもの 舉 校へ 講義に 出た 時 問 も：：^ 計って だ。 E^3. 

て 本人 はゐ なかった ので、 畑 はゅッ くりと そこの かみさん や 女中 を捉 へて 探り を 入れた。 その！ ssl^ 分 

つたと ころで は、 集 は 先月 中に 夜、 家 を 明けた ことが 三 四 度 もあった が、 そのうちで 十 In は翌 n の 

夜まで 引き つづいて 留守であった。 これが 澄 子の あやしい 留守と 符合した。 そこで こちら は 一 肝嫉ま 

しい 好奇心が 出た ので、 また 畑に 作 はれて、 き やつの 住所から 澄 子の 宮 下の 宅に 至る 問の 王子 拉 びに 

ギ住 電車 線に 横た はる 某鑛 iHK 場 を 調べた。 兩 方から こ ッそリ 人に 隠れて 出會 ひに 行く に は も 便利ら 
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；.: i いと 思った からだ。 が、 先月 末から 代が 變 つて、 女中 もす ベて 新米な ので、 何等の 手がかり も 得な 

かった。 寧ろ 立 川の 川岸に ある 唯 一 の 料理屋 を 調べた 方が、 一 I 耕 次 も 澄 子 もき やつ も その 前年の 鮎 

時 W に、 1 の 二三 名と 共に 行った こと も あるから * —— その 方が いい 乎が かりにな つた かも 知れぬ。 

然し こちらに は藥 等の 罪悪と： Is- える その 現場 的證據 をまで 突きと める 必要 はない。 こちら は 三つの 

訴訟に 對 して 受け身に なって るの だ。 第 1 の は 同居 請求、 第二の は 抉 tna 請求、 第三の は 立替金 請求。 

第 一 の は 初審に 於いて こちらの ぼ  なる 離婚 請求が 成立せ す、 今 控訴 中で ある。 整つ 第三の は、 金 

，上の 問題で —— 然し こちら は 澄 子と^ 居す る ことにな つて 持ち出し たの は、 殆ど as ばかりで、 第 

】 の 妻と 別れた 時の こと を 知って る 友人 ども は 

『また Is かで か』 と 笑った ほど だ。 t 

『  』 喾物は 自分の 衣 物に ならぬ， そして 自分 だけの 衣 物と 云って は、 揃へ て 一組 か 二 組し か 

なかった。 勸業债 券 十五 枚 や 1  母 月の 貯金 帳 は 澄 子の 名に させて あった。 そして 十五 かで 光琳の 靈を 

書かせた 薛風 や、 七 圏で 買った 瀨戶 のお ほ 火鉢 や * いい 桐の 丸 火鉢 や、 その他 大小の 道具 は 11 死ん 

だ繼 母の 遣 物 を も 合 はせ て —— すべて 淺 して 來た。 それに、 1 群に 付き 少く とも 二十 五圆 はする 蜜お 

四 群と • 冬 マントと * 冬 衣 物 二三 枚 もこ ちらへ は 渡されなかった。 かう 云 ふ もののう ち * おもな 物： S 

すべて こちらに 取られない やうに 熊 本が 预 つたら しい。 で • 蜜蜂 もま だ 生きて る ものと して、 金に 見 


つもれば、 澄 十の 衣 物 類 を 除いても， 少く とも 七 百^ 以上が もの は あるから、 それ を 自由にした 澄 f 

から 僅かの 立替金 ゃーケ 年分の 扶養料 を 公け に i 求 されても- 自分と して は 心に 耻ぢ てゐ ない。 g 一す 

るに * 自分 は、 無智の くせに 意張リ たがる 女、 近頃で はまた I つ 不貞腐れの 條 件が 加 はった 女と 雕婚 

がで きさへ すれば、 それでい いの だ。 たださへ 貧乏な 自分から * 法雞の 表面 を循に 一千 回 も 二 千 回 も 

しぼり 取って からと かの 女に 思 ひ 込まれて ゐる のが 1 番 困る。 そこまで かの 女が ぐす つて 行 つたに は 

熊 本 か 十無ィ かの 爲 めに 調子 づ けられ てると しか 信じられ なか つた。 

七月 八日から 三日 問 は、 報告に よると- 十無ィ が、 澄 子の 宅へ つづいて 行った。 八日 は 午後の 九 時 

半 頃" 九日 は- 1 が 澄 子と 共に 酒に 醉 つて 來 たのが 夜中の 十二時 だ。 十日に また 午後の 二 時半に ゐた。 

を かしい に は、 纏 は 見られたら よくない と E 心って だら う、、 電： * の終點 からい つもの 當り 前の^ を 取ら 

ないで、 ちょ ッと わざと 遠 まわり をして ゐる。 八月 三日に も • 午後 九 時から 來てゐ ると 一 ：ム ふ. i.^ が あ 

つたので 自分 は 早速 出かけて 行った. - 近所の 車 星の 若い 衆 を 一 人 張り^させ、 何でも が 出たら あと 

をつ けて 行けと 命じて m はいた。 そして その 翌朝 * 首尾 を 聽 きに 行って 見る と、 何の jo とだ、 午^の 一 

時まで 横丁の 角に 立って ゐ たが、 誰れ も 出て 來な いので やめて しまったと 云 ふの だ。 若い 衆が 張り g 份 

に 立つ 少し 前まで は 確かに ゐ たの だが —— あとで 思へば、 自分が 直ぐ 飛び込めば よかった の だ。 

ザん- b い 

^う 七. ffl" ィ さんが 全盛で は • あとの 男 ども はどうし たの だら う？ 铺島 は、 た ッた三 ヶ月で 歸 つて 

離婚まで  五八 コ一 


1$ は-四 卷  五八 四 

來 るの だから、 それまで 辛抱して ゐ なければ ならん ぞと澄 子の 女中に 命令して、 支 S へ出發 した さう 

だ 。して 見る と、 澄 子が 新聞記者 になって 大 連へ 行く と 云 ふ 話が あった それと 何 かの 關 係が ある 人 か 

も 知れなかった。 今一 人の 藤 S の 方 は あれ ッ 切り こちらへ は 音沙汰 も聽 えて ない。 その 身分 を 澄 子 

が i パへに 行った と 云 ふの を 矢張り 藤 W とすれば、 田 中の 故鄕 なる 府中 附近で はなく、 或は 別な 時 • 別 

な 方面へ 家 を 明けた ことがあ るの かも 知れぬ。 そして さき は 澄 子の 御面相に あきれて、 一度 か 二度の 

なぐさみ でう ッ ちゃった のか？ 

じしせ ^ 

中途半端な 女に して、 人 を 妾 だと か、 戀 は祌聖 だと か、 靈が 大切 だと か 云って る ものに 限り • その 

者 自身の 缺點ゃ 弱點を そこに 隱 して ゐる もの だ。 自分に は 澄 子の 昔の ぼろ だらけ I それ を 成るべく 

^りつく ろ はせ てゐ たの は 自分 だ 11 に 思 ひ 至る と、 今こッ そり かの 女が 何 をして ゐても 怪しい を 通 

りぬ けて、 常り 前 だら うと 考 へられて 來た。 

人 は 自分に はま だ 未練が あるから 騷 ぐの だと 云 ふが • 自分 を 馬鹿にする も 程 が ある！ 自分が さき 

をつ と /3 

に 内容 證 明に はしなかった が、 『ぢ ゃァ、 同居し ろ』 と 云 ふ 意味 を 云って やった の も * どうせ ISlK の 命 

令に 從 はない にき まって るから • そこ を 1 つの 問題に して 扶養料 請求の 訴訟に 當る爲 だ。 これ は 決し 

て 二 m 生活 者の 所謂 『手段』 ではない。 自分と して は、 受け 味の 爲 めに 迫られた 本 氣の純 全行爲 であ 

る。 若し また 圆々 しく 同居し て^れば • 


『この 不貞腐れめ』、 『この 無責任 をん なめ』 と 云って、 毎 曰 あし 蹴に してやる だけの こと だ" これ を 

卜..'  ぎゃくた. S 

虐待と 云へば、 虐待され る だけの 缺點が 向 ふに あるから だ。 

自分の 方で 府中の 件 を 持ち出さ うとした 時、 先づ澄 子の 女中 を證 人に 引き出して •  護士が 十無ィ 

さんの こと を 遠 ま： はしに 云 はせ ようとす ると- 裁判長に はま だ どう 云 ふ 件 か 分らなかった ので、 長 

は、 

『要するに- 飯 山の こと さへ 分れば いいのでしょう』 と 云った。 そしてで きる ことなら 裁 1: 長が 仲魏 

すると 云って、 離娥は 止む を 得ない として、 金 をい くらなら とあった 時 • こちらで は 五 icll と 一: ム ふに 

對 して 澄 子が はは 二 千圆と 云った ので まとまらなかった。 それで、 その 次ぎの 公！： 曰に は 畑が 人に • 

立って、 m 中 十 無 ィに關 する 際 調^ をす ベて 證言 とした。 

耕 次 自身の 性質と して、 自分の 勢力 範园、 利害 關係を 犯した もの 等に は 飽くまで 极觀： する。 その 代. 

bv、 一 たび 公け に複 響した 以上 は、 向 ふの もの 等 も I 生 その 弱點 はお ほひ 切れぬ ことにな つたの だか 

ら、 それで 自分 は滿足 だ。 蕖等 にして、 その上 こちらへ 詫びて 來れば * もう • 五分々々 で 許して やつ 

て もよ かった。 

や： し，.. r.,^" ィ さんの 如き は * まだ^ ii を ごまかせ ると 云 ふつ もりで、 わざ/ を M:<,* 化 Ho 

かう さ 1  I 

交際 力うる さくな つたから • 可愛い 畜生 をで も 2::^ てゐる 方が まし だな どと、 取り澄まし たこと を 新開 
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|^:^<?に公言した。 こちら はま だ あのと ぼけ づらを 痛い ほどこ ッぴ どく 精神的に でも 投 ぐり 付けて やら ゲ 

ねばならぬ のであった。 が、 — 

さう かう して ゐる うちに 九月 も 過ぎ • 十月 も 終 はった。 向 ふの 提出した 立替佘 請求 は雙 方の 辯 護. 

から 中止に なって ゐ るが、 そして ik の 方 は 十一月に 這 入っても まだ 方づ かないのに、 扶 料の 問題 

が先づ 解た した。 何でも 问 ふの 請求 は 半分に 減 じられ たと こちら は聽 いた。 さう して 見る と、 假り差 

し币 へがで きる から、 自分 は その 覺悟 をした。 が、 その 判決 書 は — こちらから は 勿論 • 向 ふで も 請 

求 しないので —— いつまでも 下りて 來 なかった。 

『い い 加減に f 不 II にしたら どう だ』 と 云って • 耕 次の 一友 人なる W 氏が わざく 來て 英れ て、 『ついで 

こ、 一般に 對 しても ちょ ッと あやまったら どう だ？』 

『どうして？』 こちら は 目 を 見張った。 あまりに 思 ひも 寄らぬ ことであった。 

『世 閒. V 騷 がして すまなかった と。』 

『そんな こと はしない 一 I 苟も 僕 は 最初から 思想 的ぎ 鬪の 宣言 を發 して 置いた も同樣 だから、 ね。』 

『ぢ ゃァ、 どうしたら 示談に する？』 

『どうせ 金 は 子供の 爲 めに は 出す 氣 だが 11 』 

わか 

r まとめて 出せな いのは 向 ふで も 分って る だら うから。』 


そして w 氏 は 第 一 一回の 仲裁に 這 入った が、 また 澄 子が はが 仲裁人 を 怒らせる やうな 仕ラち をした。 

そして 十 一 月廿 八日に なって、 突然、 耕 次が さきに 『蜜 峰の 鍵よ』 と 云 ふ 諷刺 詩を以 つて 交際 を 謝 絡 

してあった 熊 本が やって^た。 . 

『遊びに 來た』 とか、 『また 蒙 古 へ 行つ て^たが、 な』 とか 云って、 世 問ば なし をした。 ひよ ッ とする 

と 差し 押さへ の 下見 ぶんに 來 たらしい ので • 上げる のではなかった とも 思った が、 耕 次に も 好奇心が 

あった。 そして 峰の 】 件 を 責めて、 

ざいさん 

『僕の 大審な 財産と 知リ つつ、 ^が あれ を 僕に 一 鹿の 挨拶 もな く 澄 子から 頸った の は、 不都合き はま 

る —— 若し あれが 金で あったら どう だ？』 

『金なら 預ら ない』 と、 洒々 して ゐた。 1 

『金 だッて * 蜂だッ て、 財產 たるに は 同じ 理窟 だ！』 東京の 郊外で は が 乏しい ので、 どうせ 蜂 〇 

商 喪に は 失敗の 經驗 をした ものの、 大阪以 來四五 年 問の 研究の 名殘り はま だ 費かった。 

『死物と 生き物と は 遠 ふ。 生き物 は^ 話せに やならん から。』 

r ぢ ゃァ、 なぜ 僕に 渡さなかった？』 これが 一 ^ こちらの 瘤に さわって たの だが — 0 

築の 詰で は 浦 島 は 姓 を 花 村と 云 ひ- 支那 浪人の 一人で ある。 そして 澄 子の 宅で 朝まで ゐ たこと も あ 

るの が この 紹介者の 口から 證 明され た。 そして 1;^ 後に 示談の こと も 出た が、 こちら はさう 望ん じて^ 
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り 合はなかった。 

五 

ところが、 もう 年の暮れに なって、 P の 家に 子が 生れた。 その 音目、 各 喜 も 御用 じ まひに な 

つたと 云ふ廿 八日の 翌日、 乃ち、 廿 九日と 云 ふのに、 執達吏が 突然 澄 子の 代表者 を つれて やって 來た— 

そして 難の 手から 判決 書を 初めて こちらに 渡した、 こちらの 謹 士の手 をも經 ないで、 直接に。 こ 

の ii なやり 方に はいかな 自分 も 驚き もした し、 また 憤慨 もした。 が、 何とも 仕 やうがなかった。 文 

面 を 手に 取って 見る と、 挺 月、 民 雄 (三 歳) に 拾圓、 澄 子に 甙拾 圓を與 ふべき ものと して、 凡そ 五 百 

圓の 金額が あって、 そのうちの 三百 圓 ばかりに 對 して、 假 執行 を爲し 得る ことにな つて ゐる。 澄 子に 

して 若し 尋 にして ゐ たら、 自分 もこの 判決に は 少しも 不服 はない。 ^居の 當 時には 收 入の 三分の 二 

まで もやる と 11^ して 友人 等に 笑 はれた ほど 寬大 であった の だもの。 然し かの 女 はこ ちらの こと を 誤 

萍 したり、 曲解したり、 無理に うそつ いたりして、 世間へ 公け にした。 こちら は それ を 第一に 怒つ 

た。 そして m やた るの 權利 を以 つて、 母子 二人 は 毎月 參拾回 だけの 生活が できる やうに、 下女 を K 

し、 家 も 小さい ところへ 轉 居せ よと 命じた。 かの 女 はこの 命令に 從 はないで 訴訟 をつ づけた の だが， 

結 n 可， 金錢 上で 51 辯した ところ はこ ちらの 一 一度 目の 意志 を 出でなかった。 


< めん 

では、 こちら もェ而 してやれば いいやうな もの だが、 殊に 子供に 對 する 分 だけ は 異存が ないや、 

だ。 が、 子供に 扶養料と して 拂ふ 金が、 その 拂 はれない 時から、 旣に、 少しな りと も、 その 母 

.& ん らん 

淫亂な 飲み料 ゃ密會 费に费 されて ゐ たと 云 ふこと になる の を 好まない。 そして 澄 子 その 者に， する 分 

の 如き は、 今と なって は、 亭主が 女房の 密會. が、 を 持ら へて やる やうな もの だ。 そこで こちら は 寧ろ 法 

律の 行な はせ る 通りに なった わけ だが、 差し 押 へられた の は 11 屐も 大切な もの はすべ て 他へ 道， レで 

あつたから、 ここにな いが 11 大きな 机と、 安ッ ぼい 掛け軸と、 衣類 四五點 と、 和洋 書籍 千 二 -re 三十 

三 冊と だ。 尤も、 この 部數は • こちらが 立 會人 としての 捺印 を も 担んだ 位 だから、 向 ふで 勝手に^へ 

たま まだ。 ^に • また 小形の 六法全書 (これ を 耕 次の 嫡子 はこの 事件が どうなる かと 心配して ゆ. -々 M 

りに 譲んで ゐた) と、 ，：^gK 子 典の 端物が ー帙 と、 印度の 靑年舉 者から 送って 來た 洋書が 二三 冊と あつ 

た。 

..  を さ 

これに 圏して どうしても 納まり 切れぬ 憤慨が、 耕 次 をして 翌 三十日に 澄 子の 宅へ 踏み込ませ たの 

だ。 

,1 は 第 一 の 妻に 生ませた 十三 歳の 男の子 (これが 六法全書 を いぢく つて ゐた) を 引きつれて 行つ 

て、 先づ ，環 自身の 妹の 家で 人夫の 勢 ぞろひ をした。 自分と して 子 佻 を 伴った- |^§は- 築が 自分 達 リ^ 

居の 初 胡 一 ヶ月 IT はかり を 澄 子と 共に ゐた 間に、 かの 女から いろ /(- 神經 質的な 惡 感化 を 受けて て、 
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今に それが 先入 兑 となつ てる やうな ところが あるので、 澄 子 を さんざんな 目に 會 はすの を 見せて 成る 

ほどと その わけ を 悟らし める に 在った， 

『. おも 一 者 こがい』 と、 耕 次 は 妹の 亭主に も 命じた。 澄 子の 方で かの 柔術 三 段の 熊 本 を 呼んで 浓 るか 

も 知れぬ から、 若し 腕 沙汰に なれば、 それに それとなく 當 らしめ るつ もりであった。 

『僕 は^ 掌 上 • なァ』 と、 渠 はい やさうな 顔つき をして その 女房 を 返り 見た。 

『さう です、 ね』 と、 かの 女 も 少し 禱蹬の 様子であった" 

『よし、 そ， e なら 賃 さまな どに は賴 まない 11 おれが 獨 りで やる から！』 この 時軿次 は旣に 自分のお 

心 を その 顔い ろに も 見せて ゐ たと 見える。 あとで 聽 いたと ころで は、 渠の妹 は 渠が澄 子のと ころで あ 

まり ひどい こと をし はしない かと 心配して、 その 亭主 を あとから こちらに 關係 なくよ こした ので、 こリ 

らが を 車に つませて た 時に、 その そばに 來てゐ た。 

『  』 然し 挨拶 もして やらなかった。 

こちら は先づ 自分の 子供と 共に 案內 もな く 玄關を あがり、 座敷の ふすま を兩 乎で 兩方 にがらり と 明 

ける と、 座敷と それに つづく 三疊 の書齋 との あ ひだの 敷居ぎ はに 据 ゑた 桐の まる 火鉢に 向って、 澄 子 

は 後ろ向きに 長ぎ せる の 煙 を ふかして ねた。 こちらが かの 女に 初めて 會 つた 時から：^ おぼえの ある 

こん 

そして かの 池 田 山で こちらの い たづら を 受けた 時に も 着て ゐた ところの、 なすび 糊の 色に 雨の 力す P 


か iS 入った 綿お 召し も旣に 古ぼけた その 羽織り を 1^ たのが、 ふり 向く が 早い か、 立ち あがった。 

『あなたが どうして あたしの —— ？』  , 

『引ッ 越し だい！』 可哀 さう に、 矢ッ 張り ぼろ をつ くろって 藩て ゐ るの だと は 思 ひながら も、 右の こ 

ぢょ 

ぶしがぃきなりかの，^«;の横ッっらに當った。 すると、 左の こぶしが また その 一方へ 行った * 

『  』 かの 女が 倒れて， 無言で 起 や-あがる ところ を * また 正面から 蹴飛ばした。 

『この 不良 腐れめ  この 野郞  この 女 郞！』 何でも こちらの 足 はお も 左り も 三度に よく  ©ぃ 

たと m 心った。 

『  』 かの 女 はまた 撗に 倒れた まま， 蹴飛ばされる ままに まかせて ゐた。 

a; は それで 少し 氣が 落ち 付いた ので、 先づ、 第 I に 目 ざして 來 たきん からかん の 箱 を 探した。 その 

間に かの 女 は 外へ 逸げ て 行った。 

こちら は 何でも 手早く しなければ 熊 本が 呼んで 來られ ると 思った ので、 、 

『これ も だ I. あれ も だ』 と、 頻りに 人夫と 子供と を騮 つて、 箪笥 やら、 小 やら、 支那 カバン、 

行李、 蓄昔器 やら を、 手 あたり 次第に 運び出させた。 

含ん じょ 

門前に は 近處の ものが 集ま つ て來 たやう すだ。 

『なァ に、 裁判所が あります から、 あとで どうと もなります、 』 澄 子が 門內の 格子 そとに 立って、 斯う 
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半ば こちらに 向いて 語った その 顔つき を、 渠は S 關の 踏み段から 見お ろす と、 あらゆる 小皺が ぴくぴ 

くと 室攣を 起して ゐ るので あった。 そして 女優 まげに もこ ちらの 手が ひどく 當 つたの かして" 壅が 後 

ろへ 散らばって、 li^i の 赤い お ほ はげが 半分 以上 も 向き 出し だ。 別居 前から 最も 氣 になった 事の 1 つ 

は あれで ないか？ あの 段々 大きくな つた はげが. 昔 * いや、 た ッた六 七 年 前まで、 1 升滔を 飲んだ：^ i 

茶 かと 3 わ ふと、 また それに も 懲りす この 何 ヶ月 か をお ほ 酒 もやって ると 思 ふと、 今15^^のゃぅにぞッ 

とした。 夜中に おはぎ を あたまの 天 邊で喰 ふ 女 も 思 ひ m せた〕 

『なんだ、 畜生！』 藥は 犬で も 追ふ氣 になって、 飛び出して 行き 、『法律 を榍 にす るなら、 それだけぬ 

責任 を 感じ て し ろ —— 不貞腐れ をし や ァ がって！』 

『 …… ：… •』 突き飛ばされて、 地べたの 上へ 横 ざまに 倒れた かの， X のた び はだしに 氣 がっくと， こち 

らも 亦 同じ はだしで ゐ るので あった。 

『全 IT これ はどうした わけなの です、 出しぬ けに さう 亂暴 をして？』 商人 風の ぢィ さんが 1： の 明い 

た戶 にっか まって、 斯う 築に 問 ふた。 

『  』 こちら は 民 雄が よく 遊びに 行って 可愛がられ ると かゆながら 聽 いてる ぉほ屋 さんの 主人 

だと 见 たが、 なァ に、 くそ ッと云 ふ 勢 ひが 先き に 立って たので、 吐き出す やうに 叫んで 答へ た T 引、 y 

越し をす るんで す！』 


【,1^ッ4^ しなら ntv ソ 越しで かま ひません が 11 わたし は あなたに 家 をお 貸しして あるので は ございま 

せん。』 

『僕 は 今 こいつに』 と、 澄 子 を あごで 示め して、 『さう^ 射して ゐ るんで す。』 

『命令で きる や 5 にもして ゐ ないで！』 かの 女 はまた 投 ぐられ はしない かと 少し 逃げが ま へ をす る 

であった。 

『なんだ と！ 手め への 方に こそ 落ち度が あるんだ ぞ —馬鹿！』 ひとに ゆみしてから、 鎮 はまた うちへ 

這 入って 見た。 

澄 子が 初め 火鉢に 向って すば/ \. やって たの は、 暮れの 拂ひを ここへ いくら、 かしこへ いくらと 考 

へて たもの らしい。 書齋の 小い 机の 上に は、 新ら しい I 圓 札が 十五 枚 か 二十 枚 出て ゐた。 その 一枚 を 

でも 沒 つて 行った と 思 はれて はこ ちらの 行 爲も卑 f になる から、 明けて 見たい 机の 引き出し では あつ 

たが、 それに さへ 手 を觸れ なかった。 喾 物の つまった I つの 書棚 や こちらが 高く 買って やった 被, け 

二つに も 手 を かけなかった。 こざ/ \ した 切れの 這 入って るら しい 行李 二 個 を も殘す ことにした。 

I 度 こちらが 證 人に 呼び出した 女中 は- どうした のか、 姿が 初めから 見えなかった。 泣き付かれて 

は闲 ると こちらが 前以 つて 心配して た 民 雄 は、 然し、 茶の間に す や/ \ 瘊てゐ た。 そこの 戸棚 を 明け 

て 見ても ♦ 蒲團 ばか^だ から そのまま にした。 そして 子供の そばへ 行って、 立ちながら. そッ とその 
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寢がほ をの ぞいて 見た。 二度目の 仲裁 をしょう とした 氏の よく 語る 通り 

〔君に そッ くりだ』 と 云 ふ 額 は どんな 額 力と。 

『  』 こちら はさきに 蜜蜂 を 取- V に 行って、 I— この 時 はま だ もとの 家で あつたが I から 箱 

tH かり を 渡されて 歸 つた 時に、 渠を 見た のが 終りであった。 その 時 はま だよ ちく 歩きで、 雷 紫 もき 

けす、 おもちゃの 上に おもちゃ を 重ねて、 それが 倒れる の を 見て、 その 度 毎に 喜んで、 ただ *  , 

『あ ッ』 と 云 へ てた ばかり だ。 それから 丸 一 ケ年 見なかった 

『  』 無言で だが、 斯う 鎮に 云った、 『無辜の^り 子よ、 お前の 父 は 今にお 前 を、 お前の 抉養訴 

！^ムに於ける入らざらん代理人なるてんがぅな蜜蜂殺しと、 お前の 强愁で 淫奔な 母と から、 解放して や 

る。 父が 正 I と 3MSQ 理由が 今に 法廷 を i すれば、 お S 母 はから 傘 一本で 追 ひ 出され、 お 

前 は 父の 手に 歸 るの だ。』 

う.' くして ゐ ると、 然し、 折角 運び出し たもの も 取り返される 恐れが あるので、 下 S を^いて そ 

とに 出で、 人夫に 出發を 命じた" が、 お ほ 星が そばで 荷車の 輪 をし ッ かり 握， つて、 なかく 放さな 

『おれの 權利を P るなら、 投ぐ りつけ る f』f 叫んで、 S 持って I 笈 テキ を ふ is. 

ナ た：^、 自分に 無閼 係な 他人に はう ッ かりと 無茶な こと もで きないと 云 ふこと に氣づ いた。 


『あぶな レ 力ら、 手 を 放して おしま ひなさい な。』 これ はお ほ 嵐の かみさんら しかった。 どこの 氣 丈な 

娘 か 知らないが * 1 1 人で その 近くへ 出て 來てゐ たのが、 一 方 は 掃 木 を 持ち、 他の 一 方 は 十能 を ふり 上 

げて、 ただ ぁッ けに 取られて ゐた。 

こま 

『r 力せ たら 困ります ね。』 門の そとへ 來てゐ た 澄 子 は、 筒 走って る^で だが、 お ほ屋に 尤もらしく 

また 時に 訴 へる やうに つた T 直ぐ 熊 本さん が來 ますから。』 

『もう、 巡 もやって 來 さうな もの だに』 と、 お ほ屋は 半ば 獨り言 の やう。 

『巡 カ來 ようが、 誰れ が 来よう が、 おれ は あいつの 亭主と して 命令す るんだ！ f せ！』 耕 次 は 向 ふ 

が 車 を 握って 泥 だらけに なって る 乎 を その 親 ゆびから 初めて 無理に はづ させよう としたと たん、 その 

力が 入り 過ぎて 却って こちの 方の 手 を すべらした。 そして その 餘 勢が こちらの からだ を I. にス 

テキ を かかへ たま ま、 11 門の はすに 出た 板雜 へどん とぶ つけた。 自分ながら、 分の 顔 も 血が とま 

つて- ッさ をに なって るの だら うと a はれ、 こ。 

『ほんと に、 亂 暴な』 と 云って、 お ほ 屋は手 を 放した ので、 

け！』 奢 次 は 人夫に 再び 命令した。 そして 澄 子の 肩 を 正面から 1 っス テキで ぶんの めしてから、 

『畜生！ 扶養料が 欲しけ 力 ゃァ、 巢鴨町 〇〇〇 番地へ 引ッ 越せ！』 

r お ほきに お 世話です！』 その 靡に は 無念と 一歷の 反抗 心と が聽 えた。 
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『なんだ と！』 1$ び投 ぐり かけた が、 わきに 見て ゐた 妹の 亭主が それ をと めた。 

耕 次 は 誰れ にも 挨拶せ す、 そこ を 引き上げ たが、 ゃッと 自由な 呼吸が できる やうな 氣 がした。 その 

あとへ 熊 本 「飛んで 來 たさう で、 妹 S 亭主が それにつ かまって 大いに 油 を 取られた。 熊 本は鎮 おに J び 

かかり さうな 植^で、 腕ぐ みした 肩 を 一方 だけつき 出して、 ぶっかつ たさう だが、 こちらに は 他人が 

澄 子の 亭主の 如く こちらの こと を意氣 込む 理由が 分らない。 二度まで も 巡亮を 呼びに 行った 者が その 

うちに 歸 つて 來 ての 報告に は、 巡亮が 

『夫婦 喧啼 なんかに 誰れ が 行く もの か』 と 云った さう だ。 

髮 自分が 行く 時まで はよ くお ぼへ てゐた 大きな"^ う^を、 —座敷の 隅に 飾つ て ある の ださう だ 

が、 —う ッ かり 忘れて、 目 にも 入れなかった。 桐の 火鉢に は氣が 付いた ので， 最後に 火 をお 出す してし 

まう つもりで、 わざく 玄關 まで 持ち m して， たの だが、 それ も 忘れて 來た。 持ち 歸 C 簞 筍に は 

すべて 自分の 買って やつたい い 物 は 一つ もなかった。 恐らく それ 等 は、 瀨戶 のお ほ 火鉢な どと 共に， 

熊 本 か、 ぉほ屋 か、 若しくは 質屋 かへ 行って しまったの だら う。 向 ふだ ッて、 自分の 來るカ も 知れぬ 

まどの こと はい まだに 覺 悟して ねた だら うから。 自分 は、 品物のう ちで、 子供の 农 物と 貯金 帳と は 直 


ぐ 使 ひを以 つて、 返した。 澄 子の 實印を もお —— 0t. 澄 子の 方で は、 さきに こちらの l^g を 楚： て S 

いて 返さなかった ので、 別に 持ら へて 改印 届け をした やうな 目に 會は せたけれ ども。 

自分の 何よりも 樂 しみで、 また 何よりも 多く 目 あてに したの は、 かの きんから かんであった ：>  かの 

女が おもな 手紙 ゃ繪ハ ガキを もとから 入れて m むく 箱 だ。 それ を、 % せ 犬が 大きな 骨 を 喰 はへ 込んで 來 

た 時の 如き、 がっく さを以 つて 明けて た。 曾て £： 分が 旅さき から 送った 名所の 緣ハ ガキが 出.. で。 

—— 御大 禮 記念の もあった" —— かの^ 服 星の 息子が、 澄 子 同居 睛艰 訴訟の 方づ いたの を、 s^0 

利で もない のに 勝利ら しく 祝して 來たハ ガキも 出た。 _— K 女史が、 こちらの ところで. ぽ 際に 一語った 

のと は 丸で うらはらな こと を 書いて ある 手紙 もあった。 II 1 一三 地方の なまく ら靑ハ や：" ハ澄子 を 純潔で 

1^ 當 だと 見爲 して、 その 態度 を 讃美して 來 たの もあった。 — 熊 本が 自分の 細 の 名で W いたの も 三 

四 通 出た が、 それによ ると、 同家で は 澄 子から 金 を 一 圓^ りた リ、 米 を 一 升^り たりした ことがあ るか 

ン  》~ん き  . 

して その 延 8膨 わり やら 退却の 霄紫 などが 讀 めた。 これで 見る と- 澄 子に 墮) 洛 紹.. ^しながらせ 

を 取って 匿いて、 苦しい 時の 足しに して ゐ たらしい。 11 大 連行き の 話 も. 話の あった こと は か^か 

して、 また刖な^：^支那浪人 (これが 新 間 社長であった らしい) との に 二三 回の 乎 紙な， 交換して ゐる 

が、 その 文意で は 新聞で はなく、 而も 碌な 性質ので はない らしい。 澄 子 自身で も 百 二十 回 も 

取れる と 人々 に吹聽 して ゐ たの は >  だまされて ゐた のか、 それとも ほ 法ら 蝶 を 吹いて ゐた のか 1.,。 II 
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靑年 らしい 兒す 知らす の 者の 通り一遍の 戀文も 二三 通あった。 が、 そんな もの を すべて^に して、 

g も あやしい と 思 はれる の だけ を 人の 名に 從 つてより 分けて 見た。. II かの 藤田鑛 山師の らしい の 力 

M つも 見つからな いの だが I。  - 

出版 尾 飯 山の が 九 通。 そのうちで 一 二通 は、 澄 子の 『日記』 發 表に 於いて 若し こちらの ことに 關 して 

w 解 や li の ことがあれば それ を また 法律問題に しなければ ならぬ から、 前以 つて 十分 注意し ろと 耕 

次から 云って やった ことに 關す るの だから、 飯 山が 澄 子に 近づく まだ 初めの 時の ことで ある。 それ か 

ら、 大正 五 年 二月に 至っての は 二つと も ハガキ で.， 貢ぎを請求されたに對する，^^^期日の知らせだ。 

，んで 七月 十七 日の 手紙に は、 貸し金 明 ま 書と して 百 二十 四圆を 請求して ゐる。 渠は 一 度 やる と 云つ 

た笞 だが * また くな つたと n ル える。 同 じく 九月に なって、 また それ を 請求して ねる。 十一月のに 

なると、 もう、 いや 味が 加 はって、 

『お 互 ひに ©乏 である けれども、 奧樣の 方が 富んで る やうに 思 はれます』 などと ある。 I 

次ぎに は 1^ 藤 11 <尸^^介とsふのだ 11 の だが、 十九 通 あるう ち、 钣 山へ 自分の 妹 > ^め あはす かど 

うかの 問題から 初 まって、 それが になる と共に、 段々 おのれの ばかりの 爲 めに 訪^し、 三月 十日 

の r カキに は、 

『 明 晚八奉 頃 月 を S はんで お訪ね 申 上 度 候』 と あり、 六月 十九 日に は 『やや さむき 初夏の 日 をし みじろ 


と^を へり 我れ ひとり かな』 と 云 ふやうな へ ッぼこ 歌に なって ゐる。 但し、 渠の文 而ビナ で 絶 nr, 

達して ゐ ると 思 はれる の は 月 四日の 手紙で、 —— 夜 十二時 過ぎまで 飮んだ ：《s  、淺卑 を ぶらつい たりし 

て、 澄 子 を n 說 いたらし い。 かの 女が ただ H: 實に 姉と 思って くれる だけなら と 云った の は、 ゥ ど^!,^ 

しないと ある。 その後 どこまで 關 係が 進んだ か 分らない が 、今】 つのに は、 シ H キス ピア も その 細；；？^ 

が 年う へで あつたの を 知って、 心丈夫に 思 ふな どと f ぎて ある。 この 男、.；^ か./ \.jY 物ら しハ。 I . 

第三に、 滑稽な の は、 澄 子の 十九 歳 前後の 時に 同棲して、 相 共に 鐡道 局に 勤めて ゐた 者の が 九 通 あ 

つた。 こちらの 別居が 新聞で やかましく なると、 もな く 手紙 をよ こし 初めたら しい。 安 W 信：. g と 云 

づて 大正 四 年 十 一 月 十一 一日から 五 年の 三月 十日まで のが ある。 文面で 兒る もい まだに せは久 地の， H い 

奴 だが、 如何に 親が 職務の 義理 合 ひ 上 許して 吳れ てあつても、 亭主と する に は 張り合 ひの なかった と 

はこち らも 兼て 聽 いて ゐた。 澄 子に 逃げられて からこの 方- ひとり 寂しい 日 を 送って るな どと 書いて 

久し振りの 面 會を爲 し、 それから 金 を 十 画 借りた こと を 感謝して ゐる。 間もなく また、 〇〇 ハカつつ. ii:^ 

に 周旋して くれる ものが あって、 身. なり を 少し 整へ なければ と 云って、 六圆 ばかり ェ而 して くれと あ 

る。 その 結 栗の 分る 手紙が な いのは 勿論 • それ ッ 切り通 信 は 絶えたら しい。 恐らく澄子がまた,5^ば 

して しまったの だら う。 以前の 渠は、 最後に 血で 書いた 手紙 をよ こした の だが i 。 然し 『二月 二十 

九日 夜 十 一 時半』 として ある 手锇 によると、 

」 離婚まで  五 九九 
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『そら、 三十 七牢の 十二 の 頃、 月の 淸き夕 • 新 川 堀端 を 二人で 散歩した と气 侥が キス を 許して 下 

さハと 云ったら、 一 と IS 「いや」 と 云った ことがあり ましたね、 あのと きの 聲 はいまで も 耳に 殘 つて 

ゐま すわ。 それから、 一 二十 八 年の 一月 半 頃の ある 夜、 下 千 紫 堤み で 今夜 は キスた 許して やる わと 云 は 

れ しとき の 嬉し さ』 などと ある。 — 

今度の は Mil^ だが、 耕 次が 最初に 四 五 1) 見て、 からだ 中が 煮えく り 返る の を おぼえた ので、 わざと 

あと ま はしに した 田 中 十 無 ィのハ ガキ拉 びに 手紙 だ。 總計 三十 通。 それ を こちら は ロ附け 順に 竝 ベて 

見た。 

.(1)、 大正 四 年 二月 三日 (手紙)。 これ は、 こちら も 承知の 上、 澄 子が 1£ポ と 交際す る爲 め、 在宅の 時 

を 問 ひ 合せた に對 する w¥ な 答へ だ。 思 ひ 出す と、 鎮は、 この 手紙で 澄 子が 渠に會 ひに 行った の を 

こちらが 知らないと 見た ので、 その後 こちらが 鎮に聽 いた 時、 そらとぼけて ゐた。 この 時から、 渠 

を 鹿な 奴 だと 思った。 但し、 澄 子 は 今の 亭主に 棄 てられたら、 さし 當り 誰れ を 選ぶ かと 云へば、 

,潛 をであった" この 事 はこ ちらと 共に か， 0 女が R じ 月に 修善 寺へ 來た 時から よく 分って た。 その 時 

の： かぶから 來た 手紙 は、 どうした のか、 ここに はすべ て殘 つて ゐ ない。 

(二)， 大 1^. 五 年 一月 八 口 (ハ ガキ )o 第 1 とこの Ji^  二と の^に はこん なに 時の 隔 りが ある。 どこかで 會 

つた あとの こと を だら う 、『無 ぉ歸 りに なりました か』 と 云 ふやうな 文句 だ. - 8. これから は 


すべて こちらと 別居 後の ことが。 

(三)、 CI 年 一 月 十一 日 (ハガ キ)； 明晩：；；： きます』 とも ある。 

(四)， 年； 月廿七 Z! (手紙)。 澄 子が こちらの 攻 gf 文 を 書いたら しい。 その： g-x に 10 の 云った t;^ を 

,  げづ  . - 

r,, 用して あるの を^って くれと 云 ふやうな ことがある。 その 文 を豫 じめ かの 女 は；^: A に せて 户、 し 

たらしい。 最初の 仲裁 を こちらの 二 友人 11 その 一人 は ig 11 がかの 女に 以 つて 行った g;、  K;^ は 阿 

も 云 はす、 ただ今 一 方の 友人にば かり しゃべらせた その 所以が、 これで 分った。 

(五； r 同年 四月 三十日 (手紙)。 これ は澄于 から 借りた 金 を 催促され て、 今ない から はって おれと 云 ふ 

云 ひわけ だ。 

(六)、 年 五月 十六 日 (手紙 )o 『今晩 八 時、 池 袋 伶 車 場へ 來て 下さい』 と ある。 いよく 密^の 文句で 

はな， S 力？ 

(七)， 同年 五月 廿： n (手紙)。 『昨夜 は失禮 11 廿 一 日、 日曜、 午後 六 時 迄に 中 野 楊で お 0 にか か 

ります』 と ある。 東 一：： 小に ゐる ものが わざく 汽車 か 電車で 中 野まで 行って 含った のお。 

(八)、 同年 五月 三十 1 日 (r 力 キ)。 府下への 轉居： 迎知。 

1:! 年 六月 八日 (ハ ガキ： r 『今晚 伺 ひます』 云々。 これ を 出した 時 澄 子が c^nlgf がへ 行った こと を 

蕖は まだ 知らなかった らしい。 出した あとへ かの 女の 呼び出し 狀 でも 届いた のか？ 

『 齦婚 まで  六 〇1 
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(十 y 同年 六月 十三 n (ハ ガキ) T 今晩 伺 ひます。』 十二 口に 夜お そく 別れた こと は、 こちらの 府中 調査 

で 分って るで はない か？ して ると、 直ぐ また 會 ひたくな つたの だ。 

(十 1)、 同年 六 H 十六 R (手紙〕 T〇〇 (差し出し人 ，n:: 身の 骓號) に會 ひたくありません か， 7 こも ある。 

これ 位が 頻の資 行 的 戀 文に 於け る 表現の 絕 B 、であらう か、 ほど 煮え 切れない 男で あるから？ もう 

贤 行に 移って たの は 分って たの だが I 。 - 

(十二 )• 同年 六月 廿 六日 (手紙) T 明廿七 H 午後 七 時半までに 中 野ステ ー シ ヨンへ 是非』 とも ある。 わ 

ざ わざ 遠い 巾 野 ，など へ 都合の いい 密會所 をき めて しまった ものと 見える。 

.H5 もん 

(十 ョ) * 同 VJ. 八 二日 (手紙)。 七月 は 八：！：、 九日、 十日と つづけざまに 訪問した 事資は あがつ てる 

が、 ぶ は ここにない。 八月に なって、 これに は 『いろ，/ \ のお 心づ かひ ありがたく 存じます』 li< 

云。 

(十四 )• 同年 八月 三日 (ハ ガキ) •『 今夕 伺 ひます』 云々。 これ はこ ちらが 張り 恭を つけた 時の こと だ。 

(十 同年 八月 七日 (ハ ガキ) 。『他人の空似と 云 ふこと もあります が、 餘り 安心 も出乘 ません』 とだ 

そらに  * 

け ま 口いて ある。 おのれ 等で、 斯う こッ そりと 會 つて ゐ ながら、 似 どころ 力 ！ そらと ほけ 

だ！ 

(十六)， 同年 八月 八 fo  (手紙) 。『其 後 はいかが おくらしで すか』 と。 前々 夜に は 多分 會 つて 置きながら 


この 遠 ま はしの 奸譎. な發想 を！： r ハょ。 そして 今：. s いてる 著書に は 別に 他の ：！： 的 はない、 ただ 「〇〇( 差 

し 出し 人の 雅號) の 天 ネの 卑越を に 示め したいの です』 云々。 こちら は 吹き出して しまった。 

纏の 書く 物に はいかめ しいお 膳 立て は あるが、 なか 味 はから ッぼ だ。 何が い：： 一越 だら う？ ETi^ 々々し 

い！ 無 邪氣の やう だが * 鍾 文に は 愚劣 だ。 また 『十 口の 晚 上ります』 と ある。 

(十七). 同年 八月 九日 (ハ ガキ) T 折角です が、 今 H は 上れません』 と あるの を ると * 担の〉 Mn の 手 

ナ みこ 

紙と 行き 遠 ひに、 澄 子の 呼び出しが _ ^，たらしい。 

(十 尸 S 同年 八月 十 口  (乎 統)。 斷 わりの ハガキ を，；：，：： して m はきながら、 またき の ふ も 行く 氣 になって 

ゐ たものと 兄え るが、 それが 矢ッ 張り 行けなかった のに 對 する 詫びで ぁリ、 その 終りに 『昨 n の 御 

用と は 何です』 と ある。  ， 

(十九、 同年 八月 十七 曰 (ハ ガキ) 。『明 晚 あがります、 お待ち受け 下さい。』 

(二十、 同年 八月 4= 日 (手紙) r 灶 の 方 づき 次第 i^- ぐに も 上りたい 11 此頃はぃかがぉS^Jですか、そ 

れが 知りたい』 云々。 その 前々 夜、 乃ち、 十八 口に は 會 つてる ではない か？ その 卜；、 いかに ® さ 

うと もこ ちらから 兑れば 入ら ざらん お 世話 だ。 但し、 こんな こと を 云 ふと、 isi ぐ また Ik ポ だと 一 ；ム ふ 

もの 力 あらう が、 こちら は 澄 子から 法律上の おもて 向き を ふりかざされて ゐる 以上 は、 tc 乂け 身の ま 

ま そのうら の 事實を あばいて やらねば ならぬ の だ。 

颥婚 まで  六 〇 三 
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(廿 】)• 同^ 九月 二日 (ハ ガキ) 。『明晩 あがります』 云々。 

(廿 二： r 同年 九月 廿 一 日 (ハガ キ)。 『 1 兩 日中に』 云々。 

(廿 三)、 同年 十月 十一 日 (手紙)。 『昨日 は失禮 云々』 とあって、 また 金 拾 五圆を 貸して 吳れ ろと あろ， 

蕖 にさう 二度 も 金の こと を 見込まれる やうで は、 澄 子 は 融通が 利いた に 相違ない。 安田に も 纖 通し. 

て やった。 飯 山が 『奥さんの 方が 富んで る やうに 思 はれます』 と 云って あるの は * 多少 その實 際.^ 

- 印って たの か？ 但し、 十 無ィは 人に 金 を 借りても その 人に さへ 借りた ふり を 見せぬ 男. お。 そして 似 

促されても 大抵 はす ッ ぼかす ので、 さき は 怒って しま ふ。 で、 蕖と うわべ だけで も 交際 をつ づけよ 

うとす る 人 は、 渠に 金を贷 さない の を 秘訣と して ゐ る。 そして 若し 貸せば、 やった ものと n ルて— ま 

うの だ olrls;; とま だく 交際 はつ づけたい から、 金 は 資せない』 と 皮肉に 出た 友人 も あるの を、 こち 

らは 知って る。 

(廿 四： r 同年 十月 十四日 (ハガ キ)。 信 州へ 行く 道で 新 宿から 出した の だ。 この 旅行 はこち らも 知って 

ひそ 

たので、 こちら は 澄 子が 途中まで ついて 行き はせ ぬかと、 私 かに 探侦 して ゐた o『 十六 日に はお 目に 

かかれ ませう』 とも ある。 

(廿五 )• 同^ 十月 廿 二日 (ハガ キ)。 U1 文 を e! いてる と 云 ふ 知らせ。 

(廿 六)、 同年 十一月 1 tp(r 力 キ)。 早 文 を 送る から 『〇〇 (差し出し人の 雖號) の大 文章』 .^41 んで 


くれと ある。 

(廿 七： r 同年 十二月 二日 (ハ ガキ) 。『四日 午後お 訪ねし ます』 と ある。 

以上の 外、 なほ 纏の が 三 通 ある けれども、 不必要 だから 省いた。 鬼に 角、 この 順序が 終りに 近づく 

と、 日の 隔 りが できて ると 共に、 感情 も 氣まづ く 遠々 しくな つた 趣きが 看取され る。 その^、 こちら 

の 手に 道 入った 書信と して は 最後の ハ ガキ を兑て も、 なほい つ/ \伺 ひますな ど 云って るの を 見る 

と、 時々 思 ひ 出して はお もちやに して ゐ るので はなから うか！ 

じふな 

然し  一 # 鋭 くこ ちらの 1 經に さはった の は、 こちらの 最も 證據 にで きる 十無ィ 自身の 文句 だと 云 ふ 

よりも、 寧ろ 澄 子が それ を 待ち受けて 開ら き 見た 時の 喜び かた だ。 現場 を 見ないで なぜ それが 分る か 

と 云 ふ 反 對者も あるお らうが、 七 A 年. -、 鬼に 角 -i 好いたり 嫌ったり —— 二 5 にゐ たものに は、 そん 

な こと は 手紙の 封の 明け かたで 分る。 U 一よ e 金 を 貸して くれろ とか、 夜 何時に 何 停車場へ 來ぃ とか 云 

ふのに なると、 十無ィ はすべ て 注意 深く も 封筒 ハガキ にして ある。 ところで、 それが —— どの 封 も， 

どの 封 も —— ゅッ くり 氣を 落ちつけ て 開ら いたの はなく、 何 はさて 置いても と 云 ふやう に ふる ひ 付い 

やぶ 

て 明けられ てるので、 皆、 上 か 下 かの 字！ S みまで 破り 取られて ゐ るの だ。 それ をつ ぎ 合 はせ て 請んだ 

if よ 

時の 澄 子の 額つ き、 手の ふるえが こちらに はあり， （- と见 える やうお。 かの 女が 女中の 『浦 島さん』 

で ふる ひ 立った のよりも 11^ 有力な 心證 ではない か？ 渠 等の いよいよ いま はしい 情交の 證據 は、 こ 

離婚まで  六 0 五 
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ちらに は、 これ 以上 具體 化した のがない。 これが こちらの 離婚の 理由 を 正 當と證 明し ないなら、 法律 

が あまり に淺 薄な ものに ならう。 

七 

えん レょ 

その上、 こちらに この 希望 を I 歷 燃え立た しめた こと は、 澄 子 その 者の 艷 書が 一 通發 見され た。 

じたお 

れ はさきへ 出した 下書き か、 それとも 出さう として 書いた が、 自分で も あまり 不見識と 氣が ついて 刖 

に 文句 を 書き改め たので 殘 つたの か、 いづれ にしても また 有用な 材料 だ。 

火 正 五 年 十二月 一日の 日附 けだから、 十 無ィの 最後の ハガキ の 前 曰に 書いた もの だ。 

『近頃 は隨分 御無沙汰で ございま すね』 と 云 ふやうな いや 味ッ たらしい ことがあ るの を 見る と、 こち 

らの 想像 通り、 密會 熱が すゐ ぶん さめて ゐ たの だ。 『內容 はまこと に 貧弱な 戀 愛でした ね』 とも ある。 

くちぐせ 

こ れ はかの 女の 得意な 口癖 だ。 少しで も 寂しく 感じたり、 不愉快に なった すると、 直ぐ こちらへ も 

かの 女 はさう 云 ふ 風な 發想 を以 つて 訴 へた。 そして 靈的 とか、 精神的と か 云 ふ 空疎な 高尙 がり を以っ 

つね かう 

て 自分の 愁を 飾らう とする ので、 時々 わざと その 文字通りの 追 行 をさせる やうに してやる と、 今度 は往 

生して、 また 靄が 足りない から 肉を燒 かないの だな どと 云 ひ 出した。 戀に、 いや、 人生に、 靈ゃ 肉の 

區別 はない。 肉靈の 合致 狀 態が 何 ごとで もの 充寶 その物 だ。 それ をお もちやの 上に 現じて 貰 はう とし 


てゐ るの だから、 貧弱な の は前以 つて 當前 のこと ぢゃァ ないか？ 而も それが、 もう 、『でした、 ね』 の 

過去 時 法に なって る。 

『「かひな く 立たん 名 こそ をし けれ」 の その 人よりも、 もッと 淋しい 詰らない ものです』 に は、 現在 時 

法が つかって ある。 而も 引用の 下の句に 對 する 上の句 を以 つて 云へば、 『春 の^の 夢ば かりなる 手枕 J 

は 公け にならぬ 密會 のこと ではない か？ 

こちら も 貧弱と か、 淋しい とか、 詰らない とか 云 ふかの 女の 情愁的 感傷 癖に は 幾た び もな やまされ 

た 經驗が ある。 

かの 女 は渠を 引き寄せよ うとして だら う、 その 手紙の 末に 今月の せ 木 雜誌を 貸して くれろ、 鎮の 論文 

を 見たい からと 云 ふこと を 云 ひ 添へ て ある。 だから、 IS が濕の ハガキ 通り 四日に； iiil したと すれば、 

自分の 論文の 載った 雜誌 をの こくと 持って行って、 例の 女の やうな n 調で- 

『ま ァ、 請んで 見て 下さい。 厶厶|1;5  (こちらの こと だ) のな どと は 全く 比べ物に なりません から』 と 

云 ふ 位の 自慢 はした だら う。 si- の n 曰く ものに は、 お勝ば かり 拉べ 立てて、 馳走が 少しも 乘 つてない 

癖に。 さう だ、 思 ひ 出す と、 こちらの 富 件に 關 する 公け の 書類 巾に、 裁！： 書記の 思 ひ 遠 ひで だら う 

が、 渠の雅 號の讀 みかたに 全く 別な 漢字 を當て はめて、 滑稽に も、 『横 2 ば』 としてあった ッ けが —— 0 

おまつお 

に は、 よこ 道 どころ か、 實に、 大 嫁の 電車 終點 から わざく のま はり 道 もちった。 恐らく またぬ け S 
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も あらう。 

それに 今一 つ、 かの 女が こちらに 與 へる 書と 云 ふ、 表面 は 尤もらしい 公開 狀の下 害き と淸書 とが ふぬ 

せ. S しょ 

つて、 一 I 淸 書の 方 は いろんな 雜誌へ 送って 見た が、 突ッ 返された ので 止む を 得すし まって m はいた も 

のらし いが、 —— これ を讀 んで兑 ると、 かの 女 は おそろしい 程 白ば つくれて、 おのれが 今では、 もう 

ぐわん ば 

處女 も同樣 になって ると か、 法律 を循 にして 顔 張る の はこ ちらの 方 だと か、 丸で 事資と は 正反對 のこ 

とを窨 いて ある。 そして こちらの 平常の こと を 相變ら すわ ざと らしい 程 誤解 やら 曲解 やら にして 扱 

ひ、 おのれば かりが えらい ものの やうに なって ゐる" また、 なにがしが 斯う 云った の、 くれが しが ど 

うだのと、 それから それへ と 人の 口 を 幾 Jsll にも 傳 つて 幾重に も 間遠った こと を、 そのままに 信じて、 

ぺっ しつ 

喰って かかって る。 最も を かしい ことに は、 或會で 同席の 一 婦人 を 刖窒に 引き込んで 酒の 醉ひを 介抱 

させた などと、 その 時 別人の やった こと を こちらの ことにして 攻擊 して ある。 然し かの 女が 感情の 上 

, から はかに も、 人の 話 を 取り 違べ たり、 人の 事資を 想像し そこねた りして、 人に 迷惑 を かけた こと 

は刖居 前に も 一 一三 度あった ことなの が こちらに また 思 ひ 出された。 

耕 次 は 十二月の 三十日と 云 ふ 急がし い 日に、 燒け 半分で だが、 産婦の 枕 もとで 以上の こと を 調べ 上 

げた。 それが 爲 めに 午後の 九 時半まで 自分の 晚 めし を 取る 時 問 がなかった。 

あ ふしゅ 

『n 十く この 書類 を 押 取 さへ すれば、 さう 驗ぐこ ともなく 方づ いた Q だ 11 々から 注意し ない ことで 


ガ 力った のに』 と、 畑 は 耕 次の 食事 中のと ころへ やって 來て. 多少 こちらの 成功 を 祝した. そし： 

內容證明 の 手き 書い 5 れた。 その！^ I は、 こちらが 澄 子に も 云ひ殘 して 來 た通 り、 iooo 

番地 (これ は 今の 家へ 引き 移る までにち よ ッとゐ I 地 だ) If 定めた から、 そこへ かの 女と 民 

雄と す PL 轉 還すべし、 S 曰 は 一 月 It までにと 云 ふので あった。 これに 反けば 以後の 扶養料 I 求 

る 樺 力 かの 女に なくなる わけ だと して。 

耕 次の 妹の 亭主が そ I 基 子の ことづて を以 つて 來て i によると、 取って 來 たもの のうちに、 

力ら の預 力り 物が ある さう だ。 それでよ く 調べて 見た が、 さう らし いのはない。 鬪謹は自分 達の 大 

久 保に I を 初めた I、 自分 達の 紹介者た る攀 さんから 貰って 來 たもの だ。 三十 代の 婦人に よま 

だ ふさ はしくない 翠か うがいが あるが、 これら はこち あけ if 殘 して 行った もの だ。 千 九 百. 5 

so  5 洋フ I スフ I』 は、 こちらの 名 I 子の 名 も 出て ゐる ものと して 買 はせられ た 物で、 

物お ゃァ ない。 その外に は、 "もう、 男の 羽織りし かない。 それ も、 その 碁 霞の 墨 鍋 うら はこ ちら 

力 かの 女に S つて やった の I 憶して ゐ るが、 ただ そのお もて 地なる i 地の 響つ むぎに はお ぼえ 

力ない。 殆羞 しかった 蕃の 中には これおけ 裏って たの を f と、 或は かの ぎき 爲めに渠 の 

に 裏 をつ けて やった ので はなから うか？ いや、 思 ひ 出す と. 十無ィ さん は そのつ むぎの よごれ 腐って 

たにり に、 5 こちらの ところへ 寶 際に 着て 來 たこと があった。 產婦の 見た きろで ま、 確か こさう で 
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あった。  -v: 

新うな ると、 然も r: こちら， は渠を こそ 憎め、 浮氣で 馬鹿な かの 女 を 1 方で は あはれ みたく もなる 

いかな か Q 女で も. いよく 渠と 結婚が できる となれば、 いつ だッ てこ ちらに 對 する 訴訟なん か— 拋棄も 

しょう。 さう しないで、 けちな 手 切 金 —— 取れても 結局 は 五百圓 をの ぼるまい -1 を ねらって るの 

は、 鎮が密 きを かさねたり * 金 錢 を 借りたり、 羽織りの 裏 をつ けさせたり しながら も、 かの 女との 結 

婚を斷 行す る 決心がない の だら う。 いや、 おもちゃ にして ゐられ る だけ ゐ ようと 云 ふ 意地ぎ たな さ を 

示め して ゐ るので はなから うか？ 

こちらの あたまの 中で は. 渠の謂 は ゆる 『あんな 女に 執着がない』 と、 かの 女の手 紙なる 『貧弱な 

慰でした ね』 とが 満を卷 いて、 疑問と 憎しみと 哀れみとの 三す ぢ繩を 鞠って 來 たの だ 

『向 ふで は" A< 宅 侵入 罪、 强奪 罪に 問 ふと 云って ますよ。』 

『なァに—ぁのなまれ|^ぢゃく|道顧問なんか』 と、 樊は 自分の 妹の 亭主に 答へ た。 そして 自 

分の 腕に できた 筋肉の. 固い こり は 二三 日直らなかった。 

年が 明けて、 三日間 を恃 つたが、 澄 子等 はこ ちらの 命令に 從 はなかった。 そして 二日の 時蔡 新報に 


I 


は おねと して、 こちらが かの 女 il み 込んだ 議が 出た。 が、 妻の 簾と 誇張と が ある。 

『あたし は あなたの 御資 通りになります』 と、 矢ッ 張り. かの！^ は 熊 本に この 件に 就いて 

さう だから、 擊 二人が 謹した 上で、 こちら i くく 世,, に 思 はせ ようとす る 計略と は、 ちゃし 

In  ""r!f  f "分が！ の I 意へ！ 行 i 扇侵象羅 

罪の！ 51§ へす るの なら、 それ は覺 悟の 前 だ。 また、 自分が 自分の S  くされ 女 f ぶんの めし ヒ 

のが まお なら それ も 止む を 得ない。 それが いやなら、 いつまでも f へたに おだてられての 法律 いぢ 

くりな ど、 もう. いい加減に やめて しまへ！ 

ところで、 澄 子の 讓と云 ふの を 新聞に 出た ので 請んで 見たところ では、 ^-^11! 

を投 ぐった ことにな つてる。 これ はこ ちら だけに 關す る惡 誇張 だとしても、 第二に、 き 妹の 亭主が 

，共に 人夫 ゃ盂 I 揮して、 そ sfl 道 師範の 腕ず 蒙した かの 如くな つてる U これら 

は 全く、 かの 女が 還以 きちら を 落し 入れよう として f した >  例の 多くの 曲解の i である。 こ 

れを かの 女 は 今回 こちらに ばかりでなく、 耕 次の 妹の 亭主に も 押し 廣 げたの だ。 I に 置 あまい 

羅 の變、 可 f うに も、 か S 女の If  n、 それが f に上宫 かき 怒り I つて、 市 

中カら遠.^君^^へ轉任を命ぜられることになった。 そして 全く^ かの 傳給 ばかり. になって、 別に 內設 

をして ゐた分 は 郡部へ 行けば 全然 取れなくなる わけ だ。 それが 直接に こちらの W 害に なった ことに は， 

涯 *k 』、 、k  、 


泡 ゥ^£ 集 * ぉ四卷  ナ二】 

畑が 仲へ 這 入って、 こちら は 自分の 妹の 亭主の 爲 めに 毎月 一 定の 補助 を與 へる やうに 約束 を强 ひられ 

た。 

耕 次 は 目下のと ころ 一 一重に も 三重に も 怒って るの だ。 そして 正 當の现 由 ある 離婚の 控訴 を 飽くまで 

つづける 爲 め- 新ら しい 證據 書類 を 取りまとめて 自分の 辯 議士に 渡した。 そして 自分 は 必勝 を 期して 

ゐた" ところが、 

『もう、 この 邊で? 不 il にしたら どう だ —— 向 ふ も 今度 こそ は 痛い 弱點を 握られた の だから、 强 くも 出 

られ まい。』 斯う 云って、 再び 親切に も 仲裁に 這 入って 吳れ たの は、 さきに 一 たび 仲 栽 を 澄チが はに 無 

にされ，. こ W 氏 だ。 この 人 は 田 中 十無ィ さんに も 友人で あるので、 その 田 中 を も、 公け 沙汰に 出させた 

くたかった の だ。 で、 その 條件 は、 

やうし 

I、 澄 子 は 離婚 を 承諾し、 耕 次 は 民 雄 を 澄 子の 養子に する こと。 

二、 百 五十 圓を 直ちに 渡し * あと は 月々 十 圆づっ 總計五 百圆に 達せし める こ- V- 

；ニ、 雙方 S 裁判 事件 を 取り下げる こと。 

四， 昨年 末に 耕 次が 澄 子 宅から 持ち：！ つた 品物 を 返す こと。 

斯う 書き 現 はされ て：： ルれ ば、 耕 次と しても 實に 何でもない ことであった。 向 ふが 少く とも 二 千圓は 

取りたい などと 法廷で 陳述した のが 滑稽に なって しまう し。 自分 も 金 さへ あれば これし きのこと であ 


fi$i 早く この こと を 忘れて しまう 方が いい。 然し 何だか I を やりたくない 氣 もす 

る。 さきに 自分 は 子 t すべて きら ひであった が、 第 I の 妻に 生ませた の を、 舉^ らて、 一 下 

食カ らまた 一 人 引き取って そばへ 置いて 見る と、 親しみが できた ので、 時ュ ルーの 妻であった のが や 

つて 來 て擊を わが 物が ほに 持て？ のが 贖に さはる ほどに なった。 それに、 また 新ら しい sf 

も 今回 I 名、 こちらの うちで は 唯 I の女兒 がで きて、 ますく  §と 可愛 味と が 生じて 來た。 そこへ 

また 民 雄が 這 入る と、 I 者 Q つれ，^ と共に 五名の 賑やか さに なつて、 十 I から 一歳 I のが 

一一 II 響に 1 1 §1 園で、 擊 Qr きさう 千涉 しないで 纏す るの が 面白 からう きま 

いくら 叱られても、 はだし 同様の 足で 囊へ 上って 來る。 それが 然し 苦に もなら ない— この、。 

ベち だッて S 子 を かの 女の 玄關で うちのめした 時 はは だしに なって ゐた のさ。 

然し それ は どちらで もい いとして、 一 つ 仲裁者 を 怒らせた ことに は、 耕，. -は白 分の やって る i ぞ 

自分が 澄 子 S 相手 i して その 本名 を 出して、 i§i^i0^i<f^oi 

關 する 公け の 露 を譜 した。 (それ を釵山 も？ 知った かして、 註文の 手 f よこした。) それで、 中 

裁 者から、  ,  f 

『以後 も そんな こと をす るなら、 もう 手 を 引きます』 と 云 はれた。 然し これ はこ ちらの 身 こなっても 

考へ 5 ひたいので あった。 向 ふが 事件の 納まった の 集 ひに して、 ma 
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切って わられて は、 こちらが 斯 くまで 騒がせられ たこと は 無駄 どころ か、 うそに も 見えて しまう 力 も- 

知し ぬ。 これ はこ ちらに 取って 一生の 不利益で はない か？ 飽くまで 事實 を事實 として 指摘す る 自由」 

は與 へて 置いて 貰 ひたい。 但し、 以後 は の 本名 は 公表し ない ことにす るから。 それから、 また、 變 

名に する こと は 許された としても、 向 ふが 正直に 1 度 公然と 詫びたら、 それで こちら も滿 足して 何も 

云 は，， H いこと にしよう。 と 云 ふやうな こと を以 つて 仲裁者に 答へ た。 

今一つ 困った ことに は、 澄 子 宅から 取って 來 たもの を II また 差し 押さ へられる よりも、 無い 方 力 

C いと 思って —— 殆ど 寶り拂 つてし まった。 尤も をん な 衣 物 — 不斷 着ば かりだ -1 はすべ て 請け出 

さぬ つもりで ml^ へ 三十 圓で ぶち 込んだ の だ。 で、 それと 箪笥の やうた 物 は 容易に 買 ひ もどせる が、 

その他の. こざく した 物 は 今 はく する ことができない。 然し 向 ふ は それ も 返せ そして 返せな けれ 

ば 新ら しく 買 ふだけ の 金に 見つ もれと 云 ふ。 さう けち 臭くな つて は、 自分 もさき に 自分の 物 澤山無 

くされた こと を 勘定に 入れねば ならぬ。 

そ ぞけ のこと を 向 ふ も 承知の 上なら、 最初に 渡すべき 金の 工面 中な のがで き 次第、 ！ 子供の 爲 

めで も あるから、 I 綺 麗に示談 にしても いい。 が、 こちらに その 工面 中の 金が できす、 向 ふで も 亦 

しのこと が 承知で きぬと 云ふ圖 ぶと いから 意 張り をす るなら ば、 もう、 もとく からの 覺悟 通り、 自. 

分の 女房が 自分の 敵 二三 名に 煽てられつつ 執行す る 公 賫處分 II 向 ふに も 不利 ハ 全お らうに — を あま 


ん じて 受けようと 決心した。 

う ぼい 

その代り、 公賣 をされ る 以上、 耕 次 は 自分の 子よりも 可愛い 書物と 書 齋と をめ ちゃ/ \ にされ るの 

だから- 自分 も 離婚の 控訴が 當 前の 見込み 通り 勝ちに なっても、 決して それだけ では 辦徵 しないつ も 

りで  .0 

くうそ 

『おれ は 空疎な 人道主義者 やその 場の がれの 平和論者 ではない。 おれの 精神的 立ち：^? を 不利益に 落し 

入れよう とする 行爲拉 びに IJ^ 件に 對 する 控訴 だ！』 いや、 藥 自身の 斯う 云った 考へ では、 この 七 八 年 

を 0"J^" に， 征服で も ありまた 被 征服で もあった 戀 愛が、 最後に さめて しまって、 兩 方から M 々にお のれ 

をお のれで ま-分し ようと 云 ふ 夫婦喧嘩 だ。 金な どに は換 へられなかった。 世 問 體が惡 いと 云 ふ ほどの 

こと は、 前以 つて 承知の こと だから、 何でもなかった。 

こうぼい 

公資の 期日 は 金の H 西の 都合で 二三 度 延期され て、 いよ/ \ 明後日と なった。 が、 たださへ 不如意 

に 生活して ゐた 者が、 この 事件の 爲 めに 一般 世間の 信用 を 失って る 時 だから、 一し ほ 困って、 まだ ェ 

而を 終らない ので ある。 け ふから たッ たニ晚 のうちに 何とかす るに は、 大切に 所, i して 來た、 そして 

いろ/ \. な 時期に いろくな 思 ひ 出が 添って る害籍 一千 餘 冊が 差し 押 へられて る そのうちから、 止む 

を 得ない だけで も 賫り拂 ふより 外に 道がない と 思 ひ 付いた の は、 丁度 大正 六 年； ： 月 三 B のこと だ。 

— (大正 六 年 二月〕 — 
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